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す
る
記
述
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
、
そ
の

成
立
過
程
を
知
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

陸
軍
で
は
一
八
七
三
年
に
看
護
兵
教
育
を
開
始
し
、
そ
の
後
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
徴
兵
令
の

改
正
に
と
も
な
う
「
看
護
制
度
の
第
一
次
改
革
」

７

、
さ
ら
に
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
二
月
ま
で

に
は
「
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革
」
を
行
い
、
対
外
戦
争
を
想
定
し
た
衛
生
隊
編
成
が
可
能
な
ま
で
に
、

看
護
制
度
の
確
立
を
終
え
て
い
た

８

。
そ
の
過
程
で
陸
軍
省
が
作
成
し
た
看
護
学
教
科
書
は
、
わ
が
国
で

初
め
て
看
護
学
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

９

。
し
か
し
、
陸
軍
看
護
制
度
の
改
革
内

容
や
教
育
内
容
は
、
看
護
史
の
中
で
は
研
究
対
象
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
看
護
史
分
野
で
は
わ
が
国
の
近
代
看
護
の
草
創
期
を
、
私
的
に
看
護
婦

１
０

養
成
が
開
始

さ
れ
た
明
治
二
〇
年
前
後
と
定
義
し
て
き
た
。
近
代
看
護
教
育
の
対
象
は
あ
く
ま
で
も
職
業
看
護
婦
の
養

成
で
あ
り
、
陸
軍
と
い
う
男
性
看
護
兵
を
対
象
と
し
た
看
護
学
教
育
は
、
軍
陣
医
学

１
１

の
一
部
と
し
て
扱

わ
れ
、
看
護
史
の
中
に
は
含
ま
れ
な
い
と
の
解
釈
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
に

日
本
看
護
歴
史
学
会
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
『
日
本
の
看
護
の
あ
ゆ
み
―
歴
史
を
つ
く
る
あ
な
た
へ
―
』（
日

本
看
護
協
会
出
版
会
）
も
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
一
〇
月
有
志
共
立
東
京
病
院
看
護
婦
教
育
所
で

始
め
ら
れ
た
職
業
看
護
婦
教
育
が
、わ
が
国
の
近
代
看
護
の
始
ま
り
と
し
て
看
護
歴
史
を
展
開
し
て
い
る
。

し
か
し
、
陸
軍
が
看
護
学
と
い
う
用
語
を
初
め
て
用
い
た
事
実
と
、
看
護
兵
教
育
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
果
た
し
て
、
そ
の
教
育
内
容
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
検
討
を
行
わ
ず
に
、
看
護
史
か
ら
除
外

し
て
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
意
識
も
生
じ
る
。

４



同
時
に
、
で
は
何
故
明
治
新
政
府
が
、
陸
軍
草
創
期
に
看
護
卒
に
近
代
看
護
学
に
よ
る
教
育
を
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
も
存
在
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
の

『
大
正
篇
』『
昭
和
篇
』
に
は
、
陸
軍
看
護
制
度
の
記
述
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
陸
軍
創
設
期

の
看
護
制
度
史
を
改
め
て
研
究
し
、
そ
の
成
立
過
程
を
記
録
に
残
す
こ
と
は
、
わ
が
国
の
近
代
看
護
学
の

前
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
陸
軍
の
看
護
兵
教
育
の
目
的
も
明
ら
か
に
な
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
職
業
看
護
婦
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
始
ま
る

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
医
療
と
看
護
の
実
態
を
探
り
、
看
護
制
度
の
整
備
に
着
手
し
、
い
ち
早
く
近
代
看
護

学
を
導
入
し
た
陸
軍
の
目
的
と
そ
の
背
景
を
探
り
な
が
ら
、陸
軍
看
護
制
度
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
意
義
を
日
本
の
近
代
化
と
の
関
係
で
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
本
稿
が
研
究
対
象
期
間
と
す
る
の

は
、
看
護
制
度
の
確
立
を
見
る
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革
ま
で
と
す
る
。

本
稿
が
扱
う
の
は
陸
軍
の
看
護
制
度
史
で
あ
る
が
、
看
護
史
・
看
護
制
度
史
・
看
護
教
育
史
分
野
だ
け

で
な
く
、
軍
陣
医
学
・
医
学
教
育
史
・
軍
事
史
、
さ
ら
に
は
近
代
史
分
野
と
も
関
係
す
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、

看
護
が
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
を
知
る
上
で
も
、
そ
の
研
究
意
義
は
存
在
す
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
照
す
べ
き
研
究
状
況
に
つ
い
て
概
観
を
行
う
。

尚
、
語
句
の
定
義
で
あ
る
が
、
註
10
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
看
護
師
の
名
称
は
そ
の
時
代
の
呼

称
を
用
い
る
が
、
職
業
看
護
婦
教
育
が
始
ま
る
以
前
は
、
看
病
人
、
看
護
人
、
雇
女
、
介
抱
女
な
ど
、
様
々

な
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
本
稿
は
、
資
料
に
準
じ
た
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
が
、
看
病
人
・
看

護
人
の
区
別
に
明
確
な
使
用
の
根
拠
が
見
い
だ
せ
な
い
場
合
は
、「
看
病
人
」
で
統
一
し
た
。
ま
た
陸
軍
関

係
で
は
、『
明
治
篇
』
に
お
い
て
看
護
に
携
わ
る
人
の
名
称
を
「
看
護
者
」

１
２

と
し
て
お
り
、
本
稿
も
そ

れ
に
倣
い
、「
看
護
者
」
で
統
一
し
た
。

看
護
史

看
護
史
は
、
大
関
和

１
３

が
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
、『
看
護
婦
人
矯
風
会
雑
誌
』（
第

一
九
号
、
二
〇
号
）
に
「
日
本
看
護
婦
の
歴
史
」
を
発
表
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
云
わ
れ
て
い
る

１
４

。
大

関
は
、
日
本
で
最
初
に
職
業
看
護
婦
の
養
成
を
開
始
し
た
の
は
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
の
有
志
共
立

東
京
病
院
で
あ
る
と
紹
介
し
た
。

看
護
史
で
は
、「
近
代
的
な
看
護
教
育
」
の
定
義
を
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

１
５

に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ

た
、
一
つ
の
専
門
職
と
し
て
職
業
化
さ
れ
た
正
式
な
看
護
婦
（Trained  Nurse

）
養
成
の
た
め
の
教
育

で
あ
る
と
定
義
し
て
、
看
護
史
を
展
開
し
て
き
た
。
近
代
的
な
看
護
教
育
の
教
育
方
法
は
、
系
統
的
・
組

織
的
教
育
と
訓
練
と
い
う
欧
米
的
な
形
態
で
あ
り
、
近
代
看
護
学
は
西
洋
看
護
教
育
（
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

方
式
）
と
呼
ば
れ
る

１
６

。
わ
が
国
で
は
、
一
八
八
四
年
か
ら
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
か
け
て
、
私
的
に

創
設
さ
れ
た
看
護
婦
養
成
所
で
、
外
国
人
看
護
師
の
指
導
の
も
と
に
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
に
よ
り
ト

レ
ン
ド
・
ナ
ー
ス
（Trained 

Nurse

）
の
養
成
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
ト
レ
ン
ド
・
ナ
ー
ス
教
育
が
導
入

さ
れ
た
明
治
二
〇
年
前
後
を
、
近
代
看
護
の
草
創
期
と
し
て
い
る

１
７

。

看
護
史
は
そ
の
後
、
通
史
・
学
校
史
・
個
人
史
・
看
護
制
度
史
・
看
護
教
育
史
、
助
産
師
お
よ
び
保
健

師
の
歴
史
な
ど
の
分
野
で
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た

１
８

。
木
下
安
子
『
近
代
日
本
看
護
史
』（
メ
ヂ
カ
ル
フ

レ
ン
ド
社
、
一
九
七
六
九
年
）
が
、
明
治
前
期
よ
り
第
二
次
世
界
大
戦
中
ま
で
を
扱
っ
た
通
史
と
し
て
評

価
さ
れ
て
き
た
。
高
橋
政
子
『
写
真
で
み
る
日
本
近
代
看
護
の
歴
史
―
先
駆
者
を
訪
ね
て
』（
医
学
書
院
、

５



一
九
八
四
年
）、
土
曜
会
歴
史
部
会
著
（
代
表
執
筆
者
：
高
橋
政
子
）『
日
本
近
代
看
護
の
夜
明
け
』（
医
学

書
院
、
一
九
七
三
年
）
で
は
、
明
治
初
年
ご
ろ
の
応
急
的
に
発
生
し
た
女
性
看
病
人
と
、
ト
レ
ン
ド
・
ナ

ー
ス
養
成
の
た
め
の
教
育
と
は
区
別
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
提
唱
し
、
近
代
看
護
の
草
創
期
に
創
立
さ
れ

た
看
護
婦
養
成
学
校
や
、
看
護
の
土
台
を
築
き
あ
げ
た
人
々
の
個
人
史
も
丹
念
に
調
べ
上
げ
、
順
天
堂
医

院
で
看
護
婦
長
を
務
め
た
杉
本
か
ね
（
一
八
三
八
～
一
九
一
五
）
を
、
日
本
最
初
の
看
護
婦
長
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
。 

亀
山
美
知
子
は
、
『
近
代
日
本
看
護
史
』
（
全
四
巻
、
ド
メ
ス
出
版
）

１
９

を
著
し
、
こ
の
書
は
看
護
史

の
白
眉
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
。
看
護
史
の
背
景
を
な
す
も
の
と
し
て
は
社
会
史
・
思
想
史
・
女
性
史
・

生
活
史
・
風
俗
史
・
衛
生
史
な
ど
種
々
の
も
の
が
存
在
し
、
複
雑
な
要
素
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
亀
山
は
、

看
護
師
は
近
代
初
頭
か
ら
存
在
す
る
女
性
の
専
門
職
業
の
一
つ
で
あ
り
、
女
性
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
職
業
と
し
て
、
国
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
達
し
た
職
業
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら

も
、
性
差
別
（
医
師
＝
男
性
、
看
護
婦
＝
女
性
）
の
問
題
を
提
起
、
男
性
中
心
に
構
築
さ
れ
た
社
会
体
制

と
そ
の
歴
史
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
女
性
史
の
視
点
で
看
護
史
を
書
き
上
げ
高
い
評
価
を
得
て
い
る

２
０

。 

亀
山
の
『
近
代
日
本
看
護
史
』
全
四
巻
の
う
ち
『
近
代
日
本
看
護
史 

Ⅰ

日
本
赤
十
字
社
と
看
護
』
（
以

下
、
『Ⅰ

日
本
赤
十
字
社
と
看
護
』
と
記
す
）
と
『
近
代
日
本
看
護
史 

Ⅱ

戦
争
と
看
護
』
（
以
下
、
『Ⅱ

戦
争
と
看
護
』
と
記
す
）
、
『
近
代
日
本
看
護
史 

Ⅳ

看
護
婦
と
医
師
』
（
以
下
、
『Ⅳ

看
護
婦
と
医
師
』

と
記
す
）
は
、
本
稿
を
書
き
進
め
る
上
で
貴
重
な
先
行
研
究
と
な
る
。
『Ⅰ
日
本
赤
十
字
社
と
看
護
』
は
、

西
南
戦
争
で
発
足
し
た
博
愛
社
か
ら
日
本
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
加
盟
し
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年

四
月
一
日
よ
り
、
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
養
成
で
救
護
看
護
婦
の
養
成
が
開
始
さ
れ
た
経
緯
な
ど
が
詳
細

に
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
『Ⅱ

戦
争
と
看
護
』
は
、
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
戦
争
に
お
け
る
看
護
婦
活

動
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
章
の
「
近
代
初
頭
に
お
け
る
戦
時
救
護
活
動
」
に
は
じ
ま
り
、

日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
看
護
婦
の
活
動
に
つ
い

て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

『Ⅱ

戦
争
と
看
護
』
第
一
章
の
「
近
代
初
頭
に
お
け
る
戦
時
救
護
活
動
」
に
は
、
「
戊
辰
戦
争
と
女
性

に
よ
る
看
護
活
動
」
「
会
津
戦
争
と
女
性
」
と
題
さ
れ
た
項
目
が
確
認
で
き
る
。
亀
山
は
、
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
で
土
佐
藩
大
阪
屋
敷
に
同
藩
の
負
傷
兵
が
収
容
さ
れ
、
藩
士
の
妻
や
娘
た
ち
が
看
護
を
行
っ
た
こ

と
に
対
し
、
神
崎
氏
が
こ
の
時
の
救
護
活
動
が
「
看
護
婦
の
発
生
史
」
か
ら
い
え
ば
、
最
も
古
い
事
例
で

あ
る
と
述
べ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る

２
１

。 

し
か
し
亀
山
は
、
こ
れ
ら
の
女
性
を
看
護
婦
の
原
型
と
み
る
事
に
は
疑
問
を
呈
し
、
近
代
初
頭
に
お
け

る
女
性
に
よ
る
戦
時
救
護
活
動
の
一
例
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
同
章
で
書
か
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

軍
陣
病
院
や
城
内
で
行
わ
れ
た
看
護
活
動
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
西
南
戦
争
の
救
護
活
動
で
あ
り
、
戊

辰
戦
争
で
前
線
や
野
戦
病
院
で
行
わ
れ
た
看
護
活
動
や
、
陸
軍
の
看
護
兵
の
育
成
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て

な
い
。 

ま
た
『Ⅳ

看
護
婦
と
医
師
』
の
第
一
章
は
「
近
代
以
前
の
医
界
事
情
」
で
あ
り
、
「
明
治
初
年
ご
ろ
の

看
病
人
た
ち
」
と
題
さ
れ
た
項
目
で
は
、
長
崎
養
生
所
の
看
病
人
に
関
す
る
規
則
の
紹
介
、
横
浜
軍
陣
病

院
の
雇
女
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
亀
山
は
『
復
古
外
記 

東
海
道
戦
記 

第
二
二
』
に
記
載
さ
れ
て

６ 
 



い
る
「
雇
女
一
人
給
銀
拾
七
匁
」
と
書
か
れ
た
箇
所
を
紹
介
し
、
こ
の
女
性
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
洗
濯
、

飯
炊
き
な
ど
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
女
性
の
仕
事
を
分
担
さ
せ
ら
れ
る
た
め
に
集
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

試
し
に
「
看
病
」
に
あ
た
ら
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
察
し
て
い
る

２
２

。

さ
ら
に
戊
辰
戦
争
当
時
、
大
半
の
医
師
ら
は
看
護
婦
に
つ
い
て
の
理
解
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め

日
本
人
的
発
想
に
基
づ
く
、
階
級
制
な
い
し
は
身
分
制
度
や
男
尊
女
卑
の
風
潮
に
よ
っ
て
看
病
人
の
職
務

を
決
定
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
、
看
病
人
は
特
に
訓
練
す
る
必
要
の
な
い
職
業
人
と
い
う
見
方
に
と

ら
わ
れ
続
け
た
と
も
い
え
よ
う
、
と
結
論
づ
け
て
い
る

２
３

。

看
護
史
の
中
で
は
長
年
、
女
性
看
病
人
の
採
用
始
ま
り
を
、
横
浜
軍
陣
病
院
で
働
く
女
性
看
病
人
と
し

て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
四
月
一
日
の
栃
木
県
下
野
新
聞
で
、
土
佐
藩
医
の
弘
田

親
厚
が
記
し
た
「
慶
応
四
戊
辰
会
津
征
討
日
記

弐
の
巻
」
の
一
八
六
八
年
四
月
二
四
日
の
記
録
に
「
銃

創
看
病
人
と
し
て
此
地
の
婦
人
九
人
雇
入
養
成
局
へ
差
置
け
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
、

こ
の
日
付
は
横
浜
軍
陣
病
院
で
国
内
初
の
女
性
看
病
人
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
定
説
よ
り
一
ヵ
月
早
い
こ

と
か
ら
、
壬
生
の
女
性
看
病
人
が
国
内
初
の
採
用
と
し
て
定
説
が
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
る
２
４

。

看
護
制
度
史

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
厚
生
省
医
務
局
が
『
日
本
看
護
制
度
史
年
表
』（
厚
生
省

医
務
局
編
集
発
行
）
を
刊
行
。
明
治
元
年
か
ら
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
が
制
定
さ
れ
た
一
九
四
八(

昭

和
二
三)

年
ま
で
の
、
保
健
婦
・
助
産
婦
及
び
看
護
婦
の
身
分
及
び
業
務
に
対
す
る
規
約
や
制
度
に
関
す
る

史
実
が
解
明
さ
れ
、「
看
護
制
度
史
年
表
」
が
作
成
さ
れ
た

２
５

。
こ
の
制
度
史
は
、
あ
く
ま
で
も
国
民
福

祉
の
担
い
手
と
し
て
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
の
歴
史
的
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

全
国
各
地
の
看
護
婦
養
成
所
の
設
置
経
過
や
、
看
護
婦
の
需
要
に
伴
う
規
則
の
変
遷
が
、
厚
生
省
医
務
局

に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
初
め
て
の
看
護
制
度
史
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
、
陸
軍
看
護
制
度
に
関
す
る

記
述
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
現
在
で
は
、
毎
年
発
行
さ
れ
る
看
護
行
政
研
究
会
編
集
『
看
護
六
法
』（
新
日
本
法
規
）
の
「
第

三
編

資
料
」
の
第
一
に
「
看
護
制
度
の
変
遷
」

２
６

と
し
て
、
看
護
婦
制
度
の
始
ま
り
か
ら
規
則
制
定
の

変
遷
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
看
護
事
業
と
し
て
一
般
に
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
明
治
維

新
の
際
の
彰
義
隊
の
傷
病
兵
に
対
す
る
救
護
に
始
ま
る
が
、
西
南
の
役
及
び
日
清
、
日
露
の
戦
争
を
経
て

著
し
い
進
歩
発
達
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
看
護
婦
制
度
の
始
ま
り
は
三
行
の
記
述
に
終
わ
っ
て
い

る
。看

護
教
育
史

平
尾
真
智
子
『
資
料
に
み
る
日
本
看
護
教
育
史
』
（
看
護
の
科
学
社
、
一
九
九
九
年
第

一
版
）
は
、
看
護
教
育
内
容
と
制
度
に
関
わ
る
豊
富
な
文
献
を
渉
猟
し
、
多
く
の
資
料
を
巻
末
に
挙
げ
、

貴
重
な
研
究
業
績
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
々
木
秀
美
『
歴
史
に
み
る
わ
が
国
の
看
護
教
育
―
そ
の
光

と
影
―
』
（
青
山
社
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
明
治
期
か
ら
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
ま
で
を
研
究
対
象
期

間
と
し
て
、
看
護
教
育
の
変
遷
経
緯
を
歴
史
的
に
検
証
、
看
護
教
育
に
お
け
る
見
習
い
制
度
の
意
義
や
准

看
護
婦
制
度
の
問
題
な
ど
も
含
め
、
わ
が
国
の
看
護
教
育
の
歴
史
を
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
教
育
思
想
と
教

育
哲
学
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
を
加
え
た
一
書
に
な
っ
て
い
る
。

平
尾
は
『
資
料
に
み
る
日
本
看
護
教
育
史
』
中
で
、
看
護
教
育
史
の
時
代
区
分
を
研
究
の
便
宜
上
、
第

一
期
を
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
ま
で
の
「
看
護
婦
に
関
す
る
全
国
的
な
規
則
の
な
か

７



っ
た
時
代
」、
第
二
期
を
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
の
「
看
護
婦
規
則
の
時
代
」、
第
三
期
を
一

九
四
八
年
以
降
現
代
ま
で
の
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
時
代
」
の
、
三
期
に
区
分
し
て
い
る

２
７

。

看
護
史
で
は
、
近
代
看
護
の
草
創
期
以
降
を
通
史
と
し
て
扱
っ
て
き
た
研
究
状
況
が
あ
り
、
平
尾
が
看

護
教
育
史
の
区
分
と
し
た
「
第
一
期
以
前
」
は
、「
職
業
前
史
」「
近
代
看
護
移
入
期
前
」「
派
出
看
護
前
史
」

と
い
う
言
葉
で
説
明
さ
れ
、「
派
出
看
護
前
史
」
に
つ
い
て
は
研
究
業
績
が
発
表
さ
れ
て
き
た

２
８

。

し
か
し
、
そ
の
「
派
出
看
護
前
史
」
に
お
い
て
も
対
象
研
究
期
間
は
明
治
元
年
か
ら
で
あ
る
。
平
尾
は
、

東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
前
身
と
な
っ
た
「
大
病
院
」
で
採
用
さ
れ
た
看
病
人
こ
そ
、「
病
者
に
付
添

っ
て
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
す
る
こ
と
を
職
業
と
し
た
最
初
の
婦
人
た
ち
で
あ
っ
た
」
と
し
、
そ
の
服
務

規
則
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る

２
９

。

看
護
教
育
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
『
看
護
教
育
学
』
（
医
学
書
院
、
一
九

八
八
年
）
が
再
版
を
重
ね
、
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
）
年
現
在
第
五
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、

看
護
学
が
大
学
教
育
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
用
語
の
定
義
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
杉
森
ら

は
、
「
『
看
護
教
育
』
と
は
、
一
般
的
・
普
遍
的
教
育
の
一
部
で
あ
り
、
教
育
対
象
を
特
定
す
べ
き
教
育

で
は
な
い
。
教
育
対
象
を
特
定
し
、
目
的
的
に
看
護
と
い
う
職
業
に
従
事
す
る
た
め
教
育
を
表
現
す
る
場

合
に
は
『
看
護
師
養
成
教
育
』
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
内
容
に
焦
点
を
当
て
表
現
す
る
な
ら
ば
看
護
学
教

育
と
な
る
」
と
し
て
い
る

３
０

。
ま
た
陸
軍
に
お
け
る
看
護
兵
教
育
に
つ
い
て
は
、
看
護
学
と
い
う
用
語
を

用
い
た
最
古
の
教
科
書
と
し
て
『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』
（
小
林
又
七
発
行
、
一
八
九
〇
年
）
を

挙
げ
て
い
る
。

こ
の
『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』
は
、
坪
井
良
子
編
『
近
代
日
本
看
護
名
著
集
成
（
全
一
八
巻
）
』

（
大
空
社
、
一
九
八
八
年
）
の
第
二
巻
に
全
頁
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
の
中
で
高
橋
み
や
子
は
、

看
護
学
の
名
称
が
最
初
に
現
れ
た
の
は
「
陸
軍
衛
生
部
現
役
看
護
手
補
充
条
例
」（
一
九
八
八
年
一
二
月
二

四
日
、
勅
令
九
二
号
）
の
第
一
条
「
六
箇
月
間
看
護
学
ヲ
修
メ
タ
ル
者
」
と
、
第
四
条
「
看
護
学
修
業
兵

ヲ
命
ジ
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
当
時
の
看
護
界
に
お
い
て
も
看
護
学
の
用
語
が
一
般
化
し
て
い
な
か

っ
た
時
に
、
陸
軍
が
条
約
・
教
育
規
則
・
教
科
書
に
看
護
学
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
」

と
の
考
察
を
加
え
て
い
る

３
１

。

さ
ら
に
高
橋
は
、
『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』
は
、
陸
軍
衛
生
部
の
職
制
、
職
階
、
職
務
内
容
、

戦
時
看
護
倫
理
と
原
理
を
説
く
勤
務
学
と
、
特
に
実
践
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
集
大
成
し
、
大
系
化
し

た
も
の
で
あ
る
と
意
義
付
け
、
勤
務
学
と
技
術
に
、
陸
軍
に
お
け
る
看
護
学
の
特
質
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
た

３
２

。
そ
し
て
、
一
八
九
〇
年
に
開
始
さ
れ
た
日
本
赤
十
字
社(

以
下
、
日
赤
と
記
す)

病
院
看
護

婦
養
成
は
、
陸
軍
衛
生
部
の
教
育
と
同
じ
く
戦
時
看
護
者
の
養
成
で
あ
り
、
組
織
・
教
育
内
容
上
密
接
な

関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、
『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』
が
日
赤
看
護
婦
養
成
に

及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
は
未
検
討
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
を
問
題
提
起
し
て
い

る
。
そ
の
後
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
管
見
の
限
り
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
の
意
義
は
そ
の
問

題
の
解
明
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

医
学
教
育
史

陸
軍
衛
生
制
度
史
は
、
医
学
教
育
、
医
療
史
、
大
学
教
育
史
、
近
代
史
な
ど
と
も
関
係

し
て
お
り
、『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
三
冊
は
、
貴
重
な
研
究
資
料
と
し
て
の
存
在
価
値
は
認
め
ら
れ
る
と
こ

８



ろ
で
あ
る
。
特
に
陸
軍
軍
医
教
育
と
医
学
教
育
は
、
密
接
な
関
係
の
中
で
語
ら
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
り
、

言
い
か
え
る
と
、
わ
が
国
の
医
学
教
育
史
を
語
る
場
合
、
陸
軍
軍
医
教
育
に
つ
い
て
触
れ
ず
に
そ
の
歴
史

を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
医
学
の
近
代
化
に
向
け
た
動
き
は
、
明
治
新
国
家
の
基
本
理
念
と
も
い
う
べ
き
「
五
箇
条
御
誓
文
」

が
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
三
月
一
四
日
に
採
用
さ
れ
、「
旧
来
ノ
陋
習
ヲ
破
リ
、
天
地
ノ
公
道
ニ
基
ク
可

シ
」「
知
識
ヲ
世
界
ニ
求
メ
大
ニ
皇
基
ヲ
振
起
ス
ヘ
シ
」
と
の
国
是
の
も
と
、
近
代
国
家
建
設
に
向
け
、
範

を
先
進
諸
国
に
倣
う
方
針
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

３
３

。
新
政
府
の
欧
化
政
策
に
則
り
、
同
年

二
月
に
高
階
経
由
典
薬
少
允
ら
の
「
西
洋
医
術
採
用
方
建
白
」

３
４

の
布
告
に
よ
っ
て
西
洋
医
術
を
用
い
る

こ
と
が
公
式
に
許
可
さ
れ
、
日
本
医
学
の
近
代
化
が
政
策
と
し
て
動
き
始
め
た

３
５

。

翌
六
九
（
明
治
二
）
年
一
〇
月
に
は
、
大
学
東
校
の
少
壮
教
師
で
あ
っ
た
土
岐
頼
徳

３
６

、石
黒
忠
悳

３
７

、

長
谷
川
泰

３
８

の
連
名
で
、
大
学
博
士
佐
藤
尚
中

３
９

に
「
医
学
教
育
建
白
書
」

４
０

が
提
出
さ
れ
、
医
師
教

育
確
立
の
整
備
目
的
が
、
国
家
人
民
全
体
の
健
康
お
よ
び
長
寿
に
対
す
る
職
務
を
負
っ
た
職
業
と
し
て
、

国
家
経
営
に
お
け
る
使
命
が
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た

４
１

。
そ
の
結
果
、
ひ
と
月
後
の
一
一
月
に
「
医

学
校
規
則
」
が
定
め
ら
れ
、
大
学
東
校
に
お
い
て
医
学
教
育
が
開
始
さ
れ
た

４
２

。

こ
の
よ
う
な
医
学
教
育
の
近
代
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
軍
医
教
育
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
は
、

陸
軍
軍
医
学
校
篇
・
発
行
『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
』（
一
九
三
六
年
）
に
よ
り
、
そ
の
成
立
過
程
・
教

育
内
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
西
岡
香
織

４
３

、
熊
谷
光
久

４
４

、
瀧
澤
利
行

４
５

ら
研
究
者
に
よ
り
、
陸
軍
軍
医
や
明
治
初
期
の
医
師
教
育
に
関
す
る
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
、
軍
医
教
育

と
近
代
史
の
関
係
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
西
岡
は
、「
日
本
陸
軍
に
お
け
る
軍
医
制
度
の
成
立
」
の
中

で
、
維
新
戦
争
の
官
軍
衛
生
機
関
を
調
べ
て
お
り
、
北
越
戦
争
で
は
近
代
的
野
戦
衛
生
機
関
の
隊
繃
帯
所

→

野
戦
病
院→

野
戦
予
備
病
院→

兵
站
病
院
・
衛
戍
病
院
に
似
た
、
出
征
軍
衛
生
機
関
業
務
系
統
が
形
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

４
６

陸
軍
衛
生
制
度
史
関
係

陸
軍
草
創
期
の
看
護
兵
に
つ
い
て
は
、
石
黒
忠
悳
の
回
顧
録
『
懐
旧
九
十
年
』

（
岩
波
文
庫
）
の
「
看
護
婦
養
成
の
苦
心
と
賞
牌
」
４
７

、
『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
』
の
附
録
「
衛
生

部
の
草
創
時
代
」
の
「
其
二

衛
生
材
料
に
就
て
」

４
８

「
其
五

陸
軍
衛
生
部
の
教
育
に
就
て
」

４
９

に
そ

の
端
諸
が
書
か
れ
て
い
る
。
石
黒
は
、
傷
病
兵
が
重
症
に
な
っ
た
時
に
は
親
切
な
用
意
周
到
な
看
護
に
は

婦
人
の
手
が
適
し
て
い
る
が
、
陸
軍
官
憲
で
は
、
看
護
婦
を
養
成
し
た
り
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
戦
時
に
軍
隊
医
事
衛
生
の
援
助
を
主
眼
と
す
る
日
本
赤
十
字
社
に
お
い
て
こ
れ
を
養
成
し
、

戦
時
に
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
世
が
進
む
と
平
時
に
も
看
護
婦
を
付
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の

が
、
私
の
年
来
の
計
画
で
あ
っ
た
と
述
べ
、「
国
事
に
挺
身
し
て
、
た
め
に
負
傷
し
た
軍
人
に
は
よ
き
看
護

婦
を
附
け
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
考
え
、
自
ら
看
護
婦
の
養
成
と
待
遇
改
善
に
も
尽
力
し
た
旨
の
こ
と

を
書
き
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
士
卒
教
育
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
看
護
長
・
看
護
卒
の
教
科
書
を
参
考
に

し
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。陸
軍
衛
生
部
の
草
創
期
の
制
度
制
定
・
改
革
に
携
わ
っ
た
人
物
の
記
録
は
、

軍
の
看
護
に
対
す
る
認
識
を
知
る
証
言
と
し
て
重
要
視
で
き
る
。

陸
軍
の
衛
生
要
員
で
あ
る
看
護
兵
に
関
す
る
看
護
制
度
は
、
黒
澤
嘉
幸
が
「
陸
軍
看
病
人
」

５
０

、
「
明

治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
」

５
１

、「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
技
術
」

５
２

を
発
表
し
た
こ
と
で
、
一
八
七
三

９



年
か
ら
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
か
け
て
看
護
制
度
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
黒
澤
嘉
幸
は
、
陸
軍
看
護
制
度
の
組
織
管
理
に
し
た
が
っ
た
組
織
、
身
分
、
定
員
、
募
集
、
職

務
内
容
、
要
求
さ
れ
る
技
能
、
教
育
訓
練
の
項
目
を
包
括
し
て
看
護
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
そ
の
項
目
ご
と

の
内
容
を
検
討
し
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
唱
道
し
た
看
護
管
理
が
陸
軍
規
則
の
中
に
も
充
分
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
一
八
七
三
年
に
始
め
ら
れ
た
看
護
兵
教
育
は
「
近
代
看
護
」
で
あ
る
と
結
論
付
け
た

５
３

。

黒
澤
嘉
幸
は
、
さ
ら
に
「
衛
生
補
給
の
史
的
考
察
」
と
題
し
、
戦
時
に
お
け
る
衛
生
材
料
の
補
給
方
法
に

関
す
る
変
遷
を
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で
年
代
を
区
切
っ
て
紹
介
・
検
討
し
て
い
る
５
４

。

軍
事
史
関
係
で
は
、
松
下
芳
男
５
５

や
吉
田
裕
５
６

、
加
藤
陽
子
５
７

が
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
改

正
の
徴
兵
令
第
一
一
条
に
関
し
て
、
一
年
志
願
兵
制
度
が
看
護
兵
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。松
下
は
こ
の
一
一
条
は
、比
較
的
知
識
を
必
要
と
す
る
看
護
兵
を
と
る
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
お
り
、

予
後
備
役
幹
部
生
養
成
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
と
考
察
し
て
い
る
５
８

。
そ
の
後
筆
者
は
、「
陸
軍
衛
生
要

員
の
育
成
と
一
年
志
願
兵
制
度
の
創
設
」
を
ま
と
め
、
優
秀
な
看
護
長
を
活
用
す
る
対
策
の
一
つ
と
し
て

看
護
兵
を
対
象
と
し
た
一
年
志
願
兵
制
度
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
５
９

。

陸
軍
看
護
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
日
赤
に
お
け
る
看
護
婦
養
成
を
視
野
に
入
れ
ず
に
論
ず
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
日
赤
関
係
の
先
行
研
究
は
、
ま
ず
西
南
戦
争
で
発
足
し
た
博
愛
社
に
お
け
る
看
護
婦
養
成
や

救
護
活
動
に
焦
点
を
置
い
た
研
究
と
し
て
、
吉
川
龍
子
『
日
赤
の
創
始
者

佐
野
常
民
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
一
年
）、
同
「
明
治
期
の
赤
十
字
看
護
教
育
」（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
編
『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀

要
』
復
刻
第
五
十
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
が
あ
る
。

日
赤
で
は
、
養
成
し
た
女
性
看
護
婦
の
戦
地
へ
の
従
軍
は
、
ま
ず
日
清
戦
争
で
国
内
予
備
病
院
に
限
っ

て
救
護
活
動
の
任
に
あ
た
ら
せ
、
次
に
北
清
事
変
（
一
九
〇
〇
年
）
で
は
病
院
船
勤
務
へ
送
り
出
し
、
内

地
か
ら
海
上
へ
と
勤
務
先
を
拡
大
し
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
川
口
啓
子
は
、
日
赤
が
ど
の
よ
う
な
議
論

を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
女
性
を
従
軍
看
護
婦
と
し
て
派
遣
す
る
に
至
っ
た
の
か
を
テ
ー
マ

の
一
つ
に
置
い
て
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
」（
一
）
～
（
四
）

６
０

を
発
表

し
て
い
る
。西
南
戦
争
当
時
、政
府
軍
管
理
の
下
で
救
護
活
動
を
行
っ
た
の
は
全
て
男
性
看
護
人
で
あ
り
、

川
口
は
、
国
策
に
沿
っ
て
勃
発
す
る
戦
争
に
お
け
る
軍
隊
衛
生
部
補
助
部
隊
と
し
て
日
赤
看
護
婦
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
女
性
を
戦
場
に
派
遣
す
る
事
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
石
黒

忠
悳
の
高
い
評
価
も
あ
り
、
戦
時
勤
務
に
積
極
的
に
召
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
の
経
緯
を
調
べ
上

げ
て
い
る
。

ま
た
二
〇
〇
九
年
に
は
、
黒
沢
文
貴
・
河
合
利
修
編
『
日
本
赤
十
字
社
と
人
道
援
助
』（
東
京
大
学
出

版
会
）
が
発
行
さ
れ
、
西
洋
先
進
国
か
ら
提
起
さ
れ
た
「
人
道
」
援
助
と
い
う
理
念
が
、
ど
の
よ
う
に
日

本
に
受
容
さ
れ
、
展
開
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
と
実
際
の
活
動
内
容
を
、
博
愛
社
創
設
か
ら
第
二
次
世

界
大
戦
ま
で
を
研
究
対
象
期
間
と
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
へ
の
加
入
の
意
義
を
日
本
の
近
代
化
と
の
関
係

で
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
黒
澤
文
貴
ら
は
、
西
南
戦
争
時
に
は
す
で
に
日
本
の
戦
傷
外
科
と
軍
医
制
度

が
発
達
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
加
入
に
際
し
て
は
、
専
門
的
な
戦
時
救
護
医
療
、
す
な
わ
ち
軍
陣
医
学
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
救
護
医
療
と
し
て
軍
団
病
院
や
包
帯
所
で
看
護
を
担
当
し
て
い
た
看
護
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兵
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
看
護
兵
育
成
に
つ
い
て
の
研
究
は
な

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
が
目
的
と
す
る
陸
軍
に
お
け
る
看
護
制
度
整
備
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
こ
の
戦
時
医
療
の
発
達
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
へ
の
加
入
に
向
け
た
課
題
と
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ

り
、
本
稿
の
意
義
は
そ
の
点
に
も
存
在
す
る
と
い
え
る
。

最
後
に
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
医
療
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
戊
辰
戦
争
当
時
の
医
療
は
、

従
軍
し
た
医
師
ら
が
書
き
残
し
た
日
記
や
自
叙
伝
、
報
告
書
が
そ
の
資
料
と
な
り
、
松
本
良
順
の
自
伝
小

川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
校
注
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
』（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）、
斉
藤
省
三
（
白

里
研
究
グ
ル
ー
プ)

編
「
寛
斎
日
記
―
奥
羽
出
張
病
院
日
記
を
中
心
と
し
て
―
」（
陸
別
町
教
育
委
員
会
、

一
九
八
二
年
）

６
１

、
ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ッ
ド
ー
ル
著
「
日
本
陸
軍
病
院
に
か
ん
す
る
報
告
」
ヒ
ュ
ー
・
コ
ー

タ
ッ
ツ
ィ
著
、
中
須
賀
哲
朗
訳
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
」（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
年
）、
日
本

医
史
学
会
編
集
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」（『
日
本
医
史
学
会
雑
誌
』
第
十
七
巻
附
録
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
四
四
年
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
に
、
鮫
島
近
二
『
明
治
維
新
と

英
医
ウ
ィ
リ
ス
』（
日
本
医
事
新
報
社
、
一
九
七
三
年
）、
神
谷
昭
典
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
―
維

新
政
権
と
医
学
教
育
」（
医
療
図
書
出
版
、
一
九
八
〇
年
第
二
刷
）
あ
る
。
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
戦
場
医
療

に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
と
し
て
は
、
蒲
原
宏

６
２

、
佐
久
間
温
巳

６
３

の
研
究
が
あ
る
。

蒲
原
氏
は
、「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
病
院
の
変
遷
」（
上
）（
中
）(
下)

を
発
表
し
、
北
越
戦
争
に
お

け
る
戦
時
救
護
体
制
の
実
際
を
明
ら
か
に
し
た
。
佐
久
間
氏
は
、
関
寛
斎

６
４

の
「
奥
羽
出
張
病
院
日
記
」

の
資
料
と
し
て
、
平
潟
口
の
戦
時
救
護
体
制
の
実
際
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
本
稿
は
蒲
原
・
佐
久
間
両

氏
の
研
究
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ま
た
、
わ
が
国
に
海
外
の
看
護
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
に
遣
米
使
節
団
が
北

米
ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
国
病
院
を
見
学
し
た
折
の
記
録
と
さ
れ
て
い
る
が
、
幕
末
、
幕
府
の
使
節
団
の
西
欧

見
聞
と
の
関
係
で
看
護
史
が
論
じ
ら
れ
た
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

６
５

。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
陸
軍
看
護
制
度
の
成
立
史
を
課
題
と
す
る
本
稿
で
は
、
対
象
時
期

と
分
析
視
覚
を
以
下
の
様
に
設
定
す
る
。
ま
ず
対
象
時
期
の
設
定
で
あ
る
。
一
八
七
三
年
に
看
病
人
・
看

病
卒
が
陸
軍
武
官
官
等
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
陸
軍
看
護
制
度
の
整
備
が
始
ま
る
。
陸
軍
に
お
け

る
看
護
制
度
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、そ
の
背
景
と
な
る
課
題
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
看
護
兵
誕
生
以
前
を
「
陸
軍
看
護
制
度
成
立
前
史
」
と
設
定
す
る
。「
陸
軍
看
護
制
度
成
立
前

史
」
は
、
明
治
以
前
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
戊
辰
戦
争
前
史
」
と
「
戊
辰
戦
争
期
」
に
区
別
す
る
。

陸
軍
衛
生
制
度
史
『
明
治
篇
』
に
は
、
看
護
制
度
の
第
一
次
改
革
を
「
徴
兵
看
護
卒
ハ
明
治
十
六
年
ヨ

リ
行
ハ
レ
タ
ル
モ
明
治
十
二
年
ノ
改
正
徴
兵
令
ニ
於
テ
『
看
病
卒
モ
諸
兵
ト
同
シ
ク
徴
集
シ
該
役
ニ
服
セ

シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
』
ト
ノ
條
文
ア
リ
テ
早
晩
事
実
ト
ナ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
明
治
十
三
年
一
月
陸
軍
軍
医

本
部
長
ハ
各
鎮
台
病
院
長
並
各
営
所
連
隊
医
官
ヲ
東
京
ニ
召
集
シ
徴
兵
看
護
卒
制
度
ノ
コ
ト
ヲ
議
シ
度
旨

上
申
シ
認
可
ヲ
得
テ
陸
軍
本
病
院
内
ニ
会
同
シ
之
カ
取
扱
諸
則
ヲ
議
セ
リ
之
レ
陸
軍
看
護
制
度
ノ
第
一
次

革
新
ナ
リ
」

６
６

と
定
義
し
て
い
る
。
第
一
次
改
革
の
結
果
、
徴
兵
看
病
卒
の
徴
集
が
可
能
に
な
る
の
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
、
一
八
八
四
年
制
定
の
「
明
治
十
七
年
徴
兵
看
病
卒
取
扱
手
続
」（
六
月
二
五
日
送
乙
第

二
五
四
〇
号
）
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
第
一
次
改
革
が
終
了
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
第
一
次
改
革
ま
で
を
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「
陸
軍
看
護
制
度
創
設
期
」
と
設
定
す
る
。

さ
ら
に
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革
は
、『
明
治
篇
』
に
は
「
明
治
二
十
一
年
徴
兵
壮
兵
ノ
両
看
護
卒
ハ

廃
止
ト
ナ
リ
隊
付
ニ
看
護
手
ヲ
置
キ
病
院
官
衙
学
校
ハ
看
病
人
ヲ
傭
役
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
、
之
レ
陸
軍
看

護
制
度
ノ
第
二
次
革
新
ト
モ
謂
フ
ヘ
キ
ナ
リ

６
７

」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
二
次
改
革
は
、
一
八
八

八
年
一
二
月
に
勅
令
第
九
二
号
「
陸
軍
衛
生
部
現
役
看
護
手
補
充
条
例
」
が
公
布
さ
れ
、
看
護
手
制
度
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
で
看
護
制
度
の
確
立
を
み
る
の
で
あ
り
、
第
一
次
改
革
か
ら
第
二
次
改
革
ま
で
の
時
期

を
、「
陸
軍
看
護
制
度
成
立
期
」
と
設
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
対
象
時
期
の
設
定
に
沿
い
、
本
稿
は
「
陸
軍
看

護
制
度
成
立
前
史
」（
以
下
、「
成
立
前
史
」
と
記
す
）、「
陸
軍
看
護
制
度
創
設
期
」(

以
下
、「
創
設
期
」

と
記
す)

、「
陸
軍
看
護
制
度
成
立
期
」(
以
下
、「
成
立
期
」
と
記
す)

の
三
部
構
成
か
ら
な
る
。

次
に
分
析
視
角
で
あ
る
が
、「
成
立
前
史
」
の
「
戊
辰
戦
争
前
史
」
で
は
、
規
則
に
看
護
人
が
確
認
で

き
る
「
小
石
川
療
生
所
」
の
看
護
の
実
態
を
探
る
こ
と
か
ら
始
め
、
看
病
人
に
関
す
る
規
則
が
確
認
で
き

る
施
設
、「
長
崎
療
生
所
」「
横
浜
梅
毒
病
院
」
を
取
り
上
げ
、
医
療
の
西
洋
化
が
進
む
歴
史
の
流
れ
の
中

で
、
看
護
に
関
す
る
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

「
戊
辰
戦
争
期
」
で
は
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
医
療
と
看
護
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
戦
時
医
療
の
課

題
を
確
認
す
る
。
こ
の
「
戊
辰
戦
争
期
」
に
女
性
看
病
人
が
登
場
す
る
が
、
亀
山
の
考
察
は
戦
争
当
時
の

看
病
人
を
、
あ
く
ま
で
も
医
師
＝
男
性
と
い
う
理
論
と
、
入
院
で
必
要
と
さ
れ
た
看
病
（
洗
濯
・
飯
炊
き

な
ど
）
＝
女
性
の
仕
事
＝
男
尊
女
卑
の
風
潮
＝
看
病
人
に
は
訓
練
の
必
要
は
な
い
、
と
い
う
方
程
式
的
考

察
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、近
代
兵
器
に
よ
る
銃
創
を
負
っ
た「
重
症
患
者
の
病
院
生
活
を
支
え
た
看
病
人
」

と
云
う
視
点
で
の
考
察
に
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
そ
こ
で
第Ⅰ

部
で
は
、「
負
傷
兵
の
看
護
」

と
し
て
い
う
視
点
で
、
戦
時
医
療
に
お
け
る
看
護
の
課
題
の
分
析
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
同
時
期
に
は
海

外
事
情
が
導
入
さ
れ
始
め
た
時
期
で
も
あ
り
、
看
護
に
関
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
海
外
の
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
の
か
も
明
ら
か
に
す
る
。

第Ⅱ

部
「
創
設
期
」、
第Ⅲ

部
「
成
立
期
」
は
、
一
八
六
七(

慶
応
三)

年
一
二
月
に
発
足
し
た
明
治
政

府
が
、
国
家
建
設
の
目
標
を
、
国
家
的
に
独
立
し
、
国
際
社
会
に
お
い
て
欧
米
列
強
と
肩
を
並
べ
る
強
国

と
な
る
こ
と
を
掲
げ
、
国
家
改
革
を
次
々
に
断
行
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
、
政

府
は
兵
制
を
、
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
に
、
陸
軍
は
フ
ラ
ン
ス
の
兵
制
に
よ
る
軍
制
を
定
め
る
旨
を
布
告
し
、

陸
軍
は
制
度
整
備
に
取
り
組
む
。
そ
の
後
、
西
南
戦
争
、
壬
午
事
変

６
８

な
ど
を
経
験
し
、
一
八
八
五
年
、

陸
軍
は
ド
イ
ツ
式
に
兵
制
を
変
更
、
鎮
台
制
を
師
団
編
成
へ
と
変
更
す
る
。
そ
の
間
、
変
更
さ
れ
た
徴
兵

令
や
軍
令
・
軍
制

６
９

の
変
更
に
看
護
制
度
も
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
第Ⅱ

部
・
第Ⅲ

部
は
、
こ
れ
ら
看
護

制
度
改
革
の
背
景
を
調
べ
な
が
ら
、
陸
軍
看
護
制
度
成
立
の
意
義
を
日
本
の
近
代
化
と
の
関
係
で
考
察
す

る
。
そ
の
た
め
、
一
年
志
願
兵
制
度
の
育
成
と
看
護
卒
の
関
係
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
加
入
と
看
護
制
度

と
い
う
視
点
に
お
い
て
の
分
析
も
加
え
る
。

以
上
の
三
部
構
成
に
加
え
、
巻
末
に
は
、
結
論
の
一
章
を
置
い
た
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
全
体
の
論
旨
を

整
理
し
、
最
後
に
、
研
究
史
の
今
後
を
展
望
し
、
残
さ
れ
た
課
題
を
提
示
す
る
。
そ
の
中
で
、
最
初
に
問

題
意
識
と
し
て
提
唱
し
た
、
陸
軍
で
行
わ
れ
た
看
護
学
教
育
内
容
の
意
義
づ
け
を
、
看
護
史
と
の
関
係
で

も
考
察
す
る
。
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註１

明
治
時
代
陸
軍
で
は
、
傭
人
看
病
人
、
壮
兵
看
病
卒
、
徴
兵
看
護
卒
、
看
護
手
、
看
病
人
（
傭
人
）
等
、

め
ま
ぐ
る
し
く
名
称
が
変
わ
り
、
明
治
末
期
に
軍
隊
で
は
上
等
看
護
卒
、
病
院
、
官
衙
、
学
校
に
お
い

て
は
看
護
卒
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
は
看
護
兵
に
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に

は
衛
生
部
の
兵
種
名
が
改
正
さ
れ
衛
生
兵
と
な
る
。
看
護
長
、
看
護
卒
の
官
等
、
名
称
、
等
級
に
関
し

て
は
、
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
篇
〕』（
原
書
房
、
一
九
九
〇
年
）

二
三
八
―
二
五
九
頁
を
参
照
。

２

陸
軍
軍
医
団
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
篇
）』（
小
寺
昌
発
行
、
一
九
一
三
年
）

３

陸
軍
軍
医
団
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
篇
）』
三
二
四
頁
。

４

青
木
袈
裟
美
編
輯
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
、
第
二
巻(

大
正
篇)

』（
陸
軍
省
医
務
局
内
陸
軍
軍
医
団
、
一
九

二
八
年
）

５

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
篇
〕』（
原
書
房
、
一
九
九
〇
年
）

６

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
篇
〕』ⅰ

―ⅳ

頁
。

７

陸
軍
軍
医
団
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
三
三
三
頁
。

８

拙
稿
「
陸
軍
の
衛
生
要
員
補
充
制
度
の
成
立
過
程
」（『
軍
事
史
学
』
第
四
六
巻
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）

一
一
一
―
一
二
六
頁
。

９

平
尾
真
智
子
「
明
治
初
期
に
お
け
る
陸
軍
看
護
制
度
の
看
護
教
育
史
上
の
意
義
」（『
教
育
史
学
会
集

録
』
第
三
十
九
号
、
一
九
九
五
年
）
五
〇
―
五
一
頁
。
同
『
資
料
に
み
る
日
本
看
護
教
育
史
』（
看
護

の
科
学
社
、
二
〇
〇
一
年
）
五
頁
。
平
尾
は
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
陸
軍
が
発
行
し
た
『
陸
軍

病
院
扶
卒
須
知
』
は
、
日
本
に
と
っ
て
最
も
先
駆
的
な
看
護
教
科
書
で
あ
る
と
し
、
看
護
の
教
育
用
教

科
書
の
作
成
や
看
護
学
と
い
う
言
葉
の
使
用
に
お
い
て
も
陸
軍
が
最
初
で
あ
り
、
公
・
私
立
病
院
や
日

本
赤
十
字
社
に
よ
る
看
護
婦
養
成
に
先
駆
け
て
い
る
と
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
教
育
レ
ベ
ル
も
、
一
般
社

会
に
お
い
て
も
職
業
と
し
て
の
看
護
人
の
資
格
と
し
て
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
察
し
て
い
る
。
ま

た
平
尾
は
、
海
軍
軍
医
の
教
育
を
担
当
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
外
科
医
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

W
illiam

 
Anderson

）
が
著
し
た
看
護
書
『
看
護
要
法
』（
一
八
七
九
年
）
の
解
説
（
坪
井
良
子
編

『
近
代
日
本
看
護
名
著
集
成

解
説

第Ⅱ

期
（
第
一
〇
巻
～
一
八
巻
）』
大
空
社
、
一
九
八
八
年
、
一

一
―
一
七
頁
）
の
中
で
、
海
軍
看
護
部
員
の
教
育
は
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
二
月
二
四
日
に
制
定

さ
れ
た
「
海
軍
看
病
夫
採
用
教
導
規
則
」（
医
第
一
五
一
号
）
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
講
習

科
目
（
包
帯
、
薬
剤
学
、
止
血
法
、
解
体
、
生
理
学
、
外
科
、
内
科
の
七
教
科
）
も
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
わ
が
国
に
最
初
に
近
代
看
護
を
導
入
し
た
の
は
陸
軍
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

１
０

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
三
月
一
日
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
が
改
正
さ
れ
、「
保
健
師
」「
助
産

師
」「
看
護
師
」
と
名
称
変
更
が
な
さ
れ
た
。
日
本
看
護
歴
史
学
会
は
、
看
護
「
婦
」
と
看
護
「
師
」

の
呼
称
区
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
代
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
客
観
的
に
述
べ
る
場
合
は
、
そ

れ
以
前
で
あ
っ
て
も
、「
看
護
師
」
を
用
い
る
と
の
意
見
表
明
を
し
た
。
本
稿
も
そ
れ
に
倣
っ
た
呼
称

を
用
い
て
い
る
。

１
１

ヘ
ン
リ
ー
・
ネ
ー
ネ
ス
ト
・
シ
ゲ
リ
ス
ト
著
、
大
津
章
訳
『
医
学
の
歴
史Ⅰ

―
医
学
の
夜
明
け
を
尋

ね
て
―
』（
三
学
出
版
有
限
会
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
頁
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
健
康
は
大
変
重
要
で

あ
る
場
合
、
社
会
が
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
軍
陣
医
学
は
、
組
織
化
さ
れ
た
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
最
も
早
い
時
期
の
形
と
さ
れ
る
。

１
２

陸
軍
軍
医
団
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
篇
）』
三
二
四
頁
。

１
３

大
関
和
（
一
八
五
八
～
一
九
三
二
）
桜
井
女
学
校
付
属
看
護
婦
養
成
所
の
第
一
期
卒
業
生
。
卒
業
後

は
帝
大
病
院
の
外
科
婦
長
と
な
る
。
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
『
派
出
看
護
婦
心
得
』（
中
庸
堂

書
店
）
を
刊
行
し
、
派
出
看
護
婦
の
手
引
書
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
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年
に
は
『
実
地
看
護
法
』(

東
京
看
護
婦
会)

を
著
す
。
尚
、
こ
の
二
冊
は
坪
井
良
子
編
『
近
代
看
護
名

著
集
成
７
』(

大
空
社
、
二
〇
一
四
年
再
版)

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

１
４

亀
山
美
知
子
『
近
代
日
本
看
護
史Ⅰ

日
本
赤
十
字
社
と
看
護
』（
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
九
七
年
）
二

頁
。

１
５

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
（Florence  

N
ightingale

、
一
八
二
〇
～
一
九
一
〇
）
ド
イ

ツ
の
フ
リ
ー
ド
ナ
ー
牧
師
の
デ
ィ
ー
コ
ネ
ス
養
成
所
で
一
八
五
〇
年
～
五
一
年
に
看
護
を
学
ん
だ
。
一

八
五
三
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
淑
女
病
院
監
督
と
な
り
、
給
食
の
た
め
の
リ
フ
ト
や
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
考

案
し
た
。
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
で
は
コ
レ
ラ
の
第
三
次
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
っ
て
お
り
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
は
ミ
ド
ル
・
セ
ッ
ク
ス
病
院
に
多
数
の
コ
レ
ラ
患
者
が
運
び
込
ま
れ
た
時
、
支
援
を
申
し
込
み
コ

レ
ラ
患
者
の
看
護
に
あ
た
っ
た
。
一
八
五
三
年
に
ク
リ
ミ
ア
（
～
五
六
）
戦
争
が
勃
発
し
、
翌
五
四
年

に
イ
ギ
リ
ス
が
出
兵
し
た
こ
と
に
伴
い
、
国
防
長
官
シ
ド
ニ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
ド
卿
に
よ
っ
て
、
数
名
の

看
護
婦
と
共
に
ト
ル
コ
の
ス
ク
タ
リ
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
一
部
）
野
戦
病
院
で
任
務
に
就
く
よ
う
に

依
頼
さ
れ
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
到
着
し
て
一
〇
日
間
で
百
名
近
く
の
兵
士
に
食
事
を
与
え
、
三
ヵ

月
一
万
名
分
の
必
要
品
も
提
供
し
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
こ
の
病
院
に
お
け
る
負
傷
者
や
病
人
に

対
す
る
不
断
の
看
護
に
よ
っ
て
、
〝
ラ
ン
プ
を
持
つ
淑
女
〟
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
時
の
活
躍
に
感
激
し

た
国
民
か
ら
の
基
金
が
寄
せ
ら
れ
、
基
金
を
も
と
に
一
八
六
〇
年
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
に
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
学
校
を
設
立
し
た
。

１
６

津
田
右
子
「
日
本
の
近
代
看
護
教
育
草
創
期
の
教
育
観
を
探
る
」（『
看
護
学
総
合
研
究
（
呉
大
学
）
』

三
巻
一
号
、
二
〇
〇
一
年
）
八
頁
。
土
曜
会
歴
史
部
会
（
代
表
執
筆
・
高
橋
政
子)

『
日
本
近
代
看
護
の

夜
明
け
』（
医
学
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
―
五
頁
の
表
１
に
よ
る
と
、
近
代
看
護
教
育
を
受
け
た
卒

業
生
数
は
、
有
志
共
立
東
京
病
院
看
護
婦
教
育
所
の
第
一
回
は
五
名
（
明
治
二
一
年
二
月
卒
業
）、
京

都
看
病
婦
学
校
は
四
名
（
明
治
二
一
年
六
月
卒
業
）
で
あ
っ
た
。

１
７

看
護
史
研
究
会
編
『
看
護
学
生
の
た
め
の
日
本
看
護
史
』（
医
学
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
七
四
―
七
五

頁
。
土
曜
会
歴
史
部
会
『
日
本
近
代
看
護
の
夜
明
け
』
三
―
八
頁
。
津
田
「
日
本
の
近
代
看
護
教
育
草

創
期
の
教
育
観
を
探
る
」
八
―
二
五
頁
。
明
治
二
〇
年
前
後
に
近
代
看
護
婦
教
育
を
開
始
し
た
学
校
に

は
、
慈
恵
病
院
の
有
志
共
立
東
京
病
院
看
護
婦
教
育
所
（
明
治
一
七
年
一
〇
月
、
三
年
コ
ー
ス
）、
同
志

社
病
院
の
京
都
看
病
婦
学
校
（
明
治
一
九
年
四
月
、
二
年
コ
ー
ス
）、
桜
井
女
学
校
付
属
看
護
婦
養
成
所

（
明
治
一
九
年
一
一
月
、
二
年
コ
ー
ス
）、
帝
大
病
院
（
東
京
）
の
帝
国
大
学
付
属
看
病
法
練
習
科
（
明

治
二
一
年
二
月
、
一
年
コ
ー
ス
）、
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
養
成
所
（
明
治
二
三
年
四
月
、
一
年
半
コ
ー

ス
）
が
あ
っ
た
。
近
代
看
護
草
創
期
の
各
看
護
学
校
で
は
、
以
下
に
述
べ
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
で

看
護
教
育
を
受
け
た
海
外
の
看
護
師
ら
の
指
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
有
志
共
立
東
京
病
院
看
護
婦
教

育
所
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
方
式
に
よ
る
看
護
教
育
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
人
看
護
師
リ
ー

ド
（M

ary E. Reade

）、
京
都
看
病
婦
学
校
は
ボ
ス
ト
ン
市
立
病
院
看
護
婦
学
校
校
長
リ
ン
ダ
・
リ
チ

ャ
ー
ズ
（Linda Richards

）
と
、
ス
ミ
ス
（Ida V. Sm

ith

）、
フ
レ
ー
ザ
ー
（H

elen E. Fraser

）、

桜
井
女
学
校
付
属
看
護
婦
養
成
所
は
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
王
立
救
貧
院
病
院
看
護
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
イ

ギ
リ
ス
人
ア
グ
ネ
ス
・
ヴ
ェ
ッ
チ
（Agnes  

Vetch

）。 

１
８

杉
田
暉
道
・
長
門
谷
洋
治
・
平
尾
真
智
子
・
石
原
明
『
看
護
史
』（
医
学
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
四
頁

に
は
、
看
護
史
を
そ
の
一
分
科
と
し
て
い
る
学
会
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
下
記
に
挙
げ

る
。
公
衆
衛
生
看
護
史
、
母
子
保
健
史
、
看
護
政
策
史
、
男
性
看
護
史
の
歴
史
、
病
院
看
護
史
、
看
護

管
理
史
、
看
護
技
術
史
、
戦
争
看
護
史
、
各
国
の
看
護
史
、
看
護
労
働
史
、
な
ど
多
数
存
在
し
て
い
る
。

１
９

亀
山
美
知
子
『
近
代
日
本
看
護
史
』
四
巻
は
、『Ⅰ

日
本
赤
十
字
社
と
看
護
婦
』、『Ⅱ

戦
争
と
看
護
』

（
一
九
九
七
年
）、『Ⅲ

宗
教
と
看
護
』（
一
九
八
五
年
）、『Ⅳ

看
護
婦
と
医
師
』（
一
九
八
五
年
）
と

題
さ
れ
、
ド
メ
ス
出
版
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。Ⅰ

・Ⅱ

を
対
象
と
し
て
第
四
回
山
川
菊
栄
記
念
婦
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人
問
題
研
究
奨
励
金
を
受
賞
。

２
０

亀
山
『Ⅰ

日
本
赤
十
字
社
と
看
護
婦
』
二
頁
。
同
『Ⅳ

看
護
婦
と
医
師
』
二
頁
。

２
１

神
崎
清
は
『
新
女
苑
』（
一
九
三
九
年
一
〇
月
号
）
に
発
表
し
た
「
会
津
戦
争
婦
人
隊
士
顛
末
記
」
の

な
か
で
、
土
佐
藩
の
大
阪
屋
敷
に
お
け
る
藩
士
の
妻
や
娘
に
よ
る
負
傷
兵
の
看
護
を
、「
最
も
古
い
出

来
事
」
と
し
て
紹
介
し
、
さ
ら
に
「
会
津
女
性
の
看
護
活
動
も
、
同
時
に
記
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
」
と
し
て
い
る
。「
会
津
戦
争
婦
人
隊
士
顛
末
記
」
は
月
刊
『
ジ
ェ
イ
・
ノ
ベ
ル
』（
二
〇
一
三
年

一
月
号
）
三
四
―
五
七
頁
に
全
文
再
掲
さ
れ
て
い
る
。

２
２

亀
山
『Ⅳ

看
護
婦
と
医
師
』
二
七
頁
。

２
３

亀
山
『Ⅳ

看
護
婦
と
医
師
』
三
一
頁
。

２
４

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
壬
生
の
医
療
文
化
史

先
駆
者
の
医
療
を
訪
ね
て
』（
独
協
医
科
大

学
、
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
発
行
、
二
〇
一
〇
年
）
四
一
頁
。
栃
木
県
安
塚
の
戦
い
の
際
、
壬
生
城

内
二
の
丸
内
に
野
戦
病
院
を
設
置
し
、
弘
田
が
治
療
に
あ
た
っ
た
。

２
５

こ
の
厚
生
省
医
務
局
編
集
・
発
行
『
日
本
看
護
制
度
史
年
表
』(

一
八
六
〇
年)

は
、
坪
井
良
子
編
『
現

代
日
本
看
護
名
著
集
成
』（
大
空
社
、
一
九
九
三
年
）
第
一
期
第
七
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る

２
６

看
護
行
政
研
究
会
編
集
『
平
成
二
六
年
版

看
護
六
法
』（
新
日
本
法
規
、
二
〇
一
四
年
）
一
〇
五
九

―
一
四
一
〇
頁
。

２
７

平
尾
『
資
料
に
み
る
日
本
看
護
教
育
史
』
二
頁
。
九
八
頁
。
平
尾
氏
は
近
代
的
な
看
護
婦
の
養
成
は

一
八
八
八
年
に
開
始
さ
れ
た
と
し
て
、
看
護
教
育
の
時
代
区
分
を
し
て
い
る
。「
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
」（
昭
和
二
三
・
七
・
三
〇

法
二
〇
三
）
は
一
八
四
八
年
七
月
に
制
定
さ
れ
、
従
来
は
就
業
を

条
件
と
す
る
業
務
免
許
で
あ
っ
た
が
、
就
業
の
如
何
を
問
わ
な
い
資
格
免
許
と
な
り
、
登
録
後
は
終
身

資
格
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
８

看
護
史
研
究
会
（
代
表
執
筆

遠
藤
恵
美
子
）『
派
出
看
護
婦
の
歴
史
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
三
年
）

で
は
、
第
一
章
を
「
派
出
看
護
前
史
（
明
治
元
～
二
一
年
）」、
第
二
章
を
「
派
出
看
護
創
設
期
（
明
治

二
一
～
二
八
年
）
―
訓
練
を
受
け
た
看
護
婦
に
よ
る
最
初
の
派
出
か
ら
日
清
戦
争
終
結
ま
で
―
」
と
時

代
区
分
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
尾
真
智
子
氏
が
仏
教
看
護
に
基
づ
く
「
看
護
書
」
の
研
究
を
発
表
し
て

お
り
、
江
戸
期
の
看
護
史
の
研
究
も
す
す
ん
で
い
る
。
平
尾
真
智
子
「『
看
病
手
引
歌
』（
文
政
十
年
刊

行
）
に
み
る
仏
教
思
想
に
基
づ
く
看
護
」（『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
六

七
―
七
八
頁
参
照
。

２
９

看
護
史
研
究
会
『
派
出
看
護
婦
の
歴
史
』
六
―
八
頁
。

３
０

杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
『
看
護
教
育
学
』
（
医
学
書
院
二
〇
一
四
年
第
五
版
増
補
一
刷
）
八
頁
。

３
１

高
橋
み
や
子
「『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』」、
坪
井
良
子
編
『
近
代
日
本
看
護
名
著
集
成

解
説
』

第
二
期
（
第
一
〇
～
第
一
八
巻
）』（
大
空
出
版
、
一
九
八
九
年
）
一
九
―
二
八
頁
。

３
２

高
橋
「『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』」
二
五
頁
。

３
３

歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
史
史
料
〔
４
〕
近
代
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
八
二
―
八
三
頁
。
一

八
六
八
年
一
月
中
旬
、
新
政
の
綱
領
の
立
案
を
命
ぜ
ら
れ
た
由
利
公
正
（
三
岡
八
郎
）
と
福
岡
孝
弟
（
藤

次
）
の
参
与
両
人
が
起
草
し
、
木
戸
孝
允
ら
が
修
訂
し
、
京
都
の
紫
宸
殿
で
明
治
天
皇
が
百
官
群
臣
を

集
め
て
神
前
盟
約
の
形
式
で
行
わ
れ
た
。
五
箇
条
御
誓
文
の
他
の
三
項
目
は
、「
広
ク
会
議
ヲ
與
シ
万

機
公
論
ニ
決
ス
ヘ
シ
」「
上
下
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
盛
ニ
経
綸
ヲ
行
フ
ヘ
シ
」「
官
武
一
途
庶
民
ニ
至
ル
迄
各

其
志
ヲ
遂
ケ
人
心
ヲ
シ
テ
倦
マ
サ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
」
で
あ
る
。

３
４

厚
生
省
医
務
局
編
『
医
制
百
年
史
（
資
料
編
）』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
六
年
）
一
九
―
二
〇
頁
。

３
５

国
公
立
所
蔵
史
料
刊
行
会
『
日
本
醫
学
の
夜
明
け
』（
日
本
世
論
調
査
研
究
会
、
一
九
七
八
年
）
二
九

八
頁
。『
公
文
類
纂
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
一
八
六
八
年
三
月
八
日
付
の
記
録
に
「
西

洋
医
術
ノ
儀
是
迠
被
止
置
候
ヘ
共
自
今
其
所
長
ニ
於
テ
ハ
御
採
用
可
有
之
被
仰
出
候
事
」（
官
日
日
記
）
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と
あ
り
、
こ
れ
が
「
西
洋
医
術
採
用
」
に
関
す
る
最
初
の
記
録
で
あ
る
。
典
薬
少
允
（
次
官
）
高
階
経

由
、
高
階
筑
前
介
の
連
名
で
、
西
洋
医
学
の
日
進
月
歩
の
進
歩
を
宮
中
に
も
採
用
し
、
医
療
の
進
歩
を

図
る
べ
し
と
の
建
言
が
採
用
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

３
６

土
岐
頼
徳
（
一
八
四
三
～
一
九
一
一
）
美
濃
国
（
岐
阜
）。
名
古
屋
の
麻
生
頼
三
に
西
洋
医
学
を
学
び
、

京
都
で
は
漢
方
医
学
を
修
め
る
。
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
医
学
所
に
入
校
。
戊
辰
戦
争
当
時
は
医
学

所
学
生
で
あ
り
、
句
読
師
の
足
立
寛
に
、
大
沢
謙
二
と
共
に
連
れ
ら
れ
て
遠
州
久
津
部
に
向
っ
た
。
一

八
六
九
年
に
は
、
大
学
東
校
の
准
少
寮
長
と
な
り
長
谷
川
泰
、
石
黒
忠
悳
と
学
生
を
監
督
し
た
。
一
八

七
四
年
に
は
陸
軍
軍
医
と
な
り
、
西
南
戦
争
に
は
医
長
と
し
て
、
日
清
戦
争
で
は
第
二
軍
軍
医
部
長
と

し
て
従
軍
し
た
。
最
終
階
級
は
陸
軍
軍
医
総
監
（
少
将
相
当
官
）。

３
７

石
黒
忠
悳
（
一
八
四
五
～
一
九
四
一
）
陸
奥
（
福
島
）。
二
〇
歳
で
医
を
業
と
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
江
戸
医
学
所
に
入
学
、
の
ち
に
医
学
所
句
読
師
と
な
る
。
戊
辰
戦
争
時
は
越

後
に
帰
郷
、
負
傷
兵
の
治
療
に
あ
た
る
。
一
八
六
九
年
に
は
大
学
東
校
で
少
助
教
と
な
る
。
一
八
七
一

（
明
治
四
）
年
に
兵
部
省
出
仕
し
一
等
軍
医
。
西
南
戦
争
に
従
軍
後
に
は
、
陸
軍
軍
医
総
監
、
軍
医
学

校
長
、
陸
軍
省
医
務
局
長
な
ど
を
歴
任
。
日
清
戦
争
で
は
野
戦
衛
生
長
官
、
日
露
戦
争
で
は
大
本
営
兼

陸
軍
検
疫
部
御
用
掛
け
と
し
て
従
軍
し
た
。
貴
族
院
議
員
、
枢
密
顧
問
官
。
日
本
赤
十
字
社
第
四
代
社

長
。
わ
が
国
の
陸
軍
軍
医
制
度
の
確
立
者
。

３
８

長
谷
川
泰
（
一
八
四
二
～
一
九
一
二
）
越
後
（
新
潟
）。
長
岡
の
蘭
学
者
に
師
事
後
、
佐
倉
順
天
堂
に

て
佐
藤
泰
然
・
尚
中
親
子
、
松
本
良
順
に
師
事
。
戊
辰
戦
争
時
は
石
黒
忠
悳
同
様
医
学
所
句
読
師
並
で

あ
っ
た
が
、
長
岡
藩
に
徴
せ
ら
れ
て
藩
医
と
し
て
北
越
戦
争
に
参
加
。
一
八
六
九
年
に
大
学
東
校
少
助

教
（
解
剖
担
当
）
か
ら
始
ま
り
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
九
月
に
は
東
京
医
学
校
長
と
な
る
。
文
部

省
御
用
掛
、
警
視
庁
御
用
掛
、
東
京
府
衛
生
課
長
、
内
務
省
衛
生
局
第
一
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
明
治

中
期
の
医
療
行
政
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
済
生
学
舎
で
は
、
約
九
、
六
〇
〇
名
の
医
師
を
養
成
し

た
。

３
９

佐
藤
尚
中
（
一
八
二
七
～
八
二
）
し
ょ
う
ち
ゅ
う
と
も
い
う
。
下
総
（
千
葉
）。
一
八
四
三
（
天
保
十

三
）
年
に
佐
藤
泰
然
に
師
事
、
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
に
は
泰
然
の
養
嗣
子
と
な
る
。
一
八
六
〇
年

に
長
崎
に
遊
学
し
て
ポ
ン
ペ
に
師
事
し
最
新
外
科
学
を
学
ぶ
。
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
佐
倉
に
戻

り
、
一
八
六
七
年
に
佐
倉
藩
に
佐
倉
養
生
所
を
設
け
る
が
、
翌
年
戊
辰
戦
争
の
乱
を
受
け
、
閉
鎖
す
る
。

泰
然
が
開
院
し
た
順
天
堂
を
発
展
さ
せ
、
一
八
七
三
年
に
下
谷
練
堀
町
（
現
、
台
東
区
）
に
順
天
堂
を

開
院
す
る
。
七
五
年
四
月
に
は
本
郷
湯
島
に
移
転
し
、
順
天
堂
医
院
と
改
称
し
た
。
順
天
堂
、
長
崎
医

学
伝
習
所
時
代
の
教
え
子
で
あ
っ
た
相
良
知
安
や
岩
佐
純
ら
明
治
新
政
医
官
の
要
請
を
受
け
入
れ
、
大

学
東
校
を
主
宰
、
日
本
の
近
代
医
学
の
基
礎
を
築
く
。
一
八
七
三
年
に
は
下
谷
練
塀
町
に
順
天
堂
医
院

（
現
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
順
天
堂
医
院
）
を
開
院
。

４
０

厚
生
省
医
務
局
編
『
医
制
百
年
史
（
資
料
編
）』
二
一
―
二
二
頁
。

４
１

坂
井
建
雄
編
『
日
本
医
学
教
育
史
』（
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
二
四
八
―
二
五
一
頁
。

４
２

医
師
の
養
成
に
関
し
て
は
、
小
高
建
『
日
本
近
代
医
学
史
』（
考
古
堂
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
五
三
―

一
〇
一
頁
、
坂
井
『
日
本
医
学
教
育
史
』
一
―
六
〇
頁
を
参
照
。
一
八
六
八
年
六
月
二
六
日
に
旧
幕
府

の
医
学
所
を
接
収
し
て
「
医
学
所
」
を
置
き
、
昌
平
坂
学
問
所
を
接
収
し
て
「
昌
平
学
校
」
と
改
称
、

二
ヵ
月
後
の
九
月
に
は
開
成
所
を
接
収
し
「
開
成
学
校
」
と
し
て
復
興
し
た
。
政
府
は
昌
平
学
校
を
「
大

学
校
」（
現
在
の
文
部
科
学
省
に
相
当
す
る
行
政
官
庁
）
と
改
称
、
医
学
校
、
開
成
学
校
を
分
局
と
し

た
。
ま
た
「
大
学
校
」
の
規
則
の
中
で
、
医
学
校
と
は
「
医
理
ヲ
明
ニ
シ
薬
性
ヲ
審
ニ
シ
以
テ
健
康
ヲ

保
全
シ
病
院
ヲ
設
ケ
諸
患
ヲ
療
シ
実
験
ヲ
極
ム
ル
ヲ
要
ト
ス
」
る
施
設
だ
と
さ
れ
た
。
一
二
月
に
は
大

学
校
を
さ
ら
に
「
大
学
」
に
改
称
、
同
時
に
神
田
一
ツ
橋
の
開
成
学
校
は
「
大
学
南
校
」、
下
谷
和
泉

橋
通
の
医
学
校
は
「
大
学
東
校
」
と
な
っ
た
。
一
一
月
に
定
め
ら
れ
た
「
医
学
校
規
則
」
は
一
〇
項
目
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か
ら
成
る
。
一
八
六
九
年
に
ド
イ
ツ
医
学
へ
の
転
換
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
ミ
ュ
ル

レ
ル
（Benjam

in Carl Leopold M
uller

、1824

～93

、
陸
軍
軍
医
正
）
と
テ
オ
ド
ー
ル
・
ホ
フ
マ

ン
（Theodor  

Eduard
 

H
offm

ann

、1837

～94

、
海
軍
軍
医
）
の
二
人
の
医
学
教
師
の
到
着
を

待
っ
て
、
一
八
七
一
年
か
ら
最
新
の
医
学
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。
尚
、
大
学
南
校
と
大
学
東
校
は
後
に

合
同
し
て
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
七
月
に
は
東
京
大
学
と
な
り
、
法
科
・
医
科
・
理
科
・
文
科

の
四
学
部
が
置
か
れ
た
。
ま
た
「
医
学
校
規
則
」
に
関
し
て
は
、
一
八
六
八
年
わ
が
国
初
の
洋
式
病
院

「
長
崎
精
得
館
」
は
「
長
崎
医
学
校
」
と
改
称
（
学
頭
・
長
与
專
斎
）
し
た
際
に
「
医
学
校
規
則
」
を

定
め
、
修
学
年
限
を
五
年
に
す
る
な
ど
教
育
制
度
を
整
え
て
い
た
。
し
か
し
一
八
七
二
年
に
太
政
官
達

で
閉
校
と
な
っ
て
い
た
。

４
３

西
岡
香
織
「
日
本
陸
軍
に
お
け
る
軍
医
制
度
の
成
立
」（『
軍
事
史
学
』
第
二
十
六
巻
第
一
号
、
一
九

九
〇
年
）
二
四
―
三
九
頁
。

４
４

熊
谷
光
久
「
明
治
期
陸
軍
軍
医
の
養
成
・
補
充
制
度
」（『
軍
事
史
学
』
第
四
十
六
巻
第
二
号
、
二
〇

一
〇
年
）
二
七
―
四
五
頁
。

４
５

瀧
澤
利
行
「
明
治
初
期
医
師
養
成
教
育
と
衛
生
観
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
十
八
巻
四
号
、
一

九
九
二
年
）
四
五
―
六
四
頁
。
二
〇
一
二
年
に
酒
井
建
雄
編
纂
に
よ
り
、
わ
が
国
の
医
学
教
育
の
歴
史

を
様
々
な
側
面
か
ら
幅
広
く
論
じ
た
一
書
、
坂
井
編
『
日
本
医
学
教
育
史
』
が
発
行
さ
れ
、
瀧
澤
は
そ

の
編
者
の
一
人
と
し
て
、「
第
八
章
衛
生
思
想
と
医
学
教
育
」（
二
四
七
―
二
九
四
頁
）
を
執
筆
し
て
お

り
、
軍
医
教
育
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る
。
軍
医
養
成
教
育
は
、
一
八
七
〇
年
二
月
に
大
阪
城
内
の

軍
事
病
院
に
軍
医
学
校
が
併
設
さ
れ
、
ボ
ー
ド
イ
ン
を
顧
問
と
し
て
軍
医
養
成
教
育
は
開
始
さ
れ
た
。

一
八
七
二
年
二
月
に
兵
部
省
が
陸
軍
省
に
改
組
さ
れ
、「
軍
医
寮
」
が
陸
軍
省
内
に
設
置
さ
れ
た
と
同

時
に
、
大
阪
の
軍
医
学
校
は
廃
止
さ
れ
た
。
翌
月
の
三
月
に
は
、
軍
医
寮
附
属
病
院
内
に
「
陸
軍
軍
医

学
校
寮
学
舎
」
が
設
置
さ
れ
、
七
三
年
一
〇
月
か
ら
は
、
ブ
ッ
ケ
マ
ン
（Beukem

a, Tjarko W
iebenga

、

1838

～1925

）
が
赴
任
す
る
が
、
七
四
年
に
は
廃
止
さ
れ
、
軍
医
養
成
教
育
は
東
京
医
学
校
に
委
託
さ

れ
た
。

４
６

西
岡
「
日
本
陸
軍
に
お
け
る
軍
医
制
度
の
成
立
」
二
五
頁
。

４
７

石
黒
忠
悳
『
懐
旧
九
十
年
』(

岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
第
一
刷
）
二
七
八
―
二
八
二
頁
。

４
８

陸
軍
軍
医
学
校
篇
『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
』
附
録
七
―
一
一
頁
。

４
９

陸
軍
軍
医
学
校
篇
『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
』
附
録
一
七
―
二
四
頁
。

５
０

黒
澤
嘉
幸
「
陸
軍
看
病
人
に
つ
い
て
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
十
七
）
巻
第
四
号
、
一
九
九
一

年
）
一
〇
五
―
一
〇
七
頁
。

５
１

黒
澤
嘉
幸
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
十
九
巻
第
四
号
、
一
九

九
三
年
）
六
三
―
八
一
頁
。

５
２

黒
澤
嘉
幸
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
技
術
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
十
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
）

九
三
―
一
〇
〇
頁
。

５
３

黒
澤
嘉
幸
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
」
七
九
頁
。

５
４

黒
澤
嘉
幸
「
衛
生
補
給
の
史
的
考
察
（
第
一
報
）
―
衛
生
科
の
変
せ
ん
（
明
治
元
年
―
明
治
一
五
年
）」

（『
防
衛
衛
生
』
第
三
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）
一
―
一
一
頁
。
同
「「
衛
生
補
給
の
史
的
考
察

（
第
二
報
）
―
衛
生
科
の
変
せ
ん
（
明
治
一
六-

年
―
明
治
三
〇
年
）」（『
防
衛
衛
生
』
第
三
〇
巻
第
六
号
、

一
九
八
三
年
六
月
）
一
一
五
―
一
二
〇
頁
。
同
「
衛
生
補
給
の
史
的
考
察
（
第
三
報
）
―
衛
生
科
の
変

せ
ん
（
明
治
三
一
年
―
明
治
四
五
年
）」（『
防
衛
衛
生
』
第
三
〇
巻
第
一
〇
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）

三
二
五
―
三
二
八
頁
。
同
「
衛
生
補
給
の
史
的
考
察
（
第
四
報
）
―
衛
生
科
の
変
せ
ん
（
大
正
二
年
―

大
正
一
五
年
）」（『
防
衛
衛
生
』
第
三
一
巻
第
五
号
、
一
九
八
四
年
五
月
）
一
一
九
―
一
二
五
頁
。
同
「
衛

生
補
給
の
史
的
考
察
（
第
五
報
）
―
衛
生
科
の
変
せ
ん
（
昭
和
二
年
―
昭
和
一
五
年
）」（『
防
衛
衛
生
』
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第
三
一
巻
第
一
一
号
、
一
九
八
四
年
一
一
月
）
三
七
三
―
三
八
〇
頁
。
同
「
衛
生
補
給
の
史
的
考
察
（
第

六
報
）
―
衛
生
科
の
変
せ
ん
（
昭
和
一
六
年
―
昭
和
二
〇
年
）」（『
防
衛
衛
生
』
第
三
二
巻
第
六
号
、
一

九
八
五
年
六
月
）
一
六
一
―
一
七
九
頁
。
同
「
衛
生
補
給
の
史
的
考
察
―
第
七
報
衛
生
材
料
の
変
遷
（
明

治
元
年
―
明
治
一
五
年
）」（『
防
衛
衛
生
』
第
三
四
巻
第
七
号
、
一
九
八
七
年
七
月
）
二
五
五
―
二
六
三

頁
。

５
５

松
下
芳
男
『
徴
兵
令
制
定
史
』（
五
月
書
房
、
一
九
八
一
年
）
四
九
二
頁
。

５
６

吉
田
裕
「『
国
民
皆
兵
』
の
理
念
と
徴
兵
制
」
由
井
正
臣
・
藤
原
彰
・
吉
田
裕
『
軍
隊

兵
士
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
四
五
二
―
四
七
五
頁
。

５
７

加
藤
陽
子
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本

1868

―1945

』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
四
六
―
四
七

頁
。

５
８

松
下
芳
男
『
徴
兵
令
制
定
史
』（
五
月
書
房
、
一
九
八
一
年
）
四
九
二
頁
。

５
９

拙
稿
「
陸
軍
衛
生
要
員
の
育
成
と
一
年
志
願
兵
制
度
の
創
設
」（（『
国
士
舘
史
学
』
第
一
四
号
、
二
〇

一
一
年
）
三
二
―
五
三
頁
。

６
０

川
口
啓
子
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
一
）」（『
大
阪
健
康
福
祉
短
期
大

学
紀
要
（
二
）
二
〇
〇
四
年
三
月
』
八
一
―
八
九
頁
。
同
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研

究
ノ
ー
ト
（
二
）
日
露
戦
争
を
中
心
に
」（（『
大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
紀
要
（
三
）
二
〇
〇
五
年
三

月
』
八
三
―
九
五
頁
。
同
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
三
）
第
一
次
世
界

大
戦
を
中
心
に
」（『
大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
紀
要
（
四
）
二
〇
〇
六
年
三
月
』
六
九
―
七
六
頁
。

同
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
四
）
第
二
次
世
界
大
戦
と
そ
の
後
」（『
大

阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
紀
要
（
五
）
二
〇
〇
七
年
三
月
』
九
三
―
一
〇
二
頁
。

６
１

官
軍
大
総
督
宮
か
ら
病
院
頭
取
に
任
命
さ
れ
た
関
寛
斎
が
、
一
八
六
八
年
六
月
八
日
に
筆
を
起
こ
し
、

一
一
月
初
旬
に
東
京
に
引
き
揚
げ
、
残
務
整
理
の
終
わ
っ
た
十
二
月
中
旬
に
至
る
約
六
ヵ
月
の
病
院
の

動
静
を
「
奥
羽
出
張
病
院
日
記
」（
現
在
北
海
道
陸
別
町
郷
土
史
料
室
に
保
存
、
写
し
が
佐
倉
市
教
育

委
員
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）
と
し
て
記
録
し
た
。

６
２

蒲
原
宏
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
上
）」（『
日
本
医
事
新
報
』
一
八
〇
〇
号
、
一
九

五
八
年
）
四
五
―
四
八
頁
。
同
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
中
）」（『
日
本
医
事
新
報
』

一
八
〇
一
号
、
一
九
五
八
年
）
四
四
―
四
九
頁
。
同
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
下
）」

（『
日
本
医
事
新
報
』
一
八
〇
二
号
、
一
九
五
八
年
）
五
二
―
五
五
頁
。

６
３

佐
久
間
温
巳
「
奥
羽
出
張
病
院
日
記
」
の
研
究
―
戊
辰
戦
争
中
の
一
軍
事
病
院
の
実
態
」（『
医
譚
』

五
三
号
、
一
九
八
二
年
）
三
一
九
四
―
三
二
〇
〇
頁
。
同
「「
奥
羽
出
張
病
院
日
記
」
の
研
究
（
承
前
）

―
戊
辰
戦
中
の
一
軍
事
病
院
の
実
態
―
」（『
医
譚
』
第
五
四
号
、
一
九
八
五
年
）
三
三
七
〇
―
三
三
七

八
頁
。

６
４

関
寛
斎
（
一
八
三
〇
～
一
九
一
二
）
千
葉
県
山
辺
郡
中
村
に
生
ま
れ
、
十
四
歳
の
時
に
関
俊
輔
の
養

子
と
な
り
、
一
八
四
八
（
嘉
永
二
）
年
に
佐
藤
泰
然
の
門
に
入
り
、
医
学
を
修
め
た
。
一
八
六
〇
年
に

は
佐
藤
尚
中
と
と
も
に
長
崎
で
ポ
ン
ペ
に
学
ぶ
。
ポ
ン
ペ
の
内
科
と
外
科
の
オ
ラ
ン
ダ
語
講
義
録
の
翻

訳
に
関
わ
る
。
戊
辰
戦
争
後
は
徳
島
藩
が
一
八
六
九
年
に
創
設
し
た
藩
医
学
校(

俗
に
巽
浜
医
学
校)

の

付
属
病
院
（
俗
に
診
療
所
・
徳
島
病
院
と
呼
ん
だ
）
の
院
長
を
つ
と
め
た
。
明
治
中
期
の
約
三
〇
年
間

は
徳
島
市
中
徳
島
町
で
診
療
所
を
開
設
し
て
、
生
活
貧
窮
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供
に
従
事
し
た
。
七

二
歳
で
医
業
を
廃
し
て
開
拓
事
業
を
目
指
し
て
北
海
道
に
渡
り
、
自
作
農
の
創
設
を
図
っ
た
。
八
二
歳

で
自
著
『
命
の
洗
濯
』
を
出
版
。
本
稿
に
お
い
て
関
寛
斎
に
関
し
て
は
以
下
の
書
籍
を
参
考
と
し
た
。

米
村
晃
多
郎
『
野
の
ひ
と

関
寛
斎
』（
春
秋
社
、
一
九
八
四
年
）
酒
井
シ
ヅ
監
修
・
日
本
医
師
会
編

集
『
医
界
風
土
記

中
国
・
四
国
篇
』(

思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年)

一
九
六
―
一
九
九
頁
。
相
川
忠

臣
『
出
島
の
医
学
』（
長
崎
文
献
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
三
〇
―
一
三
一
頁
。

１８



６
５

石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
原

下
巻
』（
春
陽
堂
、
一
九
四
四
年
）
一
一
四
五
―
一
一
四
六
頁
。
第
一

三
編
病
医
部
「
看
護
婦
の
始
」
に
は
、「
日
本
で
未
だ
看
護
婦
の
無
か
っ
た
時
代
に
最
も
早
く
海
外
の

看
護
法
を
紹
介
し
た
の
は
、
一
八
六
〇
年
に
遣
米
使
節
団
が
北
米
ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
国
病
院
を
見
学
し

た
折
の
記
録
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
関
し
て
は
、
亀
山
『
近
代
日
本
看
護
史Ⅳ

 

看
護
婦
と
医
師
』
二
〇
―
二
四
頁
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

６
６

陸
軍
軍
医
団
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
篇
）』
三
三
三
頁
。

６
７

陸
軍
軍
医
団
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
篇
）』
三
三
八
頁
。

６
８

壬
午
事
変
（
京
城
で
の
事
変
と
も
い
う
）
は
一
八
八
二
年
七
月
二
三
日
に
漢
城
（
後
の
ソ
ウ
ル
）
で

大
規
模
な
士
族
の
反
乱
が
起
こ
り
、
政
権
を
担
当
し
て
い
た
閔
妃
一
族
、
日
本
人
軍
事
顧
問
や
日
本
公

使
館
員
ら
が
殺
害
さ
れ
、
日
本
公
使
が
襲
撃
を
受
け
た
事
件
。
一
八
七
六
年
の
江
華
島
条
約
に
よ
り
朝

鮮
進
出
へ
の
道
を
開
い
た
明
治
政
府
は
、
朝
鮮
の
開
国
を
め
ざ
す
政
策
を
取
り
日
本
式
軍
隊
を
編
制
さ

せ
た
。
こ
れ
に
反
感
を
抱
い
た
朝
鮮
の
旧
軍
隊
が
日
本
公
使
館
を
襲
っ
た
事
件
。
日
本
軍
は
出
兵
し
、

清
国
の
李
鴻
章
の
工
作
で
、
朝
鮮
と
の
間
の
済
物
浦
条
約
を
締
結
。
二
年
後
に
は
甲
信
事
変
が
起
こ
り

日
本
は
敗
退
す
る
。
日
本
側
は
日
本
軍
に
よ
る
日
本
公
使
館
の
警
備
を
約
束
し
挑
戦
に
軍
隊
を
置
く
こ

と
と
な
っ
た
が
、
冊
封
体
制
を
維
持
し
た
い
清
と
の
対
立
が
高
ま
り
、
の
ち
に
日
清
戦
争
へ
と
結
び
つ

く
こ
と
に
な
る
。

６
９

軍
制
と
は
、
軍
の
建
設
・
維
持
・
管
理
・
運
用
な
ど
軍
事
に
関
す
る
諸
制
度
の
総
称
。
兵
制
と
は
、

軍
制
の
う
ち
兵
備
の
制
度
を
い
う
。
軍
令
と
は
、
軍
隊
の
出
す
命
令
で
あ
る
。

１９



第
Ⅰ
部

陸
軍
看
護
制
度
成
立
前
史



第
一
章

戊
辰
戦
争
前
史

一

「
小
石
川
療
生
所
」
の
女
看
病
人

看
護
は
、
肉
親
に
よ
る
看
護
が
最
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
社
会
の
発
展
に
伴
い
、
家
族
が
担
っ

て
い
た
諸
機
能
は
分
化
さ
れ
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
医
療
専
門
職
者
と
し
て
、
社
会
で
認
知
さ

れ
る
職
業
に
発
展
し
て
き
た

１

。
一
九
一
五
年
六
月
三
〇
日
、
看
護
婦
規
則
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

看
護
婦
は
国
家
資
格
と
な
り
、
全
国
的
な
看
護
婦
資
格
と
業
務
内
容
の
統
一
が
実
現
し
た

２

。
し
か
し
こ

れ
は
、
医
師
の
資
格
制
度
の
確
立
か
ら
約
四
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

記
録
に
残
る
最
初
の
職
業
的
看
護
の
始
ま
り
は
、
享
保
の
改
革
で
設
立
さ
れ
た
「
小
石
川
養
生
所
」
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

３

。
そ
こ
で
、
こ
の
戊
辰
戦
争
前
史
で
は
、
規
則
に
看
病
人
に
関
す
る
項
目
が
確

認
で
き
る
「
小
石
川
養
生
所
」「
長
崎
養
生
所
」「
横
浜
梅
毒
病
院
」
を
取
り
上
げ
、
戊
辰
戦
争
以
前
、
養

生
所
や
病
院
で
雇
わ
れ
て
い
た
看
病
人
ら
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
は
享
保
の
改
革
を
行
い
、
一
七
二
二
（
享
保
七
）
年
、
江
戸
の
都
市
政
策
の
ひ
と

つ
、
下
層
民
対
策
と
し
て
官
設
の
養
生
施
設
「
小
石
川
養
生
所
」
を
設
置
し
た
。
こ
の
養
生
所
に
関
す
る

研
究
は
、
近
世
史
の
分
野
で
享
保
の
改
革
を
テ
ー
マ
と
す
る
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

４

。

当
時
、
参
勤
交
代
に
よ
っ
て
全
国
の
大
名
が
江
戸
で
の
生
活
を
強
制
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
に
は
商

人
だ
け
で
な
く
、
出
稼
ぎ
人
・
日
雇
・
奉
公
人
な
ど
も
増
加
し
、
江
戸
は
大
都
市
へ
と
成
長
し
て
い
た
。

さ
ら
に
火
事
な
ど
で
焼
け
出
さ
れ
た
農
村
人
口
も
流
入
、
貧
民
も
増
加
し
て
い
た
。
す
で
に
元
禄
末
期
よ

り
、
江
戸
に
お
け
る
貧
窮
民
や
非
人
の
増
大
に
は
為
政
者
も
着
目
し
、
吉
宗
も
貧
窮
病
人
の
救
済
に
何
ら

か
の
処
置
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た

５

。
そ
の
よ
う
な
お
り
に
、
小
石
川
伝
通
院
前
の
町
医
者
小
川
笙

船
が
、
施
薬
院
の
設
置
を
願
う
上
書
を
目
安
箱
へ
投
ぜ
た
こ
と
で
、
吉
宗
の
救
済
事
業
が
施
療
院
の
設
立

と
い
う
形
で
実
施
し
た

６

。

吉
宗
の
時
代
、
熱
煩
い
病
人
（
享
保
元
年
）
や
痘
瘡
（
享
保
五
年
）
な
ど
、
疫
病
が
断
続
的
に
流
行
し

た
。
吉
宗
は
そ
の
対
策
と
し
て
、
四
名
の
本
草
学
者
を
登
用
し
、
薬
草
政
策
を
実
施
、
全
国
の
薬
園
の
整

備
・
充
実
を
図
っ
た

７

。
同
時
に
薬
種
の
普
及
・
拡
大
、
薬
の
効
能
の
宣
伝
、
各
地
の
新
薬
の
販
売
許
可
、

薬
価
統
制
な
ど
も
行
っ
た
。

し
か
し
薬
草
政
策
は
薬
の
高
騰
を
招
き
、江
戸
に
多
数
集
ま
っ
た
出
稼
ぎ
や
日
雇
い
・
奉
公
人
た
ち
は
、

病
気
に
罹
る
と
貧
困
の
た
め
に
服
薬
も
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
火
事
が
江
戸
市
中
で
繰

り
返
し
発
生
（
享
保
元
年
、
同
二
年
、
同
三
年
、
同
五
年
）
し
、
鰥
寡
孤
独
の
貧
困
に
喘
ぎ
、
看
病
・
介

護
す
る
者
が
い
な
い
と
い
う
病
人
の
生
活
環
境
・
家
族
構
成
が
問
題
と
し
て
浮
上
し
た

８

。

小
石
川
養
生
所
の
施
療
対
象
は
、
一
二
月
二
六
日
に
発
せ
ら
れ
た
養
生
所
開
設
の
旨
に
よ
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
左
記
は
そ
の
一
部
で
あ
る

９

。
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今
度
小
石
川
御
薬
園
ニ
お
い
て
、
病
人
養
生
所
被
仰
付
候
間
、
町
々
極
貧
之
病
人
薬
も
給
兼
候
躰
之

者
、
或
ハ
独
身
ニ
而
看
病
人
も
無
之
、
又
ハ
妻
子
有
之
候
得
共
、
不
残
相
煩
養
生
不
罷
成
者
之
類
、

右
養
生
所
江
罷
越
、
逗
留
し
候
而
療
治
請
可
申
候
、
尤
療
治
之
内
ハ
御
扶
持
被
下
、
其
上
夏
冬
衣
類

家
具
等
ニ
至
迄
、
諸
事
不
自
由
ニ
無
之
様
ニ
被
仰
付
候
間
、
其
身
歩
行
候
者
ハ
格
別
、
歩
行
難
成
病

人
ハ
、
家
主
或
ハ
親
類
店
請
人
、
又
ハ
相
店
之
者
成
共
相
頼
、
御
役
所
江
可
訴
出
候

こ
の
開
設
の
要
旨
に
は
、
貧
し
い
た
め
に
病
気
に
罹
っ
て
も
服
薬
が
で
き
な
い
病
人
、
独
り
身
の
た
め

に
看
病
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
病
人
、
妻
子
も
皆
病
気
で
あ
る
た
め
養
生
で
き
な
い
病
人
を
対
象
と
し

て
、
入
所
す
る
こ
と
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
治
療
中
は
季
節
に
合
わ
せ
て
着
衣
や
夜
具
が
支
給

さ
れ
、
不
自
由
が
な
い
よ
う
に
療
養
が
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

一
七
二
一
年
、
吉
宗
が
四
万
坪
に
拡
張
し
て
い
た
小
石
川
御
薬
園
の
中
に
、
約
千
坪
の
敷
地
の
小
石
川

養
生
所
を
、
建
設
費
二
百
両
を
費
や
し
て
建
設
し
た
。
養
生
所
全
体
の
監
督
を
務
め
る
肝
煎
職
に
は
、
発

案
者
の
小
川
笙
船
が
就
き
、
病
棟
は
五
棟
で
、
男
性
病
棟
（
新
部
屋
・
中
部
屋
・
九
尺
部
屋
・
北
部
屋
）

と
女
性
病
棟
に
分
け
て
造
ら
れ
た
。
医
師
の
定
員
は
二
三
（
享
保
八)

年
に
は
、
本
道
（
内
科
）
二
名
、
外

科
二
名
、
眼
科
一
名
の
五
名
と
定
め
ら
れ
、
本
道
と
外
科
の
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
二
名
が
一
日
交
代
で
、
眼

科
の
医
師
が
三
日
に
一
日
の
割
合
で
診
察
に
当
た
っ
た
。

養
生
所
に
住
み
込
み
養
生
所
の
医
療
活
動
を
助
け
た
の
は
、「
看
病
中
間
」
六
名
と
女
看
病
人
二
名
で

あ
り
、
薬
煎
、
看
病
、
門
番
な
ど
の
雑
用
に
あ
た
っ
た
。
食
事
の
世
話
を
す
る
「
賄
中
間
」
は
五
名
置
か

れ
た

１
０

。
養
生
所
の
運
営
事
務
と
警
備
に
当
っ
た
の
は
、
養
生
所
見
回
り
与
力
二
名
、
同
心
一
〇
名
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
入
所
者
の
な
か
で
病
状
や
怪
我
の
状
況
が
快
方
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
者
に
、
看
病
中
間

の
仕
事
を
手
伝
わ
せ
、「
役
掛
り
」
と
呼
び
、
看
病
中
間
と
と
も
に
入
所
患
者
の
生
活
管
理
を
さ
せ
た

１
１

。

養
生
所
内
の
病
人
の
生
活
に
つ
い
て
の
規
定
の
概
略
は
、｢

養
生
所
壁
書｣

お
よ
び
、『
与
力
同
心
勤
方
』

の
「
養
生
所
見
廻
り
役
勤
方
之
事
」（
寛
政
一
一
年
書
出)

で
知
る
こ
と
が
で
き
る

１
２

。『
与
力
同
心
勤
方
』

に
は
、
小
石
川
養
生
所
の
運
用
に
お
け
る
決
め
事
が
、
三
七
項
目
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
決
め
事
を
見

る
こ
と
で
、
看
病
中
間
や
下
女
の
役
割
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
管
理
体
制
に
あ
っ
た
の
か
、
同
所
の
生
活
概

要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
看
病
中
間
や
下
女
に
関
す
る
項
目
を
左
記
に
抜
粋
す
る
。

一

養
生
所
江
両
組
壱
人
宛
隔
日
ニ
昼
四
時
よ
り
相
詰
夕
七
時
過
迄
罷
在
、
病
人
部
屋
部
屋
見
廻
、

薬
用
候
節
取
違
不
申
、
諸
事
入
念
病
人
共
を
労
、
火
之
元
大
切
ニ
仕
候
様
、
看
病
中
間
下
女
共

江
申
付
候

一

朝
夕
病
人
之
食
事
致
し
候
節
、
年
寄
同
心
小
普
請
同
心
立
合
甲
乙
無
之
様
看
病
人
之
中
間
下
女

江
申
付
候

一

女
病
人
長
屋
江
暮
六
ツ
前
よ
り
入
口
戸
江
錠
お
ろ
し
看
病
人
之
下
女
は
内
ニ
差
置
、
湯
水
用
事

之
節
ハ
錠
を
明
ケ
不
申
用
事
達
候
小
キ
ロ
よ
り
相
達
申
候

一

門
出
入
之
儀
は
暮
六
ツ
時
限
申
候
、
暮
六
時
打
候
得
は
年
寄
同
心
小
普
請
同
心
立
合
錠
お
ろ
さ

せ
、
口
々
之
錠
年
寄
同
心
方
ニ
預
り
置
、
夜
中
用
事
之
節
は
其
訳
承
届
明
ケ
さ
せ
、
用
事
仕
廻
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候
得
は
猶
又
同
心
立
合
錠
お
ろ
さ
せ
申
候

こ
れ
は
養
生
所
同
心
の
見
廻
り
役
と
し
て
の
務
め
の
規
則
で
あ
る
が
、
夜
間
の
火
の
元
の
管
理
は
看
病

中
間
下
女
に
任
せ
て
い
た
こ
と
、
暮
れ
六
つ
に
は
女
病
棟
に
は
錠
を
し
、
夜
間
は
女
看
病
人
の
下
女
が
看

病
に
あ
た
っ
た
こ
と
、
男
病
棟
も
暮
れ
六
つ
に
同
心
立
ち
合
い
の
も
と
に
錠
を
お
ろ
し
、
用
事
の
あ
る
場

合
に
、
同
じ
く
同
心
立
ち
合
い
の
も
と
に
錠
を
あ
け
、
看
病
に
あ
た
る
規
則
で
あ
っ
た
。

小
石
川
養
生
所
は
、
設
立
当
初
四
〇
名
収
容
の
長
屋
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
設
立
翌
年
の
一
七
二
三

年
の
収
容
人
数
は
百
名
と
な
り
、
そ
の
後
一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
に
は
六
四
二
名
に
ま
で
増
大
す
る
な

ど
、
幕
府
の
窮
民
対
策
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た

１
３

。

し
か
し
、
収
容
定
員
の
増
加
に
加
え
、
医
師
の
治
療
に
対
す
る
不
熱
心
、
看
病
中
間
ら
に
よ
る
物
品
の

横
領
行
為
は
日
常
的
と
な
り
、
病
室
の
衛
生
状
態
も
最
悪
を
極
め
た
。
町
奉
行
の
報
告
書
で
は
、「
不
浄
の

場
所
」
と
表
現
さ
れ
、
養
生
所
内
部
の
改
革
の
着
手
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

例
え
ば
、「
養
生
所
見
廻
り
役
勤
方
之
事
」
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
看
病
人
が
入
所
者
の
用
事
に
錠

を
開
け
て
対
応
し
な
い
限
り
、
入
所
者
は
看
病
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
状
況
が
看
病
中
間
ら
の
不
正
を
放
置
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。実
際
、

看
病
中
間
の
給
金
は
低
く
、不
浄
な
病
人
部
屋
で
働
く
こ
と
は
、徳
分
が
あ
る
か
ら
勤
め
て
い
る
の
だ
と
、

看
病
中
間
の
賄
賂
な
ど
の
不
正
を
公
認
し
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
１
４

。

一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
当
時
は
、
役
人
が
縁
側
を
通
っ
た
だ
け
で
虱
が
つ
く
、
部
屋
の
畳
に
は
膿
血

が
こ
ぼ
れ
、
重
病
人
の
寝
所
は
排
泄
物
で
畳
が
汚
染
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
な
ど
、
不
潔
な
状
態
を
極
め
て

い
た
１
５

。
そ
の
結
果
、
当
時
の
養
生
所
に
お
け
る
病
人
死
亡
率
は
三
二
％
で
あ
り
、
入
所
者
の
三
分
の
一

が
死
の
転
帰
を
と
る
と
い
う
高
い
数
字
を
示
し
、
養
生
所
内
の
悲
惨
な
状
況
を
物
語
っ
て
い
た
１
６

。

行
わ
れ
た
養
生
所
の
改
革
の
ひ
と
つ
に
、
看
病
中
間
ら
の
給
金
の
値
上
げ
が
あ
っ
た
。
看
病
中
間
は
ニ

両
一
分
か
ら
三
両
一
分
に
、
女
看
病
人
も
一
両
二
分
か
ら
二
両
二
分
に
増
額
す
る
処
置
を
と
っ
た
。
し
か

し
、
衛
生
状
態
の
改
善
、
医
師
や
看
病
中
間
、
看
病
人
に
よ
る
医
療
活
動
の
改
善
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
１
７

。

養
生
所
の
改
善
と
し
て
、
給
金
の
増
額
を
す
る
処
置
を
取
っ
た
こ
と
は
、
入
所
者
は
あ
く
ま
で
も
病
人

で
あ
り
、
病
ん
だ
人
の
身
の
回
り
の
世
話
や
食
事
の
世
話
な
ど
は
、
単
に
女
性
が
役
割
と
し
て
担
っ
て
き

た
家
事
業
務
と
し
て
の
仕
事
と
し
て
、割
り
切
る
こ
と
の
出
来
な
い
役
割
が
期
待
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

町
奉
行
の
報
告
書
で
も
、「
惻
隠
の
心
が
深
き
者
」
で
な
け
れ
ば
身
を
入
れ
て
病
人
を
介
抱
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
た
１
８

。

惻
隠
の
心
と
は
、
孟
子
に
よ
り
発
展
し
た
儒
教
の
教
え
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
孟
子
は
人
間
の
本
質
は
善

で
あ
る
と
す
る
性
善
説
を
唱
え
た
。
孟
子
は
、
人
間
は
惻
隠
の
心
、
羞
悪
の
心
、
辞
譲
の
心
、
是
非
の
心

と
い
う
仁
・
義
・
礼
・
知
の
四
つ
の
徳
の
芽
生
え
の
心
（
四
端
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
養
い
育
て
る
こ
と
で

四
徳
を
備
え
た
道
徳
的
な
人
格
が
完
成
す
る
と
し
た
。
惻
隠
の
心
と
は
、
具
体
的
に
は
、
他
人
の
不
幸
を

可
愛
そ
う
と
思
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
同
情
心
、
憐
み
の
心
、
他
人
の
不
幸
を
忍
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
情
で
あ
る
。
小
石
川
療
養
所
の
悲
惨
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
看
護
を
請
け
負
う

介
抱
人
に
は
、
惻
隠
の
心
が
必
要
で
あ
る
と
奉
行
所
が
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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結
局
、
医
師
の
不
熱
心
な
医
療
行
為
、
看
病
中
間
や
賄
中
間
に
よ
る
入
所
者
へ
の
虐
待
行
為
、
物
品
の

横
領
な
ど
は
無
く
な
ら
ず
、
養
生
所
の
最
悪
な
医
療
環
境
の
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

小
石
川
養
生
所
は
一
八
六
五
年
八
月
、
町
奉
行
支
配
か
ら
医
学
校
の
所
管
と
な
り
、
以
後
貧
病
院
と
改
名

さ
れ
、
六
八
年
、
一
四
七
年
間
継
続
し
た
業
績
は
幕
を
閉
じ
た
。

鰥
寡
孤
独
の
者
、
困
窮
の
疾
病
者
を
救
済
す
る
、
病
気
か
ら
人
々
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
政
治
理
念
と

し
て
、
平
時
よ
り
継
続
性
を
も
っ
て
小
石
川
療
養
所
を
運
営
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義
の
あ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
小
石
川
養
生
所
で
雇
わ
れ
て
い
た
看
病
中
間
ら
は
、
わ
が
国
の
職
業
看
護
婦
の
登
場
の
は

じ
ま
り
で
あ
り
、
看
病
人
を
専
属
に
お
い
た
と
い
う
点
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
１
９

。

さ
ら
に
、
小
石
川
養
生
所
に
お
け
る
改
革
過
程
は
、
社
会
事
業
と
し
て
施
療
院
を
設
立
し
、
病
人
の
治

療
・
回
復
の
支
援
施
設
を
設
立
し
て
も
、
そ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
施
設
の
質
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

看
護
す
る
者
の
良
し
悪
し
が
大
き
く
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
社
会
が
認
識
す
る
切
掛
け
と
な
っ
た
。

二

「
長
崎
養
生
所
」
と
看
護

一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
、
日
米
和
親
条
約
の
調
印
に
よ
り
、
下
田
や
函
館
の
開
港
が
決
ま
っ
た
。
幕

府
は
海
防
政
策
の
一
環
と
し
て
、
五
五
（
安
政
二
）
年
に
長
崎
に
海
軍
伝
習
所
を
開
設
し
た
。
そ
の
運
営

に
当
た
り
、
幕
府
か
ら
は
幕
府
医
師
松
本
良
順

２
０

が
、
第
二
次
海
軍
伝
習
生
付
御
用
医
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
。
海
軍
伝
習
所
で
軍
医
養
成
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
に
援
助
を
依
頼
し
、
五
三
年
八

月
二
日
に
来
日
し
た
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
（（Jan Karel van den Broek

）
２
１

が
医
学
教
育
を

任
さ
れ
た
。
ブ
ル
ッ
ク
帰
国
後
の
五
七
（
安
政
四
）
年
、
オ
ラ
ン
ダ
二
等
軍
医
ボ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー

ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
（Johannes Lydius Cathrinus Pompe van Meerdervoort

）
２
２

が
二
年
間
の

予
定
で
着
任
し
た
。
ポ
ン
ペ
は
、
病
院
は
患
者
の
治
療
上
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
医
療
行
政
上
病

院
建
設
が
急
務
で
あ
る
こ
と
、
医
学
教
育
期
間
に
は
五
年
間
が
必
要
で
あ
り
、
臨
床
教
育
も
必
要
性
で
あ

る
と
の
旨
を
幕
府
に
建
白
し
た

２
３

。

病
院
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
協
力
的
で
あ
っ
た
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
に
代
わ
り
就
任
し
た
高
橋
美
作

守
や
監
察
使
有
馬
帯
刀
が
、
小
石
川
養
生
所
の
衰
幣
を
例
と
し
て
「
無
益
の
証
」
と
し
、
設
立
に
は
反
対

の
意
向
を
示
し
、
松
本
と
の
面
会
も
拒
否
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
松
本
は
、
病
院
建
設
の
利
害
損
失
を
説

き
、
必
要
性
を
論
説
し
た
。
ど
の
よ
う
な
会
話
が
な
さ
れ
た
の
か
は
、
松
本
の
『
蘭
疇
自
伝
』
に
書
き
記

さ
れ
て
い
る

２
４

。

与
は
大
い
に
病
院
の
必
要
性
を
論
説
す
。
然
る
に
彼
は
旧
来
江
戸
に
あ
る
と
こ
ろ
の
小
石
川
養
生
所

の
衰
幣
を
引
い
て
無
益
の
証
と
な
す
。
予
曰
く
、
江
戸
の
養
生
所
は
設
立
の
悪
し
き
に
あ
ら
ず
、
積

年
の
幣
、
そ
の
法
を
守
る
者
の
善
か
ら
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ば
こ
れ
を
廃
す
る
も
可
な
り
。
す
で
に
朽

廃
せ
る
養
生
所
を
以
て
証
と
し
、
た
め
に
今
日
有
為
な
る
病
院
の
設
立
を
止
む
る
は
、
あ
に
不
当
の

こ
と
な
ら
ず
や
、
と
。
諄
々
こ
れ
に
利
害
得
失
を
説
き
し
に
、
彼
し
ば
ら
く
沈
思
黙
考
せ
し
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説
得
の
結
果
、
一
八
五
九
（
安
政
六)

年
、
幕
府
よ
り
正
式
に
病
院
設
立
の
許
可
が
達
せ
ら
れ
た
。
こ

の
病
院
設
立
の
許
可
の
背
景
に
は
、
五
八
（
安
政
五
）
年
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
の
影
響
が
あ
っ
た

２
５

。
日

本
で
は
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
以
来
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
た
こ
と
は
な
く
、
一
八
五
八
年
七
月
に
米
国
ミ

シ
シ
ッ
ピ
ー
号
が
シ
ナ
か
ら
日
本
に
コ
レ
ラ
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
で
、
多
く
の
犠
牲
者
が
発
生
し
た
。

コ
レ
ラ
の
発
生
は
急
速
に
広
が
り
、
日
本
側
に
援
助
を
求
め
ら
れ
た
ポ
ン
ペ
は
、
コ
レ
ラ
対
策
と
し
て

キ
ニ
ー
ネ
、
硫
酸
エ
ー
テ
ル
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
使
用
、
予
防
策
と
し
て
の
衛
生
処
置
な
ど
、
治
療
と
救
済

に
尽
力
し
た
。
そ
の
後
、
コ
レ
ラ
は
日
本
全
国
に
万
延
し
た
が
、
ポ
ン
ペ
は
コ
レ
ラ
に
関
す
る
日
本
語
で

書
い
た
解
説
書
を
印
刷
さ
せ
、
全
国
に
頒
布
し
た

２
６

。

ポ
ン
ペ
が
コ
レ
ラ
患
者
を
治
療
す
る
に
あ
た
り
、
医
師
た
ち
に
コ
レ
ラ
の
特
徴
と
療
法
を
教
え
た
が
、

同
じ
く
コ
レ
ラ
撲
滅
に
尽
力
し
た
人
物
に
海
軍
派
遣
隊
の
看
護
兵
Ｇ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル（G.Indermaur

）

が
い
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

２
７

。

宮
永
は
、
コ
レ
ラ
撲
滅
に
尽
力
し
た
看
護
兵
Ｇ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
つ
い
て
、「
日
本
人
の
恩
人
と

し
て
記
憶
に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
ポ
ン
ペ
の
書
簡
に
残
る
コ
レ
ラ
と
看
護
兵
に
関
す

る
報
告
内
容
を
一
部
抄
訳
し
て
紹
介
し
て
い
る

２
８

。
本
稿
で
も
、
左
記
に
引
用
す
る
。

コ
レ
ラ
に
関
連
し
て
海
軍
派
遣
隊
の
看
護
兵
Ｇ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
く
わ
し

く
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
と
同
じ
時
期
に
長
崎
は
コ
レ
ラ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
私

た
ち
は
極
力
、
治
療
と
救
済
に
尽
し
ま
し
た
。
上
述
の
看
護
兵
は
、
コ
レ
ラ
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い

た
と
き
、
そ
の
社
会
的
な
地
位
か
ら
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
す
が
、
目
覚
し
い
働
き
を
示

し
ま
し
た
。

コ
レ
ラ
が
は
や
っ
た
と
き
、
日
本
人
に
手
を
貸
す
こ
と
な
ど
、
海
軍
派
遣
隊
に
属
す
る
看
護
兵
の
仕

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
し
て
や
病
院
の
付
添
人
の
仕
事
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
閣
下
に
お
知
ら

せ
す
る
の
が
私
の
義
務
と
考
え
ま
す
。

上
述
の
人
（
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
）
は
、
賞
賛
に
あ
た
い
す
る
ほ
ど
の
働
き
ぶ
り
を
示
し
ま
し
た
。
全

力
を
あ
げ
て
、
進
ん
で
救
済
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
し
か
も
私
の
命
に
従
っ
て
、
て
き
ぱ
き
と
、
ま

ち
が
わ
ず
、
根
気
強
く
働
き
ま
し
た
彼
は
、
す
ば
ら
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
の
に
貢
献
い
た
し
ま
し

た
。

ポ
ン
ペ
は
こ
の
報
告
の
中
で
、
看
護
兵
Ｇ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
の
功
績
に
対
し
て
褒
美
と
し
て
労
賜
金

を
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
看
護
兵
Ｇ
・
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
一
八
三
一
年
に
ユ
ト

レ
ヒ
ト
に
生
ま
れ
、
一
九
歳
の
時
に
二
等
砲
兵
に
任
じ
ら
れ
、
一
度
除
隊
後
、
一
八
五
七
年
二
月
に
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
で
三
年
契
約
で
看
護
兵
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
二
六
歳
の
時
に
第
二
次
海
軍
派
遣
隊
一
行
に
、
職

種
は
看
護
兵
と
し
て
日
本
に
来
日
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
が
実
践
し
た
具
体
的
な
看
護
の
内
容
は
確
認
出
な
い
が
、「
看
護
兵
」
に
よ
る
コ
レ

ラ
患
者
の
看
護
の
実
際
は
、
医
学
だ
け
で
な
く
「
看
護
」
の
臨
床
教
育
と
し
て
、
大
変
貴
重
な
見
聞
と
な

っ
た
こ
と
は
充
分
に
推
測
で
き
る
。
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ポ
ン
ペ
は
病
院
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
松
本
良
順
の
協
力
の
も
と
幕
府
の
協
力
を
獲
得
し
、
建
設
地

の
選
択
も
精
密
な
構
想
を
以
て
計
画
し
た
。
例
え
ば
、
病
室
は
南
方
を
向
か
せ
る
、
清
登
な
戸
外
の
空
気

と
健
康
的
な
日
中
の
光
線
を
で
き
る
限
り
取
り
入
れ
る
、
豊
富
な
分
量
の
水
が
供
給
で
き
、
乾
燥
し
た
土

地
な
ど
、
い
く
つ
か
の
条
件
を
妥
協
す
る
こ
と
な
く
実
現
さ
せ
た
。
建
設
地
も
決
定
し
、
養
生
所
は
オ
ラ

ン
ダ
海
軍
の
建
築
家
（
一
等
海
軍
士
官
）
の
Ｂ
・
Ｄ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ロ
イ
エ
ン
（BernardDiederic van 

Trojen

）
の
協
力
で
作
図
し
た
設
計
図
に
基
づ
い
て
建
設
さ
れ
た

２
９

。
病
院
設
立
に
先
立
ち
、
一
八
六
一

（
文
久
元
）
年
八
月
一
日
、
長
崎
奉
行
所
は
左
記
の
訓
令
を
公
布
し
た

３
０

。

此
度
御
取
建
相
成
候
養
生
所
之
儀
は
、
病
気
療
養
致
し
候
者
下

々
ニ

而
は
医
師
見
舞
等
行
届
か
す
、

又
は
舶
来
之
薬
種
類
間

々

品
切
も
有
之
、
殊

ニ

薬
剤
療
方
と
も
銘

々

の
好
僧
に
よ
り
意
外
之
迷
ひ
を

生
し
、
療
治
不
行
届
相
果
候
も
の
不
少
、
既

ニ

午
未
年
の
流
行
病
之
節
、
其
手
当
届
兼
夥
敷
死
亡
之

者
も
有
之
候
間
、
医
薬
は
勿
論
看
病
人
相
撰
養
生
筋
不
行
届
無
之
様
致
し
遣
度
と
の
御
趣
意

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
ニ
付
、

長
崎
市
郷
之
者
共
を
は
し
め
旅
人
た
り
と
も
療
養
相
願
度
者
有
之
候
は
ゝ
、
其
役
所
人
共
厚
相
心
得

病
者
寄
宿
手
重

ニ

不
相
心
得
様
い
た
し
遣
す
へ
く
候
、
尤
別
紙
規
則
所
之
趣
相
心
得
身
許
有
之
者
共

は

寄
宿
料
可
差
出
、
極
貧
之
者
江

は

御
施
薬

ニ

可
被
成
下
候
条
来
ル
九
月
三
日
よ
り
勝
手
次
第
可
願

出
候右

之
趣
令
承
知
別
紙
規
則
書
相
添
不
洩
様
可
申
渡
候

八
月
朔
日

（
傍
点
筆
者
付
記
）

こ
の
訓
令
は
、養
生
所
を
設
立
す
る
目
的
を
、下
々
の
者
に
は
医
師
の
見
廻
り
が
不
行
き
届
き
で
あ
り
、

舶
来
の
薬
も
品
切
れ
と
な
り
、
ま
た
、
薬
剤
や
療
法
の
医
師
に
よ
る
違
い
に
よ
り
治
療
が
行
き
届
か
ず
死

亡
す
る
者
が
あ
る
こ
と
、
特
に
安
政
五
年
と
翌
六
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
の
際
に
は
手
当
が
行
き
届
か
ず
、

夥
し
い
死
亡
者
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
治
療
が
普
く
行
き
届
く
よ
う
に
と
云
う
趣
意
を
以
て
病
院
を

設
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
市
郷
の
者
は
も
と
よ
り
、
旅
人
に
対
し
て
も
病
院
規
則
に
則
り
、
診
療
治
療

を
施
す
よ
う
に
と
諭
し
、
極
貧
の
者
に
は
無
料
で
施
薬
を
許
す
こ
と
を
宣
言
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
た

３
１

。

こ
の
訓
令
で
注
目
す
べ
き
は
、
筆
者
が
傍
点
を
付
記
し
た
「
看
病
人
相
撰
養
生
筋
不
行
届
無
之
様
致
し

遣
度
と
の
御
趣
意
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
看
病
人
を
選
び
、
養
生
に
不
行
き
届
き
が
な
い
様

に
と
い
う
趣
意
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
養
生
所
の
運
営
に
於
い
て
は
、
看
病
人
に
よ
る
養
生
、

つ
ま
り
住
居
・
衣
服
・
夜
具
・
飲
食
・
入
浴
・
睡
眠
・
運
動
・
房
事
な
ど
の
手
当
を
重
視
し
て
い
た
。

一
八
六
一
年
九
月
二
一
日
（
文
久
元
年
八
月
一
七
日
）、
わ
が
国
最
初
の
本
格
的
洋
式
医
学
教
育
施
設
と

し
て
医
学
校
兼
病
院
「
養
生
所
」（
通
称
、
長
崎
養
生
所
）
が
設
立
さ
れ
、
ポ
ン
ペ
を
教
師
と
し
た
、
基
礎

と
臨
床
の
課
程
を
系
統
的
に
学
習
す
る
五
年
間
の
西
洋
医
学
教
育
が
開
始
さ
れ
た

３
２

。

建
設
さ
れ
た
病
院
は
、
南
北
に
窓
の
多
い
南
風
が
通
る
よ
う
な
Ｈ
型
の
、
天
上
の
高
い
二
階
建
て
の
二

棟
か
ら
な
る
洋
式
の
病
院
で
あ
っ
た
。病
室
は
八
室（
一
病
室
あ
た
り
ベ
ッ
ド
数
一
五
床
、計
一
二
四
床
）、

隔
離
患
者
室
お
よ
び
手
術
室
（
四
室
）
の
他
、
薬
品
・
機
器
・
書
籍
な
ど
の
備
品
室
、
炊
煮
所
（
台
所
）、
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浴
室
、
書
役
・
監
察
官
室
・
番
医
師
室
・
看
護
者
室
、
穢
垢
衣
衾
ヲ
洗
濯
ス
ル
所
な
ど
が
設
け
ら
れ
た

３
３

。

入
院
に
際
し
て
は
、
内
科
棟
は
熱
病
患
者
、
皮
膚
病
患
者
、
回
復
患
者
と
そ
の
他
の
内
科
患
者
の
四
室
、

外
科
棟
は
創
傷
患
者
、
梅
毒
患
者
、
眼
病
患
者
、
疥
癬
病
患
者
の
四
室
と
、
同
病
の
患
者
に
分
け
て
収
容

し
、
院
内
感
染
に
配
慮
し
た
管
理
を
実
践
し
た

３
４

。

ま
た
診
察
の
規
定
は
、
一
八
六
一
年
九
月
五
日
（
文
久
元
年
八
月
一
日
）
付
で
「
養
生
所
規
則
」（
八
項

目
）
と
し
て
発
布
さ
れ
た

３
５

。

養
生
所
規
則

一
療
用
相
願
候
者
は
銘

々

居
町
居
村
役
人
并
引
請
証
人
名
前
相
認
候
印
紙
書
付
弐
枚
持
参
証
人
同
道
直

ニ

養
生
所

江

罷
越
壱
枚
は
門
番
所

江

差
出
壱
枚
は
玄
関

江

持
参
役
人
引
合
医
師
改
請
寄
宿
可
致
候

但
養
生
所
よ
り
人
別
糺
方
い
た
し
候
間
居
町
居
村
乙
名
散
使

江

相
届
置
罷
越
可
申
尤
乙
名
散
使
等

よ
り
申
立

ニ

不
及
当
人
と
も
直

ニ

罷
越
不
苦
候

一
夜
具
寝
衣
之
類
は
置
附
之
御
品
有
之
候
間
持
参

ニ

不
及
尤
自
分
所
持
之
物
致
持
参
度
候
は
ば
医
師
見

届
候
上
差
許
可
申
候

一
病
気
快
方

ニ

を
も
む
き
歩
行
等
差
支
無
之
者
は
服
薬
相
休
不
申
候
と
も
帰
宅
為
致
日
を
定
相
通
ひ
診

察
受

ケ

可
申
候
事

一
療
治
相
願
候
も
の
身
許
有
之
分
は
寄
宿
中
一
日
壱
人
六
匁
宛
一
切
之
為
賄
料
相
納
可
申
尤
全
快
後
た

り
と
も
其
前
た
り
と
も
都
合
次
第
相
納
可
申
候
事

一
看
病
人

．
．
．
召
連
寄
宿
い
た
し
一
間
借
切
方
相
願
候
者
は
一
切
之
為
賄
料
一
日
拾
弐
匁
宛
前
同
様
相
納
可

申
候
事

一
市
郷
之
内
身
許
薄
之
者

江

は
薬
剤
被
下
候
間
前
同
様
之
手
順

ニ

而

一
日
壱
人
弐
匁
五
分
宛
相
納
可
申

候
事但

極
貧
之
者
共
は
其
時
宜

ニ

寄
諸
賄
料
等
一
式
差
出

ニ

不
及
候
事

一
病
人
之
親
類
其
外
見
舞
之
者
は
兼
而
渡
置
候
番
付

ケ

証
札
持
参
看
病
人

．
．
．
案
内

ニ

而

対
面
可
致
尤
飲
食

之
品
差
贈
候
節
は
医
師
之
改
を
請
可
申
候
事

一
此
外
之
儀
は
寄
宿
之
上
諸
事
其
筋
之
も
の
差
図
を
請

ケ

可
申
候
事

こ
の
規
則
に
は
「
看
病
人
」
と
書
か
れ
た
箇
所
が
二
ヶ
所
あ
る
（
傍
点
付
記
）。
ひ
と
つ
は
患
者
自
身
が

身
の
回
り
の
世
話
を
さ
せ
る
た
め
に
連
れ
て
く
る
付
添
人
に
対
す
る
規
則
で
あ
り
、
も
う
一
ヵ
所
は
養
生

所
の
看
病
人
の
仕
事
に
、
見
舞
客
を
案
内
し
面
会
を
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

３
６

。

実
際
の
付
き
添
い
人
に
つ
い
て
は
、
ポ
ン
ペ
著
『
日
本
に
お
け
る
五
年
間
―
日
本
帝
国
と
そ
の
国
民
の

知
識
へ
の
寄
与
―
』（
沼
田
次
郎
、
荒
瀬
進
氏
共
訳
）
に
も
、「
身
分
の
高
い
夫
人
は
五
・
六
人
の
侍
女
を

連
れ
て
や
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
一
人
だ
け
は
や
む
を
得
ぬ
も
の
と
し
て
例
外
的
に
許
可
し
た
」
と
書

か
れ
て
い
る

３
７

。

一
八
五
七
年
一
一
月
一
二
日
（
安
政
四
年
九
月
二
六
日
）、
ポ
ン
ペ
は
一
四
名
の
聴
講
生
に
対
し
て
医
学
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講
義
を
開
始
し
た
。
松
本
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
多
く
の
藩
主
が
こ
の
学
校
へ
の
留
学
を
許
可
し
、
医
学

生
は
そ
の
後
四
〇
名
に
達
す
る
。
医
学
生
ら
は
ポ
ン
ペ
に
従
い
回
診
を
行
い
、
聴
診
器
な
ど
の
診
察
器
具

の
用
い
方
を
学
び
、
診
断
・
治
療
、
死
体
を
使
っ
た
手
術
の
練
習
の
他
に
、
三
ヵ
月
交
替
で
臨
床
実
習
と

し
て
、
包
帯
実
習
、
処
方
箋
記
載
、
調
剤
、
栄
養
指
導
、
食
事
及
び
浴
室
の
監
視
、
牛
痘
苗
の
管
理
、
カ

ル
テ
整
理
等
を
行
っ
た

３
８

。

ポ
ン
ペ
は
、
理
想
と
す
る
病
院
運
営
に
必
要
な
洋
風
の
食
事
、
ベ
ッ
ド
の
使
用
、
浴
室
の
完
備
、
設
備

の
よ
い
薬
品
倉
庫
と
調
剤
室
で
の
薬
剤
の
取
扱
い
な
ど
を
実
現
し
、
日
本
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
医
学

校
と
附
属
病
院
を
設
立
、
運
営
し
た
。
ポ
ン
ペ
は
そ
の
治
療
と
看
護
を
振
り
返
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
病
院
と

比
較
し
て
も
「
限
り
な
く
完
全
に
近
い
」「
病
人
に
対
す
る
処
置
と
看
護
は
、
今
や
院
内
に
於
い
て
誠
に
好

ま
し
い
も
の
と
な
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る

３
９

。

さ
ら
に
ポ
ン
ペ
は
、「
私
に
は
従
順
な
病
院
の
役
人
、
優
秀
な
看
護
人
、
立
派
な
浴
室
と
回
復
期
の
病
人

の
た
め
の
庭
園
が
あ
る
」「
病
人
の
処
置
と
看
護
に
関
し
て
は
譲
歩
、
容
赦
と
い
う
こ
と
は
い
っ
さ
い
あ
り

得
な
い
」
と
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
ン
ペ
は
病
院
に
お
け
る
看
護
の
重
要
性
と
、
医
学
教
育
に
は
「
秩

序
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
を
教
え
、
そ
の
結
果
が
病
院
の
看
護
に
関
す
る
評
価
を
高
め
た

４
０

。

ポ
ン
ペ
は
、
病
人
に
規
則
正
し
い
入
院
生
活
を
送
ら
せ
る
よ
う
に
管
理
す
る
こ
と
が
、
規
則
正
し
く
病
人

を
看
護
で
き
る
、
と
い
う
信
念
に
基
づ
い
て
運
営
し
て
お
り
、
医
学
教
育
の
効
果
と
と
も
に
、
治
療
効
果

も
あ
げ
て
い
た

４
１

。

実
際
ベ
ッ
ド
一
二
四
床
の
う
ち
、
常
に
平
均
七
〇
～
八
〇
の
ベ
ッ
ド
が
使
用
さ
れ
、
平
均
入
院
日
数
は

二
九
日
で
あ
っ
た
。
夏
季
に
入
る
と
、
長
崎
に
渡
り
来
る
外
人
家
族
も
多
く
、
ま
た
外
国
船
で
は
天
然
痘
、

チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
、
骨
折
な
ど
の
病
人
な
ど
が
現
れ
、
隔
離
が
必
要
な
場
合
は
病
院
に
収
容
し
、
一
日
の

看
護
料
と
し
て
、
二
ド
ル
を
徴
収
し
た
が
、
決
し
て
高
く
な
い
と
好
評
で
あ
っ
た

４
２

。

一
八
六
一
年
九
月
二
一
日
（
文
久
元
辛
酉
年
八
月
一
七
日
）
か
ら
翌
六
二
年
九
月
二
一
日
（
文
久
二
壬

戌
年
八
月
二
八
日
）
ま
で
の
一
年
間
に
、
ポ
ン
ペ
が
養
生
所
で
診
察
し
た
患
者
数
は
九
三
〇
名
程
度
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
死
亡
者
は
一
三
名
と
大
変
低
い
数
字
で
あ
っ
た

４
３

。
長
崎
養
生
所
の
患
者
の
死
亡
率
の
低

さ
は
、
ポ
ン
ペ
が
施
し
た
西
洋
医
学
に
よ
る
治
療
の
成
果
と
、
感
染
予
防
の
考
え
に
則
っ
た
患
者
管
理
と

い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、ポ
ン
ペ
が
評
価
し
た
よ
う
に
優
秀
な
看
病
人
に
よ
る
看
護
の
成
果
が
あ
っ
た
と
、

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
石
川
養
生
所
が
不
浄
の
場
と
酷
評
さ
れ
た
の
に
対
し
、
長
崎
養
生
所
は
ポ
ン
ペ
自
身
が
看
護
を
評
価

で
き
る
状
態
で
運
用
で
き
た
。
こ
の
違
い
の
要
因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
二
つ
の
養
生
所
を
比
較
し

た
場
合
、
そ
の
設
置
目
的
が
、
小
石
川
療
養
所
は
下
層
民
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
施
薬
院
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
長
崎
養
生
所
は
医
学
教
育
の
臨
床
実
習
の
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

欧
州
で
は
病
院
建
設
を
任
さ
れ
た
医
師
が
全
権
を
委
任
さ
れ
、
病
人
に
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
何
で

も
で
き
る
と
い
う
西
欧
式
に
近
づ
け
る
べ
く
、
ポ
ン
ペ
自
身
が
主
導
的
な
指
導
を
行
っ
た
こ
と
が
、
良
い

看
護
の
実
践
に
つ
な
が
っ
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

長
崎
養
生
所
の
運
営
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
医
学
教
育
の
始
ま
り
と
し
て
の
意
義
だ
け
で
な
く
、
規
則

正
し
い
入
院
生
活
と
、
そ
れ
を
実
行
す
る
看
護
の
力
を
実
証
し
た
、
初
め
て
の
病
院
で
あ
っ
た
と
い
う
点

28 



に
お
い
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
。
特
に
コ
レ
ラ
蔓
延
時
に
、「
看
護
兵
」
に
よ
る
コ
レ
ラ
患
者
へ
の
看
護

の
実
践
を
、
医
学
生
と
し
て
学
ん
で
い
た
日
本
人
医
師
ら
が
知
り
、
自
ら
も
臨
床
実
習
で
経
験
し
た
こ
と

は
、
病
院
に
お
け
る
一
つ
の
職
種
と
し
て
の
「
看
護
者
」
の
存
在
を
認
識
す
る
切
掛
け
に
な
っ
た
と
い
う

点
に
お
い
て
も
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
養
生
所
の
歴
史
的
意
義
は
、
ポ
ン
ペ
の
門
人
ら
の
養
成
と
い
う
側
面
に
お
い
て
も
高
く
評
価
さ

れ
る
。
ポ
ン
ペ
は
洋
式
病
院
を
設
立
し
、
臨
床
の
実
態
を
学
生
に
体
験
さ
せ
、
人
体
解
剖
も
実
施
し
た
。

ポ
ン
ペ
は
医
学
に
七
科
（
物
理
・
化
学
・
解
剖
・
生
理
・
病
理
・
内
科
・
外
科
）
を
設
け
て
系
統
的
に
医

学
教
育
を
行
っ
た
だ
け
で
な
く
、
民
主
主
義
に
立
脚
し
た
医
療
を
実
践
し
た
。
貧
富
・
上
下
の
差
別
な
く

病
人
の
治
療
を
施
す
こ
と
は
、
封
建
社
会
で
育
っ
た
門
人
ら
に
と
っ
て
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
が
、「
医

師
は
自
分
自
身
の
も
の
で
な
く
、
病
め
る
人
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
医
戒
を
、
養
生
所
で
身
を
も
っ
て

実
践
し
学
ん
だ
こ
と
は
、
以
後
、
医
師
と
し
て
の
行
動
規
範
と
な
っ
た

４
４

。

日
本
人
医
師
で
ポ
ン
ペ
に
教
え
を
直
接
う
け
た
門
人
は
一
三
三
名
と
云
わ
れ
て
お
り
、
松
本
良
順
を
は

じ
め
、
佐
藤
尚
中
、
関
寛
斎
、
橋
本
綱
常
な
ど
が
、
の
ち
に
起
こ
っ
た
戊
辰
戦
争
で
軍
医
と
し
て
従
軍
し
、

ポ
ン
ペ
か
ら
学
ん
だ
西
洋
医
術
を
も
っ
て
多
く
の
負
傷
兵
を
助
け
る

４
５

。
ま
た
、
ポ
ン
ペ
の
門
人
の
中
に

は
、
そ
の
後
、
看
護
教
育
に
関
係
す
る
人
物
も
多
い
。
松
本
良
順
は
、
明
治
陸
軍
の
初
代
軍
医
総
監
と
し

て
、
陸
軍
の
衛
生
制
度
整
備
の
中
心
人
物
と
な
り
、
一
八
七
三
年
か
ら
整
備
事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
他

に
も
陸
軍
軍
医
総
監
・
初
代
日
本
赤
十
字
社
の
病
院
長
に
な
る
橋
本
綱
常
や
、
翻
訳
看
護
書
『
看
病
心
得
』

を
刊
行
し
た
太
田
雄
寧
な
ど
が
ポ
ン
ペ
に
医
学
を
学
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
ポ
ン
ペ
の
門
人
と
し
て
、
臨
床

実
習
で
看
護
を
実
践
し
た
経
験
が
、
大
き
く
影
響
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

「
長
崎
養
生
所
」
は
オ
ラ
ン
ダ
医
師
ポ
ン
ペ
に
よ
っ
て
西
洋
医
学
、
西
洋
の
病
院
方
式
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
た
。
ポ
ン
ペ
の
目
指
し
た
病
院
に
お
け
る
治
療
に
お
い
て
は
、
規
則
正
し
い
入
院
生
活
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
医
療
の
中
心
に
あ
り
、
そ
の
実
行
に
看
護
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
酒
井
は
、
ポ
ン
ペ

が
病
院
を
建
設
し
た
目
的
の
一
つ
に
、
病
人
に
対
し
て
規
則
正
し
い
看
護
法
を
教
授
す
る
こ
と
が
あ
り
、

日
本
に
看
護
教
育
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
講
義
を
行
っ
た
の
は
、
ポ
ン
ペ
が
最
初
で
あ
る
と
い
え
る
」
と

述
べ
て
い
る

４
６

。
つ
ま
り
ポ
ン
ペ
の
業
績
は
、
わ
が
国
の
看
護
史
に
お
い
て
も
、
病
院
運
営
に
訓
練
さ
れ

た
看
護
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
た
初
め
で
あ
る
、
い
う
点
で
大
い
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
海
軍
派
遣
隊
の
看
護
兵
に
よ
る
看
護
の
実
践
は
、
コ
レ
ラ
と
い
う
伝
染
病
の
蔓
延
と
い
う
危
機

的
状
況
に
お
い
て
、
看
護
の
力
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
病
院
に
お
け
る
一
つ
の
職
種
と
し
て
「
看
護
者
」

の
必
要
性
を
日
本
人
医
師
に
印
象
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三

「
横
浜
梅
毒
病
院
」
の
介
抱
女

長
崎
養
生
所
の
医
師
ポ
ン
ペ
は
、
眼
病
や
結
核
と
と
も
に
性
病
の
多
い
こ
と
に
注
目
し
、
特
に
梅
毒
が

国
民
の
健
康
被
害
に
及
ぼ
す
弊
害
を
警
告
し
た

４
７

。
日
本
で
は
一
五
一
一
（
永
世
九
）
年
に
梅
毒
が
上
陸

し
た
と
云
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
梅
毒
の
蔓
延
は
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
い
た

４
８

。
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江
戸
駐
在
英
国
公
使
館
の
補
助
官
兼
医
官
と
し
て
一
八
六
二
年
五
月
に
来
日
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ

リ
ス
（William 

Willis

）
４
９

の
報
告
書
「
日
本
の
売
春
」

５
０

に
よ
る
と
、「
江
戸
で
は
遊
女
の
約
十
パ

ー
セ
ン
ト
が
梅
毒
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
、「
都
市
で
は
三
〇
歳
の
男
の
三
分
の
一
が
そ
れ
に
冒
さ
れ

て
い
る
」
と
あ
り
、「
開
港
場
に
日
本
政
府
が
適
当
な
病
院
を
設
立
し
、
当
分
の
あ
い
だ
病
気
の
女
性
の
営

業
を
強
制
的
に
禁
止
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
に
そ
っ
て
、
十
分
に
資
格
の
あ
る
人
物
が
、
す
く

な
く
と
も
一
週
に
一
度
、
す
べ
て
の
売
春
婦
を
定
期
的
に
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
意
見
を
提

出
し
た
。

ポ
ン
ペ
の
警
告
と
ウ
ィ
リ
ス
の
報
告
書
が
出
さ
れ
る
以
前
、
一
八
六
〇
年
に
長
崎
に
ロ
シ
ア
軍
艦
が
来

航
し
た
際
、
ロ
シ
ア
軍
医
が
遊
女
の
陰
門
を
悉
く
改
め
た
い
と
申
し
出
る
と
い
う
事
が
あ
っ
た

５
１

。
松
本

良
順
も
梅
毒
の
拡
が
り
を
懸
念
し
た
こ
と
を
、
自
伝
に
左
記
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る

５
２

。

梅
毒
に
警
戒
な
き
は
放
火
の
禁
な
き
よ
り
甚
だ
害
あ
り
。
火
は
た
だ
財
産
を
失
う
に
止
ま
れ
ど
も
、

梅
毒
の
伝
播
に
至
り
て
は
際
限
な
く
子
々
孫
々
に
伝
え
、
変
じ
て
諸
種
の
難
病
と
な
り
、
つ
い
に
人

を
殺
し
国
力
を
弱
う
す
る
に
至
る
。宜
し
く
す
べ
か
ら
く
こ
れ
を
房
遏
す
る
の
策
を
講
ず
べ
き
な
り
。

ロ
シ
ア
艦
長
と
長
崎
奉
行
、
遊
女
屋
の
相
談
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
軍
艦
の
停
泊
地
に
近
い
稲
佐
に
ロ
シ
ア

水
兵
専
用
の
休
息
所
を
作
り
、
隔
日
に
陰
門
改
め
を
行
う
と
い
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。
運
営
に
関
し

て
は
、
軍
艦
ポ
ス
サ
ジ
ニ
カ
搭
乗
の
提
督
ビ
リ
レ
フ
が
百
両
を
提
供
し
た
こ
と
で
早
速
三
名
の
遊
女
に
よ

っ
て
運
営
実
行
に
移
さ
れ
「
魯
西
亜
マ
タ
ロ
ス
休
息
所
」
と
称
さ
れ
た

５
３

。
こ
の
検
梅
が
日
本
に
お
け
る

始
ま
り
と
な
る
が
、
あ
く
ま
で
も
ロ
シ
ア
海
軍
の
軍
艦
乗
務
員
に
関
係
す
る
遊
女
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

西
欧
で
は
す
で
に
一
八
世
紀
の
初
め
こ
ろ
か
ら
娼
婦
の
検
診
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、

一
八
六
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
兵
営
所
在
地
、
ま
た
は
開
港
場
の
す
べ
て
の
娼
婦
に
対
し
て
性
病
の
有
無

を
定
期
的
に
検
診
す
る
こ
と
を
定
め
、
梅
毒
に
罹
っ
て
い
る
と
診
断
さ
れ
た
者
は
病
院
に
収
容
し
、
全
快

ま
で
拘
留
す
る
事
を
得
る
と
い
う
処
置
を
と
っ
て
い
た

５
４

。

イ
ギ
リ
ス
は
自
国
の
軍
隊
の
入
港
す
る
開
港
場
に
お
い
て
検
梅
を
行
う
た
め
、
一
八
六
七
年
に
、
同
国

海
軍
軍
医
ニ
ュ
ー
ト
ン
（George  Bruce  Newton

）
５
５

を
日
本
へ
派
遣
し
た
。
九
月
、
開
国
後
の
日

本
に
駐
留
す
る
こ
と
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
（Sir Harry Smith Parkes

）
５
６

は
ニ
ュ
ー

ト
ン
を
後
援
し
、
日
本
政
府
に
梅
毒
病
院
を
横
浜
に
設
立
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
提
出
し

た
意
見
書
に
は
、
医
師
、
看
病
人
、
病
者
の
役
割
が
文
章
化
さ
れ
て
い
た

５
７

。

都
督判

事
衆
よ
り
、
士
官
一
人

ニ

命
し
、
病
院
を
都
督
せ
し
む
べ
し
。

施
行
せ
る
規
則
を
察
す
べ
し
。

惣
而
不
法
の
事
を
防
く
べ
し
。

治
療
之
外
、
諸
事
其
責
に
任
す
。
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院
内
掃
除
、
病
者
衣
食

ニ

、
大

ニ

注
意
す
べ
し
。

医

師
医
は
、
院
内
に
住
し
、
院
内

ニ

止
宿
す
る
人
の
為
、
昼
夜
尽
力
す
べ
し
。
何
時
頼
ま
る
ゝ
と
も
、

出
張
し
て
、
親
切

ニ

心
付
け
、
正
当
の
医
術
を
以
て
、
病
者
を
取
扱
ふ
べ
し
。

一
日

二

一
度
は
、
必
す
病
者
を
見
舞
べ
し
。

病
人
又
ハ
其
朋
友
よ
り
謝
儀
進
物
を
受
る
事
、
一
切
相
な
ら
す
事
。

切
要
な
る
薬
種
を
備
へ
、
自
分
差
配
し
て
、
善
く
是
を
検
す
べ
し
。

看
病
人

実
母
の
如
く
善
く
精
勤
し
、
性
行
宜
敷
女
を
撰
み
、
医
師
等
聴
従
、
病
者
を
親
切
に
注
意
す
べ
し
。

其
請
持
の
療
養
所
を
清
潔
に
す
る
事
を
引
請
、
か
つ
療
食
所
内
に
ハ
、
医
師
、
都
督
の
外
ハ
、
人

足
其
他
、
何
人

ニ

而
も
、
入
る
事
を
許
さ
ざ
る
故
、
臥
床
諸
具
も
掃
除
す
べ
し
。

毎
朝
第
八
時

ニ

、
看
病
人
の
手

ニ

而
浴
し
、
着
服
す
べ
き
病
者
を
引
請
べ
し
。

受
持
之
療
食
所
に
医
師
見
舞
時
は
、
其
場
所
等
へ
出
し
て
、
医
師
の
指
図
に
随
ひ
、
衣
服
を
着
せ
、

薬
を
与
ふ
べ
し
。

食
物
を
割
烹
所
よ
り
取
り
、
病
者
に
世
話
し
与
ふ
べ
し
。

医
師
見
舞
た
る
後
、
調
合
所

ニ

至
り
、
病
者
の
薬
を
請
取
べ
し
。

割
烹
人
并
人
足

割
烹
人
并
人
足
の
数
は
、
少
か
る
べ
し
。

都
督
、
医
師
の
外
、
男
子
ハ
止
宿
を
禁
す
る
事
故
、
割
烹
人
并
人
足
等
、
院
内
止
宿
を
許
す
理
あ

る
べ
か
ら
ず
。

病
者病

毒
を
請
た
る
妓
は
、
治
療
終
日
迄
、
厳
に
病
院
に
留
置
べ
し
。

請
求
に
偽
り
無
之
ハ
、
門
外
他
出
を
許
す
べ
し
。

病
妓
、
病
院
に
入
る
時
は
、
其
用
心
保
護
の
為
、
病
院
の
服
を
与
ふ
べ
し
。
是
に
依
り
て
、
病
院

に
関
す
る
妓
た
る
事
を
、
知
ら
る
べ
し
。

右
病
院
の
服
は
、
夏
冬
一
通
り
、
下
着
ニ
至
る
迄
、
備
ふ
べ
し
。

右
ハ
別
段
の
形
に
な
し
、
着
用
す
る
者
を
、
見
分
易
く
し
、
分
散
其
外
不
持マ

マ

を
防
べ
し
。

閑
時
を
消
す
る
為
、
音
楽
遊
嬉
を
許
べ
し
。

且
病
者
各
、
火
鉢
、
化
粧
箱
備
ふ
べ
し
。

常
例
輔
時
等
は
、
病
者
の
為
に
、
良
質
の
食
を
、
沢
山
に
備
ふ
べ
し
。

又
医
師
の
差
図
等
ニ
依
り
、
余
分
の
増
を
給
す
べ
し
。
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こ
の
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
意
見
書
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、看
病
人
は
母
の
よ
う
に
よ
く
務
め
、医
師
に
従
い
、

病
人
を
親
切
に
で
き
る
人
を
選
ぶ
こ
と
。
看
病
人
の
職
務
は
、
療
養
所
の
清
掃
、
寝
具
の
整
頓
、
毎
朝
の

入
浴
介
助
、
診
療
時
の
介
助
、
薬
の
受
け
渡
し
、
食
事
の
介
助
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
意
見
書
が
書
か
れ
た
の
は
一
八
六
七
年
で
あ
る
。
す
で
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ク

リ
ミ
ア
戦
争
に
従
軍
し
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
家
か
ら
の
感
謝

状
と
五
万
ポ
ン
ド
を
も
と
に
、
一
八
六
〇
年
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
基
金
看
護
婦
養
成
所
が
開
設
さ
れ
、
セ
ン

ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
が
そ
の
臨
床
学
習
の
た
め
に
選
定
さ
れ
て
い
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
軍
隊
に
お

い
て
、
兵
士
の
学
校
に
病
院
雑
役
婦
や
料
理
人
の
講
習
課
程
を
創
設
し
、
将
校
の
医
学
校
創
立
の
促
進
も

行
っ
て
い
た

５
８

。

一
八
六
七
年
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
病
院
と
の
契
約
に
於
い
て
、
患
者
の
ケ
ア
に
は
常
に
経
験
の
あ
る

看
護
婦
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
学
生
を
指
揮
あ
る
い
は
教
え
る
た
め
に
は
、
専
任

の
資
格
が
充
分
に
あ
る
養
成
機
関
を
卒
業
し
た
、責
任
の
と
れ
る
看
護
婦
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

な
ど
を
特
記
し
て
い
た

５
９

。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
病
院
の
健
全
な
運
営
に
必
要
な
こ
と
は
、
看
護
婦
を
組
織
化
さ
れ
る
状
況
で
看
護

管
理
す
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
た

６
０

。
イ
ギ
リ
ス
軍
医
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
梅
毒
病
院
が
設
立
さ
れ
た

こ
と
で
、
看
病
人
の
職
務
内
容
や
人
数
な
ど
は
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
め
ら
れ
て
い
た
看
護
婦
教
育
が

参
考
に
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
た
め
ニ
ュ
ー
ト
ン
も
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
の
看
護
婦
の
必
要
性
を

認
識
し
た
上
で
意
見
書
を
作
成
し
、
提
出
し
た
と
推
察
で
き
る
。

次
に
提
出
さ
れ
た
「
病
院
定
之
事
」
は
一
三
の
項
目
か
ら
な
り
、
う
ち
二
つ
の
規
定
に
「
介
抱
女
」
の

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
長
文
で
は
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
医
師
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
文
章
化
さ
れ
た
日
本

の
病
院
の
管
理
規
則
で
あ
り
、
左
記
に
全
文
を
あ
げ
て
お
く

６
１

。

一

病
院
詰
并
日
々
同
所
江
通
ひ
候
病
者
共
、
一
同
毎
朝
第
九
字
迄

ニ

相
揃
、
順
番

ニ

治
療
請
、
右
場

所
相
済
候
後
、
介
抱
人
調
合
場
江
罷
出
、
薬
請
取
、
夫
々
手
当
可
致
候

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
事
。

一

介
抱
女
ハ
、
病
者
凡
弐
拾
人
ニ
付
壱
人
ツ
ツ
之
見
込
、
掛
役
々

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
ニ．

而
人
撰
之
上
、
可
申
付

．
．
．
．
．
．
．
．
．
事
。

一

院
内
詰
病
者
食
物
之
義
ハ
、
都
而
同
所

ニ

お
い
て
煮
焚
可
相
与
、
且
夜
具
、
蚊
帳
、
衣
類
丈
ケ
ハ

銘
々
持
参
之
事
。

一

病
者
入
湯
并
下
湯
を
も
、
日
々
無
差
支
様
、
可
取
計
候
事
。

一

院
内

ニ

罷
在
候
病
者
共
、
猥

ニ

門
外
江
立
出
、
或
ハ
帰
宅
い
た
し
候
義
ハ
、
難
相
成
候
間
、
其
段

抱
主
よ
り
当
人
江
申
含
置
、
且
院
内
よ
り
相
詰
候
も
の
も
心
付
、
都
而
不
取
締
之
義
無
之
様
可
致

候
事
。

一

外
国
人
商
館
江
、
一
ヶ
月
又
ハ
半
月
仕
切

ニ

而
、
被
相
雇
候
遊
女
共
ハ
、
彼
方
江
罷
越
候
前
日
并

期
日
相
立
引
取
候
節
を
も
病
院
江
罷
出
可
改
請
事
。

一

前
書
病
院
詰
并
通
ひ
の
病
者
、
且
外
国
人
商
館
行
之
外
、
廓
内

ニ

罷
在
候
惣
遊
女
共
を
、
順
番
相

立
、
二
周マ

マ

之
内

ニ

不
残
病
院
江
罷
出
、
改
請
、
瘡
氣
有
之
も
の
ハ
、
夫
々
治
療
請
可
申
事
。
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一

遊
女
共
、
可
改
請
当
日
、
瘡
毒
外
之
病
氣
ニ
而
、
難
罷
出
節
ハ
、
其
段
抱
主
よ
り
即
日
病
院
江
申

立
、
見
届
請
候
歟
、
又
ハ
他
之
医
師
江
診
察
請
候
容
体
書
可
差
出
事
。

一

遊
女
増
減
有
之
節
ハ
、
其
抱
主
并
町
役
人
よ
り
、
其
都
度
無
洩
落
、
病
院
江
可
相
届
事
。

一

通
弁
并
町
役
人
、
其
外
院
内
小
仕
、
水
夫

ニ

至
る
迄
、
毎
朝
第
六
字
迄

ニ

相
詰
、
用
済
跡
取
片
付
、

小
仕
を
申
合
、
弐
人
ツ
ツ
泊
番
相
立
、
朝
夕
食
事
賄
并
掃
除
等
心
附
、
火
之
元
入
念
可
申
事
。

一

外
国
医
師
之
義
ハ
、
日
曜
日
之
外
、
毎
朝
第
九
字
病
院
出
席
之
事
。

一

院
内
下
肥
之
義
ハ
、
廓
内
江
立
入
肥
取
の
も
の
江
申
付
、
日
々
無
怠
掃
除
可
為
致
事
。

一

病
院
日
々
小
買
物
并
臨
時
入
用
等
ハ
、
其
都
度
役
人
共
よ
り
申
立
、
掛
役
之
見
留
請
、
翌
月
二
日

ニ

至
り
、
会
所
に
お
い
て
引
し
め
勘
定
仕
、
払
可
申
事
。

（
傍
点
筆
者
付
記
）

一
八
六
八
年
四
月
一
二
日
か
ら
、
横
浜
の
吉
原
遊
郭
の
名
主
で
岩
亀
楼
主
佐
藤
佐
吉
の
長
屋
を
仮
病
院

と
し
て
、
横
浜
港
遊
郭
の
遊
女
の
性
病
検
診
を
週
一
回
行
い
、
有
病
者
は
強
制
入
院
さ
せ
て
治
療
す
る

こ
と
に
な
り
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
こ
の
検
診
を
担
当
し
た

６
２

。
六
月
か
ら
官
費
を
以
て
吉
原
町
（
現
在
長

者
町
五
丁
目
本
願
寺
前
に
あ
た
る
羽
衣
町
三
丁
目
吉
田
小
学
校
の
地
）
に
横
浜
梅
毒
病
院
を
設
立
し
、
ニ

ュ
ー
ト
ン
を
名
誉
院
長
に
推
戴
し
、
神
奈
川
府
裁
判
所
御
雇
医
松
山
棟
庵

６
３

他
二
名
の
邦
人
医
師
を
任
命

し
、
夫
々
が
週
一
回
出
張
し
て
検
梅
の
実
施
が
開
始
さ
れ
た

６
４

。

検
梅
を
担
当
し
た
医
師
松
山
棟
庵
は
、
福
沢
諭
吉

６
５

の
門
人
で
あ
る
。
松
山
は
、
福
沢
が
蘭
学
塾
（
一

八
五
八
年
に
開
設
）
を
六
八
年
に
「
慶
応
義
塾
」
に
改
名
し
、
さ
ら
に
私
財
三
万
円
を
投
じ
て
七
三
年
に

医
学
所
を
開
設
し
た
際
に
、
慶
應
義
塾
医
学
所
校
長
（
～
八
〇
年
）
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
松
山
棟
庵

ら
は
、
ア
メ
リ
カ
医
師
カ
ル
ヴ
ィ
ン
・
カ
ッ
タ
ー
（Calvin 

Cutter

、1807

～1872

））
が
一
般
向
け
の

衛
生
啓
蒙
書
と
し
て
刊
行
し
た
書
物
を
医
学
生
用
と
し
て
訳
し
『
初
学
人
身
窮
理

上
・
下
』

６
６

と
題
し

て
発
行
し
た
。

こ
の
本
の
一
七
章
「
看
病
人
の
心
得
べ
き
事
」
に
は
、「
看
病
人
ヲ
教
育
ス
ル
為
メ
ニ
更
ニ
学
校
ノ
設

ナ
キ
ハ
実
ニ
歎
惜
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
」

６
７

と
、
看
護
学
校
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
棟
庵
は
、
横
浜

梅
毒
病
院
で
イ
ギ
リ
ス
医
師
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
下
で
働
い
た
経
験
と
、『
初
学
人
身
窮
理
』
の
翻
訳
の
経
験
か

ら
、
未
だ
職
業
看
護
婦
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
病
院
に
お
け
る
看
護
婦
の
役
割
、
育
成
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
た
有
識
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

横
浜
梅
毒
病
院
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
三
ヵ
月
で
一
四
、
三
〇
七
名
の
娼
婦
を
検
診
し
、
四
五
二

名
の
患
者
が
発
見
さ
れ
、
治
療
が
な
さ
れ
た

６
８

。
治
療
は
水
銀
燻
蒸
法
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
は
一
八
七
一
年
に
『
懲
療
新
法
』
を
刊
行
す
る
な
ど
、
公
娼
の
性
病
検
診
と
組
織
的
治
療
の
体
系
化

は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
努
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た

６
９

。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
意
見
書
「
病
院
定
之
事
」
で
は
、
介

抱
女
は
人
選
さ
れ
た
者
が
、
二
〇
名
の
病
人
に
一
名
の
割
合
で
付
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
実
際
に
雇
わ

れ
た
の
は
、
介
抱
女
六
名
で
あ
っ
た

７
０

彼
女
ら
の
仕
事
と
し
て
は
、
調
合
場
に
薬
を
請
取
に
行
き
、
各
病
人
に
手
当
を
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事

で
あ
っ
た
。
手
当
の
内
容
を
推
測
す
る
と
、
梅
毒
は
天
疱
瘡
と
も
綿
花
瘡
（
め
ん
げ
そ
う
）
と
も
称
さ
れ
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る
よ
う
に
、
皮
膚
の
形
象
を
も
っ
て
名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
皮
膚
症
状
に
対
す
る
処
置
が
必
要
と
さ
れ

た
７
１

。
梅
毒
は
室
町
時
代
に
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
が
、
梅
毒
発
疹
は
潰
瘍
化
す
る
と
悪
臭
を
放
つ
な
ど
、

そ
の
治
療
は
人
々
に
嫌
忌
さ
れ
、
離
れ
屋
に
隔
離
さ
れ
、
煎
汁
を
付
け
る
な
ど
の
看
護
は
下
女
の
仕
事
で

あ
っ
た

７
２

。
介
抱
女
が
担
っ
た
手
当
は
、
皮
膚
症
状
に
対
す
る
手
当
、
つ
ま
り
「
与
薬
」
も
主
た
る
仕
事

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
長
崎
養
生
所
同
様
、
入
浴
、
食
事
、
衣
類
に
至
る
ま
で
管
理
が
な
さ
れ
て
い
た
。

横
浜
梅
毒
病
院
は
一
八
七
一
年
三
月
二
〇
日
に
一
時
閉
鎖
と
な
る
た
め
、
看
護
史
の
分
野
に
お
い
て
も

注
目
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
稿
で
、
横
浜
梅
毒
病
院
で
は
病
院
設
立
に
向
け
て
、
看
病

人
の
必
要
性
が
設
立
前
よ
り
認
識
さ
れ
、
実
際
に
は
「
介
抱
女
」
と
い
う
名
称
で
は
あ
っ
た
が
、
仕
事
内

容
、
人
数
、
採
用
方
法
が
定
め
ら
れ
、
文
章
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
亀
山

氏
の
先
行
研
究
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
女
性
看
病
人
の
雇
い
は
じ
め

を
考
え
る
重
要
な
指
摘
と
な
る
。

本
章
で
は
、「
小
石
川
養
生
所
」「
長
崎
養
生
所
」「
横
浜
梅
毒
病
院
」
の
三
施
設
を
取
り
上
げ
た
が
、
江

戸
の
末
期
、オ
ラ
ン
ダ
医
師
や
イ
ギ
リ
ス
医
師
の
指
導
の
下
、西
洋
式
の
病
院
を
運
営
し
て
い
く
過
程
で
、

看
護
者
に
関
す
る
規
則
も
整
備
さ
れ
、
優
秀
な
看
護
が
病
院
運
営
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
西
洋

医
学
を
学
び
始
め
た
、
い
わ
ゆ
る
蘭
方
医
た
ち
に
認
識
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
本
章
の
結
論
で
あ
る
。

註１

新
村
拓
『
死
と
病
と
看
護
の
社
会
史
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年
）
一
八
〇
頁
。

２

看
護
史
研
究
会
編
『
看
護
学
生
の
た
め
の
日
本
看
護
史
』
八
八
―
九
五
頁
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）

年
七
月
一
日
「
東
京
府
看
護
婦
規
則
」（
府
令
第
七
一
号
）
が
発
令
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
派
出
看
護
婦

を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
看
護
婦
規
則
」
制
定
の
背
景
に
は
、
東
京
に
集
中
し
て
い
た
看
護

婦
が
地
方
に
も
増
加
し
、
府
県
ご
と
に
資
格
に
格
差
が
あ
る
こ
と
で
生
じ
て
い
る
不
都
合
を
解
消
す
る

こ
と
、
ま
た
女
子
教
育
が
盛
ん
に
な
り
、
職
業
婦
人
の
進
出
に
伴
う
看
護
婦
資
格
の
見
直
し
な
ど
が
あ

っ
た
。

３

杉
田
他
『
看
護
史
』
九
三
―
九
五
頁
。

４

特
に
本
稿
執
筆
に
当
た
り
参
考
と
し
た
文
献
を
以
下
に
記
す
。
南
和
男
『
江
戸
の
社
会
構
造
』（
塙
書

房
、
一
九
九
七
年
）、
岩
渕
佑
里
子
「
寛
政
～
天
保
期
の
養
生
所
政
策
と
幕
府
医
学
館
」（『
論
集
き
ん

せ
い
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
四
〇
―
六
一
頁
）、
大
石
学
『
吉
宗
と
享
保
の
改
革

改
定

新
版
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
安
藤
優
一
郎
『
江
戸
の
養
生
所
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇

〇
五
年
）。

５

南
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
二
九
六
―
二
九
八
頁
。

６

南
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
二
九
八
―
二
九
九
頁
。
小
川
笙
船
の
上
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

施
薬
院
被
為
仰
付
候
は
ゝ
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、
町
々
極
貧
之
病
家
を
窺
候
処
、
不
便
千
万
之
仕

合
共
ニ
御
座
候
、
武
家
方
よ
り
奉
公
人
を
大
病
ニ
付
、
請
人
方
江
返
し
申
候
処
、
受
人
も
親
類
ニ

而
も
無
御
座
候
も
の
は
、
散
々
ニ
看
病
仕
候
無
道
人
も
多
く
御
座
候
、
其
外
無
縁
之
も
の
或
妻
子

等
無
御
座
候
貧
人
之
相
煩
候
ハ
、
見
殺
ニ
仕
候
事
も
多
御
座
候

７

大
石
『
吉
宗
と
享
保
の
改
革
』
一
五
九
―
一
六
六
頁
。
登
用
し
た
の
は
、
丹
羽
正
伯
貞
機
、
野
呂
元

丈
実
夫
、
阿
部
友
之
進
照
任
、
植
村
左
平
次
政
勝
の
四
名
で
あ
り
、
医
薬
・
物
産
に
つ
い
て
の
豊
富
な
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知
識
が
あ
り
、
献
策
を
行
い
、
書
物
な
ど
も
多
数
著
し
た
。

８

小
川
明
「
わ
が
祖
、
赤
ひ
げ
・
小
川
笙
船
の
仁
と
小
石
川
養
生
所
の
変
遷
」（
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館

編
集
・
発
行
『
洪
庵
、
知
安
、
そ
し
て
鴎
外

近
代
医
学
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
た
ち
』
二
〇
一
二
年
）
一

〇
―
一
一
頁
。

９

南
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
三
〇
〇
頁
。

１
０

安
藤
『
江
戸
の
養
生
所
』
九
八
―
一
〇
一
頁
。
看
病
中
間
は
中
部
屋
（
二
〇
名
収
容
）
北
部
屋
（
三

〇
名
収
容
）・
新
部
屋
（
二
五
～
二
六
名
収
容
）
で
あ
り
、
二
名
ず
つ
配
置
さ
れ
た
。
所
内
で
は
「
親

方
」「
番
子
」
と
呼
ん
だ
。

１
１

安
藤
『
江
戸
の
養
生
所
』
九
八
―
一
〇
一
頁
。

１
２

南
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
三
一
四
頁
。

１
３

渡
邉
隆
子
・
山
下
光
雄
「
病
院
療
養
食
史
考
（
第
一
報
）
―
石
川
養
生
所
、
長
崎
養
生
所
に
つ
い
て
」

（『
千
葉
県
立
衛
生
短
期
大
学
紀
要
』
第
一
八
巻
第
一
号
）
五
一
―
五
七
頁
。

１
４

南
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
三
二
三
頁
。

１
５

南
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
三
三
〇
頁
。

１
６

南
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
三
二
八
―
三
二
九
頁
。
病
死
率
は
一
七
二
六
（
享
保
一
一
）
年
は
五
％
と

低
く
、
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
以
降
の
改
革
以
降
徐
々
に
死
亡
率
は
低
下
、
一
七
二
二
年
か
ら
一
八

五
九
年
の
死
亡
率
は
十
一
％
と
な
っ
た
。

１
７

安
藤
『
江
戸
の
養
生
所
』
一
七
四
頁
。

１
８

安
藤
『
江
戸
の
養
生
所
』
一
八
〇
頁
。

１
９

杉
田
他
『
看
護
史
』
九
三
頁
。

２
０

松
本
良
順
（
一
八
三
二
～
一
九
〇
七
）
下
総
佐
倉
の
藩
医
佐
藤
泰
然
の
次
男
、
幕
府
の
医
官
松
本
良

甫
の
養
子
、
名
は
順
。
一
八
五
五
年
に
将
軍
御
目
見
医
師
と
な
り
、
長
崎
に
は
海
軍
伝
習
生
御
用
医
と

し
て
着
任
、
ポ
ン
ペ
に
従
学
し
、
長
崎
養
生
所
建
設
に
尽
力
し
た
。
江
戸
に
戻
り
医
学
所
頭
取
助
と
な

る
が
、
戊
辰
戦
争
で
は
江
戸
城
明
け
渡
し
後
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
た
め
に
会
津
の
文
武
の
学
校
日
新
館

内
に
野
戦
病
院
を
開
設
、
治
療
と
共
に
軍
陣
外
科
の
講
義
も
行
っ
た
。
兵
部
省
に
出
仕
後
は
、
衛
生
部

創
設
、
軍
医
の
編
成
に
努
力
し
、
軍
医
試
補
制
度
、
学
力
に
よ
る
等
級
な
ど
を
画
策
し
、
軍
衛
生
部
制

度
の
創
立
に
あ
た
っ
た
。
初
代
陸
軍
軍
医
総
監
。
後
に
貴
族
院
議
員
、
男
爵
。

２
１

フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
（Jan Karel van den Broek

、
一
八
一
四
～
六
五
）
一
八
一
四
年
オ

ラ
ン
ダ
の
ヘ
ル
ワ
イ
ネ
ン
で
生
ま
れ
る
。
幼
少
の
時
よ
り
科
学
に
関
心
を
抱
く
。
一
八
三
三
年
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
医
学
校
を
卒
業
、
一
八
五
三
年
八
月
二
日
に
長
崎
出
島
の
商
館
医
と
し
て
来
日
。
第
一
次
海
軍

伝
習
が
始
ま
る
と
派
遣
教
官
、
班
員
の
診
療
を
依
頼
さ
れ
日
本
人
と
の
交
流
が
盛
ん
と
な
る
。
医
学
の

他
に
軍
事
か
ら
写
真
ま
で
近
代
科
学
技
術
を
教
え
た
。

２
２

オ
ラ
ン
ダ
海
軍
軍
医
ボ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
（Johannes Lydius Cathrinus 

Pompe van Meerdervoort

、
一
八
二
九
～
一
九
〇
八
）。
フ
ル
ネ
ー
ム
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
リ
デ
ィ
ウ

ス
・
カ
タ
リ
ヌ
ス
・
ボ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
。
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
ル
ー
ジ

ュ
の
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
た
。
一
八
四
九
年
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
を
卒
業
後
、
一
八
五
一
年

か
ら
五
五
年
ま
で
は
東
イ
ン
ド
で
勤
務
。
一
八
五
七
年
九
月
二
二
日
（
安
政
四
年
八
月
五
日
）
に
第
二

次
海
軍
伝
習
の
教
官
と
し
て
長
崎
に
赴
任
。
松
本
良
順
の
協
力
を
得
て
、
近
代
西
洋
医
学
教
育
を
開
始

し
、
一
八
六
二
年
の
帰
国
ま
で
に
六
一
名
に
卒
業
証
書
を
渡
し
帰
国
し
た
。
帰
国
後
も
医
学
生
（
伊
藤

玄
伯
と
林
研
海
）、
法
学
生
（
西
周
と
津
田
真
道
）、
榎
本
釜
次
郎
ら
の
幕
府
留
学
生
の
補
導
に
務
め
た
。

普
仏
戦
争
の
時
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
療
班
を
率
い
て
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
の
野
戦
病
院
に
勤
務
し
た
。

の
ち
ヘ
ー
グ
で
開
業
。
ま
た
赤
十
字
協
約
設
立
後
は
同
地
で
第
一
回
の
委
員
と
な
っ
た
。

２
３

菅
谷
章
『
日
本
の
病
院
―
そ
の
歩
み
と
問
題
点
―
』（
中
公
新
書
、
一
九
八
一
年
）
一
七
―
一
八
頁
。
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２
４

小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
校
注
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
二
二
頁
。

２
５

富
士
川
遊
『
日
本
疾
病
史
』（
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）
二
二
三
―
二
三
四
頁
。
一
八
五
八
年
七
月
よ

り
長
崎
の
出
島
で
コ
レ
ラ
が
発
症
し
た
様
子
が
、
長
崎
奉
行
所
へ
提
出
し
た
ポ
ン
ペ
の
書
や
松
本
順
著

「
朋
百
口
授
筆
記
」
に
残
さ
れ
て
お
り
、
七
・
八
月
の
二
ヵ
月
で
松
本
が
治
療
を
施
し
た
人
数
は
凡
そ

一
千
八
百
余
名
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

２
６

沼
田
次
郎
、
荒
瀬
進
訳
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』（
二
〇
〇
二
年
、
雄
松
堂
書
店
）
二
八
九
頁
。

ポ
ン
ペ
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
の
解
説
書
は
「
転
寝
の
夢
」
そ
の
他
と
し
て
世
間
に
頒
布
さ
れ
、
こ
の
教

え
は
防
疫
上
有
力
な
指
針
と
し
て
迎
え
ら
れ
こ
と
は
、
緒
方
洪
庵
の
「
虎
狼
痢
治
準
」
の
題
言
や
箕
作

秋
坪
の
書
翰
か
ら
推
測
で
き
て
い
る
。

２
７

看
護
兵
に
関
す
る
記
録
は
、
宮
永
孝
『
ポ
ン
ペ
―
日
本
近
代
医
学
の
父
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
）

を
参
照
。
看
護
兵
の
こ
と
は
、
沼
田
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
に
も
、
相
川
忠
臣
『
出
島
の
医
学

―
出
島
を
舞
台
と
し
た
近
代
医
学
と
科
学
の
歴
史
ド
ラ
マ
―
』（
長
崎
文
献
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
も

書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
看
護
兵
イ
ン
デ
ル
マ
ウ
ル
は
、
出
島
の
印
刷
師
と
し
て
名
を
知

ら
れ
て
お
り
、
長
崎
の
名
職
録
「
早
業
活
版
師
ゲ
・
イ
ン
ド
マ
ウ
ル
」（『
長
崎
洋
学
史
』）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

２
８

宮
永
『
ポ
ン
ペ
―
日
本
近
代
医
学
の
父
』
一
六
八
頁
。

２
９

青
木
正
夫
・
新
谷
肇
一
・
篠
原
宏
年
「
長
崎
養
生
所
の
敷
地
選
定
と
配
置
計
画
に
つ
い
て
―
日
本
最

初
の
近
代
洋
式
病
院
、
長
崎
養
生
所
に
関
す
る
計
画
史
的
研
究
―
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報

告
集
』
第
三
六
二
号
、
一
九
八
六
年
）

３
０

森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
幕
末
史
料
大
成
３

開
国
対
策
論Ⅰ

』（
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
〇
）
四
〇
一

頁
。
万
延
二
年
正
月
―
文
久
二
年
一
二
月
「
手
頭
留
（
十
二
）」
に
所
収
。

３
１

古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』（
日
新
書
院
、
一
九
四
二
年
）
三
一
六
頁
。

３
２

酒
井
シ
ズ
『
絵
で
読
む
江
戸
の
病
と
養
生
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
六
七
―
一
六
九
頁
。
長
崎

療
養
所
が
病
院
と
い
う
名
称
を
使
わ
な
か
っ
た
の
は
、
小
島
の
地
に
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
近
隣

の
人
々
に
無
用
な
不
安
を
与
え
な
い
た
め
で
あ
り
、
小
石
川
療
養
所
の
名
を
使
っ
た
た
め
で
あ
る
。

３
３

沼
田
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
三
一
五
頁
。

３
４

相
川
『
出
島
の
医
学
』
一
二
二
頁
。

３
５

森
永
『
長
崎
幕
末
史
料
大
成
３

開
国
対
策
論Ⅰ

』
四
〇
一
―
四
〇
二
頁
。

３
６

亀
山
『Ⅳ

 

看
護
婦
と
医
師
』
二
五
―
二
六
頁
。
亀
山
氏
は
、「
規
則
文
の
中
に
あ
る
看
病
人
と
は
、

こ
の
場
合
は
養
生
所
側
の
了
解
を
得
た
病
人
の
身
内
な
ど
を
指
し
て
お
り
、
養
成
所
に
看
病
人
が
準
備

さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
面
会
人
が
あ
る
場
合
は
、
養
生
所
が
す
で
に
認
め
た
看
病
人
（
証

札
の
所
持
者
）
の
案
内
に
よ
る
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
看
病
人
は
外
部
の
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
る
」
と
し
て
い
る
。
看
護
婦
が
い
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
ポ
ン
ペ
の
母
国
オ
ラ
ン
ダ
に
職

業
と
し
て
看
護
婦
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
八
九
二
年
オ

ラ
ン
ダ
病
人
看
護
協
会
が
医
師
を
中
心
に
で
き
、
看
護
婦
協
会
の
設
立
は
一
九
〇
〇
年
、
看
護
婦
の
登

録
開
始
は
一
九
二
一
年
で
あ
っ
た
。

３
７

沼
田
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
三
二
〇
―
三
二
一
頁
。

３
８

沼
田
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
三
一
六
頁
。

３
９

日
本
科
学
史
学
会
編
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系

第
二
四
巻
・
医
学
〈
一
〉』（
第
一
法
規
出
版
、
一

九
六
五
年
）
四
八
―
六
四
頁
。

４
０

沼
田
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
三
一
五
―
三
一
七
頁
。

４
１

沼
田
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
二
八
九
頁
。

４
２

古
賀
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
三
一
二
頁
。

36



４
３

古
賀
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
三
二
二
頁
。

４
４

相
川
『
出
島
の
医
学
』
一
二
二
―
一
二
三
頁
。

４
５

石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
『
お
雇
い
外
国
人
（
九
）
―
医
学
』（
鹿
島
研
究
出
版
会
、
一
九
六
九
年
）
六

二
頁
。

４
６

酒
井
シ
ヅ
「
日
本
の
看
護
と
高
木
兼
弘
」（『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
）

一
―
八
頁
。

４
７

沼
田
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
三
三
四
―
三
四
六
頁
に
、
日
本
の
売
春
制
度
の
こ
と
と
遊
女
屋

に
対
す
る
医
学
的
監
督
の
必
要
性
が
書
か
れ
て
い
る
。

４
８

日
本
科
学
史
学
会
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
・
第
二
四
巻
・
医
学
〈
一
〉』

三
九
頁
。

４
９

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
（William 

Willis

、
一
八
三
七
～
九
四
）
イ
ギ
リ
ス
人
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
フ
ェ
ル
マ
ナ
ー
州
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
コ
ー
ト
で
生
ま
れ
る
。
一
八
五
九
年
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
同
大
学
医
学
士
の
称
号
を
受
け
、
ロ
ン
ド
ン
の
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
病
院
で
外
科
研

修
医
を
経
験
。
外
務
省
の
試
験
に
合
格
し
、
一
八
六
一
年
に
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
医
員
と
し
て
来
日
。

維
新
の
際
、
薩
長
軍
の
た
め
に
活
躍
。
相
国
寺
の
薩
摩
病
院
で
は
通
訳
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ

（Ernest 
Satow

、
一
八
四
三
～
一
九
二
九
）
と
共
に
治
療
に
あ
た
り
、
北
越
軍
の
軍
医
長
と
し
て

も
従
軍
し
た
。
つ
い
で
横
浜
軍
陣
病
院
か
ら
東
京
の
大
病
院
に
移
り
外
科
の
治
療
、
学
生
の
指
導
に
あ

た
っ
た
。
後
に
西
郷
隆
盛
に
迎
え
ら
れ
て
鹿
児
島
に
移
り
、
医
学
校
病
院
を
主
宰
し
た
。
日
本
名
は
烏

利
士
、
宇
理
宇
私
、
偉
理
士
、
偉
利
士
、
韋
而
司
。
在
日
期
間
は
一
八
六
二
―
八
一
年
。

５
０

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
―
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
ノ
生
涯
』
の
付
録
と
し
て
「
日
本
の

売
春
」
が
掲
載
（
三
四
一
―
三
四
五
頁
）
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
は
一
八
六
七
年
一
一
月
二
六
日

に
江
戸
で
提
出
さ
れ
た
。

５
１

立
川
昭
二
『
明
治
医
事
往
来
』（
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
）
一
五
四
―
一
五
六
頁
。

５
２

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』
二
四
―
二
六
頁
。

５
３

古
賀
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
三
七
一
―
三
七
五
頁
。
立
川
『
明
治
医
事
往
来
』
一
五
四
―
一
五
六
頁
。

「
マ
ク
ロ
ス
休
息
所
」
運
営
に
あ
た
っ
て
は
規
則
所
取
締
の
た
め
の
規
則
書
が
休
息
所
の
門
内
に
掲
げ

ら
れ
、
そ
の
規
則
書
は
九
州
大
学
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

５
４

日
本
科
学
史
学
会
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
・
第
二
四
巻
・
医
学
〈
一
〉』
四
一
―
四
二
頁
。

５
５

イ
ギ
リ
ス
海
軍
軍
医
ニ
ュ
ー
ト
ン
（George  Bruce  Newton

、
一
八
三
〇
～
七
一
）
一
八
六
七
年

に
来
日
。
性
病
検
診
、
治
療
制
度
の
体
系
化
と
実
施
に
功
績
を
残
し
た
。
日
本
名
は
沙
夕
新
頓
、
紐
敦
、

牛
董
、
奈
端
。

５
６

サ
ー
・
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
パ
ー
ク
ス
（Sir Hary Smith Parkes

、
一
八
二
八
～
八
五
）
解
任
さ

れ
た
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
後
任
と
し
て
英
国
の
外
交
官
と
し
て
来
日
し
、
十
八
年
間
駐
日
英
国
公
使
を
務

め
た
。

５
７

古
賀
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
三
八
一
―
三
八
三
頁
。

５
８

福
田
邦
三
・
永
坂
三
夫
・
久
永
小
千
世
共
訳
『
聖
ト
マ
ス
病
院
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
婦
養
成
学
校

一
〇
〇
年
の
歩
み
』（
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）

５
９

Ｊ
．
Ａ
．
ド
ラ
ン
『
看
護
・
医
療
の
歴
史
』
小
野
泰
博
・
内
尾
貞
子
訳
（
誠
信
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）

二
四
四
頁
。

６
０

金
井
一
薫
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
七
つ
の
素
顔
（
そ
の
１
）」（『
綜
合
看
護
』
二
〇
〇
九
年
）
四
九
―

五
八
頁
。

６
１

古
賀
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
三
八
三
―
三
八
四
頁
。
横
浜
梅
毒
病
院
の
規
則
に
関
し
て
は
、
日
本
科

学
史
学
会
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
・
第
二
四
巻
・
医
学
〈
一
〉』
四
二
―
四
四
頁
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

覚
書
（
本
訳
文
）
と
収
支
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
病
院
経
費
は
遊
女
か
ら
の
歩
合
で
徴
収
し
、
収
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入
の
余
剰
金
に
よ
っ
て
横
浜
は
官
営
の
種
痘
所
を
併
設
、
公
営
と
し
て
は
わ
が
国
最
初
の
種
痘
所
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
横
浜
梅
毒
病
院
と
し
て
の
資
料
記
事
は
、
官
見
の
限
り
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
が

詳
し
く
書
か
れ
た
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

６
２

蒲
原
宏
「
パ
ー
ム
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
パ
ー
セ
ル
―
イ
ギ
リ
ス
人
医
師
た
ち
の
見
た
日
本
の
風
土
病
・

性
病
そ
し
て
民
族
―
」
宗
田
一
・
蒲
原
宏
・
長
門
谷
洋
治
・
石
田
純
郎
編
『
医
学
近
代
化
と
来
日
外
人
』

（
一
九
八
八
年
、
世
界
保
健
通
信
社
）
六
三
―
七
二
頁
。

６
３

松
山
棟
庵
（
一
八
三
九
～
一
九
一
九
）
紀
伊
（
和
歌
山
）。
紀
州
和
歌
山
藩
の
選
抜
留
学
生
と
し
て
江

戸
で
福
沢
諭
吉
に
つ
い
て
英
学
を
修
め
、
一
八
七
一
年
に
大
学
東
校
に
出
仕
・
助
教
。
一
八
九
一
（
明

治
二
四
）
年
に
は
、
高
木
兼
寛
ら
と
共
立
病
院
（
後
の
慈
恵
病
院
）
設
立
に
尽
力
す
る
。
日
本
国
最

初
の
英
語
医
学
書
を
翻
訳
す
る
な
ど
、
多
く
の
書
物
を
残
す
。
東
京
医
学
会(

後
の
日
本
医
師
会)

、

成
医
会
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
設
立
に
も
尽
力
し
た
。

６
４

横
浜
市
役
所
編
纂
『
横
浜
市
史
稿
』(

風
俗
編)
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
五
年
復
刻
）
四
九
四
頁
。

６
５

福
沢
諭
吉
（
一
八
三
四
―
一
九
〇
一
）
中
津
藩
士
。
長
崎
及
び
緒
方
洪
庵
の
適
塾
で
蘭
学
を
学
ぶ
。

幕
末
の
三
回
に
わ
た
る
遣
米
欧
使
節
団
随
員
と
し
て
の
見
聞
を
、『
西
洋
事
情
』（
初
編
、
巻
之
一
～
巻

之
三
、
三
冊
、
一
八
八
六
年
刊
行
、
外
篇
、
巻
之
一
～
巻
之
三
、
一
八
六
八
年
刊
行
）、『
学
問
の
す
す

め
』(

一
八
七
二
～
七
六
年
、
十
七
編
刊
行)

ほ
か
、
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。
一
八
六
八
年
に
は
江
戸

芝
新
銭
座
に
慶
応
義
塾
を
開
く
。
東
京
学
士
会
院
初
代
会
長
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
、
細
菌
学

者
北
里
柴
三
郎
を
慶
応
義
塾
大
学
学
部
長
に
呼
ん
で
医
学
科
予
科
を
開
設
し
、
翌
一
八
（
大
正
七
）
年

に
は
看
護
婦
養
成
所
を
開
設
し
た
。

６
６

松
山
棟
庵
・
森
下
岩
楠
合
訳
『
初
学
人
身
窮
理

全
二
冊
』
一
八
七
三
年
初
版
。
『
初
学
人
身
窮
理
』

は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
ま
で
に
六
版
を
重
ね
た
。

６
７

第
十
七
章
は
（
下
）
三
五
―
三
六
頁
（
一
九
七
六
年
版
）。
そ
の
中
は
さ
ら
に
〔
入
浴
〕〔
食
物
〕〔
空

気
〕〔
温
度
〕〔
静
寂
ニ
ス
ベ
キ
事
〕
の
項
目
が
あ
り
、
看
病
人
の
役
割
が
書
か
れ
て
い
る
。
看
病
人
に

は
、
日
夜
時
を
無
駄
に
せ
ず
能
く
働
く
女
性
が
適
し
て
い
る
こ
と
、
看
病
人
を
教
育
す
る
た
め
の
学
校

が
な
い
こ
と
は
嘆
き
悲
し
む
こ
と
で
あ
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。

６
８

立
川
『
明
治
医
事
往
来
』
一
五
六
頁
。

６
９

宗
田
一
他
『
医
学
近
代
化
と
来
日
外
人
』
六
八
―
七
〇
頁
。

７
０

日
本
科
学
史
学
会
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
・
第
二
四
巻
・
医
学
〈
一
〉』
四
三
頁
。「
横
浜
吉
原

街
町
入
用
併
病
院
入
用
等
請
払
仕
訳
書
」
に
は
、「
金
七
拾
弐
両
ト
永
七
百
五
拾
文
」
が
通
弁
一
名
、

手
伝
医
師
一
名
、
町
役
人
二
名
、
小
仕
五
名
、
介
抱
女
六
名
、
水
汲
人
足
一
名
の
合
計
一
六
名
の
給
料

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
抱
女
は
六
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

７
１

富
士
川
遊
『
日
本
医
学
史
綱
要
２
』（
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
）
一
八
四
―
一
八
六
頁
。

７
２

新
村
拓
『
死
と
病
と
看
護
の
社
会
史
』
一
八
〇
頁
。
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第
二
章

従
軍
か
ら
教
訓
へ

一

松
本
良
順
の
会
津
戦
争

一
八
六
八
年
一
月
三
日
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
始
ま
っ
た
戊
辰
戦
争

１

は
、
翌
六
九
年
五
月
、
箱
館

の
五
稜
郭
で
榎
本
軍
が
敗
北
・
降
伏
し
て
終
結
し
た
。
戊
辰
戦
争
で
は
、
新
政
府
が
会
津
藩
主
松
平
容
保

の
追
討
令
を
仙
台
藩
に
発
令
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
仙
台
藩
を
盟
主
と
し
て
奥
羽
越
列
藩
同
盟

が
成
立
し
、
東
北
二
五
藩
に
越
後
の
六
藩
も
加
わ
り
、
計
三
一
藩
が
新
政
府
軍
と
対
抗
す
る
こ
と
と
な
っ

た
２

。
そ
の
戦
闘
方
法
は
、
幕
末
・
維
新
動
乱
期
に
幕
府
や
諸
藩
が
取
り
入
れ
た
近
代
的
な
兵
器
が
使
用

さ
れ
、
負
傷
兵
の
ほ
と
ん
ど
が
銃
創
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
お
け
る
旧
幕
府
側
の
負
傷
兵
は
、
一
旦
紀
州
（
現
三
重
県
の
一
部
を
含
む
）
で

治
療
を
受
け
た
後
、
海
路
で
江
戸
に
後
送
さ
れ
、
下
谷
和
泉
橋
の
西
洋
医
学
所

３

に
お
い
て
治
療
を
受
け

た
。
移
送
過
程
で
重
症
者
は
死
の
転
帰
を
と
る
者
も
多
く
、
最
初
運
ば
れ
て
き
た
負
傷
兵
は
百
名
に
満
た

な
い
人
数
で
あ
っ
た
が
、
漢
方
医
は
止
血
法
も
知
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
医
学
所
頭
取
の
松
本
良
順
は
自
ら

銃
創
治
療
を
行
い
、
軍
医
と
し
て
必
要
な
医
術
を
教
授
し
た
。
良
順
は
長
崎
で
ポ
ン
ペ
に
西
洋
医
学
を
学

び
、
明
治
と
な
り
陸
軍
が
軍
医
寮
を
創
設
し
た
際
、
初
代
軍
医
寮
頭
と
し
て
陸
軍
衛
生
部
の
創
設
に
深
く

係
わ
る
人
物
で
あ
る
。

医
学
所
は
初
代
頭
取
大
槻
俊
斎
（
一
八
〇
六
～
六
二
）
が
、
一
八
六
二
年
に
病
死
し
、
後
任
と
し
て
選

ば
れ
た
適
塾
主
宰
者
緒
方
洪
庵

４

は
、
適
塾
方
式
（
単
語
の
品
詞
や
文
法
的
な
こ
と
を
質
疑
や
討
論
で
綿

密
に
勉
強
す
る
方
法
）
に
よ
る
蘭
学
指
導
法
を
導
入
し
て
い
た
。
し
か
し
、
洪
庵
も
ま
た
一
八
六
三
（
文

久
三
）
年
六
月
に
死
去
し
た
た
め
、
良
順
が
頭
取
助
と
し
て
医
学
所
に
採
用
さ
れ
、
門
人
ら
を
多
数
引
き

連
れ
て
頭
取
の
ポ
ス
ト
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。

良
順
の
医
学
教
育
に
対
す
る
考
え
は
、
長
崎
で
師
事
し
た
ポ
ン
ペ
の
医
学
教
育
に
対
す
る
教
育
理
念
が

基
盤
で
あ
り
、
そ
の
実
践
が
医
学
の
進
歩
に
つ
な
が
る
と
の
確
固
た
る
信
念
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
ポ

ン
ペ
は
長
崎
に
来
日
し
た
際
、
第
二
次
海
軍
教
育
班

５

の
中
で
の
自
分
の
分
担
を
「
日
本
人
に
自
然
科
学

と
、
医
学
と
治
療
学
を
与
え
る
こ
と
」
と
認
識
し
て
お
り
、
軍
艦
医
の
養
成
で
あ
っ
て
も
、
創
傷
を
治
療

す
る
た
め
に
は
基
礎
的
諸
科
学
と
と
も
に
、
順
序
立
て
て
組
織
的
に
学
ぶ
必
要
が
あ
り
、
同
時
に
軍
陣
医

学
が
学
べ
る
と
し
た

６

。

海
軍
伝
習
所
の
御
用
医
師
と
し
て
ポ
ン
ペ
に
学
ん
だ
良
順
は
、
国
防
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
、
ま
ず
近

代
海
軍
の
編
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
礎
固
め
の
ひ
と
つ
と
し
て
近
代
医

学
の
伝
習
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
近
代
医
学
は
砲
煙
弾
雨
の
下
を
馳
駆
す
る
士
族
の
医
学
で
あ
り
、
だ
か

ら
こ
そ
国
が
多
大
の
費
用
を
投
ず
る
官
学
の
意
味
が
あ
る
の
だ
と
す
る
強
い
想
い
が
あ
っ
た

７

。
良
順
は

そ
の
実
践
と
し
て
、
医
学
分
科
の
厳
格
な
学
習
、
訓
練
を
課
し
、
医
学
の
専
門
技
術
化
を
図
っ
た
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、緒
方
洪
庵
の
指
導
法
を
良
し
と
し
て
い
た
学
生
代
表
足
立
寛

８

、田
代
基
徳

９（
い
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ず
れ
も
旧
緒
方
門
）
ら
の
批
判
を
受
け
、
解
剖
実
習
や
臨
床
実
習
な
ど
の
組
織
化
は
困
難
を
極
め
た
。 

良
順
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
西
洋
医
学
に
よ
る
医
学
教
育
を
進
め
、
銃
創
治
療
を
始
め
外
科

的
療
法
に
関
し
て
は
、
医
学
所
教
授
の
島
村
鼎
甫
が
、
グ
ロ
ス
（Gross.Samuel D.1805

～1884

））
の

外
科
書
中
の
銃
創
編
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
講
義
内
容
は
、
す
で
に
『
創
痍
新
説
』
と
題

さ
れ
一
八
六
六
年
に
出
版
（
須
原
屋
医
伊
八
発
行
）
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
医
師
に
読
ま
れ
て
い
た

１
０

。 
 
 

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
始
ま
る
と
、
銃
創
に
よ
る
負
傷
兵
が
続
々
と
医
学
所
に
移
送
さ
れ
、
漢
方
医
た

ち
は
良
順
の
指
示
の
下
、
創
傷
の
洗
浄
、
繃
帯
交
換
な
ど
、
西
洋
医
学
に
基
づ
く
治
療
方
法
を
学
び
、
実

践
か
ら
軍
医
と
し
て
の
経
験
を
重
ね
、
技
術
を
身
に
つ
け
た

１
１

。 

ま
た
良
順
は
多
く
の
負
傷
者
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
状
況
に
対
し
、
エ
タ
と
差
別
さ
れ
た
弾
左
衛

門
の
配
下
の
者
を
自
ら
教
育
し
、
看
病
人
と
し
て
多
数
使
用
す
る
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
。
長
崎
養
生
所

で
、
ポ
ン
ペ
の
傍
ら
で
西
洋
医
術
を
学
ん
だ
良
順
に
と
っ
て
、
病
院
は
医
療
を
提
供
す
る
場
で
あ
る
と
共

に
、
回
復
ま
で
の
生
活
の
場
で
あ
り
、
賄
や
洗
濯
、
風
呂
焚
き
と
云
っ
た
生
活
を
支
え
る
者
と
し
て
看
病

人
を
確
保
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

良
順
が
使
用
し
た
の
は
弾
左
衛
門
の
配
下
の
者
で
あ
る
が
、
弾
左
衛
門
と
は
、
武
家
階
級
か
ら
切
り
離

さ
れ
賤
民
の
地
位
に
置
か
れ
た
者
た
ち
の
職
掌
を
あ
ら
わ
す
名
称
で
あ
る
。弾
左
衛
門
の
正
式
の
肩
書
は
、

え
た
が
し
ら
（
穢
多
頭
）
で
あ
り
、
当
時
支
配
し
て
い
た
男
女
は
七
万
人
、
江
戸
を
含
む
関
八
州
（
日
光

神
領
と
水
戸
家
、
喜
連
川
家
領
分
を
除
く
）
を
主
と
し
、
伊
豆
一
ヶ
国
、
三
河
国
設
楽
郡
の
一
村
、
甲
斐

国
都
留
郡
、
駿
河
国
駿
東
郡
、
陸
奥
国
白
川
軍
を
支
配
し
て
い
た

１
２

。 

良
順
の
自
伝
に
は
、「
病
者
の
賄
方
を
弾
に
命
じ
て
な
さ
し
む
」

１
３

と
記
さ
れ
て
お
り
、
第
一
三
代
弾

左
衛
門
が
新
政
府
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
一
四
ヵ
条
の
中
の
ひ
と
つ
に
も
、「
海
陸
軍
つ
き
病
院
御
用
」
が

あ
っ
た
。
多
く
の
負
傷
者
に
対
し
て
繃
帯
交
換
は
漢
方
医
ら
が
担
当
し
、
弾
左
衛
門
の
配
下
の
者
た
ち
は

看
護
者
の
役
割
を
担
っ
た
。
し
か
し
そ
の
看
護
の
実
際
は
、
病
者
の
賄
方
、
洗
濯
・
食
事
作
り
、
排
泄
物

の
世
話
な
ど
で
あ
り
、
亀
山
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
家
庭
の
な
か
で
女
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
た
事
柄

の
領
域
は
出
て
い
な
か
っ
た
。 

一
八
六
八
年
六
月
九
日
（
九
月
に
明
治
と
改
元
）、
医
学
所
は
新
政
府
に
接
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

良
順
は
奥
医
師
と
し
て
従
軍
す
る
こ
と
を
決
め
、
医
学
所
も
解
散
す
る
こ
と
、
北
へ
向
か
う
こ
と
の
意
向

を
医
学
所
の
門
人
ら
に
伝
え
、
薬
品
、
外
科
器
具
な
ど
を
準
備
し
、
教
授
の
渡
辺
洪
基(

の
ち
の
初
代
東
大

総
長)

、
名
倉
知
文
、
三
浦
煥
、
小
泉
順
英
、
山
内
作
楽
（
通
称
徳
三
郎
）
太
田
雄
寧

１
４

ら
六
名
を
連
れ

て
、
江
戸
を
発
っ
た
。
途
中
千
葉
の
実
父
佐
藤
泰
然

１
５

が
主
催
す
る
佐
倉
順
天
堂
に
立
ち
寄
り
、
そ
こ
で

か
ね
て
か
ら
の
門
人
で
あ
り
、
京
都
守
護
職
藩
公
の
侍
医
・
新
選
組
治
療
藩
医
と
し
て
京
都
で
行
動
を
共

に
し
た
、
会
津
藩
医
南
部
精
一
郎

１
６

と
再
会
し
た
。 

良
順
ら
一
行
は
南
部
と
合
流
し
、
会
津
に
向
か
う
。
四
月
二
四
、
五
日
に
は
会
津
へ
到
着
、「
軍
陣
医

部
」

１
７

と
い
う
名
を
つ
か
っ
て
、
会
津
藩
校
日
新
館
を
病
院
に
改
造
、
塩
川
村
に
は
分
院
と
し
て
島
之
病

院
を
設
立
し
、
良
順
は
院
長
と
し
て
治
療
を
開
始
す
る
。
治
療
は
、
途
中
別
れ
た
太
田
雄
寧
を
除
く
、
医

学
所
か
ら
同
行
し
た
門
人
五
名
に
南
部
を
加
え
た
医
師
六
名
を
中
核
と
し
、
こ
れ
に
会
津
藩
西
洋
医
か
ら

加
賀
山
翼
、
古
川
春
英

１
８

、
伊
藤
元
岱
ら
を
加
え
、
指
揮
班
を
作
っ
た

１
９

。 
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そ
の
他
、
部
長
に
大
岩
嘉
造
、
次
長
に
日
下
順
庵
を
お
く
侍
医
団
が
あ
り
、
川
崎
尚
斎
は
医
薬
品
、
器

械
政
策
に
従
事
す
る
な
ど
役
割
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
傘
下
に
は
、
日
下
順
良
、
六
角

尚
兼
・
兼
三
父
子
、
佐
藤
周
禎
、
鈴
木
秀
仙
、
加
藤
松
庵
、
酒
井
壮
哲
、
宇
南
山
寿
庵
、
赤
羽
寿
庵
、
鈴

木
良
哲
、
石
田
瑛
達
、
高
橋
修
斎
、
五
井
新
内
、
渋
谷
昌
甫
、
諏
訪
順
吾
ほ
か
、
町
医
、
村
医
そ
し
て
盟

藩
医
が
治
療
に
あ
た
っ
た

２
０

。

良
順
が
会
津
に
到
着
し
、
投
宿
し
た
城
下
七
日
町
清
水
屋
に
は
、
宇
都
宮
の
戦
闘
（
四
月
二
四
日
）
で

足
に
銃
創
を
負
っ
た
新
撰
組
土
方
歳
三
が
二
七
日
に
到
着
、
土
方
は
こ
こ
で
良
順
の
治
療
を
受
け
る
こ
と

と
な
る

２
１

。
江
戸
の
医
学
所
頭
取
で
あ
る
良
順
が
会
津
に
来
た
こ
と
は
、
各
前
線
の
陣
営
に
伝
え
ら
れ
、

負
傷
兵
が
続
々
と
日
新
館
に
運
び
込
ま
れ
た
。

良
順
が
日
新
館
で
目
に
し
た
負
傷
兵
ら
は
、
西
洋
医
学
を
知
ら
な
い
村
医
ら
に
よ
り
、
銃
創
が
縫
い
合

わ
さ
れ
る
な
ど
の
不
適
切
な
処
置
や
、
湯
や
薬
草
を
煎
じ
た
液
で
の
消
毒
で
患
部
は
壊
疽
状
態
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
傷
口
は
化
膿
し
、
敗
血
症
と
な
り
、
衰
弱
し
て
死
亡
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
良
順
は
適
切
な

処
置
療
法
を
口
授
し
始
め
る
と
、
そ
の
う
わ
さ
を
聞
い
た
奥
羽
諸
藩
の
藩
医
ら
六
〇
余
名
が
集
ま
り
、
良

順
は
日
々
銃
創
治
療
の
方
法
な
ど
を
講
義
し
、
講
義
内
容
は
の
ち
に
「
療
痍
略
伝
」
と
い
う
一
書
に
ま
と

め
ら
れ
た

２
２

。

日
新
館
に
収
容
さ
れ
た
負
傷
兵
の
数
は
、
二
〇
〇
名
を
下
ら
な
い
状
況
が
続
く
。
良
順
は
治
療
に
全
力

で
あ
た
る
が
、
治
療
に
必
要
な
医
薬
品
、
包
帯
材
料
の
不
足
は
甚
だ
し
く
、
そ
の
確
保
に
は
困
難
を
極
め

た
。
軟
膏
を
塗
る
に
も
そ
の
材
料
は
な
く
、
良
順
は
そ
の
状
況
を
自
伝
に
「
日
々
洗
濯
せ
し
む
る
も
、
甚

だ
不
潔
に
し
て
、
実
に
惨
状
を
極
め
た
り
」

２
３

と
書
き
残
し
て
い
る
。

良
順
が
長
崎
で
ポ
ン
ペ
か
ら
学
ん
だ
も
の
は
、
病
院
で
の
医
療
の
中
心
は
規
則
正
し
い
入
院
生
活
を
作

り
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
実
行
に
看
護
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
良
順
は
そ
の
後
の

経
験
か
ら
も
、
病
院
の
入
院
環
境
を
整
え
、
医
師
に
よ
る
管
理
さ
れ
た
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
治
療
効

果
を
高
め
、
回
復
を
促
す
と
い
う
こ
と
を
実
践
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
京
都
で
門
人
南
部
精
一
郎
が
良
順
の
借
り
住
ま
い
を
訪
ね
て
き
た
時
、
以
前
よ
り
面
識
の
あ

っ
た
新
選
組
長
近
藤
勇
も
良
順
を
訪
ね
て
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
良
順
は
、
近
藤
の
招
き
に
応
じ

て
西
本
願
寺
の
新
選
組
屯
所
を
訪
ね
る
が
、
良
順
は
屯
所
の
不
潔
さ
に
驚
き
、
さ
ら
に
三
分
の
一
が
病
者

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
近
藤
に
次
の
よ
う
に
指
示
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
自
伝
に
残
っ
て
い
る
２
４

。

総
人
数
百
七
、
八
十
名
あ
ら
ん
。
ま
た
そ
の
中
に
、
横
臥
す
る
者
、
仰
臥
す
る
者
、
あ
る
い
は
裸
体

に
て
陰
部
を
露
わ
す
者
あ
り
、
甚
だ
不
体
裁
に
し
て
、
そ
の
無
礼
な
る
言
う
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
。

予
一
巡
し
終
り
て
勇
を
詰
っ
て
曰
く
、
今
巡
行
し
て
一
見
す
る
に
、
局
長
・
次
長
の
共
に
至
る
に
裸

体
仰
臥
し
て
そ
の
状
を
改
め
ざ
る
は
如
何
、
あ
に
長
上
に
対
し
て
無
礼
至
極
な
ら
ず
や
。
こ
れ
壮
士

を
制
御
す
る
の
法
宜
し
き
を
得
た
り
と
云
う
べ
か
ら
ず
。
宜
し
く
規
律
を
厳
に
し
、
節
制
に
よ
ら
ず

ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
。「
勇
答
え
て
曰
く
、
真
に
貴
説
の
如
し
、
然
れ
ど
も
彼
等
は
み
な
病
者

な
り
、
故
に
敢
え
て
束
縛
を
加
え
ざ
る
な
り
。
君
乞
う
こ
れ
を
怒
せ
よ
、
と
。
予
曰
く
、
然
ら
ば
総

人
員
三
分
の
一
は
病
者
な
る
か
、
驚
く
に
堪
え
た
り
。
謂
う
に
医
療
を
施
さ
ざ
る
者
の
如
し
、
如
何
。
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勇
曰
く
、
否
、
医
を
招
き
治
を
乞
う
も
、
各
自
そ
の
信
ず
る
と
こ
ろ
に
従
う
の
み
。
予
曰
く
、
果
た

し
て
然
ら
ば
こ
れ
策
の
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
宜
し
く
一
の
快
闊
な
る
室
に
お
い
て
蓐
を
並
べ
平

臥
せ
し
め
、
医
者
は
日
々
こ
れ
を
回
診
し
て
そ
の
処
方
箋
を
作
り
調
薬
を
命
じ
、
看
護
者
を
設
け
て

起
臥
飲
食
の
用
を
弁
ぜ
し
む
べ
し
。
然
る
時
は
一
医
師
に
し
て
多
数
の
患
者
を
治
療
し
得
べ
し
。
ま

た
浴
場
を
設
け
全
身
の
不
潔
を
洗
滌
せ
し
む
べ
し
、
と
。
た
め
に
病
院
に
擬
し
て
一
図
を
画
き
示
し
、

患
者
に
処
す
る
の
方
法
を
教
え
、
か
つ
西
洋
病
院
の
概
略
を
も
説
示
せ
し

良
順
の
指
示
に
対
し
、
新
選
組
で
は
直
ち
に
西
本
願
寺
の
講
の
集
会
所
を
借
り
て
病
院
と
し
て
、
並
列

に
病
人
を
並
べ
て
寝
か
せ
、
浴
桶
も
三
個
準
備
す
る
な
ど
体
制
を
整
え
た
。
さ
ら
に
良
順
は
南
部
に
対
し

て
、
毎
朝
回
診
を
し
て
病
歴
の
作
成
と
薬
の
調
製
を
行
う
こ
と
を
指
示
し
、
週
二
回
は
自
分
が
往
診
す
る

こ
と
を
決
め
る
。
そ
れ
ら
を
実
行
し
た
結
果
、
新
選
組
の
病
者
は
心
臓
病
と
結
核
患
者
の
難
病
の
患
者
を

除
き
、
一
ヵ
月
で
全
員
が
全
快
し
、
兵
士
ら
の
感
謝
を
受
け
た
。
良
順
は
そ
の
結
果
に
満
足
し
な
が
ら
も
、

さ
ら
に
厨
房
の
不
潔
さ
に
対
し
、
残
飯
を
利
用
し
て
豚
を
飼
い
、
そ
の
豚
を
食
し
て
体
力
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
、
豚
の
膀
胱
は
取
っ
て
冷
罨
法
に
用
い
る
こ
と
、
敗
飯
は
乾
固
さ
せ
て
鶏
を
飼
い
そ
の
肥
料
と
し
、

産
ん
だ
卵
を
食
べ
て
滋
養
を
つ
け
る
こ
と
を
指
導
し
た
２
５

。

良
順
は
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
も
、
外
科
的
な
病
者
も
含
め
た
病
気
の
回
復
に
は
、
病
状
に
応
じ
た
処
方

な
ど
管
理
さ
れ
た
治
療
と
共
に
、
清
潔
な
環
境
、
身
体
の
清
潔
、
滋
養
の
あ
る
食
物
に
よ
る
体
力
の
回
復

が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
わ
が
国
で
最
も
理
解
し
、
そ
し
て
実
践
し
た
医
師
で
あ
っ
た
。

会
津
藩
野
戦
病
院
日
新
館
で
は
、
長
引
く
戦
い
で
増
え
続
け
る
負
傷
兵
、
乏
し
く
な
る
医
薬
品
と
繃
帯

材
料
に
不
潔
な
状
態
は
免
れ
ら
れ
な
い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
良
順
の
傍
ら
に
は
京
都
で
新
選
組
の
隊
員

ら
を
共
に
治
療
し
た
南
部
が
お
り
、
南
部
が
良
順
の
な
さ
ん
と
し
た
治
療
を
実
践
し
た
功
績
は
大
き
い
。

良
順
の
自
伝
に
は
、「
患
者
の
死
亡
数
を
算
す
る
に
十
人
中
一
人
二
、
三
分
に
過
ぎ
ず
」

２
６

と
あ
り
、
そ

れ
は
治
療
と
看
護
の
成
果
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

し
か
し
そ
の
後
良
順
は
、、
旧
幕
府
側
医
師
と
し
て
会
津
藩
の
戦
い
に
従
軍
す
る
。
良
順
は
野
戦
病
院

で
治
療
に
専
念
す
る
中
で
、
病
院
と
し
て
患
者
の
回
復
を
促
進
す
る
食
材
を
選
ん
だ
食
事
の
供
給
、
医
療

材
料
の
補
給
、
治
療
を
継
続
す
る
た
め
繃
帯
交
換
な
ど
を
補
助
す
る
看
病
人
の
確
保
を
、
切
実
な
問
題
と

し
て
認
識
し
た
。
戊
辰
戦
争
で
は
戦
場
が
拡
大
し
、
西
洋
外
科
学
に
よ
る
治
療
が
施
さ
れ
る
中
で
は
、
看

病
人
の
仕
事
の
質
も
内
容
も
、
繃
帯
交
換
な
ど
の
治
療
補
助
も
こ
な
す
者
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

良
順
は
、
政
府
軍
が
会
津
城
下
に
攻
め
込
む
の
を
前
に
、
会
津
藩
主
松
平
容
保
の
意
向
を
汲
ん
で
、
江

戸
を
共
に
発
っ
た
門
人
ら
と
会
津
を
出
て
米
沢
に
向
か
う
。
良
順
ら
が
去
っ
た
あ
と
の
会
津
で
は
、
鶴
ヶ

城
西
出
丸
そ
ば
の
日
新
館
野
戦
病
院
は
敵
襲
を
受
け
、猛
火
に
包
ま
れ
、身
動
き
で
き
ぬ
負
傷
兵
は
自
決
、

ま
た
は
焼
死
す
る
と
い
う
悲
し
い
結
末
を
迎
え
て
い
た

２
７

。
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二

英
医
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
の
救
護
活
動

薩
長
軍
は
、
京
都
・
相
国
寺
内
の
「
養
源
院
」
に
臨
時
の
薩
摩
藩
病
院
を
設
け
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い

に
よ
る
負
傷
兵
約
百
人
を
収
容
し
、
治
療
を
行
っ
た
。
し
か
し
藩
医
た
ち
は
、
骨
折
や
銃
創
の
処
置
、
止

血
方
法
や
化
膿
を
防
ぐ
方
法
を
知
ら
ず
、
戦
死
者
は
増
え
る
ば
か
り
で
あ
っ
た

２
８

。
特
に
、
富
ノ
森
陣
地

攻
撃
で
頸
部
に
貫
通
銃
創
を
受
け
、「
養
源
院
」
に
収
容
さ
れ
て
い
た
西
郷
信
吾
（
の
ち
に
陸
軍
卿
と
な
る

従
道
）
は
、
消
毒
が
不
完
全
の
た
め
傷
口
は
化
膿
し
、
そ
の
病
状
悪
化
と
苦
痛
に
、
周
囲
の
者
が
介
錯
を

申
し
出
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
２
９

。

薩
摩
軍
二
番
砲
隊
を
率
い
て
い
た
薩
摩
藩
士
大
山
弥
助(

巌)

３
０

は
、
本
陣
東
寺
に
い
る
西
郷
吉
之
助

（
隆
盛
）
と
大
久
保
一
蔵(

利
通)

３
１

に
、
洋
医
招
聘
を
進
言
し
た

３
２

。
西
郷
は
了
解
し
、
外
国
人
が
京

都
に
入
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
藩
主
島
津
忠
義
の
名
で
大
久
保
一
蔵
を
介
し
て
朝
廷
に
願
書
を
提
出
す
る
３
３

。

島
津
忠
義
、
英
国
ノ
医
生
ヲ
京
ニ
召
シ
、
兵
士
ノ
瘡
夷
ヲ
治
セ
ン
ト
フ
請
フ
、
之
ヲ
聴
ス

此
度
戦
争
ニ
付
、
手
負
之
者
夥
敷
御
座
候
処
、
療
医
砲
瘡
イ
マ
タ
不
精
処
ヨ
リ
、
追
々
及
死
亡
候
者

不
少
、
実
ニ
不
被
忍
次
第
ニ
御
座
候
、
就
テ
ハ
其
術
ヲ
究
、
治
療
方
突
鑿
仕
候
折
柄
、
兵
庫
滞
在
英

国
熟
練
之
医
師
頼
入
申
度
、
無
拠
為
致
相
談
候
処
、
人
命
ニ
相
拘
候
儀
、
不
容
易
事
候
間
速
ニ
可
差

出
旨
致
許
諾
候
ニ
付
、
当
邸
ヘ
召
呼
、
療
治
相
加
度
御
坐
候
間
、
何
卒
入
京
御
免
被
仰
付
被
下
候
様
、

宜
敷
御
執

奏
奉
願
候
、
以
上
。

正
月
二
十
四
日

薩
摩
少
将

西
郷
は
こ
の
依
頼
文
で
、
夥
し
い
数
の
負
傷
兵
に
治
療
が
出
来
な
い
状
況
が
忍
び
難
い
状
況
で
あ
り
、

西
洋
医
学
に
熟
練
し
た
技
術
を
有
し
て
い
る
兵
庫
在
住
の
英
国
医
師
に
よ
る
治
療
の
必
要
性
を
説
き
、
京

都
に
入
る
こ
と
の
許
可
を
願
い
出
た
。
同
時
に
、
一
八
六
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
へ
の
留
学
経
験
を
持
つ
、
当

時
神
戸
駐
在
の
参
与
外
国
事
務
判
事
寺
島
宗
則
３
４

と
五
代
友
厚
３
５

を
介
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク

ス
に
医
師
派
遣
を
依
頼
し
た
。
こ
の
要
請
に
対
し
パ
ー
ク
ス
は
直
ち
に
快
諾
し
、
公
使
館
医
官
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ウ
ィ
リ
ス
に
通
訳
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
３
６

を
付
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

京
都
相
国
寺
の
薩
摩
藩
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
た
大
山
が
、
自
ら
兵
庫
へ
赴
い
て
、
寺
島
、
五
代
に

英
医
ウ
ィ
リ
ス
派
遣
の
仲
介
を
願
い
出
た
そ
の
背
景
に
は
、
大
山
が
江
戸
の
江
川
塾
で
砲
術
を
学
ん
で
い

た
頃
、
江
戸
の
西
洋
医
術
、
と
く
に
外
科
が
格
別
に
優
れ
て
い
る
事
例
を
見
聞
し
知
っ
て
い
た
こ
と
と
、

薩
摩
藩
の
軍
陣
医
療
の
遅
れ
が
あ
っ
た
３
７

。

幕
末
、
す
で
に
多
く
の
藩
が
近
代
兵
制
に
見
合
う
軍
陣
医
学
の
必
要
性
を
認
識
し
、
漢
方
か
ら
西
洋
医

学
の
修
行
を
積
み
始
め
て
い
た
。
例
え
ば
、
適
塾
出
身
の
大
村
藩
医
長
与
專
斎
３
８

は
、「
西
洋
に
て
は
軍

医
の
制
度
よ
く
整
い
て
軍
気
も
之
れ
が
為
め
引
立
つ
よ
し
承
る
。
然
る
に
本
藩
に
は
銃
創
の
治
療
さ
へ
心

得
た
る
も
の
な
く
万
一
の
時
に
及
ば
ば
他
藩
に
対
し
て
も
面
目
な
き
次
第
な
り
。
某
は
従
来
専
ら
内
科
を

修
め
た
る
の
み
な
れ
ば
今
一
た
び
長
崎
に
出
で
て
外
科
を
練
習
せ
ん
と
す
る
の
志
あ
り
」
３
９

と
、
長
崎
で
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の
勉
学
を
願
い
出
て
、
一
八
六
六
年
三
月
に
は
、
藩
よ
り
医
師
数
名
と
長
崎
へ
の
遊
学
修
業
の
命
が
下
っ

た
。
長
与
は
そ
の
命
に
よ
り
長
崎
に
遊
学
し
、
ポ
ン
ペ
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
４
０

、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
４
１

に

西
洋
医
学
を
学
ん
で
い
た
。

長
州
藩
で
は
、
緒
方
洪
庵
同
学
の
青
木
周
弼
が
萩
に
藩
医
学
教
授
所
「
好
生
館
」
を
設
立
し
、
蘭
医
学

の
普
及
に
務
め
た
こ
と
、
大
村
益
次
郎
４
２

に
よ
っ
て
兵
制
改
革
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
自
前
の
軍
医
部

編
成
を
持
っ
て
は
い
た
４
３

。

薩
摩
藩
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
門
下
の
戸
塚
静
海
を
藩
医
と
し
て
招
い
た
り
、「
好
生
館
」
や
大
阪
の
「
敵

塾
」に
藩
医
の
派
遣
を
し
て
は
い
た
も
の
の
、幕
末
に
至
る
ま
で
藩
医
学
校
は
漢
方
に
よ
る
教
育
を
行
い
、

藩
医
も
漢
方
が
主
力
で
あ
っ
た
４
４

。。
そ
の
た
め
、
銃
創
治
療
が
で
き
る
医
師
が
い
な
い
と
い
う
薩
摩
藩

の
状
況
は
、
西
洋
医
術
の
で
き
る
医
師
の
確
保
が
緊
要
の
課
題
で
あ
っ
た
。
大
山
ら
は
、
負
傷
兵
の
増
加

は
隊
の
弱
体
化
を
招
き
、
そ
の
状
況
は
戦
勝
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
、
ウ
ィ
リ
ス
招
聘
に
動
い
た
の

で
あ
っ
た
。

派
遣
要
請
を
受
け
た
ウ
ィ
リ
ス
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
フ
ェ
ル
マ
ナ
州
で
、
三
人
の
兄
と
二
人
の
妹

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
。
一
八
五
五
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
医
学
部
に
入
学
し
、
予
科
を
経
て
エ
ジ
ン
バ
ラ

大
学
を
卒
業
。
翌
年
五
月
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
病
院
（M

iddlesex H
ospital

）
で
外
科

研
修
医
を
経
て
、
内
科
医
と
し
て
も
勤
務
し
医
師
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
だ
４
５

。
一
八
六
一
年
英
国
外
務

省
の
海
外
勤
務
に
応
募
し
、
外
務
省
試
験
に
合
格
、
六
二
年
六
月
江
戸
駐
在
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
補
助
官
兼

医
官
と
し
て
二
五
歳
の
時
に
着
任
し
た
。
六
八
年
一
月
に
は
副
領
事
に
な
る
。
ウ
ィ
リ
ス
は
公
使
パ
ー
ク

ス
の
命
に
よ
り
、
通
訳
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と
と
も
に
、
急
ぎ
京
都
に
向
い
、
二
月
一
七
日
に
京
都

薩
摩
屋
敷
に
到
着
し
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
、
土
佐
の
藩
主
山
内
容
堂
が
重
態
に
陥
っ
た
の
を
全
快
に
導
き
、

西
郷
信
吾
の
頸
部
貫
通
銃
創
の
治
療
も
行
っ
た
。

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
は
、
負
傷
兵
の
ほ
と
ん
ど
が
砲
弾
や
小
銃
弾
に
よ
る
火
傷
や
銃
創
で
あ
り
、
銃

弾
の
摘
出
、
腐
敗
し
た
骨
片
の
除
去
、
膿
瘍
切
開
な
ど
の
手
術
を
必
要
と
し
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
二
週
間
京

都
に
滞
在
し
、
必
要
時
は
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
の
麻
酔
を
適
用
し
て
、
大
手
術
を
一
四
回
施
行
し
た
４
６

。

治
療
に
は
、
当
時
薩
摩
藩
病
院
に
い
た
藩
医
上
村
泉
三
、
石
神
良
策
４
７

、
山
下
弘
平
、
前
田
杏
斎
、
児

玉
剛
造
ら
に
指
導
を
し
て
助
手
と
し
て
働
か
せ
、
西
洋
医
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
の
西
洋
外

科
学
の
知
識
と
技
術
は
、
負
傷
兵
の
治
療
に
大
き
な
功
績
を
も
た
ら
し
、
西
洋
外
科
の
優
れ
て
い
る
こ
と

を
立
証
し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
在
京
藩
当
局
は
一
月
二
九
日
、
藩
医
に
対
し
て
漢
方
医
、
蘭
方
医
の

別
な
く
ウ
ィ
リ
ス
の
療
法
を
見
習
う
よ
う
に
命
じ
て
い
る
４
８

。

四
月
一
一
日
江
戸
は
新
政
府
軍
に
開
城
さ
れ
、
徳
川
慶
喜
は
水
戸
へ
退
去
す
る
が
、
戦
場
は
東
北
へ
と

移
る
。
錦
旗
を
掲
げ
て
討
伐
軍
を
東
へ
進
め
る
な
か
で
、
続
出
す
る
傷
病
者
を
救
う
た
め
、
大
総
督
府
は

一
三
日
、
江
戸
芝
赤
羽
根
の
有
馬
屋
敷
に
英
医
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
を
横
浜
よ
り
招
聘
し
た

４
９

。
一

二
日
附
を
以
て
総
督
府
参
謀
か
ら
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
参
加
し
た
伊
州
藩
、
備
前
藩
、
長
州
藩
、
佐

土
原
藩
、
大
村
藩
、
薩
摩
藩
等
の
各
長
官
宛
て
に
負
傷
兵
診
療
に
つ
い
て
、
英
医
を
招
く
こ
と
と
、
病
院

を
横
浜
に
設
け
る
旨
の
左
記
の
通
達
が
布
告
さ
れ
た

５
０

。
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十
三
日
、
大
総
督
府
、
英
国
医
師
ヲ
雇
ヒ
テ
兵
士
ノ
創
痍
ヲ
療
ス
、
尋
テ
病
院
ヲ
横
浜
ニ
設
ケ
、
使

番
佐
藤
金
義
ヲ
遣
シ
テ
、
其
事
務
ヲ
総
管
セ
シ
ム
。

明
十
四
日
、
英
医
、
御
招
ニ
相
成
候
間
、
此
間
中
房
、
総
辺
ニ
テ
戦
争
有
之
各
藩
病
員
召
連
、
朝

四
ツ
時
頃
赤
羽
根
有
馬
上
屋
敷
ヘ
可
罷
出
候
様
、
仰
出
候
事
、

但
、
各
藩
医
官
同
伴
可
有
之
事
。

後
四
月
十
二
日

東
海
道
総
督
府
参
謀

各
通

伊
州
藩

備
前
藩

長
州
藩

佐
土
原
藩

大
村
藩

薩
州
藩

長
官
中

東
海
道
先
鋒
記

岡
山
藩
記

新
政
府
は
四
月
一
七
日
、
横
浜
の
野
毛
山
上
に
あ
る
修
文
館
を
改
装
し
、
軍
陣
病
院
（
野
毛
山
修
文
館

お
よ
び
洲
干
弁
天
境
内
語
学
所
の
二
ヶ
所
）

５
１

と
し
、
政
府
軍
の
負
傷
兵
の
治
療
を
始
め
た
。
こ
の
横
浜

軍
陣
病
院
は
、
大
総
督
府
御
使
番
佐
藤
喜
七
郎
（
名
古
屋
藩
士
）
を
総
取
締
と
し
、
治
療
は
英
医
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
を
招
き
、
医
師
団
は
同
じ
く
英
医
シ
ッ
ド
ル
（Joseph Bower  Siddall

）
５
２

と
、

後
に
白
河
口
頭
取
と
な
る
佐
藤
舜
海

５
３

、
薩
摩
藩
医
石
神
良
策
ら
一
〇
数
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。

ウ
ィ
リ
ス
は
翌
一
九
に
助
手
二
名
を
連
れ
て
病
院
到
着
後
、
直
ち
に
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
使
用
し
て
の
手

足
の
切
断
術
、
過
酸
化
マ
ン
ガ
ン
の
使
用
に
よ
る
創
傷
処
置
、
鉄
製
副
木
に
よ
る
固
定
術
な
ど
、
西
洋
医

術
に
よ
る
治
療
を
行
っ
た

５
４

。
し
か
し
、
銃
創
処
置
、
止
血
法
、
副
木
の
使
用
方
法
な
ど
の
知
識
の
な
い

日
本
の
医
師
達
は
、
何
事
に
よ
ら
ず
ウ
ィ
リ
ス
に
質
問
を
繰
り
返
し
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
医
療
器
具
の
使

用
方
法
を
聞
き
、
ウ
ィ
リ
ス
を
悩
ま
せ
た

５
５

。

ウ
ィ
リ
ス
は
治
療
の
必
要
な
重
症
者
は
、
す
べ
て
横
浜
軍
陣
病
院
へ
護
送
す
る
よ
う
に
と
政
府
に
勧
告

し
、
政
府
も
そ
の
助
言
に
従
い
、
負
傷
を
負
っ
た
兵
士
の
初
期
治
療
を
野
戦
病
院
で
施
し
た
後
、
重
症
者

は
海
路
、
ま
た
は
陸
路
で
数
日
を
掛
け
て
横
浜
に
護
送
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
、
横
浜
軍
陣
病

院
は
、
開
院
初
日
の
四
月
一
八
日
の
薩
摩
藩
七
名
の
入
院
に
は
じ
ま
り
、
次
々
に
運
ば
れ
て
来
る
負
傷
兵

に
大
混
雑
を
き
た
す
。

横
浜
軍
陣
病
院
は
、
開
院
二
週
間
後
の
五
月
四
日
に
は
重
症
者
が
増
し
て
手
狭
と
な
り
、
分
院
を
設
け

て
分
散
さ
せ
て
治
療
に
あ
た
っ
た
が
、
そ
の
不
都
合
の
現
状
を
総
督
府
に
訴
え
、
以
前
兵
舎
と
し
て
使
用

し
て
い
た
建
物
を
病
院
へ
と
改
修
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
る

５
６

。
そ
の
上
申
書
に
は
、「
病
人
手
負
人

敷
合
い
三
十
七
人
其
外
看
病
人
等
凡
九
十
人
程
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
日
々
増
減
有
之
候
」

５
７

と
書
か

れ
て
い
る
。
中
西
淳
朗
の
論
文

５
８

を
も
と
に
作
成
し
た
荒
井
保
男
の
報
告
に
よ
る
と
、
横
浜
軍
陣
病
院
の

入
院
患
者
は
、
五
月
三
日
三
七
名
、
五
月
一
一
日
七
二
名
、
六
月
二
九
日
一
七
六
名
、
七
月
一
一
日
一
九

三
名
、
そ
し
て
九
月
二
四
日
に
は
ピ
ー
ク
の
二
〇
七
名
で
あ
っ
た

５
９

。

そ
の
後
政
府
軍
は
、
会
津
の
落
城
が
間
近
で
あ
り
戦
い
の
終
焉
が
近
い
と
判
断
し
、
東
京
下
谷
泉
橋
の

津
藩
邸
（
藤
堂
邸
）
へ
の
移
転
計
画
を
立
て
る
。
下
谷
の
大
病
院
（
後
に
東
京
大
学
医
学
部
へ
と
進
展
）

へ
の
移
転
を
九
月
三
〇
日
頃
か
ら
開
始
し
、十
月
一
七
日
に
は
す
べ
て
の
患
者
の
移
転
を
完
了
し
て
い
る
。
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移
転
前
の
七
月
二
一
日
、
パ
ー
ク
ス
に
提
出
し
た
ウ
ィ
リ
ス
の
報
告
書
に
は
、
日
本
人
医
師
に
対
す
る

評
価
も
書
か
れ
て
い
た

６
０

。

日
本
人
医
師
は
、
銃
創
治
療
に
適
す
る
副
木
や
他
の
器
具
の
使
用
な
ど
、
彼
ら
に
と
っ
て
有
益
な
こ

と
を
す
で
に
多
く
学
び
と
っ
た
。
日
本
の
軍
医
た
ち
が
シ
ッ
ド
ー
ル
の
指
導
に
応
え
て
、
て
き
ぱ
き

と
包
帯
を
巻
い
た
り
副
木
を
当
て
た
り
し
て
立
派
に
医
者
の
働
き
を
し
て
い
る
姿
や
、
い
か
な
る
手

術
に
も
熱
心
に
興
味
を
示
す
態
度
な
ど
を
見
る
と
、
医
療
法
に
か
ん
す
る
西
洋
の
智
識
が
し
だ
い
に

日
本
中
に
ひ
ろ
ま
り
、
現
在
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
あ
い
だ
で
あ
ま
ね
く
行
な
わ
れ
て
い
る
漢
方
の
複
雑

で
時
と
し
て
有
害
な
医
学
の
流
派
に
、
や
が
て
は
と
っ
て
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
を
い

だ
か
せ
る
の
で
あ
る

ウ
ィ
リ
ス
は
、
日
本
人
医
師
ら
が
病
院
の
開
院
か
ら
約
三
ヵ
月
の
間
に
多
く
の
重
症
患
者
の
治
療
に
関

わ
り
、
西
洋
外
科
学
を
学
び
、
そ
の
結
果
と
し
て
西
洋
医
学
の
知
識
も
全
国
に
広
が
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を

期
待
し
、
将
来
に
対
し
て
の
明
る
い
見
通
し
を
述
べ
て
お
り
、
ウ
ィ
リ
ス
の
日
本
人
医
師
に
対
す
る
評
価

が
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

ウ
ィ
リ
ス
は
総
督
府
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、横
浜
軍
陣
病
院
の
治
療
を
ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ッ
ド
ル
に
任
せ
、

北
越
軍
に
従
軍
す
る
こ
と
に
な
る
。
ウ
ィ
リ
ス
が
北
越
軍
に
従
軍
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
経
緯
は
、
越
後

口
の
戦
線
拡
大
と
、
戦
傷
者
に
対
す
る
医
療
技
術
を
各
藩
軍
医
は
も
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
治
療
成
績
が
良

く
な
い
と
い
う
現
状
が
背
景
に
あ
っ
た
。

四
月
二
七
日
柏
崎
鯨
波
に
お
い
て
、
桑
名
藩
と
征
討
の
命
を
う
け
た
山
県
狂
介
（
有
朋
）

６
１

・
黒
田
了

介
（
清
隆
）
率
い
る
薩
長
諸
藩
と
の
衝
突
が
生
じ
、
緒
戦
か
ら
多
く
の
兵
士
が
負
傷
を
負
っ
た
。
北
陸
道

鎮
撫
総
督
参
謀
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
山
県
は
、
二
九
日
に
長
州
藩
執
務
広
沢
兵
助
に
宛
て
て
「
死
傷
余
分

有
之
何
と
も
遺
憾
」「
京
都
詰
居
上
等
之
医
師
両
人

何
卒
繰
合
出
張
之
儀
御
配
慮
奉
願
上
候
」
と
、
戦
傷

治
療
に
対
し
て
有
能
な
医
員
の
急
拠
派
遣
を
依
頼
す
る
書
を
送
っ
て
い
た

６
２

。「
京
都
詰
居
上
等
之
医
師
」

と
は
、
ウ
ィ
リ
ス
そ
の
人
を
指
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

越
後
口
で
は
、
同
盟
軍
の
長
岡
藩
が
長
岡
城
を
失
い
苦
境
に
陥
っ
た
も
の
の
、
仙
台
・
米
沢
・
会
津
藩

の
援
軍
が
到
着
し
、
長
岡
藩
河
井
継
之
助
は
長
岡
城
奪
回
を
目
指
し
、
攻
勢
を
企
画
し
た
。
政
府
軍
側
は

六
月
一
四
日
に
北
陸
道
鎮
撫
総
督
高
倉
永
祜
に
代
わ
っ
て
仁
和
寺
宮
嘉
彰
親
王
が
会
津
征
討
越
後
口
総
督

に
任
命
さ
れ
、
参
謀
も
山
県
と
黒
田
了
介
に
加
え
、
西
園
寺
公
望
が
大
参
謀
、
前
原
彦
太
郎
が
参
謀
と
し

て
加
わ
っ
た

６
３

。
一
五
日
に
は
、
西
園
寺
が
柏
崎
軍
病
院
を
訪
れ
、
薩
摩
・
長
州
・
加
州
・
高
田
の
各
藩

の
傷
病
兵
を
見
舞
う
が
、
官
軍
首
脳
部
は
、
病
院
視
察
で
傷
病
兵
が
予
想
外
に
多
い
こ
と
に
驚
く

６
４

。
そ

し
て
布
告
を
達
し
、
傷
病
兵
治
療
に
万
全
の
策
を
尽
く
す
よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い
る

６
５

。

北
越
同
盟
軍
の
戦
争
が
熾
烈
を
き
わ
め
る
に
つ
れ
、
い
よ
い
よ
西
洋
外
科
軍
医
に
よ
る
治
療
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
大
総
督
は
、
そ
の
旨
を
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
に
依
頼
し
、
再
度
ウ
ィ
リ
ス
は
招
聘
に
応

じ
る
こ
と
に
な
る
。
八
月
一
八
日
に
は
行
政
官
よ
り
「
督
府
本
病
院
ヲ
高
田
ニ
設
ケ
赤
川
玄
櫟
（
長
州
藩

医
）
ヲ
以
テ
頭
取
ト
ナ
シ
外
国
医
師
ヲ
雇
ヒ
テ
官
軍
ノ
創
痍
者
ヲ
療
ス
、
尋
テ
之
ヲ
柏
崎
駅
ニ
移
ス
」
の
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達
が
出
さ
れ
た

６
６

。
続
い
て
八
月
二
〇
日
の
太
政
官
日
誌
に
は
「
創
傷
ヲ
被
リ
相
悩
候
者
モ
可
有
之
ト
深

ク
不
便
ニ
被
思
召

今
般
洋
医
御
雇
可
被
差
遣
候
間

右
病
人
等

篤
ト
治
療
相
加
ヘ
精
々
調
護
行
届
候

様
可
取
計
御
沙
汰
候
事
」
と
あ
り
、
越
後
口
に
お
い
て
、
九
月
九
日
に
各
藩
に
外
国
医
師
が
治
療
の
た
め

に
病
院
に
来
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た

６
７

。

ウ
ィ
リ
ス
が
筑
前
藩
の
護
衛
二
五
名
に
守
ら
れ
て
江
戸
を
出
発
し
た
の
は
八
月
二
〇
日
で
あ
り
、
新
潟

高
田
軍
病
院
に
到
着
し
た
の
は
、
九
月
一
日
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ス
が
高
田
を
訪
れ
た
時
に
は
、
約
二
〇
〇

名
の
負
傷
者
を
含
め
、
四
〇
〇
名
以
上
の
病
人
が
い
く
つ
か
の
寺
院
に
収
容
さ
れ
て
い
た

６
８

。
負
傷
者
の

倍
に
あ
た
る
人
が
入
院
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
入
院
し
て
い
た
者
は
、
戦
傷
者
と
平
病
者
が
、

は
っ
き
り
区
別
さ
れ
て
い
た
。
佐
久
間
に
よ
る
と
、
平
病
者
に
関
す
る
記
録
は
な
い
が
、
平
潟
に
伝
染
病
・

慢
性
病
院
を
開
設
し
た
記
録
や
、
東
京
帰
還
に
も
平
病
者
は
東
京
で
の
世
話
は
一
切
不
要
で
あ
る
と
の
指

示
も
残
っ
て
お
り
、
平
病
を
言
い
立
て
て
戦
場
を
離
れ
た
兵
士
も
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

６
９

。

ウ
ィ
リ
ス
が
越
後
口
に
到
着
後
、
直
ち
に
開
始
し
た
治
療
に
各
藩
医
ら
は
目
を
見
張
っ
た
。
し
か
し
、

銃
創
の
治
療
が
す
ぐ
さ
ま
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ウ
ィ
リ
ス
が
公
使
パ
ー
ク
ス
に
宛
て
た
報
告

書
に
は
、
切
断
手
術
を
行
う
た
め
に
は
そ
れ
ら
の
医
師
を
、
助
手
が
で
き
る
よ
う
に
教
育
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
教
育
に
三
日
間
を
要
し
た
と
あ
る

７
０

。

さ
ら
に
ウ
ィ
リ
ス
は
、
自
分
が
到
着
す
る
ま
で
「
手
術
は
な
に
一
つ
行
な
わ
れ
ず
、
副
木
一
本
も
あ
て

が
わ
れ
て
な
か
っ
た
」

７
１

「
出
血
は
放
置
さ
れ
、
化
膿
を
防
ぐ
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
死
ぬ
者
が
続

出
し
た
」

７
２

、
「
手
足
を
骨
折
し
た
患
者
が
副
木
に
よ
っ
て
固
定
も
さ
れ
ず
に
長
途
を
移
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
傷
や
生
命
が
助
か
る
機
会
を
ま
す
ま
す
減
少
さ
せ
る
ば
か
り
か
、
直
接
の
死
因
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
」

７
３

と
あ
り
、「
負
傷
し
て
か
な
り
時
間
が
た
っ
て
い
た
た
め
に
、
手
足
の
状
態
が
悪

化
し
、
そ
の
結
果
治
療
の
む
ず
か
し
さ
が
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
た
こ
と
を
私
は
残
念
に
思
う
」

７
４

と
、

日
本
人
の
医
師
た
ち
に
外
科
の
知
識
が
な
か
っ
た
か
ら
、
大
勢
の
患
者
が
助
か
ら
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

い
」
と
報
告
書
に
書
い
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
、
そ
の
後
柏
崎
、
新
潟
、
新
発
田
を
経
て
、
一
二
月
五
日

に
帰
京
し
た

７
５

。

ウ
ィ
リ
ス
は
、
北
越
各
地
の
軍
病
院
を
巡
回
し
治
療
を
行
っ
た
感
想
を
、
各
地
の
駐
屯
地
の
寺
院
に
収

容
さ
れ
た
負
傷
兵
に
は
、
日
常
の
必
需
品
が
支
給
さ
れ
、「
現
地
の
医
師
や
看
護
人
の
不
完
全
な
医
学
的
技

術
や
知
識
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
期
待
さ
れ
う
る
限
り
の
世
話
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
」

７
６

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
治
療
に
携
わ
っ
た
九
日
間
を
振
り
返
り
、「
事
態
を
か
な
り
よ
い
態
勢
に
整
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
私
の
指
示
が
要
領
よ
く
実
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
多
く
の
負
傷
者
は
看
護
の
努
力
に
よ
っ
て

回
復
に
向
か
う
だ
ろ
う
と
思
う
」
と
回
復
過
程
に
お
け
る
「
看
護
」
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た

７
７

。

つ
ま
り
ウ
ィ
リ
ス
は
、
西
洋
外
科
的
な
治
療
を
医
師
が
行
っ
た
あ
と
、
そ
の
回
復
過
程
に
お
い
て
、
医

師
か
ら
指
示
さ
れ
た
繃
帯
交
換
、
薬
の
投
与
、
患
部
の
安
静
を
保
つ
な
ど
、
行
う
べ
き
治
療
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
を
「
看
護
」
と
し
、
そ
の
看
護
力
が
治
療
の
回
復
を
左
右
す
る
と
の
考
え
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
一
一
月
三
日
に
書
か
れ
た
柏
崎
か
ら
の
報
告
書
に
は
、「
日
本
人
の
医
師
た
ち
が
、
病
人
を

情
深
く
親
身
に
な
っ
て
看
護
す
る
場
面
を
た
び
た
び
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
で
も
私
が
受
け
た
一

般
的
な
印
象
は
、
彼
ら
に
理
論
と
実
地
訓
練
と
が
ひ
ど
く
欠
け
て
お
り
」

７
８

と
書
か
れ
て
い
る
。
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ウ
ィ
リ
ス
の
母
国
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
八
五
三
年
に
開
戦
（
ク
リ
ミ
ア
戦
争
、
五
六
年
に
パ
リ
講
和
条

約
を
締
結
）
し
た
バ
ル
カ
ン
半
島
・
中
東
へ
の
進
出
を
狙
う
ロ
シ
ア
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
対
立
に
、
翌

年
フ
ラ
ン
ス
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
と
共
に
出
兵
し
、
大
量
の
戦
傷
死
者
を
出
し
て
い
た
。
戦
場
と
な
っ
た
ク

リ
ミ
ア
半
島
で
は
負
傷
兵
や
病
人
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
従
軍
し
た
『
タ
イ
ム
ズ
』
の
記
者
に
報

道
さ
れ
、
看
護
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
た
７
９

。

そ
の
対
処
の
ひ
と
つ
と
し
て
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
一
行
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
未
だ
看
護
学
校
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
修
道
女
以
外
の
三
八
名
の
看

護
婦
を
集
め
、
ス
ク
タ
リ
に
あ
る
基
地
病
院
で
一
、
五
〇
〇
名
の
患
者
の
看
護
に
あ
た
っ
た
。

当
初
陸
軍
軍
医
は
、
戦
時
に
婦
人
を
使
用
す
る
こ
と
は
煩
わ
し
く
、
看
護
婦
と
同
じ
程
度
の
看
護
ケ
ア

ー
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
な
い
オ
ー
ダ
リ
ー
（
雑
役
）
で
も
で
き
る
と
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
が
看
護
に
あ
た
っ
た
病
院
の
衛
生
状
態
は
悪
く
、死
亡
率
は
四
二
％
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

従
軍
し
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
食
事
の
改
善
、
病
室
の
環
境
改
善
、
消
毒
の
徹
底
８
０

、
清
潔
ケ
ア
を
行

い
、
着
任
後
六
ヵ
月
で
死
亡
率
を
二
％
に
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
８
１

。

一
八
六
〇
年
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
イ
ギ
リ
ス
国
家
か
ら
の
感
謝
状
と
五
万
ポ
ン
ド
を
も
と
に
、
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
基
金
看
護
婦
養
成
所
を
開
設
、
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
が
そ
の
臨
床
学
習
の
た
め
に
選
定

さ
れ
た
。
さ
ら
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
軍
隊
に
お
い
て
、
兵
士
に
病
院
雑
役
婦
や
料
理
人
の
講
習
課
程
を

創
設
し
、
将
校
の
医
学
校
創
立
の
促
進
も
行
っ
た
。
一
八
六
七
年
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
病
院
と
の
契
約

に
於
い
て
、
患
者
の
ケ
ア
に
は
常
に
経
験
の
あ
る
看
護
婦
を
配
置
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
学
生
を
指

揮
あ
る
い
は
教
え
る
た
め
に
は
、
専
任
の
資
格
が
十
分
に
あ
る
養
成
機
関
を
卒
業
し
た
、
責
任
の
と
れ
る

看
護
婦
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
特
記
し
て
お
り
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
看
護
婦
が
女
性

の
職
業
と
し
て
確
立
さ
れ
、
実
践
と
理
論
を
結
び
つ
け
た
訓
練
方
法
も
確
立
さ
れ
て
い
た
８
２

。

イ
ギ
リ
ス
で
医
学
を
学
ん
だ
ウ
ィ
リ
ス
に
と
っ
て
、
一
一
月
三
日
の
報
告
書
に
書
か
れ
た
「
か
れ
ら
に

理
論
と
実
地
訓
練
と
が
ひ
ど
く
欠
け
て
お
り
」
と
い
う
発
言
は
、
ま
さ
に
「
看
護
者
の
条
件
に
は
理
論
と

実
施
訓
練
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
、
ウ
ィ
リ
ス
の
認
識
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
明

治
陸
軍
創
設
の
中
で
、
看
護
を
担
う
者
の
育
成
は
、
課
題
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

三

人
道
主
義
へ
の
提
言

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
、
横
浜
軍
陣
病
院
で
の
治
療
、
越
後
方
面
で
の
従
軍
、
会
津
へ
の
救
護
活
動
を
行

っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
は
、
日
本
人
医
師
の
技
術
を
学
ぶ
意
欲
に
感
心
し
な
が
ら
も
、
日
本
が
維

新
後
の
近
代
国
家
を
目
指
す
う
え
で
重
要
な
提
言
を
行
っ
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
北
越
で
救
護
活
動
を
行

う
中
で
、「
捕
虜
を
見
て
い
な
い
」
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
が
、
そ
の
理
由
が
、
日
本
で
は
敵
兵
す
べ
て
を

無
慈
悲
に
処
刑
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
人
間
の
生
命
に
不
必
要
な
損
失
で
あ
る
と
の
想
い
を

強
く
持
っ
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
新
潟
に
訪
れ
た
時
に
見
聞
し
た
こ
と
を
、
左
記
の
よ
う
に
報
告
し
て
い

る
８
３

。
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こ
の
戦
争
で
は
、
人
間
の
生
命
が
き
わ
め
て
無
造
作
に
犠
牲
に
さ
せ
ら
れ
て
き
た
と
信
じ
ら
れ
な
い

ふ
し
が
あ
る
の
だ
。
私
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
日
本
の
当
局
者
に
、
新
政
府
が
敵
対
す
る
大
名
の
家
臣
を

見
さ
か
い
も
な
く
殺
害
し
て
い
る
こ
と
を
世
界
の
国
々
が
聞
け
ば
ぞ
っ
と
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
と
り

わ
け
文
明
国
は
、
あ
ら
ゆ
る
日
本
の
戦
争
の
特
性
と
し
て
負
傷
し
た
敵
兵
の
無
差
別
な
殺
害
が
行
な

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
け
ば
、
憎
悪
心
を
た
ぎ
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
、
と
話
し
て
き
た
。
新
政
府
が

敵
の
負
傷
兵
に
た
い
し
て
寛
大
な
処
置
を
と
る
こ
と
を
立
証
し
て
く
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
私
自
身

と
し
て
も
大
変
嬉
し
い
の
で
あ
る
が
、
と
も
私
は
彼
ら
に
言
っ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
「
日
本
の
当
局
者
」
と
は
、
薩
長
両
藩
の
参
謀
と
し
て
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
討

伐
に
あ
た
っ
た
参
謀
陣
、
山
県
や
大
山
な
ど
、
明
治
新
政
府
で
近
代
的
な
軍
隊
創
設
の
中
心
的
人
物
と
な

っ
た
人
々
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
報
告
の
以
前
、
江
戸
で
の
負
傷
兵
治
療
に
あ
た
っ
た
時
の
報

告
書
に
も
同
様
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
た

８
４

。

敵
側
の
手
に
捕
え
ら
れ
た
負
傷
兵
の
処
置
に
か
ん
し
て
、
私
が
知
り
え
た
こ
と
を
二
、
三
言
っ
て
お

き
た
い
。
不
必
要
な
ま
で
に
残
酷
に
生
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
が
、
双
方
の
敵
対
行
為
の
特
徴
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
恐
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
の
行
為
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の

行
為
を
正
当
化
し
て
い
る
の
だ
。
江
戸
の
最
近
の
戦
闘
で
、
負
傷
し
た
残
党
は
み
な
打
首
に
さ
れ
た
。

信
頼
す
る
に
た
る
筋
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
残
党
の
治
療
に
手
を
貸
し
た
あ
る
不
幸
な
医

者
が
、
そ
の
行
為
の
た
め
に
処
刑
さ
れ
、
彼
の
首
は
江
戸
吉
原
付
近
の
山
谷
と
い
う
町
に
さ
ら
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
私
は
負
傷
し
た
捕
虜
が
ま
っ
た
く
い
な
い
こ
と
に
重
大
な
わ
け
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
敵
対
す
る
党
派
の
一
方
が
相
手
側
に
生
命
を
保
障
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
負
傷
し
た
捕

虜
は
ほ
と
ん
ど
同
情
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
概
し
て
打
首
に
な
る
と
信
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

人
命
の
不
必
要
な
犠
牲
に
反
対
す
る
た
め
に
、
私
が
全
力
を
尽
く
し
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
で
あ
ろ
う
。

ウ
ィ
リ
ス
は
北
越
戦
争
に
従
軍
し
、
外
科
的
技
術
を
駆
使
し
て
多
く
の
負
傷
兵
を
助
け
た
の
ち
、
会
津

若
松
で
の
医
療
活
動
に
も
参
加
し
た
。
ウ
ィ
リ
ス
が
会
津
戦
争
に
も
従
軍
し
た
そ
の
背
景
に
は
、
新
発
田

病
院
城
内
で
一
〇
月
五
日
に
越
後
口
総
督
仁
和
寺
宮
嘉
彰
親
王
に
拝
謁
し
、
宮
よ
り
一
ヵ
月
任
務
を
伸
ば

し
て
、
官
軍
な
ら
び
に
敵
側
の
負
傷
兵
の
治
療
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
た
か
ら
で
あ
っ

た
８
５

。
ウ
ィ
リ
ス
は
、
会
津
若
松
の
陥
落
に
負
傷
者
が
多
く
出
た
こ
と
を
慮
り
、
自
ら
会
津
行
き
を
願
い

出
て
、
パ
ー
ク
ス
公
使
へ
任
務
の
延
長
許
可
を
得
る
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る

８
６

。

私
は
明
日
若
松
に
行
こ
う
と
思
う
。
私
が
若
松
に
行
け
ば
、
私
の
目
的
は
三
倍
に
も
達
成
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
不
幸
な
大
勢
の
負
傷
者
た
ち
に
医
療
を
与
え
て
や
る
こ
と
と
、
そ
の
医
療
を
与

え
る
に
際
し
て
、
私
の
行
為
が
完
全
に
不
偏
不
党
で
あ
る
の
を
見
せ
て
や
る
こ
と
、
そ
れ
に
、
敵
味
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方
を
問
わ
ず
全
員
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
教
え
込
む
と
い
う
目
的
が
、
日
本
人
の
戦
闘
行
為
に
お
け

る
残
忍
無
慈
悲
な
殺
生
を
改
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
私
の
努
力
が
、
け
っ
し
て
む
だ
に
は
な
ら
ぬ
と
期

待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
リ
ス
は
薩
摩
藩
医
上
村
泉
三
他
一
名
を
伴
い
、
新
発
田
か
ら
会
津
に
向
う
。
会
津
が
降
伏
し
た
時

に
は
、
城
内
に
は
六
百
名
ほ
ど
の
負
傷
兵
が
お
り
、
ウ
ィ
リ
ス
が
会
津
で
治
療
し
た
負
傷
兵
の
数
は
二
千

名
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
８
７

。
ウ
ィ
リ
ス
は
戦
場
で
、
命
が
簡
単
に
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
事
実
に

対
し
て
怒
り
に
も
似
た
驚
き
と
と
も
に
、
負
傷
者
や
敵
側
に
と
ら
え
ら
れ
た
捕
虜
に
対
す
る
処
遇
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
、
医
師
と
し
て
人
道
思
想
に
基
づ
い
た
対
処
を
提
言
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

す
で
に
一
四
世
紀
末
に
火
薬
が
発
明
さ
れ
、
大
砲
が
戦
場
に
登
場
し
た
こ
と
で
、
世
界
の
戦
争
と
傷
病

兵
の
状
態
に
は
大
き
な
変
化
が
訪
れ
て
い
た

８
８

。
一
六
世
紀
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
パ
レ

（
一
五
〇
九
～
九
〇
）
が
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
野
戦
外
科
医
と
し
て
四
肢
切
断
と
人
工
補
綴
術
（
義
肢
・
義

足
の
技
術
）
や
止
血
法
の
改
善
を
行
い
、
戦
傷
外
科
は
大
き
な
発
展
を
み
て
い
た

８
９

。
一
八
世
紀
に
な
る

と
、
傷
病
兵
の
中
立
の
尊
重
が
唱
え
ら
れ
始
め
、
負
傷
兵
の
救
護
は
国
家
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
考
え
が

生
ま
れ
た

９
０

。

一
八
五
九
年
六
月
二
四
日
に
イ
タ
リ
ア
の
ソ
ル
フ
ェ
リ
ノ
で
展
開
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
統
一
戦
争
に
お

け
る
最
大
の
激
戦
「
ソ
ル
フ
ェ
リ
ノ
の
戦
い
」
が
起
こ
り
、
翌
二
五
日
に
町
に
や
っ
て
き
た
三
一
歳
の
ス

イ
ス
人
青
年
実
業
家
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
（1787

～1875,Jean Henni Dunant
）
は
献
身
的
に
看
護
を

行
う
村
人
と
と
も
に
、
夥
し
い
数
の
負
傷
兵
の
看
護
に
従
事
し
た

９
１

。
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
は
戦
争
の
傷

病
者
は
も
は
や
兵
士
で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
収
容
し
、
看
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
唱
え
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
六
三
年
一
〇
月
二
六
日
か
ら
二
九
日
ま
で
救
護
社
設
立
の
会
議
が
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
で
開
か
れ
、
最
終
日
の
二
九
日
に
「
赤
十
字
規
約
」
が
採
択
さ
れ
、
救
護
組
織
の
目
的
と
活
動
規
則
が

定
め
ら
れ
た

９
２

。

翌
六
四
年
八
月
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
、
軍
の
衛
生
部
隊
の
要
員
と
施
設
、
救
急
馬
車
を
局
外
中
立

と
す
る
た
め
の
国
際
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
六
ヵ
国
の
政
府
代
表
二
六
名
が
集
ま
り

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
・
オ
ラ
ン
ダ
・
デ

ン
マ
ー
ク
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ベ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
デ
ン
・
ヘ
ッ
セ
・
ウ
ェ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
の
一

二
ヵ
国
の
代
表
に
よ
り
「
戦
地
に
あ
る
軍
隊
の
傷
病
者
救
護
の
た
め
の
一
八
六
四
年
八
月
二
二
日
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
条
約
」（
赤
十
字
条
約
）
が
締
結
さ
れ
た

９
３

。
さ
ら
に
、
翌
月
の
九
月
二
〇
日
に
は
、
新
た
に
一

三
ヵ
国
が
条
約
を
批
准
し
、
そ
の
中
に
は
、
ウ
ィ
リ
ス
の
母
国
イ
ギ
リ
ス
も
加
盟
国
と
な
っ
て
い
た

９
４

。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
赤
十
字
条
約
に
加
盟
す
る
の
は
一
八
八
二
年
だ
が
、
一
八
六
一
年
か
ら
六
五
年
の

南
北
戦
争
で
は
、
両
軍
合
わ
せ
て
六
一
万
八
千
名
も
の
戦
死
者
（
病
死
者
四
一
万
名
を
含
む
）
を
出
し
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
そ
の
反
省
か
ら
、
六
三
年
四
月
二
四
日
に
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
に
よ
り
、「
リ
ー
バ
ー

法
（
綱
領
）」
が
公
布
さ
れ
て
い
た
。「
リ
ー
バ
ー
法
」
は
、
野
戦
病
院
と
そ
の
要
員
を
局
外
中
立
と
み
な

し
て
保
護
し
、
捕
虜
と
し
な
い
こ
と
、
傷
病
者
に
対
し
て
人
道
的
な
待
遇
を
行
う
こ
と
、
捕
虜
に
意
図
的

な
苦
痛
を
課
す
こ
と
や
過
酷
な
拘
禁
や
復
仇（
報
復
）を
禁
止
す
る
こ
と
な
ど
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
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こ
の
法
典
化
し
た
綱
領
が
近
代
に
お
け
る
戦
争
法
を
は
じ
め
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た

９
５

。

ウ
ィ
リ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
人
道
主
義
に
基
づ
く
赤
十
字
思
想
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
世
界
で
徐
々

に
広
が
っ
て
い
る
時
代
に
、
戊
辰
戦
争
で
は
多
く
の
捕
虜
が
命
を
取
ら
れ
、
負
傷
兵
が
治
療
を
受
け
ら
れ

な
い
ま
ま
死
を
迎
え
て
い
る
現
状
に
驚
き
、
歎
き
、
自
ら
会
津
に
出
向
き
、
敵
味
方
の
別
な
く
治
療
を
施

す
と
い
う
人
道
思
想
に
基
づ
く
治
療
を
実
践
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
の
報
告
書
に
は
、
会
津
で
治

療
し
た
官
軍
の
負
傷
兵
は
九
百
名
、
敵
兵
で
あ
る
会
津
藩
の
負
傷
兵
七
百
名
の
治
療
を
行
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る

９
６

。

戊
辰
戦
争
で
は
、
戊
辰
戦
争
の
報
を
聞
き
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
急
遽
帰
国
し
た
医
師
高
松
凌
雲

９
７

が
、
知
友
の
榎
本
武
揚
（
一
八
三
六
～
一
九
一
六
）
が
、
蝦
夷
地
に
脱
走
し
た
際
、
榎
本
軍
に
加
わ
り
、

函
館
に
病
院
を
開
き
、
榎
本
軍
や
官
軍
の
区
別
な
く
、
約
一
千
四
百
名
の
傷
病
兵
の
治
療
に
あ
た
っ
た
こ

と
は
、
人
道
主
義
の
実
践
で
あ
り
、
後
の
赤
十
字
社
と
同
じ
精
神
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る

９
８

。

ウ
ィ
リ
ス
の
人
道
主
義
へ
の
提
言
は
、
未
だ
人
道
主
義
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
わ
が
国
に
、
欧
米
列

強
に
お
け
る
戦
場
医
療
の
有
り
方
を
示
唆
し
た
重
要
な
提
言
で
あ
っ
た
。
す
で
に
世
界
各
国
に
広
ま
る
人

道
主
義
思
想
の
受
容
は
、
従
軍
し
た
日
本
の
医
師
、
政
府
軍
要
人
ら
に
戦
場
医
療
の
課
題
と
し
て
認
識
さ

れ
た
。
人
道
主
義
の
受
容
は
、
西
洋
医
学
に
よ
る
軍
医
教
育
、
患
者
の
処
置
を
補
助
し
生
活
を
整
え
る
看

護
人
の
確
保
、
衛
生
材
料
の
補
充
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
と
と
も
に
、
明
治
政
府
の
重
要
な
課
題
の
ひ
と

つ
と
な
っ
た
。

註１

本
章
に
お
い
て
、
戊
辰
戦
争
に
関
し
て
参
考
と
し
た
書
籍
を
以
下
に
列
挙
す
る
。
星
亮
一
『
会
津
落
城

―
戊
辰
戦
争
最
大
の
悲
劇
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
四
版
）、
星
亮
一
・
戊
辰
戦
争
研
究
会
編
『
新

選
組
を
歩
く
―
幕
末
最
強
の
剣
客
集
団
そ
の
足
跡
を
探
し
て
』（
光
人
社
、
二
〇
一
一
年
）、『
歴
史
読

本
』
編
集
部
編
『
カ
メ
ラ
が
撮
ら
え
た
会
津
戊
辰
戦
争
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
二
年
）、
佐
々
木

克
『
戊
辰
戦
争
―
敗
者
の
明
治
維
新
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
三
三
版
）。

２

同
盟
に
参
加
し
た
藩
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
仙
台
伊
達
睦
奥
守
（
宮
城
、
六
二
万
５
千
石
）、
米

沢
上
杉
弾
正
大
弼
（
山
形
、
一
八
万
石
）、
盛
岡
南
部
美
濃
守
（
岩
手
、
二
〇
万
石
）、
秋
田
左
竹
右

京
大
夫
（
秋
田
、
二
〇
万
五
千
石
）、
弘
前
津
軽
越
中
守
（
青
森
、
一
〇
万
石
）、
二
本
松
丹
羽
左
京

太
夫
（
福
島
、
一
〇
万
七
〇
〇
石
）、
守
山
松
平
大
学
頭
（
福
島
、
二
万
石
）、
新
庄
戸
沢
中
務
大
輔
（
山

形
、
六
万
八
二
〇
〇
石
）、
八
戸
南
部
遠
江
守
（
青
森
、
二
万
石
）、
棚
倉
阿
部
美
濃
守
（
福
島

六
万
四
〇
〇
石
）、
中
村
相
馬
因
幡
守
（
福
島
、
六
万
石
）、
三
春
秋
田
万
之
助
（
福
島
、
五
万
石
）、

山
形
水
野
真
次
郎
（
山
形
、
五
万
石
）、
平
安
藤
理
三
郎
（
福
島
、
三
万
石
）、
松
前
松
前
志
摩
守
（
北

海
道
、
三
万
石
）、
福
島
板
倉
甲
斐
守
（
福
島
、
三
万
石
）、
本
荘
六
郷
兵
庫
頭
（
秋
田
、
二
万
二
一
石
）、

泉
本
多
能
登
守
（
福
島
、
二
万
石
）、
亀
田
岩
城
左
京
太
夫
（
秋
田
、
二
万
石
）、
湯
長
谷
内
藤
長
寿
丸

（
福
島
、
一
万
五
千
石
）、
下
手
渡
立
花
出
雲
守
（
福
島
、
一
万
石
）、
矢
島
生
駒
大
内
蔵
（
秋
田
、
八

千
石
）、
一
ノ
関
田
村
右
京
太
夫
（
岩
手
、
三
万
石
）、
上
ノ
山
藤
井
伊
豆
守
（
山
形
、
三
万
石
）、
天

童
織
田
兵
部
大
輔
（
山
形
、
二
万
石
）、
新
発
田
溝
口
誠
之
助
（
新
潟
、
一
〇
万
石
）、
村
上
内
藤
紀
伊

守
（
新
潟
、
五
万
九
千
石
）、
村
松
堀
右
京
亮
（
新
潟
、
三
万
石
）、
三
根
山
牧
野
伊
勢
守
（
新
潟
、
一

万
千
石
）、
長
岡
牧
野
備
中
守
（
新
潟
、
七
万
四
千
石
）、
黒
川
柳
沢
伊
勢
守
（
新
潟
、
一
万
石
）
の
計

三
一
藩
。
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３ 
一
八
五
八
年
一
月
一
五
日
、
江
戸
で
の
種
痘
所
の
開
設
が
許
可
さ
れ
、
神
田
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
が
誕
生

し
た
（
現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
の
淵
源
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
）。
そ
の
後
下
谷
御
徒
町
（
現
、
東
京

都
台
東
区
東
一
丁
目
）
に
移
り
、
一
八
六
〇
年
一
〇
月
四
日
に
は
、
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
は
幕
府
直
轄
の

施
設
と
な
っ
た
。
一
八
六
一
年
一
一
月
二
五
日
に
は
「
西
洋
医
学
所
」
と
改
称
さ
れ
、
種
痘
・
解
剖
・

教
育
の
三
科
が
設
け
ら
れ
た
。
初
代
頭
取
は
江
戸
の
蘭
学
医
大
槻
俊
斎
。
大
槻
が
六
二
年
四
月
に
病
死

後
、
緒
方
洪
庵
が
頭
取
と
な
る
。
洪
庵
も
ま
た
六
三
年
六
月
に
死
去
し
た
こ
と
で
、
長
崎
で
ポ
ン
ペ
に

修
学
し
、
六
二
年
か
ら
奥
詰
医
師
と
医
学
所
頭
取
助
を
兼
務
し
て
い
た
松
本
良
順
が
、
六
三
年
か
ら
奥

医
師
・
医
学
所
頭
取
の
ポ
ス
ト
と
在
校
生
三
〇
名
を
引
き
継
ぐ
。
松
本
は
、
ポ
ン
ペ
式
の
近
代
医
学
教

育
に
切
り
替
え
、
窮
理
（
物
理
）・
舎
密
（
化
学
）・
薬
剤
・
解
剖
・
生
理
・
病
理
・
療
養
・
内
科
・
外

科
の
九
科
を
定
め
て
講
義
を
行
っ
て
い
た
。 

４ 

緒
方
洪
庵
（
一
八
一
〇
～
六
三
）
備
中
（
岡
山
）。
一
七
歳
で
蘭
学
医
中
天
游
の
私
塾
思
々
斎
塾
に
入

り
西
洋
医
学
修
行
を
始
め
た
。
江
戸
で
は
蘭
学
医
坪
井
信
道
の
塾
に
入
門
（
一
八
三
一
～
一
八
三
五
年
）

し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
読
解
力
を
身
に
つ
け
た
。
一
八
三
六
（
天
保
七
）
年
に
は
天
游
の
遺
子
耕
介
を
連

れ
て
長
崎
に
赴
く
。
三
八
（
天
保
九
）
年
長
崎
で
の
勉
学
を
終
え
、
三
月
に
大
阪
に
「
適
塾
」
を
開
く
。

適
塾
で
は
福
沢
諭
吉
、
大
村
益
次
郎
、
高
松
凌
雲
、
長
与
專
斎
、
佐
野
常
民
ら
多
く
の
門
人
を
輩
出
し

た
。
一
八
六
二
年
八
月
、
蘭
学
医
と
し
て
の
業
績
が
認
め
ら
れ
て
、
当
時
の
医
師
の
最
高
位
で
あ
る
奥

医
師
に
就
任
し
、
江
戸
西
洋
医
学
所
の
頭
取
を
兼
務
す
る
。
洪
庵
に
つ
い
て
は
、
中
田
雅
博
『
緒
方
洪

庵
―
幕
末
の
医
と
教
え
―
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。 

５ 

ペ
リ
ー
来
航
に
危
機
感
を
持
っ
た
徳
川
幕
府
に
対
し
て
、
西
洋
式
海
軍
伝
習
と
造
船
所
建
設
の
た
め
の

助
力
を
オ
ラ
ン
ダ
が
申
し
出
る
。
一
八
五
五
年
七
月
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
艦
隊
海
軍
中
佐
、
ヘ
ル
ハ

ル
ド
ウ
ス
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
（G

erhardus  
Fabius,1803

～1888

）
が
司
令
官
と
し
て
来
日
。
そ
の

際
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
「
観
光
丸
」
が
贈
呈
さ
れ
る
。
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ンG

.C.C.Pels  
Rijcken

、
在

日
期
間
一
八
五
五
～
一
八
五
七
）
が
ス
ー
ン
ビ
ン
号
の
艦
長
と
し
て
来
航
し
、
フ
ァ
ビ
ウ
ス
が
四
ヵ
月

滞
在
し
帰
国
後
、
派
遣
隊
在
留
分
隊
二
二
名
の
隊
長
と
し
て
、
蒸
気
船
を
運
転
操
縦
し
て
航
海
す
る
教

育
を
伝
習
し
た
。
こ
の
時
選
ば
れ
た
三
名
の
指
導
官
要
員
の
ひ
と
り
に
勝
麟
太
郎
が
い
た
。
一
八
五
七

年
に
リ
ー
ダ
ー
・
ハ
ン
セ
ン
・
フ
ァ
ン
・
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケW

.J.C.Ridder.H
uijrssen

 
van

 

K
attendike

、
在
日
期
間
一
八
五
七
～
一
八
五
九
）
が
、
第
二
次
海
軍
教
育
班
三
七
名
を
率
い
て
一
八

五
七
年
に
ヤ
パ
ン
（Japan

）
号
で
来
崎
し
た
。
ヤ
パ
ン
号
は
「
咸
臨
丸
」
と
し
改
名
さ
れ
る
。 

６ 

神
谷
昭
典
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
―
維
新
政
権
と
医
学
教
育
』（
医
療
図
書
出
版
社
、
一
九
八

〇
年
第
二
刷
）
一
七
頁
。 

 

７ 

神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
一
七
頁
。
二
四
―
二
五
頁
。
神
谷
は
、
医
学
の
伝
習
を
軍
事
と

い
う
国
家
目
的
に
沿
っ
て
組
織
化
す
る
た
め
に
は
、
当
然
そ
の
形
態
は
、
直
参
な
ら
び
に
諸
藩
か
ら
俊

秀
の
士
を
貢
進
さ
せ
、
外
人
教
師
に
よ
る
西
洋
科
学
教
育
を
官
費
で
講
授
せ
し
め
る
と
い
う
、
の
ち
の

帝
国
大
学
な
る
「
官
製
モ
デ
ル
」
以
外
に
は
な
い
と
し
、
医
学
の
伝
習
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
国
家
目
的

と
な
る
以
上
、
教
官
は
医
官
た
る
軍
医
将
校
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
生
は
武
士
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
松
本
良
順
は
最
も
こ
の
理
を
理
解
し
、
熱
心
に
実
行
し
た
指
導
者
で
あ

っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。 

８ 

足
立
寛
（
一
八
四
二
～
一
九
一
七
）
遠
江
国
（
静
岡
）。
適
塾
に
一
八
六
二
年
に
入
門
（
入
門
番
号
六

〇
七
、
姓
名
録
は
足
立
藤
三
郎
）。
翌
六
三
年
に
は
洪
庵
を
追
い
、
江
戸
で
医
学
所
に
入
り
、
助
教
と

し
て
蘭
学
、
理
化
学
を
担
当
す
る
。
一
八
六
九
年
東
校
中
助
教
兼
寮
長
、
そ
の
後
一
八
七
四
年
に
は
四

等
教
授
に
な
る
が
、
翌
七
五
年
に
長
官
に
抗
し
罷
免
と
な
る
。
そ
の
後
陸
軍
軍
医
正
、
軍
医
総
監
に
ま

で
累
進
す
る
。
軍
医
部
創
始
者
の
一
人
で
、
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
、
同
校
長
、
陸
軍
医
務
局
長
を
務
め
、

軍
医
の
育
成
に
も
尽
力
し
た
。
陸
軍
軍
医
学
校
で
は
、
初
め
て
消
毒
法
講
義
を
行
た
。
多
数
の
論
文
を
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翻
訳
し
た
。
陸
軍
退
官
後
は
赤
十
字
社
講
師
を
勤
め
『
看
護
法
教
程
』（
一
八
九
八
年
）
を
発
行
す
る

な
ど
、
看
護
婦
教
育
に
も
携
わ
る
。

９

田
代
基
徳
（
一
八
三
九
～
九
八
）
豊
前
中
津
（
大
分
）。
一
八
六
一
年
適
塾
に
入
門
（
入
門
番
号
五
七

九
）
し
、
洪
庵
と
と
も
に
江
戸
に
出
て
医
学
所
に
入
る
。
専
門
は
外
科
・
解
剖
。
明
治
と
な
り
文
部
省

に
出
仕
し
た
の
ち
、
一
八
七
四
年
よ
り
陸
軍
出
仕
。
軍
医
監
、
陸
軍
軍
医
学
校
長
、
軍
医
部
長
を
務
め

る
。
一
八
七
四
年
に
ア
メ
リ
カ
の
看
護
書
の
中
か
ら
「
看
護
婦
の
心
得
」
の
章
を
翻
訳
し
、『
看
病
心

得
草
』
と
題
し
出
版
し
た
。
田
代
の
看
護
書
発
行
に
つ
い
て
は
、
平
尾
真
智
子
「
明
治
最
初
の
翻
訳
看

護
書
の
原
著
解
明
と
看
護
史
上
の
意
義
―
田
代
基
徳
閲
・
岡
田
宗
訳
『
看
護
心
得
草
』（
明
治
七
年
）」

（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
五
九
巻
三
号
、
二
〇
一
三
年
）
三
九
一
―
四
〇
五
頁
、
が
あ
る
。

１
０

石
黒
忠
悳
『
懐
旧
九
十
年
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
一
五
七
頁
。

１
１

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
』
六
六
―
六
七
頁
。

１
２

弾
左
衛
門
に
関
し
て
は
以
下
の
書
籍
を
参
考
と
し
た
。
塩
見
鮮
一
郎
『
弾
左
衛
門
と
そ
の
時
代
』（
河

出
書
房
新
社
、
河
出
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）。
中
尾
健
次
『
弾
左
衛
門
―
大
江
戸
も
う
一
つ
の
社
会
』（
解

放
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。
塩
見
鮮
一
郎
『
解
放
令
の
明
治
維
新
―
賤
称
廃
止
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
河

出
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
星
亮
一
・
戊
辰
戦
争
研
究
会
編
『
新
選
組
を
歩
く
』
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

浅
草
の
矢
野
弾
左
衛
門
は
、
三
千
石
の
大
名
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
財
力
を
持
っ
て
い
た
。
良
順
の
計
ら

い
で
、
一
八
六
八
年
四
月
一
日
平
民
に
取
立
て
ら
れ
矢
島
内
記
と
名
乗
り
、
配
下
二
百
名
に
は
フ
ラ
ン

ス
式
調
練
を
受
け
さ
せ
、
甲
州
に
出
立
し
、
新
選
組
と
一
時
期
行
動
を
共
に
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。
の

ち
に
弾
直
樹
と
改
名
。

１
３

塩
見
『
弾
左
衛
門
と
そ
の
時
代
』
二
四
頁
。

１
４

太
田
雄
寧

（
一
八
五
一
～
八
一
）
医
師
の
長
男
と
し
て
出
生
し
、
松
本
良
順
に
師
事
し
て
西
洋
医
学

を
学
ぶ
。
戊
辰
戦
争
で
は
、
松
本
良
順
と
船
橋
駅
で
別
れ
て
い
る
。
一
八
七
五
年
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
、
化
学
、
製
薬
学
を
学
び
、
帰
国
後
七
七
年
二
月
、
医
学
雑
誌
「
東
京
医
事
新
誌
」
を
創
刊
（
雄
寧

の
死
後
も
発
刊
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
に
廃
刊
。
欧
米
の
『
薬
物
鑑
法
』『
新
式
化
学
』
な
ど
、

製
薬
学
、
化
学
、
養
生
論
、
温
泉
論
な
ど
多
領
域
に
わ
た
る
著
書
を
執
筆
し
た
。
太
田
雄
寧
訳
纂
の
『
看

護
心
得
』
の
原
著
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス(Robert  Eglesfeld  Griffith

、1798

～
1850)

著
『
一
般
処
方
集(A  Universal  For

mu
l
ar
y 

』
第
三
版
で
あ
っ
た
。「
東
京
医
事
新
誌
」

は
、
一
八
七
九
年
一
一
月
二
二
日
発
行
の
「
東
京
医
事
新
誌
」
第
八
七
号
に
論
説
「
看
護
人
教
育
の
切

要
」
を
掲
載
し
て
お
り
、
雄
寧
は
系
統
的
な
看
護
教
育
が
開
始
さ
れ
る
以
前
よ
り
看
護
教
育
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
た
一
人
で
あ
っ
た
。
雄
寧
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
樋
野
恵
子
「
明
治
初
期
に
お
け

る
医
療
の
一
分
野
と
し
て
の
看
護
―
医
師
太
田
雄
寧
訳
纂
『
看
護
心
得
』
の
原
著
解
明
と
比
較
検
討
―
」

（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
五
四
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
八
年
）
三
七
三
―
三
八
六
頁
が
あ
る
。

１
５

佐
藤
泰
然
（
一
八
〇
四
～
七
二
）
武
蔵
国
川
崎
稲
毛
に
生
ま
れ
る
。
一
八
三
〇
（
天
保
元
）
年
に
二

七
歳
で
医
学
を
志
し
、
高
野
長
英
な
ど
に
師
事
し
、
後
に
長
崎
へ
遊
学
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
、
蘭
学
を
大

石
良
逸
、
楢
林
栄
達
な
ど
に
学
ぶ
。
一
八
四
四
年
（
天
保
一
四
）
年
に
長
女
つ
る
の
夫
、
林
洞
海
に
家

督
を
譲
り
、
下
総
佐
倉
に
移
住
し
、
姓
を
佐
藤
に
改
め
る
。
佐
倉
で
開
業
医
と
な
る
側
ら
、
蘭
学
塾
「
順

天
堂
」
を
設
け
、
一
八
五
三
年
に
は
正
式
に
佐
倉
藩
医
と
な
る
。
佐
倉
時
代
の
順
天
堂
は
、
高
度
な
外

科
が
評
判
と
な
り
、「
東
の
長
崎
」
と
の
異
名
で
全
国
各
地
か
ら
西
洋
医
学
を
お
さ
め
に
医
学
生
が
集

ま
っ
た
。
松
本
良
順
は
二
男
。
養
子
は
舜
海
（
尚
中
）。

１
６

南
部
精
一
郎
（
一
八
三
四
～
一
九
一
二
、
明
治
四
年
頃
よ
り
精
一
）
信
夫
郡
上
飯
坂
村
の
横
山
主
税

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
一
八
五
六
（
安
政
三)

年
に
佐
藤
泰
然
の
門
に
入
り
、
会
津
藩
藩
医
に
も
選

ば
れ
る
。
一
八
六
〇
年
か
ら
四
年
間
長
崎
で
ポ
ン
ペ
か
ら
蘭
学
を
学
び
、
同
時
に
松
本
良
順
の
門
人
と

な
る
（
そ
の
時
の
名
は
鈴
木
瑞
愼
）。
そ
の
後
、
京
都
守
護
職
松
平
容
保
の
藩
医
と
同
時
に
、
新
選
組
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の
治
療
に
も
あ
た
っ
た
。
会
津
落
城
後
は
、
実
姉
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
伊
達
郡
保
原
町
に
移
り
住
む
が
、

西
軍
に
捕
縛
さ
れ
、
士
族
か
ら
平
民
に
降
格
放
免
さ
れ
る
。
一
八
七
一
年
に
上
京
し
順
天
堂
佐
藤
尚
中

に
再
度
外
科
を
学
び
、
札
幌
で
は
梅
毒
院
を
建
て
駆
梅
に
尽
力
し
た
。
札
幌
、
四
国
松
山
市
、
静
岡
市
、

岩
手
県
な
ど
で
病
院
長
な
ど
に
就
任
し
た
が
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
以
降
は
飯
坂
で
開
業
医
と

し
て
過
ご
し
た
。
良
順
の
古
希
に
も
出
席
す
る
な
ど
生
涯
を
通
し
て
良
順
と
の
親
交
は
続
い
た
。
七
七

歳
で
老
衰
で
死
去
。
南
部
精
一
郎
に
つ
い
て
は
、
酒
井
シ
ヅ
監
修
・
日
本
医
師
会
編
『
医
界
風
土
記

北

海
道
・
東
北
編
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）
一
九
五
―
二
〇
〇
頁
参
照
。

１
７

「
太
政
官
日
誌
」
一
六
九
号
で
、「
未
ダ
行
ハ
レ
難
キ
儀
モ
コ
レ
ア
リ
、
暫
時
、
病
院
ノ
名
目
」
を
辞

め
て
「
軍
務
治
療
所
」
を
唱
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
お
ふ
れ
が
出
る
。
し
か
し
、
結
局
「
病
院
」
が
定

着
し
た
。

１
８

中
田
『
緒
方
洪
庵
』
三
二
二
頁
に
は
適
塾
入
門
番
号
四
四
六
に
古
川
春
龍
の
名
を
確
認
で
き
る
。
春

龍
は
会
津
の
出
身
で
、
長
崎
の
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
師
事
し
、
戊
辰
戦
争
で
帰
藩
し
、
良
順
の
助
手
を
務

め
、
良
順
の
あ
と
会
津
城
内
の
病
院
を
主
宰
し
た
と
あ
り
明
治
三
年
に
没
。
こ
の
古
川
春
英
と
春
龍
が

同
じ
人
物
か
は
不
明
。

１
９

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
上
）」
四
五
頁
。

２
０

酒
井
・
日
本
医
史
会
編
『
医
界
風
土
記

北
海
道
・
東
北
編
』
一
九
六
頁
。

２
１

星
・
戊
辰
戦
争
研
究
会
編
『
新
選
組
を
歩
く
』
二
〇
四
頁
。

２
２

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
』
七
一
頁
。

２
３

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
』
七
二
頁
。

２
４

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
』
五
〇
―
五
二
頁
。
酒
井
・
日
本
医
師
会
編
『
医
界

風
土
記

北
海
道
・
東
北
篇
』
一
九
六
―
一
九
七
頁
に
は
、
南
部
は
京
都
守
護
職
松
平
容
保
の
藩
医
と

し
て
京
都
木
屋
町
の
芸
者
町
の
中
の
一
軒
の
家
を
二
つ
に
仕
切
っ
て
八
畳
と
六
畳
に
分
け
て
住
ん
で

お
り
、
南
部
の
家
に
は
良
順
や
近
藤
が
よ
く
訪
ね
て
き
た
と
あ
る
。

２
５

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
』
五
二
頁
。

２
６

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
』
七
二
頁
。

２
７

星
『
会
津
落
城
』
一
三
二
―
一
三
四
頁
。

２
８

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
の
付
録
一
六
九
頁
。

２
９

児
島
襄
『
大
山
巌

第
一
巻
幕
末
・
維
新
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
七
年
第
一
刷
）
一
八
九
―
一
九
〇

頁
。

３
０

大
山
弥
助(

巌)

（
一
八
四
二
～
一
九
一
六
）
薩
摩
藩
士
で
、
西
郷
隆
盛
・
西
郷
従
道
の
従
兄
弟
。
江
川

塾
で
砲
術
を
学
び
、
戊
辰
戦
争
で
は
薩
摩
藩
兵
の
砲
術
長
。
一
八
六
九
年
に
軍
事
視
察
で
渡
欧
。
帰
国

後
の
一
八
七
一
年
陸
軍
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
再
度
渡
仏
留
学
し
て
軍
政
を
学
ぶ
。
一
八
八
〇
（
明

治
一
三
）
年
に
は
陸
軍
卿
・
参
議
と
な
り
、
山
県
有
朋
と
ド
イ
ツ
式
軍
制
を
取
り
入
れ
る
。
一
八
八
四

年
に
は
欧
米
各
地
を
視
察
し
、
八
五
年
に
内
閣
制
度
が
作
ら
れ
た
時
に
初
代
陸
軍
大
臣
と
な
る
。
日
清

戦
争
で
は
総
司
令
官
、
日
露
戦
争
で
は
満
州
軍
総
司
令
官
。
最
初
の
元
帥
、
の
ち
の
内
大
臣
。

３
１

大
久
保
一
蔵
（
利
道
）（
一
八
三
〇
～
七
八
）
薩
摩
藩
士
。
西
郷
隆
盛
と
公
武
合
体
運
動
を
展
開
す
る

が
、
討
幕
派
の
急
進
人
物
と
な
る
。
明
治
新
政
府
で
は
参
議
と
な
り
、
版
籍
奉
還
、
廃
藩
置
県
な
ど
の

実
現
に
力
を
尽
く
す
。
岩
倉
使
節
団
の
副
使
と
し
て
渡
米
。
大
蔵
卿
と
内
務
省
の
内
務
卿
を
兼
任
し
、

政
府
の
実
権
を
握
る
。
殖
産
興
業
も
推
し
進
め
る
が
、
一
八
七
八
年
五
月
一
四
日
暗
殺
さ
れ
る
。

３
２

大
山
元
帥
伝
刊
行
会
『
元
帥
公
爵
大
山
巌
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
二
〇
一
二
年
）「
第
九
章

英
医
『
ウ

キ
リ
ス
』
の
招
聘
」
二
九
七
―
三
一
〇
頁
参
照
。
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３
３

神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
二
八
―
二
九
頁
。
ウ
ィ
リ
ス
を
京
都
に
呼
ぶ
こ
と
に
関
し
て

は
、
西
郷
隆
盛
が
藩
主
島
津
忠
義
の
名
で
大
久
保
一
蔵
を
介
し
て
朝
廷
に
提
出
し
た
願
書
の
記
録
。「
復

古
記
」
巻
二
四
、

明
治
元
年
正
月
二
四
日
の
記
録
。

３
４

寺
島
宗
則
（
維
新
前
の
名
は
松
木
弘
安
、
一
八
三
二
～
九
八
）。
薩
摩
藩
士
。
蘭
学
を
学
び
、
戸
塚
静

海
の
塾
に
学
ぶ
。
和
親
条
約
締
結
後
は
、
洋
学
所
に
設
立
準
備
に
着
手
し
、
一
八
五
六
年
に
藩
書
調
所

が
創
設
さ
れ
た
際
に
は
、
既
に
蘭
学
者
と
し
て
は
有
名
で
あ
り
教
授
手
伝
い
と
な
る
。
一
八
六
二
年
の

文
久
遣
欧
使
節
団
に
は
傭
医
師
兼
翻
訳
方
と
し
て
随
行
し
、
福
澤
諭
吉
、
箕
作
秋
坪
と
病
院
お
よ
び
学

校
の
調
査
を
担
当
し
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
一
八
六
八
年
九
月
に
神
奈
川
県
知
事
に
任
命
さ
れ
る
と
、

電
信
機
敷
設
、
造
幣
器
械
の
購
入
、
灯
台
の
建
設
な
ど
、
近
代
化
の
政
策
を
行
っ
た
。
外
務
卿
、
文
部

卿
、
駐
米
公
使
、
枢
密
顧
問
な
ど
を
歴
任
。

３
５

五
代
才
助
（
友
厚
）（
一
八
三
五
～
八
五
）
薩
摩
藩
士
。
藩
命
で
長
崎
に
留
学
し
海
軍
伝
習
所
に
入
り
、

航
海
術
・
砲
術
・
測
量
術
を
学
ぶ
。
薩
英
戦
争
に
敗
れ
た
薩
摩
藩
は
、
西
洋
の
軍
事
力
に
対
抗
す
る
た

め
に
西
洋
文
明
を
学
ぶ
こ
と
を
痛
感
し
、
開
明
的
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
五
代
才
助
（
友
厚
）
は
、
藩

に
「
五
代
才
助
上
申
書
」
を
提
出
、
そ
の
結
果
、
薩
摩
藩
は
一
八
六
五
年
一
月
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
技

術
を
学
ぶ
た
め
、
グ
ラ
バ
ー
商
会
を
介
し
て
密
航
と
い
う
形
で
イ
ギ
リ
ス
に
選
抜
し
た
薩
摩
藩
士
一
六

名
を
留
学
生
兼
遣
英
使
節
団
と
し
て
派
遣
し
た
。
五
代
は
視
察
員
（
船
奉
行
副
役
）
の
一
人
と
し
て
関

研
蔵
と
い
う
変
名
で
渡
航
。
他
に
同
役
割
で
松
木
弘
安
（
変
名
、
出
水
泉
蔵
）
が
、
開
成
所
諸
生
二
等

に
は
、
維
新
後
文
部
官
僚
と
な
り
文
部
大
臣
を
歴
任
し
た
森
有
礼
も
い
た
。
こ
の
留
学
の
縁
で
、
薩
摩

藩
と
イ
ギ
リ
ス
と
は
友
好
関
係
が
成
立
し
て
い
た
。
五
代
は
大
阪
商
法
会
議
所
初
代
会
頭
。

３
６

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（Sir Ernest M

ason Satow

、
一
八
四
三
～
一
九
二
九
）
ロ
ン
ド
ン
の
ク

ラ
ッ
プ
ト
ン
に
生
ま
れ
た
。
一
八
歳
の
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
通
訳
生
試
験
に
合
格
し
、
希
望
し

た
日
本
駐
在
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
六
二
年
九
月
八
日
に
横
浜
港
に
着
く
。
一
週
間
も
経
た
な
い
う
ち

に
生
麦
事
件
が
お
こ
る
な
ど
、
明
治
維
新
前
後
を
青
年
外
交
官
と
し
て
二
五
年
間
日
本
に
滞
在
し
、

様
々
な
出
来
事
に
通
訳
官
、
書
記
官
と
し
て
そ
の
歴
史
的
出
来
事
に
関
わ
る
。
一
九
〇
六
年
に
イ
ギ
リ

ス
に
帰
国
。
日
本
滞
在
中
は
、
日
本
語
の
言
語
に
習
熟
し
た
だ
け
で
な
く
、
歴
史
、
宗
教
、
風
俗
な
ど

も
徹
底
し
て
研
究
し
、
日
本
文
化
の
紹
介
者
で
も
あ
っ
た
。
多
く
の
著
述
を
残
し
、
そ
の
目
録
は
、
ア

ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
著
、
坂
田
精
一
訳
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇

九
年
第
六
九
刷
）
二
六
三
―
二
七
〇
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

３
７

神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
二
八
頁
。

３
８

長
与
專
斎
（
一
八
三
八
～
一
九
〇
二
）
肥
前
（
長
崎
）。
祖
父
長
与
俊
達
は
大
村
藩
藩
医
で
あ
り
、
人

痘
種
痘
の
腕
種
法
の
改
良
を
行
い
、
い
ち
は
や
く
モ
ー
ニ
ッ
ケ
病
苗
を
大
村
藩
に
も
た
ら
し
た
人
物
で
、

そ
の
祖
父
に
薫
陶
を
受
け
て
育
つ
。
一
八
五
四
年
に
適
塾
に
入
門
（
入
門
番
号
三
〇
一
）
し
、
福
沢
諭

吉
の
後
塾
頭
を
務
め
た
。
塾
在
六
年
目
の
と
き
に
、
洪
庵
よ
り
長
崎
で
西
洋
医
学
を
学
ぶ
こ
と
を
勧
め

ら
れ
、
ポ
ン
ペ
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
ら
に
師
事
。
一
八
六
八
年
に
は
精
得
館
（
の
ち

の
長
崎
医
学
校
）
の
頭
取
に
就
任
し
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
と
医
学
教
育
を
開
始
。
文
部
省
に
出
仕
を
命
ぜ

ら
れ
、
一
八
七
一
年
に
は
岩
倉
使
節
団
に
参
加
、
欧
米
諸
国
の
医
学
教
育
、
医
療
制
度
の
調
査
に
担
当

し
た
。
帰
国
後
医
務
局
長(

衛
生
局
長)

に
就
任
、「
医
制
」
制
定
に
深
く
係
わ
る
な
ど
、
日
本
の
近
代
的

医
事
行
政
の
創
始
者
。

３
９

伴
忠
康
『
適
塾
と
長
与
專
斎
―
衛
生
学
と
松
香
私
志
』（
創
元
社
、
一
九
八
七
年
第
一
版
）
一
二
〇
頁
。

４
０

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
（Albertus Johannes Bauduin

、
一
八
二
二
～
八
五
）
オ
ラ
ン

ダ
の
ド
ル
ド
レ
ヒ
ト
に
生
ま
れ
る
。
一
八
四
三
年
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
を
卒
業
後
、
同
校
に

勤
務
し
て
い
た
が
、
ポ
ン
ペ
の
後
任
と
し
て
一
八
六
二
年
一
〇
月
二
八
日
に
四
〇
歳
で
長
崎
に
着
任
し

た
。
眼
科
に
詳
し
く
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
発
明
の
検
眼
鏡
を
日
本
に
伝
え
た
。
長
崎
養
生
所
は
六
五
年
に
精
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得
館
と
改
称
さ
れ
、
翌
六
六
年
に
任
期
を
終
え
る
。
緒
方
惟
準
（
お
が
た
こ
れ
よ
し
、
緒
方
洪
庵
の
次

男
）、
松
本
銈
太
郎
（
ま
つ
も
と
け
い
た
ろ
う
、
松
本
良
順
の
長
男
）
が
幕
命
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留

学
す
る
の
に
同
伴
し
た
。
再
来
日
後
、
六
八
年
明
治
新
政
府
は
ボ
ー
ド
イ
ン
を
大
阪
に
招
聘
、
翌
六
九

年
四
月
に
発
足
し
た
大
阪
府
仮
病
院
（
大
阪
大
学
医
学
部
の
前
身
）
で
教
頭
と
し
て
講
義
を
開
始
す
る
。

講
義
は
、
軍
陣
繃
帯
学
、
軍
陣
外
科
学
、
軍
陣
衛
生
学
、
赤
十
字
規
則
な
ど
を
担
当
し
、
ボ
ー
ド
イ
ン

の
長
崎
で
の
弟
子
橋
本
綱
常
が
通
訳
を
し
た
。
幕
府
瓦
解
後
も
大
阪
の
病
院
で
教
え
て
い
た
が
、
ド
イ

ツ
医
学
の
採
用
に
よ
り
帰
国
を
予
定
し
て
い
た
ド
イ
ツ
医
師
の
来
日
遅
延
の
た
め
、
大
学
東
校
の
講
義

を
一
時
期
引
き
受
け
た
。
一
八
七
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
国
後
、
七
九
年
に
は
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
が

日
本
政
府
よ
り
送
ら
れ
た
。

４
１

フ
ァ
ン
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
（G

.G
.van M

ansvelt

、
一
八
三
二
～
一
九
一
二
）
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍

軍
医
学
校
卒
業
、
ボ
ー
ド
イ
ン
の
後
任
と
し
て
精
得
館
に
赴
任
し
た
。
在
日
期
間
一
八
六
六
年
七
月
～

一
八
七
九
年
。
長
与
と
と
も
に
、
長
崎
医
学
校
を
発
足
さ
せ
、
厳
格
で
精
密
な
医
学
教
育
を
開
始
し
た
。

五
年
の
任
期
を
終
え
た
あ
と
は
、
熊
本
古
城
医
学
校
の
創
始
に
係
わ
り
（
一
八
七
一
～
七
四
年
）、
教

え
子
に
北
里
柴
三
郎
が
い
る
。
そ
の
後
、
京
都
府
療
養
病
院
（
一
八
七
六
～
七
八
年
）、
大
阪
病
院
（
一

八
七
八
～
七
九
年
）
で
も
教
鞭
を
と
り
、
滞
日
は
一
四
年
に
及
ん
だ
。
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
国
後
は
種
痘
局

長
と
な
っ
た
。
一
八
八
六
年
に
は
、
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
が
日
本
政
府
よ
り
送
ら
れ
た
。

４
２

大
村
益
次
郎
（
一
八
二
五
～
六
九
）
長
州
の
代
々
医
者
を
業
と
す
る
家
に
生
ま
れ
、
苗
字
は
村
田
、

通
称
は
、
良
庵
、
蔵
六
と
名
乗
っ
た
。
防
府
の
蘭
学
医
、
梅
田
幽
斎
の
も
と
で
医
術
と
蘭
学
の
基
礎
を

学
ん
だ
の
ち
、
一
八
四
六
（
弘
化
三
）
年
に
適
塾
に
入
門
（
入
門
番
号
五
二
番
）。
そ
の
後
一
時
郷
里

で
開
業
す
る
が
、
伊
予
宇
和
島
藩
に
出
仕
、
西
洋
兵
学
に
転
向
。
江
戸
で
鳩
居
（
き
ゅ
う
き
ょ
）
堂
を

開
塾
、
ま
た
幕
府
の
蕃
書
調
所
や
講
武
所
に
出
仕
し
た
。
六
五
年
三
月
に
は
、
長
州
藩
の
「
兵
学
校
御

用
掛
」
と
し
て
軍
制
改
革
、
長
州
征
伐
・
戊
辰
戦
争
に
活
躍
。
官
軍
を
指
揮
し
て
上
野
の
彰
義
隊
を
撃

破
。
明
治
政
府
の
兵
部
大
輔
に
就
任
し
、
国
民
皆
兵
主
義
に
よ
る
徴
兵
制
度
と
統
一
さ
れ
た
近
代
軍
隊

の
創
設
を
め
ざ
し
、
新
政
府
の
軍
制
改
革
に
着
手
、
近
代
兵
制
医
学
の
確
立
に
尽
力
し
た
。
一
八
六
九

年
九
月
京
都
で
刺
客
に
襲
わ
れ
る
。
敗
血
症
を
併
発
し
、
大
阪
府
仮
病
院
で
大
腿
よ
り
の
切
断
術
を
受

け
る
が
、
一
一
月
五
日
死
亡
。
没
四
五
才
。

４
３

神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
二
八
頁
。

４
４

神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
二
八
頁
。
中
田
『
緒
方
洪
庵
』
三
二
〇
―
三
八
〇
頁
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
適
塾
門
下
生
一
覧
に
は
、
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
県
）
か
ら
入
塾
し
た
門
人
は
六
名
で
あ
る
。

現
在
の
九
州
の
県
単
位
で
比
較
す
る
と
、
福
岡
県
三
三
名
、
大
分
県
二
一
名
、
佐
賀
県
三
五
名
、
長
崎

県
一
九
名
、
熊
本
県
九
名
、
宮
崎
県
七
名
で
あ
り
鹿
児
島
県
が
最
も
少
な
い
。
ち
な
み
に
最
も
門
人
に

名
を
連
ね
て
い
る
山
口
県
（
周
防
、
長
門
）
は
、
五
六
名
で
あ
っ
た
。

４
５

荒
井
保
男
『
日
本
近
代
医
学
の
黎
明
―
横
浜
医
療
事
始
め
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
）
六
〇

―
六
一
頁
。

４
６

鮫
島
近
二
『
明
治
維
新
と
英
医
ウ
ィ
リ
ス
』（
日
本
医
事
新
報
社
、
一
九
七
三
年
）
六
四
頁
。
一
六
三

―
六
九
頁
。
ウ
ィ
リ
ス
が
相
国
寺
内
の
養
源
院
の
薩
摩
病
院
で
治
療
し
た
負
傷
者
の
中
に
は
、
頸
部
に

銃
創
を
負
っ
た
西
郷
隆
盛
の
弟
慎
吾
（
従
道
）
が
い
た
。
ウ
ィ
リ
ス
の
治
療
に
よ
り
頸
部
の
銃
創
も
全

癒
す
る
な
ど
、
ウ
ィ
リ
ス
は
非
常
な
名
声
を
博
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ス
は
、
三
月
二
日
に
神

戸
に
帰
還
し
、
同
日
付
で
京
都
の
医
療
活
動
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

４
７

石
神
良
策
（
一
八
二
一
～
七
五
）
薩
摩
鹿
児
島
藩
医
。
一
八
四
三
年
二
三
歳
の
時
に
長
崎
に
遊
学
し
、

七
年
間
蘭
方
医
学
を
独
学
で
学
ぶ
。
鹿
児
島
に
お
け
る
種
痘
の
実
施
を
は
じ
め
た
こ
と
で
有
名
。
一
八

五
〇
（
嘉
永
三
）
年
に
鹿
児
島
に
戻
り
、
石
神
塾
を
開
く
。
戊
辰
戦
争
で
ウ
ィ
リ
ス
の
下
で
治
療
に
あ
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っ
た
の
ち
、
一
八
六
九
年
に
は
医
学
校
開
設
の
た
め
に
鹿
児
島
に
戻
り
、
鹿
児
島
医
学
校
教
授
。
一
八

七
二
年
に
は
海
軍
病
院
長
と
な
る
。
鹿
児
島
時
代
の
門
人
に
高
木
兼
寛
が
い
る
。

４
８

荒
井
『
日
本
近
代
医
学
の
黎
明
』
六
五
頁
。

４
９

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
三
四
六
頁
。
横
浜
軍
陣
病
院
で
、
ウ
ィ
リ
ス
に
依

頼
さ
れ
治
療
に
従
事
し
た
シ
ッ
ド
ル
の
報
告
書
「
日
本
陸
軍
に
か
ん
す
る
報
告
書
」（
一
八
六
九
年
三

月
三
〇
日
に
提
出
）
に
は
、
ウ
ィ
リ
ス
の
京
都
で
の
治
療
に
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
日
本
当
局

が
北
国
の
大
名
と
の
戦
闘
に
よ
る
負
傷
兵
を
彼
の
看
護
下
に
ゆ
だ
ね
た
い
と
望
ん
だ
」
と
書
か
れ
て
い

る
。

５
０

大
鳥
蘭
三
郎
「
近
世
日
本
病
院
略
史
（
四
）」（『
中
外
医
事
新
報
』
一
二
二
四
号
、
一
九
三
五
年
十
月
）

四
〇
四
―
六
頁
。

５
１

わ
が
国
最
初
の
軍
事
病
院
は
、
長
州
藩
が
幕
長
戦
争
で
一
八
六
六
年
四
月
に
鴻
城
・
高
森
・
吉
田
に

開
設
し
た
三
病
院
で
あ
る
。
横
浜
軍
陣
病
院
は
、
仮
病
院
、
横
浜
病
院
、
養
生
所
、
修
文
館
、
野
戦
病

院
、
天
朝
病
院
等
の
異
名
が
あ
っ
た
。

５
２

ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ウ
ア
ー
・
シ
ッ
ド
ル
（Joseph Bower  Siddall

、
一
八
四
〇
～
一
九
二
五
）
イ
ギ

リ
ス
の
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
ー
州
生
ま
れ
。
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
を
卒
業
。
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ

ス
病
院
の
外
科
研
修
医
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
病
院
で
勤
務
後
、
一
八
六
八
年
に
駐
日
公
使
館
付
医
官
と

し
て
来
日
。
ウ
ィ
リ
ス
が
戊
辰
戦
争
の
東
北
地
方
に
従
軍
し
て
い
る
期
間
、
横
浜
軍
陣
病
院
、
東
京
の

大
病
院
で
、
一
八
六
九
年
ま
で
治
療
に
あ
た
っ
た
。
一
八
七
〇
年
か
ら
は
横
浜
外
人
居
留
地
六
七
番
で

開
業
す
る
。
帰
国
後
は
、
治
安
判
事
と
な
り
医
療
か
ら
は
遠
の
く
。
在
日
期
間
は
一
八
六
八
～
七
四
年
。

５
３

佐
藤
舜
海
と
は
、
佐
藤
尚
中
で
あ
り
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
傷
兵
が
江
戸
に
後
送
さ
れ
て
き
た
と

き
、
佐
藤
尚
中
は
養
嗣
子
進
と
共
に
、
芝
新
銭
座
の
会
津
藩
邸
中
屋
敷
で
将
兵
三
〇
名
余
命
の
治
療
に

あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
後
五
月
半
ば
に
は
、
横
浜
軍
陣
病
院
に
所
属
し
て
い
た
。
尚
中
の
所
属
す
る
佐

倉
藩
は
会
津
藩
と
の
つ
な
が
り
も
強
く
、
尚
中
の
立
場
は
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
戊
辰
戦
争
を
通
し
て

の
動
静
も
複
雑
な
も
の
が
あ
り
、
白
河
口
、
山
道
軍
の
軍
医
長
は
息
子
の
佐
藤
進
が
勤
め
て
い
る
。
尚

中
の
戊
辰
戦
争
の
動
静
と
立
場
に
関
す
る
研
究
成
果
が
、
神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
二
九

―
三
六
頁
に
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。
神
谷
は
、
尚
中
は
薩
摩
藩
の
繋
が
り
が
深
く
、
維
新
新
政
府
で

の
重
用
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

５
４

荒
井
『
日
本
近
代
医
学
の
黎
明
』
六
六
―
六
七
頁
。

５
５

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
一
七
六
頁
。

５
６

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
三
四
六
頁
。
シ
ッ
ド
ル
の
報
告
に
よ
る
と
、
横
浜

軍
陣
病
院
は
外
人
墓
地
か
ら
ほ
ぼ
二
マ
イ
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
大
き
な
日
本
家
屋
を
病
院
と
し
て
負

傷
兵
を
収
容
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
室
を
あ
て
が
わ
れ
て
い
た
が
、
二
～
三
週
間
し
て
患
者
数
が
急
速
に
増

大
し
、「
止
む
を
得
ず
付
近
の
茶
屋
数
件
に
分
宿
さ
せ
た
」
と
あ
る
。
そ
の
た
め
診
察
に
は
患
者
の
い

る
家
を
回
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
多
く
の
時
間
を
損
失
す
る
こ
と
が
治
療
の
妨
げ
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、

新
し
い
病
院
が
設
け
ら
れ
た
。
新
し
く
病
棟
と
し
て
改
修
さ
れ
た
の
は
、
元
厩
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
兵
舎
で
あ
り
、
約
六
〇
〇
ヤ
ー
ド
の
奥
行
の
あ
る
構
内
に
、
長
さ
二
五
〇
ヤ
ー
ド
で
一
五
ヤ
ー
ド
間

隔
に
並
ん
だ
二
列
の
一
階
建
て
家
屋
と
、
各
三
〇
ヤ
ー
ド
の
長
さ
の
二
階
建
て
の
建
物
六
棟
で
あ
っ
た
。

５
７

大
鳥
「
近
世
日
本
病
院
略
史
（
四
）」
四
〇
六
頁

５
８

中
西
淳
朗
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
」（
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
第
四
号
、
一
九
九
六
年
一

二
月
）
六
五
六
―
五
七
頁
。
中
西
は
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
（
日
本
医
史
学
雑
誌
・
復
刻
版
第
一
七
巻

附
録
・
昭
和
一
九
年
・
思
文
閣
出
版
）
か
ら
、
介
抱
女
の
記
事
を
抽
出
し
て
そ
の
実
態
を
調
べ
た
。
中

西
は
、
介
抱
女
は
五
十
才
以
上
の
老
女
で
あ
り
、
給
与
は
他
の
職
員
よ
り
は
高
か
っ
た
が
、、
東
京
府

大
病
院
で
作
っ
た
規
則
で
は
、
投
薬
・
起
臥
・
着
替
え
の
手
伝
い
が
看
病
人
の
主
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
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か
ら
、
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
は
、「
わ
が
国
に
お
け
る
職
業
と
し
て
の
看
護
婦
の
最
初
」
と
位
置

付
け
る
説
を
否
定
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
、
学
会
例
会
に
て
発
表
し
て
い
る
。

５
９

荒
井
『
日
本
近
代
医
学
の
黎
明
』
六
八
頁
。
ウ
ィ
リ
ス
が
七
月
二
一
日
に
パ
ー
ク
ス
に
提
出
し
た
報

告
書
に
は
、
患
者
数
は
一
七
六
名
、
そ
の
内
訳
は
薩
摩
一
二
〇
名
、
長
州
二
三
名
、
土
佐
一
八
名
、
豆

州
六
名
、
備
前
五
名
、
戸
田
三
名
、
大
村
一
名
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医

師
の
幕
末
維
新
』
一
七
八
頁
）。

６
０

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
一
七
六
頁
。

６
１

山
県
狂
介
（
有
朋
）（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
）
長
州
の
生
ま
れ
。
松
下
村
塾
に
学
ぶ
。
奇
兵
隊
を
率

い
て
幕
軍
と
戦
い
、
戊
辰
戦
争
・
北
越
鎮
撫
・
会
津
征
討
の
参
謀
を
務
め
る
。
一
八
六
九
年
兵
制
視
察

の
た
め
渡
欧
。
帰
国
後
に
兵
制
を
フ
ラ
ン
ス
式
に
統
一
、
徴
兵
制
の
施
行
な
ど
、
新
兵
制
確
立
に
あ
た

り
初
代
陸
軍
卿
と
な
る
。
伊
藤
博
文
と
と
も
に
明
治
政
府
の
最
高
指
導
者
と
な
る
。
内
務
大
臣
、
陸
軍

大
臣
、
総
理
大
臣
を
務
め
、
墓
碑
に
は
、
枢
密
院
議
長
元
帥
陸
軍
大
将
従
一
位
大
勲
位
功
一
級
公
爵
と

刻
ま
れ
て
い
る
。

６
２

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
上
）」
四
五
―
四
六
頁
。

６
３

木
村
紀
八
郎
『
大
村
益
次
郎
伝
』（
鳥
影
社
、
二
〇
一
〇
年
初
版
）
二
七
八
頁
。

６
４

山
県
有
朋
の
手
記
「
越
の
山
嵐
」（
陸
軍
省
編
修
掛
編
・
発
行
『
越
の
山
嵐
』
一
九
三
〇
年
）
一
三
二

頁
に
、
西
園
寺
公
が
訪
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。「
此
日
（
六
月
十
六
日
）
西
園
寺
、
四
条
ノ
両
公

同
行
シ
テ
関
原
ニ
来
ラ
レ
タ
リ
、
両
公
ハ
戦
地
実
見
、
旁
、
軍
隊
慰
労
ノ
為
メ
、
去
ル
十
四
日
ノ
夜
ニ

柏
崎
マ
デ
来
ラ
レ
、
本
日
関
原
ヘ
来
リ
給
ヒ
シ
ニ
テ
十
七
日
ニ
ハ
怪
我
人
ノ
養
生
所
（
今
日
ノ
所
謂
ユ

ル
野
戦
病
院
又
ハ
兵
站
病
院
ナ
リ
）
ヲ
視
察
セ
ラ
レ
、
十
八
日
に
は
、
初
版
ヘ
慰
労
ノ
言
ヲ
賜
ハ
リ
タ

リ
」

６
５

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
上
）」
四
七
頁
。

６
６

神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
三
二
頁
。

６
７

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
上
）」
四
七
頁
。

６
８

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
〇
一
頁
。

６
９

佐
久
間
「『
奥
羽
出
張
病
院
日
記
』
の
研
究
（
承
前
）」
三
三
七
四
頁
。

７
０

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
一
八
四
―
一
八
五
頁
。

７
１

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
〇
二
頁
。。

７
２

鮫
島
『
明
治
維
新
と
英
医
ウ
ィ
リ
ス
』
一
六
九
頁
。
大
山
巌
の
要
請
を
受
け
て
初
め
て
相
国
寺
の
薩

摩
藩
病
院
に
治
療
に
訪
れ
た
時
の
感
想
。

７
３

鮫
島
『
明
治
維
新
と
英
医
ウ
ィ
リ
ス
』
二
〇
九
頁
。

７
４

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
〇
二
頁
。

７
５

鮫
島
『
明
治
維
新
と
英
医
ウ
ィ
リ
ス
』
一
一
五
頁
。

７
６

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
三
六
頁
。

７
７

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
〇
二
頁
。

７
８

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
一
二
頁
。

７
９

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ハ
レ
ッ
ト
著
、
中
村
哲
也
監
修
、
小
林
政
子
訳
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
版
看
護
師
の
歴

史
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
四
年
）
四
四
頁
。

８
０

デ
ィ
ー
タ
ー
・
ジ
ェ
ッ
タ
―
著
、
山
本
俊
一
訳
『
西
洋
医
学
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
朝
倉
書
店
、
一
九

九
六
年
）
三
二
五
頁
。
消
毒
の
歴
史
は
、
一
七
七
三
年
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
ワ
イ
ト
（
マ
ン
チ
ャ
ス
タ

ー
）
に
よ
る
厳
格
な
清
潔
操
作
、
一
八
四
三
年
オ
リ
ヴ
ァ
・
ウ
ェ
ン
デ
ル
・
ホ
ー
ム
ズ
（
ボ
ス
ト
ン
）

に
よ
る
産
褥
熱
は
予
防
で
き
る
こ
と
を
指
摘
、、
一
八
六
一
年
に
イ
グ
ナ
ス
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゼ
ン
メ
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ル
ヴ
ァ
イ
ス
（
ウ
ィ
ー
ン
）
に
よ
る
手
洗
い
の
励
行
が
主
張
さ
れ
、
ジ
ョ
セ
フ
・
リ
ス
タ
ー
（
グ
ラ
ス

ゴ
ー
）
に
よ
る
石
灰
酸
散
布
が
始
ま
る
の
は
一
八
六
八
年
で
あ
る
。。

８
１

Ｊ
．
Ａ
．
ド
ラ
ン
『
看
護
・
医
療
の
歴
史
』
二
三
七
頁
。

８
２

Ｊ
．
Ａ
．
ド
ラ
ン
『
看
護
・
医
療
の
歴
史
』
二
四
四
頁
。

８
３

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
一
三
頁
。

８
４

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
一
七
九
頁
。

８
５

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
二
七
頁
。

８
６

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
二
九
頁
。

８
７

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
著
、
坂
田
精
一
訳
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
（
下
）』（
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
九
年
第
六
九
刷
）
二
二
八
頁
。

８
８

井
上
忠
男
『
戦
争
と
救
済
の
文
明
史
―
赤
十
字
国
際
人
道
法
の
な
り
た
ち
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇

〇
三
年
）
三
三
頁
。

８
９

井
上
『
戦
争
と
救
済
の
文
明
史
』
三
三
頁
。

９
０

井
上
『
戦
争
と
救
済
の
文
明
史
』
三
九
頁
。

９
１

井
上
『
戦
争
と
救
済
の
文
明
史
』
四
二
―
四
三
頁
。

９
２

井
上
『
戦
争
と
救
済
の
文
明
史
』
四
六
―
四
七
頁
。
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
の
提
唱
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
公

益
協
会
会
長
で
法
律
家
の
グ
ス
タ
フ
・
モ
ワ
ニ
エ
（1826

～1910
）
の
ち
の
赤
十
字
国
際
委
員
会
第
二

代
会
長
）、
ス
イ
ス
の
国
家
的
英
雄
ア
ン
リ
・
デ
ュ
フ
ー
ル
将
軍(1787
～1875)

、
外
科
医
で
戦
傷
医

学
の
大
家
ル
イ
・
ア
ッ
ピ
ア
（1818~98

）、
外
科
医
の
テ
オ
ド
ル
・
モ
ノ
ワ
ー
ル
（1806

～69

）
の

五
人
が
賛
同
し
、
委
員
会
は
通
称
「
五
人
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
た
。
現
在
の
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
起

源
は
、
一
般
に
五
人
委
員
会
の
会
合
が
開
か
れ
た
一
八
六
三
年
二
月
一
七
日
と
さ
れ
て
お
り
、
国
際
赤

十
字
の
創
立
日
は
同
日
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
モ
ワ
ニ
エ
は
、
デ
ュ
ナ
ン
の
提
案
を
話
し
合
う
た
め
の

最
初
の
会
合
日
で
あ
る
一
八
六
三
年
二
月
九
日
が
、
赤
十
字
の
本
当
の
始
ま
り
の
日
だ
と
回
想
し
て
い

る
。

９
３

井
上
『
戦
争
と
救
済
の
文
明
史
』
七
九
―
八
〇
頁
。

９
４

そ
の
他
の
一
二
ヵ
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ

ー
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
・
ギ
リ
シ
ャ
・
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ト
ル
コ
・
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
・
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ン
で

あ
る
。

９
５

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
四
〇
―
四
一
頁
。

９
６

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
三
五
頁
。

９
７

高
松
凌
雲
（
一
八
三
六
～
一
九
一
六
）
筑
後
国
久
留
米
の
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
二
十
一

歳
の
時
に
下
級
武
士
の
養
子
と
な
る
が
、
医
師
に
な
る
決
意
を
し
て
養
家
を
飛
出
し
脱
藩
。
江
戸
の
蘭

方
医
石
川
桜
所
の
も
と
で
修
業
後
、
一
八
六
一
年
に
適
塾
に
入
門
（
入
門
番
号
五
八
〇
）
一
年
在
籍
し

た
。
そ
の
後
将
軍
侍
医
と
な
り
、
徳
川
昭
武
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
を
目
的
と
し
た
使
節
団
の

随
員
に
選
ば
れ
、
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
る
。
凌
雲
は
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
病
院
オ
テ
ル
・
デ
ュ
ウ
（H

O
TEL

D
IEU

・
神
の
国
）
に
通
い
医
学
修
行
に
励
む
。
そ
の
背
景
に
は
同
じ
く
随
行
し
た
渋
沢
篤
太
夫
（
栄

一
）
の
配
慮
が
あ
っ
た
。
函
館
戦
争
で
は
敵
味
方
の
区
別
な
く
傷
病
者
を
治
療
。
一
八
七
九
年
に
は
同

愛
社
を
結
成
、
東
京
周
辺
に
慈
善
施
設
を
多
数
開
く
。
日
本
史
籍
協
会
編
『
高
松
凌
雲
翁
経
歴
談
・
函

館
戦
争
史
料
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
復
刻
）
六
四
頁
に
は
、
病
院
規
則
を
設
け
て
、「
医

務
心
得
」「
病
者
取
扱
い
」「
看
病
人
心
得
」
等
を
制
定
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
書
か
れ
て
い
な

い
。

９
８

新
村
拓
編
『
日
本
医
療
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
第
二
刷
）
二
二
一
頁
。
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第
三
章

戦
時
医
療
体
系
の
整
備
と
課
題

一

奥
羽
出
張
病
院
の
医
療
体
制

新
政
府
は
官
軍
の
総
司
令
官
で
あ
る
東
征
大
総
督
に
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
を
選
び
、
正
月
四
日
、
山
陰

道
鎮
撫
総
督
に
西
園
寺
公
望
を
、
翌
五
日
に
東
海
道
鎮
撫
総
督
に
橋
本
実
梁
を
、
九
日
に
は
東
山
道
鎮
撫

総
督
に
岩
倉
具
定
を
、
北
陸
道
鎮
撫
総
督
に
高
倉
永
祜
を
任
命
し
、
東
征
を
本
格
的
に
始
め
る
。
二
月
六

日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
海
道
先
鋒
総
督
兼
鎮
撫
使
、
東
山
道
先
鋒
総
督
兼
鎮
撫
使
、
北
陸
道
先
鋒
総
督
兼

鎮
撫
使
と
改
め
、
沢
為
量
を
奥
羽
鎮
撫
総
督
（
奥
羽
は
先
鋒
総
督
な
し
）
と
し
た

１

。

官
軍
は
会
津
攻
め
を
三
方
面(

平
潟
方
面
、
白
河
方
面
、
高
田
・
新
発
田
方
面)

に
分
れ
て
進
軍
し
た
。

太
平
洋
海
岸
沿
い
を
と
り
平
潟
方
面
に
進
ん
だ
海
道
軍
に
は
関
寛
斎
（
阿
波
藩
）
が
、
白
河
方
面
に
進
撃

し
信
濃
川
の
渓
谷
沿
い
の
道
を
と
っ
た
山
道
軍
に
は
、
佐
藤
進
（
佐
倉
藩
）

２

が
軍
医
長
と
し
て
従
軍
し

た
。
越
後
口
方
面
の
北
越
軍
に
は
赤
川
玄
櫟
（
長
州
藩
、
ポ
ン
ペ
伝
習
、
松
本
門
）
を
頭
取
と
し
、
越
前

藩
の
橋
本
綱
維
、
綱
常

３

兄
弟
ら
が
従
軍
し
た
。
各
方
面
の
戦
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
従
軍
し
た
軍
医
ら
が
、

総
督
府
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
野
戦
病
院
で
治
療
に
あ
た
り
、
重
症
患
者
は
横
浜
ま
た
は
東
京
の
大
病
院

へ
後
送
す
る
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
。

本
章
で
は
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
銃
創
に
よ
り
外
科
的
治
療
を
受
け
た
重
症
患
者
や
増
え

続
け
る
負
傷
兵
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
医
療
体
制
が
と
ら
れ
た
の
か
を
、
関
寛
斎
と
橋
本
綱
常
に
焦
点

を
あ
て
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。

新
政
府
が
東
征
に
向
け
、
軍
陣
医
療
体
制
を
ど
の
よ
う
に
整
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
は
、『
復
古
記
』

か
ら
そ
の
一
端
を
知
る
事
が
で
き
る
。
二
月
六
日
、
東
海
道
と
北
陸
道
の
先
鋒
総
督
兼
鎮
撫
使
か
ら
先
鋒

出
張
藩
に
向
け
、
左
記
の
よ
う
な
布
告
が
な
さ
れ
て
い
る

４

。

此
度
、
御
親
征
ニ
付
、
各
藩
人
数
ニ
応
シ
、
医
師
召
連
、
陣
営
ニ
テ
各
医
打
寄
、
病
院
相
立
療
治
之

手
当
可
致
候
様
、
可
相
心
得
、
御
沙
汰
候
事
。

東
海
道
先
鋒
記

北
陸
道
先
鋒
記

そ
れ
に
対
し
、
二
月
八
日
に
長
門
（
山
口
）
宰
相
寺
内
暢
三
は
、
左
記
に
示
す
よ
う
に
、
長
引
く
戦
争

に
よ
り
多
く
の
負
傷
者
の
手
当
て
を
国
元
で
行
う
た
め
医
師
を
差
し
出
す
事
が
で
き
な
い
事
、
負
傷
者
の

治
療
は
設
け
ら
れ
た
病
院
で
お
願
い
し
た
い
旨
の
返
事
を
提
出
し
て
い
る

５

。

今
度
、
御
沙
汰
之
趣
ニ
付
、
別
紙
人
数
差
出
候
ニ
付
テ
ハ
、
医
師
ヲ
モ
一
同
差
出
、
病
院
ヘ
加
入
可
仕

之
処
、
来
春
之
戦
争
ニ
付
、
傷
瘡
之
モ
ノ
多
人
数
、
詰
合
之
医
師
ニ
テ
手
合
兼
候
付
、
国
元
ヘ
申
遣
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シ
、
未
上
著
不
仕
候
間
、
此
度
出
兵
之
間
ニ
合
不
申
候
間
、
不
快
尚
傷
瘡
等
相
受
ケ
候
節
ハ
、
此
度
御

一
手
病
院
ニ
於
テ
、
療
養
被

仰
付
候
様
、
兼
テ
奉
願
候
、
以
上
。

又
紀
州
藩
で
は
、
四
〇
七
名
の
う
ち
医
師
二
名
を
召
し
連
れ
て
い
く
こ
と
を
報
告
し
て
い
る

６

。
こ
の

時
期
、
幕
府
軍
も
政
府
軍
も
軍
医
の
状
況
は
系
統
組
織
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
各
々
そ
の
所
属
藩

医
が
戦
地
に
臨
む
体
制
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
従
軍
し
た
ほ
と
ん
ど
の
藩
医
は
、
西
洋
外
科
学
を
知
ら
な

い
漢
方
医
で
あ
っ
た
。
五
月
一
九
日
、
会
津
征
伐
大
総
督
の
発
令
が
あ
り
、
東
征
大
総
督
熾
仁
親
王
が
兼

任
で
そ
の
長
に
補
さ
れ
、
続
い
て
、
東
海
・
東
山
・
北
陸
三
道
の
鎮
撫
総
督
府
が
廃
さ
れ
る
。
新
た
に
、

白
河
口
・
平
潟
口
・
越
後
口
三
道
の
総
督
が
任
命
さ
れ
た
。

奥
羽
追
討
平
潟
口
軍
総
督
に
は
四
条
隆
謌
、
参
謀
に
は
木
梨
清
一
郎
（
長
州
）、
渡
辺
清
左
衛
門
（
大

村
藩
）
が
任
命
さ
れ
、
薩
摩
藩
を
は
じ
め
、
一
大
隊
、
五
中
隊
、
五
一
小
隊
、
四
砲
隊
七
、
九
九
五
名
の

藩
兵
が
駆
り
出
さ
れ
た

７

。
う
ち
一
三
六
名
が
死
亡
し
、
傷
者
は
六
九
九
名
（
内
死
亡
九
七
名
）
と
の
記

録
が
残
さ
れ
て
い
る

８

。
こ
の
平
潟
方
面
の
海
道
軍
の
軍
医
長
と
な
っ
た
の
は
阿
波
藩
医
関
寛
斎
で
あ
っ

た
。寛

斎
は
、
一
八
四
八
（
嘉
永
元
）
年
一
八
歳
で
佐
藤
泰
然
の
門
に
入
り
、
五
年
間
勉
学
し
た
後
、
千
葉

銚
子
で
開
業
、
一
八
六
〇
年
に
は
醤
油
業
を
営
む
豪
商
浜
口
儀
兵
衛
の
援
助
で
長
崎
に
留
学
し
た
。
長
崎

で
は
ポ
ン
ペ
に
師
事
し
、
ポ
ン
ペ
と
松
本
良
順
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
医
学
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
医

学
を
学
ん
だ
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
寛
斎
は
三
三
歳
の
時
に
阿
波
藩
の
御
典
医
と
な
っ
た
こ
と
で
、、
官
軍
の

追
討
令
に
伴
い
、東
下
部
隊
に
阿
波
藩
士
も
参
加
す
る
こ
と
で
、隊
付
医
師
と
し
て
海
路
江
戸
に
下
っ
た
。

寛
斎
は
、
五
月
一
五
日
に
起
こ
っ
た
上
野
彰
義
隊
の
戦
で
の
負
傷
兵
治
療
の
た
め
、
大
総
督
府
の
命
令

で
神
田
講
武
所
に
開
設
さ
れ
た
病
院
で
治
療
に
あ
た
っ
た
。
関
寛
斎
の
「
戊
辰
役
軍
陣
病
院
日
記
」
に
よ

る
と
、
そ
の
病
院
か
ら
ウ
ィ
リ
ス
の
治
療
を
受
け
る
た
め
、
横
浜
軍
陣
病
院
へ
負
傷
兵
を
護
送
し
た
記
録

が
残
さ
れ
て
い
る

９

。

そ
こ
で
の
治
療
が
、
大
総
督
府
の
西
郷
隆
盛
や
軍
務
官
判
事
と
な
っ
て
い
た
大
村
益
次
郎
の
目
に
も
と

ま
り
、
六
月
八
日
、
寛
斎
は
大
総
督
府
か
ら
至
急
登
城
す
る
よ
う
に
と
の
呼
び
出
し
を
受
け
、
参
謀
渡
辺

清
左
衛
門
か
ら
書
付
け
を
渡
さ
れ
、
奥
羽
出
張
病
院
頭
取
の
命
が
下
さ
れ
た

１
０

。

来
ル
十
一
日
乗
船
ニ
テ
兵
隊
千
人
斗
リ
御
出
兵
ニ
相
成
候
ニ
付
キ
、
御
時
会
柄
殊
ニ
炎
暑
之
時
節
ニ

モ
有
之
候
間
、
銃
創
其
余
手
厚
ク
用
意
可
仕
仍
而
者
追
而
諸
藩
医
御
引
揚
ニ
相
成
御
渡
ニ
モ
相
成
可
申

候
得
共
、
不
取
敢
右
御
用
意
向
可
有
之
見
込
書
差
出
可
申
旨
被
達
候

翌
九
日
に
は
、
準
備
金
と
し
て
八
二
〇
両
が
寛
斎
に
渡
さ
れ
、
医
療
器
具
の
準
備
は
横
浜
病
院
（
頭
取

有
馬
意
運
）
の
協
力
を
得
て
準
備
を
す
る
よ
う
に
連
絡
が
届
け
ら
れ
た
。
寛
斎
は
門
人
斉
藤
龍
安
と
古
川

洪
堂
門
人
中
村
洪
斉
を
助
手
と
し
て
同
伴
さ
せ
る
許
可
を
得
て
、
早
速
準
備
に
取
り
掛
か
る
。
寛
斎
は
越

前
屋
よ
り
薬
種
、
浴
衣
、
晒
木
綿
、
外
科
道
具
を
購
入
し
、
一
一
日
一
三
時
に
出
発
し
、
一
七
日
に
は
、

平
潟
村
「
地
福
院
」（
神
護
山
地
福
院
海
徳
寺
）
を
奥
羽
出
張
病
院
と
し
て
治
療
を
開
始
す
る

１
１

。
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寛
斎
は
こ
の
奥
羽
出
張
病
院
（
以
下
、
出
張
病
院
と
記
す
）
頭
取
に
任
命
さ
れ
た
六
月
八
日
よ
り
、
十

二
月
一
五
日
の
本
営
引
き
渡
し
ま
で
の
約
六
ヶ
月
間
の
記
録
を
、「
奥
羽
出
張
病
院
日
記
」（
以
下
、「
奥
羽

日
記
」
と
す
る
）
と
題
し
、
そ
の
運
営
記
録
を
残
し
た
。
奥
羽
日
記
は
五
巻
に
分
冊
さ
れ
、
主
に
寛
斎
が

記
入
し
て
い
る
が
、
筆
跡
か
ら
は
三
名
以
上
の
医
師
が
担
当
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

１
２

。
原
本
は

北
海
道
陸
別
町
郷
土
資
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る

１
３

。

南
関
東
を
制
圧
し
た
政
府
軍
は
、
太
平
洋
海
岸
線
か
ら
同
盟
国
を
攻
め
る
方
針
を
打
ち
立
て
、
六
月
六

日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
約
千
五
百
名
の
兵
士
を
平
潟
港
に
上
陸
さ
せ
た
。
政
府
軍
は
後
続
の
援
軍
が
上

陸
す
る
の
を
待
ち
、
平
か
ら
相
馬
を
ぬ
き
、
そ
の
ま
ま
仙
台
ま
で
攻
撃
す
る
こ
と
を
計
画
し
た

１
４

。

寛
斎
が
頭
取
を
命
じ
ら
れ
た
出
張
病
院
は
、
野
戦
病
院
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
寛
斎

は
野
戦
病
院
で
あ
る
病
院
の
設
置
場
所
を
追
討
軍
の
動
き
に
合
わ
せ
、
六
月
一
七
日
か
ら
七
月
二
二
迄
は

平
潟
、
翌
二
三
日
か
ら
海
路
小
名
浜
に
移
転
し
数
日
滞
在
、
二
七
日
に
は
平
に
移
動
し
、
寺
院
に
本
院
を
、

裕
福
な
町
人
宅
な
ど
に
分
局
を
置
い
た
。
病
院
の
設
置
場
所
は
、
七
月
二
二
日
の
日
記
に
は
、
出
張
病
院

滞
在
中
に
世
話
に
な
っ
た
施
設
と
し
て
、
地
福
院
の
他
に
、
由
右
衛
門
宅
（
六
月
二
五
日
に
慢
性
病
院
と

し
て
開
設
）・
善
十
・
橋
本
屋
・
念
仏
堂
夫
妻
等
、
町
人
宅
も
明
記
さ
れ
て
い
る

１
５

。

ま
た
寛
斎
は
到
着
後
、
藩
兵
と
地
域
の
住
民
に
チ
フ
ス
患
者
が
発
生
す
る
が
、
寛
斎
は
山
上
の
念
仏
堂

を
熱
病
院
と
し
て
隔
離
対
策
を
実
施
す
る
。
こ
の
隔
離
対
策
は
、
長
崎
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
際
に
、

寛
斎
が
ポ
ン
ペ
か
ら
学
ん
だ
伝
染
病
拡
大
防
止
対
策
の
実
践
で
あ
っ
た
。

「
地
福
院
」
を
仮
病
院
と
し
た
寛
斎
は
、
翌
一
八
日
参
謀
ら
と
相
談
し
、
平
潟
並
び
に
川
越
藩
医
ら
を

「
付
属
医
」
と
し
、
隔
日
で
朝
五
時
（
八
時
）
よ
り
七
時
（
一
六
時
）
ま
で
出
勤
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
る

１
６

。

付
属
医
と
し
て
現
地
徴
用
し
た
の
は
、
中
西
玄
隆
（
川
越
藩
医
、
八
月
二
〇
日
帰
宅
）、
小
松
秀
謙
（
川
越

藩
医
、
八
月
末
ま
で
）、
篠
田
本
奄
（
庵
）（
平
潟
在
住
の
町
医
、
東
京
引
揚
解
放
ま
で
）、
下
山
田
主
計
（
平

潟
在
住
の
町
医
、
八
月
二
〇
日
帰
宅
）
の
四
名
で
あ
り
、
二
名
一
組
で
出
勤
し
治
療
に
あ
た
っ
た
。

「
奥
羽
日
記
」
に
書
か
れ
て
い
る
出
張
病
院
機
構
図
に
は
、
病
院
の
付
属
医
は
計
二
五
名
、
そ
の
他
現

地
協
力
医
師
は
一
九
名
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
１
７

。
二
五
名
の
名
簿
と
各
自
に
支
払
わ
れ
た
月
給
の
一

覧
は
、
表
１
１
８

に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
付
属
医
は
、
寛
斎
の
門
人
、
知
人
や
そ
の
紹
介
、
現
地
徴
用
、

各
藩
医
、
出
張
病
院
の
寛
斎
に
入
門
し
て
腕
を
磨
い
て
付
属
医
に
取
り
立
て
ら
れ
た
者
（
現
地
徴
用
医
の

子
弟
な
ど
）
で
あ
っ
た
１
９

。
八
月
三
日
の
日
記
に
は
、「
追
々
手
負
人
相
増
且
諸
藩
病
院
江
相
残
シ
モ

多

分
ニ
相
成
候
ニ
付
当
地
並
最
寄
之
医
師
雇
上
ケ
ニ
仕
候
召
平
潟
表
ニ
地
下
医
師
相
雇
候
通
リ
一
ヶ
月
三
両

ヅ
ツ
月
給
被
下
置
度
奉
存
候
」
と
あ
り
、
現
地
協
力
医
師
ら
に
は
ひ
と
月
三
両
が
支
払
わ
れ
て
い
た
２
０

。

戦
線
が
北
へ
向
か
う
に
従
い
、
野
戦
病
院
は
分
院
を
設
け
て
移
動
を
し
た
。
分
院
は
現
地
の
寺
院
に
本

院
を
、
他
に
裕
福
な
町
人
宅
な
ど
を
分
局
と
し
て
負
傷
兵
を
収
容
し
、
寛
斎
は
西
洋
の
治
療
知
識
を
活
用

し
て
銃
創
者
の
手
当
、
消
毒
の
実
施
、
器
具
を
用
い
た
銃
弾
の
摘
出
、
下
肢
又
は
指
の
切
断
術
、
破
砕
骨

摘
出
な
ど
の
手
術
を
行
っ
た
。
出
張
病
院
の
記
録
に
は
、
銃
・
砲
弾
に
よ
る
創
の
手
当
は
二
二
七
件
、
手

術
を
受
け
た
者
二
六
名
、
下
肢
切
断
一
件
、
指
切
断
二
件
、
銃
弾
の
摘
出
一
七
件
、
破
砕
骨
摘
出
二
件
の

記
載
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
名
が
死
亡
し
て
い
る

２
１

。

銃
撃
戦
に
よ
る
負
傷
兵
に
、
寛
斎
は
野
戦
病
院
で
出
来
う
る
限
り
の
処
置
・
手
術
を
施
す
が
、
重
症
者
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は
入
院
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
も
予
測
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
六
月
二
一
日
に
は
、
参
謀
か
ら
重
症
患
者

は
横
浜
軍
陣
病
院
へ
移
送
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
入
る
。「
奥
羽
日
記
」
に
は
「
参
謀
衆
ヨ
リ
手
厚
負
之

分
日
間
取
御
見
込
有
之
横
浜
病
院
ヘ
差
送
可
申
当
院
ハ
相
成
丈
軽
便
ニ
致
置
様
差
指
図
モ
有
之
候
」
と
の

記
録

２
２

が
残
さ
れ
て
お
り
、
寛
斎
は
重
症
患
者
の
海
路
で
の
移
送
を
開
始
す
る
。

寛
斎
は
前
線
の
移
動
に
伴
い
、
野
戦
病
院
の
重
症
患
者
は
船
便
で
横
浜
軍
陣
病
院
へ
の
移
送
を
合
計
六

回
行
い
、
移
送
に
は
必
ず
付
属
医
師
一
名
を
付
き
添
わ
せ
た
。
第
一
回
は
六
月
一
七
日
、
負
傷
し
て
治
療

を
受
け
た
薩
州
壱
番
隊
高
松
庄
兵
衛
・
財
部
左
十
郎
の
二
名
を
、
薩
州
大
砲
隊
付
属
医
安
楽
養
清
（
九
月

二
〇
日
よ
り
相
馬
病
院
へ
）
付
添
の
も
と
、
六
月
二
一
日
「
飛
隼
丸
」
で
横
浜
病
院
に
後
送
す
る
。（
図
１

参
照
）
佐
久
間
は
、「
横
浜
軍
陣
病
院
日
記
」
の
記
録
か
ら
、
海
路
横
浜
へ
の
移
送
に
は
、
約
二
日
間
を
要

し
た
と
し
て
い
る

２
３

第
二
回
は
六
月
二
五
日
、「
三
邦
（
国
）
丸
」
に
て
一
七
名
の
負
傷
兵
（
大
村
藩
一
名
、
薩
摩
藩
二
名
、

備
前
藩
一
四
名
）
を
移
送
し
、
備
州
医
師
佐
次
碩
安
が
付
き
添
っ
て
後
送
（
六
月
二
七
日
横
浜
到
着
）
す

る
２
４

。
第
三
回
は
七
月
四
日
、「
安
豊
丸
」
に
て
一
一
八
名
（
備
前
藩
二
名
、
佐
土
原
藩
五
名
、
柳
川
藩

四
名
）
を
後
送
。
こ
の
八
名
の
後
送
に
関
し
て
は
、
因
州
医
官
伊
藤
健
造
の
他
に
、
初
め
て
「
看
病
人
」

四
名
も
付
き
添
っ
て
お
り
、
氏
名
（
前
田
定
右
衛
門
・
新
名
中
右
衛
門
・
飯
田
銅
毅
・
夫
卒
壱
人
）
も
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
名
の
看
病
人
が
ど
の
よ
う
な
者
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

当
時
の
軍
事
医
療
体
制
は
、
参
戦
各
藩
が
藩
医
を
従
軍
さ
せ
、
第
一
線
で
の
初
期
治
療
を
行
う
形
態
で

あ
り
、
病
院
で
の
世
話
に
は
各
藩
か
ら
看
病
人
を
差
し
出
し
て
い
た
。「
安
豊
丸
」
に
乗
船
し
た
看
病
人
四

名
も
、
負
傷
者
八
名
の
藩
で
あ
る
備
前
藩
、
佐
土
原
藩
、
柳
川
藩
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
看
病
人
で
あ
っ
た

と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

七
月
一
三
日
早
朝
か
ら
始
ま
っ
た
平
城
の
攻
防
で
は
、
前
藩
主
安
藤
信
正
が
城
を
脱
出
し
、
落
城
す
る
。

同
盟
軍
は
相
馬
中
村
方
面
に
退
き
、
政
府
軍
は
、
四
倉
・
広
野
へ
と
相
馬
方
面
に
向
か
う
海
道
軍
と
、
山

間
の
道
を
進
み
、
三
春
に
向
か
う
山
道
軍
と
に
分
か
れ
て
進
撃
を
続
け
る
。

第
四
回
目
の
移
送
は
、
平
城
が
落
城
し
た
翌
一
四
日
に
、
第
一
回
目
に
使
用
し
た
「
飛
準
丸
」
で
、
合

計
一
九
名
（
薩
摩
藩
一
七
名
、
佐
土
原
一
名
、
大
村
藩
一
名
）
の
負
傷
者
に
、
付
添
医
も
同
じ
く
安
楽
養

清
が
付
き
添
い
、
横
浜
ま
で
移
送
し
て
い
る
。
第
五
回
目
は
七
月
一
八
日
、
寛
斎
が
門
人
と
し
て
最
初
に

同
伴
し
た
中
村
洪
斉
を
付
添
医
と
し
て
、
英
国
船
で
五
六
名
（
佐
土
原
三
名
、
備
前
一
三
名
、
薩
摩
藩
一

二
名
、
柳
川
藩
一
二
名
、
鳥
取
一
六
名
）
と
い
う
多
く
の
負
傷
兵
を
横
浜
に
移
送
し
て
お
り
、
看
病
人
六

名
（
病
院
渡
し
看
病
人
二
名
、
会
計
方
御
雇
の
看
病
人
四
名
）
も
同
船
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
回
で
は

初
め
て
「
会
計
方
御
雇
の
看
病
人
」
が
登
場
し
た
。

五
回
に
及
ぶ
海
路
を
使
用
し
て
の
患
者
移
送
後
も
負
傷
兵
は
出
張
病
院
に
運
び
込
ま
れ
、
二
二
日
の

「
奥
羽
日
記
」
に
は
「
入
院
等
一
六
名

諸
藩
病
院
諸
病
人
八
八
名
」

２
５

と
あ
る
。
第
六
回
目
の
移
送
は
、

七
月
二
五
日
肥
後
蒸
気
船
「
万
里
丸
」
に
、
二
七
名
（
薩
摩
藩
一
八
名
、
柳
川
藩
四
名
、
大
村
藩
五
名
）

に
負
傷
兵
に
、
付
添
医
官
小
松
立
介

２
６

、
看
病
人
五
名
（
氏
名
の
記
載
な
し
）
が
同
船
し
て
い
る
。

出
張
病
院
は
、
六
回
目
の
負
傷
兵
移
送
を
終
え
た
二
日
後
、
平
に
移
転
す
る
。
移
転
に
際
し
て
は
、「
昨

日
二
四
日
当
地
引
揚
ゲ
平
表
迄
引
移
候
参
謀
衆
ヨ
リ
達
シ
モ
有
之
候
ニ
付
龍
安
義
即
日
出
立
彼
地
探
索
イ
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タ
シ
病
院
取
立
之
義
申
付
置
候
」

２
７

と
、
病
院
移
転
の
通
達
は
参
謀
に
よ
り
指
示
さ
れ
、
事
前
に
付
属
医

ら
が
現
地
の
視
察
に
赴
き
、
病
院
の
移
転
場
所
を
決
め
て
く
る
と
い
う
段
取
り
で
あ
っ
た
。

七
月
二
七
日
、
平
に
開
院
し
た
出
張
病
院
に
は
、「
平
潟
ヨ
リ
之
看
病
人
七
ツ
時
（
一
六
時
）
着
ニ
相

成
候
」
と
、
看
病
人
が
移
転
先
の
病
院
か
ら
到
着
し
た
旨
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
会
計
方

が
雇
い
入
れ
た
看
病
人
ら
は
、
病
院
移
転
と
共
に
移
動
し
、
看
病
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二

衛
生
隊
の
は
じ
ま
り

奥
羽
出
張
病
院
は
、
七
月
二
七
日
に
病
院
移
転
す
る
が
、
同
日
に
は
広
野
と
木
戸
の
間
の
戦
争
に
よ
る

負
傷
兵
七
名
（
長
州
藩
）
が
、
翌
二
八
日
に
は
五
〇
名
（
因
州
藩
三
五
名
、
芸
州
藩
一
五
名
）
の
負
傷
兵

が
入
院
す
る

２
８

。
続
々
と
負
傷
兵
が
運
び
込
ま
れ
る
状
況
に
、
病
院
は
重
症
者
で
充
満
し
、
前
線
と
共
に

移
動
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
も
は
や
野
戦
病
院
と
し
て
の
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
る
。
八
月
三
日
の

日
記
に
は
、
参
謀
に
左
記
の
伺
い
書
を
提
出
し
て
い
る
。

追
々
諸
藩
手
負
人
相
増
候
上
者
是
迄
通
り□

病
之
義
重
体
之
分
入
院
為
致
候
事
ハ
御
座
候
得
共
、
以

後
之
処
ハ
行
届
不
申
候
事
ニ
御
座
候
召
以
後
之
処
ハ
仮
令
大
病
人
ニ
テ
モ
入
院
為
致
候
義
ハ
一
切

断
リ
可
申
哉
、
又
ハ
別
段
病
院
御
取
立
ニ
モ
相
成
候
哉
、
追
々
諸
藩
共
本
病
人
モ
相
増
夫
々
重
体
之

症
モ
有
之
如
何
ニ
モ
難
義
仕
居
候
是
迄
通
り
諸
藩
病
院
ニ
テ
療
養
仕
居
如
何
様
重
体
之
症
多
シ
、
然

共
当
病
院
ヨ
リ
見
舞
手
当
仕
候
迄
之
義
ニ
御
候
ハ
バ
、
仕
懸
リ
シ
事
故
相
勤
可
申
候
得
共
、
当
病
院

ニ
テ
十
分
見
舞
モ
只
今
之
懸
リ
ニ
テ
ハ
自
然
疎
遠
ニ
相
成
不
本
意
之
義
ニ
御
座
候
乍
去
当
時
之
御

用
繁
之
御
場
合
ニ
テ
病
院
御
取
立
御
行
届
ニ
モ
相
成
不
申
候
節
ハ
当
病
院
ヨ
リ
此
迄
通
り
診
察
手

当
之
義
可
仕
候
召
一
藩
ニ
付
壱
人
宛
看
病
人
世
話
イ
タ
シ
テ
当
表
迄
御
残
シ
置
被
下
度
左
候
ハ
バ

只
今
之
所
ヨ
リ
行
届
キ
様
相
成
候
方
モ
被
存
候
召
此
段
諸
藩
迄
御
布
告
被
下
度
奉
存
候
、
前
件
之
次

第
得
ト
御
談
之
上
御
差
図
被
下
度□

存
候

本
文
看
病
人
之
義
参
謀
ニ
達
置
候
召
諸
藩
迄
相
達
シ
差
置
候
様
可
被
致
候

病
院
小
名
浜
ヨ
リ
平
迄
昨
日
引
移
リ
ニ
相
成
候
処□

諸
藩
病
人
迄
モ
世
話
仕
候
テ
引
移
リ
ニ
ハ
相

成
候
共
小
名
浜
ニ
テ
モ
人
馬
支
之
彼
是
ニ
テ
内
外
打
混
シ
甚
タ
ニ
相
成
候
、
寛
斎
初
メ
付
属
医
師
ニ

会
計
方
等
モ
奔
走
仕
候
テ
モ
行
届
不
申
右
ニ
付
手
負
人
初
病
人
手
当
尚
之
義
モ
自
然
ト
疎
遠
ニ
相

成
事
故
以
後
病
院
引
移
シ
之
節
ハ
人
馬
方
出
立
ヨ
リ
着
迄
之
処
御
付
被
下
度
此
段
御
相
談
シ
可
上

候各
藩
ヨ
リ
看
病
人
壱
人
ツ
ヅ
付
添
上
ハ
右
看
病
人
ニ
テ
世
話
可
為
致
候
事

寛
斎
は
、
重
症
者
が
増
え
入
院
患
者
を
断
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
諸
藩
で
も
重
体
の
者

が
多
く
治
療
に
難
義
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、別
に
病
院
を
設
立
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
提
言
し
て
い
る
。

小
名
浜
か
ら
平
ま
で
の
移
転
で
は
各
藩
の
重
症
者
も
引
き
取
り
、
付
属
医
も
会
計
方
も
奔
走
し
た
が
、
運
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び
込
ま
れ
る
負
傷
兵
に
十
分
な
治
療
は
行
え
な
い
状
況
が
続
く
。
寛
斎
は
、
収
容
能
力
を
超
え
た
入
院
患

者
に
治
療
も
充
分
で
き
ず
に
不
本
意
で
あ
る
こ
と
、
各
藩
か
ら
一
人
の
看
病
人
を
付
き
添
わ
せ
て
世
話
を

さ
せ
て
欲
し
い
こ
と
を
参
謀
に
謀
り
、
そ
の
通
達
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

２
９

。

八
月
一
九
日
の
記
録
に
は
、
負
傷
兵
は
一
五
〇
名
に
達
し
た
こ
と
と
共
に
、
同
日
千
両
の
費
用
を
受
領

し
た
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
二
一
日
に
は
さ
ら
に
二
～
三
千
両
の
送
金
を
願
っ
て
お
り
、
病
院
運
営

資
金
に
困
窮
し
て
い
た
こ
と
の
記
録
が
随
所
に
見
ら
れ
る

３
０

。
佐
久
間
に
よ
る
と
、
入
院
患
者
の
費
用
は

一
日
一
両
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
を
下
廻
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、入
院
患
者
の
増
加
に
費
用
は
嵩
み
、

そ
の
費
用
調
達
の
た
め
患
者
以
外
の
者
は
食
事
を
き
り
つ
め
た
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る

３
１

。

後
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
に
は
、
兵
站
病
院
は
千
名
の
患
者
を
収
容
し
得
る
要
員
と
材
料
を
有
す

る
ま
で
に
整
備
が
進
め
ら
れ
る
が
、
戊
辰
戦
争
当
時
は
使
用
す
る
薬
品
類
、
繃
帯
材
料
類
、
蒲
団
な
ど
の

リ
ネ
ン
類
、
食
事
の
材
料
も
、
寛
斎
を
含
め
た
会
計
方
が
現
地
で
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
寛
斎
の
負

担
は
大
き
く
、
寛
斎
は
病
院
会
計
監
査
官
を
一
名
増
や
し
、
自
分
は
治
療
に
専
念
し
た
い
旨
の
要
望
を
参

謀
木
梨
に
も
出
し
て
い
た
。

出
張
病
院
の
構
成
は
、
征
討
総
督
―
参
謀
―
下
参
謀
の
下
に
、
各
藩
戦
斗
部
隊
・
機
械
方
・
会
計
方
が

あ
り
、
出
張
病
院
は
会
計
方
に
所
属
し
た

３
２

。
そ
の
た
め
、
出
張
病
院
に
対
す
る
指
示
、
病
院
か
ら
上
層

部
へ
の
伺
い
は
、
会
計
方
の
責
任
者
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
。
負
傷
兵
が
増
加
す
る
こ
と
は
、
藩
か
ら
差

し
出
さ
れ
た
看
病
人
だ
け
で
は
、
と
う
て
い
負
傷
兵
の
世
話
は
賄
え
な
か
っ
た
こ
と
、
藩
に
と
っ
て
も
負

傷
兵
が
で
る
こ
と
は
兵
力
の
減
退
に
つ
な
が
り
、
結
果
、
藩
か
ら
看
病
人
を
差
し
出
す
こ
と
も
困
難
な
状

況
が
生
ま
れ
、
そ
の
状
況
改
善
と
病
院
運
営
の
た
め
に
は
、
会
計
方
が
地
元
の
者
を
雇
い
入
れ
る
策
を
と

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
で
き
る
。
例
え
ば
、
九
月
一
八
日
の
日
記
に
は
、「
平
潟
、
平
病
院

開
設
の
際
負
傷
者
の
看
病
に
あ
た
っ
た
糖
屋
平
兵
衛
外
四
人
に
格
別
の
礼
金
を
渡
す
」

３
３

と
あ
り
、
地
元

の
者
に
看
病
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

八
月
一
日
は
木
梨
清
一
郎
参
謀
か
ら
は
、
三
春
と
相
馬
の
出
兵
に
際
し
、「
双
方
共
遠
隔
地
ニ
相
成
ル

事
」
と
し
て
、
手
負
人
の
手
当
が
厚
く
行
き
届
く
よ
う
に
諸
事
総
て
寛
斎
に
委
任
す
る
と
の
指
示
が
な
さ

れ
て
い
た

３
４

。
七
日
に
は
、
浪
江
戦
争
の
負
傷
兵
二
三
名
、
九
日
に
は
同
じ
く
浪
江
戦
争
に
お
け
る
長
井

藩
の
負
傷
兵
三
名
、
一
〇
日
に
は
二
本
松
攻
撃
の
負
傷
兵
一
八
名
が
運
び
込
ま
れ
、
八
月
一
九
日
に
は
、

各
藩
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
入
院
患
者
数
は
一
五
〇
名
ま
で
増
え
る

３
５

。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
八
月
一
三
日
に
は
相
馬
病
院
を
開
設
し
、
一
一
日
の
駒
ヶ
峰
戦
争
の
負
傷
兵
ら

が
運
び
込
ま
れ
た
。
相
馬
病
院
に
収
容
さ
れ
た
負
傷
兵
は
、
東
京
へ
移
送
さ
れ
る
途
中
、
一
時
平
の
出
張

病
院
へ
入
院
し
て
お
り
（
一
〇
月
五
日
津
藩
負
傷
兵
二
〇
名
、
七
日
に
久
留
米
藩
負
傷
兵
七
名
）、
出
張
病

院
は
後
方
に
位
置
す
る
兵
站
病
院

３
６

の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

戦
争
は
寛
斎
が
軍
医
長
を
務
め
て
い
た
平
潟
口
方
面
だ
け
で
な
く
、
佐
藤
進
が
軍
医
長
を
務
め
た
白
河

口
で
も
激
戦
は
繰
り
返
さ
れ
、
白
河
城
に
お
け
る
戦
い
は
七
回
に
及
び
、
七
月
二
九
日
に
奥
羽
追
討
白
河

口
総
督
府
隊
が
二
本
松
城
を
陥
落
さ
せ
る
。
山
道
軍
は
三
春
町
字
荒
町
の
寺
院
竜
穏
院
に
「
三
春
病
院
」

を
設
け
て
野
戦
病
院
と
し
、
二
本
松
の
負
傷
兵
、
会
津
戦
争
で
の
負
傷
兵
を
収
容
、
治
療
を
行
っ
た
。
こ

の
三
春
病
院
で
は
、
赤
地
に
黒
く
菊
花
徽
紋
と
病
院
の
二
字
を
描
い
た
旗
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、「
天
朝
病
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院
」
と
も
呼
ば
れ
た

３
７

。
こ
の
三
春
病
院
に
は
、
会
津
で
銃
創
を
負
っ
た
大
山
弥
助
も
入
院
し
た
。

薩
摩
砲
兵
隊
を
指
揮
し
て
い
た
大
山
は
、
八
月
二
三
日
右
股
を
内
側
か
ら
貫
通
す
る
負
傷
を
負
い
、
一

端
後
方
の
病
院
に
入
っ
た
の
ち
、
翌
二
四
日
に
三
春
病
院
に
後
送
さ
れ
た
。
移
送
は
、
戸
板
に
乗
せ
ら
れ
、

十
六
橋
、
猪
苗
代
、
保
成
峠
と
、
進
撃
の
逆
を
辿
り
、
二
日
間
か
か
っ
て
二
六
日
に
三
春
病
院
に
到
着
し

た
。
大
山
は
入
院
治
療
後
、
九
月
二
一
日
に
退
院
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
千
住
宿
に
帰
京
し
た

３
８

。

二
本
松
の
負
傷
兵
や
会
津
戦
争
で
の
負
傷
兵
は
三
春
病
院
で
治
療
を
受
け
た
が
、
患
者
は
大
山
同
様
、

戸
板
な
ど
に
乗
せ
ら
れ
て
運
ば
れ
る
が
、
そ
の
移
送
に
は
小
荷
駄
の
人
馬
方
な
ど
が
あ
た
っ
た

３
９

。
三
春

病
院
の
負
傷
兵
は
、
応
急
処
置
を
受
け
た
の
ち
、
重
症
者
は
旧
陸
羽
街
道
を
堀
越
に
陸
送
し
、
そ
こ
か
ら

那
珂
川
を
舟
下
し
、
横
浜
へ
移
送
さ
れ
た

４
０

。

九
月
四
日
、
大
村
益
次
郎
よ
り
奥
羽
出
張
病
院
を
「
大
病
院
」（
但
し
、
東
京
の
大
病
院
と
区
別
す
る

た
め
本
稿
で
は
以
下
も
出
張
病
院
と
記
す
）
と
称
す
る
こ
と
の
連
絡
が
入
り
、
出
張
病
院
は
兵
站
病
院
と

し
て
の
機
能
へ
と
変
わ
る
。

九
月
二
二
日
、
会
津
藩
の
降
伏
の
報
せ
は
一
〇
月
四
日
に
病
院
へ
も
た
ら
さ
れ
、
回
復
し
た
者
は
順
次

退
院
さ
せ
る
と
同
時
に
、
直
ち
に
引
き
揚
げ
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
す
で
に
八
月
二
一
日
に
は
、
薩
摩
医

官
中
島
管
冶
が
付
き
添
い
、
薩
摩
藩
六
番
隊
の
二
本
松
攻
撃
の
負
傷
兵
五
名
を
、
九
月
二
五
日
に
は
薩
摩

藩
九
番
隊
負
傷
者
三
名
を
、
と
も
に
陸
送
で
横
浜
に
後
送
し
て
い
た
。
引
揚
に
際
し
一
〇
月
六
日
、
総
督

府
か
ら
は
「
官
兵
ノ
創
痍
者
ヲ
横
浜
ニ
護
送
ス
」
と
の
令
が
出
さ
れ
、
会
計
局
へ
は
左
記
の
通
達
が
な
さ

れ
た

４
１

。

一
金
一
両
、
但
、
病
人
一
人
ニ
付
、
一
日
分
御
定
、

外
ニ
看
病
人
、
重
病
ヘ
ハ
一
人
ツ
ツ
、
軽
キ
病
人
ニ
ハ
三
人
ニ
一
人
ノ
割
、

右
、
今
度
中
村
、
平
両
所
病
院
病
人
、
陸
通
リ
横
浜
迄
被
差
送
候
條
、
病
院
取
締
方
相
談
之
上
、

病
人
数
二
応
シ
、
夫
々
手
当
金
可
被
相
渡
之
事
。

こ
の
通
達
に
、
看
病
人
一
名
を
重
症
者
一
名
に
付
け
る
こ
と
が
総
督
府
の
文
章
に
登
場
し
た
こ
と
は
、

「
病
院
で
看
病
を
担
当
す
る
看
病
人
」
と
い
う
役
割
意
外
に
、「
負
傷
兵
の
後
方
病
院
へ
の
搬
送
時
に
重
症

者
に
付
き
添
い
看
護
で
き
る
者
と
し
て
の
看
病
人
」
が
、
配
置
人
数
と
共
に
総
督
府
通
達
に
定
め
ら
れ
た

の
で
あ
り
、
軍
陣
医
学
の
発
展
上
着
目
す
べ
き
史
実
で
あ
る
。

一
〇
月
五
日
に
は
相
馬
病
院
か
ら
津
藩
の
負
傷
兵
二
〇
名
、
七
日
に
は
久
留
米
藩
の
負
傷
兵
七
名
が
東

京
へ
帰
還
す
る
途
中
、
出
張
病
院
へ
一
時
入
院
し
た
後
、
兵
站
病
院
へ
と
移
送
さ
れ
て
い
る
。
寛
斎
は
一

〇
月
一
一
日
、
病
院
引
揚
に
つ
い
て
参
謀
と
協
議
を
開
始
し
、
一
六
日
に
は
東
京
に
帰
る
ま
で
の
警
護
体

制
の
ほ
か
、
引
揚
げ
方
法
に
つ
い
て
、
木
梨
参
謀
に
書
面
を
提
出
す
る
。

そ
の
中
で
寛
斎
は
、「
引
揚
ノ
際
ハ
、
二
十
名
グ
ラ
イ
ヲ
一
組
ト
シ
テ
、
四
組
グ
ラ
イ
ニ
ワ
ケ
、
各
組

三
二
人
宛
ノ
医
官
ヲ
付
添
ト
シ
テ
、
紋
付
提
灯
及
ビ
小
旗
ヲ
目
印
ニ
使
用
ス
」

４
２

と
い
う
計
画
を
立
て
て

い
る
。
東
京
へ
の
引
揚
は
、
入
院
患
者
六
〇
名
を
、
一
番
立
・
二
番
立
・
三
番
立
・
四
番
立
の
四
組
に
分

け
て
一
〇
月
二
六
日
・
二
七
日
・
二
八
日
の
三
日
間
で
行
い
、
最
後
の
四
番
立
に
寛
斎
も
乗
船
し
、
江
戸
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に
は
一
一
月
八
日
ま
で
に
全
員
帰
京
し
、
患
者
は
大
病
院
に
収
容
さ
れ
た
（
表
２
参
照
）。 

奥
羽
出
張
病
院
の
東
京
引
揚
で
は
、
寛
斎
は
通
達
に
従
い
負
傷
兵
約
二
〇
名
を
ひ
と
組
と
し
て
、
負
傷

者
の
重
症
に
合
わ
せ
て
看
病
人
を
配
属
し
て
お
り
、四
回
の
移
送
で
合
計
五
二
名
の
看
病
人（
男
三
一
名
、

女
二
一
名
）
が
東
京
へ
の
移
送
に
付
き
添
っ
て
い
る
。。
人
足
も
多
数
乗
船
し
て
い
る
が
、
重
症
者
は
戸
板

な
ど
で
移
送
す
る
た
め
、
人
足
の
人
数
は
重
症
患
者
一
名
に
四
名
、
軽
症
患
者
一
名
に
人
足
二
名
と
し
た

の
か
、
ま
た
は
軽
症
患
者
で
は
、
看
病
人
一
名
に
人
足
六
名
と
し
て
確
保
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

看
病
人
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
日
記
に
「
看
病
人
世
話
方
ノ
オ
礼
」
と
書
か
れ
た
箇
所
が
確
認

で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
募
集
や
取
締
は
、
看
病
人
世
話
役
に
依
頼
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

４
３

。
さ
ら

に
一
〇
月
二
四
日
の
記
録
に
は
、
「
入
院
多
勢
の
際
看
病
に
協
力
し
た
二
五
人
に
謝
礼
金
を
渡
す
」

４
４

と

あ
る
。
そ
の
氏
名
に
は
、
お
中
・
お
せ
い
・
お
ま
つ
・
お
て
つ
な
ど
女
性
の
名
前
も
あ
り
、
町
医
者
や
村

落
の
男
女
を
看
護
や
病
院
の
雑
役
と
し
て
あ
た
ら
せ
、
各
自
に
「
金
ニ
分
」
を
渡
し
て
い
る
。 

寛
斎
が
平
潟
口
討
伐
の
軍
医
と
し
て
従
軍
し
た
こ
と
か
ら
、
奥
羽
出
張
病
院
で
初
め
て
野
戦
病
院
が
登

場
し
、「
病
院
」
と
い
う
名
称
も
そ
の
後
定
着
し
た

４
５

。
戦
火
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
出
張
病
院
は
前
線

と
と
も
に
移
動
す
る
野
戦
病
院
か
ら
兵
站
病
院
へ
と
役
割
は
移
行
し
、
さ
ら
に
適
切
で
十
分
な
治
療
の
た

め
に
は
、
東
京
の
大
病
院
へ
後
送
す
る
と
い
う
医
療
体
系
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。 

出
張
病
院
が
、
野
戦
病
院
―
兵
站
病
院
―
大
病
院
と
い
う
戦
場
で
の
医
療
体
系
の
確
立
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。さ
ら
に
特
記
す
べ
き
は
、東
京
の
大
病
院
へ
の
後
送
に
、

付
属
医
・
看
病
人
・
人
足
を
構
成
人
員
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
衛
生
隊
」
を
わ
が
国
で
は
じ
め
て
編
成
し
、

実
行
、
そ
の
達
成
を
見
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

す
で
に
西
欧
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
指
揮
さ
れ
た
一
七
九
七
年
の
イ
タ
リ
ア
戦
線
に
お
い
て
、

三
個
の
病
院
隊
で
一
個
移
動
野
戦
隊
が
編
成
さ
れ
、
外
科
処
置
の
補
助
者
や
看
護
の
担
当
者
が
役
割
と
し

て
決
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
軍

医
を
務
め
た
ド
ミ
ニ
ク
・
ジ
ャ
ン
・
ラ
レ
ィ
（Dominique Jean Larrey

）
４
６

に
よ
っ
て
、
戦
場
医
療

の
大
き
な
改
革
が
な
さ
れ
て
い
た
。 

ラ
レ
ィ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
い
て
衛
生
隊
を
組
織
し
、
荷
馬
車
を
改
良
し
た
患
者
輸
送
専
用
車
（
救

急
車
）
を
開
発
し
、
戦
場
に
お
け
る
組
織
的
な
治
療
・
後
送
体
系
を
創
っ
た

４
７

。
衛
生
隊
を
編
成
し
た
こ

と
で
負
傷
兵
は
早
く
後
方
へ
集
め
ら
れ
、
高
度
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
将
兵
の
志
気
も

向
上
し
た
。
こ
れ
ら
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
状
況
を
実
質
的
最
高
指
揮
官
で
あ
っ
た
大
村
益
次
郎
は
、
フ
ラ
ン

ス
兵
制
を
学
ぶ
中
で
、
す
で
に
知
り
得
た
情
報
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

先
行
研
究
で
は
、
従
来
「
女
性
」
と
い
う
「
性
」
に
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
、
寛
斎
の

出
張
病
院
で
は
後
送
に
あ
た
り
「
看
病
人
」
を
採
用
し
、
さ
ら
に
患
者
の
重
症
度
に
応
じ
た
配
属
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
「
戦
時
医
療
機
関
の
構
成
要
員
に
看
病
人
が
必
要
で
あ
っ
た
」

と
、
関
寛
斎
お
よ
び
総
督
府
が
認
識
し
て
い
た
結
果
で
あ
っ
た
。 

関
寛
斎
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
奥
羽
出
張
病
院
で
は
、
横
浜
及
び
東
京
大
病
院
へ
の
移
送
に
際
し
、
看

病
人
を
患
者
の
重
症
度
に
応
じ
て
配
置
し
、
医
師
―
看
病
人
―
人
足
に
よ
る
医
療
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
そ

れ
が
わ
が
国
の
は
じ
め
て
の
衛
生
隊
編
成
で
あ
っ
た
こ
と
に
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
寛
斎
が
実
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施
し
た
出
張
病
院
か
ら
東
京
大
病
院
へ
の
後
送
が
、「
わ
が
国
の
衛
生
隊
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
」
と
す
る
先

行
研
究
は
、
官
見
の
限
り
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
同
時
に
、
戦
時
医
療
で
は
西
洋
外
科
医
の

育
成
と
と
も
に
、
重
症
患
者
の
看
護
が
で
き
る
看
病
人
の
必
要
性
が
初
め
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
本
章
の
分
析
視
点
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
、「
洗
濯
・
飯
炊
き
と
い
っ
た
女
性
の
仕
事
と
し
て

の
看
護
」
か
ら
、「
外
科
的
治
療
を
受
け
た
患
者
の
回
復
を
支
え
る
看
護
人
」
へ
と
、
看
護
の
質
が
変
化
し

た
の
で
あ
り
、
看
護
人
に
求
め
ら
れ
る
能
力
も
医
師
の
補
助
者
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。。

ま
た
、
奥
羽
出
張
病
院
の
開
設
・
運
営
は
、
各
藩
毎
に
病
院
を
持
っ
て
い
た
体
制
か
ら
、
政
府
の
病
院

と
し
て
運
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
初
め
て
の
野
戦
病
院
で
あ
っ
た
。
政
府
と
し
て
は
兵
士
の
治
療
に
は
充

分
な
運
用
資
金
を
調
達
す
る
方
針
を
取
る
が
、負
傷
兵
の
増
大
は
莫
大
な
病
院
運
営
資
金
を
必
要
と
し
た
。

そ
の
費
用
に
は
、
医
療
材
料
だ
け
で
な
く
、
布
団
な
ど
の
日
常
品
を
は
じ
め
、
食
費
、
人
件
費
も
含
ま
れ

る
の
で
あ
り
、
費
用
の
調
達
を
含
め
、
野
戦
病
院
の
運
営
に
関
し
て
多
く
の
問
題
提
起
を
残
す
こ
と
と
な

っ
た
。

三

「
動
病
院
」
と
「
不
動
病
院
」

正
月
九
日
、
北
陸
道
鎮
撫
総
督
（
先
鋒
総
督
）
と
し
て
高
倉
永
祜
が
任
ぜ
ら
れ
、
副
総
督
四
条
隆
平
、

安
芸
藩
士
小
林
柔
吉
、
船
越
洋
之
助
が
追
従
し
、
安
芸
藩
兵
二
五
〇
名
を
率
い
て
越
後
高
田
に
到
着
し
た

の
は
三
月
一
五
日
で
あ
っ
た
。
政
府
軍
は
高
田
か
ら
北
上
し
て
長
岡
を
挟
撃
し
、
新
潟
を
占
領
し
て
会
津

の
左
翼
を
包
囲
す
る
と
い
う
作
戦
を
立
て
、
四
月
一
七
日
に
は
参
謀
と
し
て
黒
田
了
介
、
山
県
狂
介
を
北

越
に
派
遣
し
た
。
越
後
口
・
北
越
軍
の
軍
医
長
を
赤
川
玄
擽
と
し
、
軍
陣
外
科
医
で
あ
る
越
前
の
橋
本
兄

弟
を
加
え
た
医
療
体
制
が
と
ら
れ
た
。

橋
本
兄
弟
と
は
、
第
四
代
陸
軍
軍
医
総
監
と
な
る
橋
本
綱
常
と
、
兄
越
前
藩
医
橋
本
綱
維
で
あ
る
。
綱

常
は
、
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
福
井
越
前
藩
医
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
長
兄
左
内
４
８

は
、
藩
主
松
平

慶
永
（
春
獄
）
の
側
近
で
あ
っ
た
が
、
井
伊
大
老
に
よ
る
安
政
の
大
獄
で
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
次
兄
の
綱

維
は
江
戸
で
航
海
術
や
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
で
い
た
が
、
兄
左
内
死
後
藩
に
帰
り
、
医
学
を
修
め
医
業
に

従
事
し
た
。
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
長
崎
で
ボ
ー
ド
イ
ン
に
師
事
し
、
翌
六
五
年
に
帰
藩
し
、
奥
医
師

と
な
る
。
綱
維
は
再
度
長
崎
に
渡
り
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
（M

ansvelt,  
Constant  

G
eorgevan

 

）
４
９

に
師
事
す
る
が
、
戊
辰
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
越
前
藩
医
と
し
て
弟
綱
常
と
従
軍
し
た
。
維
新
後
は
陸
軍

に
出
仕
し
、
一
八
七
七
年
に
は
陸
軍
一
等
軍
医
正
ま
で
進
む
が
、
翌
七
八
年
三
八
歳
で
病
気
の
た
め
死
去

し
た
５
０

。

綱
常
は
一
七
歳
の
時
に
長
崎
に
遊
学
し
、
松
本
良
順
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
西
洋
医
学
を
学
び
、
綱
常
も

関
寛
斎
同
様
、
長
崎
で
ポ
ン
ペ
か
ら
西
洋
医
学
教
育
を
受
け
、
ポ
ン
ペ
が
一
八
六
二
年
一
一
月
に
帰
国
す

る
際
に
、
修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
た
一
人
で
あ
っ
た
５
１

。

越
後
口
の
戦
乱
の
初
期
の
治
療
態
勢
は
、
海
道
軍
同
様
、
各
藩
毎
に
従
軍
し
た
医
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
し
か
し
、
西
洋
外
科
技
術
を
身
に
つ
け
た
藩
医
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
藩
で
の
治

療
は
仮
繃
帯
所
の
役
割
で
し
か
な
か
っ
た
。さ
ら
に
藩
同
士
の
横
の
連
絡
、協
力
体
制
も
不
十
分
で
あ
り
、
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各
藩
で
は
十
分
な
負
傷
兵
治
療
、
特
に
銃
創
治
療
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

四
月
二
七
日
の
柏
崎
郊
外
の
鯨
波
の
戦
い
で
は
、
多
く
の
負
傷
兵
が
で
る
。
政
府
軍
で
は
負
傷
兵
の
多

さ
に
、
参
謀
の
山
県
が
戦
傷
治
療
の
で
き
る
有
能
な
医
員
の
急
遽
派
遣
を
、
長
州
藩
執
政
広
沢
平
助
に
要

望
書
を
送
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
鯨
波
の
負
傷
兵
は
、
三
月
一
五
日
に
北
陸
道
鎮
撫
総

督
が
到
着
す
る
と
直
ち
に
設
け
ら
れ
た
高
田
寺
町
浄
土
宗
来
迎
寺
内
の
高
田
軍
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。
政

府
軍
は
こ
の
高
田
軍
病
院
を
「
根
病
院
」
と
し
、
鯨
波
の
戦
い
の
負
傷
兵
三
九
名
（
長
州
藩
七
名
、
高
田

藩
八
名
、
加
賀
藩
二
四
名
）
を
収
容
し
た
５
２

。

「
根
病
院
」
と
は
、
現
在
の
兵
站
病
院
に
匹
敵
す
る
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
高
田
軍
病
院
は
政
府

軍
が
越
後
に
設
け
た
最
初
の
兵
站
病
院
で
あ
っ
た
。
兵
站
病
院
と
は
、
後
送
さ
れ
る
患
者
を
収
容
・
治
療

す
る
た
め
に
軍
作
戦
地
域
に
開
設
さ
れ
、
患
者
を
収
容
し
得
る
要
員
と
材
料
を
有
し
、
戦
地
に
お
け
る
治

療
の
最
後
を
担
当
す
る
重
要
な
役
割
を
も
つ
も
の
で
あ
る
５
３

。
高
田
病
院
は
一
定
の
呼
称
が
な
く
、
本
病

院
、
不
動
病
院
、
根
病
院
、
根
拠
病
院
等
と
称
さ
れ
た
５
４

。

さ
ら
に
柏
崎
の
守
備
桑
名
藩
が
敗
退
し
た
直
後
に
は
、
柏
崎
旭
町
一
の
聞
光
寺
内
に
病
院
を
設
置
し
、

仮
繃
帯
所
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。
し
か
し
、
五
月
二
日
長
岡
藩
の
河
井
継
之
助
と
土
佐
藩
岩
村
精
一

郎
の
慈
眼
寺
会
談
が
決
裂
し
、
中
岡
戦
争
が
始
ま
る
と
、
越
後
の
地
は
壮
絶
な
戦
地
と
な
る
。
五
月
一
九

日
の
長
岡
城
の
落
城
か
ら
七
月
二
五
日
の
長
岡
奪
還
、二
九
日
の
再
落
城
と
約
二
ヶ
月
に
及
ぶ
持
久
戦
は
、

信
濃
川
を
隔
て
た
砲
撃
の
し
あ
い
に
、
政
府
軍
兵
も
奥
羽
列
藩
同
盟
兵
士
の
夥
し
い
死
傷
兵
を
生
み
、
山

野
を
焦
土
と
化
し
た
。
柏
崎
軍
病
院
は
、
根
病
院
乃
至
不
動
病
院
と
し
て
の
役
割
へ
と
移
行
し
、
多
く
の

負
傷
兵
を
収
容
す
る
こ
と
に
な
る
５
５

。

軍
医
と
し
て
従
軍
し
て
い
た
橋
本
綱
常
は
、
予
想
を
超
え
る
戦
傷
者
が
続
々
と
運
び
込
ま
れ
る
状
況
に
、

柏
崎
軍
病
院
を
「
不
動
病
院
」
と
し
、
他
を
「
動
病
院
」
と
す
る
こ
と
を
兄
綱
維
に
提
案
し
た
５
６

。
綱
常

の
提
案
し
た
負
傷
兵
治
療
の
体
系
と
は
、
戦
地
で
の
仮
繃
帯
所
と
な
る
「
動
病
院
」
は
隊
と
共
に
進
退
し
、

後
方
の
病
院
は
「
不
動
病
院
」
と
し
て
一
定
の
地
に
留
ま
り
、
治
療
に
あ
た
る
方
法
で
あ
っ
た
。「
動
病
院
」

は
い
わ
ゆ
る
救
護
所
、
仮
繃
帯
所
で
あ
り
、「
不
動
病
院
」
は
野
戦
病
院
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
５
７

。

提
案
の
結
果
、
動
病
院
の
編
成
は
、
各
藩
の
兵
一
隊
ご
と
に
医
師
二
名
と
薬
剤
方
又
は
調
合
方
を
附
し
、

前
線
に
近
い
寺
院
、
旧
家
等
の
大
邸
宅
を
利
用
し
て
傷
病
者
の
応
急
処
置
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
高
田

軍
病
院
以
外
の
大
方
の
病
院
が
動
病
院
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
北
越
戦
争
を
通
じ
て
、

五
泉
、
三
条
、
見
附
、
村
上
、
新
発
田
、
出
雲
崎
、
寺
泊
、
長
岡
、
与
板
、
浦
佐
、
小
千
谷
な
ど
に
、
動

病
院
が
設
け
ら
れ
た
（
図
２
参
照
）。

綱
常
自
身
、
専
ら
越
前
藩
の
動
病
院
医
師
と
し
て
治
療
に
従
事
し
、
前
線
と
後
方
の
軍
病
院
の
体
系
を

整
え
て
治
療
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
治
療
の
必
要
な
者
は
、
蓆
を
利
用
し
た
担
架
に
よ
っ
て
後
送
し
た
。
そ

し
て
戦
乱
後
期
戦
火
の
激
し
さ
が
増
す
と
、
前
線
の
「
動
病
院
」
と
後
方
の
「
不
動
病
院
」
を
つ
な
ぐ
「
中

間
病
院
」
を
設
け
、
関
原
軍
病
院
と
新
潟
軍
病
院
が
そ
の
役
割
を
担
っ
た
。

新
潟
軍
病
院
が
設
立
さ
れ
る
と
、
薩
摩
藩
医
山
崎
良
泰
、
佐
竹
立
庵
の
二
名
が
入
局
し
、
薩
摩
藩
、

長
州
藩
、
越
前
藩
、
高
鍋
藩
、
加
州
藩
の
五
藩
の
各
藩
医
、
さ
ら
に
越
後
高
田
藩
の
医
師
も
加
わ
り
、
軍

病
院
の
診
療
が
行
わ
れ
た
。「
中
間
病
院
」
と
な
っ
た
新
潟
軍
病
院
で
は
、
八
月
二
二
日
か
ら
一
〇
月
一
二
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日
ま
で
の
間
に
治
療
を
う
け
た
者
は
、、
戦
傷
患
者
四
六
〇
名
、
戦
病
者
三
二
名
に
の
ぼ
っ
た
５
８

。

当
時
の
軍
事
医
療
体
制
は
、
参
戦
各
藩
が
従
軍
さ
せ
た
藩
医
に
よ
る
前
線
で
の
治
療
、
次
に
軽
症
者
は

戸
板
や
竹
籠
で
後
方
病
院
へ
移
送
さ
れ
、
さ
ら
に
治
療
を
要
す
る
場
合
は
船
で
横
浜
病
院
に
送
ら
れ
た
。

西
岡
香
織
は
こ
の
北
越
戦
争
に
お
け
る
体
制
を
、「
近
代
的
野
戦
衛
生
機
関
の
隊
繃
帯
所→

野
戦
病
院→

野
戦
予
備
病
院→

兵
站
病
院
・
衛
戍
病
院
に
似
た
、
出
征
軍
衛
生
機
関
業
務
系
統
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
」
と
意
義
付
け
て
い
る
５
９

。

総
督
府
に
お
い
て
も
、
長
岡
方
面
の
戦
闘
を
境
と
す
る
負
傷
者
の
続
出
に
、
す
で
に
綱
常
の
越
前
藩
が

実
践
し
て
い
た
医
療
体
系
、
つ
ま
り
前
線
病
院
と
し
て
の
動
病
院
と
、
本
病
院
と
し
て
の
不
動
病
院
の
二

者
を
設
け
る
体
系
へ
の
移
行
を
決
め
る
。
八
月
一
八
日
、
総
督
府
か
ら
本
病
院
を
高
田
に
設
け
て
本
病
院

と
し
、
長
州
藩
医
赤
川
玄
櫟
を
頭
取
と
し
て
、
外
国
医
師
を
雇
っ
て
官
軍
の
負
傷
兵
に
治
療
に
あ
た
る
こ

と
、
そ
の
病
院
を
柏
崎
に
移
す
こ
と
の
指
示
が
出
さ
れ
る
６
０

。
さ
ら
に
同
日
、
各
藩
に
は
左
記
の
布
達
が

出
さ
れ
た
６
１

。

賊
軍
矢
石
之
際
被
創
病
疴
之
輩
其
藩
々
ニ
於
テ
病
院
取
建
手
厚
取
扱
候
儀
ニ
ハ
候
得
共
、
為
国
家
奮

戦
勇
闘
罷
在
候
段
深
御
焦
慮
被
遊
、
寸
刻
之
苦
悩
ヲ
モ
被
為
厭
候
ニ
付
テ
ハ
、
近
頃
西
洋
治
療
ノ
道

相
開
ケ
竒
療
顕
然
病
院
立
法
甚
懇
篤
ニ
相
聞
候
間
、
此
度
洋
医
御
雇
ニ
相
成
、
其
外
医
官
被
差
置
官

軍
病
院
根
拠
ヲ
高
田
表
ニ
被
居
、
出
張
先
々
分
院
ヨ
リ
大
患
ナ
ル
者
ハ
根
院
ニ
差
送
リ
厚
御
世
話
被

為
在
候
思
召
ニ
候
間
、
各
藩
病
医
合
一
致
シ
熟
談
ヲ
遂
ケ
懇
切
ニ
治
療
可
致
旨
被
仰
出
候
間
各
深
密

ノ
御
趣
意
洞
徹
可
致
様
可
相
心
得
候
事

総
督
府
は
こ
の
布
達
に
よ
り
、
西
洋
医
を
雇
い
高
田
病
院
を
本
病
院
と
す
る
の
で
、
重
症
患
者
は
高
田

病
院
へ
送
り
、
手
厚
い
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
と
の
方
針
を
各
藩
に
も
周
知
さ
せ
、
さ
ら
に
各
藩
医
も
協

力
し
て
懇
切
に
治
療
を
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
ま
だ
前
線
に
あ
っ
た

仮
繃
帯
所
と
し
て
の
病
院
（
分
院
）
が
、
手
に
負
え
な
い
負
傷
兵
を
後
送
す
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
対
処

で
あ
っ
た
も
の
を
、
政
府
が
西
洋
医
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ス
を
越
後
口
に
差
し
向
け
た
こ
と
で
、
重
症
者
を
根

病
院
に
送
る
と
い
う
態
勢
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
６
２

。

九
月
一
日
、
外
科
医
ウ
ィ
リ
ス
は
高
田
に
到
着
し
、
約
一
週
間
逗
留
し
た
後
、
一
〇
日
前
後
に
高
田
を

出
発
し
、
直
江
津
経
由
で
柏
崎
に
到
着
す
る
。
病
院
も
高
田
軍
病
院
を
柏
崎
に
移
動
し
、
本
病
院
（
不
動

病
院
・
根
病
院
）
と
し
て
の
柏
崎
軍
病
院
が
誕
生
し
た
。
九
月
九
日
に
は
、
頭
取
と
な
っ
た
赤
川
が
御
沙

汰
書
を
提
出
し
、
各
藩
医
一
八
名
と
五
名
の
調
合
方
に
柏
崎
軍
病
院
で
の
勤
務
を
命
じ
る
６
３

。
こ
の
布
達

の
意
図
は
、
高
田
に
本
病
院
を
設
立
し
た
こ
と
で
、
治
療
体
系
の
組
織
化
を
図
る
事
で
あ
り
、
調
合
方
も

含
め
る
こ
と
で
、
医
療
陣
薬
剤
補
給
に
対
し
て
万
全
の
施
策
が
と
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
６
４

。

柏
崎
軍
病
院
は
、
頭
取
赤
川
の
指
揮
の
下
、
各
藩
の
医
師
が
出
仕
し
て
治
療
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
組

織
力
に
よ
る
治
療
体
系
が
誕
生
し
、
そ
こ
で
ウ
ィ
リ
ス
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ

ス
は
柏
崎
軍
病
院
に
一
〇
日
内
外
滞
在
し
た
の
ち
、
出
雲
崎
経
由
で
新
発
田
軍
病
院
へ
と
向
か
い
、
動
病

院
で
も
治
療
を
続
け
た
。
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す
で
に
八
月
初
め
か
ら
中
間
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
新
潟
病
院
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

薩
摩
・
長
州
・
越
前
・
真
鍋
・
加
州
・
越
後
高
田
藩
ら
六
藩
の
藩
医
ら
は
、
病
院
長
と
な
っ
た
長
州
藩
原

田
英
伯
が
診
療
統
率
の
主
導
を
と
り
、軍
病
院
勤
務
医
師
団
と
し
て
の
組
織
的
な
治
療
を
展
開
し
て
い
た
。

そ
の
新
潟
軍
病
院
は
、
新
発
田
軍
病
院
や
五
泉
口
軍
病
院
の
中
間
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
四

六
〇
名
の
傷
病
兵
の
治
療
に
、
各
藩
医
師
三
一
名
の
他
、
看
病
人
三
二
一
名
が
戦
傷
者
の
看
護
に
あ
た
っ

た
６
５

。
さ
ら
に
患
者
移
送
に
動
員
さ
れ
た
日
雇
者
は
一
、
一
六
三
名
で
あ
り
、
中
間
病
院
と
し
て
の
新
潟

病
院
は
、
そ
の
運
営
に
莫
大
な
人
員
と
膨
大
な
運
営
資
金
を
必
要
と
し
た
６
６

。

各
藩
の
帰
郷
は
、
一
〇
月
九
日
に
始
ま
る
が
、
傷
病
者
の
輸
送
に
関
し
て
御
本
営
（「
越
後
在
陣
参
謀
」）

か
ら
一
二
日
に
達
し
が
出
さ
れ
る
６
７

。

怪
我
人
引
揚
ニ
付
附
属
ノ
医
師
共
道
中
休
泊
雑
用
並
人
足
員
数
等
定

怪
我
人
一
人
ニ
付

宿
駕
籠
一
挺

布
団
二
枚
宛

駕
籠
人
足
二
人

物
持
人
足
一
人

医
師
一
人
二
付

薬
籠
持
人
足
二
人

両
掛
人
足
二
人

休
泊
雑
用
共

主
人
一
人
一
日
金
二
分
宛

家
来
一
人
一
日
金
一
分
宛

人
足
費

一
里
ニ
付
銭
二
百
五
十
文
宛

関
寛
斎
が
頭
取
を
務
め
た
奥
羽
出
張
病
院
で
は
、
東
京
大
病
院
へ
の
移
送
に
、
総
督
府
か
ら
看
病
人
の

配
属
人
数
も
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
「
越
後
在
陣
参
謀
」
か
ら
出
さ
れ
た
布
告
に
は
、
看
病
人
が
付

く
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
越
後
口
へ
の
布
達
に
看
病
人
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
の
理
由
は
、
出

さ
れ
た
達
し
が
総
督
府
で
な
く
本
営
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
違
い
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
は
橋
本
を

は
じ
め
軍
医
ら
の
看
病
人
の
必
要
性
に
対
す
る
認
識
の
違
い
に
由
る
も
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

東
京
大
病
院
へ
移
送
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
各
不
動
病
院
か
ら
柏
崎
軍
病
院
に
、
一
旦
傷
病
者
を

す
べ
て
収
容
す
る
策
が
と
ら
れ
た
。
収
容
後
に
選
別
を
行
い
、
輸
送
方
法
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
九
月
二

三
日
に
会
津
若
松
の
日
新
館
内
の
戦
時
病
院
の
立
ち
退
き
を
命
じ
て
い
た
が
、
一
〇
月
一
一
日
に
、
旧
幕

府
軍
の
敵
軍
の
負
傷
者
も
官
軍
病
院
に
収
容
す
る
許
可
が
出
さ
れ
る
６
８

。

越
後
口
の
軍
事
医
療
体
系
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
は
図
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。
浦
佐
・

小
千
谷
・
長
岡
・
見
附
・
与
板
・
三
条
に
設
け
ら
れ
た
動
病
院
の
重
症
者
は
、
中
間
病
院
と
な
っ
た
関
原

軍
病
院
に
後
送
さ
れ
、
新
発
田
・
村
上
・
五
泉
口
の
動
病
院
の
重
症
者
は
、
中
間
病
院
の
新
潟
癌
病
院
へ

後
送
、
さ
ら
に
継
続
し
た
治
療
を
要
す
る
者
を
柏
崎
軍
病
院
へ
後
送
し
、
そ
こ
か
ら
東
京
ま
た
は
横
浜
に

移
送
す
る
と
い
う
体
系
が
見
事
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

越
後
口
に
お
け
る
軍
事
医
療
体
系
の
確
立
は
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
出
征
軍
衛
生
機
関
業
務
系
統
を
形

成
し
た
こ
と
に
、
大
き
な
意
義
を
見
出
す
事
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
各
々
版
籍
の
異
な
る
藩
医
ら
が
組
織

的
に
力
を
合
わ
せ
て
柏
崎
軍
病
院
で
治
療
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
、
軍
陣
医
療
の
進
歩
で
あ
り
、
そ
の
治
療

過
程
を
、
出
仕
し
た
地
方
医
師
ら
が
体
験
す
る
機
会
に
な
っ
た
こ
と
の
効
果
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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四

海
外
事
情
探
索
「
病
院
看
病
男
」

神
谷
は
、
会
津
攻
め
の
主
要
方
面
各
戦
線
に
お
け
る
幹
部
軍
医
の
配
置
に
は
、
練
達
し
た
軍
陣
外
科
医

を
配
置
し
、
動
病
院
（
救
護
所
）、
不
動
病
院
（
野
戦
病
院
）
の
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
「
病
院
」
な
る
軍
医
部

編
成
を
、
短
時
日
の
あ
い
だ
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
そ
の
大
き
な
要
因
に
、
大
村
益
次
郎
の
手
腕

を
高
く
評
価
し
て
い
る

６
９

。

す
で
に
徳
川
幕
府
で
は
、
一
八
六
七
年
一
月
に
第
一
次
フ
ラ
ン
ス
顧
問
団
を
招
聘
し
て
お
り

７
０

、
兵
は

庶
民
階
級
か
ら
募
集
し
、
士
官
に
は
旗
本
出
身
の
秀
才
が
あ
て
ら
れ
（
幕
府
歩
兵
で
は
士
官
の
こ
と
を
差

図
役
と
呼
ん
だ
）、
幕
府
歩
兵
は
フ
ラ
ン
ス
式
で
教
練
さ
れ
て
い
た
。

徳
川
幕
府
は
幕
末
、
数
回
に
わ
た
り
使
節
団
を
派
遣
し

７
１

、
随
行
し
た
使
節
団
員
に
よ
り
多
く
の
情
報

が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
第
二
回
使
節
団
と
な
る
一
八
六
一
年
一
二
月
に
竹
内
下
野
守
保
徳
を
正

使
と
す
る
総
勢
三
八
名
の
文
久
遣
欧
使
節
団
は
、
修
好
通
商
条
約
（
第
三
条
）
に
規
定
さ
れ
た
江
戸
・
大

阪
・
兵
庫
・
新
潟
の
開
市
開
港
の
延
期
交
渉
と
併
行
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
公
使
ラ
ザ
ー
フ
ォ
ー
ド･

オ
ー
ル
コ

ッ
ク
（Alcock, Sir Rutherford

）
７
２

の
勧
め
に
よ
り
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
情
探
索
」
を
第
二
の
訓
令

と
し
た

７
３

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
締
盟
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
プ
ロ
シ
ア
・
ロ
シ
ア
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
六
カ
国
を
訪
問
し
、
夷
情
探
索
を
で
き
る
だ
け
行
い
、
見
聞
を
国
政
の
改
革
、
幕
府
体
制
の

補
強
、
外
交
交
渉
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
目
的
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
事
情
探
索
の
内
容
は
、
建

国
の
法
、
政
体
、
風
俗
、
城
郭
、
砲
台
、
軍
制
、
産
業
、
貿
易
、
軍
事
産
業
、
貨
幣
鋳
造
法
、
産
業
用
機

械
の
製
作
、
学
制
、
病
院
と
、
多
岐
に
渡
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
語
学
堪
能
な
松
木
弘
安
、
福
沢

諭
吉
・
箕
作
秋
坪

７
４

・
福
地
源
一
郎

７
５

・
立
広
作

７
６

・
太
田
源
三
郎
７
７

ら
六
名
を
翻
訳
方
お
よ
び
通

詞
と
し
て
参
加
さ
せ
た
。

松
木
・
箕
作
・
福
沢
は
、
病
院
お
よ
び
学
校
を
訪
問
し
、
見
聞
し
た
事
柄
を
宿
舎
で
確
認
し
合
っ
て
記

録
、
最
終
的
に
報
告
書
と
し
て
「
大
冊
」
に
ま
と
め
た

７
８

。
調
査
領
域
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
は
、

組
頭
柴
田
剛
中
７
９

が
帰
国
後
に
福
地
源
一
郎
に
編
集
さ
せ
た
。
こ
の
報
告
書
を
公
的
文
書
（
報
告
書
）
と

し
て
勘
定
役
徒
目
付
福
田
作
太
郎
が
筆
記
し
ま
と
め
た
も
の
に
「
福
田
作
太
郎
筆
記
」

８
０

が
あ
る
。

福
田
作
太
郎
筆
記
の
中
で
「
英
国
検
索
」
は
分
量
が
最
も
多
く
、
松
沢
弘
陽
校
注
の
も
と
、
全
文
が
『
西

洋
見
聞
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
報
告
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

８
１

。「
英
国
探
索
は
」
さ
ら

に
四
〇
の
題
目
に
分
類
さ
れ
て
報
告
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
「
軍
制
並
随
意
の
兵
の
事
」
に
は
、「
前
書
随
意

の
兵
卒
戦
争
に
て
疵
請
け
候
節
は
、
政
府
に
て
厚
く
療
治
手
当
向
等
い
た
し
、
当
人
の
出
費
は
聊
も
相
懸

不
申
由
」

８
２

と
、
書
か
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
奥
羽
出
張
病
院
で
は
入
院
患
者
の
費
用
が
一
日

一
両
と
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
同
様
、
負
傷
兵
の
治
療
を
負
う
方
針
を

取
っ
て
い
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
勘
定
組
頭
支
配
普
請
役
益
頭
駿
次
郎

８
３

は
、
医
師
高
橋
祐
啓

８
４

や
川
崎
道
民

８
５

ら
と
フ
ラ
ン

ス
「
ラ
リ
ボ
ワ
ジ
ュ
ー
ル
病
院
」
や
陸
軍
病
院
「
ヴ
ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
病
院
」
を
訪
ね
て
お
り

８
６

、
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「
欧
行
記
」

８
７

に
そ
の
見
聞
し
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
（
資
料
１
参
照
）。「
欧
行
記
」
の
三
月
一
九
日

の
記
録
に
は
、「
病
院
看
病
男
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
左
記
の
そ
の
部
分
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る

８
８

。

病
院
看
病
男
は
一
体
仏
国
民
間
の
若
き
男
百
人
有
之
候
へ
は
五
十
人
は
兵
隊
に
い
た
し
候
制
度
に
有

之
候
処
右
兵
隊
の
内
に
て
病
院
に
入
り
看
病
を
望
む□

時
は
七
ヶ
年
の
期
を
限
り
召
使
ひ
猶
ま
た
兵

卒
に
致
し
候
由
尤
右
七
ヶ
年
中
に
は
大
略
医
師
の
筋
を
心
得
候
様
相
成
相
應
出
来
い
た
し
候
も
の
は

エ
ル
ス
、
ヲ
シ
ュ
ル
と
相
唱
へ
候
て
半
は
医
師
半
は
士
官
に
て
兵
卒
の
中
に
加
り
戦
争
等
の
節
疵
受

候
も
の
の
療
治
等
為
致
候
趣
〇
別
に
バ
レ
イ
ス
中
に
ス
ト
ラ
ジ
ビ
ュ
ル
グ
と
相
唱
へ
候
陸
軍
の
為
に

の
み
設
置
候
病
院
有
之
候
〇
右
病
院
は
前
病
院
に
比
し
候
て
は
一
層
後
代
に
て
病
症
千
八
百
床
程
も

有
之
候
趣
右
は
全
く
政
府
入
費
に
て
陸
軍
の
上
等
士
官
等
の
入
り
候
病
室
は
清
潔
に
し
て
手
広
に
作

り
恰
も
旅
宿
に
居
る
と
同
様
に
有
之
候
由
右
陸
軍
病
院
附
頭
取
た
る
医
師
は
医
学
校
の
中□

療
養
学

術
共
相
勝
れ
候
も
の
を
選
み
六
七
年
の
中
半
者
ハ
レ
イ
ス
平
人
の
病
院
に
入
り
修
行
為
致
半
は
ア
ラ

ビ
ヤ
邊
へ
差
遣
し
小
戦
争
の
節
士
卒
の
疵
傷
を
負
ひ
候
も
の
を
療
治
致
し
実
地
の
修
行
相
熟
し
候
上

に
て
ミ
レ
タ
イ
レ
と
唱
へ
候
医
師
頭
に
取
立
候
趣
右
医
師
の
位
階
は
陸
軍
に
て
申
候
得
は
ゼ
ネ
ラ
ー

ル
の
官
に
相
適
り
候
位
階
に
て
医
師
の
棟
梁
に
有
之
一
ヶ
年
の
給
分
二
千
ト
ル
ラ
ル
程
に
有
之
候
由

「
病
院
看
病
男
」
は
、
兵
隊
に
入
隊
し
た
の
ち
、
病
院
で
の
看
病
を
希
望
し
た
兵
士
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
若
い
男
子
百
人
の
う
ち
五
〇
名
は
兵
隊
に
入
隊
す
る
制
度
が
あ
り
、
七
年
間

を
期
限
と
し
て
「
病
院
看
病
男
」
と
し
て
仕
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
七
年
間
に
医
師
と
し
て
の
技
術
を

心
得
、
医
師
に
ふ
さ
わ
し
い
者
は
士
官
候
補
生
と
な
り
、
半
数
は
医
師
へ
、
半
数
は
士
官
と
し
て
兵
卒
に

加
わ
り
、
戦
争
で
負
傷
し
た
者
の
治
療
に
当
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
た
。

益
頭
ら
が
見
学
し
た
「
ヴ
ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
病
院
」
は
、
修
道
院
と
し
て
始
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
後
に
病
院
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
医
学
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
も
担
い
、

一
七
九
三
年
か
ら
陸
軍
病
院
と
し
て
使
用
さ
れ
、
二
年
後
の
九
五
年
か
ら
患
者
受
け
入
れ
を
始
め
た
病
院

で
あ
っ
た

８
９

。

使
節
団
派
遣
の
目
的
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
積
極
的
に
事
情
検
索
し
、
知
り
得
た
こ
と
を
参
考
に
し
て
、

国
政
の
改
革
に
活
か
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
近
代
史
の
中
の
評
価
で
は
、
文
久
遣
欧
使
節
団
の

調
査
結
果
は
、
幕
末
の
動
乱
の
中
で
政
策
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が

一
般
的
な
評
価
と
さ
れ
て
き
た

９
０

。

神
谷
は
大
村
が
短
時
日
の
あ
い
だ
に
軍
医
部
編
成
を
作
り
あ
げ
た
手
腕
を
鮮
や
か
で
あ
っ
た
と
し
て

い
る
が
、
大
村
が
こ
れ
ら
使
節
団
随
員
の
報
告
を
参
考
に
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
は
、
管
見
の
限
り

見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
今
後
の
研
究
課
題
と
い
え
る
。

橋
本
綱
常
の
軍
事
医
療
体
系
の
確
立
は
、
戊
辰
戦
争
で
多
く
の
負
傷
兵
を
生
ん
だ
も
の
の
、
わ
が
国
の

軍
陣
医
療
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
と
捉
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
橋
本
綱
常
は
後
年
、
陸
軍
で
衛
生

隊
編
成
に
深
く
関
わ
り
、
初
代
日
本
赤
十
字
社
の
病
院
長
に
も
な
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
業
績
に
は
戊
辰

戦
争
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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ま
た
佐
久
間
は
、
橋
本
が
確
立
し
た
軍
病
院
勤
務
医
師
団
の
組
織
的
な
治
療
の
展
開
を
評
価
し
、
組
織

力
で
治
療
さ
れ
て
い
く
疾
病
処
理
の
形
態
に
対
す
る
魅
力
は
、
明
治
に
な
り
各
地
に
設
立
さ
れ
る
私
立
病

院
設
立
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

９
１

。
そ
し
て
そ
の
「
病
院
」
と
云
う
組
織
に
お
い

て
は
「
看
病
人
」
と
い
う
も
の
の
存
在
を
、
地
方
の
漢
方
医
ら
が
知
る
機
会
と
な
り
、
明
治
に
お
け
る
職

業
看
護
婦
の
萌
芽
に
つ
な
が
る
こ
と
も
付
け
加
え
た
い
。

註１

佐
々
木
克
『
戊
辰
戦
争
―
敗
者
の
明
治
維
新
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
三
三
版
）
四
一
―
四
二
頁
。

２

佐
藤
進
（
一
八
四
五
―
一
九
二
一
）
常
陸
国
の
酒
造
業
高
和
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
佐
倉
藩
医
佐

藤
尚
中
の
養
子
と
な
り
医
師
を
目
指
す
。
戊
辰
戦
争
で
は
六
月
二
四
日
に
官
軍
負
傷
兵
の
手
当
て
の
た

め
に
奥
州
白
河
へ
派
遣
の
命
が
大
総
督
か
ら
出
さ
れ
、
薩
摩
兵
の
治
療
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
一
八
六

九
年
に
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
医
学
博
士
を
と
る
。
帰
国
後
は
佐
藤
尚
中
が
一
八
七

五
年
四
月
に
開
設
し
た
順
天
堂
大
学
で
外
科
の
講
義
を
担
当
す
る
。
西
南
戦
争
で
は
大
阪
城
内
の
陸
軍

病
院
長
と
し
て
赴
任
。
八
二
年
に
尚
中
死
去
後
は
、
順
天
堂
医
院
の
院
長
に
就
任
。

３

橋
本
綱
常
（
一
八
四
五
～
一
九
〇
九
）
越
前
福
井
藩
累
代
藩
医
橋
本
長
綱
の
三
男
。
長
兄
は
橋
本
佐
内
。

次
兄
は
軍
医
綱
維
。
一
八
六
二
年
に
は
長
崎
で
ポ
ン
ペ
に
、
一
八
六
四
年
に
は
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
西
洋

医
学
を
学
ぶ
。
一
八
七
〇
年
に
は
大
阪
軍
事
病
院
医
官
、
一
九
七
二
年
七
月
に
は
松
本
良
順
の
推
薦
に

よ
り
陸
軍
省
か
ら
医
学
研
究
の
た
め
の
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
第
一
回
留
学
を
経
験
、
一
八
七
七
年

に
帰
国
。
翌
年
東
京
大
学
医
科
大
学
教
授
。
一
八
八
四
年
大
山
巌
陸
軍
卿
の
欧
州
視
察
に
随
行
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
万
国
赤
十
字
条
約
加
盟
に
貢
献
し
た
。
の
ち
に
陸
軍
軍
医
総
監
、
医
務
局
長
を
経
て
、
一
八

八
七
年
初
代
日
本
赤
十
字
社
病
院
院
長
に
就
任
。

４

太
政
官
編
『
復
古
記
』
第
二
編
（
内
外
書
籍
、
一
九
二
九
年
）
一
五
三
頁
。

５

太
政
官
編
『
復
古
記
』
第
二
編
一
五
四
頁
。

６

太
政
官
編
『
復
古
記
』
第
二
編
一
五
五
頁
。

７

斉
藤
省
三
（
白
里
研
究
グ
ル
ー
プ
）
編
集
『
寛
斉
日
記
―
奥
羽
出
張
病
院
日
記
を
中
心
と
し
て
―
』（
一

九
八
二
年
、
陸
別
町
教
育
委
員
会
）
三
三
―
三
四
頁
。
奥
羽
出
張
病
院
機
構
図
に
は
、
各
藩
戦
斗
部
隊

（
復
古
記
調
）
と
し
て
佐
土
原
藩
三
小
隊
、
因
幡
藩
一
七
小
隊
一
八
三
名
、
長
門
藩
四
中
隊
、
岩
国
藩

一
中
隊
、
徴
兵
隊
一
大
隊
、
中
村
藩
二
九
小
隊
、
大
洲
藩
二
小
隊
他
、
薩
摩
藩
一
、
四
一
三
名
、
大
村

藩
一
四
三
名
、
備
前
藩
六
六
九
名
、
柳
川
藩
三
三
六
名
、
笠
間
藩
三
二
二
名
、
郡
山
藩
一
九
〇
名
、
安

芸
藩
三
五
八
名
、
久
留
米
藩
一
、
〇
二
一
名
、
筑
前
藩
七
七
三
名
、
津
藩
八
三
〇
名
、
肥
後
藩
九
五
〇

名
、
館
林
藩
二
二
〇
名
、
佐
倉
藩
二
八
五
名
、
御
親
兵
二
五
二
名
、
磐
城
平
藩
五
〇
名
の
計
一
大
隊
、

五
一
小
隊
、
四
砲
隊
、
七
、
九
九
五
名
が
参
加
し
た
。
尚
、
先
行
研
究
で
あ
る
佐
久
間
「『
奥
羽
周
長

病
院
日
記
』
の
研
究
（
承
前
）」
三
三
七
〇
頁
に
は
、
奥
羽
討
伐
平
潟
口
軍
に
は
薩
摩
藩
を
は
じ
め
一

三
藩
の
藩
兵
約
六
、
〇
〇
〇
名
と
あ
る
が
、
本
稿
は
斉
藤
編
（
白
里
研
究
グ
ル
ー
プ
）
編
集
『
寛
斉
日

記
―
奥
羽
出
張
病
院
日
記
を
中
心
と
し
て
―
』
三
三
―
三
四
頁
の
奥
羽
出
張
病
院
機
構
図
を
参
考
と
し

て
い
る
。

８

『
復
古
記
』
第
十
三
分
冊
、
五
六
三
―
五
六
五
頁
。
死
亡
一
三
六
名
の
内
訳
は
、
大
隊
長
一
名
、
隊
長

以
下
士
官
一
二
名
、
兵
隊
一
〇
九
名
、
人
足
一
四
名
で
あ
っ
た
。
傷
者
六
九
九
名
の
内
訳
は
、
大
隊
長

六
（
三
）、
隊
長
以
下
士
官
五
八
（
九
）
名
、
兵
隊
五
九
一
（
八
二
）
名
、
人
足
四
四
（
三
）
名
で
あ

っ
た
。
尚
、（

）
内
は
傷
者
の
う
ち
の
死
亡
者
数
で
あ
る
。

９

神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
二
九
―
三
〇
頁
。

１
０

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
二
頁
。
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１
１

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
一
頁
。

１
２

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
頁
。
奥
羽
出
張
病
院
日
記
第
一
巻
（
六
月
八
日
～

五
十
六
枚
綴
、
負
傷

者
氏
名
六
十
一
枚
綴
）、
第
二
巻
（
七
月
七
日
～

七
十
八
枚
、
各
藩
入
院
姓
名
簿
二
十
八
枚
綴
）、
第

三
巻
（
八
月
十
六
日
～

四
十
七
枚
綴
、
戦
死
傷
調
書
六
十
四
枚
綴
）、
第
四
巻
（
九
月
十
三
日
～

五

十
七
枚
綴
、
処
剤
録
六
十
一
枚
綴
）、
第
五
巻
（
十
月
十
一
日
～
十
二
月
十
五
日

九
十
四
枚
綴
、
外

院
処
剤
録
・
平
病
院
八
十
七
枚
綴
）

１
３

本
稿
は
、
陸
別
町
教
育
委
員
会
が
発
行
し
た
、
斉
藤
『
寛
斉
日
記
―
奥
羽
出
張
病
院
日
記
を
中
心
と

し
て
―
』（
一
九
八
二
年
、
陸
別
町
教
育
委
員
会
）
を
参
照
と
し
て
い
る
。
原
本
は
虫
が
入
り
込
ん
で

判
読
し
か
ね
る
場
所
も
多
い
も
の
を
、
郷
土
史
家
を
中
心
と
し
て
「
白
里
研
究
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
日

記
五
巻
ま
で
の
概
要
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
奥
羽
出
張
病
院
日
記
」
は
日
本
医
史

学
会
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
編
『
佐
倉
順
天
堂
―
近
代
医
学
の
発
祥
地
―
』（
日
本
医
史
学
会
・

佐
倉
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
、Ⅱ
翻
刻
史
料
編
）
五
八
―
五
〇
頁
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
判

読
の
研
究
も
進
ん
だ
と
判
断
し
、
日
本
医
史
学
会
編
も
参
考
と
し
て
い
る
。

１
４

佐
々
木
『
戊
辰
戦
争
』
一
四
一
―
一
四
二
頁
。

１
５

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
二
―
三
頁
。

１
６

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
四
頁
。「
参
謀
衆
と
相
談
、
当
平
潟
住
並
川
越
藩
医
師
共
付
属
医
と
し
て
隔
日

出
勤
と
す
る
」
と
あ
る
。
佐
久
間
は
「『
奥
羽
出
張
病
院
日
記
』
の
研
究
―
戊
辰
戦
争
中
の
一
軍
事
病

院
の
実
態
」
三
一
九
八
頁
で
「
附
属
医
」
と
書
い
て
い
る
が
、
寛
斎
日
記
に
は
、「
付
属
医
」
と
あ
る

た
め
、
本
稿
は
「
付
属
医
」
と
し
た
。

１
７

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
三
三
―
三
四
頁
。

１
８

表
１
は
、
斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
三
三
―
三
四
頁
を
主
に
参
考
資
料
と
し
、
二
五
名
の
氏
名
も
そ
れ

に
倣
っ
て
い
る
。
佐
久
間
「『
奥
羽
出
張
病
院
日
記
』
の
研
究
―
戊
辰
戦
争
中
の
一
軍
事
病
院
の
実
態

―
」
三
一
九
八
頁
、
第
二
図
「
奥
羽
出
張
病
院
附
属
医
師
」
に
は
関
寛
斎
の
名
が
あ
り
、
勝
浦
静
馬
の

名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
八
月
一
二
日
よ
り
付
属
医
と
な
っ
た
者
に
「
桂
静
馬
」
が
お
り
、
記
載
ミ

ス
に
よ
る
同
一
人
物
と
し
て
判
断
し
て
、
佐
久
間
は
勝
浦
静
馬
の
名
を
名
簿
か
ら
削
除
し
た
の
か
は
不

明
。『
寛
斎
日
記
』
の
一
〇
月
一
六
日
の
記
録
に
は
「
勝
浦
静
馬
」
の
氏
名
が
確
認
で
き
る
。

１
９

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
三
三
―
三
四
頁
。

２
０

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
五
頁
。

２
１

佐
久
間
「『
奥
羽
出
張
病
院
日
記
』
の
研
究(

承
前)

」
三
三
七
二
頁
、
第
四
表
を
参
照
。

２
２

日
本
医
史
学
会
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
編
『
佐
倉
順
天
堂
』Ⅱ

．
翻
刻
史
料
編
、
五
四
頁
。

２
３

佐
久
間
「『
奥
羽
出
張
病
院
日
記
』
の
研
究
―
戊
辰
戦
争
中
の
一
軍
事
病
院
の
実
態
―
」
三
一
九
八
―

三
一
九
九
頁
。

２
４

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』

五
頁
。「
三
邦
丸
」
で
後
送
さ
れ
た
負
傷
兵
は
、
石
黒
幸
次
郎
（
尾
州
大
砲

対
隊
）・
岡
竹
助
蔵
（
尾
州
大
砲
対
隊
）・
堀
孫
六
（
薩
州
一
二
番
隊
）・
碇
山
真
十
郎
（
薩
州
一
二
番

隊
）・
土
橋
真
一
（
大
村
藩
小
銃
隊
）、
備
前
藩
負
傷
兵
の
水
野
三
郎
兵
衛
・
西
浦
須
之
助
（
復
古
記
に

は
久
次
郎
）・
村
幸
之
進
・
余
嶋
平
三
郎
（
復
古
記
に
は
余
三
郎
）・
小
林
助
次
郎
・
赤
木
佐
衛
門
・
津

毛
勇
次
（
復
古
記
に
は
勇
治
）・
柴
田
佐
之
吉
・
横
田
藤
左
衛
門
・
伊
東
貞
次
郎
・
岩
知
道
芳
吉
、
鉄

砲
師
石
井
惣
七
の
一
七
名
。

２
５

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
一
頁
。

２
６

七
月
二
四
日
の
日
記
に
は
、「
右
付
添
医
官
薩
州
佐
多
泰
元
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
佐
久
間
の
「「
奥

羽
出
張
病
院
日
記
」
の
研
究
（
承
前
）」
三
三
七
三
頁
、
第
五
表
に
も
付
添
医
欄
に
は
佐
多
泰
元
が
書

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
発
は
都
合
に
よ
り
二
五
日
に
延
期
さ
れ
、
二
五
日
の
日
記
に
「
小
松
立
介
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付
属
」
と
あ
り
、
佐
久
間
の
研
究
で
も
、
小
松
は
七
月
二
五
日
に
採
用
さ
れ
、
東
京
引
揚
解
散
ま
で
と

あ
る
。

２
７

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
一
頁
。

２
８

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
二
頁

２
９

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
三
―
一
四
頁
。

３
０

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
七
―
一
八
頁

３
１

佐
久
間
「『
奥
羽
出
張
病
院
日
記
』
の
研
究
（
承
前
）
三
三
七
七
頁
。

３
２

佐
久
間
「『
奥
羽
出
張
病
院
日
記
』
の
研
究
―
戊
辰
戦
争
中
の
一
軍
事
病
院
の
実
態
―
」
三
一
九
七
頁
。

３
３

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
二
二
頁
。

３
４

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
三
頁
。

３
５

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
六
―
一
八
頁

３
６

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
篇
〕』
八
八
頁
に
は
兵
団
病
院
は
、
明

治
四
年
、
大
阪
、
東
北
（
仙
台
）
鎮
西
（
熊
本
）
の
各
鎮
台
に
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
元
祖
は
一
八
七
〇

年
大
阪
に
設
置
さ
れ
た
軍
事
病
院
で
あ
る
。

３
７

佐
藤
進
が
掲
げ
た
病
院
旗
は
、
日
本
医
史
学
会
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
佐
倉
順
天
堂
』
三
八

頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
四
月
に
開
館
し
た
順
天
堂
大
学
「
日
本
医
学
教
育
歴
史
館
」
に

も
病
院
旗
は
展
示
さ
れ
て
い
る
。

３
８

松
村
久
『
元
帥
公
爵
大
山
巌
』（
マ
ツ
ノ
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。
二
七
九
―
二
八
三
頁
。
三
春
病
院

は
三
春
町
字
荒
町
に
あ
る
龍
穏
院
を
総
督
府
直
轄
の
病
院
で
は
な
く
、
薩
摩
藩
の
病
院
に
充
て
て
い
た
。

本
堂
に
は
中
央
正
面
の
佛
壇
を
囲
ん
で
一
一
室
あ
り
、
其
の
畳
数
は
一
五
三
枚
に
算
す
る
こ
と
が
出
来
、

相
当
数
の
負
傷
兵
の
収
容
が
可
能
で
あ
っ
た
。

３
９

『
歴
史
読
本
』
編
集
部
編
『
カ
メ
ラ
が
撮
ら
れ
た
会
津
戊
辰
戦
争
』
一
一
九
頁
。

４
０

佐
久
間
「『
奥
羽
出
張
病
院
日
記
』
の
研
究
」
三
一
九
六
頁
。

４
１

『
復
古
記
』
第
十
三
分
冊

五
一
八
頁
。

４
２

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
二
六
頁
。

４
３

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
二
八
・
二
九
頁
。

４
４

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
二
六
頁
。

４
５

戊
辰
戦
争
で
松
本
良
順
の
医
療
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
藩
校
日
新
館
の
四
つ
の
寮
で
は
、
病
院
と
は
称

せ
ず
、「
軍
陣
医
部
」
と
い
う
名
が
使
用
さ
れ
た
。
一
八
六
八
年
一
二
月
、「
太
政
官
日
誌
」
一
六
九
号

で
「
未
ダ
行
ハ
レ
難
キ
儀
モ
コ
レ
ア
リ
、
暫
時
、
病
院
ノ
名
目
」
を
や
め
て
「
軍
務
官
治
療
所
」
と
唱

え
る
こ
と
が
達
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
に
「
病
院
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
に
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
官
軍
の
野
戦
病
院
に
は
「
病
院
」
と
い
う
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
日
本
医
史
学
会
編
『
佐
倉

順
天
堂
―
近
代
医
学
の
発
祥
地
―
』
三
八
頁
に
は
、
奥
羽
白
河
口(

福
島
県
白
河
市)

で
佐
藤
進
が
掲
げ

た
病
院
旗
と
、
平
潟
口
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
に
関
寛
斎
が
掲
げ
た
病
院
旗
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

４
６

ド
ミ
ニ
ク
・
ジ
ャ
ン
・
ラ
レ
ィ
（Dominique Jean Larrey 

、
一
七
六
六
～
一
八
四
二
）
フ
ラ
ン

ス
陸
軍
の
軍
医
総
監
。
外
科
医
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
沿
岸
で
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
外
科

医
を
務
め
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
修
道
院
の
陸
軍
病
院
で
軍
医
養
成
上
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
戦
場
で
の
外
科
医
と
し
て
の
活
躍
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
も
賞
賛
し
た
。
ラ
レ
ィ
が
負
傷
兵
輸

送
の
た
め
に
、
馬
に
引
か
れ
た
木
製
馬
車
に
乗
っ
て
い
く
姿
は
「
飛
び
行
く
軍
医
」
と
し
て
人
々
に
賞

賛
さ
れ
た
。
ラ
レ
ィ
の
主
義
の
中
で
最
も
重
要
な
項
目
は
、
失
血
患
者
が
横
た
わ
っ
て
い
る
場
所
に
、

で
き
る
だ
け
早
く
到
着
し
、
最
善
の
手
術
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
実
際
戦
場
で
多
く
の
四
肢
切
断
術
な

ど
を
見
事
に
こ
な
し
た
。
ま
た
、
眼
病
の
ト
ラ
コ
ー
マ
が
伝
染
病
で
あ
る
と
主
張(

一
八
〇
一
年)

し
た

最
初
の
医
師
の
ひ
と
り
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
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４
７

尾
立
貴
志
「
衛
生
隊
誕
生
―
戦
場
医
療
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
」（『
歴
史
群
像
』
一
九
（
五
）、
二
〇
一

〇
年
）
七
八
―
八
六
頁
。

４
８

橋
本
兄
弟
の
祖
父
と
父
は
花
岡
青
洲
の
塾
門
下
生
で
あ
り
、
長
兄
佐
内
も
一
三
歳
よ
り
父
の
代
診
を

務
め
、
一
九
歳
で
家
督
を
継
ぐ
。
し
か
し
藩
命
で
江
戸
留
学
を
し
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
志
士
活
動

に
入
る
。
医
籍
を
脱
け
藩
候
松
平
春
獄
の
政
治
参
謀
と
し
て
働
き
、
井
伊
大
老
の
「
安
政
の
大
獄
」（
一

八
五
九
）
年
に
処
刑
さ
れ
た
。

４
９

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
（M

ansvelt,  
Constant  

G
eorgevan

、
一
八
三
二
～
一
九
一
二
）
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
近
郊
で
生
ま
れ
る
。
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
で
医
学
教
育
を
受
け
る
。
ポ
ン
ペ
の
後
任
と

し
て
推
薦
さ
れ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
政
府
側
の
承
認
を
受
け
ら
れ
ず
、
そ
の
後
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン

の
後
任
と
し
て
一
八
六
六
年
に
来
日
し
た
。
明
治
維
新
で
精
得
館
が
長
崎
付
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
時
、

長
与
専
斎
と
相
談
し
、
教
育
制
度
を
改
革
。
小
学
校
学
科
（
数
学
、
物
理
学
、
化
学
）
と
大
学
校
学
科

（
解
剖
学
、
生
理
学
、
病
理
学
、
内
科
学
、
外
科
学
、
眼
科
学
、
産
科
学
、
一
切
治
療
、
薬
剤
学
、
包

帯
学
、
翻
訳
）
に
分
け
、
教
育
科
目
と
専
門
科
目
を
区
別
し
た
。
一
八
七
一
年
か
ら
は
三
年
間
熊
本
治

療
所
兼
医
学
校
（
現
熊
本
大
学
）
に
勤
務
し
、
そ
の
時
の
教
え
子
に
北
里
柴
三
郎
な
ど
が
い
る
。

５
０

日
本
赤
十
字
社
病
院
編
『
伝
記
叢
書160 

橋
本
綱
常
先
生
』（
大
空
社
、
一
九
九
四
年
）
一
〇
頁
。

５
１

相
川
『
出
島
の
医
学
』
一
一
二
―
一
二
五
頁
。

５
２

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
上
）」
四
六
頁
。

５
３

原
剛
「
概
説

戦
傷
病
者
に
対
す
る
医
療
・
援
護
体
制
」（『
軍
事
史
学
』
第
四
九
巻
、
第
四
号
、
二

〇
一
四
年
三
月
）
三
八
―
四
九
頁
。
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
に
な
る
と
、
兵
站
病
院
は
軍
作
戦
地
域
に

数
個
開
設
さ
れ
、
各
兵
站
病
院
は
約
一
、
〇
〇
〇
名
の
患
者
の
収
容
が
で
き
る
要
員
と
材
料
を
有
し
て

い
た
と
あ
る
。

５
４

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
中
）」
四
六
頁
。

５
５

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
下
）」
五
二
頁
。

５
６

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
下
）」
五
二
頁
。

５
７

日
本
赤
十
字
社
病
院
編
『
伝
記
叢
書160 

橋
本
綱
常
先
生
』（
大
空
社
、
一
九
九
四
年
）
二
一
―

二
二
頁
。
綱
常
の
提
案
し
た
野
戦
病
院
の
体
系
は
、
西
洋
の
事
情
を
調
べ
て
参
考
に
し
た
こ
と
で
は
な

く
、
綱
維
・
綱
常
二
氏
が
必
要
上
工
夫
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

５
８

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
中
）」
四
六
頁
。

５
９

西
岡
香
織
「
日
本
陸
軍
に
お
け
る
軍
医
制
度
の
成
立
」（『
軍
事
史
学
』
二
十
六
巻
第
一
号
、
一
九
九

〇
年
）
二
四
―
三
九
頁

６
０

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
中
）」
四
六
頁
。

６
１

｢

北
西
日
誌｣

第
十
四
、
八
月
一
八
日
。
朝
倉
治
彦
編
『
幕
末
明
治
日
誌
集
成

第
二
巻
』（
一
九
八
六

年
、
東
京
堂
出
版
）
一
〇
一
頁
。

６
２

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
中
）」
四
七
頁
。

６
３

朝
倉
編
『
幕
末
明
治
日
誌
集
成

第
二
巻
』
一
三
六
頁
。
赤
川
は
加
州
藩
医
三
名
、
薩
摩
藩
医
二
名
、

長
州
藩
医
六
名
、
越
州
藩
医
二
名
、
土
州
藩
医
一
名
、
高
田
藩
医
三
名
、
松
代
藩
医
一
名
の
計
一
八
名

に
「
御
雇
ヲ
以
於
柏
崎
病
院
診
診
療
方
可
相
勤
ノ
旨
御
沙
汰
候
事
」
を
提
出
、
同
じ
く
調
合
方
と
し
て

長
州
藩
四
名
、
高
田
藩
一
名
の
五
名
に
柏
崎
勤
務
を
命
じ
て
い
る
。

６
４

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
下
）」
五
三
頁
。

６
５

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
中
）」
四
六
頁
。

６
６

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
中
）」
四
六
頁
。

６
７

｢

北
西
日
誌｣

、
朝
倉
治
彦
編
『
幕
末
明
治
日
誌
集
成

第
二
巻
』
二
四
一
頁
。

６
８

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
下
）」
五
四
頁
。
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６
９

神
谷
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
』
三
三
頁
。

７
０

篠
原
宏
『
陸
軍
創
設
史
―
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
影
』（
リ
プ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
三
年
）

７
１

田
中
彰
編
『
近
代
日
本
の
軌
跡
１

明
治
維
新
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い

る
犬
塚
孝
明
「
幕
府
遣
外
使
節
団
と
留
学
生
」（
九
七
頁
）
で
は
、
幕
府
遣
外
使
節
団
は
七
回
と
し
て

い
る
が
、
宮
永
孝
氏
は
『
幕
末
遣
欧
使
節
団
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
四
八
―
三
四
九
頁
、）、

使
節
団
の
数
は
八
回
と
し
て
い
る
。
第
一
回
は
、
一
八
六
〇
年
一
月
、
日
米
修
好
通
商
条
約
批
准
交
換

目
的
で
渡
米
、
新
見
豊
前
守
正
興
の
一
行
。
第
二
回
は
、
一
八
六
一
年
一
二
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
締
盟
国

で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
プ
ロ
シ
ア
・
ロ
シ
ア
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
六
カ
国
に
開
市

開
港
延
期
交
渉
を
目
的
に
渡
欧
、
竹
内
下
野
守
保
徳
一
行
。
第
三
回
は
、
一
八
六
三
年
一
二
月
、
横
浜

鎖
港
談
判
目
的
で
渡
仏
、
池
田
筑
後
守
長
発
の
一
行
。
第
四
回
は
、
一
八
六
五
年
閏
五
月
、
横
須
賀
製

鉄
所
設
立
準
備
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
へ
派
遣
、
特
命
理
事
官
柴
田
剛
中
の
一
行
。
第
五
回
は
、

一
八
六
六
年
一
〇
月
、
カ
ラ
フ
ト
境
界
画
定
談
判
の
た
め
ロ
シ
ア
に
派
遣
、
小
出
大
和
守
秀
美
の
一
行
。

第
六
回
は
、
一
八
六
七
年
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
参
列
観
覧
と
締
盟
各
国
聘
問
目
的
で
将
軍
慶
喜
の
名
代

徳
川
昭
武
一
行
が
渡
欧
。
こ
れ
ら
の
外
交
使
節
団
と
は
別
に
、
幕
府
は
留
学
生
を
派
遣
し
て
い
る
。

７
２

ラ
ザ
ー
フ
ォ
ー
ド･

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
（Alcock, Sir Rutherford

、
一
八
〇
九
～
九
七
）
英
国
公
使

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、
文
久
遣
欧
使
節
団
派
遣
を
企
て
た
そ
の
背
景
に
は
、
本
国
で
あ
る
英
国
に
幕
府
高

官
の
中
の
開
明
分
子
を
選
ん
で
派
遣
し
、
英
国
の
実
力
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
交
慣
行
の
実
態
を
見
聞
さ

せ
、
結
果
日
本
の
改
革
は
、
漸
進
的
に
上
層
部
よ
り
下
層
に
浸
透
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
て
い
た
。
そ

の
考
え
は
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
『The Capital of the Tycoon

』（
一
八
六
三
）（
日
本
語
版
は
山

口
光
朔
『
大
君
の
都
』
上
・
中
・
下
、
岩
波
文
庫
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日
本
語
訳
に
関
し
て

は
、
大
久
保
利
兼
他
編
『
史
料
に
よ
る
日
本
の
歩
み
近
代
編
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
二
四

―
二
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
日
本
の
印
象
な
ど
は
誤
っ
た
も
の
で
あ
る

と
し
て
福
澤
諭
吉
が
批
判
し
て
お
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
松
沢
『
近
代
日
本
の
形
成
と
西
洋
経

験
』
三
八
六
―
三
八
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

７
３

宮
永
孝
『
文
久
二
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
報
告
』（
新
潮
選
書
、
一
九
八
九
年
第
三
刷
）
二
五
二
―
二
五
三

頁
。

７
４

箕
作
秋
坪
（
一
八
二
五
～
八
六
）
岡
山
県
津
山
藩
士
。
旧
姓
菊
池
、
通
称
文
蔵
。
儒
学
者
菊
池
文
理

の
次
男
。
箕
作
阮
甫
に
洋
学
、
大
坂
の
適
塾
で
緒
方
洪
庵
に
蘭
学
を
学
ぶ
。
阮
甫
の
二
女
と
結
婚
し
、

箕
作
姓
を
継
い
だ
。
文
久
遣
欧
使
節
団
に
は
傭
医
師
兼
翻
訳
方
と
し
て
随
行
。
一
八
六
六
年
に
は
カ
ラ

フ
ト
国
境
交
渉
の
随
員
と
し
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
た
。
維
新
後
は
、
三
叉
学
舎
を
開
設
し
て
明
治
の
各
界

で
活
躍
す
る
偉
人
俊
英
を
教
育
、
さ
ら
に
福
沢
ら
と
明
六
社
（
後
の
東
京
学
士
会
院
）
を
創
立
し
社
長

に
就
任
。
教
育
博
物
館
、
東
京
図
書
館
長
の
兼
務
な
ど
、
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。

７
５

福
地
源
一
郎
（
桜
痴
、
一
八
四
一
～
一
九
〇
六
）
蘭
学
を
学
ん
だ
後
、
江
戸
に
出
て
英
学
を
学
ぶ
。

万
延
元
年
に
御
家
人
と
な
り
第
一
回
遣
米
使
節
団
に
は
定
役
並
通
詞
と
し
て
随
行
し
、
日
本
語
学
者

レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
。
文
久
遣
欧
使
節
団
に
は
、
外
国
奉
行
支
配
定
役

格
通
弁
御
用
と
し
て
随
行
、
帰
国
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
巡
回
報
告
書
を
（
和
綴
五
冊
、
現
在
行
方

不
明
）
執
筆
。
一
九
七
一
年
の
岩
倉
使
節
団
に
は
一
等
書
記
官
と
し
て
随
行
し
た
。

７
６

立
広
作
（
一
八
四
五
～
七
九
）
名
村
五
八
郎
か
ら
英
語
を
、
神
父
メ
ル
メ
・
ド
・
カ
シ
ョ
ン
か
ら
フ

ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
文
久
遣
欧
使
節
団
で
は
最
年
少
一
六
歳
で
箱
館
奉
行
支
配
定
役
通
弁
御
用
出
役
と

し
て
随
行
し
た
。
明
治
新
政
府
に
は
外
務
省
に
一
等
書
記
官
と
し
て
入
り
外
務
大
丞
に
な
る
。

７
７

太
田
源
三
郎
（
一
八
三
五
～
九
五
）
神
奈
川
奉
行
所
勤
め
で
唐
通
詞
と
し
て
文
久
遣
欧
使
節
団
に
随

行
。
明
治
に
な
り
工
部
省
鉄
道
局
権
頭
。

７
８

吉
村
道
男
監
修
『
寺
島
宗
則
自
叙
伝
／
榎
本
武
揚
子
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
一
二
二
―
一
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二
三
頁
。
寺
島
の
自
伝
に
は
「
余
と
箕
作
秋
坪
と
は
病
院
学
校
等
に
治
療
教
育
及
び
組
織
の
方
法
を
探

究
せ
り
。
其
他
各
分
任
あ
り
。
帰
宿
す
れ
ば
之
を
筆
記
し
、
終
に
集
め
て
大
冊
を
成
せ
り
。
然
れ
ど
も

帰
朝
後
之
を
読
む
の
暇
な
か
り
し
な
り
。
或
云
ふ
福
沢
の
著
せ
る
西
洋
事
情
多
く
は
此
聞
見
録
に
基
け

る
も
の
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

７
９

柴
田
剛
中
（
一
八
二
三
～
七
七
）
通
称
貞
太
郎
。
江
戸
小
石
川
で
直
参
の
家
に
生
ま
れ
た
。
昌
平
黌

に
学
ん
で
成
績
優
秀
で
あ
っ
た
。
文
久
遣
欧
使
節
団
で
は
、
正
史
と
副
使
の
諌
め
役
、
意
見
の
調
整
役
、

西
洋
事
情
探
索
方
責
任
者
を
担
っ
た
。
帰
国
後
は
外
国
奉
行
と
な
る
が
、
起
こ
っ
た
生
麦
事
件
の
賠
償

金
を
巡
っ
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
折
衝
に
忙
殺
さ
れ
た
。
一
八
六
五
年
に
は
、
横
須
賀
製
鉄
所
建
設
準
備
と

軍
制
調
査
の
た
め
特
命
理
事
官
と
し
て
再
渡
欧
し
、
資
材
と
技
術
者
の
調
達
を
行
う
な
ど
、
有
能
な
幕

吏
と
し
て
外
交
の
表
舞
台
で
活
躍
し
た
。

８
０

福
田
作
太
郎
（
一
八
三
三
～
一
九
一
〇
）。
福
田
は
弓
矢
槍
組
同
心
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
父
の
職
を

継
い
だ
後
、
一
八
五
四
年
か
ら
一
八
六
〇
年
ま
で
箱
館
奉
行
所
勤
務
、
そ
の
後
徒
目
付
に
転
じ
、
翌
年

勘
定
格
に
任
じ
ら
れ
た
。
帰
国
後
、
神
奈
川
奉
行
所
に
勤
務
後
、
フ
ラ
ン
ス
式
に
改
革
再
編
成
を
は
か

る
幕
府
陸
軍
の
中
で
昇
進
。
新
政
府
成
立
後
は
、
電
信
事
業
に
携
わ
り
、
一
八
九
一
年
に
は
内
務
省
衛

生
局
次
長
を
最
後
に
退
官
し
た
。「
福
田
作
太
郎
筆
記
」
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。「
福
田
作
太
郎
筆
記
」
は
、
中
野
善
達
「
文
久
遣
欧
使
節
の
徒
目
付
福
田
作
太
郎
を
め
ぐ
っ
て
」（『
蘭

学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
〇
〇

号
』
一
―
一
一
頁
に
所
収
、
一
九
六
七
年
九
月
刊
）
に
よ
っ
て

そ
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

８
１

沼
田
次
郎
・
松
沢
弘
陽
『
西
洋
見
聞
集
』
日
本
思
想
大
系
６
６
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
四
七

七
―
五
四
八
頁
。

８
２

沼
田
・
松
沢
『
西
洋
見
聞
集
』
四
九
七
頁
。

８
３

益
頭
駿
次
郎
（
一
八
二
九
～
一
九
〇
〇
）
幕
臣
。
江
戸
の
総
録
検
校
（
盲
人
の
統
轄
官
の
最
上
の
位
）

と
な
っ
た
芙
蓉
一
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
万
延
元
年
遣
米
使
節
団
に
も
普
請
役
と
し
て
参
加
し

「
亜
行
航
海
日
記
」
を
、
文
久
遣
欧
使
節
団
に
は
勘
定
組
頭
支
配
普
請
役
と
し
て
参
加
し
、「
欧
行
記
」

を
著
す
。
維
新
後
は
郷
里
の
駿
河
国(

静
岡
県)

に
一
時
移
り
住
む
が
、
の
ち
に
上
京
し
、
一
九
〇
〇
年

没
し
、
泉
岳
寺
に
葬
ら
れ
た
。

８
４

高
島
祐
啓
（
一
八
三
二
―
八
一
）
幕
府
漢
方
表
医
師
、
文
久
遣
欧
使
節
団
の
紀
行
を
『
欧
西
行
記
』（
全

四
巻
）
と
題
し
て
一
八
六
七
年
に
誠
求
堂
よ
り
刊
行
し
、
此
の
版
本
も
当
時
、
欧
羅
巴
事
情
を
巷
に
広

め
る
の
に
貢
献
し
た
。

８
５

川
崎
道
民
（
一
八
三
一
―
八
一
）
佐
賀
藩
医
松
隅
甫
庵
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
鍋
島
安
房
の
侍
医

川
崎
道
明
の
養
子
と
な
る
。
蘭
学
を
学
び
藩
医
と
な
り
、
第
一
回
万
延
遣
米
使
節
団
に
も
御
雇
医
師
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。
道
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
写
真
技
術
を
学
ん
で
帰
国
し
、
活
字
印
刷
で
佐
賀
県

初
の
新
聞
「
佐
賀
県
新
聞
」
を
一
八
七
二
年
に
発
行
す
る
。
但
し
二
ヶ
月
で
終
わ
る
が
、
日
本
の
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
の
ひ
と
り
と
さ
れ
て
い
る
。
道
民
は
、
第
一
回
遣
米
使
節
団
随
行
の
紀
行
を
『
航

米
実
記
』
三
冊
に
著
す
。
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
関
す
る
先
行

研
究
に
は
、
大
塚
英
明
「
万
延
元
年
遣
米
使
節
、
随
行
医
師
・
川
崎
道
民
の
海
外
帰
国
報
告
―
道
民
自

筆
本
『
航
米
実
記
』
の
紹
介
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
、
一
九
九
七
年
、
五
四
六

号
、
五
七
―
六
九
頁
）
が
あ
る
。

８
６

宮
永
孝
『
幕
末
遣
欧
使
節
団
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）
八
九
頁
。
益
頭
ら
の
見
学
し
た

模
様
は
、『
ジ
ュ
ル
ナ
ル
・
デ
・
デ
パ
』
紙
（
四
・
十
九
付
）
に
「
同
日
の
午
前
中
・
使
節
団
の
医
師

や
主
な
る
高
官
ら
は
、
外
務
省
医
師
エ
ル
ヴ
ェ
・
ド
・
ラ
ヴ
ォ
ー
ル
氏
の
案
内
で
ラ
リ
ボ
ワ
ジ
ェ
ー
ル

病
院
を
訪
れ
た
。
か
れ
ら
は
薬
局
、
試
験
所
、
病
室
を
見
て
回
っ
た
。
そ
の
間
メ
モ
を
取
り
、
あ
と
で

他
の
病
院
も
見
学
し
た
い
と
云
っ
た
」
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
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８
７

益
頭
駿
次
郎
「
欧
行
記
」（
大
塚
武
松
編
『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯

第
一
～
三
』
日
本
史
籍
協
会
、
一

九
〇
三
年
）
一
二
五
―
三
三
八
頁
）

８
８

益
頭
「
欧
行
記
」
一
八
九
―
一
九
〇
頁
。

８
９

今
泉
孝
「
絵
ハ
ガ
キ
で
見
る
パ
リ
の
古
い
病
院(

四)

―
ヴ
ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
陸
軍
病
院
（
パ

リ
五
区
）（
そ
の
１
）」（『
医
譚
』
七
二
巻
、
一
九
九
七
年
）
四
二
五
一
―
四
二
五
三
頁
、。
同
「
フ
ラ

ン
ス
軍
陣
医
学
に
お
け
る
ヴ
ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
病
院
の
役
割
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
三
巻

三
号
、
一
九
九
七
年
）
一
五
四
―
一
五
五
頁
、。
同
「
絵
ハ
ガ
キ
で
見
る
パ
リ
の
古
い
病
院(

五) 

―
ヴ

ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
陸
軍
病
院
（
パ
リ
五
区
）」（
そ
の
２
）」（『
医
譚
』
七
三
巻
、
一
九
九
八
年
）

四
三
一
一
―
四
三
一
三
頁
、

９
０

岩
田
高
明
「『
福
田
作
太
郎
筆
記
』
の
『
欧
州
探
索
』
に
み
る
西
洋
教
育
制
度
受
容
過
程
の
分
析
―
文

久
元
年
遣
欧
使
節
団
に
よ
る
欧
州
学
制
探
究
―
」（『
日
本
の
教
育
史
学:

教
育
史
学
紀
要
』
二
〇
〇
六
年
）

一
九
―
三
一
頁
。
松
沢
弘
陽
『
近
代
日
本
の
形
成
と
西
洋
経
験
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
第
四
刷
）

三
三
頁
。
岩
田
は
、「
調
査
結
果
は
『
欧
州
探
索
』
に
ま
と
め
た
が
、
幕
末
の
動
乱
期
の
中
で
政
策
に

生
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
し
、
松
沢
も
、「
と
る
べ
き
政
策
に
ま
で
論
及
す
る

こ
と
な
く
、
西
洋
諸
国
の
現
実
に
対
し
て
評
価
を
の
べ
る
こ
と
も
な
く
、、
そ
の
限
り
で
客
観
的
な
事

実
の
説
明
に
終
始
し
て
い
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

９
１

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
下
）」
五
五
頁
。
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第
四
章

戊
辰
戦
争
と
看
護

一

会
津
若
松
城
籠
城
と
看
護

戊
辰
戦
争
は
、
前
線
の
仮
繃
帯
所
で
治
療
処
置
が
行
わ
れ
、
野
戦
病
院
に
は
多
く
の
負
傷
兵
が
運
び
込

ま
れ
、
多
く
の
看
護
人
を
必
要
と
し
た
。
壬
生
城
内
に
設
置
さ
れ
た
官
軍
の
負
傷
兵
を
治
療
す
る
「
養
生

局
」（
野
戦
病
院
）
で
、
銃
創
看
病
人
を
九
名
雇
入
れ
た
事
例
が
、
わ
が
国
の
女
性
看
病
人
の
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
従
来
各
藩
夫
々
が
繃
帯
所
を
創
設
し
、
負
傷
者
に
看
病
人
を
付
き
添
わ
せ
る
と

い
っ
た
形
態
で
は
、
す
で
に
対
処
で
き
な
い
と
い
う
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

負
傷
兵
の
看
護
は
、
籠
城
し
た
城
の
中
で
、
士
族
の
婦
女
子
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
る
。
白
河
口
を
突
破
し
た
政
府
軍
は
、
母
成
峠
、
猪
苗
代
、
戸
ノ
口
原
、
滝
沢
峠
と
勝
利
を
治
め
な
が

ら
若
松
城
に
迫
っ
た
。
会
津
藩
は
八
月
二
三
日
早
朝
、
城
内
の
鐘
を
乱
打
、
そ
の
合
図
で
会
津
藩
は
籠
城

の
構
え
を
と
る
。
こ
の
割
場
の
鐘
の
会
津
で
籠
城
し
た
の
は
約
六
百
名
、
自
殺
し
た
者
二
百
数
十
名
で
あ

り
、
九
月
二
二
日
の
降
参
、
開
城
の
際
に
城
中
に
い
た
老
幼
婦
女
子
は
五
七
五
人
、
籠
城
中
に
戦
死
し
た

者
も
含
め
、
多
く
の
非
戦
闘
員
が
本
丸
に
約
一
ヶ
月
籠
城
し
た

１

。

城
内
は
、
溢
れ
る
負
傷
者
の
た
め
に
薬
品
は
不
足
し
、
繃
帯
も
補
充
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
負
傷

兵
の
治
療
の
補
助
・
看
護
に
あ
た
っ
た
の
は
、
籠
城
し
た
会
津
藩
士
の
家
族
で
あ
る
婦
女
子
で
あ
っ
た
。。

そ
の
ひ
と
り
に
山
本
八
重

２

が
い
た
。
八
重
は
、
砲
術
師
範
の
娘
と
し
て
育
ち
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で

戦
死
し
た
弟
三
郎
の
衣
装
を
ま
と
い
男
装
し
、
八
月
二
三
日
早
朝
、
七
連
発
の
ス
ペ
ン
サ
ー
銃
と
そ
の
弾

丸
百
発
を
持
っ
た
上
で
、
入
城
を
し
た
。
八
重
は
戊
辰
戦
争
後
、
京
都
府
顧
問
と
な
っ
て
い
た
兄
の
山
本

覚
間
を
頼
り
母
と
京
都
に
移
り
住
み
、
新
島
襄

３

と
結
婚
し
、
の
ち
に
日
本
赤
十
字
社
の
社
員
と
な
り
、

日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
時
に
篤
志
看
護
婦

４

と
し
て
従
軍
す
る
。
八
重
は
後
年
「
男
装
し
て
会
津
城
に
入

り
た
る
当
時
の
苦
心
」
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
「
入
城
し
た
女
の
役
目
は
、
兵
糧
を
炊
く
こ
と
、
弾
丸
を

作
る
こ
と
、
負
傷
兵
の
看
護
を
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
語
っ
て
い
る

５

。

同
じ
く
籠
城
を
し
た
山
川
操
子

６

の
籠
城
中
の
実
見
録
や
、
藩
士
間
瀬
新
兵
衛
の
娘
み
つ
子
が
日
記
風

に
綴
っ
た
「
戊
辰
後
雑
記
」（
稿
本
）
に
よ
り
、
鶴
ヶ
城
城
内
で
行
わ
れ
た
看
護
の
実
態
を
知
る
事
が
で
き

る
。
山
川
操
子
の
籠
城
中
の
実
見
録

７

か
ら
そ
の
部
分
を
抜
粋
す
る
。

私
ど
も
婦
人
の
仕
事
は
、
弾
を
こ
し
ら
え
る
の
と
握
飯
を
つ
く
る
の
と
の
外
に
、
負
傷
兵
を
看
護
す

る
大
任
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
城
も
覆
え
る
か
と
思
う
ば
か
り
の
大
砲
の
轟
き
が
き
こ
え
た
か
と
思
う

と
、
血
だ
ら
け
に
な
っ
た
負
傷
兵
を
表
の
方
か
ら
私
ど
も
の
方
へ
連
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
負
傷

兵
の
姿
を
み
る
毎
に
、
あ
あ
ま
た
一
人
味
方
の
兵
隊
が
斃
れ
た
の
か
と
、
ほ
ん
に
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し

た
。

医
者
は
幾
ら
か
お
り
ま
し
た
よ
う
で
す
が
、
薬
な
ど
は
少
し
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
負
傷
兵
に
対
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し
て
は
、
た
だ
慰
め
る
と
い
う
ば
か
り
で
、
お
そ
ろ
し
い
傷
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
初
め
は
畳
の
上
に
寐
か
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
し
ま
い
に
は
、
畳
を

牆
壁
の
か
わ
り
に
使
い
ま
す
の
で
、
皆
剥
が
し
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
、
あ
と
で
は
、
床
板

の
上
へ
寐
か
し
て
お
く
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蒲
団
は
、
城
の
中
に
も
と
か
ら
お
り
ま
し
た
奥
女
中
や
下
働
き
の
女
ど
も
の
で
間
に
あ
わ
せ
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
は
と
て
も
足
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
の
衣
類
だ
の
、
私
た
ち
の
衣
類
を
脱
い
で

着
せ
て
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
す
か
ら
、
向
う
に
は
、
縮
緬
の
縫
を
し
た
裲
を
着
て
唸
っ
て
い
る
負

傷
兵
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
こ
ち
ら
に
は
、
木
綿
も
の
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
着
物
を
被
っ
て
呻
い
て
い

る
も
の
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
始
末
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

何
分
暑
中
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
負
傷
兵
は
皆
、『
看
護
人
さ
ん
、
水
を
飲
ま
し
て
も
ら
い

た
い
。』
と
、
苦
し
そ
う
に
申
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
井
戸
は
深
う
ご
ざ
い
ま
す
の
に
、
大
勢
の
人

が
城
中
に
お
っ
て
汲
む
も
の
で
す
か
ら
、
朝
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
、
水
が
少
な
く
な
っ
て
濁
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
飲
み
た
い
と
申
せ
ば
仕
方
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
弾
の
飛
ぶ
中
を
手
桶
を
さ
げ
て
汲
み
に

ま
い
り
ま
し
た
。

中
に
一
人
、
火
薬
を
頭
か
ら
身
体
中
に
浴
び
て
、
ま
っ
黒
に
火
傷
し
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。
身
体
中

の
皮
膚
は
す
っ
か
り
爛
れ
て
い
て
、
着
物
を
着
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
裸
体
の
ま
ま
で
お

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
、
時
々
、『
起
し
て
下
さ
い
。』
と
申
し
ま
す
。
抱
き
か
か
え
る
よ
う
に
し
て

起
し
ま
す
と
、
火
傷
し
た
皮
膚
が
剥
れ
て
両
手
に
べ
っ
た
り
つ
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
手
を
洗
う

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
い
い
加
減
に
拭
い
て
お
き
ま
す
が
、
そ
の
臭
い
こ
と
と
申
し
た
ら
、
と

て
も
我
慢
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
私
ど
も
は
家
老
職
の
娘
で
し
た
か
ら
、
自
分
が
先
に

立
っ
て
働
き
ま
せ
ん
と
、
他
の
女
た
ち
の
勇
気
が
鈍
り
ま
す
か
ら
、
一
生
懸
命
に
働
き
ま
し
た
。

・
・
・（
中
略
）・
・
・
大
砲
の
弾
、
小
銃
の
弾
は
、
私
ど
も
の
頭
の
上
を
ピ
ュ
ウ
ピ
ュ
ウ
飛
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
そ
こ
ら
に
落
ち
て
破
裂
す
る
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
屋
根
の
瓦
を
飛
ば
す
。
戸
障
子

を
砕
く
。
そ
れ
は
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
有
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
血
は
流
れ
て
お
り
ま
す

し
、
負
傷
兵
は
唸
っ
て
お
り
ま
す
し
、
屍
骸
は
横
わ
っ
て
い
る
と
い
う
有
様
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

の
当
時
は
気
が
立
っ
て
お
り
ま
す
し
、
自
分
も
死
ぬ
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
少
し
も
恐
ろ
し
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
眠
る
こ
と
な
ど
は
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
少
し
手
の
す
い
た
時
に
、

柱
に
も
た
れ
て
ウ
ト
ウ
ト
す
る
ぐ
ら
い
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
津
藩
の
婦
女
子
ら
は
、
一
同
主
君
の
た
め
に
働
い
て
、
一
思
い
に
討
死
す
る
覚
悟
を
持
ち
、
黒
羽
二

重
の
紋
つ
き
の
袷
の
着
物
な
ど
、
拝
領
の
衣
類
を
着
て
入
城
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
山
川
操
子
の
実
見
録

か
ら
は
、
多
く
の
負
傷
兵
に
治
療
を
施
す
薬
品
も
な
く
、
た
だ
蒲
団
も
な
い
床
板
の
上
に
寝
か
さ
れ
苦
し

む
負
傷
兵
に
、
婦
人
ら
は
自
分
の
着
物
も
提
供
し
、
寝
る
時
間
も
な
く
看
護
人
と
し
て
働
い
た
が
、「
た
だ

慰
め
る
」
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
と
述
懐
し
て
い
る
。

間
瀬
み
つ
子
も
「
八
月
二
三
日
―
奥
よ
り
御
指
示
に
て
、
手
す
き
の
者
は
手
負
者
看
病
に
出
候
様
、
右
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に
付
の
ぶ
、
つ
や
、
ゆ
う
は
手
負
看
病
に
出
申
候
。
私
は
結
び
（
握
飯
）
握
り
に
出
候
様
に
付
」
と
あ
り
、

入
城
す
る
と
、
女
手
を
必
要
と
す
る
部
署
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

８

。

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
、「
会
津
戦
争
婦
人
隊
士
顛
末
記
」
を
『
新
女
苑
』
に
投
稿
し
た
神
崎
は
、

「
日
本
に
お
け
る
看
護
婦
の
発
生
史
か
ら
い
え
ば
、
明
治
元
年
正
月
、
伏
見
・
鳥
羽
の
戦
争
後
、
土
佐
藩

の
大
阪
屋
敷
に
同
藩
の
負
傷
兵
を
収
容
し
て
、
藩
士
の
妻
や
娘
が
看
護
に
あ
た
っ
た
の
が
、
最
も
古
い
出

来
事
で
あ
る
が
、
会
津
女
性
の
看
護
活
動
も
、
同
時
に
記
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
」

９

と
述
べ
て

い
る
。

籠
城
し
た
若
松
城
は
、
会
津
藩
の
大
本
営
で
あ
る
と
同
時
に
野
戦
病
院
で
あ
り
、
兵
站
病
院
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
「
看
病
人
」
を
務
め
た
の
は
、
籠
城
し
た
藩
士
家
族
の
婦
女
子
ら
で
あ
っ
た
が
、
化
膿
し
鼻
を
衝

く
ば
か
り
の
腐
敗
臭
と
膿
だ
ら
け
の
創
部
の
治
療
を
素
手
で
行
い
、
自
ら
の
着
物
を
差
出
な
が
ら
看
病
を

行
い
、
負
傷
兵
の
希
望
を
聞
き
入
れ
、
慰
め
に
務
め
た
彼
女
ら
の
看
護
の
実
際
は
、
病
院
に
お
け
る
女
性

看
病
人
の
は
じ
め
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
山
川
操
子
の
妹
は
、
の
ち
に
陸
軍
卿
大
山
巌
の
妻
と
な
る
山
川
捨
松

１
０

で
あ
る
。
捨
松
は
岩
倉
使

節
団
に
参
加
し
た
五
人
の
女
性
の
一
人
で
あ
り
、ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
の
ベ
ー
コ
ン
牧
師
の
家
に
預
け
ら
れ
、

名
門
女
子
大
学
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
す
る
が
、
日
本
へ
帰
国
す
る
前
の
二
ヵ
月
、
一
八
七
三
年

六
月
開
校
し
た
ア
メ
リ
カ
で
最
も
古
い
看
護
学
校
の
一
つ
、
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン
病
院
付
属
の
コ
ネ
テ
ィ
カ

ッ
ト
看
護
婦
養
成
所
で
看
護
を
学
ん
で
帰
国
し
た

１
１

。
陸
軍
大
山
巌
と
結
婚
後
、
有
志
共
立
東
京
病
院
に

看
護
婦
養
成
所
を
作
る
た
め
、
わ
が
国
最
初
の
慈
善
バ
ザ
ー
を
開
催
し
資
金
集
め
を
す
る
な
ど
、
わ
が
国

の
看
護
の
発
展
に
関
わ
っ
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。

捨
松
が
若
松
城
に
母
や
姉
た
ち
と
籠
城
し
た
の
は
、
わ
ず
か
七
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
捨
松
の
義
姉
は
、

城
内
に
落
ち
破
裂
し
た
砲
弾
で
胸
を
負
傷
し
、
拷
問
の
よ
う
な
苦
し
み
を
味
わ
い
な
が
ら
息
を
引
き
取
っ

た
。
捨
松
は
後
年
、
苦
し
さ
の
た
め
に
母
に
介
錯
を
懇
願
す
る
そ
の
姉
の
声
は
堪
え
難
い
も
の
で
あ
っ
た

と
、
自
身
で
語
っ
て
い
る

１
２

。
幼
い
な
が
ら
も
、
こ
の
若
松
城
内
で
の
す
さ
ま
し
い
悲
惨
な
経
験
が
、
捨

松
が
看
護
に
関
わ
り
、
看
護
の
発
展
を
推
進
す
る
力
の
原
点
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
会
津
城
で
看
病
人
の
役
割
も
担
っ
た
山
川
操
子
の
実
見
録
に
も
「
私
ど
も
は
家
老
職
の
娘
で

し
た
か
ら
、
自
分
が
先
に
立
っ
て
働
き
ま
せ
ん
と
、
他
の
女
た
ち
の
勇
気
が
鈍
り
ま
す
か
ら
、
一
生
懸
命

に
働
き
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府
軍
の
進
撃
に
、
多
く
は
主
従
関
係
が
崩
壊
し
、
奉
公
人

は
逃
げ
、
ま
た
は
暇
を
出
し
た
こ
と
で
、
若
松
城
内
で
は
士
と
そ
の
家
族
が
す
べ
て
を
負
担
す
る
状
況
に

な
っ
て
い
た
結
果
で
あ
っ
た

１
３

。

明
治
と
な
り
、
日
本
赤
十
字
社
に
上
流
階
級
の
婦
人
た
ち
に
よ
る
篤
志
看
護
婦
人
会

１
４

が
設
立
さ
れ
た

時
に
、
捨
松
は
理
事
と
な
っ
て
衛
生
学
の
普
及
や
看
護
婦
の
地
位
向
上
に
務
め
、
一
九
〇
一(

明
治
三
四) 

年
に
結
成
さ
れ
た
愛
国
婦
人
会
な
ど
で
も
積
極
的
に
救
護
活
動
を
始
め
、
包
帯
作
り
に
も
励
ん
だ
。
八
重

も
日
清
・
日
露
戦
争
で
は
自
ら
従
篤
志
看
護
婦
と
し
て
従
軍
し
た
。
こ
れ
ら
の
積
極
的
な
看
護
活
動
の
源

は
、
若
松
城
で
の
籠
城
で
、
士
族
の
家
族
と
し
て
「
自
分
た
ち
が
先
に
立
っ
て
働
く
」
と
い
う
そ
の
精
神

と
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
傷
つ
い
た
者
に
と
っ
て
は
「
看
護
」
が
何
よ
り
も
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
を
知
り
つ
く
し
て
い
た
証
で
あ
っ
た
。
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二

女
性
看
病
人
の
採
用

大
病
院
に
移
転
す
る
ま
で
の
約
六
ヵ
月
以
上
に
及
ぶ
横
浜
軍
陣
病
院
で
行
わ
れ
た
看
護
に
つ
い
て
は
、

シ
ッ
ド
ル
が
一
八
六
九
年
三
月
三
〇
日
に
提
出
し
た
報
告
書
「
日
本
陸
軍
病
院
に
か
ん
す
る
報
告
」
と
、

『
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
』

１
５

（
以
下
、『
横
浜
日
記
』
と
す
る
）
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
横
浜
日
記
』

は
、
慶
応
四
年
閏
四
月
一
八
日
よ
り
、
同
年
一
〇
月
二
一
日
に
至
る
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
で
あ
り
、
各

地
の
騒
乱
に
よ
っ
て
発
生
し
た
傷
兵
の
手
当
を
行
う
た
め
に
、
当
時
外
科
医
と
し
て
名
高
い
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ウ
ィ
リ
ス
を
招
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
病
院
で
あ
り
、
当
初
は
江
戸
で
病
院
を
開
く
予

定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ウ
ィ
リ
ス
が
横
浜
を
離
れ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
で
、
や
む
を
得

ず
急
遽
横
浜
修
文
館
に
病
院
を
開
く
こ
と
に
変
更
を
さ
れ
た
。
そ
の
経
過
を
含
め
、『
横
浜
日
記
』
は
一
七

日
の
大
総
督
府
の
達
の
掲
載
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
一
八
日
使
番
の
佐
藤
喜
七
郎
（
名
古
屋
藩
士
）
が
到

着
し
、
手
配
等
事
務
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
記
が
記
録
さ
れ
始
め
る
の
で
あ
り
、『
横
浜
日
記
』
は
事

務
の
執
務
日
記
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
治
療
内
容
で
は
な
く
、
入
院
者
名
や
掛
か
っ
た
経
費
な
ど
が
詳
細

に
記
録
さ
て
お
り
、
沿
革
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
根
本
史
料
で
あ
る

１
６

。

開
院
に
あ
た
っ
て
は
、
食
費
や
薪
・
炭
等
の
購
入
代
金
と
共
に
、
老
女
を
介
抱
人
と
し
て
「
銀
十
八
匁
」

で
雇
い
入
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
録
に
は
、

一

老

女

一

銀
拾
八
匁

介
抱
人
五
十
以
上
女
壹
ニ
付

但
病
人
壹
人
ニ
介
抱
人
女
壹
人
之
筈
之
処
書
夜
不
寝
等
ニ
而
ハ
難
相
勤
趣
再
々
申
出
候
ニ
付

増
人
三
人
都
合
拾
壹
人
ニ
而
繰
合
筈

一

銀
六
匁
九
分
六
里

風
呂
焚
男
壹
人
ニ
付

と
あ
る

１
７

。
介
抱
女
の
人
数
は
開
院
当
初
薩
摩
・
伊
州
両
藩
の
入
院
負
傷
兵
八
人
に
対
し
て
五
〇
歳
以
上

の
老
女
を
介
抱
女
と
し
て
雇
入
れ
た
が
、
昼
夜
を
通
し
て
の
勤
め
は
き
つ
い
の
で
、
三
名
の
増
員
を
要
求

し
て
一
一
名
と
な
っ
た

１
８

。

さ
ら
に
こ
の
記
録
か
ら
は
、
介
抱
女
の
賃
金
「
銀
拾
八
匁
」
は
、
風
呂
焚
き
男
よ
り
も
高
い
設
定
で
あ

っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
の
料
金
設
定
の
根
拠
は
、
看
護
の
仕
事
内
容
を
評
価
し
た
結
果
な
の
か
、
そ
れ

と
も
介
抱
女
を
集
め
る
条
件
と
し
て
高
い
料
金
設
定
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

１
９

。
但
し
、

多
く
の
負
傷
兵
に
膨
ら
む
病
院
運
営
経
費
の
た
め
、
介
抱
女
の
賃
金
も
九
週
間
後
に
は
日
銀
一
五
匁
（
二

朱
＝
五
百
文
＝
約
七
千
五
百
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る

２
０

。

『
日
記
』
に
は
介
抱
女
の
仕
事
内
容
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
中
西
は
移
転
し
た
大
病
院
で
は
「
東
京
府

大
病
院
規
則
」
に
「
看
病
人
」
と
し
て
、
そ
の
仕
事
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
横
浜
病
院
で

も
同
様
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る

２
１

。
そ
の
規
則
に
は
、
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看
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人 

 

一 
診
察
後
者
後
ニ
残
リ
病
室
之
薬
法
書
並
薬
袋
薬
瓶
取
集
調
合

取マ
マ

江
差
出
調
合
済
次
第
早
々
病

者
江
相
渡
候
事 

 

一 

病
者
之
起
臥
衣
類
飲
食
其
他
掃
除
等
万
事
世
話
可
致
事 

 
 
 

但
せ
ん
た
く
は
女
の
事 

 

と
書
か
れ
て
お
り
、
看
病
人
は
薬
の
投
与
、
病
人
の
食
事
、
衣
類
の
世
話
、
掃
除
等
、
日
常
生
活
全
般
の

世
話
が
そ
の
仕
事
と
さ
れ
た
。
シ
ッ
ド
ル
の
報
告
書
に
は
、「
調
剤
は
み
な
日
本
人
医
師
が
や
っ
て
い
る
」

と
あ
り
、
看
病
人
の
仕
事
は
薬
を
飲
み
終
え
た
あ
と
の
薬
袋
、
薬
瓶
の
回
収
と
、
調
合
さ
れ
た
薬
を
患
者

に
渡
す
こ
と
で
あ
っ
た

２
２

。 

『
日
記
』
に
は
、
看
病
女
に
褒
美
金
が
贈
ら
れ
た
こ
と
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
六
月
二
三
日
、
死

亡
の
転
帰
を
と
っ
た
薩
摩
藩
士
の
看
護
を
「
神
明
ニ
念
入
介
抱
致
し
候
趣
相
聞
へ
候
ニ
付
」
と
し
て
、
看

病
女
「
な
か
」
に
褒
美
金
子
百
疋
が
贈
ら
れ
て
い
る

２
３

。
こ
の
看
病
女
は
日
当
で
雇
わ
れ
た
介
抱
女
で
は

な
く
、
入
院
に
際
し
藩
が
付
添
人
と
し
て
準
備
し
た
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
理
由
は
、
八
月
二
七
日
に
総
督
府
が
「
大
病
院
規
則
」
と
し
て
記
し
た
も
の
に
、「
各
藩
看
病
人

可
為
無
用
事
」

２
４

と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
各
藩
が
、
入
院
の
際
は
看
病
人
を
準
備
し
て
い
た
と
判
断
で
き

る
。
こ
れ
は
平
潟
口
総
督
日
誌
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
総
督
府
の
方
針
と
し
て
横
浜
軍
陣
病
院

も
相
違
な
か
っ
た
と
推
察
で
き
、「
各
藩
が
用
意
し
た
看
病
人
」
と
「
病
院
が
日
当
を
以
て
雇
い
入
れ
た
介

抱
女
」
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
看
病
人
「
な
か
」
は
各
藩
が
雇
入
れ
た
看
病
人
で

あ
る
と
考
え
る
と
、
褒
美
金
が
送
ら
れ
た
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。 

 

九
月
三
〇
日
頃
か
ら
横
浜
軍
陣
病
院
の
入
院
患
者
の
移
転
を
開
始
し
、
一
〇
月
一
七
日
に
は
全
て
の
患

者
の
移
転
は
完
了
す
る
。
病
院
と
な
っ
た
藤
堂
屋
敷
は
、
約
六
八
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
を
有

し
、
内
科
、
外
科
、
医
療
材
料
を
始
め
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
必
要
物
品
を
支
給
す
る
部
局
の
三
部
局
に
分
け

ら
れ
て
運
営
さ
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
看
護
が
な
さ
れ
た
か
は
、
シ
ッ
ド
ル
の
報
告
書
「
日
本
陸
軍
病
院
に

か
ん
す
る
報
告
」
に
そ
の
一
端
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
箇
所
を
左
記
に
抜
粋
す
る

２
５

。 

  
 

患
者
用
に
た
く
さ
ん
の
寝
台
や
、
鉄
製
の
寝
台
床
架
、
一
級
品
の
馬
の
巻
き
毛
の
敷
き
ぶ
と
ん
、
シ

ー
ツ
や
毛
布
を
用
意
し
た
。
こ
れ
ら
の
品
物
は
大
多
数
の
者
に
は
ま
っ
た
く
見
な
れ
な
い
も
の
だ
っ

た
の
で
、
初
期
の
こ
ろ
、
寝
台
は
シ
ー
ツ
を
広
げ
て
よ
ご
れ
を
防
が
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
や
、
折
リ
た

た
ん
だ
シ
ー
ツ
と
か
油
紙
を
用
い
て
患
者
の
排
泄
物
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
方
を
、
す

く
な
く
と
も
患
者
の
付
添
い
人
た
ち
に
正
し
く
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
面
倒
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
い
く
つ
か
の
寝
台
を
切
り
裂
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
破
損
し
た
後
、
よ
う
や
く
こ
の
問
題
に

留
意
す
る
こ
と
が
看
護
の
第
一
原
則
の
一
つ
と
し
て
す
こ
し
は
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。 

患
者
に
つ
く
看
病
人
や
付
添
い
人
は
お
も
に
既
婚
の
婦
人
だ
っ
た
。
平
均
し
て
、
各
患
者
に
一
名

つ
い
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
軽
症
患
者
二
名
か
時
に
は
三
名
に
付
き
添
い
人
は
一
名
し
か
つ
か
な
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か
っ
た
が
、
一
方
重
症
患
者
に
は
二
名
か
時
に
は
三
名
の
付
添
い
人
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
婦
人
た
ち
は
、
概
し
て
、
彼
女
ら
の
任
務
を
非
常
に
よ
く
遂
行
す
る
よ
う
に
み
え
た
。
私
は
患
者

の
臨
終
に
際
し
て
彼
女
ら
が
は
げ
し
く
嗚
咽
す
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
患
者
に
わ
が

ま
ま
な
行
為
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
確
固
た
る
態
度
が
彼
女
ら
に
は
不
足
し
て

い
る
。（
・
・
・
略
・
・
・
）
可
能
な
ら
ば
、
患
者
が
独
立
し
た
部
屋
に
収
容
さ
れ
る
と
い
う
事
情
は
、

看
病
人
が
一
名
与
え
ら
れ
る
慣
行
を
明
ら
か
に
す
る
だ
ろ
う
が
、
西
洋
人
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
そ

れ
は
患
者
が
実
際
に
必
要
と
す
る
程
度
を
か
な
り
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

シ
ッ
ド
ル
や
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
等
に
と
っ
て
は
、
看
護
婦
が
業
務
と
し
て
日
常
的
に
行
っ
て
る
患
者
の

排
泄
物
に
対
す
る
汚
染
防
止
対
策
な
ど
も
、
日
本
で
は
そ
の
必
要
性
を
看
病
人
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
横
浜
病
院
に
続
く
大
病
院
で
は
、
看
病
人
は
患
者
一
名
に
一
名
の
看
護
人
が
付
き
添
っ
て
お
り
、

そ
の
日
本
の
制
度
に
つ
い
て
ウ
ィ
リ
ス
は
「
現
在
採
用
さ
れ
て
い
る
看
護
制
度
は
高
く
つ
き
、
し
か
も
好

ま
し
く
な
い
。
患
者
一
人
に
看
病
人
が
一
人
就
き
、
重
患
は
二
人
か
三
人
の
看
護
人
を
あ
て
が
わ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
看
病
人
は
、
一
昼
夜
の
付
添
い
で
、
一
定
量
の
米
の
ほ
か
に
二
分
の
一
分
の
賃
金
を
支
給
さ

れ
る
の
で
あ
る
」
と
、
看
護
人
の
配
置
に
つ
い
て
そ
の
不
合
理
に
苦
言
を
呈
し
て
い
た
２
６

東
京
大
病
院
で
は
、
ウ
ィ
リ
ス
の
助
言
に
よ
っ
て
女
性
看
病
人
を
雇
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
女
性

看
病
人
の
採
用
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
看
護
婦
の
濫
觴
と
い
わ
れ
て
い
る
。
女
性
看
病
人
を
雇
い
は
じ
め

た
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
石
黒
忠
悳
の
残
し
た
記
事
で
知
る
こ
と
が
出
来
る

２
７

。

当
時
の
（
東
京
大
病
院
）
入
院
患
者
は
そ
の
負
傷
は
戦
勝
の
種
で
あ
る
と
云
ふ
心
の
持
主
が
多
く
、

従
て
患
者
の
気
勢
が
な
か
な
か
盛
で
我
儘
一
パ
イ
に
て
、
と
て
も
医
員
の
云
う
こ
と
を
用
ひ
な
い
。

況
ん
や
、
看
護
は
頗
る
難
し
い
。
気
に
入
ら
ぬ
と
烟
草
盆
を
投
げ
る
、
枕
は
蹴
と
ば
す
、
癇
癪
が
起

る
と
看
護
者
を
殴
打
す
る
と
云
ふ
輩
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
如
何
に
し
て
よ
い
か
と
云
う
相
談
で
、

試
み
に
女
子
に
看
護
せ
し
め
て
見
よ
う
と
云
ふ
こ
と
に
議
一
決
し
、
其
の
看
護
に
従
事
す
る
婦
人
を

募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
然
る
に
患
者
が
荒
々
し
い
と
云
ふ
こ
と
が
世
間
に
知
れ
渡
り
て
居
る
の

で
看
護
業
務
に
来
り
応
ず
る
者
な
く
漸
く
に
応
募
せ
る
婦
女
は
孰
れ
も
所
謂
「
バ
ク
レ
ン
」
者
で
、

着
物
は
白
と
紺
と
の
弁
慶
縞
の
単
物
に
、
髪
は
「
ジ
レ
ッ
タ
」
結
ひ
に
黄
楊
の
横
櫛
と
云
ふ
様
な
姿
、

海
に
千
年
、
山
に
千
年
、
男
を
男
と
も
思
わ
ね
輩
で
あ
る
が
、
他
に
応
じ
来
る
人
な
か
り
し
よ
り
止

む
を
得
ず
先
づ
そ
れ
を
雇
入
れ
て
看
護
に
従
事
せ
し
め
て
見
た
所
が
、
患
者
等
は
従
順
と
な
り
、
一

方
之
等
婦
女
の
内
に
は
案
外
勤
勉
で
、
繃
帯
な
ど
漸
次
巧
み
に
な
り
、
看
護
の
業
務
概
し
て
男
子
に

勝
る
事
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
又
其
の
中
に
は
看
護
婦
を
統
御
す
る
才
幹
あ
る
も
の
も
出
て
、
意

外
に
も
辛
酸
を
甞
め
た
方
正
の
も
の
も
あ
っ
て
段
々
熟
練
し
て
来
た
。
之
が
明
治
維
新
当
時
に
於
け

る
看
護
婦
の
最
初
で
、
我
が
東
京
帝
国
医
科
大
学
病
院
の
看
護
婦
の
元
祖
で
あ
る
。
最
も
之
等
の
内

で
漸
次
技
能
熟
達
し
、
患
者
の
取
扱
に
も
慣
れ
優
秀
看
護
婦
と
称
せ
ら
れ
た
者
も
あ
る
。

こ
の
回
顧
録
に
出
て
く
る
「
バ
ク
レ
ン
」
と
は
、
世
間
ず
れ
し
た
わ
る
が
し
っ
こ
い
女
の
こ
と
を
差
す
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が
、
こ
れ
は
上
野
戦
争
の
際
緊
急
に
集
め
ら
れ
、
身
元
調
査
も
不
十
分
な
ま
ま
で
雑
用
に
充
て
ら
れ
た
者

の
な
か
に
、
吉
原
の
遣
手
婆
な
ど
の
女
性
も
一
部
交
じ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
強
調
し
て
伝
わ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
２
８

。

石
黒
の
記
録
に
は
、
女
性
が
勤
勉
で
あ
る
こ
と
、
訓
練
次
第
で
は
繃
帯
法
な
ど
も
巧
み
に
熟
し
た
と
あ

る
。
つ
ま
り
、
看
護
に
従
事
さ
せ
る
た
め
に
大
病
院
で
は
女
性
を
雇
い
入
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
看
護

の
業
務
の
一
つ
に
包
帯
法
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
賄
や
洗
濯
な
ど
の
仕
事
を
担
当
す
る
人
と
区

別
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
横
浜
病
院
・
大
病
院
で
ウ
ィ
リ
ス
や
シ
ッ
ド
ル
の
指
導
の
下
で

病
院
を
運
営
す
る
過
程
で
、
看
護
人
は
負
傷
兵
の
治
療
に
携
わ
る
人
へ
と
役
割
が
変
化
し
て
い
っ
た
と
判

断
で
き
る
。

三

海
外
看
護
婦
の
紹
介

戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
病
院
に
女
性
か
看
病
人
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
が
始
ま
る
が
、
幕
府
が
幕
末
よ
り
西

欧
諸
国
に
派
遣
し
た
使
節
団
の
随
員
ら
は
、
海
外
の
病
院
で
働
く
看
護
婦
の
存
在
を
知
る
機
会
に
も
な
っ

た
。
前
章
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
陸
軍
病
院
の
病
院
看
病
男
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
わ
が
国
に
最
も
早
く
看
護

職
を
紹
介
し
た
の
は
、
一
八
六
〇
年
に
日
米
修
好
通
商
条
約
批
准
交
換
を
目
的
と
し
た
正
史
新
見
豊
前
守

正
興
の
遣
米
使
節
団
一
行
の
従
者
、
仙
台
藩
士
玉
虫
左
太
夫
誼
茂
２
９

の
『
航
米
日
録
』
で
あ
り
、
随
員
玉

虫
が
北
米
ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
国
病
院
を
見
学
し
た
折
の
記
録
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

亀
山
は
、「
新
見
の
訪
米
の
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
病
院
と
い
う
名
称
な
い
し
概
念
は
一
部
に
定
着
し
は

じ
め
て
い
た
が
、
看
護
婦
や
修
道
女
た
ち
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
３
０

。
海
外
を
経
験
し
た
有
識
者
た
ち
が
病
院
見
学
で
何
を
見
て
、
報
告

し
た
の
か
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
明
治
と
な
り
近
代
化
へ
の
改
革
に
何
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
た
の

か
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
そ
こ
で
本
項
で
は
戊
辰
戦
争
当
時
、
海
外
の
看
護
に
関
す
る
情
報
が
ど

の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
作
業
を
行
う
。

ま
ず
玉
虫
左
太
夫
の
『
航
米
日
録
』
で
あ
る
。
玉
虫
は
仙
台
に
生
ま
れ
、
幼
児
に
藩
校
養
賢
堂
で
四
書

五
経
と
西
洋
事
情
な
ど
を
学
ん
だ
。
一
三
歳
の
時
に
藩
士
荒
井
東
吾
の
養
子
と
な
り
、
荒
井
家
の
娘
と
結

婚
す
る
が
、
妻
病
死
後
、
二
四
歳
の
時
に
脱
藩
し
て
江
戸
へ
出
奔
し
た
。

玉
虫
は
一
八
五
七
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
、
函
館
奉
行
堀
利
煕
に
従
っ
て
蝦
夷
地
を
巡
行
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
、
地
勢
や
気
候
や
風
土
、
ア
イ
ヌ
の
生
活
習
慣
、
衣
食
住
、
蝦
夷
地
警
備
の
状
況
な
ど
を
『
入
北

記
』
に
著
し
た
。
そ
の
観
察
力
と
、
観
察
し
た
結
果
を
詳
細
に
記
録
す
る
根
気
と
筆
力
な
ど
が
認
め
ら
れ
、

使
節
団
の
記
録
係
と
し
て
推
挙
さ
れ
、
仙
台
藩
か
ら
も
使
節
団
参
加
を
許
さ
れ
た
。
玉
虫
は
、
帰
国
す
る

ま
で
の
約
一
〇
ヵ
月
の
渡
米
体
験
を
、
八
巻
の
『
航
米
日
録
』
に
書
き
記
し
た
。『
航
米
日
録
』
に
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
滞
在
中
の
四
月
一
四
日
、
同
じ
く
従
者
福
島
義
言
と
木
村
鉄
太
と
連
れ
立
っ
て
、
石
造
り
の
玄

関
の
あ
る
四
階
建
の
病
院
を
見
学
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
資
料
２
）

３
１

。
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大
小
ノ
房
室
相
並
ビ
数
十
個
ア
リ
。
男
女
各
限
隔
ヲ
ナ
シ
、
病
者
臥
シ
居
タ
リ
。
一
房
多
キ
ハ
七
八

人
少
キ
ハ
五
六
人
、
病
者
女
ナ
レ
バ
女
、
男
ナ
レ
バ
男
ヲ
以
テ
監
視
セ
シ
ム
。
寝
室
・
食
床
極
メ
テ

清
潔
ニ
ス
。
医
官
数
人
其
傍
ニ
在
テ
時
々
ニ
診
察
ス
。・
・
・(

略)

・
・
・
其
外
病
人
ノ
取
扱
ヘ
一
ノ

遺
漏
ナ
ク
感
心
ス
ベ
シ
。

病
室
は
男
女
別
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
女
性
の
病
人
に
は
女
性
の
看
病
人
が
、
男
性
の
病
人
に
は

男
性
の
看
病
人
が
、
一
つ
の
病
室
に
七
か
ら
八
名
、
少
な
く
と
も
五
、
六
名
が
配
属
さ
れ
て
い
た
。
寝
室
、

食
卓
が
極
め
て
清
潔
で
あ
る
こ
と
、病
人
の
取
扱
い
に
一
つ
の
漏
れ
も
な
い
こ
と
に
感
心
す
る
。さ
ら
に
、

看
護
を
行
っ
て
い
る
女
僧
に
つ
い
て
は
「
女
僧
黒
衲
衣
ヲ
服
シ
テ
是
ヲ
守
護
ス
、
男
ノ
入
ル
ヲ
禁
ズ
。
予

等
ヲ
導
キ
シ
モ
ノ
始
メ
男
ニ
シ
テ
、此
房
中
ヘ
入
リ
シ
ト
キ
女
僧
一
人
付
き
副
フ
テ
、男
ハ
戸
外
ニ
待
ツ
。

尤
其
女
僧
ハ
常
ニ
十
字
木
ヲ
腰
辺
ヘ
帯
ブ
」
と
記
録
し
て
い
る
３
２

。

玉
虫
と
行
動
を
共
に
し
た
福
島
義
言
の
「
花
旗
航
海
日
誌
」
に
は
、
病
院
を
見
学
し
た
記
録
が
一
二
日

の
記
録
に
確
認
で
き
る
。「
白
キ
石
ヲ
以
テ
四
重
ニ
建
、
貧
難
病
者
等
ヲ
療
治
ス
、
男
子
ハ
介
抱
シ
、
女
子

ハ
室
ヲ
隔
テ
男
ヲ
禁
シ
、
女
介
抱
ス
ト
云
」
と
短
く
記
録
さ
れ
て
い
る

３
３

。

ま
た
同
じ
く
木
村
鉄
太
の
『
航
米
記
』
の
一
三
日
の
日
記
に
は
「
病
院
」
と
題
さ
れ
た
項
目
が
あ
り
、

「
都
下
。
往
々
病
院
ア
リ
。
中
チ
甚
ダ
清
浄
。
難
病
人
及
び
貧
人
、
薬
ヲ
買
フ
コ
ト
能
ハ
ズ
ル
者
ハ
官

之
ヲ
養
テ
病
ヲ
療
ゼ
会
ム
。
男
女
ヲ
別
テ
居
ヲ
令
メ
、
病
男
ハ
男
之
ヲ
介
抱
シ
、
病
女
ハ
尼
層
之
ヲ
介
抱

ス
。
凡
ソ
三
日
ノ
中
チ
一
度
衣
衾
ヲ
更
メ
会
ム
。
皆
官
医
之
ヲ
司
ル
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る

３
４

。

鉄
太
の
日
記
に
も
玉
虫
同
様
、
病
院
が
清
潔
で
あ
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
病
院
で
は
、
難

病
で
苦
し
ん
で
い
る
人
や
貧
乏
で
薬
を
買
う
こ
と
が
出
来
な
い
者
を
政
府
が
治
療
を
し
て
い
る
こ
と
、
政

府
か
ら
医
者
と
介
抱
人
を
つ
け
、
三
日
に
一
度
は
衣
服
を
着
替
え
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は

政
府
の
医
者
が
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
鉄
太
が
知
り
得
た
事
柄
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
玉
虫
は
看
病
人
を
「
監
視
セ
シ
ム
」
人
と
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
鉄
太
と
福
島
は
、

「
介
抱
」
す
る
人
と
、
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
玉
虫
は
、
病
院
に
入
院
し
て
い
る
者
は
「
病
者
臥
し
」

と
記
録
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
鉄
太
は
、
三
日
毎
の
衣
服
交
換
な
ど
、
尼
層
が
行
っ
て
い
る
内
容
も

調
べ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
尼
層
の
仕
事
を
病
人
の
介
抱
で
あ
る
と
理
解
し
、「
介
抱
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。
看
護
婦
と
い
う
職
業
に
関
す
る
概
念
も
な
く
、
武
士
社
会
の
上
下
関
係
に
身

を
置
く
玉
虫
に
と
っ
て
は
、「
監
視
」
と
い
う
言
葉
で
そ
の
状
況
を
理
解
し
た
と
推
測
で
き
る
。

護
衛
艦
威
臨
丸
の
従
者
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
入
院
を
経
験
し
た
者
も
い
た
。
提
督
木
村
摂
津
守
の

従
者
の
一
人
長
尾
幸
作
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
急
病
に
掛
か
り
半
月
間
の
入
院
を
経
験
し
た
。
そ
の
様

子
は
長
尾
の
『
亜
行
日
記
鴻
目
魁
耳
』
に
残
さ
れ
て
い
る
３
５

。

長
尾
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
入
港
直
前
に
病
を
発
症
し
、
現
地
の
病
院
に
入
院
す
る
。
記
録
に
は
、

「
余
愈
悪
シ
ク
大
下
痢
ヲ
催
ス
」「
矢
張
下
痢
ス
、
大
渇
食
ヲ
口
ニ
入
レ
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
痢
に

よ
る
脱
水
症
状
を
起
こ
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
症
状
が
よ
く
な
る
と
、
病
室
を
見
て
回
り
、
懇
意
と

な
っ
た
医
師
か
ら
外
科
道
具
や
妊
婦
の
手
術
を
聞
い
て
、
西
洋
医
学
の
吸
収
に
努
め
、
半
月
後
に
退
院
す

る
３
６

。
退
院
が
決
定
し
た
日
の
記
録
に
は
、
入
院
中
に
感
じ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
人
間
性
に
触
れ
、
感
動
し
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た
そ
の
想
い
が
書
か
れ
て
い
る

３
７

。

皇
国
扇
二
本
宛
相
携
礼
謝
ニ
行
ク
、
各
医
一
期
月
モ
看
病
施
治
之
知
己
ト
ナ
ル
故
皆
分
袖
又
遺
憾
ノ

情
大
ニ
顔
ニ
露
ル
、
夷
人
タ
リ
ト
雖
ト
モ
返
テ
亜
斯
亜
州
産
之
人
ニ
勝
ル
、
惣
テ
亜
米
利
加
州
之
情

合
新
開
国
之
地
故
人
情
正
直
親
密
、
他
人
へ
対
シ
空
虚
ナ
ル
コ
ト
ナ
ク
厚
情
致
至
、
余
独
所
論
ニ
非

ス
、
亜
斯
亜
州
ハ
旧
国
故
薄
情
、
地
球
中
惣
論
ナ
リ
、
時
ニ
別
ヲ
告
ケ
余
モ
又
長
々
懇
情
ヲ
受
病
癒

引
去
之
情
大
筆
ノ
外
ニ
在
リ

長
尾
の
記
録
に
は
、
入
院
中
に
施
さ
れ
た
具
体
的
な
治
療
や
受
け
た
看
護
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

長
尾
が
入
院
中
に
接
し
た
医
師
や
看
護
婦
の
対
応
か
ら
、
差
別
も
な
く
、
米
国
人
の
情
の
深
い
扱
い
に
感

心
し
た
こ
と
が
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。

長
尾
の
入
院
に
際
し
て
は
医
師
牧
山
修
卿

３
８

ら
が
病
院
へ
引
き
渡
し
役
を
務
め
た
。
修
卿
は
適
塾
出
身

で
、
長
尾
の
入
院
中
も
度
々
面
会
に
訪
れ
て
お
り
、
長
尾
の
入
院
経
験
は
、
医
師
が
西
洋
医
学
を
学
ぶ
好

機
と
な
っ
た

３
９

。
修
卿
は
一
八
七
五
年
に
は
東
京
府
病
院
副
院
長
に
就
任
し
、
そ
の
病
院
で
は
入
院
区
分

別
に
看
病
人
の
配
置
も
決
め
ら
れ
い
た

４
０

。
看
護
管
理
に
、
使
節
団
随
員
と
し
て
の
見
聞
が
ど
の
よ
う
に

活
か
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
資
料
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
未
だ
わ
が
国
に
職
業
看
護
婦
の
な
い
時

代
に
、
入
院
区
分
別
に
看
病
人
を
配
置
し
て
病
院
管
理
を
行
っ
て
い
た
事
実
は
、
西
洋
式
病
院
の
看
護
管

理
の
始
ま
り
と
捉
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

咸
臨
丸
で
の
ア
メ
リ
カ
訪
問
に
続
き
、
文
久
遣
欧
使
節
団
に
翻
訳
方
及
び
通
詞
と
し
て
参
加
し
た
福
沢

諭
吉
４
１

は
、
海
外
体
験
で
の
詳
細
な
聞
き
書
き
を
、「
西
航
記
」、『
西
洋
事
情
』
に
著
し
た
。
福
沢
は
「
西

航
記
」
で
修
道
女
看
護
婦
「
ノ
ン
」
を
紹
介
し
、
ま
た
病
人
と
介
抱
人
の
配
置
割
合
な
ど
も
記
録
し
て
い

た
４
２

。
介
抱
人
は
男
女
両
様
あ
り
て
、
男
子
は
病
男
に
属
し
、
婦
人
は
病
婦
に
属
す
。
病
人
五
十
人
に
介
抱

人
十
名
を
附
る
を
定
則
と
す
。
又
、
ノ
ン
と
名
く
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
は
老
若
婦
人
、
奇
数
に
遭
ふ

か
、
或
は
他
故
あ
る
も
の
、
神
に
誓
ひ
て
若
干
年
間
、
病
者
を
扶
け
ん
こ
と
を
自
か
ら
約
し
、
其
年

期
内
は
男
女
の
交
を
絶
ち
、
自
か
ら
守
る
こ
と
本
邦
の
女
僧
の
如
し
て
、
病
院
に
入
る
も
の
な
り
。

故
に
此
ノ
ン
は
、
病
者
を
扶
く
る
に
、
男
女
を
弁
ぜ
ず
臥
床
に
近
く
こ
と
を
得
る
な
り
。

一
八
六
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
西
洋
事
情
』
初
編
全
三
巻
で
は
、「
病
院
」（
資
料
３
）「
貧
院
」「
盲
院
」

「
唖
院
」「
癲
院
」「
痴
児
院
」「
博
物
館
」
な
ど
、
西
欧
社
会
に
お
け
る
福
祉
、
医
療
の
現
状
と
そ
の
成
り

立
ち
を
詳
細
に
調
べ
た
結
果
を
項
目
ご
と
に
ま
と
め
る
形
で
紹
介
し
た
。

福
沢
は
イ
ギ
リ
ス
で
四
つ
の
病
院
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ
の
四
つ
の
病
院
と
は
、
キ
ン
グ
ス
コ
ル
レ
ー

ジ
病
院(King

’s 
College 

Hospital

、
一
八
三
九
年
設
立
、
セ
ン
ト
・
メ
ア
リ
ー
ズ
病
院
（Saint 

Mary

’s
 

Hospital

、
一
八
四
五
年
に
設
立
）
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
病
院
（St

 
George

’s

Hospital

、
一
七
三
三
年
設
立
）
の
一
般
病
院
三
施
設
と
、
精
神
科
病
院
の
「
養
癲
院
」
で
あ
る
べ
ツ
レ

ム
病
院
（Bethlem 

Royal 
Hospital

）
で
あ
る

４
３

。
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イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
一
五
〇
の
病
院
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
キ
ン
グ
ス
コ
ル
レ
ー
ジ
病
院
は
、
一
八

六
一
年
に
新
た
に
建
て
直
さ
れ
、
四
階
建
て
病
床
数
は
約
二
〇
〇
で
あ
っ
た
。
換
気
へ
の
配
慮
、
大
き
な

調
理
場
、
看
護
婦
の
為
の
宿
泊
設
備
な
ど
、
当
時
の
模
範
的
な
病
院
と
さ
れ
て
お
り
、
福
沢
ら
は
約
二
時

間
か
け
て
、患
者
と
看
護
婦
の
快
適
と
便
利
を
考
え
て
作
ら
れ
た
病
院
を
視
察
し
た
。べ
ツ
レ
ム
病
院
は
、

一
二
四
七
年
に
教
会
の
小
修
道
院
と
し
て
建
て
ら
れ
、
福
沢
ら
が
訪
れ
た
当
時
は
三
七
〇
名
の
入
院
患
者

の
収
容
が
可
能
で
あ
り
、
病
室
は
す
べ
て
個
室
、
病
棟
と
廊
下
に
は
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
、
鳥
か

ご
、
花
、
絵
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
入
院
患
者
の
生
活
環
境
が
改

善
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

『
西
洋
事
情
』
と
と
も
に
、
明
治
期
の
日
本
人
の
〝
開
知
〟
（
知
識
の
啓
発
）
の
た
め
に
読
ま
れ
た
書

物
に
、
一
八
六
九
年
に
発
行
さ
れ
た
橋
爪
貫
一
編
『
開
知
新
編
』（
一
〇
巻
本
）

４
４

が
あ
っ
た
。
こ
の
『
開

知
新
編
』
は
、
文
久
遣
欧
使
節
団
の
報
告
書
を
、
勘
定
役
格
徒
目
付
福
田
作
太
郎
が
筆
書
き
写
し
た
「
福

田
作
太
郎
筆
記
」
二
七
冊

４
５

を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
福
田
作
太
郎
筆
記
」
の
う
ち
、
文
久
遣
欧
使
節
団
の
見
聞
に
関
す
る
も
の
は
七
冊
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
最
も
分
量
の
多
い
「
英
国
探
索
」
に
は
、「
英
国
倫
敦
府
病
院
并
学
校
の
事
」
と
題
さ
れ
た
項
目
が
確
認

で
き
る
。
そ
の
全
文
は
巻
末
に
付
記
（
資
料
４
）
す
る
が
、
一
四
～
五
人
の
病
室
を
看
病
人
三
～
四
人
で

担
当
し
て
い
る
こ
と
、
病
室
は
常
に
清
潔
で
換
気
も
充
分
に
行
わ
れ
、
蒲
団
類
は
七
日
毎
に
交
換
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
看
病
人
は
全
て
婦
人
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
よ
り
軍
の
衛
生
改
革
が
行
わ
れ
、

一
般
病
院
の
環
境
改
善
も
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
隊
は
志
願
制
で
あ
る
た
め
、
個
人
に

よ
る
健
康
管
理
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
兵
士
の
健
康
障
害
に
よ
る
戦
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
一

八
五
九
年
か
ら
は
医
官
が
衛
生
管
理
や
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
に
つ
い
て
も
担
当
し
て
い
た
。
一
八
六
〇
年
か
ら

は
、
陸
軍
医
学
校
に
て
軍
事
活
動
に
即
し
た
外
科
学
、
衛
生
学
、
病
理
学
、
医
学
な
ど
に
よ
る
医
官
教
育

も
開
始
し
て
い
た

４
６

。

文
久
遣
欧
使
節
団
が
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
陸
軍
の
改
革
が
行
わ
れ
た
直
後
で
あ
り
、

事
情
探
索
に
よ
り
、
戦
争
に
お
い
て
兵
士
が
負
傷
し
た
と
き
の
国
家
の
責
任
、
兵
士
の
健
康
と
戦
力
低
下

の
関
係
、
病
院
に
お
け
る
看
護
の
効
果
な
ど
、
今
後
わ
が
国
が
近
代
国
家
建
設
に
向
け
取
り
組
む
べ
き
課

題
を
情
報
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
て
は
い
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
が
生
き
る
の
は
戊
辰
戦
争
を
経
た
、
明
治
政

府
が
近
代
化
を
目
指
す
な
か
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

四

戦
時
医
療
の
課
題
と
看
護

幕
末
、
使
節
団
の
随
員
と
な
っ
て
欧
米
諸
国
を
見
聞
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
者
た
ち
は
、
そ
の
情
報
を

日
本
の
近
代
化
に
活
用
す
る
べ
く
、
報
告
と
し
て
そ
の
情
報
を
幕
府
に
も
た
ら
し
、
ま
た
書
物
と
し
て
多

く
の
開
明
的
な
日
本
人
が
知
識
を
得
る
の
に
寄
与
し
た
。
す
で
に
病
院
に
お
け
る
治
療
が
社
会
の
中
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
西
欧
諸
国
と
、
病
院
そ
の
も
の
の
存
在
が
一
部
に
限
ら
れ
た
日
本
で
は
、
も
た
ら
さ
れ
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た
情
報
を
活
用
す
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
特
に
西
欧
で
病
院
で
看
護
に
従
事
し
て
い
る
の
は
、
十
字
架

を
下
げ
た
修
道
女
で
あ
り
、
亀
山
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
単
な
る
異
国
事
情
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
感
は
強
い

４
７

。

し
か
し
、
戊
辰
戦
争
を
経
験
す
る
中
で
、
野
戦
病
院
で
藩
と
い
う
枠
を
超
え
た
組
織
力
に
よ
る
医
療
の

実
践
の
必
要
性
を
体
験
し
た
医
師
ら
は
、
医
療
の
近
代
化
に
向
け
た
多
く
の
課
題
を
認
識
す
る
に
至
る
。

ま
ず
、
兵
器
の
進
歩
に
よ
り
旧
来
の
漢
方
医
ら
で
は
対
処
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
な
事
実
と
し
て
、
医
師

の
み
な
ら
ず
政
治
を
掌
ろ
う
と
す
る
多
く
の
有
識
者
ら
に
認
識
さ
れ
た
。
さ
ら
に
多
く
の
負
傷
兵
を
助
け

ら
れ
な
か
っ
た
事
実
と
、
ウ
ィ
リ
ス
が
提
言
し
た
人
道
主
義
に
対
す
る
課
題
が
、
近
代
国
家
建
設
を
目
指

す
に
あ
た
り
、
戦
場
医
療
の
課
題
と
な
っ
た
。

軍
陣
治
療
は
大
き
く
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
一
段
階
目
は
、
仮
繃
帯
所
と
な
る
前
線
で
の

応
急
処
置
（
主
に
止
血
と
患
部
に
固
定
）、
二
段
階
目
は
、
医
療
体
制
の
整
っ
た
（
医
療
材
料
を
含
め
）
病

院
で
の
西
洋
外
科
学
に
よ
る
治
療
、
三
段
階
目
が
隊
へ
の
復
帰
を
目
指
し
た
回
復
過
程
に
お
け
る
看
護
が

主
体
と
な
る
病
院
で
の
治
療
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
各
段
階
を
繋
ぐ
の
は
「
移
送
」
で
あ
る
。

戊
辰
戦
争
で
は
、
第
一
段
階
目
は
藩
が
用
意
を
し
た
男
性
看
病
人
を
使
用
し
て
い
た
が
、
野
戦
病
院
で

は
多
く
の
負
傷
兵
が
入
院
す
る
こ
と
で
、
病
院
が
看
病
人
を
確
保
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
看
護

人
と
し
て
地
域
の
女
性
を
雇
入
れ
る
、
ま
た
籠
城
で
は
士
族
の
婦
女
子
が
看
病
人
の
役
割
を
担
っ
た
。

戊
辰
戦
争
で
は
広
が
る
戦
場
に
、
負
傷
兵
の
移
送
に
船
を
用
い
、
奥
羽
出
張
病
院
で
は
医
師
―
看
護
人
―

人
足
と
い
う
チ
ー
ム
で
移
送
を
行
う
。
大
病
院
で
は
初
め
て
女
性
の
看
病
人
を
採
用
し
、
包
帯
交
換
な
ど

の
治
療
の
介
助
も
看
病
人
の
仕
事
と
し
て
熟
し
、
そ
の
効
果
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
戊
辰
戦
争
で

は
、
看
病
人
は
単
に
洗
濯
や
掃
除
な
ど
の
家
事
部
門
を
担
当
す
る
と
い
う
役
割
か
ら
、
医
療
チ
ー
ム
の
構

成
要
員
へ
と
そ
の
必
要
性
が
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

戊
辰
戦
争
で
明
ら
か
に
な
っ
た
戦
時
医
療
の
課
題
を
挙
げ
る
と
、
次
に
挙
げ
る
五
項
目
に
ま
と
め
ら
れ

る
。一

．
西
洋
医
術
を
身
に
つ
け
た
医
師
の
早
急
な
育
成

４
８

二
．
医
療
材
料
、
武
器
弾
薬
、
食
糧
な
ど
の
確
保
・
補
充
シ
ス
テ
ム
の
確
立

三
．
戦
場
に
お
け
る
、
病
院
（
仮
包
帯
所
）
―
中
間
病
院
―
後
方
病
院
と
い
っ
た
医
療
体
制
の
確
立

四
．
理
論
と
実
地
訓
練
に
よ
る
看
護
者
の
育
成

五
．
文
明
国
家
と
な
る
べ
く
人
道
主
義
の
理
解

こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、
一
に
関
し
て
は
、
石
黒
忠
悳
・
土
岐
頼
徳
・
長
谷
川
泰
ら
、
戊
辰
戦
争
に
従
軍

し
、
戦
場
医
療
に
携
わ
っ
た
医
師
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
医
学
教
育
建
白
書
」

４
９

に
よ
り
、
医
師
教
育
が

開
始
さ
れ
る
。
課
題
二
は
、
人
件
費
を
含
め
、
費
用
の
確
保
か
ら
始
ま
り
、
政
府
を
含
め
、
軍
の
シ
ス
テ

ム
の
整
備
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
課
題
三
に
関
し
て
は
、
寛
斎
や
橋
本
ら
が
実
践
し
た
こ
と
で
衛

生
隊
が
初
め
て
組
ま
れ
た
が
、
陸
軍
と
し
て
負
傷
兵
の
後
送
シ
ス
テ
ム
、
支
援
体
制
は
整
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
政
府
が
戦
時
に
ど
の
よ
う
な
は
医
療
体
制
を
整
え
る
の
か
、
病
院
陸

軍
の
中
で
衛
生
部
隊
を
ど
の
よ
う
に
作
り
上
げ
る
の
か
、
そ
の
構
想
の
中
で
課
題
四
の
看
護
兵
の
育
成
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
課
題
五
は
、
人
道
主
義
を
取
り
入
れ
文
明
国
と
な
る
こ
と
は
欠
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か
せ
な
い
近
代
国
家
建
設
の
条
件
で
あ
り
、
明
治
政
府
首
脳
人
に
大
き
な
課
題
が
投
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
。一

八
六
七
年
一
二
月
明
治
政
府
が
発
足
。
政
府
は
国
家
建
設
の
目
標
を
、
国
家
的
に
独
立
し
、
国
際
社

会
に
お
い
て
欧
米
列
強
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
強
国
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

日
本
医
学
の
近
代
化
は
、
新
政
府
の
欧
米
化
政
策
に
則
り
、「
西
洋
医
術
採
用
建
白
」

５
０

に
よ
っ
て
始

ま
り
、
西
洋
医
学
の
採
用
（
一
八
六
八
年
）

５
１

、
ド
イ
ツ
医
学
の
導
入
（
一
九
七
一
年
）

５
２

、
文
部
省
の

「
医
制
」
の
制
定
（
一
八
七
四
年
）、「
医
師
開
業
試
験
法
」
の
制
定
（
一
八
七
六
年
）、
文
部
省
「
医
学
校

通
則
」
を
制
定
（
一
八
八
二
年
）
が
な
さ
れ
、
課
題
の
一
で
あ
る
西
洋
医
術
に
よ
る
医
師
の
育
成
が
医
学

教
育
と
医
師
の
免
許
を
柱
と
し
て
行
わ
れ
た

５
３

。
さ
ら
に
、
医
学
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
、

陸
海
軍
の
軍
制
改
革
に
と
も
な
う
軍
隊
の
医
療
施
設
・
教
育
の
整
備
充
実
が
あ
っ
た

５
４

。

国
軍
を
建
設
（
健
軍
）
す
る
た
め
に
は
、
全
国
の
軍
備
の
充
実
と
い
う
政
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
一
八
六
九
年
兵
部
省
が
設
置
さ
れ
、
兵
部
大
輔
の
地
位
に
就
い
た
大
村
益
次
郎
は
、
国
軍
の
創
設
に

手
腕
を
振
る
っ
た
。
大
村
が
ど
の
よ
う
な
軍
制
改
革
の
構
想
を
も
っ
て
い
た
の
か
は
門
下
の
山
田
顕
義
５
５

が
残
し
た
記
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
村
は
「
諸
藩
を
徹
し
、
佩
刀
を
禁
じ
、
徴
兵
令
を
定
め
、
兵
学
校
、
造
兵
局
を
開
き
、
鎮
台
七
道
に

分
置
す
る
が
ご
と
き
」
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
は
士
族
軍
務
専
任
主
義
の
打
破
で
あ
り
、
国
民
皆
兵
を
推

進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
５
６

。
山
田
は
、『
大
村
益
次
郎
先
生
事
績
』
の
中
で
、
大
村
の
軍
病
院
構
想
に
つ

い
て
左
記
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
５
７

。

戦
時
に
於
け
る
病
人
を
扱
う
に
は
平
常
の
時
の
治
療
と
は
余
程
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

軍
事
病
院
と
申
す
も
の
を
設
け
て
充
分
に
治
療
法
の
攻
究
を
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
が
な
い

と
戦
の
起
っ
た
時
に
負
傷
者
の
治
療
に
非
常
に
困
る
こ
と
が
出
来
る
、
又
鎮
台
と
云
ふ
も
の
を
設
け

処
々
の
要
所
に
兵
を
置
き
、
又
海
軍
の
如
き
も
所
を
定
め
て
鎮
守
府
を
置
き
軍
艦
の
集
ま
る
場
所
を

定
め
て
非
常
の
用
意
を
設
け
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

一
一
月
一
八
日
、
国
軍
の
創
設
、
兵
制
確
立
に
尽
力
し
た
大
村
益
次
郎
が
没
後
、
大
村
の
遺
志
を
継
い

だ
兵
部
大
丞
山
田
顕
義
ら
兵
部
省
幹
部
ら
に
よ
っ
て
、
太
政
官
に
「
兵
部
省
上
申
」
が
提
出
さ
れ
た

５
８

。

上
申
書
で
は
「
軍
医
寮
ヲ
設
置
ク
ベ
キ
事
」
と
し
、
兵
部
省
、
海
陸
兵
学
寮
、
陸
軍
屯
所
、
砲
銃
火
薬
製

造
所
等
と
共
に
、
軍
病
院
の
設
置
が
具
体
的
計
画
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

一
八
七
〇
年
に
大
阪
軍
事
病
院
が
設
立
さ
れ

５
９

、
併
設
し
た
軍
医
学
校
で
は
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ム
・
フ
ラ

ン
シ
ス
カ
ス
・
ボ
ー
ド
イ
ン

６
０

（A.F.Bauduin

）
を
顧
問
と
し
て
招
聘
し
、
軍
医
養
成
教
育
を
開
始
し

て
い
た

６
１

。
さ
ら
に
翌
七
一
年
に
は
兵
部
省
内
に
軍
医
寮
が
設
置
さ
れ
、
陸
海
軍
の
医
事
を
所
掌
し
た
。

軍
医
寮
頭
と
な
っ
た
の
は
元
幕
府
の
奥
医
師
兼
医
学
所
頭
取
で
あ
っ
た
松
本
良
順(

明
治
四
年
に
順
と
改

名)

で
あ
り
、
そ
の
出
仕
に
あ
た
っ
て
は
、
兵
部
大
輔
大
村
益
次
郎
の
死
後
、
事
実
上
兵
部
省
を
代
表
す
る

立
場
に
あ
っ
た
、
兵
部
少
輔
山
県
有
朋
の
強
い
希
望
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

６
２

。

山
県
は
、
戊
辰
戦
争
当
時
北
陸
鎮
撫
総
督
参
謀
の
任
に
あ
り
、
緒
戦
か
ら
戦
死
者
が
多
数
発
生
し
た
状
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況
に
対
し
、
戦
傷
治
療
の
た
め
有
能
な
医
員
の
急
遽
派
遣
要
望
書
を
長
州
藩
執
政
広
沢
兵
助
に
要
請
し
た

経
験
が
あ
っ
た

６
３

。
八
月
欧
州
視
察
か
ら
帰
国
し
た
山
県
有
朋
は
、
戊
辰
戦
争
に
幽
閉
処
分
を
受
け
て
い

た
松
本
が
、
赦
免
後
、
早
稲
田
に
開
院
し
て
い
た
病
院
を
自
ら
訪
問
し
、「
よ
う
や
く
兵
部
省
あ
る
も
、
最

も
必
要
と
す
る
衛
生
部
な
し
」
と
し
て
、
松
本
に
兵
部
省
へ
の
出
仕
を
要
請
し
た

６
４

。
軍
医
寮
頭
と
な
っ

た
松
本
の
進
言
に
よ
り
、
七
月
五
日
に
は
陸
軍
衛
生
機
関
の
中
央
機
関
と
し
て
兵
部
省
内
に
軍
医
寮
が
置

か
れ
、
衛
生
部
の
官
等
が
初
め
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

す
で
に
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
は
、
病
人
看
病
男
と
し
て
兵
士
を
看
護
兵
と
し
て
育
成
し
て
い
る
方
法
も
あ

っ
た
が
、
戦
場
で
負
傷
兵
の
治
療
に
医
師
と
と
も
に
あ
た
り
、
重
症
患
者
の
包
帯
交
換
を
担
当
し
、
重
症

患
者
の
移
送
に
も
付
き
添
え
る
看
護
者
を
、
未
だ
職
業
看
護
婦
教
育
の
な
い
日
本
で
、
ウ
ィ
リ
ス
が
認
識

し
て
い
た
よ
う
に
「
実
施
と
訓
練
」
の
も
と
に
い
か
に
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
の
か
、
陸
軍
は
軍
医

寮
も
一
つ
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

註１

神
崎
清
「
会
津
戦
争

婦
人
隊
士
顛
末
記
」（『
新
女
苑
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
号
初
出
、『J

‐novel

』

二
〇
一
三
年
一
月
）
三
九
頁
。

２

山
本
八
重
（
新
島
八
重
）（
一
八
四
五
～
一
九
三
二
）
会
津
藩
砲
術
家
に
生
ま
れ
る
。
一
八
六
五
年
に

は
川
崎
尚
之
助
と
結
婚
。
戊
辰
戦
争
後
、
川
崎
と
離
別
。
京
都
府
の
顧
問
格
に
就
任
し
て
い
た
兄
覚
馬

を
頼
り
、
一
八
七
一
年
に
京
都
に
移
住
。
七
五
年
に
は
新
島
襄
と
再
婚
。
新
島
襄
永
眠
（
一
八
九
〇
年
）

後
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
正
社
員
（
一
八
九
五
年
に
は
日
本
赤
十
字
社
終
身
社
員
）
と
な
り
、
日
清
戦

争
、
日
露
戦
争
に
従
軍
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
は
そ
の
功
績
に
よ
り
薫
六
等
宝
冠
章
を
受
け

る
。
八
七
歳
で
永
眠
。、

３

新
島
襄
（
一
八
四
三
～
九
〇
）
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
ボ
ス
ト
ン
に
密
航
し
ア
ー
モ
ス
ト
大
学

と
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
に
五
年
間
在
籍
。
在
学
し
て
い
た
時
、
そ
の
人
格
と
識
見
を
認
め
ら
れ
、

一
八
七
二
年
よ
り
岩
倉
使
節
団
の
文
部
大
丞
田
中
不
二
麿
呂
理
事
官
の
秘
書
・
通
訳
と
し
て
使
節
団
に

随
行
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
を
訪
問
し
、
一
八
七
四
年
に
帰
国
す
る
ま
で
各
国

の
教
育
制
度
の
調
査
研
究
を
行
う
。
日
本
へ
の
帰
国
が
許
さ
れ
、
日
本
で
は
宣
教
師
と
し
て
布
教
活
動

を
行
い
、
七
五
年
に
京
都
で
「
同
志
社
英
学
校
」
を
開
校
し
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育
を
創
始
し
た
。

さ
ら
に
医
学
教
育
の
実
現
を
目
指
す
が
断
念
、
看
護
婦
学
校
と
病
院
の
建
設
を
目
指
し
、
八
六
年
秋
京

都
府
よ
り
看
護
婦
学
校
設
置
の
正
式
認
可
を
受
け
る
。
指
導
者
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
ボ
ス
ト
ン
私
立
病

院
看
護
学
校
校
長
の
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
を
招
聘
。
毎
年
九
月
の
第
三
月
曜
日
に
入
学
し
、
修
業
年

限
二
年
間
で
六
月
に
卒
業
す
る
「
京
都
看
病
婦
学
校
」
を
設
立
。
指
導
者
の
下
で
実
際
業
務
を
通
し
て

看
護
を
学
ぶ
、
実
地
学
習
を
主
体
と
し
た
看
護
教
育
を
行
っ
た
。
一
八
八
八
年
六
月
第
一
回
卒
業
生
四

名
を
始
め
と
し
て
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
の
廃
校
に
な
る
ま
で
、
約
八
〇
名
の
卒
業
生
を
出
す

な
ど
、
わ
が
国
の
近
代
看
護
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
で
も
あ
る
。

４

看
護
史
研
究
会
『
看
護
学
生
の
た
め
の
日
本
看
護
史
』
七
五
頁
。
一
八
八
七
年
六
月
に
有
栖
川
宮
妃
殿

下
を
初
代
総
裁
、
会
長
鍋
島
侯
爵
夫
人
栄
子
を
は
じ
め
と
し
た
皇
族
、
華
族
の
婦
人
達
が
発
起
人
に
名

を
連
ね
た
「
日
本
赤
十
字
社
篤
志
看
護
婦
人
会
」
が
発
足
し
た
。
こ
の
発
足
に
際
し
て
は
、
岩
倉
使
節

団
の
最
初
の
女
子
留
学
生
五
人
の
ひ
と
り
、
山
川
捨
松
の
功
績
が
大
き
い
。「
日
本
赤
十
字
社
篤
志
看

護
婦
人
会
」
は
、
皇
室
と
軍
部
の
保
護
を
背
景
に
、
や
が
て
誕
生
（
一
八
九
〇
年
四
月
に
日
本
赤
十
字

社
看
護
婦
養
成
所
創
設
）
さ
せ
る
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
で
あ
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り
、
こ
の
組
織
は
地
方
に
も
広
が
り
、
市
会
（
長
は
知
事
夫
人
）、
分
会
が
上
流
婦
人
を
中
心
に
結
成

さ
れ
、
一
通
り
の
救
急
看
護
法
の
講
習
を
実
施
し
て
、
戦
時
に
は
役
割
を
果
た
し
た
。

５

新
島
八
重
子
「
男
装
し
て
会
津
城
に
入
り
た
る
当
時
の
苦
心
」（『
婦
人
世
界
』
第
四
巻
第
一
三
号
初
出
、

明
治
四
十
二
年
十
一
月
、『J

‐novel

』
二
〇
一
三
年
一
月
、
一
四
―
一
九
頁
復
刻
）

６

山
川
操
子
（
正
し
く
は
操
）
と
は
、
旧
会
津
藩
士
山
川
尚
江
の
礼
嬢
で
、、
戊
辰
戦
争
当
時
籠
城
を
指

揮
し
た
山
川
大
蔵
（
の
ち
に
浩
、
陸
軍
少
将
・
男
爵
）
や
後
年
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
る
山
川

双
葉
子
の
妹
で
あ
り
、
健
次
郎
（
帝
国
大
学
総
長
理
学
博
士
）、
陸
軍
卿
公
爵
大
山
巌
夫
人
と
な
る
捨

松
の
姉
で
あ
る
。
十
七
歳
の
時
に
戊
辰
戦
争
で
鶴
ヶ
城
で
籠
城
を
体
験
。
数
年
後
に
旧
会
津
藩
士
小
出

光
照
と
結
婚
す
る
が
、
光
照
は
陸
軍
入
り
し
佐
賀
の
乱
で
戦
死
。
そ
の
後
操
は
ロ
シ
ア
に
留
学
し
、
フ

ラ
ン
ス
語
を
マ
ス
タ
ー
し
、
宮
内
省
御
用
掛
と
な
る
。

７

山
川
操
子
「
十
七
歳
に
て
会
津
籠
城
中
に
実
験
せ
し
苦
心
」（
『
婦
人
世
界
』
第
四
巻
第
一
二
号
初
出
、

明
治
四
十
二
年
十
一
月
、『J

‐novel

』
二
〇
一
三
年
一
月
、
二
〇
―
三
三
頁
復
刻
）
復
刻
は
、『
婦
人

世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
全
文
再
録
さ
れ
た
も
の
で
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
新
字
、
現
代
仮
名
遣

い
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

８

神
崎
「
会
津
戦
争

婦
人
隊
士
顛
末
記
」
五
五
頁
。

９

神
崎
「
会
津
戦
争

婦
人
隊
士
顛
末
記
」
五
六
頁
。

１
０

山
川
捨
松
（
大
山
捨
松
）（
一
八
六
〇
～
一
九
一
九
）
捨
松
は
留
学
中
に
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ヴ
ン

病
院
付
属
の
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
看
護
婦
養
成
学
校
で
二
ヵ
月
間
看
護
を
学
び
帰
国
。
捨
松
は
陸
軍
大
臣

大
山
巌
と
結
婚
後
、
政
府
高
官
の
婦
人
と
し
て
高
木
兼
寛
が
創
立
し
た
有
志
共
立
東
京
病
院(

現
在
の
東

京
慈
恵
会
病
院)

を
見
学
し
、
看
護
人
に
男
性
看
護
人
し
か
い
な
い
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
、
看
護
婦
養
成

所
創
設
の
た
め
の
資
金
集
め
の
た
め
に
、
一
八
八
四
年
六
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
「
鹿
鳴
館
慈
善
バ
ザ

ー
」
を
開
催
し
、
八
千
円
の
収
益
を
寄
付
。
高
木
は
そ
の
寄
附
金
に
よ
り
わ
が
国
初
の
看
護
婦
養
成
所

を
開
校
し
た
。
捨
松
は
そ
の
後
も
、
看
護
婦
と
い
う
職
業
が
欧
米
社
会
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
説
き
、
日
本
赤
十
字
会
に
も
働
き
か
け
「
日
本
赤
十
字
社
篤
志
看
護
婦
人
会
」
が
発
足
し
た
。
捨

松
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
上
流
階
級
の
婦
人
た
ち
に
よ
る
篤
志
看
護
婦
人
会
が
設
立
さ
れ
た
時
に
、
理

事
と
な
り
看
護
法
や
衛
生
学
の
普
及
や
看
護
婦
の
地
位
の
向
上
に
も
努
め
た
。
捨
松
に
関
し
て
は
、
ひ

孫
に
あ
た
る
久
野
明
子
著
『
鹿
鳴
館
の
貴
婦
人

大
山
捨
松
―
日
本
初
の
女
子
留
学
生
』（
中
公
文
庫
、

二
〇
一
一
年
四
刷
）
を
参
照
。

１
１

久
野
『
鹿
鳴
館
の
貴
婦
人

大
山
捨
松
』
一
三
九
―
一
四
二
頁
。

１
２

久
野
『
鹿
鳴
館
の
貴
婦
人

大
山
捨
松
』
三
五
―
三
七
頁
。
捨
松
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に

ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
「
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ー
ス
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
ホ
ー
ム
」
に
英
語
で
語
っ
た
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
義
理
の
姉
の
壮
絶
な
死
を
語
っ
て
い
る
。

１
３

神
崎
「
会
津
戦
争

婦
人
隊
士
顛
末
記
」
三
七
頁
。

１
４

篤
志
看
護
婦
人
会
は
、
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
五
月
一
九
日
、
有
栖
川
熾
仁
親
王
妃
董
子
の
台

旨
に
よ
り
、
有
志
の
貴
婦
人
、
橋
本
綱
常
、
石
黒
忠
悳
ら
が
集
ま
り
、
日
本
赤
十
字
社
の
監
督
の
も
と

に
、
篤
志
看
護
婦
人
会
設
立
を
決
め
る
。
こ
の
時
の
集
会
で
は
、
妃
殿
下
四
名
と
貴
婦
人
二
五
名
が
発

起
人
と
な
り
、
会
員
は
日
本
赤
十
字
社
社
員
で
あ
り
、「
年
齢
族
籍
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
平
素
品
行
貞
淑
ニ
シ

テ
患
者
看
護
ニ
熱
心
ナ
ル
者
」
と
し
、「
看
護
法
救
急
法
ノ
如
キ
看
護
ニ
必
要
ナ
ル
学
術
ヲ
教
授
」
し

て
、
卒
業
後
に
は
証
書
を
授
与
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
講
習
会
の
様
子
は
『
女
学
雑
誌
』

な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
。
活
動
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
の
終
戦
を
機
に
廃
会
と
な
っ
た
。
こ

れ
ら
篤
志
看
護
婦
人
会
の
発
足
過
程
や
そ
の
後
の
活
動
の
詳
細
は
、
吉
川
龍
子
『
日
赤
の
創
始
者

佐

野
常
民
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
一
三
三
―
一
三
九
頁
を
参
照
。
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１
５

日
本
医
史
学
会
編
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」（『
日
本
医
史
学
会
雑
誌
』
一
七
巻
附
録
、
一
九
四
四

年
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
年
復
刻
）
一
―
八
二
頁
。

１
６

日
本
医
史
学
会
編
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」
二
頁
。

１
７

日
本
医
史
学
会
編
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」
四
頁
。

１
８

中
西
淳
朗
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
第
四
号
、
一
九
九
六
年
、

一
五
八
―
一
五
九
頁
。

１
９

中
西
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
」
一
五
八
頁｡

中
西
は
賃
金
が
高
い
理
由
と
し
て
、「
肉
体
労
働
が

一
応
認
め
ら
れ
た
」
結
果
で
あ
っ
た
と
考
察
し
て
い
る
。

２
０

中
西
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
」
一
五
八
頁
。

２
１

中
西
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
」
一
五
九
頁
。

２
２

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
三
五
〇
頁
。

２
３

日
本
医
史
学
会
編
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」
三
六
頁
。

２
４

朝
倉
治
彦
編
『
幕
末
明
治
日
誌
集
成
第
一
巻
』「
平
潟
口
総
督
日
誌
」（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
）

一
三
三
頁
。

２
５

シ
ッ
ド
ル
「
日
本
陸
軍
病
院
に
か
ん
す
る
報
告
」
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』

三
四
八
―
三
四
九
頁
。

２
６

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
四
五
頁
。

２
７

鮫
島
『
明
治
維
新
と
英
医
ウ
ィ
リ
ス
』
一
三
九
頁
。
初
出
は
、『
日
本
医
事
新
報
』
第
一
二
五
四
号
、

一
九
四
三
年
）

２
８

亀
山
『Ⅳ

 

看
護
婦
と
医
師
』
八
六
―
八
七
頁
。

２
９

玉
虫
左
太
夫
（
一
八
二
三
―
一
八
六
九
）。
玉
虫
に
関
し
て
は
そ
の
五
代
末
の
玄
孫
で
あ
る
山
本
三
郎

氏
が
著
書
『
仙
台
藩
士
膜
松
世
界
一
周
―
玉
蟲
左
太
夫
外
遊
録
―
』（
荒
蝦
夷
、
二
〇
一
〇
年
）
で
紹

介
し
て
い
る
。

３
０

亀
山
『Ⅳ

 

看
護
婦
と
医
師
』
二
〇
―
二
一
頁
。

３
１

沼
田
・
松
沢
『
西
洋
見
聞
集
』
一
〇
四
―
一
〇
五
頁
。

３
２

亀
山
『
近
代
日
本
看
護
史Ⅳ

 

看
護
婦
と
医
師
』
二
〇
―
二
一
頁
。
亀
山
は
こ
の
病
院
に
い
た
女
性

の
看
護
婦
は
シ
ス
タ
ー
を
さ
し
、
男
女
の
性
別
に
よ
っ
て
看
護
婦
の
使
用
を
異
に
す
る
の
は
、
宗
教
上

の
病
院
に
よ
く
見
ら
れ
る
病
院
管
理
方
法
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
又
、
亀
山
は
「
フ
ェ
ド
ル
ヒ
ャ
」

の
病
院
を
訪
ね
た
と
し
て
、
地
名
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
が
、
玉
蟲
の
記
録

三
月
二
十
五
日
に
見
ら
れ
る
「
フ
ェ
ド
ル
ヒ
ャ
」
と
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ま
で
乗
船
し
た
「
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
号
」
の
事
で
あ
る
。

３
３

福
島
義
言
「
花
旗
航
海
日
誌
」、
日
米
修
好
通
商
百
年
記
念
行
事
運
営
会
編
『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史

料
集
成
』
第
三
巻
（
風
間
書
店
、
一
九
六
一
年
）
二
七
九
―
四
〇
〇
頁
。
病
院
見
学
の
記
録
は
三
三
八

頁
。

３
４

木
村
鉄
太
『
航
米
記
』
六
巻
〔
三
〕
の
四
月
十
三
日
の
記
録
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。
現
代
語
訳

は
、
高
野
『
航
米
記
』
一
四
〇
頁
。

３
５

長
尾
幸
作
『
亜
行
日
記
鴻
目
魁
耳
』
日
米
修
好
通
商
百
年
記
念
行
事
運
営
会
編
『
万
延
元
年
遣
米
使

節
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
一
九
九
―
二
二
九
頁
。

３
６

佐
志
傳
、「
解
題
『
亜
行
日
記
鴻
目
魁
耳
』『
亜
行
記
録
』」、『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史
料
集
成
』
第
二

巻
、
四
一
三
―
四
二
〇
頁
。

３
７

長
尾
『
亜
行
日
記
鴻
目
魁
耳
』
二
〇
九
頁
。

３
８

牧
山
修
卿
（
一
八
三
四
～
一
九
〇
三
）
武
蔵
に
生
ま
れ
る
。
江
戸
の
出
て
漢
学
を
学
ん
だ
後
医
業
を

志
し
、
坪
井
信
良
に
蘭
学
を
学
び
、
長
崎
に
一
年
、
適
塾
で
二
年
間
（
一
八
五
一
―
五
三
）
学
ぶ
。
適
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塾
生
八
木
称
平
や
村
田
蔵
六
（
大
村
益
次
郎
）
ら
と
は
江
戸
で
も
親
交
が
あ
っ
た
。
咸
臨
丸
で
の
米
国

か
ら
の
帰
国
後
、
一
八
六
九
年
に
は
医
学
校
教
授
試
補
と
な
り
、
一
八
七
四
年
ま
で
医
師
教
育
に
携
わ

る
。
東
京
府
病
院
副
院
長
、
東
京
地
方
会
衛
生
委
員
、
駒
込
避
病
院
長
な
ど
を
歴
任
後
、
上
野
花
園
町

に
開
業
。
牧
山
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
中
崎
昌
雄
「
咸
臨
丸
に
乗
っ
て
い
た
も
う
一
人
の
適
塾
生

牧
山
修
卿
」（『
適
塾
』
一
九
巻
、
一
九
八
六
年
）
三
―
二
三
頁
。
神
前
「
適
塾
生
『
牧
山
修
卿
』
と
東

京
府
病
院
」（『
適
塾
』
二
三
巻
、
一
九
九
〇
年
）
一
六
九
―
一
八
九
頁
が
あ
る
。

３
９

長
尾
幸
作
『
亜
行
日
記
鴻
目
魁
耳
』
二
月
二
四
日
の
記
録
に
は
「
役
医
四
輩
見
舞
来
ル
」、
三
月
七
日

の
記
録
に
は
「
吉
岡
勇
平
、
山
本
金
次
郎
、
小
杉
雅
之
進
、
牧
山
修
卿
、
大
橋
栄
二
・
秀
島
藤
之
助
右

六
名
余
カ
病
床
ヲ
尋
来
ル
」
と
あ
る
。

４
０

東
京
市
役
所
編
『
東
京
史
稿

救
済
篇
』
五
三
九
頁
。
入
院
区
分
（
一
等
か
ら
四
等
）
に
応
じ
た
看

護
人
を
配
置
。
一
等
（
一
日
一
円
、
個
室
、
看
護
人
一
人
）、
二
等
（
一
日
三
七
銭
五
厘
、
一
～
二
人

部
屋
、
看
護
人
一
人
／
患
者
四
人
）、
三
等
（
一
日
三
一
銭
二
厘
五
毛
、
三
～
四
人
部
屋
、
看
病
人
一

人
二
部
屋
）、
四
等
（
一
日
二
五
銭
、
患
者
一
〇
人
余
人
雑
居
部
屋
、
看
病
人
一
人
一
部
屋
）。
一
等
と

二
等
は
「
看
護
人
」
三
等
・
四
等
は
看
病
人
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
区
別
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

４
１

福
沢
諭
吉
（
一
八
三
四
―
一
九
〇
一
）
中
津
藩
士
。
長
崎
及
び
緒
方
洪
庵
の
適
塾
で
蘭
学
を
学
ぶ
。

一
回
目
は
第
一
回
新
見
豊
前
守
正
興
の
一
行
に
、
護
衛
艦
咸
臨
丸
で
木
村
摂
津
の
守
の
従
者
と
し
て
随

行
。
二
回
目
は
竹
内
下
野
守
保
徳
一
行
に
、
通
詞
外
国
方
翻
訳
局
員
と
し
て
参
加
。
三
回
目
は
、
一
八

六
七
年
に
軍
艦
受
取
委
員
小
野
友
五
郎
の
翻
訳
方
と
し
て
二
度
目
と
な
る
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
。

４
２

富
田
正
文
編
『
福
沢
諭
吉
選
集
（
第
一
刷
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
二
六
頁
。
山
口
一
夫
『
福

澤
諭
吉
の
西
航
巡
歴
』（
福
澤
諭
吉
協
会
、
一
九
八
〇
年
）
三
八
―
三
九
頁
。

４
３

山
内
慶
太
「
福
澤
諭
吉
の
見
た
ロ
ン
ド
ン
の
医
療
」（
福
澤
諭
吉
教
会
編
・
発
行
『
福
澤
諭
吉
年
鑑
二

九
』
二
〇
〇
二
年
）
一
〇
五
―
一
二
九
頁
。

４
４

『
開
知
新
編
』
は
、
福
田
作
太
郎
が
ま
と
め
た
文
久
遣
欧
使
節
団
の
報
告
書
二
七
冊
の
う
ち
、
プ
ロ
シ

ア
と
ロ
シ
ア
二
ヵ
国
の
分
だ
け
を
除
き
、
順
序
を
変
え
て
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
橋
爪
貫
一
が

刊
行
し
た
。『
開
知
新
編
』
は
、
一
八
六
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
福
沢
の
『
西
洋
事
情
』
と
と
も
に
、
明

治
期
の
日
本
人
の
知
識
の
啓
発
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

４
５

「
福
田
作
太
郎
筆
記
」（
東
京
大
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
）
全
二
七
冊
中
、
文
久
遣
欧
使
節
団
に
直
接

関
係
す
る
も
の
は
、「
英
国
探
索
」「
荷
蘭
探
索
」「
仏
孛
葡
探
索
」「
欧
羅
巴
行
御
用
留
（
一
）」「
欧
羅

巴
行
御
用
留
（
二
）」「
欧
羅
巴
行
御
用
留
（
三
）」「
魯
西
亜
探
索
」
の
七
冊
が
あ
る
。「
仏
孛
葡
探
索
」

に
は
、「
仏
蘭
西
国
検
索
」「
孛
漏
生
国
探
索
」「
葡
萄
牙
国
検
索
」
と
い
っ
た
見
聞
録
が
含
ま
れ
る
。

締
盟
国
と
し
て
訪
問
し
た
フ
ラ
ン
ス
（「
仏
蘭
西
国
検
索
」）・
イ
ギ
リ
ス
（「
英
国
探
索
」）・
オ
ラ
ン
ダ

（「
荷
蘭
探
索
」）・
プ
ロ
シ
ア
（「
孛
漏
生
国
探
索
」）・
ロ
シ
ア
（「
魯
西
亜
探
索
」）・
ポ
ル
ト
ガ
ル
（「
葡

萄
牙
国
探
索
」）
の
六
ヵ
国
に
お
け
る
見
聞
の
項
目
が
、
中
野
善
達
に
よ
り
一
覧
表
と
し
て
比
較
検
討

さ
れ
て
お
り
、
ポ
ル
ト
ダ
ル
以
外
の
五
ヵ
国
に
は
「
病
院
之
事
」
が
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
（
松
沢
弘
陽
「
解
題

英
国
探
索
始
末
」
沼
田
・
松
沢
『
西
洋
見
聞
集
』
五
八
二
―

五
八
三
頁
）

４
６

看
護
史
研
究
会
編
『
看
護
学
生
の
た
め
の
世
界
看
護
史
』（
医
学
書
院
、
一
九
九
七
年
）
七
八
頁
。
イ

ギ
リ
ス
で
は
一
八
世
紀
末
か
ら
、
大
病
院
内
で
内
科
・
外
科
な
ど
の

専
門
医
に
よ
っ
て
、
解
剖
実
習

を
基
礎
に
し
た
医
学
教
育
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
一
八
五
八
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
に
病
院
付
属
の

医
学
校
が
一
二
ヵ
所
に
設
け
ら
れ
、
同
年
に
は
医
師
法
が
成
立
し
て
い
る
。

４
７

亀
山
『Ⅳ

 

看
護
婦
と
医
師
』
二
一
頁
。
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４
８

中
村
赳
『
新
説

明
治
陸
軍
史
』（
梓
書
房
、
一
九
七
三
年
）
九
二
―
一
〇
九
頁
に
は
「
陸
軍
が
た
ど

っ
た
近
代
医
学
の
道
」
と
題
さ
れ
て
、
戊
辰
戦
争
で
の
医
師
不
足
か
ら
陸
軍
が
軍
医
育
成
を
初
め
た
経

過
が
書
か
れ
て
い
る
。

４
９

厚
生
省
医
務
局
『
医
制
百
年
史
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
六
年
）
資
料
編
二
一
頁
。

５
０

厚
生
省
医
務
局
『
医
制
百
年
史
』
資
料
編
一
九
頁
。
一
八
六
八
年
二
月
。
新
政
府
は
典
薬
少
允
（
次

官
）
高
階
経
由
、
高
階
筑
前
介
の
連
名
に
よ
る
西
洋
医
学
採
用
の
建
議
を
採
用
し
た
。

５
１

国
公
立
所
蔵
史
料
刊
行
会
編
『
日
本
醫
学
の
夜
明
け
』（
日
本
世
論
調
査
研
究
会
、
一
九
七
七
年
）
二

九
八
頁
。
一
八
六
八
年
三
月
八
日
付
「
西
洋
醫
術
採
用
」
の
記
録
、「
西
洋
醫
術
ノ
儀
是
迠
被
止
置
候

ヘ
共
自
今
其
所
長
ニ
於
テ
ハ
御
採
用
可
有
之
被
仰
出
候
事
」
が
、『
公
文
類
纂
』
で
確
認
で
き
る
。

５
２

一
八
六
九
年
に
「
醫
学
校
取
調
御
用
掛
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
相
良
治
安
と
岩
佐
純
は
ド
イ
ツ
医
学
の
採

用
を
強
く
主
張
、
そ
の
結
果
一
八
七
〇
年
、
ド
イ
ツ
と
の
間
に
医
学
教
師
二
名
を
三
年
契
約
で
雇
用
す

る
協
定
が
で
き
、
翌
七
一
年
に
ミ
ュ
ル
レ
ル
（
陸
軍
軍
医
少
佐
）、
ホ
フ
マ
ン
（
海
軍
軍
医
少
尉
）
が

東
校
医
学
教
授
と
し
て
来
日
し
、
ド
イ
ツ
式
の
大
学
制
度
に
倣
っ
た
医
学
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。

５
３

国
公
立
所
蔵
史
料
刊
行
会
編
『
日
本
醫
学
の
夜
明
け
』
二
九
五
頁
。

５
４

国
公
立
所
蔵
史
料
刊
行
会
編
『
日
本
醫
学
の
夜
明
け
』
二
九
七
頁
。

５
５

山
田
顕
義
（
一
八
四
八
～
九
二
）
長
州
。
一
八
五
七
年
に
松
下
村
塾
に
学
ぶ
。
六
二
年
に
上
京
し
藩

主
の
跡
継
ぎ
で
あ
る
毛
利
定
広
の
警
護
を
務
め
る
。
戊
辰
戦
争
で
は
、
陸
軍
参
謀
兼
海
陸
軍
参
謀
と
し

て
勝
利
に
貢
献
し
た
。
一
八
六
九
年
の
新
官
制
施
行
に
よ
り
、
兵
部
大
丞
に
就
任
す
る
。
大
村
益
次
郎

死
亡
後
は
、
そ
の
継
承
者
と
し
て
兵
部
省
確
立
に
尽
力
し
た
。
岩
倉
使
節
団
に
兵
部
省
理
事
と
し
て
随

行
し
各
国
軍
制
を
調
査
。
帰
国
後
「
兵
は
凶
器
ナ
リ
」
と
し
た
上
申
書
を
提
出
し
た
。
一
八
七
五
年
に

は
警
報
編
纂
委
員
長
に
就
任
し
、
後
第
一
次
伊
藤
内
閣
の
司
法
大
臣
に
就
任
。
工
部
卿
、
内
務
卿
、
司

法
大
臣
な
ど
を
歴
任
。
伯
爵
。

５
６

木
村
紀
八
郎
『
大
村
益
次
郎
伝
』（
鳥
影
社
、
二
〇
一
〇
年
）
三
〇
二
―
三
〇
三
頁
。

５
７

村
田
峰
次
郎
『
大
村
益
次
郎
先
生
事
績
』（
一
九
二
四
年
刊
、
二
〇
一
三
年
マ
ツ
ノ
書
店
復
刻
）
一
〇

六
頁
。

５
８

由
井
正
臣
・
藤
原
彰
・
吉
田
裕
『
軍
隊
兵
士
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
一
八
―
一
九
頁
。
大
村

は
一
八
六
九
年
九
月
四
日
に
襲
撃
さ
れ
重
傷
を
負
い
、
同
年
一
〇
月
一
六
日
に
早
急
に
軍
事
病
院
を
設

立
す
べ
き
と
し
て
右
府
三
条
実
美
卿
に
「
朝
廷
之
兵
制
」
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
、
一
一
月
五
日

に
死
去
し
た
。

５
９

大
阪
軍
事
病
院
は
、
一
八
六
八
年
四
月
に
設
立
し
た
横
浜
軍
陣
病
院
に
次
ぐ
軍
事
病
院
で
あ
り
、
関

西
で
は
最
初
の
陸
軍
病
院
と
な
っ
た
。

６
０

ア
ン
ト
ニ
ウ
ム
・
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ス
・
ボ
ー
ド
イ
ン
（Antonius Franciscus Bauduin 

一
八
二
〇
～
一
八
八
五
）
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
の
お
け
る
ポ
ン
ペ
の
恩
師
。
長
崎

養
生
所
の
ポ
ン
ペ
の
後
任
と
し
て
一
八
六
二
年
に
来
日
。
三
年
半
長
崎
の
医
学
校
で
眼
科
学
、
生
理
学

等
の
講
義
を
担
当
し
た
。
一
度
帰
国
後
、
明
治
新
政
府
移
行
後
に
再
来
日
し
、
大
阪
仮
病
院
に
就
職
し
、

大
村
益
次
郎
の
右
大
腿
部
切
断
術
を
執
刀
し
た
。
大
学
東
校
で
も
二
ヶ
月
講
義
を
担
当
。

６
１

坂
井
編
『
日
本
医
学
教
育
史
』
二
五
〇
頁
。
明
治
新
政
府
の
医
師
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
、
医
師
の
教

育
課
程
の
水
準
を
均
質
化
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
当
初
は
医
師
と
い
う
職
種
の
国
家
経
営
に
お
け
る
使

命
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
指
向
さ
れ
た
。

６
２

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』
八
二
頁
。
松
本
の
自
伝
に
は
、
山
県
有
朋
は
松
本

が
早
稲
田
で
開
業
し
て
い
た
病
院
を
訪
れ
「
然
る
に
、
未
開
の
国
、
よ
う
や
く
兵
部
省
あ
る
も
、
最
も

必
要
と
す
る
衛
生
部
な
し
、
し
か
し
て
、
こ
の
こ
と
を
な
さ
ん
者
、
他
に
そ
の
人
な
し
、
出
で
て
こ
れ

を
主
宰
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
予
必
ず
こ
れ
を
任
ぜ
ん
。」
と
説
得
さ
れ
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
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６
３

蒲
原
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
上
）」
四
五
―
四
六
頁
。
四
月
二
十
九
日
付
広
沢
兵

助
宛
て
に
「
前
文
略

先
鋒
を
争
候
熱
、
死
傷
余
分
有
之
何
と
も
遺
憾
（
中
略
）、
此
辺
は
御
推
察
被

下
度
候
（
中
略
）、
京
師
詰
居
上
等
之
医
師
両
人

何
卒
繰
合
出
張
之
儀
御
配
慮
奉
願
上
候

寺
内
君

（
暢
三
）
其
外
へ
も
よ
ろ
し
く
御
鳳
声
梅
雨
中
別
而
御
自
重
為
国
家
專
祈
仕
候
」
と
の
書
簡
が
残
っ
て

い
る
。

６
４

小
川
・
酒
井
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』
八
二
頁
。
良
順
は
会
津
若
松
城
を
去
っ
た
あ
と
、

米
沢
・
鶴
岡
で
リ
ウ
マ
チ
の
療
養
を
行
っ
た
後
横
浜
に
戻
る
。
し
か
し
明
治
政
府
に
よ
り
幽
囚
さ
れ
、

一
八
六
九
年
一
二
月
に
赦
免
。
金
銭
を
工
面
し
、
計
画
し
て
い
た
私
病
院
「
蘭
疇
舎
」
を
一
八
八
〇
年

三
月
に
開
院
し
て
い
た
。
医
員
に
は
、
長
崎
で
の
教
え
子
で
あ
り
当
時
浪
人
中
で
あ
っ
た
橋
本
綱
常
を

招
き
、
ポ
ン
ペ
流
の
西
洋
式
病
院
運
営
を
実
践
し
た
。
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Ⅱ
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看
護
制
度
創
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期



第
一
章

看
護
制
度
の
整
備
は
じ
ま
り

一

看
病
人･

看
病
卒
の
職
務

一
八
七
二
年
二
月
二
七
日
に
兵
部
省
が
廃
止
さ
れ
、
翌
日
二
八
日
の
陸
軍
省
設
置
に
伴
い
、
軍
医
寮
は

陸
軍
省
の
所
轄
と
な
る
。
明
治
時
代
に
お
け
る
陸
軍
衛
生
機
関
の
中
央
機
関
は
、
一
八
七
一
年
か
ら
七
二

年
ま
で
は
軍
医
寮
、
七
三
年
か
ら
七
八
年
ま
で
は
陸
軍
本
病
院
、
七
九
年
か
ら
八
五
（
明
治
一
八
）
年
ま

で
は
陸
軍
軍
医
本
部
、
八
六
年
以
降
は
陸
軍
省
医
務
局
と
変
遷
し
、
陸
軍
軍
事
行
政
の
医
事
・
衛
生
を
掌

っ
た

１

。

七
三
年
五
月
、
初
め
て
衛
生
部
の
官
等
が
定
め
ら
れ
、
軍
医
官
等
も
設
け
ら
れ
、
会
計
部
病
院
課
の
下

士
に
看
病
人
（
一
等
看
病
人
・
二
等
看
病
人
・
三
等
看
病
人
）
が
、
兵
卒
に
は
看
病
卒
が
置
か
れ
た
こ
と

で
、
衛
生
要
員
の
補
充
制
度
と
し
て
の
看
護
制
度
の
整
備
が
は
じ
ま
る

２

。
そ
の
切
掛
け
は
、
軍
医
寮
が

行
っ
た
病
院
附
属
兵
制
度
創
設
に
つ
い
て
の
上
申
で
あ
っ
た
。

陸
海
軍
の
医
事
を
所
掌
す
る
こ
と
と
な
っ
た
軍
医
寮
は
、
一
八
七
一
年
一
〇
月
、
病
院
附
属
兵
制
度
創

設
に
つ
い
て
、
左
記
の
よ
う
な
上
申
を
行
っ
た
３

。

病
院
附
属
兵
ハ
大
凡
兵
卒
百
名
ニ
拾
人
位
ヲ
撰
附
シ
隊
伍
ヲ
ナ
シ
以
テ
「
ア
ン
ビ
ラ
ン
ス
」
ニ
附
属

シ
病
傷
兵
ノ
護
衛
ト
ナ
リ
或
ハ
戦
地
傷
創
ノ
者
ヲ
運
輸
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
平
時
ハ
軍
事
病
院
ニ
随

従
シ
小
給
ノ
役
ニ
充
テ
病
者
ヲ
看
護
シ
或
ハ
病
院
出
入
ノ
番
卒
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
徽
章
ハ
帽
衣
ニ
至

ル
マ
テ
各
国
一
般
白
地
ニ
赤
十
字
ヲ
誌
ス
ヲ
以
テ
格
ト
ス
右
ハ
軍
事
病
院
ノ
附
属
ト
仕
平
時
傷
創

等
ノ
取
扱
ヲ
モ
習
熟
致
サ
セ
置
キ
度
存
ジ
候
方
今
ノ
処
ハ
先
三
四
拾
名
モ
有
之
候
ハ
バ
行
足
リ
申

ス
可
キ
ト
存
ジ
候
間
然
ベ
キ
御
撰
定
ノ
上
当
寮
附
属
仰
付
ケ
ラ
レ
度
尤
衣
食
俸
給
等
ハ
都
テ
他
ノ

兵
隊
ト
同
様
御
給
与
相
成
度
此
段
申
出
テ
候
ナ
リ

病
院
附
属
兵
と
は
、
欧
州
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ソ
ル
ジ
ャ
ー
を
模
し
た
者
で
、
兵
卒
一
〇
〇
名
に
一
〇
名
程

度
の
割
合
で
隊
伍
を
な
し
、
病
傷
兵
の
護
衛
、
戦
地
傷
創
の
兵
士
の
運
搬
、
軍
事
病
院
に
お
け
る
病
者
の

看
護
を
行
う
者
の
こ
と
で
あ
る
。
上
申
内
容
か
ら
は
、
軍
医
寮
が
平
時
に
創
傷
の
取
扱
も
習
熟
さ
せ
て
お

き
た
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
病
院
附
属
兵
制
度
は
す
ぐ
に
は
創
設
さ
れ
ず
、
兵
団
病
院
創
設
後
も
看
病
人
は
日

給
の
傭
人
で
あ
り
、
そ
の
金
額
が
各
隊
に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
こ
と
の
不
都
合
４

や
、
行
軍
の
際
の
服
装

が
不
揃
い
の
こ
と
で
の
不
都
合
を
生
じ
て
い
た
５

。
そ
の
た
め
、
軍
医
寮
は
看
護
兵
に
関
わ
る
諸
制
度
の

不
備
不
整
頓
に
よ
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
看
護
制
度
の
整
備
に
着
手
す
る
。

病
院
附
属
兵
制
度
が
上
申
さ
れ
た
七
一
年
は
、
大
阪
、
東
北
（
仙
台
）、
東
京
、
鎮
西
（
熊
本
）
の
四

鎮
台
に
兵
団
病
院
が
創
設
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
鎮
台
の
他
に
、
広
島
等
の
分
営
に
は
養
生
所
が
設
備
さ
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れ
、
七
三
年
に
は
東
京
に
陸
軍
本
病
院
が
創
設
さ
れ
た
。
鎮
台
の
各
病
院
に
は
衛
生
要
員
と
し
て
、
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
要
員
が
必
要
と
な
り
、
医
師
は
中
央
で
募
集
し
た
軍
医
が
派
遣
さ
れ
た
。

一
八
七
二
年
一
〇
月
、
軍
医
寮
が
制
定
し
た
「
軍
医
寮
職
員
令
並
事
務
章
程
」
６

の
一
六
条
附
録
に
「
看

病
人
設
備
法
則
」
五
項
目
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
看
病
人
の
採
用
規
準
が
法
規
上
看
病
人
の
雇
用
初
め

と
な
っ
た
。

一

軍
陣
病
院
ノ
看
病
人
ハ
所
謂
病
院
兵
ヲ
使
用
ス
可
キ
ナ
レ
ト
モ
当
今
今
未
タ
病
院
兵
ノ
設
ケ

キ
ヲ
以
テ
別
ニ
看
病
人
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

一

体
質
強
健
ニ
シ
テ
信
実
ナ
ル
者
ヲ
撰
ヒ
テ
身
分
ヲ
本
質
ノ
地
方
官
ニ
質
シ
看
病
人
ヲ
命
シ
病

兵
ノ
看
護
ヲ
ナ
サ
シ
ム
但
病
兵
十
名
ニ
看
病
人
一
名
宛
ヲ
以
テ
常
ト
ス
然
レ
ト
モ
重
症
危
篤

ノ
者
ニ
至
テ
ハ
此
例
ニ
ア
ラ
ス

一

各
屯
営
病
院
看
病
人
ハ
当
番
ノ
銃
卒
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ル
ヲ
法
ト
ス
レ
ト
モ
立
法
未
タ
密
ナ

ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
粗
漏
ノ
恐
ア
リ
故
ニ
当
分
看
病
人
ヲ
雇
フ
テ
看
護
セ
シ
ム
其
雇
料
ハ
隊
ニ
於

テ
彼
ノ
月
金
弐
朱
ノ
内
ヨ
リ
出
ス
可
シ
但
鎮
台
等
他
邦
出
張
ノ
向
ハ
薬
種
料
金
一
分
弐
朱
永

二
十
文
ノ
内
ヲ
以
テ
之
ニ
供
ス
可
シ

但
他
国
出
張
先
ニ
於
テ
ハ
各
地
方
ニ
於
テ
雇
料
ニ
高
下
ア
レ
ハ
各
地
ノ
宜
キ
ニ
従
フ
可
シ

一

看
病
人
中
優
勝
ノ
者
ヲ
撰
ン
テ
看
病
人
長
ニ
命
シ
看
病
人
ノ
勤
惰
ヲ
監
督
セ
シ
ム
看
病
人
二

十
名
毎
ニ
長
一
名
ヲ
定
員
ト
ス

一

看
病
人
若
シ
病
者
ノ
伝
染
病
ニ
感
冒
セ
ハ
病
中
平
日
ノ
日
給
ヲ
賜
ハ
リ
一
等
軍
医
之
ヲ
治
療

シ
薬
剤
ヲ
賜
ハ
リ
若
シ
殞
命
セ
シ
時
ハ
埋
葬
料
金
七
両
ヲ
賜
ハ
ル
但
伝
染
病
ノ
全
ク
病
兵
ヨ

リ
感
受
セ
シ
ヤ
否
ヤ
ハ
医
正
又
ハ
一
等
軍
医
ノ
印
証
ニ
拠
テ
沙
汰
ス
可
シ

陸
軍
と
し
て
は
、
軍
陣
病
院
の
看
病
人
に
は
「
病
院
兵
」
を
使
用
す
る
方
針
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
の
制
度
の
な
い
こ
と
か
ら
、
身
元
の
確
認
で
き
る
者
に
看
病
人
を
命
じ
、
病

兵
一
〇
名
に
看
病
人
一
名
と
い
う
割
合
を
標
準
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
但
し
、
重
症
危

篤
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
看
病
人
の
定
数
を
決
め
た
こ
と
は
、
ウ
ィ

リ
ス
が
「
現
在
採
用
さ
れ
て
い
る
看
護
制
度
は
、
高
く
つ
き
、
し
か
も
好
ま
し
く
な
い
」
７

と
指
摘
し
た
、

看
護
制
度
の
不
備
に
対
す
る
制
度
化
と
い
え
る
。
一
〇
名
の
病
兵
に
一
名
の
看
病
人
と
い
う
配
置
は
、
病

院
附
属
兵
制
度
の
上
申
が
そ
の
発
想
の
基
準
と
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
軽
症
と
重
症
で
は
配
置
人

数
を
区
別
す
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
取
れ
る
。

さ
ら
に
、
同
じ
く
一
六
条
附
録
に
は
一
三
項
目
か
ら
な
る
「
看
病
人
心
得
」
も
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に

は
看
病
人
の
職
務
と
遂
行
方
法
、
禁
止
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一

病
者
ヲ
扱
フ
ニ
万
事
深
切
懇
篤
ナ
ル
ヲ
要
ス

一

薬
ヲ
服
セ
シ
ム
ル
ニ
分
量
時
刻
ヲ
違
フ
可
ラ
ス

一

病
者
ノ
食
事
ハ
当
直
医
官
検
査
済
ノ
品
ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ
仮
令
病
者
切
ニ
求
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
モ
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之
ヲ
与
フ
可
ラ
ス

一

毎
朝
夏
ハ
六
字
冬
ハ
七
字
迄
ニ
病
室
ヲ
清
掃
シ
室
中
ヲ
清
潔
ニ
致
ス
ヘ
シ

一

当
直
医
官
朝
暮
四
診
ノ
時
ハ
各
受
持
病
者
ノ
床
頭
ニ
侍
シ
テ
詳
ニ
容
体
ヲ
演
述
ス
ヘ
シ

一

受
持
病
者
ニ
変
ア
ラ
ハ
速
ニ
当
直
医
官
ヘ
報
告
シ
四
診
ヲ
請
ヘ
シ

一

病
者
摂
生
法
ヲ
守
ラ
サ
ル
カ
又
ハ
病
院
ノ
規
則
ヲ
犯
ス
モ
ノ
ア
ラ
ハ
一
応
厳
責
シ
尚
改
メ
サ
ル

ト
キ
ハ
速
ニ
当
直
医
官
ヘ
報
告
ス
ヘ
シ

一

日
録
ヲ
置
キ
春
雨
風
雪
等
ノ
天
時
ヲ
記
シ
毎
日
朝
第
八
字
夜
十
二
字
寒
暑
鍼
ノ
度
ヲ
記
載
ス

ヘ
シ

一

大
小
便
其
他
凡
テ
不
潔
ノ
モ
ノ
ハ
速
ニ
取
除
ク
ヘ
シ

一

病
者
法
ヲ
犯
ス
モ
ノ
ア
リ
テ
医
官
ヘ
報
告
セ
サ
ル
時
ハ
受
持
ノ
看
病
人
モ
亦
罰
ア
ル
ヘ
シ

一

病
死
ス
ル
者
ア
ル
時
ハ
丁
寧
ニ
屍
室
ニ
輸
リ
且
其
人
病
中
所
用
ノ
病
被
其
外
臥
具
ノ
名
目
一
々

之
ヲ
記
シ
一
等
軍
医
ヘ
出
シ
焼
捨
又
ハ
取
捨
或
ハ
取
捨
ニ
不
及
ノ
検
印
ヲ
請
ケ
之
ヲ
本
寮
ヘ
出

ス
ヘ
シ

一

看
病
人
室
ニ
於
テ
酒
賭
並
ニ
淫
犯
ノ
小
説
ヲ
読
ミ
或
ハ
雑
話
高
声
等
凡
テ
禁
止
タ
リ

一

看
病
人
長
ハ
看
病
人
ヲ
督
責
シ
謹
惰
ヲ
糺
ス
可
シ

「
看
病
人
心
得
」
で
は
、
看
病
人
は
親
切
懇
篤
で
あ
る
と
い
う
人
間
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
決
め
ら

れ
た
時
間
に
薬
を
投
与
す
る
こ
と
、
排
泄
物
は
速
や
か
に
処
理
し
、
病
室
内
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
、
病
状

の
変
化
な
ど
は
医
官
に
報
告
す
る
こ
と
、
日
誌
を
書
く
こ
と
、
病
人
の
入
院
態
度
に
関
す
る
役
割
な
ど
が

定
め
ら
れ
、
実
際
に
は
多
く
の
場
合
、
当
番
の
銃
卒
が
看
病
卒
の
職
務
に
付
い
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
松
本
が
ポ
ン
ぺ
に
学
び
、
病
院
で
入
院
生
活
を
整
え
る
た
め
に
新
選
組
屯
所
で
実

践
し
、
私
病
院
「
蘭
疇
舎
」
で
も
実
践
し
た
西
洋
式
病
院
で
も
実
践
し
た
、
入
院
生
活
を
整
え
、
治
療
の

回
復
を
促
進
す
る
実
践
者
と
し
て
、
看
病
人
の
職
務
内
容
が
制
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
の
「
軍
医
寮
職
員
令
並
事
務
章
程
」
が
定
め
ら
れ
た
前
年
七
一
年
七
月
に
は
、
廃
藩
置
県
が

行
わ
れ
て
お
り
、
中
央
集
権
化
が
達
成
さ
れ
、
藩
と
い
う
考
え
が
な
く
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

明
治
政
府
が
建
設
し
軍
病
院
に
働
く
看
病
人
と
い
う
立
場
は
、
医
官
―
看
病
人
長
―
看
病
人
と
命
令
系
統

に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
病
人
と
看
病
人
と
い
う
関
係
性
は
、
幕
末
ま
で
に
存
在
し
た
武
士
階
級
に
お

け
る
立
場
な
ど
に
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
、
政
府
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と

も
推
察
で
き
る
。

一
八
七
三
年
一
月
一
〇
日
、
太
政
官
番
外
無
号
布
告
と
し
て
諸
省
府
県
宛
に
「
徴
兵
令
」
が
布
告
さ
れ

た
。
徴
兵
令
は
国
民
皆
兵
主
義
を
標
榜
し
、「
国
民
軍
ハ
常
備
後
備
両
軍
ノ
外
ニ
、
全
国
ノ
男
子
十
七
歳
ヨ

リ
四
十
歳
迄
ノ
者
、
悉
ク
兵
籍
ニ
載
セ
置
キ
、
全
国
大
挙
ノ
役
ア
ル
ニ
方
リ
均
シ
ク
隊
伍
ニ
編
入
シ
、
以

テ
管
内
ノ
守
備
ニ
供
ス
ル
者
ナ
リ
」
８

と
、
徴
兵
の
対
象
を
明
確
に
規
定
し
た
。
四
月
か
ら
は
徴
兵
に
よ

る
最
初
の
入
営
兵
が
あ
り
、
翌
五
月
に
は
陸
軍
武
官
官
等
表
の
改
正
が
あ
り
、
会
計
部
病
院
課
の
下
士
に

初
め
て
看
病
人
が
、
兵
卒
に
は
看
病
卒
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
九
月
二
四
日
に
は
、
太
政
官
か
ら
陸
軍
武

官
服
制
が
布
告
（
第
三
二
八
号
）
さ
れ
、
下
士
官
ま
で
の
制
服
が
整
え
ら
れ
、
一
等
看
病
人
か
ら
三
等
看
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病
人
ま
で
は
、
会
計
部
下
士
官
の
制
服
・
サ
ー
ベ
ル
を
着
用
し
、
背
嚢
を
所
持
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
た
９

。

所
属
が
会
計
部
病
院
課
の
所
属
に
な
っ
た
経
緯
は
、
病
院
管
理
は
軍
医
の
所
轄
外
と
い
う
こ
と
で
、
陸

軍
の
制
度
を
取
り
入
れ
た
フ
ラ
ン
ス
式
に
倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
１
０

。
す
で
に
幕
府
時
代
、
フ
ラ
ン

ス
顧
問
団
シ
ャ
ノ
ワ
ン
ヌ
の
建
白
書
で
は
陸
軍
局
を
、
第
一
局
（
召
集
、
法
規
、
教
育
）、
第
二
局
（
大
砲

等
の
装
備
）、
第
三
局
（
騎
兵
、
馬
飼
育
）、
第
四
局
（
会
計
、
運
輸
）
の
四
局
に
分
け
る
こ
と
を
提
言
し

て
お
り
、
一
八
六
七
年
当
時
は
陸
軍
奉
行
を
歩
・
騎
・
砲
の
三
局
に
分
け
て
い
た
１
１

。
そ
の
後
、
戊
辰
戦

争
で
は
関
寛
斎
の
奥
羽
出
張
病
院
日
記
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、征
討
総
督
―
参
謀
―
下
参
謀
―
三
部
局（
各

藩
戦
斗
部
隊
、
機
械
方
、
会
計
方
）
の
、
会
計
方
の
下
に
出
張
病
院
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
食
料
の
調

達
を
始
め
と
し
た
医
療
材
料
の
調
達
、
看
病
人
の
補
充
業
務
も
会
計
方
の
業
務
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
そ

の
流
れ
の
中
で
、
会
計
部
病
院
課
に
看
病
人
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
七
五
年
一
〇
月
一
七
日
「
陸
軍
病
院
条
例
」(
第
七
五
条)

１
２

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、

東
京
に
陸
軍
本
病
院
を
置
き
各
鎮
台
に
鎮
台
病
院
を
置
く
事
、
病
院
長
の
役
割
、
軍
医
の
階
級
な
ど
と
共

に
、
病
院
長
―
医
官
―
看
病
人
―
看
病
卒
と
云
う
指
示
命
令
系
統
も
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
看
病
人
、
看

病
卒
の
職
務
も
は
じ
め
て
明
文
化
さ
れ
た
。
そ
の
要
点
を
次
に
列
挙
す
る
。

看
病
人
の
職
務

第
一
二
条

病
室
と
そ
の
周
囲
、
浴
室
な
ど
の
清
掃
、
取
り
締
ま
り

第
一
七
条

各
病
室
の
監
視
、
看
病
卒
が
看
護
を
実
施
す
る
が
重
病
人
に
対
し
て
は
看
病
人
が
率
先

し
て
看
護
を
行
う
こ
と

第
三
二
条

隊
よ
り
支
給
さ
れ
た
病
者
所
用
の
管
理

第
三
五
条

退
院
決
定
者
の
第
一
課
へ
の
連
絡

第
三
八
条

死
亡
者
の
埋
葬
時
の
取
扱

第
四
〇
条

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
死
体
の
引
き
渡
し

第
四
三
条

失
火
及
び
天
災
時
の
病
者
の
保
護

看
病
卒
の
職
務

第
一
二
条

病
室
と
そ
の
周
囲
な
ど
の
清
掃

第
一
七
条

各
病
室
に
お
け
る
看
護

第
一
九
条

朝
夕
一
回
ず
つ
の
病
室
内
の
環
境
整
備

第
二
三
条

診
察
・
食
事
前
の
空
気
の
入
れ
換
え

第
二
八
条

散
歩
、
入
浴
の
時
の
監
視

第
二
九
条

病
室
の
温
度
管
理

第
三
一
条

重
病
人
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
お
け
る
面
会
の
監
視

第
四
〇
条

霊
安
室
に
お
け
る
死
体
の
管
理

第
四
三
条

失
火
及
び
天
災
時
の
病
者
の
保
護

さ
ら
に
翌
月
の
一
一
月
一
〇
日
に
は
「
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
」
１
３

が
制
定
さ
れ
、
一
等
看
病
人
職
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務
（
一
四
条
）、
二
等
看
病
人
職
務
（
一
七
条
）、
三
等
看
病
人
職
務
（
一
七
条
）、
看
病
卒
職
務
（
一
六
条
）

の
階
級
ご
と
に
職
務
内
容
が
定
め
ら
れ
た
（
資
料
５
）。

定
め
ら
れ
た
職
務
内
容
を
、
定
員
・
病
棟
管
理
・
患
者
管
理
・
人
的
管
理
・
教
育
的
管
理
・
物
品
管
理

の
項
目
別
に
一
覧
表
に
し
て
比
較
し
た
の
が
表
３
で
あ
る
。「
陸
軍
病
院
条
例
」
は
、
あ
く
ま
で
も
陸
軍
本

病
院
、
鎮
台
病
院
に
お
け
る
看
病
人
・
看
病
卒
の
指
示
命
令
系
統
と
職
務
内
容
の
制
定
が
そ
の
目
的
で
あ

っ
た
が
、「
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
」
は
、「
行
軍
」
を
想
定
し
た
職
務
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

二
等
看
病
人
は
患
者
の
輸
送
を
介
助
す
る
が
、
職
域
と
し
て
は
、
三
等
看
病
人
が
行
軍
の
際
に
は
看
病

卒
を
率
い
て
行
軍
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
看
病
卒
は
行
軍
の
際
、
陸
軍
武
官
服
制
（
第
三
二
八

号
）
に
よ
っ
て
所
持
が
義
務
付
け
ら
れ
た
背
嚢
に
外
科
道
具
や
手
術
備
品
を
納
め
て
背
負
い
、
使
用
時
に

備
え
て
所
持
し
て
い
る
薬
品
や
機
械
類
は
全
て
暗
記
し
て
お
く
事
が
求
め
ら
れ
た
。
背
嚢
に
は
、
三
角
布

白
布
、
サ
ッ
ク
入
注
射
器
及
び
薬
液
瓶
、
膿
盆
、
巻
軸
帯
、
止
血
帯
、
呉
氏
副
本
、
綿
撒
糸
、
海
綿
、
脱

脂
綿
、
帽
子
針
、
錫
製
水
呑
、
絆
創
膏
の
一
二
品
目
が
所
持
さ
れ
て
い
た
。

「
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
」
で
は
、「
看
病
人
設
備
法
則
」
で
病
兵
一
〇
名
に
看
病
人
一
名
と
定
め
ら

れ
た
定
員
も
、
陸
軍
本
病
院
、
鎮
台
病
院
別
に
、
各
階
級
の
定
員
が
定
め
ら
れ
た
。

一
等
看
病
人

陸
軍
本
病
院

二
名

各
鎮
台
病
院

一
名

二
等
看
病
人

看
病
卒
二
〇
名
な
い
し
二
一
名
に
一
名
、
各
屯
営
病
室
に
一
名

三
等
看
病
人

看
病
卒
八
名
に
一
名

看
病
卒

患
者
六
名
～
一
〇
名
に
対
し
て
一
名
、
各
屯
営
病
室
毎
に
一
名

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
管
理
体
制
で
あ
っ
た
の
か
を
図
に
示
し
た
の
が
、
図
３
で
あ
る
。「
看
病
人
看
病
卒

服
務
概
則
」
は
看
病
人
・
看
病
卒
の
職
務
が
定
め
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
病
院
、
屯
営
病
室
で
受
け
持
つ

患
者
の
人
数
と
、
各
階
級
に
お
け
る
役
割
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
看
護
管
理
体
制
が
確
立
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

二

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
管
理
方
法
の
導
入

黒
澤
嘉
は
、「
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
」
の
制
定
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
陸
軍
看
護
制
度
に
は
、
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
提
唱
し
た
看
護
管
理
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
１
４

。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
は
、
生
涯
で
一
五
〇
点
を
超
え
る
印
刷
文
献
と
一
二
、
〇
〇
〇
通
以
上
に
お
よ
ぶ
手
稿
文
献
を
残
し
て

い
る
１
５

。
一
五
〇
点
の
著
作
の
う
ち
、
英
国
陸
軍
に
関
す
る
文
献
は
一
一
編
で
あ
る
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
従
軍
し
た
経
験
か
ら
、
陸
軍
病
院
で
は
物
品
管
理
責
任
を
ど
う

す
べ
き
か
、
必
要
な
処
置
を
患
者
に
速
や
か
に
お
こ
な
う
た
め
に
は
指
示
命
令
系
統
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

な
ど
を
、
具
体
例
を
挙
げ
て
改
革
の
必
要
性
を
唱
え
た
１
６

。
日
本
で
も
翻
訳
さ
れ
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著

作
集
』
全
三
巻
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
一
巻
に
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
一
八
五
八
年
に
書
き
上
げ
た
「
女

性
に
よ
る
陸
軍
病
院
の
看
護
」
１
７

と
題
さ
れ
た
著
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
八
五
六
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
陸
軍
大
臣
の
命
に
よ
り
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
陸
軍
の
軍
病
院
の
女
性
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組
織
の
総
監
督
と
し
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
医
務
官
長
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
連
絡
を
取
り
、
命
令
を

下
す
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
平
時
で
あ
ろ
う
と
戦
時
で
あ
ろ
う
と
、
将
来
陸

軍
病
院
の
看
護
婦
総
監
督
に
な
る
人
々
の
指
針
を
決
め
た
。
そ
の
要
点
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
１
８

。

１
．

看
護
婦
総
監
督
は
毎
月
そ
の
部
下
で
あ
る[

各
病
院]

の
監
督
ひ
と
り
ひ
と
り
に
、
看
護
婦
と
患
者
と

に
関
す
る
出
費
の
予
算
請
求
の
概
要
を
作
成
さ
せ
、
そ
れ
を
調
達
官
に
提
出
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
．

陸
軍
省
は
、
女
性
看
護
ス
タ
ッ
フ
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
報
告
書
類
は
、
秘
密
報
告
書
で
あ
っ
て

も
看
護
婦
総
監
督
に
提
示
す
る
こ
と
。

３
．

総
監
督
は
陸
軍
省
と
直
接
連
絡
を
取
る
権
限
を
持
つ
こ
と
。
そ
し
て
総
監
督
の
収
支
計
算
書
は
直
接

陸
軍
省
に
送
る
こ
と
。

ま
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
各
国
の
戦
時
医
療
の
状
態
も
紹
介
し
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
で
は
、「
連
隊
医
療
活
動
は
、
一
両
日
ほ
ど
軍
務
を
免
除
さ
れ
る
程
度
の
一
過
性
の
傷
病
の
み
を
扱

う
。
数
週
間
も
要
す
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
傷
病
の
場
合
は
戦
場
に
あ
る
師
団
野
戦
病
院
に
送
る
。
回
復

に
数
ヵ
月
も
要
す
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
作
戦
根
拠
地
に
あ
る
陸
軍
総
合
病
院
に
送
る
」
方

法
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
連
隊
が
行
く
先
々
に
連
帯
病
院
を
作
る
。
い
か
に
連
隊
が
実
際
上
破
壊
さ

れ
よ
う
と
、
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
連
帯
組
織
の
病
院
な
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
１
９

。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
陸
軍
で
看
護
に
あ
た
れ
る
の
は
、
優
れ
た
品
性
と
能
力
を
身
に
つ
け
た
他
の
病

院
で
婦
長
に
あ
っ
た
女
性
の
み
で
あ
り
、
患
者
の
清
潔
、
リ
ネ
ン
交
換
を
含
め
た
病
床
周
り
の
清
潔
、
食

事
、
与
薬
、
外
科
医
が
行
う
処
置
以
外
の
手
当
、
医
務
官
の
指
示
を
患
者
に
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

責
任
が
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
陸
軍
病
院
で
は
、
病
院
お
よ
び
そ
の
中
の
人
間
に
関
す
る
軍
務
上
の
業
務

（
入
院
簿
の
記
入
や
収
支
決
算
書
な
ど
の
書
類
の
作
成
）
に
関
す
る
責
任
は
、
病
棟
長
す
な
わ
ち
軍
曹
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
看
護
婦
と
患
者
の
数
は
、
看
護
婦
一
名
が
受
け
持
つ
患
者
数
は
二
五
名
を

超
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
陸
軍
病
院
で
は
民
間
病
院
に
比
較
し
て
平
時
に
は
外
科
病
棟
に
お
い
て
重
症

患
者
の
割
合
は
低
い
傾
向
に
あ
る
が
、
戦
時
勤
務
で
有
能
に
働
く
た
め
に
は
訓
練
が
必
要
で
あ
り
、
平
時

か
ら
重
症
患
者
の
看
護
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
し
、「
戦
時
勤
務
に
あ
っ
て
は
、
可
能

な
限
り
省
力
し
、
で
き
る
だ
け
少
人
数
の
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
で
優
れ
た
看
護
を
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
２
０

と
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
陸
軍
病
院
の
病
棟
長
は
少
な
く
と
も
曹
長
と
同
等
の
階
級
と
報
酬
と
を
与
え
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
提
言
を
し
て
い
た
。
病
院
管
理
に
つ
い
て
「
病
棟
長
す
な
わ
ち
軍
曹
は
、
病
院
お

よ
び
そ
の
中
の
人
間
に
関
す
る
軍
務
上
の
業
務
と
、軍
務
上
の
業
務
―
そ
れ
は
す
な
わ
ち
入
院
簿
の
記
入
、

定
期
兵
力
報
告
書
、
答
申
書
、
収
支
計
算
書
、
そ
の
他
の
書
類
の
作
成
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
は
、
女

性
で
な
い
と
う
ま
く
こ
な
せ
な
い
仕
事
、
す
な
わ
ち
婦
長
の
行
な
う
仕
事
や
患
者
の
世
話
に
関
し
て
の
オ

ー
ダ
リ
ー
の
監
督
あ
る
い
は
与
薬
な
ど
の
仕
事
は
含
ま
れ
て
い
な
い
」
２
１

と
説
明
し
て
い
る
。

我
が
国
の
陸
軍
で
は
、
会
計
部
病
院
課
の
下
士
に
看
病
人
が
位
置
付
け
ら
れ
、
一
等
・
二
等
・
三
等
看

病
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
曹
長
、
軍
曹
、
伍
長
と
同
等
と
な
っ
た
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
提
言
と
「
看
病
人
看

病
卒
服
務
概
則
」
の
一
等
看
病
人
・
二
等
看
病
人
の
職
務
内
容
を
比
較
す
る
と
、
曹
長
と
同
等
の
一
等
看

病
人
の
職
務
は
、
医
官
・
会
計
官
の
指
示
に
従
い
病
院
諸
般
の
事
務
を
掌
る
こ
と
で
あ
り
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
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ー
ル
の
云
う
総
監
督
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
軍
曹
と
同
等
の
二
等
看
病
人
は
、
病
棟
長
の
職
務

内
容
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
一
等
看
病
人
が
掌
る
病
院
諸
般
の
事
務
と
は
、
収
支
決
算
書
関
係

も
含
め
、
物
品
管
理
、
人
の
管
理
（
二
等
看
病
人
以
下
の
看
病
人
と
看
病
卒
、
患
者
の
管
理
）
な
ど
、
病

院
運
営
全
般
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
二
等
看
病
人
が
具
体
的
な
日
常
の
治
療
の
遂
行
に
関
す
る
責
任

を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
云
う
オ
ー
ダ
リ
ー
の
業
務
が
看
病
卒
の
職
務
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
が
提
唱
し
た
陸
軍
病
院
の
看
護
シ
ス
テ
ム
と
、「
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
」
の
内
容
が
相
似
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
陸
軍
が
フ
ラ
ン
ス
式
の
兵
制
を
導
入
し
て
は
い
た
が
、
黒
澤
嘉
の
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
陸
軍
の
看
護
管
理
に
は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
病

院
管
理
体
制
を
参
考
に
、
わ
が
国
の
陸
軍
の
階
級
に
合
わ
せ
た
職
務
内
容
を
制
定
し
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

一
等
看
病
人
の
職
務
内
容
は
、
戊
辰
戦
争
で
奥
羽
出
張
病
院
の
軍
医
長
で
あ
っ
た
関
寛
斎
が
現
地
で
調

達
す
る
こ
と
に
忙
殺
さ
れ
た
業
務
（
付
属
医
・
看
病
人
の
確
保
、
医
療
材
料
の
補
充
、
食
糧
の
確
保
、
運

用
資
金
の
確
保
な
ど
）
で
あ
り
、
そ
の
大
変
さ
に
寛
斎
は
「
木
梨
準
一
郎
参
謀
三
春
よ
り
帰
路
寛
斎
は
病

院
会
計
監
査
官
一
名
を
増
員
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
し
、
寛
斎
は
治
療
に
専
念
し
た
い
と
旨
上
申
」
２
２

し
て

い
る
。
一
等
看
病
人
を
曹
長
と
同
等
の
階
級
に
位
置
付
け
た
こ
と
で
、
医
官
が
治
療
の
専
念
で
き
る
体
制

が
作
ら
れ
た
と
同
時
に
、
病
院
運
営
に
必
要
な
管
理
体
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
管
理
体
制
の

確
立
は
、
戦
場
医
療
の
課
題
の
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
陸
軍
の
看
護
管
理
体
制
の
情
報
は
、
岩
倉
使

節
団
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
一
八
七
一
年
一
一
月
か
ら
七
三
年
九
月
ま
で
の
約
二
年

間
、
特
命
全
権
大
使
岩
倉
具
視
ら
使
節
団
員
四
八
名
、
留
学
生
五
八
名
を
加
え
た
欧
米
使
節
団
（
以
下
岩

倉
使
節
団
と
す
る
）
が
西
米
欧
一
二
カ
国
を
歴
訪
し
た
２
３

。

岩
倉
使
節
団
の
発
遣
意
図
に
は
、
条
約
締
結
国
に
新
体
制
政
府
と
し
て
各
国
元
首
に
国
書
を
捧
呈
し
、

聘
問
の
礼
を
と
る
こ
と
、
各
国
と
結
ん
だ
条
約
（
不
平
等
）
の
改
正
の
交
渉
、
各
国
と
同
一
致
の
水
準
の

国
力
を
高
め
る
た
め
、
欧
米
各
国
の
政
治
・
社
会
・
経
済
・
産
業
・
軍
事
・
教
育
・
宗
教
・
文
物
・
思
想

等
々
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
、
各
省
理
事
官
を
分
遣
し
実
地
調
査
を
行
い
、
わ
が
国
へ
の
摂
取
導
入
の
可
否

と
方
法
の
研
究
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
２
４

。

岩
倉
使
節
団
の
大
き
な
特
色
に
、
最
初
か
ら
調
査
専
門
の
理
事
官
を
特
設
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
理
事

官
は
、
各
省
派
遣
の
専
門
別
の
調
査
官
の
こ
と
で
、
遣
外
使
節
構
想
を
立
案
し
た
「
事
由
書
」
に
は
、
派

遣
省
庁
は
、
左
院
を
は
じ
め
、
外
務
、
大
蔵
、
兵
部
、
司
法
、
宮
内
、
文
部
、
工
部
で
あ
り
、
日
本
行
政

の
中
央
全
官
庁
が
理
事
官
を
派
遣
し
た
。
そ
れ
ら
、
理
事
官
と
そ
の
補
佐
役
の
専
門
的
技
能
者
群
は
、
主

に
各
省
に
関
係
す
る
分
野
の
実
地
調
査
に
於
い
て
重
要
な
任
務
を
担
っ
た
。

文
部
省
の
理
事
官
と
し
て
任
命
を
さ
れ
た
の
は
田
中
不
二
麿
２
５

で
あ
っ
た
。
一
八
七
一
年
一
〇
月
二
二

日
に
任
命
を
受
け
る
と
、
就
任
早
々
、
田
中
は
欧
米
諸
国
の
先
進
的
な
教
育
の
成
果
を
積
極
的
に
研
究
し

て
く
る
こ
と
を
目
的
に
、「
調
査
予
定
項
目
」
を
上
申
し
た
２
６

。「
講
究
ス
ヘ
キ
目
的
」
と
し
て
挙
げ
た
「
調

査
予
定
項
目
」
は
三
二
項
目
に
挙
が
り
、
そ
の
な
か
に
は
、「
病
院
法
則
之
事
」「
貧
院
法
則
之
事
」「
亜
院
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法
則
之
事
」「
盲
院
法
則
之
事
」「
癲
院
法
則
之
事
」「
痴
児
院
法
則
之
事
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

田
中
は
一
八
七
二
年
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
に
留
学
中
の
新
島
襄

２
７

を
秘
書
・
通
訳
と

し
て
私
設
秘
書
と
し
て
参
加
さ
せ
、
そ
の
新
島
の
力
を
借
り
て
、
帰
国
後
に
復
命
報
告
と
『
文
部
省
理
事

功
程
』
全
一
五
巻
を
提
出
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ド
イ
ツ
・
オ

ラ
ン
ダ
・
ス
イ
ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ロ
シ
ア
に
お
け
る
調
査
研
究
に
よ
っ
て
各
国
の
教
育
制
度
を
明
ら
か

に
し
た

２
８

。

こ
の
『
文
部
省
理
事
功
程
』
は
、
各
国
の
医
学
教
育
や
病
院
に
関
す
る
調
査
報
告
が
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
各
国
の
医
学
教
育
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
が
、
病
院
に
関
す
る
報
告
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
林
も
指
摘
し
て
い
る
が
一
八
七
五
年
七
月
に
衛
生
行
政
が
文
部

省
か
ら
内
務
省
に
移
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
２
９

。

具
体
的
に
病
院
見
学
を
し
た
記
録
は
、
大
使
に
随
行
し
た
太
政
官
少
書
記
官
久
米
邦
武
（
当
時
、
権
少

外
史
）
が
、
使
節
団
が
訪
問
し
た
米
欧
一
二
ヶ
国
（
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
物
館
を
含
む
）
と
回
覧
を
途
中
で

中
止
し
た
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
両
国
の
略
記
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
論
、
帰
国
日
程
を
加
え
て
編

修
し
た
報
告
書
『
米
欧
回
覧
実
記
』
全
五
巻
（
岩
波
文
庫
）
で
確
認
で
き
る
。

使
節
団
は
各
国
で
、
陸
軍
病
院
や
海
軍
病
院
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
を
代
表
す
る
大
病
院
や
医
学
校
付

属
病
院
、
乳
児
院
な
ど
を
見
学
し
て
お
り
、
見
学
場
所
を
順
に
辿
る
と
、
華
盛
頓
の
精
神
病
院
（
五
月
一

日
）３

０

、
イ
ギ
リ
ス
グ
リ
ニ
ッ
ジ
の
海
軍
病
院
（
一
〇
月
二
日
）３

１

、
巴
黎
府
の
軍
病
院
（
一
月
一
八
日
）３

２

、

伯
林
の
大
病
院
（
三
月
一
四
日
）

３
３

、
羅
馬
の
軍
病
院
（
五
月
一
五
日
）

３
４

が
あ
る
。
病
院
見
学
で
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
見
聞
し
て
き
た
の
か
を
『
米
欧
回
覧
実
記
』
よ
り
抜
粋
し
、
表
４
に
ま
と
め
た
。
あ
く

ま
で
も
、
こ
の
記
載
内
容
は
、
久
米
邦
武
氏
の
見
聞
し
た
内
容
で
あ
り
、
病
院
の
管
理
方
法
な
ど
の
着
い

て
の
詳
細
な
内
容
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

岩
倉
使
節
団
は
軍
事
問
題
に
も
多
大
の
関
心
を
払
っ
て
お
り
、
軍
事
に
関
し
て
は
陸
軍
省
の
山
田
顕
義

が
軍
事
理
事
官
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
山
田
は
西
洋
諸
国
の
政
府
内
で
陸
軍
省
は
ど
の
よ
う
な
機
構
を

も
っ
て
い
る
か
を
調
査
せ
よ
と
の
訓
令
を
受
け
て
お
り
、
兵
器
庫
、
海
軍
公
廠
、
軍
需
工
場
、
陸
軍
士
官

学
校
な
ど
を
訪
問
し
た

３
５

。

一
八
七
三
年
六
月
二
四
日
に
帰
国
し
た
山
田
は
、「
兵
力
は
国
家
の
各
部
門
と
権
衡
を
適
宜
に
し
て
設

置
す
べ
き
で
あ
り
、
法
律
決
し
て
欠
く
べ
か
ら
ず
」
と
考
え
、
形
の
上
で
の
徴
兵
を
廃
し
、
知
識
・
学
問

を
身
に
つ
け
た
常
識
あ
る
者
の
徴
兵
を
説
き
、
帰
国
す
る
前
年
（
七
二
年
一
一
月
九
日
）
に
公
布
さ
れ
て

い
た
徴
兵
令
の
延
期
と
い
う
意
見
を
以
て
い
た
。
山
田
は
総
論
（
上
篇
）
と
各
論(

下
篇)

か
ら
構
成
さ
れ

る
「
建
白
書
」
を
提
出
す
る
。
そ
の
中
で
山
田
は
軍
医
ノ
良
否
が
軍
の
強
弱
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
、
陸
軍

会
計
の
育
成
が
緊
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
特
に
、
鎮
台
の
運
営
と
会
計
の
関
係
に
つ
い

て
の
山
田
の
考
え
が
書
か
れ
箇
所
を
左
記
に
抜
粋
す
る

３
６

。

陸
軍
会
計
給
養
ノ
国
家
ニ
緊
要
ナ
ル
、
素
ヨ
リ
論
ヲ
待
タ
ズ
。
算
盤
一
粒
ノ
差
、
国
家
ノ
興
廃
全
軍

ノ
勝
敗
ニ
関
ス
。
実
ニ
精
密
ヲ
尽
サ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
者
ナ
リ
。
故
ニ
是
ノ
官
ヲ
撰
ブ
ヤ
、
只

常
人
ノ
材
能
ア
ル
者
而
已
ヲ
以
テ
是
ノ
任
ニ
当
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
、
必
ヅ
数
年
兵
隊
ノ
諸
務
ヲ
学
ビ
、
然
後
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此
学
ヲ
講
ジ
従
テ
又
其
事
ヲ
習
ハ
シ
メ
、
追
次
其
職
ニ
任
ズ
ベ
シ
。
若
シ
不
レ

然
シ
テ
不
学
ノ
人
ヲ
シ

テ
此
任
ニ
当
ラ
シ
メ
バ
、
必
ラ
ズ
其
帳
簿
上
ノ
加
減
乗
除
能
ク
其
理
ニ
合
ス
ト
〔
雖
〕
ド
モ
、
自
国
他

国
ノ
比
較
ニ
於
テ
加
減
乗
除
ス
ル
ノ
理
ヲ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
是
ノ
理
ヲ
知
ル
コ
ト
実
ニ
会
計
ノ
至
要
ナ

リ
。
不
レ

可
レ

不
レ

学
ナ
リ
。

如
レ

此
会
計
軍
医
器
械
火
薬
等
備
リ
、
士
官
下
士
官
兵
卒
有
リ
、
之
ヲ
総
ベ
之
ヲ
括
シ
、
以
テ
国
内

ノ
鎮
撫
ニ
当
テ
又
外
況
ノ
変
遷
ニ
応
ズ
ル
者
ヲ
鎮
台
ト
ス
。
一
国
ハ
尚
ホ
一
家
ノ
如
ク
、
鎮
台
ハ
尚
戸

壁
ノ
如
ク
、
其
家
屋
ノ
形
勢
ニ
依
リ
戸
壁
ヲ
以
テ
大
小
諸
室
ヲ
各
別
ス
ル
如
シ
。
諸
要
具
皆
其
用
ニ
適

シ
、
事
ノ
有
無
ニ
関
セ
ズ
常
ニ
能
ク
之
ヲ
預
備
ス
ル
者
ナ
リ
。
其
費
用
出
糶
ノ
事
ト
其
常
産
入
糶
ノ
会

計
、
及
区
内
人
別
ノ
多
寡
、
人
別
職
務
ノ
如
何
、
運
送
転
輸
ノ
便
及
人
民
刑
律
ノ
異
同
ヲ
計
算
シ
、
其

分
別
鎮
台
ノ
区
分
ト
其
別
ヲ
同
ジ
フ
セ
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
。
各
国
〈
独
仏
）
之
ヲ
区
別
ス
ル
ニ
、

コ
ル
ダ
ル
メ
ー
域
ハ
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
ヲ
以
テ
其
地
方
陸
兵
ノ
事
ヲ
統
括
シ
、
全
ク
陸
軍
省
ト
格
別
ノ
者
ノ

如
シ
。
国
ニ
鎮
台
ノ
設
ア
ル
ヤ
、
其
用
ヲ
知
テ
之
ヲ
施
サ
バ
其
利
実
ニ
之
レ
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
無
シ
。
其

用
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
之
ヲ
施
サ
バ
只
ニ
其
用
ヲ
為
サ
ヾ
ル
而
已
ナ
ラ
ズ
、
其
害
又
之
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
無
シ
。

鎮
台
ノ
事
務
、
地
方
凡
百
ノ
事
務
ト
并
行
ヲ
得
ザ
レ
バ
決
シ
テ
其
妙
用
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
。
苟
モ
其
妙
ヲ

得
、
恰
モ
文
武
両
輪
ノ
如
ク
ナ
ラ
シ
メ
ベ
全
国
ノ
軍
備
十
全
ト
云
ツ
可
シ
。

こ
の
建
白
書
か
ら
は
、
会
計
官
の
育
成
は
国
家
の
緊
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
会
計
官
の
采
配
が
勝

敗
に
も
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
兵
隊
と
し
て
数
年
庶
務
を
学
ん
だ
上
で
そ
の
任
に
つ
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
会
計
部
病
院
課
に
所
属
す
る
看
病
人
、
特
に
曹
長
で
あ
る
一
等

看
病
人
は
、
そ
の
職
務
内
容
か
ら
し
て
も
、
将
来
の
会
計
官
育
成
の
た
め
、
数
年
間
兵
隊
で
の
庶
務
業
務

を
現
場
の
実
践
者
と
し
て
学
ぶ
配
属
場
所
と
し
て
、
一
等
看
病
人
と
い
う
階
級
が
位
置
付
け
ら
れ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
の
根
拠
を
示
す
資
料
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
一
等
看
病
人
を

経
験
し
た
者
が
、
そ
の
後
陸
軍
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
、
今
後
の
研
究
課
題
で
明
ら
か

で
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

三

看
護
卒
教
育
の
始
ま
り

看
病
人
・
看
病
卒
の
教
育
に
関
し
て
は
、「
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
」
の
「
第
一
章

一
等
看
病
人

職
務
」
の
第
七
條
で
「
職
務
ノ
余
暇
ヲ
以
テ
二
等
看
病
人
以
下
ニ
看
護
ノ
方
法
ヲ
教
導
ス
ヘ
シ
」
こ
と
が

明
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
看
病
人
が
学
ぶ
べ
き
具
体
的
な
看
護
の
方
法
な
ど
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
八
七
五
年
、
陸
軍
は
わ
が
国
の
先
駆
的
な
看
護
学
教
科
書
と
な
る
『
陸
軍
病
院
扶
卒
須
知
』
を
陸
軍

文
庫
か
ら
発
行
す
る
。『
陸
軍
病
院
扶
卒
須
知
』
の
原
著
は
オ
ラ
ン
ダ
医
フ
ァ
ン
・
ジ
ュ
エ
ル
、
フ
ァ
ン
・

エ
セ
ル
共
著

３
７

と
さ
れ
、
一
八
七
四
年
に
、
大
阪
鎮
台
病
院
の
軍
医
、
堀
内
利
国
、
明
石
退
蔵
、
副
島
仲

謙
、
山
上
兼
善
、
人
見
元
常
が
翻
訳
し
、
翌
年
に
陸
軍
省
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
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陸
軍
二
等
軍
医
堀
内
利
国
が
書
い
た
「
題
言
」
に
は
、
こ
の
本
を
翻
訳
し
た
目
的
が
書
か
れ
て
い
る
。

我
邦
陸
軍
病
院
ノ
設
ケ
ア
ル
茲
ニ
五
六
年
体
裁
略
備
ハ
ル
、
然
レ
ト
モ
夫
ノ
看
病
ノ
方
法
ノ
若
キ
ハ

之
ヲ
学
習
シ
テ
而
シ
テ
実
践
ス
ル
ニ
非
ス
、
唯
前
規
ニ
因
習
ス
ル
者
ノ
ミ
是
ヲ
以
テ
、
平
時
尚
且
疎

漏
ノ
弊
ナ
キ
コ
ト
能
ハ
ス
。
況
ヤ
戦
時
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
其
鹵
莽
ノ
患
想
フ
ヘ
シ
。
嘗
テ
聞
ク
軍
医
学
校

ニ
於
テ
看
護
ノ
教
則
ヲ
立
ン
ト
欲
ス
ト
、
而
シ
テ
諸
君
鞅
掌
未
タ
遑
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ

こ
の
題
言
か
ら
、
陸
軍
で
は
、
平
時
よ
り
看
護
が
疎
漏
な
く
で
き
な
け
れ
ば
、
戦
場
で
は
実
践
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
軍
医
学
校
で
看
護
の
教
則
を
立
て
る
こ
と
を
望
む
が
、
未
だ
に
そ
の
体
制
は
整
っ

て
い
な
い
状
況
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
た
め
、
大
阪
鎮
台
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
『
看
護
須
知
』
と
題

さ
れ
た
書
物
を
見
つ
け
、こ
の
書
物
に
よ
っ
て
看
護
者
の
学
科
及
び
看
護
の
方
法
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
軍
医
部
に
お
い
て
こ
の
書
は
至
要
の
一
冊
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

構
成
は
七
編
構
成
で
、
解
剖
・
衛
生
学
・
外
科
学
・
包
帯
学
・
救
急
諸
病
・
中
毒
証
・
瀕
死
及
死
亡
か

ら
な
っ
て
お
り
、
戦
場
で
必
要
と
さ
れ
る
処
置
に
関
す
る
知
識
と
、
技
術
を
学
ぶ
内
容
に
な
っ
て
い
た
。

特
に
「
死
体
処
置
」
の
項
に
は
「
毫
モ
仮
死
ノ
疑
念
ア
ル
者
ハ
先
ツ
救
急
ノ
法
方
ヲ
施
シ
以
テ
医
員
ヲ
招

待
ス
ヘ
シ
。
屍
少
ク
モ
創
痍
ナ
キ
者
ハ
之
ヲ
適
宜
ノ
位
置
ニ
撰
シ
生
命
尚
ホ
喚
起
ス
ヘ
キ
ヤ
百
法
以
テ
之

ヲ
試
ミ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
看
護
兵
に
は
、
戦
場
で
仮
死
状
態
の
者
を
発
見
し

た
際
は
、
医
員
が
来
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
救
急
の
方
法
を
試
み
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
処
置
が
施
せ

る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
。

同
年
、
包
帯
法
に
関
す
る
書
物
『
三
角
繃
帯
用
法
』
３
８

も
、
同
じ
く
陸
軍
文
庫
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

諸
言
を
書
い
た
の
は
「
医
学
教
育
建
白
書
」
提
出
者
の
ひ
と
り
、
土
岐
頼
徳
（
陸
軍
軍
医
）
で
あ
る
。

軍
医
の
足
ざ
る
時
兵
士
互
に
傷
せ
し
場
所
に
繃
帯
を
施
す
簡
便
の
法
を
示
す
者
な
り
。
既
に
一
昨
年

独
逸
と
仏
蘭
斯
と
の
戦
争
に
、
独
逸
の
兵
士
は
平
生
よ
り
能
く
之
を
習
込
た
る
ゆ
え
大
に
助
と
な
り

た
る
な
り
。
希
く
は
我
国
の
兵
士
も
平
日
よ
り
之
を
心
得
お
き
、
万
一
の
時
之
を
施
さ
ば
大
に
療
治

の
手
助
と
な
り
又
軍
医
の
事
缺
を
も
補
う
に
足
ら
む

普
仏
戦
争
で
ド
イ
ツ
が
勝
利
を
も
た
ら
し
た
そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
平
時
よ
り
兵
士
が
包
帯
法
を
訓
練

し
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
兵
士
が
包
帯
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
戦
場
で
の
治
療
の
大
い

に
役
立
ち
、
さ
ら
に
軍
医
の
不
足
を
補
え
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
『
三
角
包
帯
用
法
』
に
は
、
附
録

と
し
て
「
三
角
繃
帯
図
附
」
が
存
在
す
る
。
こ
の
「
三
角
繃
帯
図
附
」
を
見
つ
け
た
の
は
、
土
岐
と
同
じ

く
「
医
学
教
育
建
白
書
」
提
出
者
の
ひ
と
り
石
黒
忠
悳
で
あ
る
。
看
護
卒
が
フ
ラ
ン
ス
式
の
医
療
背
嚢
を

所
持
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
当
時
、石
黒
は
一
個
の
包
帯
小
包
を
手
に
入
れ
る
。小
包
は
三
角
巾
で
あ
り
、

戦
場
で
兵
士
同
士
が
互
い
に
三
角
布
を
応
用
し
て
創
所
を
包
帯
し
て
い
る
図
が
印
刷
し
て
あ
る
の
を
見
つ

け
、
こ
れ
が
ド
イ
ツ
の
外
科
医
エ
ス
マ
ル
ヒ
の
考
案
し
た
三
角
包
帯
用
法
図
式
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ

こ
で
同
様
に
、
戦
場
で
負
傷
兵
が
包
帯
法
を
施
さ
れ
て
い
る
絵
を
銅
板
に
彫
り
、
数
千
枚
印
刷
し
て
軍
医
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や
看
護
長
ら
に
配
布
し
た
の
が
、
三
角
包
帯
法
の
始
ま
り
と
な
る

３
９

。

『
三
角
繃
帯
用
法
』（
資
料
６
）
に
は
、
元
来
兵
士
は
背
嚢
の
中
に
巻
木
綿
（
巻
軸
帯
の
包
帯
）
と
海

綿
、
綿
撒
糸
を
一
包
に
し
て
常
備
し
、
軍
医
の
手
の
回
ら
な
い
時
に
は
相
互
に
仲
間
に
包
帯
法
を
施
す
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
看
病
人
兵
ら
が
戦
場
に
出
る
と
き
の
心
構
え
に
は
じ
ま
り
、
三
角

巾
の
利
点
と
し
て
創
部
の
保
護
、
副
木
の
固
定
、
止
血
な
ど
の
使
用
に
簡
便
で
あ
る
こ
と
、
大
き
さ
を
変

え
る
こ
と
で
全
身
の
あ
ら
ゆ
る
創
部
の
処
置
に
使
用
で
き
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
特
に
銃
創
を
受
け
た

場
合
は
、
傷
口
は
貫
通
し
た
二
ヶ
所
に
穴
が
出
来
る
た
め
、
看
護
兵
は
常
に
小
さ
く
束
ね
た
綿
撒
糸
や
綿

を
三
角
布
に
巻
き
込
ん
で
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
ウ
ィ
リ
ス
が
戊
辰
戦
争
に
従
軍
し
た
際
、「
副
木
一
本
あ
て
が
わ
れ
て
な
か
っ
た
」
と
報
告
し
た

副
木
の
方
法
に
つ
い
て
も
、戦
場
で
は
銃
や
木
の
枝
な
ど
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を
添
木
に
し
て
使
用
し
、

固
定
に
は
三
角
巾
以
外
に
も
背
負
っ
て
い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
の
紐
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
、
看
護
兵
と

し
て
戦
場
医
療
で
負
傷
に
対
処
で
き
る
よ
う
な
知
識
と
技
術
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
看
護
学
教
育
に

お
け
る
包
帯
法
の
始
ま
り
で
あ
る
。

『
三
角
繃
帯
用
法
』
に
は
解
説
文
の
み
が
書
か
れ
て
お
り
、
巻
き
方
は
「
三
角
繃
帯
図
附
」
に
書
か
れ

て
い
る
絵
を
見
な
が
ら
休
日
に
各
自
で
練
習
す
る
、
あ
る
い
は
軍
医
・
看
病
人
が
実
際
に
行
な
う
と
き
に

そ
の
処
置
方
法
を
観
察
し
て
習
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
４
０

。
現
在
『
三
角
繃
帯
用
法
』
は
靖
国
神
社
内

偕
行
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、「
三
角
繃
帯
図
附
」
は
、
個
人
所
有
し
て
い
る
数
枚
し
か
所
在
は
わ
か

っ
て
お
ら
ず
４
１

、
看
護
史
、
医
療
史
の
貴
重
な
教
育
教
材
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
も
資
料
６
・
図
４
・

図
５
を
資
料
と
し
て
巻
末
に
掲
載
し
た
。

戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
戦
時
医
療
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
明
治
新
政
府
は
近
代
的
な
健
軍
に
向

け
た
改
革
を
行
う
、
そ
の
中
で
徴
兵
令
の
制
定
に
伴
い
、
看
病
人
・
看
病
卒
が
誕
生
し
、
一
八
七
五
年
に

は
制
定
さ
れ
た
「
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
」
に
よ
っ
て
各
階
級
の
職
務
内
容
が
定
め
ら
れ
、
看
護
管
理

体
制
の
整
備
も
整
っ
た
。
そ
の
体
制
の
整
備
は
、
単
に
看
病
人
・
看
病
卒
の
仕
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

い
う
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
病
院
、
鎮
台
病
院
な
ど
の
病
院
運
営
に
も
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
あ

っ
た
。

註１

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
編
〕』
二
頁
。

２

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
編
〕』
二
三
八
―
二
四
一
頁
、
三
五
九

頁
。
看
病
人
・
看
病
卒
は
一
八
七
九
年
に
軍
医
部
の
下
士
・
卒
と
な
り
、
一
八
八
八
年
に
は
軍
医
部
は

衛
生
部
に
改
め
ら
れ
た
。
看
病
人
・
看
病
卒
の
名
称
も
一
八
八
三
年
五
月
に
は
看
護
長
・
看
護
卒
へ
変

更
さ
れ
、
そ
の
後
も
衛
生
部
の
官
等
制
度
は
逐
次
さ
れ
た
。
衛
生
部
の
兵
種
は
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）

年
に
看
護
兵
に
、
翌
三
七
年
に
は
衛
生
兵
と
な
っ
た
。

３

陸
軍
軍
医
団
編
纂
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
編
）』
三
二
六
頁
。

４

陸
軍
軍
医
団
編
纂
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
編
）』
三
二
六
頁
。
一
八
七
二
年
二
月
九
日
「
会
計
局

よ
り
御
親
兵
各
隊
保
養
所
看
病
人
日
給
の
儀
」
に
よ
り
、
各
隊
と
も
傭
人
看
病
人
の
日
給
は
一
日
永
百
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文
に
統
一
さ
れ
た
。

５

陸
軍
軍
医
団
編
纂
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
編
）』
三
二
六
頁
。
一
八
七
二
年
五
月
六
日
「
諸
隊
医

局
小
使
の
帽
服
に
付
軍
医
寮
よ
り
の
伺
」

６

「
陸
軍
軍
医
寮
職
員
令
並
事
務
章
程
」
一
八
七
二
年
一
一
月
一
三
日
。
内
閣
官
報
局
『
法
令
全
書
（
第

五
巻
―
二
）』（
原
書
房
、
一
八
八
九
年
刊
本
、
一
九
七
四
年
復
刻
）

７

コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
』
二
四
五
頁
。

８

松
下
『
徴
兵
令
制
定
史
』
一
四
〇
頁
。

９

防
衛
ホ
ー
ム
新
聞
社
『
彰
古
館
―
知
ら
れ
ざ
る
軍
陣
医
学
の
軌
跡
―
』（
防
衛
ホ
ー
ム
新
聞
社
、
二
〇

〇
九
年
）
一
五
―
一
六
頁
。
背
嚢
は
ラ
ン
ド
セ
ル
の
始
ま
り
と
な
る
も
の
で
、
当
時
の
内
容
品
目
は
、

三
角
布
白
布
、
サ
ッ
ク
入
注
射
器
及
び
薬
液
瓶
、
膿
盆
、
巻
軸
帯
、
止
血
帯
、
呉
氏
副
本
、
綿
撒
糸
、

海
綿
、
脱
脂
綿
、
帽
子
針
、
錫
製
水
呑
、
絆
創
膏
の
一
二
種
類
で
あ
っ
た
。

１
０

黒
澤
嘉
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
」
五
二
六
―
五
二
七
頁
。
黒
澤
嘉
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
経

理
が
極
め
て
経
理
を
重
要
視
し
て
お
り
、
人
・
装
備
・
被
服
な
ど
経
理
監
督
の
た
め
の
点
検
を
す
る
行

事
か
ら
う
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
倣
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

１
１

篠
原
宏
『
陸
軍
創
設
史
―
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
影
』（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
三
年
）
一
五
六

頁
。

１
２

『
陸
軍
病
院
條
例
』（
全
七
五
條
）
一
八
七
五
年
一
〇
月
一
七
日
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

１
３

『
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
』
一
八
七
五
年
一
一
月
一
〇
日
、『
第
六
類

太
政
類
典
』（
太
政
類
典
・

第
二
編
・
明
治
四
年
―
明
治
一
〇
年
）。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

１
４

黒
澤
嘉
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
」
五
三
九
頁
。

１
５

金
井
一
薫
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
七
つ
の
素
顔
」（『
綜
合
看
護
』
二
〇
〇
九
年
三
月
）
四
九
―
五
八

頁
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
著
作
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
トW

.J.Bishop
と
そ
の
秘
書
の
女

史Sue  
G

oldie

に
よ
り
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
開
設
著
作
目
録
』
一
九
六
二
年
）
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
。
看
護
に
関
す
る
文
献
四
七
編
、
イ
ン
ド
お
よ
び
植
民
地
の
福
祉
に
関
す
る
文
献
三
九
編
、
病
院
に

関
す
る
文
献
八
編
、
統
計
学
に
関
す
る
文
献
三
編
、
社
会
学
に
関
す
る
文
献
九
編
、
回
顧
録
八
編
、
宗

教
お
よ
び
哲
学
に
関
す
る
文
献
四
編
、
そ
の
他
二
一
編
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

１
６

「
女
性
に
よ
る
陸
軍
病
院
の
看
護
―
平
時
お
よ
び
戦
時
の
陸
軍
病
院
へ
の
女
性
に
よ
る
看
護
を
導
入

す
る
件
に
関
す
る
補
助
覚
え
書
」（Subsidiary notes as to the introduction of fem

ale 
nursing into m

ilitary hospitals in peace and in w
ar.1858

）（
湯
槙
ま
す
監
修
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
著
作
集
』
第
一
巻
、
現
代
社
、
二
〇
〇
七
年
第
二
版
）
三
五
―
一
三
八
頁
。
ま
た
第
一
一
条
に
は
、

「
患
者
摂
生
法
ヲ
守
ラ
サ
ル
カ
或
ハ
規
則
ヲ
犯
ス
者
ア
ラ
ハ
必
ス
懇
切
ニ
忠
告
シ
仍
ホ
改
メ
サ
ル
ト

キ
ハ
之
ヲ
看
病
人
ニ
申
告
ス
可
シ
」
と
あ
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
提
唱
し
た
、

医
務
官
の
指
示
を
患
者
に
徹
底
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
看
護
卒
の
職
務
内
容
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

１
７

「
女
性
に
よ
る
陸
軍
病
院
の
看
護
」
臼
井
坦
子
編
訳
代
表
『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
』
第
１
巻

（
現
代
社
、
二
〇
〇
七
年
第
二
刷
一
〇
刷)

三
九
―
一
三
八
頁
。Subsidiary N

otes as to the 
Introduction of Fem

ale N
ursing into M

ilitary H
ospitals

、1858.

（In

）Selected W
ritings 

of Florence N
ightingale. Com

piled by Lucy Ridgely Seym
er.  

N
ew

 York: M
acm

illan 
Com

pany

、1954

よ
り

１
８

「
女
性
に
よ
る
陸
軍
病
院
の
看
護
」『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
』
六
九
―
七
一
頁
。

１
９

「
女
性
に
よ
る
陸
軍
病
院
の
看
護
」『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
』
六
一
頁
。
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２
０

「
女
性
に
よ
る
陸
軍
病
院
の
看
護
」『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
』
一
三
五
―
一
三
六
頁

２
１

「
女
性
に
よ
る
陸
軍
病
院
の
看
護
」『
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
著
作
集
』
六
五
―
六
六
頁
。

２
２

斉
藤
編
『
寛
斉
日
記
』
一
八
頁
。

２
３

芳
賀
徹
編
『
岩
倉
使
節
団
の
比
較
文
化
史
的
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
五
頁
。
歴
訪
国

は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
・
デ
ン
マ
ー
ク
・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
イ
ス
の
一
二
ヵ
国
。

２
４

大
久
保
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』
九
三
―
九
四
頁
。

２
５

田
中
不
二
麿
（
一
八
四
五
～
一
九
〇
九
）
岩
倉
使
節
団
が
米
欧
回
覧
中
の
一
九
七
二
年
八
月
三
日
二

学
制
は
頒
布
さ
れ
、
田
中
は
帰
国
後
、『
理
事
功
程
』
で
各
国
の
教
育
制
度
を
詳
細
に
報
告
し
た
。
田

中
は
一
八
七
四
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
文
部
大
輔
で
あ
り
、
そ
の
間
七
六
年
に
も
再
渡
米
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
成
果
の
も
と
七
九
年
に
教
育
令
を
発
し
た
。

２
６

影
山
昇
「
岩
倉
使
節
団
で
の
田
中
不
二
麿
文
部
理
事
官
と
新
島
襄
」
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
一

部
教
育
学
科(

二
五)

、
三
三
―
五
七
頁
。

２
７

新
島
襄
（
一
八
四
三
―
一
八
九
〇
）
一
八
六
四
年
に
国
禁
を
犯
し
て
ア
メ
リ
カ
に
密
航
、
神
学
校
で

学
ん
で
い
る
と
き
、
田
中
の
私
設
顧
問
の
資
格
で
岩
倉
使
節
団
に
加
わ
る
。
新
島
は
ヨ
ー
ロ
ー
ッ
パ
各

国
を
見
た
こ
と
で
、
文
明
の
基
礎
は
国
民
の
教
化
に
あ
る
こ
と
を
学
び
、
結
果
、
日
本
で
純
粋
な
宗
教

が
発
展
す
る
の
を
促
進
す
る
手
段
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
高
等
教
育
期
間
を
設
立
す
る
。
妻
は
戊
辰
戦

争
で
会
津
若
松
城
に
籠
城
し
た
新
島
八
重
。
同
志
社
大
学
の
創
立
者
。

２
８

大
久
保
『
岩
倉
使
節
の
研
究
』
一
三
五
―
一
三
六
頁
。
田
中
は
九
月
八
日
に
米
国
之
部
二
冊
、
九
月

一
八
日
に
は
独
乙
国
ノ
部
、
十
月
三
一
に
は
「
英
国
ノ
部
」
を
提
出
す
る
な
ど
、
順
次
上
申
を
重
ね
た
。

十
五
冊
の
内
容
構
成
は
、
影
山
「
岩
倉
使
節
団
で
の
田
中
不
二
麿
文
部
理
事
官
と
新
島
襄
」
五
三
頁
の

表
―
７
に
一
覧
表
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
文
部
省
理
事
功
程
」
は
後
に
六
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

現
在
で
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
岩
倉
使
節
関
係
簿
冊
が
『
大
使
書
類
』
と
い
う
総
称
で
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
整
理
上
「
原
稿
」・「
原
本
」・「
副
本
」
に
大
別
さ
れ
、「
原
稿
」
の
な
か
に
「
単

行
書
・
大
使
書
類
原
稿
理
事
功
程
・
文
部
省
・
一
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
一
か
ら
五
ま
で
の
五
冊

と
な
っ
て
い
る

２
９

小
林
哲
也
「『
理
事
功
程
』
研
究
ノ
ー
ト
」（『
京
都
大
学
教
育
学
紀
要
』
四
四
号
、
一
九
九
八
年
）
七

五
―
一
〇
三
頁
。

３
０

久
米
『
米
欧
回
覧
実
記
（
一
）』
二
五
二
―
二
五
三
頁
。

３
１

久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
『
米
欧
回
覧
実
記
（
二
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
三
七
七
頁
。

３
２

久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
『
米
欧
回
覧
実
記
（
三
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一
八
頁
。

３
３

久
米
『
米
欧
回
覧
実
記
（
三
）』
三
二
一
―
三
二
二
頁
。

３
４

久
米
邦
武
編
、
田
中
彰
校
注
『
米
欧
回
覧
実
記
（
四
）』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
三
一
二
頁
。

３
５

大
久
保
利
兼
『
岩
倉
使
節
団
の
研
究
』（
崇
高
書
房
、
一
九
七
六
年
）
二
七
八
頁
。

３
６

由
井
正
臣
・
藤
原
彰
・
吉
田
裕
『
軍
隊

兵
士
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
九
七
―
九
八
頁
。

３
７

平
尾
『
資
料
に
み
る
日
本
看
護
教
育
史
』
ｎ
五
頁
。

３
８

陸
軍
文
庫
編
『
三
角
繃
帯
用
法
』（
陸
軍
文
庫
、
一
八
七
五
年
）
靖
国
神
社
内
偕
行
文
庫
所
蔵
。
諸
言

は
陸
軍
軍
医
土
岐
籟
徳
が
書
い
て
お
り
、
ド
イ
ツ
人
医
師
が
口
授
し
た
も
の
を
軍
医
試
補
多
納
光
儀
が

訳
し
て
一
冊
の
本
と
し
、
兵
士
に
三
角
包
帯
と
一
緒
に
携
帯
す
る
こ
と
を
計
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
目
的

は
、
独
逸
の
医
師
エ
ス
マ
ル
ク
が
編
み
出
し
た
三
角
繃
帯
法
を
ド
イ
ツ
の
兵
士
が
平
時
か
ら
練
習
し
身

に
付
け
て
い
た
こ
と
が
普
仏
戦
争
で
大
い
に
助
か
っ
た
と
し
て
、
わ
が
国
の
兵
士
も
平
素
よ
り
練
習
し

万
一
の
時
に
実
施
す
る
こ
と
で
治
療
お
よ
び
軍
医
の
助
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
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３
９

陸
軍
軍
医
団
編
纂
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
編
）』
石
黒
忠
悳
「
陸
軍
衛
生
部
旧
事
談
」
一
一
頁
。

４
０

拙
稿
「『
三
角
繃
帯
用
法
』
と
「
三
角
繃
帯
図
附
」
に
学
ぶ
三
角
布
繃
帯
用
法
の
は
じ
ま
り
」（『
看
護

歴
史
研
究
』
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）
三
四
―
四
三
頁
。

４
１

筆
者
は
、「
明
治
六
年
陸
軍
本
病
院
」
と
印
刷
さ
れ
た
「
三
角
繃
帯
図
附
」
を
一
枚
所
蔵
し
て
い
る
。

世
田
谷
区
三
宿
の
衛
生
学
校
「
彰
古
館
」
の
所
蔵
書
物
に
は
、「
明
治
一
〇
年
大
阪
陸
軍
病
院
」
と
印

字
さ
れ
た
同
「
三
角
繃
帯
図
附
」
が
写
っ
て
い
る
写
真
が
あ
り
、
西
南
戦
争
時
に
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院

で
も
看
護
兵
教
育
用
に
活
用
し
て
た
と
思
わ
れ
る
。
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第
二
章

西
南
戦
争
と
看
護

一

「
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
」
と
看
病
夫

一
八
七
三
年
一
月
一
〇
日
、
太
政
官
番
外
無
号
布
告
と
し
て
諸
省
府
県
宛
に
「
徴
兵
令
」
が
布
告
さ
れ

た
。
徴
兵
令
は
国
民
皆
兵
主
義
を
標
榜
し
、「
国
民
軍
ハ
常
備
後
備
両
軍
ノ
外
ニ
、
全
国
ノ
男
子
十
七
歳
ヨ

リ
四
十
歳
迄
ノ
者
、
悉
ク
兵
籍
ニ
載
セ
置
キ
、
全
国
大
挙
ノ
役
ア
ル
ニ
方
リ
均
シ
ク
隊
伍
ニ
編
入
シ
、
以

テ
管
内
ノ
守
備
ニ
供
ス
ル
者
ナ
リ
」
１

と
、
徴
兵
の
対
象
を
明
確
に
規
定
し
た
。

制
定
と
前
後
し
て
行
わ
れ
た
兵
制
改
革
で
は
、
全
国
が
六
軍
管
に
分
け
ら
れ
、
歩
兵
、
工
兵
、
砲
兵
、

騎
兵
、
輜
重
兵
の
五
種
類
と
な
り
、
各
兵
の
団
隊
を
編
成
し
て
兵
力
約
三
万
を
有
す
る
陸
軍
編
制
の
基
礎

が
出
来
上
が
っ
た
。
徴
兵
の
服
役
年
限
は
常
備
軍
が
三
年
、
後
備
軍
四
年
（
第
一
後
備
軍
二
年
、
第
二
後

備
軍
二
年
）
の
合
計
七
年
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
時
に
第
三
章
に
「
常
備
兵
免
役
概
則
」
２

を
設
け
た
こ
と
で
、
徴
兵
忌
避
を
生
み
出
す
結

果
を
招
い
た
。
第
三
章
の
常
備
免
役
概
則
は
、
体
格
不
良
者
（
第
一
条
・
第
二
条
）、
陸
海
軍
将
校
生
徒
（
第

四
条
）、
官
吏
及
び
所
定
学
校
生
徒
並
び
に
そ
の
修
業
生
（
第
三
条
・
第
五
条
）、
戸
主
及
び
そ
の
相
続
者

（
第
六
条
・
第
七
条
・
第
八
条
・
第
十
一
条
）、
犯
罪
者
（
第
九
条
）、
家
族
中
特
殊
の
関
係
に
有
る
者
（
第

十
条
・
第
十
二
条
）、
代
人
料
を
上
納
す
る
者
（
第
六
章
第
十
五
条
）
で
あ
り
、
徴
兵
令
は
家
族
制
度
を
尊

重
し
、
家
系
の
存
続
に
関
し
て
考
慮
し
て
、
免
役
条
項
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た

つ
ま
り
、
戸
主
、
戸
主
た
る
べ
き
も
の
、
戸
主
に
代
わ
る
も
の
す
べ
て
を
兵
役
の
対
象
外
と
し
た
。
さ

ら
に
「
官
吏
で
あ
る
」
こ
と
や
「
官
公
立
学
校
に
入
学
で
き
る
者
」「
代
人
料
を
上
納
で
き
る
」
と
い
う
免

役
条
件
に
適
う
者
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
と
い
っ
て
よ
い
程
、
そ
れ
は
士
族
で
あ
っ
た
者
の
子
弟
で
あ
り
、

免
役
条
項
は
特
権
支
配
層
を
保
護
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
免
役
条
項
に
該
当
し
な
い
被
支
配
階
級
に
あ
た

る
多
く
の
農
民
に
と
っ
て
、
兵
役
は
封
建
的
賦
役
と
な
っ
た
。
国
民
皆
兵
を
掲
げ
る
徴
兵
令
が
免
役
条
項

を
掲
げ
て
い
る
こ
と
で
、
兵
員
の
確
保
が
困
難
な
状
況
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
徴
兵
忌
避
も
減
る
こ

と
な
く
、
徴
兵
令
制
定
三
年
後
の
一
八
七
六
年
の
壮
丁
中
の
免
役
者
は
八
割
に
及
び
、
軍
部
は
頭
を
悩
ま

す
こ
と
と
な
っ
た

３

。
さ
ら
に
、
上
層
階
級
や
上
級
学
校
生
徒
を
兵
役
か
ら
除
外
し
た
こ
と
で
、
職
業
軍

人
以
外
に
予
備
校
将
校
を
貯
え
る
道
を
閉
ざ
し
、
常
備
兵
力
の
向
上
を
困
難
に
す
る
と
い
う
状
況
を
作
り

出
し
た

４

。

陸
軍
で
は
、
鎮
台
六
ヵ
所
、
営
所
一
四
ヵ
所
、
歩
兵
連
隊
一
四
（
大
隊
四
二
）、
騎
兵
大
隊
三
、
砲
兵

小
隊
一
八
、
工
兵
小
隊
一
〇
、
輜
重
兵
隊
六
、
海
岸
砲
兵
隊
九
と
し
、
常
備
軍
（
三
年
）
の
服
役
を
終
了

し
た
者
が
第
一
後
備
軍
（
二
年
）、
続
い
て
第
二
後
備
軍
（
二
年
）
に
編
入
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
制
定
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
平
時
人
員
三
一
、
六
八
〇
名
、
戦
時
兵
力
四
六
、
三
五
〇
名
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
が
、
七
三
年
末
の
徴
兵
に
よ
る
兵
員
総
員
は
、
一
五
、
三
〇
〇
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
政
府
軍
は
壮
兵
（
志
願
に
よ
る
兵
士
）
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
徴
兵
に
よ
る
兵
員
の
確
保
は
政
府
の
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急
務
の
課
題
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
が
改
善
さ
れ
な
い
中
、
一
八
七
七
年
二
月
一
五
日
に
起
こ
っ
た
の
が
西
南
戦
争
で
あ

っ
た
。
西
南
戦
争
の
戦
死
者
は
、
政
府
軍
は
六
、
八
四
三
名
（
参
謀
本
部
編
纂
課
編
『
従
西
戦
記
稿
』
陸

軍
文
庫
、
一
八
八
七
年
）、
薩
摩
軍
は
六
、
七
八
五
名
（「
西
南
戦
争
薩
摩
戦
没
者
全
名
簿
」）
と
記
録
さ
れ

て
お
り
、
多
く
の
負
傷
者
に
対
し
て
両
軍
は
と
も
に
病
院
を
設
け
、
医
師
や
看
護
者
を
派
遣
し
て
治
療
と

看
護
に
あ
た
っ
た
。

薩
軍
は
本
営
を
熊
本
に
置
く
と
、
病
院
本
部
を
川
尻
の
延
寿
寺
に
置
き
、
熊
本
城
下
各
地
に
出
張
病
院

を
置
い
た
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た
看
護
活
動
に
関
し
て
は
、「
西
南
戦
争
と
薩
軍
の
看
護
活
動
」（
宮
下
満
朗

「
敬
天
愛
人
第
十
六
号
」
西
郷
南
洲
顕
彰
会
、
一
九
九
八
年
）
で
、
各
地
方
の
婦
女
を
雇
っ
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

政
府
軍
は
増
加
す
る
負
傷
者
を
収
容
す
る
た
め
、
四
月
一
日
「
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
」（
以
下
、「
大
阪

病
院
」
と
す
る
）
を
設
立
し
た
。「
大
阪
臨
時
病
院
」
の
設
立
場
所
の
選
定
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
検

討
が
な
さ
れ
た
。
戦
場
近
く
に
支
病
院
を
各
地
に
置
く
こ
と
は
、
医
官
の
負
担
が
大
き
く
な
る
な
ど
の
問

題
が
起
こ
っ
て
お
り
、
す
で
に
米
国
で
は
南
北
戦
争
の
時
に
、
負
傷
兵
の
増
加
に
応
じ
て
巨
大
な
木
造
の

仮
病
院
を
建
設
し
、
そ
こ
に
負
傷
兵
を
収
容
し
て
治
療
を
施
し
た
と
こ
ろ
、
著
し
く
速
や
か
に
治
療
効
果

が
上
が
っ
た
例
が
あ
っ
た
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
戦
地
の
近
傍
で
は
衣
食
住
の
補
充
が
困
難
で
あ
り
、

多
数
の
負
傷
者
は
軍
の
進
退
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
要
件
を
考
え
、
戦
地
よ
り
遠
隔
の
地
に
巨

大
病
院
を
開
設
し
、
負
傷
兵
を
受
け
入
れ
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
商
都
で
あ
り
、
物
品
に
富

み
軍
人
の
物
品
補
充
に
も
欠
か
な
い
こ
と
か
ら
、
兵
站
病
院
と
し
て
数
千
の
病
者
の
受
け
入
れ
も
可
能
で

あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
す
で
に
征
討
陸
軍
事
務
所
が
あ
っ
た
大
阪
で
の
病
院
設
立
が
決
ま
っ
た
５

。

負
傷
兵
は
前
線
の
仮
繃
帯
所
で
治
療
を
受
け
た
後
、「
大
阪
病
院
」
に
搬
送
さ
れ
た
。「
大
阪
病
院
」
で

治
療
を
受
け
た
者
の
総
数
は
八
、
五
六
九
名
、
そ
の
う
ち
退
院
し
た
者
は
四
、
八
五
五
名
、
三
月
か
ら
七

月
ま
で
の
五
ヵ
月
間
に
入
院
し
た
者
は
四
、
一
六
八
名
で
あ
っ
た
６

。
負
傷
兵
の
多
さ
に
、
陸
軍
で
は
医

官
を
臨
時
に
雇
い
入
れ
、
治
療
に
あ
た
っ
た
。「
医
官
並
ニ
雇
看
病
人
姓
名
」
に
は
、
軍
医
監
佐
藤
進
、
一

等
軍
医
正
石
黒
忠
悳
、
副
長
二
名
、
病
院
附
医
正
六
名
、
病
室
専
務
と
し
て
軍
医
五
名
、
軍
医
副
一
一
名
、

軍
医
補
一
〇
名
、
軍
医
試
補
三
〇
名
の
他
、「
雇
医
」
と
し
て
一
一
二
名
の
医
師
名
が
書
か
れ
て
い
る
７

。

看
病
人
に
関
し
て
は
一
等
看
病
人
一
名
、
二
等
看
病
人
一
〇
名
、
三
等
看
病
人
三
九
名
の
氏
名
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
他
「
患
者
取
締
曹
長
」
が
一
四
名
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
８

。

明
治
政
府
は
、
一
八
七
〇
年
に
は
ド
イ
ツ
医
学
の
採
用
を
決
定
し
９

、
さ
ら
に
七
四
年
八
月
一
八
日
に

は
、
衛
生
行
政
機
構
の
整
備
、
医
師
開
業
免
許
制
度
の
樹
立
、
近
代
薬
剤
師
制
度
の
確
立
を
目
指
し
、｢

医

制｣

（
七
六
ヵ
条
）
を
発
布
し
１
０

、
医
学
分
野
の
制
度
制
定
に
向
け
動
き
始
め
て
い
た
。
こ
の
「
医
制
」

は
、
医
師
の
質
向
上
を
図
る
上
か
ら
、
医
学
教
育
の
確
立
、
医
術
開
業
医
制
度
及
び
医
師
免
許
制
度
の
制

定
、
近
代
的
薬
剤
師
制
度
及
び
薬
事
制
度
の
確
立
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
た
。「
医
制
」
は
、
日
本
の
医
制

行
政
の
確
立
の
基
礎
と
し
て
、
一
八
七
二
年
九
月
に
発
布
さ
れ
た
「
学
制
」
と
相
ま
っ
て
、
西
洋
医
学
に

基
づ
く
医
学
教
育
を
確
立
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
明
治
政
府
の
こ
の
よ
う
な
医
事
衛
生
制
度
の
確
立
に
向

け
た
動
き
の
中
で
、
医
学
を
体
系
的
に
学
ん
だ
医
師
が
育
ち
始
め
て
お
り
、
医
学
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
西
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南
戦
争
は
、
貴
重
な
戦
場
治
療
を
学
ぶ
実
践
の
場
と
な
っ
た
。
ま
た
、
医
学
教
育
の
進
歩
に
伴
い
、
病
院

の
管
理
、
運
営
方
法
に
関
す
る
規
則
の
整
備
も
進
ん
で
い
た
。

病
院
の
管
理
方
法
は
、
前
章
で
触
れ
た
一
八
七
五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
陸
軍
病
院
条
例
」
に
基
づ
き
管

理
運
営
さ
れ
た
。「
大
阪
病
院
」
の
病
舎
は
三
〇
棟
が
並
列
形
に
設
け
ら
れ
、
内
科
外
科
に
大
別
さ
れ
た
。

病
舎
は
重
病
舎
に
は
患
者
四
四
名
、
軽
症
病
舎
に
は
八
八
名
の
患
者
を
収
容
し
た
。
三
〇
棟
を
五
区
に
区

分
し
、
一
区
を
六
舎
と
し
て
、
一
区
毎
に
軍
医
正
一
名
、
軍
医
以
下
四
名
、
雇
医
凡
そ
七
名
、
看
病
人
二

名
、
看
病
卒
八
一
名
が
配
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
区
六
舎
の
う
ち
、
一
舎
を
重
病
舎
、
五
舎
を
軽
病
舎
と

し
、
重
病
舎
に
は
軍
医
以
下
一
名
、
雇
医
二
名
、
看
病
人
一
名
、
看
病
卒
二
一
名
を
配
置
、
軽
病
舎
五
舎

に
は
、
看
病
人
一
名
と
看
病
卒
六
〇
名
配
置
が
決
め
ら
れ
た
１
１

。

こ
れ
ら
、
看
病
人
・
看
病
卒
の
配
置
は
、
一
八
七
五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
」

で
定
め
ら
れ
た
、「
看
病
卒
は
患
者
六
名
～
一
〇
名
に
対
し
て
一
名
」「
二
等
看
病
人
は

看
病
卒
二
〇
名

な
い
し
二
一
名
に
一
名
」
に
基
づ
い
て
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
配
置
と
な
る

か
を
図
６
に
表
し
た
。
軽
病
舎
は
八
八
名
の
患
者
を
雇
医
一
名
、
看
病
卒
一
二
名
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
そ
の
計
算
で
は
必
要
と
さ
れ
た
看
護
者
総
数
は
、
看
病
人
一
は
〇
名
、
看
病
卒
は
四
〇
五
名
に
の

ぼ
っ
た
。

「
大
阪
病
院
」
に
入
院
し
た
患
者
の
疾
患
名
は
戦
闘
で
負
傷
し
た
外
科
系
の
患
者
だ
け
で
な
く
、
脚
気

や
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
内
科
疾
患
患
者
も
い
た
。一
等
軍
医
正
石
黒
忠
悳
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
報
告
書『
大

阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
に
よ
る
と
、
入
院
し
た
患
者
の
傷
病
名
は
一
二
四
症
、
入
院
治
療

を
受
け
た
八
、
五
六
九
名
の
う
ち
、
負
傷
者
は
五
、
九
九
〇
名
で
内
科
疾
患
の
者
は
二
、
五
七
九
名
と
、

入
院
患
者
の
約
三
分
の
二
が
内
科
的
な
治
療
を
要
す
る
患
者
で
あ
っ
た
。
疾
患
名
の
上
位
に
あ
っ
た
も
の

を
表
５
に
し
た
が
、
内
科
疾
患
名
で
最
も
多
か
っ
た
も
の
は
ア
ジ
ア
コ
レ
ラ
で
あ
り
、
実
に
八
八
七
名
が

罹
患
し
、
四
八
二
名
が
死
亡
し
て
い
る
。
石
黒
の
報
告
で
は
、
九
四
二
名
の
死
亡
者
の
う
ち
、
負
傷
に
よ

る
死
亡
者
は
三
〇
七
名
、
内
科
疾
患
患
者
六
三
五
名
の
死
亡
の
う
ち
、
実
に
四
八
二
名
が
コ
レ
ラ
で
亡
く

な
っ
て
い
た
。
コ
レ
ラ
の
流
行
は
、
戦
地
よ
り
凱
旋
し
た
兵
士
か
ら
発
症
し
た
も
の
で
あ
っ
た
１
２

。

八
月
「
大
阪
病
院
」
に
戦
地
よ
り
送
ら
れ
て
来
た
患
傷
病
兵
か
ら
チ
フ
ス
患
者
が
発
症
し
、
近
く
の
寺

院
な
ど
を
仮
病
院
と
し
て
伝
染
病
の
熱
病
室
と
し
て
治
療
に
あ
た
る
体
制
を
と
っ
た
。
九
月
二
四
日
に
西

郷
隆
盛
の
死
に
よ
っ
て
西
南
戦
争
は
終
息
を
迎
え
る
が
、
そ
の
二
日
前
に
兵
庫
港
に
停
泊
中
の
帰
還
兵
七

名
が
コ
レ
ラ
を
発
症
し
た
。
そ
の
た
め
、
伝
染
病
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
に
隔
離
病
棟
を
設
置
す
る
こ
と
と

な
り
、
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
に
属
す
る
病
室
は
、
臨
時
病
院
を
本
部
と
し
、
士
官
病
室
、
第
一
～
第
三
養

生
室
、
チ
フ
ス
病
室
、
コ
レ
ラ
病
室
、
神
戸
コ
レ
ラ
病
室
、
西
京
コ
レ
ラ
病
室
、
滋
賀
県
コ
レ
ラ
病
室
の

計
一
〇
ヵ
所
と
な
っ
た
１
３

。
す
ぐ
に
「
大
阪
病
院
」
で
は
、
軍
医
試
補
、
看
病
人
、
看
病
卒
は
神
戸
コ
レ

ラ
病
室
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
１
４

。
陸
軍
で
は
徴
兵
で
集
め
た
兵
士
を
戦
場
で
は
な
く
、
伝
染
病
に
よ
る
多

く
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
教
訓
を
残
し
た
。

入
院
患
者
の
衣
服
は
淡
青
色
の
木
綿
で
統
一
さ
れ
、
寒
い
場
合
は
襦
袢
な
ど
が
支
給
さ
れ
た
。
襦
袢
の

交
換
は
、
重
症
患
者
は
原
則
五
日
に
一
回
、
通
常
の
患
者
は
七
日
に
一
回
、
養
生
室
患
者
は
一
〇
日
に
一

回
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
特
に
重
症
患
者
の
場
合
は
、
病
状
に
よ
り
適
宜
考
慮
さ
れ
た
１
５

。
行
な
わ
れ
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た
看
護
の
内
容
は
、
食
事
・
排
泄
の
介
助
、
褥
瘡
予
防
・
与
薬
・
軟
膏
塗
布
・
包
帯
交
換
・
冷
罨
法
の
他
、

四
肢
切
断
術
後
の
患
者
に
は
一
日
二
～
四
回
、
一
回
一
五
～
三
〇
分
の
微
温
浴
の
介
助
が
あ
っ
た
。

入
院
患
者
の
増
加
、
仮
病
院
の
創
設
な
ど
で
、「
大
阪
病
院
」
で
は
臨
時
に
医
師
や
看
病
夫
を
雇
入
れ

る
方
針
を
取
っ
た
。
雇
医
は
、
新
聞
紙
並
び
に
門
外
に
掲
示
し
て
日
程
を
定
め
、
雇
医
の
志
願
者
を
集
め

て
試
験
を
行
っ
た
。
雇
医
志
願
者
に
は
、
姓
名
・
年
齢
・
学
業
履
歴
を
確
認
し
、
理
学
科
学
、
解
剖
生
理
、

病
理
、
薬
剤
学
、
内
科
外
科
の
大
意
を
試
問
す
る
な
ど
の
試
験
を
行
っ
て
採
用
し
た
。

「
看
病
夫
」
も
ま
た
、
雇
医
同
様
、
新
聞
と
門
外
へ
の
提
示
で
志
願
者
を
募
り
、
試
験
は
一
二
等
看
病

人
一
名
、
徒
食
看
病
卒
一
名
で
試
験
を
実
施
、
試
験
内
容
は
、「
体
格
」「
読
書
」「
扶
卒
須
知
衛
生
学
及
び

看
病
人
看
病
卒
規
則
概
則
或
は
往
復
文
通
に
差
支
ナ
キ
者
」
で
あ
っ
た
１
６

。
合
格
し
た
「
看
病
夫
」
は
日

給
金
二
五
銭
か
ら
一
八
銭
で
雇
入
れ
、
報
告
に
は
一
、
五
七
六
名
の
「
看
病
夫
」
を
日
給
で
雇
っ
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
１
７

。
し
か
し
、
看
病
夫
の
中
に
は
一
～
二
日
で
解
雇
さ
れ
た
者
も
い
た
。

陸
軍
は
、
一
一
月
ご
ろ
よ
り
入
院
治
療
の
継
続
が
必
要
な
患
者
に
関
し
て
は
、
雇
医
や
看
病
卒
を
附
け

て
、
仙
台
、
熊
本
、
名
古
屋
な
ど
の
病
院
へ
航
路
、
陸
路
で
搬
送
を
開
始
す
る
１
８

。「
看
病
夫
」
の
中
に

は
包
帯
術
を
身
に
付
け
て
、
戦
場
に
派
遣
さ
れ
た
者
も
い
た
が
、「
臨
時
病
院
」
の
患
者
数
が
減
少
す
る
に

伴
い
、「
看
病
夫
」
も
解
散
と
な
る
。
そ
の
際
「
大
阪
病
院
」
で
は
、
看
護
方
法
に
熟
し
、
仕
事
に
勉
励
な

者
に
は
、
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
の
名
で
「
職
掌
ヲ
勉
学
シ
頗
ル
看
病
ノ
方
法
ヲ
得
タ
リ
」
と
の
「
証
書
」

（
図
７
）
を
授
け
る
方
針
を
と
っ
て
お
り
、
合
計
二
五
五
名
の
「
看
病
夫
」
に
「
証
書
」
が
与
え
ら
れ
た
１
９

。

そ
の
「
証
書
」
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
陸

軍
で
は
有
事
に
お
け
る
看
護
者
不
足
に
備
え
た
一
つ
の
対
策
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

陸
軍
で
の
看
護
兵
教
育
は
、
看
護
要
員
用
の
看
護
学
教
科
書
を
作
成
し
て
か
ら
わ
ず
か
二
年
し
か
経
っ

て
お
ら
ず
、
看
護
兵
の
育
成
に
は
未
だ
不
充
分
の
状
態
で
あ
っ
た
。
各
鎮
台
病
院
に
は
会
計
部
よ
り
看
病

人
看
病
卒
が
廻
さ
れ
て
い
た
が
、
包
帯
術
を
は
じ
め
、
看
護
の
方
法
が
で
き
る
者
が
少
な
く
、
西
南
戦
争

以
前
か
ら
、
日
々
訓
練
し
て
も
尚
不
足
す
る
状
態
で
あ
る
と
云
う
訴
え
は
多
く
挙
が
っ
て
い
た
２
０

。
そ
の

た
め
、
実
際
に
西
南
戦
争
で
看
護
兵
の
需
要
が
高
ま
る
と
、
看
護
者
不
足
は
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。

西
南
戦
争
で
は
、
臨
時
で
医
師
・
看
護
者
を
雇
入
れ
る
方
針
を
と
る
が
、
看
護
者
の
場
合
は
未
だ
職
業

看
護
婦
の
教
育
が
な
く
、
医
師
の
よ
う
に
学
業
履
歴
を
確
認
す
る
方
法
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
外
科

的
治
療
を
受
け
た
患
者
の
看
護
や
伝
染
病
患
者
の
看
護
に
携
わ
れ
る
者
と
し
て
、
進
歩
す
る
医
療
を
理
解

し
て
技
術
が
実
践
で
き
る
看
護
者
を
、
如
何
に
同
じ
教
育
水
準
で
確
保
す
る
か
と
い
う
課
題
に
、
陸
軍
は

取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

二

博
愛
社
に
よ
る
救
護
活
動

西
南
戦
争
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
前
身
「
博
愛
社
」
を
誕
生
さ
せ
た
。
熊
本
城
の
攻
防
戦
や
田
原
坂
の

激
戦
で
、
多
数
の
死
傷
者
が
山
野
の
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
２
１

。
西
南
戦
争
に
お

け
る
看
護
者
不
足
の
状
況
に
対
し
て
、
元
老
院
議
官
佐
野
常
民
２
２

は
「
博
愛
社
」
を
創
設
し
、
反
乱
軍
の
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負
傷
兵
に
ま
で
救
護
の
手
を
差
し
出
し
た
。
佐
野
常
民
は
一
八
六
七
年
に
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
赤
十
字

の
展
示
館
で
、
敵
と
味
方
の
別
な
く
負
傷
者
の
苦
痛
を
救
う
国
際
的
な
救
護
組
織
で
あ
る
赤
十
字
が
、
一

八
六
三
年
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。一
八
七
三
年
六
月
に
は
、ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
参
加
し
、

各
国
で
赤
十
字
事
業
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
普
仏
戦
争
に
お
け
る
負
傷
者
救
護
の
実
際
を
知
り
、
文

明
開
化
の
象
徴
の
一
つ
と
し
て
人
道
的
国
際
組
織
の
発
展
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
事
業
を
拡
張
す
る
た

め
に
は
平
時
の
準
備
を
行
う
こ
と
を
学
び
、
日
本
に
於
い
て
も
救
護
団
体
の
設
立
を
考
え
る
に
至
っ
た
２
３

。

西
南
戦
争
で
の
負
傷
兵
続
出
の
報
を
知
っ
た
佐
野
は
、
外
国
の
王
室
や
貴
族
の
よ
う
に
、
救
護
団
体
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
を
岩
倉
具
視
に
申
し
出
て
い
た
元
老
院
議
官
大
給
恒
と
連
名
で
、
設
立
請
願
書
２
４

と
五
条

か
ら
な
る
社
則
２
５

を
四
月
六
日
に
提
出
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
陸
軍
卿
山
県
有
朋
の
代
理
で
あ
る
西
郷
従
道
は
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
宛
に
「
太
政
官
ヘ

議
官
佐
野
常
民
外
一
人
博
愛
社
設
立
ノ
義
御
下
問
ニ
付
上
申
」
２
６

を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
此
の
戦

い
は
国
内
の
戦
争
で
あ
り
、
看
病
人
は
適
当
に
整
い
治
療
に
は
差
し
障
り
な
い
の
で
、
救
済
の
人
員
が
派

遣
さ
れ
て
も
混
乱
を
招
く
と
い
う
こ
と
と
、
結
社
の
儀
は
善
良
で
あ
る
が
、
平
常
か
ら
準
備
を
し
て
い
な

け
れ
ば
実
現
は
難
し
い
と
い
う
主
旨
の
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
が
陸
軍
内
部
に
実
際
に
存
在
し
て

い
た
結
果
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
佐
野
に
よ
る
山
県
有
朋
や
有
栖
川
宮
へ
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
五
月
三
日
有
栖
川
宮
に
博
愛

社
設
立
願
書
が
聞
き
届
け
ら
れ
、
五
月
二
七
日
よ
り
、
熊
本
軍
団
病
院
へ
救
護
員
（
男
性
看
護
人
）
を
派

遣
し
、
救
護
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
西
南
戦
争
の
救
護
に
従
事
し
た
博
愛
社
の
救
護
員
は
、
一
二
九
名
（
監

督
一
名
、
監
督
補
一
名
、
司
計
二
名
、
医
員
長
一
名
、
医
員
及
び
助
手
二
三
名
、
看
護
人
役
夫
一
〇
一
名
）

で
あ
っ
た
２
７

。

八
月
一
日
、「
博
愛
社
」
は
政
府
か
ら
正
式
に
認
可
さ
れ
た
が
、
西
南
戦
争
の
負
傷
兵
の
救
護
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
政
府
の
中
枢
に
い
た
岩
倉
具
視
が
、
一
八
七
二
年
三
月
に
、
岩
倉
使
節
団

で
歴
訪
し
た
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
、
伊
藤
博
文
と
と
も
に
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
グ
ス
タ
フ
・
モ
ワ

ニ
エ
に
会
い
、
赤
十
字
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
。

岩
倉
使
節
団
一
行
は
、
一
八
七
三
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
滞
在
し
、

赤
十
字
国
際
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
岩
倉
具
視
大
使
、
伊
藤
博
文
副
使
、
大
山
巌
ら
が
会
合
を
持
っ
て
い

た
２
８

。
こ
の
面
会
は
、
負
傷
軍
人
救
護
国
際
委
員
会
側
が
赤
十
字
活
動
の
詳
細
を
日
本
の
使
節
団
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
ス
イ
ス
滞
在
を
好
機
と
と
ら
え
、
極
東
か
ら
訪
れ
た
使
節
団
に
、
赤
十
字
活
動

を
紹
介
す
る
こ
と
目
的
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

国
際
委
員
会
が
残
し
た
記
録
に
は
、「
日
本
が
同
条
約
に
加
入
す
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
日
本
軍
の
正
規
の
衛
生
部
隊
を
幇
助
す
る
た
め
の
自
発
的
な
協
力
を
呼
び
か
け
る
以
前
に
、
そ
う
し

た
軍
の
衛
生
部
隊
を
き
ち
ん
と
し
た
組
織
と
し
て
整
備
す
る
た
め
に
、
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
多
く
残
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
認
識
さ
れ
た
」
と
あ
る

２
９

。
さ
ら
に
、「
日
本
の
軍
隊

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
に
（
そ
れ
も
プ
ロ
シ
ア
軍
制
で
は
な
く
フ
ラ
ン
ス
軍
制
に
拠
っ
て
）
組
織
さ
れ
て
い
く
に
つ

れ
て
、
今
後
各
連
隊
に
は
、
外
科
専
門
軍
医
と
移
動
野
戦
病
院
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
衛
生
部

隊
も
現
在
、
徐
々
に
編
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」

３
０

。
と
あ
る
。
確
か
に
日
本
で
は
陸
軍
内
で
衛
生
部
隊
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の
組
織
整
備
が
、
国
内
で
や
っ
と
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

岩
倉
が
佐
野
の
申
し
出
に
対
し
て
そ
の
設
立
願
書
を
却
下
し
た
の
は
、
そ
れ
は
岩
倉
の
意
向
と
云
う
よ

り
も
、
政
府
軍
の
衛
生
部
隊
が
機
能
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
軍
上
層
部
の
自
負
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
３
１

。

岩
倉
と
伊
東
が
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
当
時
の
名
称
は
、
負
傷
軍
人
救
護
国
際
委
員
会
）
の
メ
ン
バ
ー

と
何
度
も
会
談
し
た
そ
の
様
子
は
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
機
関
紙
『Bulletin

 
International

』（
国

際
紀
要
）
第
一
七
号
（
一
八
七
三
年
一
〇
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
３
２

。
岩
倉
と
伊
藤
は
、
赤
十
字
の
思

想
、
活
動
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
日
本
の
現
状
か
ら
は
同
条
約
に
加
入
す
る
に
は
時
期
尚
早
と
云
っ

て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
日
本
の
正
規
の
衛
生
部
隊
を
幇
助
す
る
た
め
の
自
発
的
な
協
力
を
呼
び
か
け
る

以
前
に
、
そ
う
し
た
軍
の
衛
生
部
隊
を
き
ち
ん
と
組
織
し
て
整
備
す
る
た
め
に
、
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が

多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

岩
倉
と
伊
藤
ら
の
発
言
か
ら
は
、
赤
十
字
に
加
入
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
西
欧
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
だ

け
の
軍
隊
を
健
軍
し
、
そ
の
中
で
訓
練
さ
れ
た
兵
士
に
よ
る
正
規
の
衛
生
部
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
条
件
に
な
る
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
も
、
陸
軍
で
看
護
制
度
を
整

備
す
る
一
つ
の
目
的
に
は
、
赤
十
字
に
加
盟
す
る
の
に
不
可
欠
な
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ

た
と
も
言
え
る

ま
た
岩
倉
具
視
が
、
博
愛
社
の
申
し
出
を
断
っ
た
理
由
は
、
陸
軍
と
し
て
負
傷
兵
の
救
護
体
制
に
対
し

て
は
す
で
に
整
備
が
で
き
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
西
南
戦
争
の
経

験
は
、
戊
辰
戦
争
で
ウ
ィ
リ
ス
が
パ
ー
ク
ス
へ
の
報
告
書
で
述
べ
て
い
た
よ
う
に
「
理
論
と
実
地
訓
練
に

よ
る
看
護
者
の
育
成
」
の
必
要
性
を
陸
軍
が
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
、
同
時
に
、
有
事
に
お
け
る
看
護

法
を
身
に
着
け
た
者
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
も
、
改
革
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

註１

松
下
『
徴
兵
令
制
定
史
』
一
四
〇
頁
。

２

松
下
『
徴
兵
令
制
定
史
』
一
六
六
―
七
〇
頁
。

３

藤
原
彰
『
日
本
軍
事
史
（
上
巻
）
戦
前
篇
』（
社
会
批
評
社
、
二
〇
〇
六
年
）
五
七
頁
。

４

藤
原
『
日
本
軍
事
史
』
八
六
頁

５

石
黒
忠
悳
『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』（
陸
軍
文
庫
、
一
八
七
八
年
六
月
、
国
立
公
文

書
館
所
蔵
）
三
―
四
頁
。

６

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
一
八
頁
。

７

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
七
〇
―
七
三
頁
。

８

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
七
三
―
七
四
頁
。

９

新
村
拓
『
日
本
医
療
史
』（
二
〇
〇
七
年
、
吉
川
弘
文
館
）
二
二
五
―
二
二
八
頁
。
戊
辰
戦
争
で
銃
創

を
負
っ
た
兵
士
に
対
す
る
治
療
を
行
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
医
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
の
功

績
に
よ
り
、
明
治
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
医
学
の
採
用
に
向
け
て
動
い
て
い
た
が
、
明
治
二
年
に
・
医
学
取

調
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
た
元
佐
賀
藩
医
相
良
治
安
と
越
前
藩
医
岩
佐
純
の
意
見
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
医
学

の
採
用
が
決
定
し
た
。

１
０

厚
生
省
医
務
局
『
医
制
百
年
史
』
一
一
―
二
二
頁
。「
資
料
編
」
三
六
―
四
四
頁
。
医
制
の
草
案
は
初
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代
医
務
局
長
相
良
治
安
が
衛
生
制
度
編
制
の
大
網
を
八
十
五
条
の
「
医
制
略
則
」
に
ま
と
め
、
二
代
目

医
務
局
長
と
な
っ
た
長
与
專
斉
が
全
文
七
十
六
条
の
成
案
を
ま
と
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

１
１

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
五
七
頁

１
２

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
三
八
―
四
〇
頁
。

１
３

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
五
六
頁

１
４

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
一
三
頁
。

１
５

石
黒
忠
悳
『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
二
号
』（
陸
軍
文
庫
、
一
八
七
八
年
、
国
立
公
文
書
館

所
蔵
）
七
頁
。

１
６

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
二
号
』
二
五
―
二
六
頁
。

１
７

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
六
八
頁
。

１
８

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
一
五
―
一
六
頁
。

１
９

『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
一
三
頁
。

２
０

「
病
院
よ
り
看
病
人
百
拾
名
不
足
云
々
」『
陸
軍
省
大
日
記
―
明
治
七
年
』（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
所
蔵
）

２
１

吉
川
龍
子
「
明
治
期
の
赤
十
字
看
護
教
育
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刻
第
五
十
号
、
二
〇

一
三
年
）
三
八
七
―
四
〇
三
頁
。

２
２

佐
野
常
民
（
一
八
二
二
～
一
九
〇
二
）
肥
前
国
に
生
ま
れ
る
。
九
歳
で
親
戚
の
佐
野
家
の
養
子
と
な

り
、
外
科
医
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。
養
父
は
元
藩
主
鍋
島
斉
直
に
仕
え
て
い
た
。
儒
学
を
学
ん
だ
後
、

一
度
江
戸
に
出
る
が
、
再
び
佐
賀
に
戻
り
外
科
医
の
修
行
を
続
け
た
。一
八
四
八
根
に
は
適
塾
に
入
門
、

翌
年
に
は
大
村
益
次
郎
が
塾
頭
を
務
め
た
。
一
八
六
五
年
パ
リ
万
博
の
使
節
団
に
佐
賀
藩
か
ら
参
加
し
、

赤
十
字
を
知
る
。
博
愛
社
が
設
立
に
伴
い
、
一
八
七
八
年
に
は
博
愛
社
副
総
裁
に
就
任
。
中
央
衛
生
会

会
長
、
大
蔵
卿
、
元
老
院
副
議
長
を
歴
任
。
日
本
赤
十
字
社
の
改
称
さ
れ
た
一
八
八
八
七
年
に
は
初
代

社
長
に
就
任
し
た
。

２
３

吉
川
龍
子
『
日
赤
の
創
始
者

佐
野
常
民
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
六
一
頁
。

２
４

「
博
愛
社
ノ
創
立
ト
従
軍
ノ
願
出
」
明
治
十
年
四
月
六
日
、
陸
軍
省
大
日
記
陸
軍
省
大
日
記
・
西
南

戦
役
。

２
５

「
博
愛
社
則
」
明
治
十
年
四
月
六
日
、
陸
軍
省
大
日
記
・
西
南
戦
役
。

２
６

「
太
政
官
ヘ
議
官
佐
野
常
民
外
一
人
博
愛
社
設
立
ノ
義
御
下
問
ニ
付
上
申
」
明
治
十
年
四
月
十
九
日
、

陸
軍
省
大
日
記
。

２
７

川
俣
馨
一
『
日
本
赤
十
字
社
発
達
史
』（
明
文
社
、
一
八
九
八
年
）。
七
一
頁
。

２
８

黒
沢
文
貴
「
赤
十
字
国
際
委
員
と
岩
倉
使
節
団
と
の
邂
逅
」（『
軍
事
史
学
』
第
四
十
八
巻
第
一
号
、

二
〇
一
二
年
）
一
二
八
―
一
三
五
頁
。

２
９

黒
沢
文
貴
「
赤
十
字
国
際
委
員
と
岩
倉
使
節
団
と
の
邂
逅
」
一
三
一
頁
。

３
０

黒
沢
文
貴
「
赤
十
字
国
際
委
員
と
岩
倉
使
節
団
と
の
邂
逅
」
一
三
三
頁
。

３
１

黒
澤
文
貴
「
岩
倉
具
視
、
伊
藤
博
文
と
赤
十
字
の
出
会
い
」（『
日
本
歴
史
』
七
八
号
、
二
〇
一
二
年
）

一
〇
〇
―
一
〇
二
頁
。

３
２

黒
澤
文
貴
「
岩
倉
具
視
、
伊
藤
博
文
と
赤
十
字
の
出
会
い
」
一
〇
一
頁
。

120 



第
三
章

看
護
制
度
の
第
一
次
改
革

一

「
徴
兵
看
病
卒
取
扱
手
続
」
の
制
定

西
南
戦
争
後
の
一
八
七
八
年
一
〇
月
、
陸
軍
病
院
で
は
看
病
人
・
看
病
卒
の
不
足
に
困
り
、
陸
軍
省
に

徴
兵
適
齢
者
を
壮
兵
看
病
卒
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
の
採
否
を
確
認
し
た
。
し
か
し
回
答
は
「
看
病
卒
は

免
役
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
服
役
期
限
は
未
定
の
者
」
１

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
衛
生

部
が
民
間
人
を
募
集
し
て
教
育
を
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
た
。

陸
軍
は
徴
兵
逃
避
が
や
ま
ぬ
中
で
徴
兵
連
名
簿
の
人
数
の
少
な
さ
を
嘆
き
、
徴
兵
令
の
改
正
案
と
し
て

「
輜
重
卒
看
病
卒
、
諸
隊
職
工
を
新
た
に
徴
集
」
す
る
こ
と
を
太
政
官
に
上
申
し
た
２

。
ま
た
、
西
南
戦

争
の
勝
利
は
、
結
果
と
し
て
徴
兵
制
度
の
確
立
を
も
た
ら
し
た
が
、
免
役
条
件
が
多
く
、
市
民
平
等
、
国

民
皆
兵
の
根
本
精
神
に
相
反
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
明
治
政
府
は
二
年
後
の
一
八
七
九
年
一
〇
月
二

七
日
、
徴
兵
令
の
全
部
に
亘
っ
て
大
改
正
（
太
政
官
布
告
第
四
六
号
）
を
行
な
っ
た
。

徴
兵
令
の
改
正
に
あ
た
っ
て
、
陸
軍
省
は
、
服
役
年
限
を
七
年
か
ら
一
〇
年
に
延
長
（
常
備
三
年
後
備

四
年
を
改
め
て
常
備
三
年
予
備
三
年
後
備
四
年
）
す
る
こ
と
、
補
充
兵
役
九
〇
日
を
一
年
に
延
長
す
る
こ

と
、
輜
重
輸
卒
看
病
卒
、
諸
隊
職
工
を
新
た
に
徴
集
す
る
こ
と
、
免
役
概
則
に
改
め
て
制
限
を
加
え
免
役

の
概
念
を
、
終
身
兵
役
免
除
、
平
時
兵
役
免
除
、
一
時
徴
募
猶
予
に
大
別
し
て
整
理
す
る
こ
と
、
の
四
項

目
の
原
案
を
提
示
し
た
３

。
そ
の
結
果
、
徴
兵
令
改
正
で
は
、
陸
軍
省
が
提
示
し
た
項
目
に
対
し
て
、
兵

役
年
限
は
常
備
軍
三
年
、
後
備
軍
四
年
（
第
一
後
備
軍
二
年
、
第
二
後
備
軍
二
年
）
の
計
七
年
で
あ
っ
た

規
定
を
、
常
備
軍
三
年
、
予
備
軍
三
年
、
後
備
軍
四
年
の
計
一
〇
年
に
延
長
し
、
さ
ら
に
、
補
充
兵
を
新

設
し
て
、
常
備
欠
員
を
補
う
た
め
に
一
年
を
期
間
と
す
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
た
。

免
役
の
概
念
に
関
し
て
は
、
一
八
七
三
年
に
「
常
備
兵
免
役
概
則
」
と
し
て
第
三
章
に
独
立
し
て
設
け

て
い
た
一
二
項
目
を
、
終
身
兵
役
を
免
ず
る
も
の
（
第
二
七
条
）、
国
民
軍
の
外
兵
役
を
免
ず
る
も
の
（
第

二
十
八
条
）、
平
時
に
お
い
て
兵
役
を
免
ず
る
も
の
（
第
二
九
条
）、
平
時
に
お
い
て
一
年
間
の
兵
役
の
徴

集
を
猶
予
す
る
も
の
（
第
三
〇
条
）
の
四
つ
の
場
合
に
分
け
て
設
定
し
た
。
さ
ら
に
、
代
人
料
は
、
本
年

の
徴
兵
該
当
者
が
金
二
七
〇
円
の
上
納
を
も
っ
て
免
除
さ
れ
る
こ
と
、
新
た
に
平
時
免
役
に
あ
た
る
者
は

金
百
三
五
円
を
上
納
す
る
と
き
は
、
外
兵
役
を
免
除
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
（
第
六
四
条
）
４

。

こ
の
改
正
の
中
で
免
役
条
項
の
改
正
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
三
条
に
輜
重
輸
卒
看
病
卒
、
諸

隊
職
工
の
徴
集
方
法
が
第
三
条
５

に
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
条

輜
重
輸
卒
看
病
卒
並
ニ
職
工
ハ
各
其
志
願
者
ヲ
徴
募
ス
ト
雖
モ
、若
シ
不
足
ス
ル
ト
キ
ハ
、

壮
丁
ノ
身
幹
定
尺
ニ
満
タ
ス
、
又
ハ
銃
器
ヲ
執
ル
ニ
適
応
セ
サ
ル
者
、
或
ハ
合
格
ノ
者
ト
雖

モ
、
各
自
ノ
職
業
ニ
依
リ
便
宜
ヲ
以
テ
諸
兵
ト
同
シ
ク
徴
集
シ
、
該
役
ニ
服
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ア
ル
ヘ
シ
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看
病
卒
並
び
に
職
工
と
し
て
徴
集
す
る
者
は
、
そ
の
服
役
は
諸
兵
と
同
じ
と
さ
れ
、
不
足
す
る
と
き
に

は
各
自
の
職
業
を
考
慮
し
て
便
宜
を
持
っ
て
服
役
に
付
か
せ
る
こ
と
が
制
定
さ
れ
、
服
役
年
限
は
常
備
軍

が
三
年
、
予
備
軍
三
年
、
後
備
軍
四
年
の
合
計
一
〇
年
に
延
長
さ
れ
た
。

徴
兵
令
が
改
正
さ
れ
た
翌
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
一
月
、
陸
軍
軍
医
本
部
長
が
中
心
と
な
り
、
各

鎮
台
の
病
院
長
、
各
営
所
連
隊
医
官
が
東
京
に
集
め
ら
れ
、
徴
兵
看
病
卒
を
徴
集
す
る
た
め
の
諸
則
の
整

備
と
、
実
現
に
向
け
、
陸
軍
看
病
卒
平
時
定
員
、
徴
集
員
数
表
、
陸
軍
看
病
人
看
病
卒
概
則
、
看
病
人
看

病
卒
心
得
、
看
病
卒
教
授
書
草
案
の
五
項
目
の
検
討
が
始
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
看
護
制
度
の
第
一
次
改
革

の
始
ま
り
で
あ
る
６

。

そ
も
そ
も
看
病
人
・
看
病
卒
の
職
域
は
、
衛
戍
地
勤
務
・
隊
付
勤
務
・
野
戦
衛
生
部
隊
勤
務
・
機
関
等

勤
務
に
分
け
ら
れ
、
職
域
に
よ
っ
て
充
足
の
さ
れ
方
や
勤
務
内
容
は
異
な
っ
た
。
衛
戍
地
勤
務
で
は
、
部

隊
等
が
恒
久
的
に
所
在
す
る
場
所
に
設
け
ら
れ
た
病
院･

病
室
に
勤
務
。
隊
付
勤
務
で
は
、
騎
兵
・
砲
兵
・

工
兵
・
輜
重
兵
な
ど
の
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
戦
時
に
は
部
隊
員
の
一
員
と
し
て
出
兵
し
、
負
傷
兵
の
救
護

を
任
と
し
た
。
野
戦
衛
生
部
隊
勤
務
は
、
戦
時
に
際
し
て
編
制
さ
れ
、
戦
時
動
員
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
た
。

官
衙
な
ど
機
関
勤
務
は
、
軍
の
学
校
（
軍
医
、
獣
医
な
ど
の
養
成
機
関
も
含
む
）
な
ど
平
時
機
関
の
衛
生

業
務
に
携
っ
た
。
官
衙
な
ど
機
関
勤
務
に
は
、
参
謀
本
部
、
陸
軍
省
、
造
兵
廠
、
兵
器
本
廠
や
技
術
研
究

所
な
ど
の
工
場･

研
究
機
関
も
含
ま
れ
た
。隊
付
勤
務
の
定
員
が
は
じ
め
て
示
さ
れ
た
の
は
一
八
八
〇
年
で

あ
り
、
歩
兵
連
隊
に
三
等
看
病
人
一
名
、
看
病
卒
三
名
と
さ
れ
た
７

。

一
八
八
三
年
二
月
二
〇
日
、「
明
治
十
六
年
徴
兵
看
病
卒
取
扱
手
続
」（
達
甲
第
六
号
）
８

（
以
下
「
看

病
卒
取
扱
手
続
」
と
す
る
）
が
制
定
さ
れ
、
徴
兵
看
病
卒
の
召
集
方
法
、
定
員
、
教
科
と
教
授
場
所
、
教

育
期
間
、
終
了
時
の
手
続
き
、
命
令
系
統
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
（
表
６
参
照
）。

こ
の
規
則
の
制
定
に
よ
り
、
徴
兵
看
病
卒
は
諸
兵
と
同
時
に
召
募
し
て
住
所
の
最
寄
の
営
所
に
入
営
し
、

基
本
訓
練
を
三
ヵ
月
受
け
た
後
、
鎮
台
病
院
ま
た
は
屯
営
病
院
で
三
ヵ
月
間
看
護
の
方
法
に
つ
い
て
訓
練

を
受
け
る
教
育
方
法
、
教
育
期
間
が
定
め
ら
れ
た
。
計
六
ヵ
月
の
教
育
修
了
時
に
は
、
連
隊
長
も
し
く
は

大
中
小
の
隊
長
、
ま
た
は
病
院
長
が
熟
否
を
検
査
し
、
そ
の
結
果
「
二
等
看
病
卒
」
に
命
ぜ
ら
れ
る
育
成

シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
。

教
育
内
容
は
、
第
九
条
で
一
〇
科
目
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
ず
第
一
教
科
の
三
科
目
（
基
本
体
操
術
、
生

兵
徒
歩
教
練
、
看
病
卒
心
得
書
）
は
、
兵
士
と
し
て
の
基
本
訓
練
で
学
ぶ
教
科
で
あ
る
。
第
二
教
科
四
科

目
（
人
体
造
構
ノ
概
略
、
三
角
繃
帯
用
法
、
看
病
卒
背
嚢
入
緒
品
、
患
者
運
搬
法
）
と
、
第
三
教
科
三
科

目
（
救
急
要
法
、
繃
帯
撒
絲
ノ
製
造
、
繃
帯
通
術
）
は
、
病
院
で
三
ヶ
月
間
の
訓
練
で
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、

臨
床
で
の
実
習
が
重
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
教
育
内
容
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
看
護
学
教
科
書
も
整
備
さ
れ
、
教
授
用
『
陸
軍
看
病
卒
教

授
主
要
原
本
並
附
録
』
と
看
病
卒
用
『
陸
軍
看
病
卒
教
授
主
要
』
が
出
版
さ
れ
た
。
尚
、
陸
軍
で
は
そ
の

後
も
看
護
学
教
科
書
の
改
訂
な
ど
を
続
け
な
が
ら
多
く
の
教
科
書
を
発
行
し
た
９

。
そ
の
一
覧
は
表
７
を

参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、「
明
治
十
六
年
徴
兵
看
病
卒
取
扱
手
続
」
の
制
定
に
よ
り
、
教
育
内
容
・

期
間
、
教
育
場
所
、
終
了
時
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
戊
辰
戦
争
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
理
論

と
実
践
訓
練
に
よ
る
看
護
兵
の
育
成
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
看
護
制
度
の
第
一
次
改
革
で
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あ
る
。

翌
八
四
年
五
月
二
六
日
に
、
看
病
卒
は
看
護
卒
に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
六
月
に
は
「
明
治
十
七
年
徴

兵
看
病
卒
取
扱
手
続
」
１
０

が
改
定
さ
れ
、
第
九
條
の
科
目
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
学
ぶ
科
目
が
一
〇
科
目

科
か
ら
一
二
科
目
に
増
え
た
（
表
６
参
照
）。
変
更
さ
れ
た
科
目
は
、「
看
護
法
」「
伝
染
病
者
看
護
法
」「
救

急
法
」「
調
剤
法
大
意
」
が
加
わ
っ
た
。「
伝
染
病
者
看
護
法
」
は
、
西
南
戦
争
で
チ
フ
ス
や
コ
レ
ラ
患
者

が
発
生
し
、
隔
離
患
者
の
看
護
が
求
め
ら
れ
た
経
緯
か
ら
、
追
加
さ
れ
た
科
目
で
あ
っ
た
。
す
で
に
西
南

戦
争
の
二
年
後
、
一
八
七
九
年
に
は
コ
レ
ラ
病
予
防
仮
規
則
が
公
布
さ
れ
、
患
者
発
生
の
届
出
、
検
疫
委

員
の
配
置
、
避
病
院
の
設
置
・
患
家
の
標
示
お
よ
び
交
通
遮
断
・
汚
染
物
体
の
処
分
禁
止
・
清
潔
消
毒
方

法
の
施
行
・
患
者
の
死
体
の
処
置
・
官
庁
に
お
け
る
予
防
方
法
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
た
１
１

。

初
め
て
定
め
ら
れ
た
「
看
護
法
」
の
具
体
的
な
内
容
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
陸
軍
省
よ
り

発
行
さ
れ
た
『
陸
軍
看
護
卒
教
科
書
第
四
版
』
で
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
容
は
、「
病
者
看
守
・
病
蓐
・

病
室
温
度
」「
消
氣
法
」「
浴
法
」「
消
毒
法
」「
患
者
飲
食
」「
睡
眠
」「
体
温
測
定
法
」「
泄
物
」「
瀕
死
及

死
後
ノ
処
置
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
容
も
、
伝
染
病
患
者
の
看
護
な
ど
を
想
定
し
、
消
毒
法
や
排
泄
物
の

取
り
扱
い
な
ど
、
根
拠
を
も
っ
て
ル
ー
ル
に
則
り
実
践
で
き
る
看
護
兵
の
育
成
を
目
指
し
て
盛
り
込
ま
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

定
員
に
つ
い
て
は
、「
徴
兵
看
病
卒
取
扱
手
続
」
の
第
三
條
で
「
鎮
台
所
在
地
ニ
ア
ラ
サ
ル
歩
兵
隊
ニ

在
テ
ハ
毎
大
隊
ニ
三
人
騎
砲
工
輜
重
兵
ノ
各
大
（
中
）（
小
）
隊
ニ
在
テ
ハ
毎
一
隊
ニ
一
人
ト
シ
」
と
定
め

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
六
鎮
台
病
院
に
お
け
る
看
護
長
看
護
卒
の
定
員
合
計
は
「
軍
医
部
職
官
定
員
表
中
各

地
陸
軍
病
院
看
護
長
看
病
卒
定
員
別
表
」（
以
下
、「
陸
軍
病
院
看
護
長
看
病
卒
定
員
別
表
」
と
す
る)

１
２

で
定
め
ら
れ
、
一
等
看
護
長
八
名
、
二
等
看
護
長
二
七
名
、
二
三
等
看
護
長
一
六
名
、
三
等
看
護
長
六
七

名
と
な
り
、
看
護
長
の
合
計
は
一
一
八
名
、
看
病
卒
は
五
六
八
名
が
配
置
人
員
と
さ
れ
た
。

看
護
制
度
の
第
一
次
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
徴
兵
看
病
卒
の
徴
集
が
可
能
と
な
り
、
陸
軍
病
院
に

お
け
る
看
護
卒
の
確
保
も
可
能
と
な
っ
た
。第
一
次
改
革
に
よ
っ
て
、病
院
と
各
隊
に
は
徴
兵
看
病
卒
を
、

官
衙
と
学
校
に
は
徴
兵
適
齢
者
の
者
よ
り
壮
兵
看
病
卒
を
採
用
し
て
配
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
第
一
次
改
革
に
よ
り
、
一
八
八
三
年
一
月
よ
り
徴
兵
看
病
卒
の
召
募
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
看
病
卒
に
は
壮
兵
と
徴
兵
の
二
様
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
身
分
の
違
い
や
欠
員
時

の
補
充
や
配
属
に
お
い
て
不
都
合
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
統
轄
に
於
い
て
も
、
徴
兵
看
病
卒
は
鎮
台
司

令
官
、
壮
兵
看
病
卒
は
陸
軍
軍
医
本
部
長
と
い
う
違
い
が
あ
り
、
任
命
補
充
上
に
関
す
る
法
規
が
な
い
た

め
、
看
病
卒
一
名
の
任
命
に
も
そ
の
都
度
軍
医
本
部
か
ら
陸
軍
省
に
伺
い
を
立
て
な
け
れ
ば
執
行
で
き
な

い
状
況
は
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
看
護
卒
の
陸
軍
軍
隊
内
に
お
け
る
教
育
体
制
が
初
め
て
整
備
さ
れ
た

こ
と
で
、
全
国
に
配
属
さ
れ
る
隊
附
き
看
護
卒
の
教
育
水
準
の
一
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
看
護

制
度
の
第
一
次
改
革
の
意
義
は
大
き
い
。
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二

看
護
長
・
看
護
卒
の
増
員
計
画

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
一
〇
月
一
二
日
、
国
会
開
設
の
勅
諭
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
明
治
政
府

の
革
新
は
急
速
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
国
会
開
設
が
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
決
定
し
た
こ

と
で
、
内
閣
制
、
憲
法
発
布
、
帝
国
議
会
の
開
設
に
向
け
た
改
革
が
、
伊
藤
博
文
に
よ
る
憲
法
起
草
作
業

と
平
行
し
て
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
陸
軍
も
新
政
府
態
勢
に
伴
う
そ
の
あ
り
方
を
考
え
、
桂
太
郎
１
３

が
中
心
と
な
り
、
陸
軍
省
の
官
制
を
改
革
し
て
１
４

、
強
力
な
行
政
機
構
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
と
な
る
１
５

。

一
八
八
二
年
七
月
二
三
日
、
壬
午
事
変
が
勃
発
し
た
こ
と
で
、
翌
八
月
に
は
参
事
院
議
長
兼
参
謀
本
部

長
山
県
有
朋
は
、「
陸
海
軍
拡
張
ニ
関
ス
ル
財
政
上
申
」
で
軍
備
拡
張
の
必
要
性
と
軍
事
費
の
増
加
を
建
議

し
た
１
６

。
一
一
月
二
四
日
に
は
宮
中
に
地
方
長
官
が
集
め
ら
れ
、
軍
備
拡
張
と
増
税
に
つ
い
て
の
勅
語
が

下
さ
れ
た
。
政
府
は
一
二
月
に
軍
備
拡
張
の
予
算
に
つ
い
て
長
期
計
画
を
立
て
、
こ
れ
に
基
づ
き
一
八
八

五
年
か
ら
一
〇
年
間
に
わ
た
る
軍
備
拡
張
計
画
を
策
定
し
た
。
計
画
は
近
衛
と
六
鎮
台
の
整
備
を
企
図
し

た
も
の
で
あ
り
、
兵
員
は
一
八
七
四
年
に
想
定
し
た
定
員
と
比
較
し
、
歩
兵
は
二
倍
強
、
騎
・
砲
・
工
・

輜
重
兵
な
ど
も
大
幅
に
拡
張
し
た
案
で
あ
っ
た
。

陸
軍
で
は
、
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
後
に
将
官
と
な
る
べ
き
人
物
一
四
名
を
選
抜
し
て
欧
州
に
派

遣
し
１
７

、
軍
事
施
設
や
大
部
隊
の
演
習
な
ど
、
最
新
の
軍
事
事
情
を
実
地
に
見
聞
さ
せ
る
計
画
を
立
て
、

一
八
八
四
年
一
月
に
大
山
使
節
団
を
結
成
し
て
、
欧
州
視
察
を
行
な
っ
て
い
た
１
８

。
大
山
使
節
団
帰
国
後
、

一
八
八
五
年
五
月
に
は
軍
の
大
単
位
を
師
団
に
改
め
、
師
団
編
成
実
現
の
た
め
の
改
革
に
着
手
す
る
。
軍

備
拡
張
に
向
け
た
政
策
を
推
し
進
め
る
任
に
つ
い
た
の
は
、
五
月
に
陸
軍
少
将
と
な
っ
た
桂
で
あ
っ
た
。

陸
軍
は
一
八
八
五
年
三
月
、
ド
イ
ツ
参
謀
少
佐
ク
レ
メ
ン
ス
・
メ
ッ
ケ
ル
１
９

を
参
謀
本
部
顧
問
と
し
て
招

聘
し
、
兵
制
を
従
来
の
フ
ラ
ン
ス
式
を
排
し
て
ド
イ
ツ
式
を
導
入
、
ド
イ
ツ
陸
軍
に
範
を
仰
い
だ
統
一
組

織
体
と
し
て
再
編
制
さ
れ
た
。

し
か
し
、
陸
軍
が
軍
備
拡
張
に
向
け
た
政
策
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
財
政
に
は
余
裕
が
な
く
、

増
税
実
現
は
困
難
な
状
態
に
あ
り
、
経
費
対
策
も
重
要
で
あ
っ
た
。
軍
事
予
算
の
対
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ

Ｐ
）
比
率
は
、
明
治
大
正
を
通
じ
て
三
パ
ー
セ
ン
ト
台
が
普
通
で
あ
り
２
０

、
軍
事
費
の
内
で
陸
軍
の
経
費

は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
が
俸
給
、
諸
手
当
、
旅
費
、
糧
食
費
、
被
服
費
な
ど
の
人
件
費
で
占
め
ら
れ
た
。

一
人
当
た
り
の
人
件
費
は
海
軍
が
陸
軍
の
約
二
倍
以
上
に
な
る
が
、
陸
軍
は
戦
略
的
に
兵
卒
の
数
を
必
要

と
す
る
た
め
、
俸
給
は
少
な
く
て
も
、
兵
員
の
多
さ
か
ら
多
く
の
人
件
費
を
必
要
と
し
た
２
１

。
そ
の
た
め

陸
軍
で
は
、
師
団
編
制
に
必
要
な
兵
の
確
保
は
、
同
時
に
人
件
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
方
策
を
取
る
必
要

が
あ
っ
た
。

当
時
の
日
本
は
、
西
南
戦
争
の
際
の
軍
事
費
調
達
の
た
め
に
行
な
っ
た
紙
幣
増
発
か
ら
、
物
価
の
騰
貴

と
財
政
金
融
上
の
危
機
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
の
中
で
立
て
ら
れ
た
軍
備
拡
張
案
は
、
一
八
八
三
年

か
ら
八
年
間
の
総
額
六
、
七
四
〇
万
円
に
の
ぼ
る
計
画
で
あ
り
、
一
八
八
二
年
か
ら
一
八
八
五
年
の
財
源

は
、
酒
造
税
と
煙
草
税
を
増
税
し
、
新
税
を
徴
し
国
民
の
負
担
を
増
す
政
策
で
あ
っ
た
。
陸
軍
卿
大
山
巌

が
、
一
八
八
二
年
一
二
月
に
提
出
し
た
予
算
計
画
書
「
軍
備
皇
張
費
取
調
書
」
に
は
、
一
八
八
三
年
か
ら
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の
予
算
と
具
体
的
な
拡
張
計
画
が
書
か
れ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
次
に
引
用
す
る

２
２

。

明
治
十
五
年
十
二
月
軍
備
皇
張
之
儀
被

仰
出
、
差
向
常
備
兵
ヲ
定
数
迄
ニ
増
加
可
致
、
右
費
用
ノ

義
ハ
同
十
六
年
度
ヨ
リ
年
額
通
貨
百
五
十
万
円
、
同
十
七
年
度
ヨ
リ
通
貨
五
十
万
円
、
同
十
八
年
度

ヨ
リ
猶
通
貨
二
百
万
円
ヲ
増
シ
都
合
通
貨
四
百
万
円
宛
年
々
増
加
可
相
成
ニ
付
、
其
兵
員
及
費
用
予

算
取
調
可
申
出
旨
御
内
達
之
趣
ニ
依
リ
、
造
兵
着
手
順
序
ノ
計
画
、
及
之
ニ
係
ル
諸
費
予
算
ノ
義
ハ

常
時
進
達
致
置
候
通
ニ
有
之
、
爾
来
右
之
計
画
ニ
基
キ
、
十
六
年
度
ヨ
リ
仙
台
鎮
台
ニ
歩
兵
二
大
隊

砲
兵
工
兵
一
中
隊
宛
、
名
古
屋
広
島
両
鎮
台
ニ
砲
兵
工
兵
一
中
隊
宛
、
各
鎮
台
ハ
看
護
卒
若
干
名
宛

ヲ
召
募
シ
、
其
他
陸
軍
大
学
校
ヲ
新
設
シ
、
後
備
軍
司
令
部
ヲ
拡
張
シ
、
戸
山
学
校
ニ
士
官
下
士
ヲ

入
校
セ
シ
メ
、
射
的
体
操
ノ
科
業
ヲ
伝
習
セ
シ
メ
、
及
山
野
砲
ノ
改
造
ニ
着
手
シ
、
同
十
七
年
度
ヨ

リ
各
鎮
台
ニ
六
師
団
ヲ
置
キ
、
歩
兵
砲
兵
両
隊
ノ
編
制
ヲ
改
正
シ
、
又
本
年
度
ヨ
リ
近
衛
ニ
一
師
団

ヲ
置
キ
、
歩
兵
砲
兵
騎
兵
三
隊
ノ
編
制
ヲ
改
正
ス
。
右
之
通
師
団
ヲ
置
カ
レ
タ
ル
ニ
依
り
、
来
ル
二

十
一
年
度
迄
ニ
ハ
鎮
台
ニ
歩
兵
二
十
四
連
隊
砲
兵
六
連
隊
、
近
衛
ニ
歩
兵
四
連
隊
砲
兵
一
連
隊
騎
兵

一
大
隊
ヲ
完
備
セ
シ
メ
候
教
育
ニ
テ
既
ニ
着
手
致
候
。
就
テ
ハ
之
ニ
要
ス
ル
士
官
下
士
ノ
生
徒
ヲ

年
々
増
募
シ
、
士
管
学
校
教
導
団
ニ
於
テ
教
育
セ
シ
メ
、
或
ハ
兵
営
ノ
建
築
兵
器
弾
薬
被
服
陣
具
馬

匹
其
他
増
員
ニ
係
ル
諸
費
不
少
、
依
テ
十
六
年
度
ヨ
リ
来
ル
二
十
二
年
度
迄
七
ヶ
年
二
割
越
経
理
ス

ル
モ
、
尚
御
下
附
金
ニ
対
シ
差
引
朱
書
之
通
致
不
足
候
付
、
不
得
止
四
月
入
営
ス
ベ
キ
徴
兵
ヲ
七
月

ニ
繰
下
ゲ
、
或
ハ
四
月
満
期
除
隊
兵
ヲ
一
ヶ
月
前
乃
至
三
ヶ
月
前
帰
郷
セ
シ
メ
、
之
ヨ
リ
生
ズ
ル
処

ノ
全
員
ヲ
以
テ
補
填
シ
、
尚
ホ
不
足
ノ
分
ハ
被
服
戦
時
備
品
ヲ
以
テ
一
時
繰
替
支
弁
ス
ル
等
種
種
繰

合
セ
、
漸
ク
増
員
兵
ノ
給
養
維
持
致
候
目
的
ニ
有
之
、
其
順
序
等
ハ
詳
ニ
別
表
予
算
備
考
ニ
揚
ゲ
タ

ル
通
ニ
候
。
然
ル
ニ
今
般
御
内
議
ノ
如
ク
増
加
兵
ニ
対
ス
ル
金
額
ノ
内
二
百
万
円
御
減
雑
相
成
候
得

者
維
持
ノ
道
無
之
候
事
。

陸
軍
は
、
徴
兵
に
よ
る
兵
士
の
目
標
定
数
で
あ
る
四
万
人
の
充
足
を
め
ざ
し
、
一
八
八
三
年
一
月
に
は
、

八
五
年
度
よ
り
部
隊
増
加
費
と
し
て
、
六
年
間
毎
年
二
百
万
円
の
追
加
支
出
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
額
は
さ
ら
に
増
加
さ
れ
、
八
五
年
以
降
は
、
合
計
四
百
万
円
を
も
っ
て
軍
備
拡
張
費
に
充
て
る

こ
と
と
な
り
、定
数
四
万
人
体
制
を
可
能
と
す
る
財
政
確
保
の
態
勢
は
整
え
ら
れ
た
。し
か
し
現
実
に
は
、

国
の
財
政
に
は
余
裕
が
な
く
、
増
額
実
現
は
困
難
な
状
態
に
あ
っ
た
。

大
山
は
、
一
八
八
三
年
六
月
一
五
日
に
「
陸
軍
部
内
節
倹
ノ
内
諭
」
２
３

を
達
し
、
予
定
の
額
内
に
て
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
大
山
は
「
陸
軍
部
内
節
倹
ノ
内
諭
」
と
同
時
に
「
軍
備
皇
張
費
取

調
書
」
を
提
出
し
、
そ
の
中
で
一
八
八
三
年
度
よ
り
「
各
鎮
台
ハ
看
護
卒
若
干
名
宛
ヲ
召
募
」
す
る
方
針

を
立
て
て
お
り
、「
軍
備
皇
張
費
取
調
諸
表
」（
表
８
参
照
）
に
は
、
一
八
八
三
年
か
ら
一
八
八
九
（
明
治

二
二
）
年
ま
で
、
看
護
長
増
員
費
と
徴
兵
看
護
卒
増
員
費
を
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
。

予
算
を
組
む
に
あ
た
り
、
看
護
長
・
看
護
卒
の
人
数
の
試
算
方
法
は
、
一
八
八
三
年
七
月
に
書
か
れ
た

桂
太
郎
の
「
戦
時
陸
軍
編
制
並
其
解
説
」
２
４

の
第
五
表
「
六
管
鎮
台
補
充
兵
第
一
予
備
徴
兵
第
二
予
備
徴

兵
人
員
表
」
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
五
表
「
六
管
鎮
台
補
充
兵
第
一
予
備
徴
兵
第
二
予
備
徴
兵
人
員
表
」
の
中
で
、
看
病
卒
の
人
員
を
第

二
軍
管
は
四
一
名
、
第
五
軍
管
二
八
名
、
合
計
六
九
名
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
員
換
算
の
根
拠
は
、

同
年
二
月
二
〇
日
に
制
定
さ
れ
た
「
看
病
卒
取
扱
手
続
」
で
定
め
ら
れ
た
定
員
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
表
「
六
管
鎮
台
常
備
予
備
両
軍
編
制
隊
」
２
５

に
記
さ
れ
て
い
る
各
軍
管
の
隊
数
に
、

「
看
病
卒
取
扱
手
続
」
第
三
条
で
定
め
ら
れ
た
定
員
「
歩
兵
隊
ニ
在
テ
ハ
毎
大
隊
ニ
三
人
騎
砲
工
輜
重
兵

ノ
各
大
（
中
）（
小
）
隊
ニ
在
テ
ハ
毎
一
隊
ニ
一
人
ト
シ
」
を
あ
て
は
め
た
も
の
が
（
表
９
）
で
あ
り
、
中

隊
に
二
名
を
配
置
す
る
と
し
て
計
算
を
す
る
と
、
桂
の
案
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

大
山
が
「
軍
備
皇
張
費
取
調
諸
表
」
で
看
護
長
増
員
費
と
徴
兵
看
護
卒
増
員
費
を
予
算
と
し
て
計
上
し

た
背
景
に
は
、
看
護
長
・
看
護
卒
の
不
足
と
い
う
問
題
状
況
が
あ
り
、
師
団
編
成
に
向
け
た
隊
付
き
看
護

長
・
看
護
卒
の
確
実
な
定
員
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
対
外
戦
争
の
想
定
に

あ
た
っ
て
は
、
外
地
に
お
け
る
負
傷
兵
や
病
兵
の
救
護
方
法
の
実
際
を
考
え
た
衛
生
隊
の
編
制
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
り
、
同
時
に
看
護
長
や
看
護
卒
を
ど
の
よ
う
に
養
成
す
る
か
、
具
体
的
な
養
成
制
度
の
改
革

が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三

一
年
志
願
兵
制
度
の
制
定
と
看
護
長
の
確
保

一
八
八
三
年
一
二
月
二
八
日
、
徴
兵
令
二
回
目
の
大
改
正
が
行
な
わ
れ
、
第
一
〇
条
に
「
年
齢
二
十
歳

ニ
満
タ
ス
ト
雖
モ
、
満
十
七
歳
以
上
ノ
者
ハ
現
役
ヲ
志
願
ス
ル
コ
ト
得
」
と
の
条
項
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ

に
よ
り
志
願
兵
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
一
一
条
で
は
、

年
齢
満
十
七
歳
以
上
満
二
十
七
歳
以
下
ニ
シ
テ
官
立
府
縣
立
学
校
（
小
学
校
ヲ
除
ク
）
ノ
卒
業
証
書

ヲ
所
持
シ
、
服
役
中
食
料
被
服
等
ノ
費
用
ヲ
自
弁
ス
ル
者
ハ
願
ニ
因
リ
一
個
年
間
陸
軍
現
役
ニ
服
セ

シ
ム
。
其
技
芸
ニ
熟
達
ス
ル
者
ハ
若
干
月
ニ
シ
テ
帰
休
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ
。
但
常
備
兵
役
ノ

全
期
ハ
之
ヲ
減
ス
ル
コ
ト
ナ
シ

と
い
う
条
項
が
定
め
ら
れ
、一
年
志
願
兵
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。こ
の
第
一
一
条
の
一
年
志
願
兵
制
度
は
、

看
護
卒
を
対
象
と
し
、
官
立
府
県
立
学
校
の
卒
業
証
書
の
あ
る
者
で
、
経
費
を
自
弁
で
き
る
も
の
が
一
年

志
願
兵
と
し
て
看
護
卒
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

看
護
卒
を
対
象
と
し
た
一
年
志
願
兵
制
度
以
外
に
、
経
費
を
自
弁
す
る
制
度
に
は
、
一
八
七
四
年
に
制

定
さ
れ
た
士
官
学
校
条
例
（
陸
軍
省
布
第
三
六
九
号
）
が
あ
り
、
士
官
生
徒
２
６

に
つ
い
て
「
入
学
初
ニ
期

年
間
ハ
修
学
ノ
費
ヨ
リ
被
服
食
糧
ニ
至
ル
迄
総
テ
官
給
ト
ス
」
と
さ
れ
、
一
八
八
一
年
七
月
の
士
官
学
校

条
例
の
改
正
（
陸
軍
省
達
甲
第
一
五
号
）
で
は
、
士
官
生
徒
に
官
費
生
と
自
費
生
の
二
種
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。自
費
生
は「
集
学
費
用
及
ヒ
寝
具
ヲ
除
ク
外
被
服
食
料
ノ
費
用
ハ
一
切
之
ヲ
上
納
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
」

と
さ
れ
、
一
八
八
三
年
の
納
金
額
は
一
年
百
円
内
外
で
あ
っ
た
２
７

。
八
四
年
・
八
五
年
は
、
一
ヶ
月
八
円

で
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
経
済
水
準
で
は
か
な
り
の
高
額
で
あ
り
、
自
弁
費
用
が
収
め
ら
れ
た
の
は
地
方
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の
地
主
か
資
産
家
の
子
弟
な
ど
、
有
産
者
や
上
流
階
級
に
限
ら
れ
た
。
看
護
卒
を
対
象
と
し
た
一
年
志
願

兵
に
対
し
て
経
費
自
弁
の
費
用
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
も
、
同
額
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
該
当
者
は
免
役
制
や
猶
予
制
に
か
く
れ
て
、
一
年
志
願
兵
制
度
に
よ
る

看
護
卒
志
願
を
願
い
出
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
２
８

。

徴
兵
令
は
、
憲
法
発
布
一
ヶ
月
前
の
一
八
八
九
年
一
月
二
二
日
に
三
回
目
の
改
正
が
行
わ
れ
、
法
律
第

一
号
と
し
て
発
布
さ
れ
た
が
、
徴
兵
令
が
改
正
を
重
ね
る
そ
の
過
程
で
検
討
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

加
藤
氏
は
、
左
記
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
２
９

。

一
つ
は
、
免
疫
条
項
を
漸
次
減
ら
し
て
人
材
の
プ
ー
ル
を
大
き
く
す
る
こ
と
、
二
つ
め
は
兵
営
で
三
年

間
の
教
育
・
訓
練
を
終
え
た
兵
士
に
関
し
て
故
郷
に
帰
し
て
か
ら
の
半
拘
束
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
、
三

つ
め
は
戦
時
増
員
で
き
る
よ
う
な
予
備
将
校
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
、
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
戦
時
に
必

要
と
さ
れ
る
の
は
兵
士
ば
か
り
で
は
な
く
、
戦
時
の
第
一
線
の
指
揮
に
立
つ
べ
き
将
校
（
少
尉
以
上
）、
そ

れ
以
外
の
野
戦
隊
、
後
備
隊
な
ど
の
指
揮
官
、軍
医
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
３
０

。

軍
医
の
育
成
と
確
保
と
い
う
問
題
は
、
医
師
資
格
制
度
に
よ
り
医
師
教
育
は
進
ん
で
い
た
も
の
の
、
軍
医

は
軍
陣
外
科
学
な
ど
の
知
識
と
実
践
の
治
療
力
を
必
要
と
し
、
そ
の
育
成
に
は
時
間
を
要
し
た
。

ま
た
、
西
南
戦
争
で
経
験
し
た
衛
生
要
員
の
兵
卒
と
な
る
看
護
卒
不
足
に
対
し
て
は
、
一
八
八
三
年
二

月
二
〇
日
に
制
定
さ
れ
た
「
明
治
十
六
年
看
病
卒
取
扱
手
続
」
に
よ
り
、
前
項
で
説
明
し
た
よ
う
に
「
二

等
看
病
卒
」
に
任
命
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
、
補
充
制
度
の
整
備
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
未
だ
衛
生
要
員
の
下
士
（
看
病
人
）
階
級
の
育
成
シ
ス
テ
ム
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
制
定
さ
れ
た
の
が
、
第
一
一
条
の
看
護
卒
を
対
象
と
し
た
一
年
志
願
兵
制
度
で
あ
っ
た
。

陸
軍
が
一
年
志
願
兵
の
対
象
を
看
護
卒
と
し
た
目
的
は
、
一
八
八
五
年
四
月
四
日
に
大
山
巌
に
よ
っ
て

提
出
さ
れ
た
「
徴
兵
令
第
十
一
條
ニ
掲
ク
ル
一
箇
年
志
願
兵
中
本
年
入
営
ノ
歩
兵
並
ニ
看
護
卒
取
扱
手
続

左
之
通
相
定
候
條
此
旨
相
達
候
事
」（
全
十
項
）（
以
下
「
徴
兵
令
第
十
一
條
一
箇
年
志
願
兵
看
護
卒
取
扱

手
続
」
と
す
る
）
３
１

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
制
定
目
的
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
要
旨
を
左
記
に

抜
粋
す
る
。

第
一
項

・
・
・（
略
）・
・
・
看
護
卒
ニ
在
テ
ハ
徴
兵
看
護
卒
取
扱
手
続
第
九
條
ノ
第
一
教
科
ノ
ミ

ヲ
該
隊
ニ
於
テ
教
習
セ
シ
ム
可
シ

第
五
項

看
護
卒
志
願
者
ハ
徴
兵
看
護
卒
ト
共
ニ
之
ヲ
為
サ
シ
メ
而
シ
テ
徴
兵
看
護
卒
取
扱
手
続

第
九
條
ノ
第
一
教
科
ヲ
卒
レ
ハ
之
ヲ
該
地
陸
軍
病
院
ニ
附
属
セ
シ
メ
同
條
第
二
第
三
教

科
ヲ
教
習
ス
ル
ノ
後
其
進
歩
ノ
程
度
ニ
従
ヒ
適
宜
ノ
学
術
ヲ
教
授
ス
可
シ

第
七
項

志
願
兵
中
品
行
方
正
勤
務
勉
励
ニ
シ
テ
技
芸
ニ
熟
達
シ
下
士
ノ
任
ニ
堪
ユ
可
キ
者
ハ
満

期
若
ク
ハ
帰
休
ヲ
命
ス
ル
ノ
際
歩
兵
ハ
聯
隊
長
看
護
卒
ハ
病
院
長
下
士
適
任
証
書
ヲ
附

．
．
．
．
．
．
．
．

典．
ス
可
シ
又
教
育
上
抜
群
ノ
結
果
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ハ
歩
兵
ニ
在
テ
ハ
聯
隊
長
看
護
卒
ニ

在
テ
ハ
病
院
長
ヨ
リ
鎮
台
司
令
官
ニ
具
状
シ
許
可
ヲ
得
テ
士
官
適
任
書
ヲ
附
与

．
．
．
．
．
．
．
．
ス
可
シ

第
八
項

鎮
台
司
令
官
士
官
適
任
書
附
与
ノ
具
状
ヲ
受
ク
ル
ト
キ
ハ
・
・（
略
）・
・
・
看
護
卒
ハ
其
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軍
医
本
部
長
ニ
移
牒
シ
三
等
看
護
長
ニ
任
ス

．
．
．
．
．
．
．
．
ル
ノ
後
之
ヲ
許
可
ス
可
シ

第
九
項

軍
医
本
部
長
ハ
前
項
鎮
台
司
令
官
ノ
移
牒
ヲ
受
ケ
若
ク
ハ
東
京
陸
軍
病
院
長
ノ
具
状
ヲ

受
ク
ル
ト
キ
ハ
陸
軍
卿
ノ
許
可
ヲ
得
テ
三
等
看
護
長
ニ
任
ス

．
．
．
．
．
．
．
．
可
シ

（
傍
点
筆
者
付
記
）

こ
の
条
例
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
下
士
適
任
証
書
ヲ
附
与
」
す
る
こ
と
と
、「
三
等
看
護
長
ニ
任

ス
」
方
法
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
章
で
説
明
し
た
よ
う
に
、「
明
治
十
六
年
徴
兵
看
病
卒
取
扱
手

続
」
の
第
九
條
で
看
護
卒
が
学
ぶ
教
科
と
し
て
規
定
さ
れ
た
結
果
、
兵
士
と
し
て
の
基
本
訓
練
を
第
一
教

科
と
し
て
三
ヶ
月
間
学
ん
だ
後
、
陸
軍
病
院
で
第
二
・
第
三
教
科
を
三
ヶ
月
の
実
地
訓
練
で
看
護
法
を
学

ぶ
教
育
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
看
護
卒
志
願
者
と
徴
兵
看
病
卒
と
で
は
、
こ
の
よ
う
に
同
じ
教

育
シ
ス
テ
ム
で
学
ぶ
が
、
こ
の
一
年
志
願
兵
制
度
で
は
修
了
後
の
昇
任
に
違
い
が
生
ま
れ
た
。
つ
ま
り
、

徴
兵
看
病
卒
は
「
二
等
看
護
卒
」
に
任
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
第
一
一
条
に
よ
る
看
護
卒
志
願
者
は
下
士

階
級
で
あ
る
「
三
等
看
護
長
」
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、「
志
願
兵
中
品
行
方
正
勤
務
勉
励
ニ
シ
テ
技
芸
ニ
熟
達
シ
下
士
ノ
任
ニ
堪
ユ
可
キ
者
ハ
満
期

若
ク
ハ
帰
休
ヲ
命
ス
ル
ノ
際
」
に
、
病
院
長
が
「
下
士
適
任
証
書
」
を
附
典
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
。

一
八
八
三
年
の
徴
兵
令
改
正
に
お
け
る
一
年
志
願
兵
制
度
の
制
定
目
的
は
、
松
下
氏
に
よ
る
と
、
比
較

的
学
識
を
要
す
る
看
護
卒
を
得
る
目
的
で
あ
り
、
予
備
役
幹
部
養
成
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
、
と
し
て
い

る
３
２

。
し
か
し
こ
の
制
度
の
導
入
目
的
は
、
単
に
看
護
卒
を
補
充
す
る
制
度
で
は
な
く
、「
明
治
十
六
年

徴
兵
看
病
卒
取
扱
手
続
」
に
基
づ
い
て
看
護
の
理
論
と
実
践
訓
練
を
受
け
た
看
護
者
を
、
戦
時
に
必
要
と

さ
れ
る
、
看
護
兵
を
指
揮
す
る
下
士
階
級
の
「
看
護
長
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

看
護
長
の
役
割
は
、
一
八
七
五
年
制
定
の
「
看
病
人
看
病
卒
服
務
規
則
」（
表
３
参
照
）
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
三
等
看
病
人
（
明
治
一
七
年
に
三
等
看
護
長
に
変
更
）
は
、
病
院
で
は
看
護
卒
八
名
を
束
ね
る

役
割
で
あ
り
、
戦
時
に
は
二
等
看
護
長
に
代
わ
り
行
軍
に
従
い
、
看
護
卒
を
指
揮
す
る
と
い
う
重
要
な
役

割
を
担
う
者
で
あ
っ
た
。
行
軍
に
従
う
三
等
看
護
長
は
、
有
事
に
衛
生
隊
を
編
成
す
る
際
に
は
欠
か
せ
な

い
ポ
ス
ト
役
割
で
あ
り
、
陸
軍
と
し
て
は
、
三
等
看
護
長
の
下
士
適
任
書
を
授
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ

と
は
、
加
藤
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
時
の
人
材
の
プ
ー
ル
に
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。

一
八
八
三
年
の
徴
兵
令
第
一
一
条
の
改
正
に
と
も
な
い
、
大
山
は
一
八
八
五
年
に
「
一
年
志
願
兵
看
護

卒
取
扱
手
続
」
を
制
定
し
、
同
年
、
一
年
志
願
兵
制
度
に
よ
る
看
護
卒
志
願
者
の
召
募
を
実
際
に
開
始
し

た
。
し
か
し
、
実
際
は
一
年
志
願
兵
で
看
護
卒
に
応
募
し
て
く
る
兵
士
は
甚
だ
少
な
く
３
３

、
さ
ら
に
看
護

長
・
看
護
卒
養
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

註１

陸
軍
軍
医
団
編
纂
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
編
）』
三
二
八
頁
。

２

黒
澤
嘉
幸
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
」
五
三
三
頁
。
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３

加
藤
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
』
九
〇
頁
。

４

松
下
『
徴
兵
令
制
定
史
』
四
七
四
―
八
四
頁
。

５

加
藤
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
』
四
六
―
四
七
頁
。

６

陸
軍
軍
医
団
編
纂
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
編
）』
三
二
八
頁
。

７

黒
澤
嘉
幸
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
」
五
二
三
～
五
四
一
頁
。

８

「
明
治
十
六
年
徴
兵
看
病
卒
取
扱
手
続
」（
送
乙
大
五
八
九
号
）
一
八
八
三
年
二
月
二
〇
日
（
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）

９

拙
稿
「
陸
軍
看
護
教
科
書
―
明
治
五
年
か
ら
明
治
二
三
年
ま
で
―
」（『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
第

二
六
巻
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
七
九
―
九
三
頁
。

１
０

「
明
治
十
七
年
徴
兵
看
護
卒
取
扱
手
続
改
正
」（
明
治
一
七
年
六
月
二
五
日
送
乙
第
二
五
四
〇
号
国
立

公
文
書
館
所
蔵
。

１
１

新
村
拓
編
『
日
本
医
療
史
』（
吉
川
弘
分
館
、
二
三
一
頁
。

１
２

一
八
八
三
年
五
月
一
七
日
、
内
閣
漢
方
局
『
法
令
全
書
（
第
十
六
巻
―
二
）』（
原
書
房
、
一
九
七
六

年
）
九
八
六
―
九
八
八
頁
。

１
３

桂
太
郎
（
一
八
四
八
～
一
九
一
三
）
長
州
藩
士
。
戊
辰
戦
争
に
参
加
で
は
後
方
支
援
に
従
事
。
明
治

維
新
後
は
、
横
浜
語
学
学
校
で
学
ん
だ
の
ち
一
八
七
九
年
か
ら
三
年
間
私
費
で
ド
イ
ツ
留
学
を
果
た
す
。

普
仏
戦
争(

一
八
七
〇
―
七
一)

の
ド
イ
ツ
の
圧
倒
的
勝
利
に
留
学
先
を
ド
イ
ツ
に
変
更
し
、
ド
イ
ツ
の

軍
事
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ
。
帰
国
後
は
山
形
有
朋
と
陸
軍
の
創
設
に
係
わ
る
。
一
八
七
五
年
（
二
九
歳
）

の
時
に
ド
イ
ツ
に
公
使
館
武
官
と
し
て
渡
欧
、
七
八
（
三
二
歳
）
年
に
帰
朝
し
、
中
佐
で
参
謀
本
部
管

西
局
長
に
就
任
す
る
。
八
四
年
に
大
山
巌
陸
軍
卿
に
随
行
し
て
三
度
目
の
渡
欧
を
す
る
。
八
五
年
に
帰

国
後
は
、
少
将
、
陸
軍
省
に
総
務
局
に
就
任
。
八
六
年
に
は
陸
軍
次
官
に
昇
進
す
る
。

陸
軍
大
臣
を

歴
任
後
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
に
は
首
相
に
就
任
し
日
英
同
盟
を
締
結
、
日
露
戦
争
で
勝
利
も
治

め
る
。
文
部
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
貴
族
院
議
員
、
元
老
、
内
大
臣
、
外
務
大
臣
。

１
４

上
法
快
男
『
陸
軍
省
軍
務
局
史

上
巻

明
治
・
大
正
編
』（
芙
蓉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
九
六
―

一
〇
一
頁
。
初
代
陸
軍
大
臣
は
大
山
巌
、
一
八
八
六
年
二
月
に
初
代
事
務
次
官
に
桂
太
郎
が
就
任
し
、

軍
区
、
人
事
局
、
輜
重
局
の
廃
止
を
行
い
、
陸
軍
次
官
の
ポ
ス
ト
を
設
け
て
桂
は
自
ら
就
任
し
た
。
そ

の
後
、
一
八
九
〇
年
三
月
に
本
格
的
な
改
革
に
着
手
し
、
統
制
的
調
整
的
部
局
と
し
て
「
軍
務
局
」
を

新
設
、
省
中
に
は
軍
務
、
会
計
、
医
務
の
三
局
と
、
法
官
部
を
置
い
た
。
医
務
局
に
は
、
第
一
、
第
二

の
両
課
を
置
き
、
第
一
課
は
軍
医
監
一
名
を
課
長
と
し
、
教
育
、
被
服
、
衛
生
材
料
な
ど
に
関
す
る
事

項
を
、
第
二
課
は
、
一
二
等
軍
医
正
一
名
を
課
長
と
し
て
、
衛
生
部
の
戦
時
事
務
、
軍
医
学
校
、
衛
戍

病
院
、
報
告
、
統
計
等
の
事
項
を
司
っ
た
。

１
５

上
法
『
陸
軍
省
軍
務
局
史

上
巻
』
八
九
頁
。

１
６

松
下
芳
男
『
改
訂

明
治
軍
制
史
論
（
下
）』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
）
二
六
―
四
八
頁

１
７

篠
原
宏
『
陸
軍
創
設
史

フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
影
』（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
三
年
）
四
一
七

頁
。
メ
ン
バ
ー
は
、
大
山
巌
ら
十
五
名
。
大
山
以
下
、
三
浦
梧
桜
（
士
官
学
校
長
、
中
将
）、
野
津
道

貫(

東
京
鎮
台
司
令
官
、
少
将)

、
橋
本
綱
常
（
陸
軍
病
院
長
、
軍
医
監
）、
川
上
操
六
（
近
衛
歩
兵
第
一

聯
隊
長
、
大
佐
）、
桂
太
郎
（
参
謀
本
部
管
西
局
長
、
大
佐
）、
小
池
正
文
（
会
計
局
副
長
、
会
計
監
査
）、

矢
吹
秀
一
（
海
防
局
員
、
工
兵
少
佐
）、
村
井
長
寛
（
砲
兵
大
隊
長
、
砲
兵
少
佐
）、
清
水
俊
（
総
務
局

庶
務
課
長
、
歩
兵
少
佐
）、
小
阪
千
尋
（
陸
軍
大
学
校
副
幹
事
、
教
授
、
参
謀
大
尉)

、
馬
場
命
英(

士
官

学
校
中
隊
長
、
歩
兵
大
尉)

、
伊
地
知
幸
介(

砲
兵
大
隊
副
官
、
砲
兵
中
尉)

、
野
島
丹
蔵
（
東
京
鎮
台
付

歩
兵
中
尉
）、
保
賀
致
正(

会
計
局
付
三
等
軍
吏)

。

１
８

宇
野
俊
一
校
注
『
桂
太
郎
自
伝
』（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
）
九
七
―
九
九
頁
。

１
９

ク
レ
メ
ン
ス
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヤ
コ
ブ
・
メ
ッ
ケ
ル
（K

lem
ens W

ilhelm
 Jacob M

eckel

、
一
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八
四
二
～
一
九
〇
六
）
ド
イ
ツ
ケ
ル
ン
に
生
ま
れ
、
一
八
六
七
年
に
プ
ロ
シ
ア
陸
軍
大
学
校
を
卒
業
し

た
。
普
仏
戦
争
に
参
加
後
、
勲
章
を
受
章
し
て
い
る
。
の
ち
に
陸
軍
大
学
校
兵
学
教
官
と
な
る
。
著
書

に
『
戦
術
学
』（
一
九
七
四
年
）、『
兵
棋
入
門
』（
一
八
七
五
年
）、『
帥
兵
術
』（
一
九
八
一
年
）
が
あ

り
著
名
な
戦
術
家
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
の
ド
イ
ツ
兵
学
教
官
派
遣
の
要
請
に
よ
り
、
参
謀
総
長
モ
ル

ト
ケ
の
推
薦
に
よ
り
来
日
。
一
八
八
五
年
三
月
十
八
日
陸
軍
大
学
校
へ
契
約
期
間
二
年
間
の
月
給
は
四

五
〇
円
。
一
八
八
六
年
か
ら
は
別
段
手
当
て
と
し
て
月
一
五
〇
十
円
が
、
一
八
九
〇
年
三
月
に
は
契
約

が
一
ヶ
年
延
長
さ
れ
、
別
段
手
当
と
し
て
月
二
五
〇
円
が
支
払
わ
れ
た
。
一
八
八
八
年
三
月
に
帰
国
。

２
０

熊
谷
光
久
『
日
本
軍
の
人
的
制
度
と
問
題
点
の
研
究
』(

国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年)

一
〇
一
頁
。

２
１

熊
谷
『
日
本
軍
の
人
的
制
度
と
問
題
点
の
研
究
』
一
〇
四
―
一
〇
七
頁
。

２
２

「
軍
備
皇
張
費
取
調
書
」
伊
藤
博
文
『
秘
書
類
纂
一
〇

兵
制
関
係
資
料(

明
治
百
年
史
叢
書
第
一
九

巻)

』（
原
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
二
六
〇
―
二
六
一
頁
。

２
３

「
陸
軍
部
内
節
倹
ノ
内
諭
」
伊
藤
『
明
治
百
年
史
叢
書
第
一
一
九
巻
』
二
五
八
―
二
五
九
頁
。

２
４

「
八
六
―
五

戦
時
陸
軍
編
制
並
其
解
説
」「
戦
時
陸
軍
編
制
並
其
解
説
附
表
六
枚
」『
桂
太
郎
関
係

文
書
目
録
八
六

桂
太
郎
伝
記
参
考
書
（
十
）』(
明
治
一
八
年
六
月)(

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
室
蔵)

。

２
５

「
六
管
鎮
台
常
備
予
備
両
軍
編
制
隊
」『
桂
太
郎
関
係
文
書
目
録
八
六

桂
太
郎
伝
記
参
考
書
（
十
）』

(

明
治
一
八
年
六
月)(

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
室
蔵)

。

２
６

広
田
『
陸
軍
将
校
の
教
育
社
会
史
』
三
二
頁
。
陸
軍
士
官
学
校
條
例
が
出
さ
れ
、
一
八
七
四
年
に
士

官
学
校
が
発
足
し
、
一
八
七
〇
年
に
士
官
候
補
生
制
度
を
導
入
す
る
ま
で
の
陸
軍
士
官
学
校
生
徒
を

通
例
で
は
「
士
官
生
徒
」
と
呼
ん
だ
。

２
７

広
田
『
陸
軍
将
校
の
教
育
社
会
史
』
四
八
―
四
九
頁
。

２
８

陸
軍
軍
医
団
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
三
二
五
頁
。
一
八
八
五
年
よ
り
一
年
志
願
兵
中
看
護
卒
志
願

者
を
召
募
す
る
が
そ
の
人
数
は
甚
だ
少
な
か
っ
た
。

２
９

加
藤
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
』
八
二
頁
。

３
０

加
藤
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
』
八
二
頁
。

３
１

「
徴
兵
令
第
十
一
条
ニ
揚
ク
ル
一
箇
年
志
願
兵
本
年
入
営
ノ
歩
兵
並
ニ
看
護
卒
取
扱
手
続
左
之
通
相

定
候
條
此
旨
相
達
候
事
」
内
閣
官
報
局
『
法
令
全
書
（
第
十
八
巻
―
一
）（
原
書
房
、
復
刻
原
本
明
治

二
十
三
年
刊
、
一
九
七
七
年
発
行
）
二
三
五
―
二
三
九
頁
。

３
２

松
下
『
徴
兵
令
制
定
史
』
四
九
二
頁
。

３
３

陸
軍
軍
医
団
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
三
二
四
頁
。
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第
Ⅲ
部

陸
軍
看
護
制
度
成
立
期



第
一
章

衛
生
隊
編
成
に
向
け
た
改
革
の
動
き

一

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
へ
の
加
入
成
立

一
八
八
五
年
五
月
鎮
台
条
例
が
改
正
さ
れ
、
軍
の
大
単
位
を
師
団
に
改
め
、
全
国
を
七
軍
管
と
し

て
各
軍
管
に
鎮
台
を
置
き
、
鎮
台
司
令
官
（
中
・
少
将
）
が
戦
時
に
は
師
団
長
と
な
っ
て
作
戦
に
従

事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
師
団
編
制
に
あ
た
っ
て
は
、
鎮
台
条
例
が
改
正
さ
れ
た
翌
月
の
六
月
に
、

桂
太
郎
は
「
出
師
編
制
及
び
職
務
綱
領
」

１

を
立
案
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
師
団
編
成
と
軍
事
衛
生
、
そ

れ
に
伴
う
看
護
卒
の
配
属
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
、
看
病
卒
の
配
属
と
と
も
に
、
日
本
赤
十
字
社
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
第
一

七
條

病
院
」
の
二
項
目
に
は
、
戦
場
で
負
傷
し
た
患
者
の
看
護
を
博
愛
社
に
託
す
と
い
う
案
を
持

っ
て
い
た
事
が
確
認
で
き
る
。
左
記
は
そ
の
部
分
を
抜
粋
し
た
文
で
あ
る
。

一

病
院
ハ
経
理
長
ニ
隷
シ
全
軍
中
ノ
医
務
ヲ
総
括
シ
医
官
以
下
ヲ
指
揮
シ
軍
人
軍
属
ノ
健
全

ヲ
保
護
シ
患
者
ヲ
治
療
ス
ル
可
シ

一

陣
中
病
院
ヲ
他
所
ニ
転
ス
ル
ニ
方
リ
テ
患
者
ヲ
臨
時
病
院
ニ
又
地
下
病
院
ニ
移
シ
或
ハ
博

愛
社
ノ
如
キ
会
社
ト
協
議
シ
テ
患
者
ヲ
之
ニ
託
シ
或
ハ
臨
時
ニ
地
方
ノ
医
ヲ
使
用
ス
ル
等

ノ
事
務
モ
亦
院
長
ノ
任
ト
ス

一

病
院
ハ
軍
ニ
後
方
ニ
置
キ
而
メ
戦
線
ト
相
隔
ル
ヲ
ニ
随
ヒ
数
個
ノ
支
病
院
ヲ
配
設
シ
以
テ

旅
団
病
院
ヨ
リ
送
致
ス
ル
処
ノ
患
者
ヲ
治
療
ス
ル
ヲ
要
ス
故
ニ
院
長
ハ
其
患
者
ノ
多
寡
及

ヒ
地
位
等
ニ
応
シ
テ
医
官
以
下
ヲ
派
出
シ
テ
治
療
ニ
従
事
セ
シ
ム

ま
た
、
「
第
四
條

旅
団
編
成
」
に
は
、
「
病
院
ハ
一
等
軍
医
正
若
ク
ハ
二
等
軍
医
正
一
名
ヲ
以
テ

其
長
ト
シ
二
等
軍
医
正
二
名
軍
医
八
名
薬
剤
官
副
補
ノ
中
一
名
及
看
病
人
看
病
卒
若
干
名
ヲ
置
キ
以

テ
旅
団
病
院
及
大
小
繃
帯
所
二
分
属
セ
シ
ム
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
桂
は
師
団
編
成
に
あ
た
り
、

病
院
や
繃
帯
所
の
設
置
方
法
や
配
置
人
員
な
ど
も
自
ら
計
画
し
て
お
り
、
戦
線
の
移
動
に
伴
い
、
負

傷
兵
の
看
護
を
「
博
愛
社
」
に
依
託
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

一
八
八
四
年
に
、
陸
軍
卿
と
な
っ
た
大
山
は
、
三
度
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
各
国
の
兵
制
の
研
究
と

と
も
に
、
同
行
し
た
橋
本
綱
常
と
と
も
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
加
入
手
続
き
を
調
査
し
て
い
た
。
橋

本
が
大
山
巌
使
節
団
の
随
行
員
と
し
て
留
学
し
た
目
的
に
は
、
陸
軍
衛
生
制
度
の
調
査
だ
け
で
な
く
、

政
府
と
博
愛
社
の
委
託
に
よ
る
赤
十
字
病
院
の
調
査
、
万
国
赤
十
字
条
約
加
盟
に
関
す
る
諸
種
の
手

続
等
を
調
査
す
る
使
命
が
あ
っ
た
。
橋
本
は
ベ
ル
リ
ン
に
長
く
滞
在
し
、
一
八
八
四
年
九
月
に
は
大

山
の
代
理
と
し
て
公
使
館
参
事
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
氏
に
随
行
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
け
る
第
三

回
赤
十
字
会
議
に
出
席
し
た
。
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橋
本
は
一
八
八
五
年
一
月
に
大
山
使
節
団
の
欧
州
視
察
か
ら
帰
朝
し
た
際
、
博
愛
社
の
将
来
拠
る 

べ
き
方
針
に
つ
き
意
見
を
具
申
し
、
戦
時
傷
病
兵
の
救
護
を
行
う
た
め
に
、
平
時
に
於
い
て
救
護
員

を
養
成
す
べ
き
こ
と
、
救
護
員
養
成
機
関
と
し
て
病
院
を
設
け
る
こ
と
を
「
赤
十
字
社
ノ
儀
ニ
調
査
」

に
ま
と
め
た
。 

七
月
二
〇
日
、
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
よ
り
「
瑞
西
国
政
府
ニ
於
テ
設
立
ノ
赤
十
字
社
ノ
加
入
ノ
件
」２

が
上
申
書
と
し
て
提
出
さ
れ
、
翌
年
一
八
八
六
年
六
月
、
蜂
須
賀
公
爵
を
主
席
と
す
る
特
命
全
権
使

節
団
を
政
府
が
派
遣
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
へ
の
加
入
が
成
立
し
た

)

。 

「
瑞
西
国
政
府
ニ
於
テ
設
立
ノ
赤
十
字
社
ノ
加
入
ノ
件
」
に
は
、
橋
本
が
作
成
し
た
「
赤
十
字
社

ノ
儀
ニ
調
査
」
と
「
赤
十
字
社
則
」
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
赤
十
字
社
に
加
盟
す
る
こ
と
の
利
点
を
、

「
欧
州
各
国
ヘ
対
シ
我
邦
文
明
ノ
意
向
ヲ
表
彰
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
我
国
ノ
地
位
ヲ
一
層
上
進
セ
シ
ム

ル
ノ
盛
挙
ニ
可
有
ト
存
候
」
と
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
赤
十
字
に
加
盟
す
る
こ
と
で
先
進
諸
国
に
対
す

る
日
本
の
地
位
を
一
層
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。 

上
申
書
に
は
、
伊
藤
博
文
、
松
方
正
義
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
山
県
有
朋
、
西
郷
従
道
、
川
村

純
義
、
山
田
顕
義
、
大
山
巌
な
ど
陸
軍
関
係
者
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
お
り
、
赤
十
字
社
へ
の
加
盟
は

単
に
陸
軍
衛
生
部
の
み
の
意
向
で
は
な
く
、
政
府
と
し
て
の
欧
州
各
国
を
意
識
し
て
の
政
策
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
明
治
政
府
が
目
指
し
た
国
際
社
会
に
お
い
て
欧
米
列
強
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
強
国
と

な
る
た
め
に
は
、
赤
十
字
へ
の
加
盟
は
一
つ
の
必
要
な
条
件
で
あ
っ
た
。
八
月
四
日
、
大
山
は
赤
十

字
社
規
則
並
調
査
書
類
を
添
え
て
「
赤
十
字
社
加
盟
ノ
件
」

３

を
提
出
し
、
翌
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約

へ
の
加
盟
成
立
に
つ
な
が
っ
た
。 

橋
本
は
、
大
山
使
節
団
の
欧
州
視
察
か
ら
帰
国
し
、「
赤
十
字
社
ノ
儀
ニ
調
査
」
作
成
の
間
に
、
赤 

十
字
に
関
す
る
資
料
を
整
理
し
、
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
翻
訳
し
た

４

。
翻
訳
し
た
も
の
に
は
、『
赤

十
字
』
『
普
国
在
伯
林
婦
人
連
合
社
制
法
』
『
マ
イ
ン
ノ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ニ
於
ケ
ル
戦
地
負
傷
軍
人

及
罹
病
軍
人
看
護
連
合
社
ノ
看
護
婦
教
員

成マ

マ

（
普
）
』
『
民
立
病
院

首
普

オ
ー
ベ
リ
ン

概
則
』
が
あ
っ
た
。
橋
本

は
看
護
婦
教
育
に
関
し
て
も
知
識
を
得
て
お
り
、
救
護
員
養
成
機
関
と
し
て
の
病
院
の
建
設
に
つ
い

て
も
提
唱
し
て
い
る

５

。 

 

桂
が
立
案
し
た
「
出
師
編
制
及
び
職
務
綱
領
」
は
、
こ
れ
ら
赤
十
字
加
盟
へ
の
動
き
を
背
景
と
し
て

考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
一
月
に
は
「
戦
時
編
制
概
則
」
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
一
八
八

六
年
一
月
に
「
戦
時
編
制
概
則
改
正
」
が
作
成
さ
れ
た

６ 

。 

一
八
八
六
年
六
月
五
日
、「
在
仏
国
瑞
西
公
使
館
」
に
お
い
て
、「
赤
十
字
ニ
帝
国
政
府
加
盟
調
印
」

が
行
わ
れ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
へ
加
入
、
国
民
へ
は
一
一
月
一
五
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
加
入
し

た
旨
が
公
布
さ
れ
た

７

。
す
で
に
五
月
一
四
日
に
は
、
病
院
設
立
が
正
式
に
議
決
さ
れ
、
早
朝
故
松

宮
彰
仁
親
王
か
ら
陸
軍
大
臣
宛
て
に
、「
看
護
人
看
病
婦
ヲ
養
成
」
す
る
た
め
の
病
院
の
建
設
地
の
借

用
の
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。 

同
年
一
一
月
一
七
日
、
博
愛
社
は
博
愛
社
病
院
（
後
の
日
赤
本
社
病
院
）
を
開
設
し
、
陸
軍
軍
医

総
監
で
あ
る
橋
本
綱
常
が
初
代
病
院
長
と
な
っ
た
。
橋
本
が
初
代
病
院
長
に
な
る
に
至
っ
て
は
、
一
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〇
月
〇
日
博
愛
社
総
長
熾
仁
親
王
よ
り
陸
軍
大
臣
大
山
巌
に
対
し
て
「
博
愛
社
ヨ
リ
病
院
創
設
ニ
付

橋
本
軍
医
総
監
嘱
託
ノ
義
照
会
」
が
提
出
さ
れ
た

８

。 

 

博
愛
社
ノ
義
ハ
尋
常
ノ
慈
善
会
社
ニ
異
ナ
リ
軍
人
ノ
負
傷
者
ヲ
救
護
シ
以
テ
戦
陣
ノ
義
務
ニ

服
事
致
シ
候
者
ニ
付
既
ニ
明
治
十
年
西
南
ノ
役
ニ
際
シ
本
社
創
立
ノ
節
ハ
征
討
総
督
ノ
御
指

令
ニ
依
リ
特
別
ノ
保
護
ヲ
受
ケ
軍
団
軍
医
部
長
ノ
管
理
ヲ
得
テ
其
事
ヲ
行
ヒ
候
義
ニ
有
之
平

時
モ
亦
其
努
ハ
戦
時
ノ
準
備
ヲ
経
営
致
シ
候
者
ニ
付
自
然
御
省
ノ
保
護
ヲ
仰
ク
ニ
ア
ラ
サ
レ

ハ
事
業
ヲ
全
フ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
彼
ノ
欧
州
赤
十
字
社
ノ
如
キ
常
ニ
陸
軍
軍
医
部
ト
連
絡
シ

テ
諸
事
ヲ
調
理
シ
公
私
其
便
宜
ヲ
得
候
趣
承
ル
所
ニ
御
坐
候
就
テ
ハ
本
社
病
院
落
成
ノ
上
ハ

院
長
及
ヒ
掛
リ
医
員
ノ
設
置
看
護
人
看
病
婦
ノ
養
成
其
他
治
療
方
ニ
関
ス
ル
諸
件
ハ
総
テ
橋

本
軍
医
総
監
ヘ
嘱
託
致
度
本
社
ハ
私
立
ノ
一
社
ニ
不
過
候
得
共
其
事
業
ハ
軍
陣
衛
生
ノ
一
端

ニ
関
シ
専
ラ
報
国
ノ
志
ヲ
存
シ
且
ツ
海
外
諸
国
ニ
モ
干
渉
致
候
義
ニ
付
何
卒
特
別
ノ
御
詮
議

ヲ
以
テ
前
義
御
聴
容
相
成
度
此
段
及
御
依
頼
候
成 

 

 

一
八
八
七
（
明
治
二
〇)

年
五
月
二
〇
日
、
博
愛
社
は
「
日
本
赤
十
字
社
」
と
改
称
し
た
。
そ
し
て
、

一
八
八
九
年
、「
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
養
成
規
則
」（
以
下
、「
養
成
規
則
」
と
す
る
）
が
制
定
さ
れ
、

翌
九
〇
年
看
護
婦
生
徒
の
養
成
が
開
始
さ
れ
た
。
「
養
成
規
則
」
は
全
二
〇
条
か
ら
な
る

９

。 

 

第
一
条 

本
社
看
護
婦
養
成
所
ヲ
設
ケ
生
徒
ヲ
置
キ
卒
業
後
戦
時
ニ
於
テ
患
者
ヲ
看
護
セ
シ
ム

ル
用
ニ
供
ス 

第
二
条 

看
護
婦
生
徒
ヲ
志
願
ス
ル
者
ハ
修
学
年
間
専
ラ
之
ニ
従
事
シ
且
ツ
卒
業
後
二
ヶ
年
間 

 
 

病
院
ニ
於
テ
看
護
婦
ノ
業
務
ニ
服
シ
後
二
十
年
間
ハ
身
上
ニ
何
等
ノ
異
動
ヲ
生
ス
ル 

モ
国
家
有
事
ノ
日
ニ
際
セ
ハ
速
ニ
本
社
ノ
召
募
ニ
応
シ
患
者
看
護
ニ
尽
力
セ
ン
事
ヲ

誓
フ
可
シ 

 第
二
條
で
は
、
卒
業
後
二
〇
年
間
の
応
召
義
務
が
明
確
に
定
め
ら
れ
、
国
家
は
有
事
の
際
に
日
本

赤
十
字
社
看
護
婦
を
確
保
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
桂
が
考
え
て
い
た
戦
場
で
の
「
博

愛
社
」
へ
の
患
者
委
託
案
が
現
実
可
能
な
も
の
と
し
て
動
き
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 

「
担
架
卒
教
育
規
則
」
の
制
定 

 

陸
軍
で
は
、
外
地
に
お
け
る
負
傷
兵
や
病
兵
の
救
護
方
法
の
実
際
を
考
え
た
衛
生
隊
の
編
成
を
確

立
す
る
必
要
を
認
識
し
、
こ
れ
ら
衛
生
隊
の
編
制
に
向
け
た
改
革
に
着
手
す
る
。
一
八
八
六
年
一
月

四
日
「
戦
時
編
制
概
則
」

１
０

が
制
定
さ
れ
、
「
戦
時
編
制
概
則
」
の
第
一
章
第
二
條
師
団
ノ
編
制
で

は
「
歩
兵
連
隊
毎
ニ
大
繃
帯
所
同
大
隊
毎
ニ
小
繃
帯
所
ヲ
置
ク
」
事
と
大
繃
帯
所
と
小
繃
帯
所
「
看
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護
長
同
卒
若
干
名
」
を
置
く
事
が
定
め
ら
れ
た
。 

陸
軍
で
は
同
年
三
月
、「
陸
軍
臨
時
制
度
審
議
委
員
」

１
１

を
設
け
た
。
委
員
会
で
は
、
①
一
師
団

ニ
属
ス
ル
原
野
病
院
編
制
勤
務
及
ヒ
材
料
、
②
一
師
団
ニ
属
ス
ル
衛
生
隊
ノ
編
制
勤
務
及
ヒ
材
料
、

③
各
部
隊
ニ
属
ス
ル
衛
生
部
ノ
編
成
勤
務
及
ヒ
材
料
、
④
兵
站
病
院
ノ
編
成
勤
務
及
ヒ
材
料
、
⑤
各

衛
生
部
ニ
属
ス
ル
輜
重
ノ
編
制
、
⑥
担
架
卒
補
助
担
架
卒
ノ
教
育
及
ヒ
担
架
卒
召
集
方
法
以
下
の
六

点
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
、
メ
ッ
ケ
ル
と
共
に
具
体
的
方
法
の
計
画
に
乗
り
出
す
。
同
月
、「
鎮
台

職
官
表
営
所
職
官
表
」

１
２

に
よ
り
、
看
護
長･

看
護
卒
の
定
員
が
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
戦
時
編
制

に
あ
た
り
、
実
際
に
軍
医
と
と
も
に
治
療
に
あ
た
る
看
護
長･

看
護
卒
の
他
に
、
負
傷
兵
を
包
帯
所
ま

で
運
搬
す
る
者
、
運
ば
れ
て
き
た
負
傷
兵
の
看
護
を
行
な
う
者
を
必
要
と
し
、
そ
れ
を
誰
が
担
当
し
、

ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
、
看
護
卒
の
職
務
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た
。 

「
師
団
戦
時
整
備
仮
規
則
」

１
３

の
第
二
章
野
戦
師
団
の
第
二
款
で
、
衛
生
隊
は
「
野
戦
師
団
中
新

ニ
編
成
ス
ル
モ
ノ
」
と
し
て
「
予
備
役
及
後
備
役
ニ
在
ル
歩
兵
」
で
「
担
架
術
卒
業
証
書
ヲ
所
持
ス

ル
者
」
を
配
属
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。「
担
架
術
卒
業
証
書
ヲ
所
持
ス
ル
者
」
を
衛
生
隊
に
配
属

す
る
目
的
は
、
橋
本
の
上
申
書
に
み
る
事
が
で
き
る
。 

医
務
局
長
橋
本
綱
常
は
三
月
二
七
日
「
戦
時
衛
生
軍
務
改
正
之
義
ニ
付
申
進
」
１
４

を
大
山
巌
に
提
出
す

る
。
橋
本
は
こ
の
中
で
「
補
助
担
架
卒
」
を
作
る
こ
と
を
「
従
来
ノ
制
ヲ
釐
革
シ

独
逸
国
ノ
制
ヲ
参
酌
シ

補
助
担
架
卒
ヲ
取
リ
又
衛
生
隊
ノ
編
制
ヲ
定
ム
ル

ハ
目
下
必
要
ノ
事
業
ナ
ル
ヲ
信
ス
」
と
進
言
す
る
。 

さ
ら
に
、「
補
助
担
架
卒
」
の
必
要
な
理
由
を
、
以
下
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。 

  
 

戦
時
救
傷
ノ
事
タ
ル
軍
医
部
事
業
中
ノ
一
大
部
分
ヲ
占
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
各
国
軍
医
部
ニ
於
テ
最
モ
研

究
ス
ル
所
ナ
リ
佛
国
ノ
如
キ
千
八
百
七
十
年
及
ヒ
七
十
一
年
ノ
役
ヨ
リ
殊
ニ
鋭
意
改
正
ヲ
加
ヘ
シ
モ

ノ
ハ
盖
シ
独
国
ノ
戦
時
衛
生
事
業
ト
比
較
自
省
シ
テ
慊
ト
セ
サ
ル
所
ア
ル
ニ
由
ル
モ
ノ
ナ
リ
本
邦
ノ

該
事
業
タ
ル
歴
年
計
画
ス
ル
所
ナ
レ
ト
モ
之
ヲ
実
施
ニ
施
用
セ
シ
ハ
僅
ニ
西
南
ノ
役
ア
リ
シ
ノ
ミ
然

レ
ト
モ
此
役
モ
亦
決
シ
テ
該
事
業
ヲ
順
整
確
実
ニ
実
施
シ
得
タ
ル
者
ニ
ア
ラ
ス
爾
来
改
正
ニ
孜
々
タ

レ
ト
モ
未
タ
完
全
ノ
定
制
ヲ
得
ス
仰

現
今
ノ
制
ニ
拠
レ
ハ
戦
隊
ニ
於
ケ
ル
負
傷
者
ハ
戦
友
之
ヲ
小

繃
帯
所
ニ
送
ル
ヲ
法
ト
ス
レ
ト
モ
之
ニ
戦
友
ヲ
使
用
ス
ル
ハ
特
リ
戦
列
ノ
隊
力
ヲ
減
殺
ス
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
兵
卒
事
ヲ
之
ニ
託
シ
テ
動
モ
ス
レ
ハ
戦
列
ヲ
離
レ
ン
ト
ス
ル
ノ
弊
ア
ル

ハ
皆
十
人
ノ
知
ル
所

ナ
リ
例
之
バ
一
中
隊
人
員
ヲ
二
百
人
ト
シ
負
傷
者
ヲ
其
十
分
一
ト
仮
定
ス
ル
ト
キ
ハ
二
十
人
又
毎

一
傷
者
ヲ
護
送
ス
ル
ニ
概
ネ
三
人
ヲ
要
ス
ト

ス
レ
バ
則
六
十
人
ナ
リ
之
ヲ
以
テ
二
十
名
ノ
傷
者
運

搬
ニ
充
ツ
ル
ト
キ
ハ
戦
列
ニ
残
ル
者
殆
ト
半
数
ニ
過
キ
ス
果
シ
テ
然
ラ
バ
名
ハ
一
中
隊
ニ
シ
テ
其
実

ハ
半
中
隊
ニ
過
キ
サ
ル
カ
如
シ
加
之

平
素
運
搬
救
急
ノ
事
ヲ
教
ヘ
サ
ル
ノ
戦
友
ヲ
シ
テ
此
事
ニ
従

ハ
シ
ム
ル
時
ハ
救
ヒ
得
ヘ
キ
ノ
傷
者
ヲ
シ
テ
斃
レ
シ
ム
ル
ノ
惨
状
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
シ

況
ヤ
近
日
ゲ

ネ
ウ
万
国
救
傷
同
盟
エ
我
政
府
加
盟
連
合
ノ
美
挙
ア
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
此
際
従
来
ノ
制
ヲ
釐
革
シ

独

逸
国
ノ
制
ヲ
参
酌
シ
補
助
担
架
卒
ヲ
取
り
又
衛
生
隊
ノ
編
制
ヲ
定
ム
ル

ハ
目
下
必
要
ノ
事
業
ナ
ル

ヲ
信
ス
其
編
制
教
育
ノ
方
法
ニ
至
テ
ハ
特
ニ
委
員
ヲ
命
セ
ラ
レ
制
定
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
稟
請
候
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（ 
 

 
 

線
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者
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橋
本
は
、
現
今
の
決
ま
り
で
は
、
負
傷
者
を
小
繃
帯
所
に
移
送
す
る
の
は
戦
友
の
兵
卒
で
あ
り
「 

傷
者
ヲ
護
送
ス
ル
ニ
概
ネ
三
人
ヲ
要
ス
ト
ス
レ
バ
則
六
十
人
ナ
リ
之
ヲ
以
テ
二
十
名
ノ
傷
者
運
搬
ニ 

充
ツ
ル
ト
キ
ハ
戦
列
ニ
残
ル
者
殆
ト
半
数
ニ
過
キ
ス
」
と
し
て
、
一
名
の
負
傷
の
運
搬
に
必
要
な
兵 

卒
の
数
は
三
名
で
あ
り
、
負
傷
者
の
搬
送
の
た
め
に
隊
の
力
が
減
殺
さ
れ
る
こ
と
の
問
題
点
を
挙
げ 

て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
平
素
運
搬
救
急
ノ
事
ヲ
教
ヘ
サ
ル
ノ
戦
友
ヲ
シ
テ
此
事
ニ
従
ハ
シ
ム
ル
時
ハ 

救
ヒ
得
ヘ
キ
ノ
傷
者
ヲ
シ
テ
斃
レ
シ
ム
ル
ノ
惨
状
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
シ
」
と
述
べ
、
平
素
運
搬
救
急
に 

つ
い
て
の
教
育
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
で
救
え
る
人
も
救
え
な
い
な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
を 

挙
げ
た
。
こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
の
制
度
を
参
考
に
し
て
「
補
助
担
架
卒
」
を
作
り
、 

衛
生
隊
の
編
制
を
定
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。 

そ
の
結
果
、
六
月
二
五
日
「
担
架
卒
選
抜
及
教
育
規
則
並
衛
生
隊
編
制
表
之
儀
ニ
付
上
申
」
１
５

が
戦
時

衛
生
事
務
改
正
審
査
員
か
ら
提
出
さ
れ
る
。 

 

先
般
戦
時
衛
生
事
務
改
正
之
儀
ニ
付
訓
令
御
下
附
相
成
候
中
衛
生
隊
編
制
之
調
査
ニ
及
候
処
従
来
戦

闘
区
域
地
ニ
於
ケ
ル

傷
者
ノ
運
搬
法
ハ
看
護
卒
或
ハ
輸
卒
等
ヲ
以
テ
之
ニ
充
用
ス
ル
ノ
定
規
ニ
有

之
候
得
共
看
護
卒
ハ
其
職
ニ
於
テ
運
搬
作
業
ヲ
主
ト
ス
ル
者
ニ
無
之
又
輸
卒
ハ
平
時
之
カ
教
育
ヲ

受
ケ
ス
彼
是
不
都
合
不
少

ニ
付
従
前
之
制
ヲ
釐
革
シ
更
ニ

独
逸
之
編
制
ニ
準
拠
シ
歩
兵
砲
兵
隊
ニ

於
テ
平
時
ニ
之
カ
教
育
ヲ
ナ
シ
有
事
ニ
際
シ
テ
傷
者
運
搬
ニ
従
事
セ
シ
ム
ル
コ
ト

御
改
正
相
成
候

得
共
戦
闘
区
域
ニ
於
ケ
ル
衛
生
事
務
完
全
可
致
ト
被
存
候
是
等
ノ
事
項
ハ
悉
皆
調
査
結
了
ノ
上
復
命

可
致
義
ニ
候
得
共
本
年
ヨ
リ
御
着
手
不
相
成
候
テ
ハ
漸
次
遷
延
ニ
及
候
義
ニ
テ
最
モ
差
掛
リ
居
候
ニ

付
先
ツ
之
ニ
要
ス
ル
部
分
審
査
ヲ
終
ヘ
即
担
架
卒
選
抜
及
教
育
規
則
並
ニ
衛
生
隊
編
制
表
相
添
開
陳

致
候
間
御
採
用
相
成
度
候
也 

 

調
査
し
た
結
果
、
戦
闘
区
域
の
負
傷
者
を
運
搬
す
る
の
は
「
看
護
卒
或
ハ
輸
卒
等
ヲ
以
テ
之
ニ
充
用
ス

ル
ノ
定
規
」
で
あ
る
が
、「
看
護
卒
ハ
其
職
ニ
於
テ
運
搬
作
業
ヲ
主
ト
ス
ル
者
ニ
無
之
」
又
「
輸
卒
ハ
平
時

之
カ
教
育
ヲ
受
ケ
ス
彼
是
不
都
合
不
少
」
と
述
べ
、
ド
イ
ツ
編
制
に
倣
い
「
歩
兵
砲
兵
隊
ニ
於
テ
平
時
ニ

之
カ
教
育
ヲ
ナ
シ
有
事
ニ
際
シ
テ
傷
者
運
搬
ニ
従
事
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
に
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、「
担
架

卒
」
の
選
抜
方
法
と
教
育
規
則
案
に
編
成
表
を
添
え
て
上
申
す
る
。 

｢

担
架
卒｣

を
制
定
す
る
に
あ
た
り
、
戦
時
衛
生
事
務
改
正
審
査
委
員
の
一
人
で
あ
る
陸
軍
一
等
軍

医 

谷
口
謙
は
、
同
年
二
月
の
『
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
二
月
号
に
「
独
逸
戦
時
衛
生
條
例
摘
要
」

１
６

を
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
一
等
軍
医
武
谷
豊
は
、
谷
口
謙
の
説
話
し
た
も
の
を
「
独
逸
衛
生
條
例
摘
要

附
録
」

１
７ 

と
し
て
編
纂
し
、
同
時
に
紙
上
発
表
し
て
い
た
。 

谷
口
は
ま
ず
「
独
逸
戦
時
衛
生
條
例
摘
要
」
（
資
料
７
）
を
、
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 

彼
ヲ
知
リ
己
ヲ
知
ル
ハ
豈
独
リ
軍
機
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
軍
隊
医
務
ニ
在
テ
モ
亦
然
リ
而
シ
テ
今
ヤ
開
明

諸
国
ノ

戦
時
衛
生
部
編
制
ハ
独
逸
ヲ
以
テ
最
良
ト
ス

佛
人
ニ
シ
テ
猶
且
之
レ
ヲ
欽
美
ス
其
整
備
知

ル
ヘ
キ
ナ
リ
茲
ニ
其
大
網
訳
萃
シ
テ
一
覧
ニ
供
ス
是
亦
彼
ヲ
知
ル
ノ
一
端
也 
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谷
口
は
、
戦
時
衛
生
部
編
制
は
独
逸
が
最
良
で
あ
る
と
の
考
え
を
持
っ
て
、
戦
地
に
お
け
る
病
院
機
関

と
編
制
に
つ
い
て
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 
 

一
項 

隊
ニ
隊
附
医
官
病
院
助
手
及
ヒ

補
助
患
者
運
搬
人

隊
属
薬
品
車
担
架
繃
帯
具
入
背
嚢
若
ク

ハ
薬
品
及
ヒ
繃
帯
入
匣
並
ニ
病
院
助
手
携
帯
嚢
ヲ
附
ス 

 
 

 
 

 

此
人
員
及
ヒ
材
料
ヲ
以
テ
病
室
舎
営
病
院
及
ヒ
隊
繃
帯
所
（
戦
闘
地
ニ
）
ヲ
設
立
ス 

 
 

 
 
 

 

病
室
ハ
病
院
的
看
護
ヲ
要
セ
ス
暫
ニ
シ
テ
回
復
就
役
ノ
目
途
ア
ル
患
者
ヲ
収
容
ス
ル
所
ナ

リ
・
・
・（
略
）
・
・
・ 

隊
繃
帯
所
ハ
戦
闘
地
ニ
於
テ
隊
附
医
官
ノ
傷
者
ヲ
集
合
セ
シ
メ
救

急
繃
帯
ヲ
施
シ
若
シ
傷
者
ヲ

派
出
衛
生
部

若
ク
ハ
戦
地
病
院
ニ
輸
送
シ
得
サ
ル
場
合
ニ
於

テ
遷
延
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
手
術
ヲ
施
ス
為
ニ
之
ヲ
設
置
ス
ル
ナ
リ 

 
 

二
項 

戦
争
ニ
於
テ
死
傷
者
ヲ
生
ス
ル
時
ハ

派
出
衛
生
部
作
業
ヲ
始
ム

但
該
部
ハ
大
戦
ニ
至
テ
作

業
ヲ
始
ル
モ
ノ
ト
ス
該
部
ハ
各
軍
団
ニ
三
箇
予
備
師
団
ニ
一
箇
ヲ
附
ス
該
部
ノ
主
要
ナ
ル
任

務
ハ
傷
者
ヲ
医
治
ス
ル
為
ニ
大
繃
帯
所
ヲ
備
置
シ

傷
者
運
搬
者
ヲ
以
テ
傷
者
ヲ
戦
闘
地
及

ヒ
隊
繃
帯
所
ヨ
リ
大
繃
帯
所
ニ
輸
送
ス
ル

ニ
ア
リ 

・
・
・（
以
下
略
）
・
・
・ 

 

ド
イ
ツ
で
は
、「
派
出
衛
生
部
」
が
「
各
軍
団
ニ
三
箇
予
備
師
団
ニ
一
箇
」
を
附
属
し
て
お
り
、「
傷
者

運
搬
者
」
が
、
傷
者
を
戦
闘
地
及
び
隊
繃
帯
所
よ
り
大
繃
帯
所
に
輸
送
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
、
派
出
衛
生
部
の
人
員
構
成
を
示
し
た
。「
派
出
衛
生
部
」
は
騎
兵
大
尉
が
該
部
司
令
官
で
あ
り
、
騎

兵
中
尉
、
騎
兵
少
尉
が
各
一
名
配
属
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
人
員
に
は
「
傷
者
運
搬
人
」

の
他
に
「
上
等
病
院
助
手
」
「
病
院
助
手
」
「
陸
軍
看
病
人
」
が
あ
っ
た
。 

谷
口
と
同
じ
く
一
等
軍
医
の
武
谷
豊
は
「
独
逸
衛
生
條
例
摘
要
附
録
」
で
、
具
体
的
に
戦
場
で
設
置
さ

れ
る
機
関
の
役
割
と
配
当
す
る
人
員
に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
上
等
病
院
助
手
は
陸
軍
に

お
け
る
一
等
看
護
長
、
病
院
助
手
は
二
三
等
看
護
長
、陸
軍
看
病
人
は
看
護
卒
に
相
当
す
る
と
し
て
い
る
。 

一
〇
月
一
九
日
、
戦
時
衛
生
事
務
改
正
審
査
委
員
の
陸
軍
歩
兵
大
佐
児
玉
源
太
郎
は
「
担
架
隊
演
習
方

法
印
刷
之
件
ニ
付
申
進
」
１
８

を
大
山
に
提
出
し
、
担
架
隊
の
編
制
計
画
と
し
て
看
護
長
看
護
卒
に
よ
る
実

施
演
習
の
方
法
が
決
め
ら
れ
た
。
す
で
に
一
四
日
に
は
「
改
正
傷
者
運
搬
術
試
業
之
例
」
１
９

に
よ
り
、
傷

病
者
の
運
搬
術
試
業
の
た
め
に
東
京
鎮
台
に
対
し
て
、
歩
兵
卒
八
〇
名
、
軍
医
三
名
、
看
護
長
一
一
名
、

看
護
卒
六
四
名
、
輜
重
駄
馬
三
頭
を
差
し
出
す
こ
と
の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
た
。 

担
架
隊
演
習
方
法
は
、「
衛
生
隊
ハ
二
中
隊
ヨ
リ
編
制
シ
一
中
隊
ハ
三
小
隊
一
小
隊
ハ
四
分
隊
ハ
上
等
兵

一
名
担
架
卒
十
一
名
又
此
幹
部
ニ
医
官
薬
剤
官
看
護
長
卒
若
干
名
ヲ
附
シ
テ
繃
帯
所
ヲ
設
立
セ
シ
ム
」
と

設
定
さ
れ
、
看
護
長
看
護
卒
が
補
助
担
架
卒
を
指
揮
し
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
演
習
は
、
陸
軍
が
補

助
担
架
卒
を
採
用
し
、
衛
生
隊
の
編
制
を
考
え
る
上
で
の
実
際
的
な
検
証
と
な
っ
た
。 

一
八
八
七
年
二
月
五
日
、
「
担
架
術
教
育
規
則
」（
陸
達
第
一
八
号
）
（
資
料
８
）
が
定
め
ら
れ
た
。 

「
担
架
術
教
育
規
則
」
は
、
戦
場
に
於
い
て
傷
者
を
運
搬
す
る
学
術
を
教
授
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
、

対
象
は
歩
兵
及
び
砲
兵
隊
の
下
士
兵
卒
を
若
干
名
修
業
さ
せ
る
こ
と
（
第
二
条
）
と
し
た
。
教
育
期

関
は
凡
そ
三
ヶ
月
（
第
十
条
）
、
卒
業
は
検
閲
を
行
い
、
卒
業
証
書
を
附
与
す
る
こ
と
（
第
十
二
条
）
、
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復
習
と
し
て
毎
年
夏
に
予
備
役
及
び
後
備
軍
の
下
士
卒
中
よ
り
担
架
術
を
修
業
し
た
も
の
を
召
集
し

て
、
現
役
の
修
業
中
の
者
と
と
も
に
演
習
す
る
こ
と
（
第
十
七
条
）
、
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
同
時
に

「
担
架
卒
選
抜
及
教
育
復
習
規
則
」（
資
料
９
）
も
定
め
ら
れ
、
こ
の
第
一
條
に
お
い
て
担
架
上
等
兵
、

担
架
卒
、
補
助
担
架
卒
が
定
め
ら
れ
た
。 

 

第
一
条 

担
架
卒
ハ

歩
兵
及
ヒ
砲
兵
隊
ニ
於
テ
之
ヲ
養
成
シ

有
事
ノ
日
ニ
当

リ
衛
生
部
ニ
属
シ
傷

者
ヲ
運
搬
セ
シ
メ

其
称
呼
ハ
本
務
ニ
服
ス
ル
ニ
際
シ
之
ヲ
称
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
而
メ
之
ヲ
分

テ
三
ト
ス 

其
一
担
架
上
等
兵 

 

担
架
上
等
兵
ハ

現
役
一
ヶ
年
ヲ
終
タ
ル
上
等
兵
ヨ
リ
選
抜

シ
テ
之
ヲ
教

育
シ
衛
生
隊
ヲ
編
制
ス
ル
ニ
方
リ
之
ヲ
編
入
ス 

 

其
二
担
架
卒 

 
 

 

担
架
卒
ハ
補
助
担
架
卒
ノ
現
役
満
期
ノ
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
テ

衛
生
隊
ヲ

編
制
ス
ル
ニ
方
リ
之
ヲ
編
入
ス
但
シ
砲
兵
ノ
補
助
担
架
卒
ハ
之
ヲ
除
ク 

 
 

 

其
三
補
助
担
架
卒 

 

補
助
担
架
卒
ハ
歩
兵
及
ヒ
砲
兵
現
役
一
ヶ
年
ヲ
終
ヘ
タ
ル
兵
卒
中

行
状

方
正
ナ
ル
者
ヲ
選
抜
シ
之
ヲ
教
育
シ
戦
時
現
隊
ニ
在
テ
傷
者
運
搬
ノ
勤
務

ヲ
執
ラ
シ
ム 

 

「
担
架
卒
選
抜
及
教
育
復
習
規
則
」
に
は
第
一
表
と
第
二
表
と
し
て
、
歩
兵
一
中
隊
担
架
術
修
業
定
員 

表
と
砲
兵
一
中
隊
担
架
術
修
業
定
員
表
が
付
記
さ
れ
て
お
り
、
現
役
教
育
数
と
予
備
役
に
編
入
す
る
数
が

一
八
八
六
年
か
ら
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
ま
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
衛
生
隊
は
戦
時
に
編
制
す
る
も

の
で
あ
り
、
陸
軍
で
は
戦
時
に
必
要
と
す
る
兵
士
を
確
実
に
確
保
す
る
方
法
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
整
え
る

必
要
が
あ
り
、
担
架
卒
、
補
助
担
架
卒
の
選
抜
方
法
を
、
現
役
満
期
の
者
や
現
役
一
年
を
終
え
た
も
の
で

構
成
し
、
卒
業
証
書
を
附
与
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
教
育
を
受
け
た
兵
士
を
効
果
的
に
活
用
す
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
た
。 

さ
ら
に
第
二
二
條
で
は
「
近
衛
並
ニ
各
鎮
台
ニ
於
テ
ハ
毎
年
担
架
卒
ヲ
召
集
シ
之
ニ
歩
兵
及
ヒ
砲
兵
ノ

補
助
担
架
卒
ヲ
加
エ
衛
生
隊
ヲ
編
制
ス
其
編
制
方
法
左
ノ
如
シ
」
と
し
て
、
編
制
方
法
を
「
戦
時
師
団
衛

生
隊
編
制
表
」と
し
て
提
示
し
た
。戦
時
師
団
衛
生
隊
は
担
架
隊
演
習
方
法
の
際
に
想
定
さ
れ
た
と
お
り
、

二
中
隊
六
小
隊
で
編
制
さ
れ
た
。 

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
二
月
五
日
「
担
架
術
教
育
規
則
」
及
び
「
担
架
卒
選
抜
及
教
育
復
習
規
則
」

が
制
定
さ
れ
、
戦
場
に
お
け
る
負
傷
者
を
運
搬
す
る
兵
士
を
、「
担
架
修
業
兵
卒
業
」
と
し
て
名
簿
に
よ
る

管
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
時
に
必
要
と
さ
れ
る
衛
生
隊
の
兵
士
の
補
充
は
、
歩
兵
及
び
砲
兵
で
「
担

架
術
修
業
兵
卒
業
」
者
で
、
予
備
役
や
後
備
兵
役
か
ら
召
集
す
る
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た
。
看
護
長
も
ま

た
予
備
役
よ
り
召
募
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
規
則
の
制
定
に
よ
り
、
教
育
を

受
け
特
別
な
技
術
を
身
に
つ
け
た
兵
士
を
、
戦
時
要
員
と
し
て
確
保
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
五

ヶ
月
後
の
七
月
二
〇
日
に
は
「
戦
時
師
団
司
令
部
編
成
表
」
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
衛
生
隊
編
制

表
」
（
表
１
０
）

２
０

も
明
示
さ
れ
衛
生
隊
編
制
時
に
お
け
る
担
架
卒
の
人
数
も
定
め
ら
れ
た
。 

『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
篇
）
』
四
八
四
頁
に
は
、「
担
架
術
教
育
」
の
項
目
が
確
認
で
き
る
が
、
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衛
生
隊
の
編
制
は
明
治
二
一
年
七
月
の
師
団
戦
時
整
備
表
に
於
い
て
発
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
前
年
よ
り
衛
生
隊
担
架
卒
の
教
育
が
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
橋

本
の
上
申
や
、
担
架
卒
教
育
が
開
始
さ
れ
た
理
由
や
目
的
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
表
１
１

は
、
看
護
卒
と
担
架
卒
の
教
育
内
容
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
看
護
卒
の
教
育
期
間
は
六
ヶ
月

を
要
す
る
が
、
担
架
卒
そ
の
半
分
で
あ
る
三
ヶ
月
で
「
担
架
術
修
業
兵
」
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
表
１
０
に
は
一
隊
に
は
看
護
卒
二
四
名
の
配
属
に
対
し
、
担
架
卒
は
二
六
四
名
と
約
一
〇

倍
に
あ
た
る
兵
卒
を
配
属
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。 

「
担
架
術
修
業
兵
」
の
成
立
は
、
故
郷
に
帰
し
て
か
ら
の
半
拘
束
期
間
（
平
時
に
あ
っ
て
は
時
々
の
復

習
に
応
ず
る
義
務
）
を
有
効
に
活
用
し
、
戦
時
に
担
架
卒
と
し
て
召
集
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
。
職
域

に
よ
っ
て
は
一
定
の
訓
練
期
間
を
要
す
る
が
、
兵
士
の
育
成
に
は
経
済
的
な
効
果
も
考
え
る
必
要
が
あ
っ

た
。「
担
架
術
修
業
兵
」
の
成
立
は
、
戦
場
に
於
け
る
看
護
卒
の
職
務
と
し
て
、
包
帯
所
に
お
い
て
医
師
と

と
も
に
治
療
に
専
念
で
き
る
体
制
作
り
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
看
護
卒
の
職
務
の
見
直
し
の
結
果

で
あ
っ
た
。「
担
架
術
修
業
兵
」
の
成
立
は
、
陸
軍
衛
生
史
に
お
け
る
師
団
編
成
に
向
け
た
改
革
の
一
つ
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
実
際
に
は
「
担
架
術
卒
業
証
書
」
制
度
を
導
入
し
た
が
、
担
架
術

の
教
授
は
所
属
本
隊
で
行
な
う
こ
と
で
一
定
の
規
定
が
な
さ
れ
ず
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
改
正

さ
れ
、
日
清
・
日
露
戦
争
な
ど
の
実
践
を
経
て
改
正
は
昭
和
に
な
っ
て
も
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

 
 
 
 
 

 

三 

傭
人
磨
工
卒
の
採
用
開
始 

 

一
八
八
四
年
五
月
二
六
日
に
、
看
病
卒
は
「
看
護
卒
」
と
改
称
さ
れ
る
。
一
八
八
五
年
一
〇
月
五
日
に

達
乙
第
百
二
四
号
及
び
第
三
九
号
を
以
っ
て
、
看
病
卒
の
任
命
は
定
員
内
に
お
い
て
本
部
長
が
任
命
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
看
護
卒
の
取
扱
は
、
壮
兵
看
護
卒
が
軍
医
本
部
、
徴
兵
看
護

卒
は
鎮
台
司
令
官
に
か
わ
り
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
不
都
合
を
解
消
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
た
。 

一
八
八
六
年
四
月
五
日
に
は
、「
明
治
十
九
年
徴
兵
看
護
卒
取
扱
手
続
」
（
以
下
「
看
護
卒
取
扱
手
続
」

と
す
る
）
が
制
定
さ
れ
、
欠
員
の
補
充
方
法
に
関
し
て
第
六
條
で
「
病
院
附
看
護
卒
ノ
内
ヨ
リ
之
ヲ
補
ヒ
」

と
定
め
ら
れ
た
。
同
月
二
二
日
に
橋
本
綱
常
は
、
壮
兵
看
護
卒
も
徴
兵
看
護
卒
と
同
様
に
各
鎮
台
司
令
官

が
統
轄
す
べ
き
こ
と
を
上
申
書
と
し
て
提
出
す
る

２
１

。 

 

壮
兵
看
護
卒
進
退
上
之
儀
ハ
従
来
当
局
ニ
於
テ
取
扱
来
候
処
徴
兵
看
護
卒
ニ
在
テ
ハ
各
所
管
長
官
ニ 

属
居
候
ニ
付
取
扱
上
区
々
相
成
候
間
自
今
壮
兵
看
護
卒
進
退
之
儀
ヲ
総
テ
各
鎮
台
司
令
官
ニ
於
テ
取 

扱
候
様
御
達
相
成
度
此
段
申
進
候
也 

追
テ
一
軍
管
内
ニ
在
ル
諸
隊
各
官
衙
附
ノ
壮
兵
ハ
総
テ
該
鎮
台
司
令
官
ニ
於
テ
統
轄
候
様 

 五
月
五
日
に
は
省
令
第
七
二
号
２
２

に
よ
り
、
壮
兵
看
護
卒
も
徴
兵
看
護
卒
同
様
各
鎮
台
司
令
官
が
統

轄
す
る
こ
と
と
な
り
、
徴
兵
壮
兵
の
区
別
な
く
鎮
台
司
令
官
に
よ
っ
て
配
属
・
配
転
・
欠
員
補
充
な
ど
が
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可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
八
八
四
年
に
看
病
卒
が
「
看
護
卒
」
と
名
称
は
改
称
さ
れ
た
が
、
徴
兵
看
護

卒
は
一
等
二
等
と
階
級
が
分
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
壮
兵
看
護
卒
は
単
に
看
護
卒
と
い
う
名
称
し
か

な
い
と
い
う
身
分
の
違
い
を
生
じ
て
い
た
。
徴
兵
看
護
卒
の
教
育
方
法
や
階
級
の
進
級
に
関
し
て
は
「
看

病
卒
取
扱
手
続
」
が
適
用
さ
れ
て
い
た
が
、
壮
兵
看
病
卒
に
は
適
応
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
身
分
や
看

護
に
関
す
る
能
力
に
徴
兵
と
壮
兵
で
は
差
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
統
轄
の
統
一
に
継
い
で
、
一
八
八

六
年
九
月
二
五
日
に
は
、
送
乙
第
四
〇
二
七
号
に
よ
っ
て
壮
兵
看
護
卒
も
徴
兵
看
護
卒
同
様
、
一
等
二
等

に
分
け
ら
れ
、
徴
兵
壮
兵
看
護
卒
の
身
分
の
統
一
が
図
ら
れ
た
。
壮
兵
と
徴
兵
の
看
護
卒
の
統
一
は
、
軍

備
拡
張
に
向
け
、
看
護
長･

看
護
卒
の
定
員
決
定
・
配
属
場
所
や
そ
の
勤
務
内
容
に
応
じ
た
人
員
配
置
を
考

え
る
上
で
は
必
要
な
改
正
で
あ
っ
た
。 

一
八
八
八
年
一
二
月
二
四
日
に
は
、
陸
達
第
二
二
九
号
「
陸
軍
看
病
人
磨
工
召
募
準
則
」（
資
料
１

〇
）
が
制
定
さ
れ
、
磨
工
を
雇
員
と
し
て
民
間
よ
り
志
願
者
を
採
用
す
る
方
針
が
と
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
陸
軍
で
は
明
治
初
年
に
は
治
療
器
械
の
研
磨
修
理
を
、
必
要
が
生
じ
る
毎
に
時
々
職
工
を
傭

役
し
て
実
施
さ
せ
て
い
た
２
３

。
一
八
七
五
年
の
「
陸
軍
病
院
条
例
」
第
六
六
号
で
は
「
機
械
器
械
掛

ハ
医
科
百
般
ノ
器
械
ヲ
主
管
シ
時
々
清
拭
シ
錆
腐
ノ
処
ナ
カ
ラ
シ
ム
」
と
、
病
院
の
管
理
上
医
療
器

械
の
保
守
点
検
は
必
要
で
あ
り
、
器
械
簿
の
記
録
も
器
械
掛
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
年
々
、
陸

軍
部
内
備
付
器
械
が
精
巧
な
物
に
変
わ
り
増
加
す
る
中
で
、
各
鎮
台
で
は
磨
工
の
必
要
性
が
生
じ
、

一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
初
め
て
各
鎮
台
か
ら
看
病
卒
一
名
を
東
京
に
召
集
し
て
、
軍
医
部
本

部
に
て
研
磨
術
を
修
得
さ
せ
、
研
磨
技
術
を
学
ん
だ
看
病
卒
が
研
磨
術
の
技
術
を
部
内
で
普
及
さ
せ

る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。 

 

一
八
八
二
年
九
月
二
〇
日
発
行
の
「
医
事
新
聞
第
六
五
号
」
に
は
、「
陸
軍
軍
医
本
部
に
於
い
て
は

昨
年
八
月
来
各
鎮
台
の
看
病
卒
一
名
宛
を
召
し
研
磨
の
術
を
教
授
せ
ら
れ
し
が
本
年
九
月
一
一
日
其

卒
業
証
書
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
其
人
名
左
の
如
し
」
と
あ
り
、
大
阪
陸
軍
病
院
、
名
古
屋
陸
軍
病

院
、
熊
本
陸
軍
病
院
、
鹿
児
島
陸
軍
病
院
、
仙
台
陸
軍
病
院
の
看
病
卒
各
一
名
（
計
五
名
）
に
「
陸

軍
研
磨
証
書
」
を
授
け
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

徴
兵
看
護
卒
と
し
て
六
ヵ
月
の
教
育
期
間
を
か
け
て
看
護
の
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
、
配
属
場
所

に
器
械
掛
が
あ
る
こ
と
で
、
戦
場
で
救
護
に
あ
た
る
看
護
兵
の
確
保
に
も
支
障
を
き
た
し
た
。
ま
た
、

器
械
の
修
理
保
存
が
で
き
な
い
看
護
卒
が
配
属
さ
れ
る
こ
と
で
の
不
都
合
や
、
看
護
技
術
を
必
要
と

す
る
職
域
の
人
員
の
確
保
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
生
じ
始
め
る
。
そ
の
た
め
、
器
械
の

修
理
研
磨
技
術
を
持
つ
者
を
雇
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
は
、
分
業
化
を
促
進
し
、
技
術
を
持
っ
た

者
の
有
効
な
配
属
が
可
能
と
な
る
方
法
で
あ
っ
た
。 

陸
軍
は
「
陸
軍
看
病
人
磨
工
召
募
準
則
」
を
制
定
す
る
方
針
を
と
る
が
、
そ
の
制
定
に
あ
た
り
、

一
八
八
八
年
一
一
月
一
日
陸
軍
大
臣
大
山
巌
が
次
の
よ
う
に
制
定
理
由
を
上
申
し
て
い
る
２
４

。 
 

 
 

官
廨
及
衛
戍
各
官
衙
附
看
護
卒
ヲ
廃
シ
更
ニ
雇
人
ノ
看
病
人
ヲ
被
置
候
上
ハ
其
召
募
方
法
必
要

ニ
有
之
候
且
又
従
前
治
療
器
械
修
理
保
存
ハ
看
護
長
卒
ヲ
以
テ
之
ニ
充
テ
置
キ
候
得
共
元
来
看

護
長
卒
ハ
其
教
育
ヲ
受
ケ
サ
ル
モ
ノ
ニ
付
実
際
不
都
合
ニ
有
之
候
依
テ
自
今
之
ニ
充
ツ
ヘ
キ
看
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護
長
卒
ノ
人
員
ヲ
減
シ
更
ニ
雇
人
ノ
磨
工
ヲ
置
キ
該
修
理
保
存
ニ
従
事
セ
シ
メ
度
既
ニ
戦
時
野

戦
病
院
編
制
表
等
ニ
ハ
磨
工
ヲ
被
置
候
ニ
付

旁
か
た
が
た

以
テ
平
時
ヨ
リ
磨
工
ヲ
置
カ
サ
ル
ト
キ
ハ
彼

是
不
都
合
不
少
候
就
テ
ハ
其
召
募
方
法
ハ
看
病
人
同
様
被
相
定
候
様
致
度
依
之
テ
別
札
之
通
其

方
案
及
進
達
候
条
御
詮
議
之
上
御
決
行
ヲ
相
成
り
候
様
存
度
此
段
申
進
差
也 

 
 そ

の
結
果
、「
陸
軍
看
病
人
磨
工
召
募
準
則
」
が
定
め
ら
れ
、
第
一
條
で
「
看
病
人
ハ
病
院
病
室
及

憲
兵
隊
其
他
衛
生
部
士
官
ノ
属
ス
ル
官
廨
ニ
置
キ
患
者
ノ
看
護
其
他
看
護
ニ
係
ル
雑
務
ニ
服
セ
シ
ム
」

と
規
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
病
院
、
官
衙
、
学
校
に
は
傭
人
の
看
病
人
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
条
で
は
、
近
衛
各
師
団
の
軍
医
部
及
び
病
院
に
置
い
て
治
療
器
械
の
研
磨
と
修
理
を
行
う
こ
と

が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
明
治
初
年
か
ら
徴
兵
令
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
使
用
し
て
い
た
傭
人
看
病

人
の
復
活
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
磨
工
卒
を
傭
人
と
し
て
採
用
す
る
方
針
は
、
明
治
一
六
年
以
降
と
っ
て
き
た
壮
兵
看
護
卒
を

漸
次
減
少
さ
せ
、
総
て
徴
兵
看
護
卒
と
す
る
方
針
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
陸
軍
看
病
人
磨
工

召
募
準
則
」
が
制
定
さ
れ
た
同
日
に
、
後
述
す
る
看
護
手
制
度
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
壮
兵
看
護

卒
は
全
て
廃
止
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
磨
工
術
を
修
得
し
て
い
る
者
を
、
服
役
年
限
を
過
ぎ
た
後
も

志
願
者
と
し
て
軍
隊
に
採
用
・
確
保
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

「
陸
軍
看
病
人
磨
工
召
募
準
則
」
に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
ま
で
そ

の
制
度
は
存
続
す
る
が
、
戦
時
補
充
上
の
関
係
か
ら
再
び
看
護
卒
に
磨
工
術
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
、
一
九
一
五
年
八
月
に
は
純
然
た
る
磨
工
卒
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
２
５

。 

対
外
戦
争
を
想
定
し
た
明
治
一
五
年
以
降
は
、
西
南
戦
争
で
再
認
識
さ
れ
た
看
護
者
の
確
保
の
問

題
と
と
も
に
、
師
団
編
成
に
向
け
た
軍
備
拡
張
政
策
の
中
で
、
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

限
ら
れ
た
軍
事
費
の
な
か
、
軍
隊
や
戦
場
で
求
め
ら
れ
る
技
術
に
応
じ
た
職
域
の
者
と
し
て
、
新
た

に
研
磨
術
の
研
修
を
終
え
た
も
の
に
は
「
陸
軍
研
磨
証
書
」
を
、
担
架
術
を
三
ヵ
月
学
ん
だ
者
に
は

「
担
架
術
修
業
兵
卒
業
」
と
い
う
証
書
を
発
行
し
、
陸
軍
で
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
。
こ
れ

ら
は
看
護
卒
が
担
っ
て
い
た
職
域
か
ら
の
独
立
で
あ
り
、
看
護
制
度
改
革
の
中
で
行
わ
れ
た
と
位
置

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

陸
軍
で
は
、
橋
本
が
中
心
と
な
り
担
架
卒
や
磨
工
卒
に
関
す
る
改
正
と
同
時
進
行
す
る
形
で
、
看

護
制
度
の
改
革
に
着
手
し
て
お
り
、
次
章
で
看
護
卒
の
教
育
内
容
な
ど
、
行
わ
れ
た
第
二
次
看
護
制

度
改
革
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

註 １

「
第
十
三
号 

出
師
編
制
及
職
務
綱
領
」『
桂
太
郎
文
書 

十
七
』
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
室
所
蔵
）

九
六
―
一
三
四
頁
。 

２ 

「
瑞
西
国
政
府
ニ
於
テ
設
立
ノ
赤
十
字
社
ノ
加
入
ノ
事
」
親
展
第
一
八
九
号
、
国
立
公
文
書
館
・
公
文

別
禄
・
外
務
省
・
明
治
一
五
年
～
一
八
年
第
三
巻
。
こ
の
中
に
は
「
赤
十
字
ノ
儀
ニ
付
調
査
」
と
「
赤

十
字
社
規
則
」
第
一
〇
条
が
含
ま
れ
て
い
る
。 
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３ 
「
赤
十
字
社
加
盟
ノ
件
」
国
立
公
文
書
館･

内
閣･

公
文
書
別
録
・
陸
軍
省
・
海
軍
省
・
明
治
十
八

年
、
製
作
者
大
山
巌
。 

４ 

亀
山
『
近
代
日
本
看
護
史Ⅰ

 

日
本
赤
十
字
社
と
看
護
』
一
六
頁
。
川
口
啓
子
・
黒
川
章
子
『
従
軍
看

護
婦
と
日
本
赤
十
字
社
―
そ
の
歴
史
と
従
軍
証
言
』
（
文
理
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
三
〇
―
三
一
頁
。 

５ 

吉
川
『
日
赤
の
創
始
者 

佐
野
常
民
』
一
一
三
頁
。 

６ 

「
戦
時
編
制
概
則
改
正
」
達
乙
第
一
号
、
明
治
一
九
年
一
月
四
日
『
陸
軍
省
大
日
記
』 

７ 

吉
川
『
日
赤
の
創
始
者 
佐
野
常
民
』
一
一
二
―
一
一
三
頁
。 

８ 

「
博
愛
社
ヨ
リ
病
院
創
設
ニ
付
橋
本
軍
医
総
監
督
嘱
託
ノ
義
照
会
」
明
治
一
九
年
一
〇
月
二
〇
日
『
陸

軍
省
大
日
記
』
明
治
一
九
年
「
弐
大
日
記
十
月
」 

９ 

日
本
赤
十
字
社
中
央
女
子
短
期
大
学
編
纂
『
日
本
赤
十
字
社
中
央
女
子
短
期
大
学
九
〇
年
史
』（
一
九

八
〇
年
、
絢
文
社
）
一
六
―
一
七
頁
。 

１
０ 

「
戦
時
編
制
概
則
」
達
乙
第
一
号
、
明
治
一
九
年
一
月
四
日
『
陸
軍
省
大
日
記
』 

１
１ 

「
陸
軍
臨
時
制
度
審
議
委
員
」
戦
時
衛
生
事
務
改
正
審
査
員
メ
ン
バ
ー
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
の

は
、 

遠
藤
慎
司
（
陸
軍
二
等
軍
吏
）
、
谷
口
謙
（
陸
軍
一
等
軍
医
）、
落
合
泰
蔵
（
陸
軍
一
等
軍
医
）、

原
田
良
太
郎
（
陸
軍
騎
兵
大
尉
）
、
徳
田
正
稔
（
陸
軍
輜
重
兵
少
佐
）、
真
鍋
斌
（
陸
軍
歩
兵
中
佐
）、

石
坂
惟
寛
（
陸
軍
一
等
軍
医
正
）
、
児
玉
源
太
郎
（
陸
軍
歩
兵
大
佐
）
で
あ
る
。 

１
２ 

「
鎮
台
職
官
営
所
職
官
表
別
紙
之
通
被
改
」
達
第
十
二
号
、
明
治
一
九
年
三
月
一
一
日
、
『
法
令

全
書
第
十
九
ノ
二
』
（
内
閣
官
報
局
、
一
九
七
八
年
）
一
六
八
―
一
七
二
頁
。 

１
３ 

『
戦
時
編
制
概
則
改
正
師
団
戦
時
整
備
仮
規
則
陸
軍
定
員
令
』（
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）「
軍

事
行
政
編
制
三
四
三
」
。 

１
４ 

「
戦
時
衛
生
軍
務
改
正
ノ
義
ニ
付
申
進
」
（
医
第
七
九
号
）『
陸
軍
省
弐
大
日
記
』
明
治
一
九
年
「
弐

大
日
記
四
月
」 

１
５ 

「
担
架
卒
選
抜
教
育
規
則
並
ニ
衛
生
隊
編
制
表
之
義
ニ
付
上
申
」（
弐
大
一
四
八
三
号
）
一
八
八
六
年

六
月
二
五
日
『
陸
軍
省
弐
大
日
記
』
明
治
二
〇
年
「
弐
大
日
記
二
月
」(

総
医
第
六
八
号) 

１
６ 

谷
口
謙
（
ゆ
ず
る
）「
独
逸
戦
時
衛
生
條
例
摘
要
」（『
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
第
三
号
、
一
八
八
六
年

二
月
）
一
七
―
三
二
頁
。 

１
７ 

武
谷
豊
「
独
逸
衛
生
条
例
摘
要
附
録
」（『
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
第
三
号
、
一
八
八
六
年
二
月
）
三

四
―
四
三
頁
。 

１
８ 

「
担
架
隊
演
習
方
法
印
刷
之
件
ニ
付
申
進
」
明
治
二
〇
年
「
弐
大
日
記
二
月
」
一
八
八
六
年
一
〇
月

一
九
日
「
担
架
隊
演
習
方
法
」
が
別
紙
と
し
て
添
付
さ
れ
九
〇
冊
印
刷
さ
れ
た
。 

１
９ 

「
改
正
傷
者
運
搬
術
試
業
之
例
」（
送
乙
第
四
二
〇
九
号
）
明
治
一
九
年
「
弐
大
日
記
十
月
」
一
八
八

六
年
一
〇
月
一
四
日 

２
０ 

「
戦
時
師
団
司
令
部
編
成
表
」
明
治
二
〇
年
七
月
二
〇
日
、
陸
達
第
一
五
六
号
『
陸
軍
省
大
日
記
』 

２
１ 

「
一
般
へ
壮
兵
看
護
卒
総
括
の
達
」
一
八
八
六
年
四
月
二
二
日
、
明
治
十
九
年
「
弐
大
日
記
五
月
」 

２
２ 

「
壮
兵
看
護
卒
ノ
義
自
今
徴
兵
看
護
卒
同
様
各
鎮
台
司
令
官
ニ
於
テ
統
轄
ス
ヘ
シ
」
一
八
八
六
年
五

月
五
日
省
令
第
七
二
号
。 

２
３ 

『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
昭
和
篇
）
二
五
二
頁
。 

２
４ 

「
雇
人
之
看
病
人
磨
工
召
募
方
法
被
相
定
度
儀
ニ
付
申
進
」
明
治
二
一
年
一
一
月
一
日
『
陸
軍
衛
生

制
度
史
（
明
治
篇
）
三
二
九
頁
。 

（
総
医
第
九
一
号
）
陸
軍
省
「
貮
大
日
記
」
明
治
二
一
年
一
一
月
二
三
日
（
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
） 

２
５ 

『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
昭
和
篇
）
五
三
頁
。 
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第
二
章 

看
護
制
度
の
第
二
次
改
革 

  
 
 
 
 

 
一 
「
看
護
学
卒
業
」
名
簿
管
理
の
は
じ
ま
り 

 

一
八
八
四
年
に
改
定
さ
れ
た
「
明
治
十
七
年
徴
兵
看
護
卒
取
扱
手
続
」（
省
令
第
四
一
号
）
が
改
正
さ
れ
、

看
護
卒
の
学
ぶ
科
目
は
一
二
科
目
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
年
後
の
一
八
八
六
年
四
月
五
日
に
は
「
明
治
十
九

年
徴
兵
看
護
卒
取
扱
手
続
」
が
制
定
さ
れ
、
第
三
教
科
の
「
伝
染
病
者
看
護
法
」
に
代
わ
り
、「
治
療
介
輔
法
」

（
表
１
２
参
照
）
と
い
う
教
科
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
同
年
六
月
二
日
に
は
、『
陸
軍
看
護
卒
教
科
書
第
二
版
』

が
出
版
さ
れ
、「
治
療
介
輔
法
」
の
内
容
と
し
て
、
薬
量
、
薬
用
法
、
浣
腸
法
、
罨
法
、
蜞
針
及
吸
角
用
法
、

芥
子
泥
及
芫
菁
膏
貼
用
法
、
手
術
準
備
及
介
輔
、
救
急
法
、
創
傷
、
止
血
法
の
項
目
が
並
ん
だ
。
こ
れ
は
戦

場
で
軍
医
を
助
け
、
治
療
に
あ
た
る
看
護
兵
に
求
め
ら
れ
る
技
術
と
し
て
、
追
加
さ
れ
た
看
護
法
で
あ
っ
た
。

「
治
療
介
輔
法
」
と
い
う
教
科
は
、
師
団
編
制
と
衛
生
隊
の
編
制
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
看
護
卒
に
は
、
創

傷
の
取
扱
を
習
熟
さ
せ
た
い
と
の
考
え
の
も
と
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

一
八
八
七
年
一
二
月
二
八
日
、「
明
治
二
十
年
陸
軍
看
護
卒
教
育
規
則
」（
陸
達
第
一
五
五
号
、
全
九
条
）

（
以
下
「
看
護
卒
教
育
規
則
」
と
す
る
）（
資
料
１
１
参
照
）
が
制
定
さ
れ
、「
明
治
十
九
年
徴
兵
看
護
卒
取

扱
手
続
」
は
廃
止
と
な
る
。「
看
護
卒
教
育
規
則
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
徴
兵
看
護
卒
」
と
い
う
対
象
名
が

「
陸
軍
看
護
卒
」
に
、「
取
扱
手
続
」
が
「
教
育
規
則
」
に
変
更
さ
れ
る
。
こ
の
「
看
護
卒
教
育
規
則
」
は
、

看
護
卒
教
育
上
の
初
め
て
の
単
行
規
定
で
あ
っ
た
１

。 

「
看
護
卒
教
育
規
則
」
で
は
、
看
護
法
と
し
て
学
ぶ
第
二
・
第
三
教
科
は
「
明
治
十
九
年
徴
兵
看
護
卒
取

扱
手
続
」（
表
１
３
参
照
）
と
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
教
科
書
は
改
訂
さ
れ
、『
陸
軍
看
護
卒
教
科
書
第
三
版
』

（
明
治
二
〇
年
五
月
一
三
日
発
行
）
が
発
行
さ
れ
る
。
そ
の
諸
言
を
紹
介
す
る
。 

 

此
書
ハ
看
護
卒
教
科
ノ
大
要
ヲ
示
ス
者
ニ
シ
テ
其
業
ヲ
受
授
ス
ル
ニ
字
句
文
章
ニ
拘
ラ
ズ
専
ラ
其
趣
意

ヲ
審
ニ
シ
実
地
応
用
ヲ
主
ト
ス
ヘ
シ
。
看
護
卒
ハ
常
備
役
満
期
ノ
後
ト
雖
ト
モ
常
ニ
此
書
ヲ
携
帯
シ
テ

家
業
ノ
余
暇
温
習
シ
有
事
ノ
日
ニ
方
リ
機
ニ
臨
テ
捷
ク
其
技
能
ヲ
奏
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
。
此
書
ノ
空
欄

中
ニ
ハ
各
自
教
授
ヲ
授
ケ
タ
ル
條
件
ヲ
記
憶
ノ
為
メ
記
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
ス
。
予
備
及
ヒ
後
備
役
二
在

ル
者
ノ
定
期
復
習
或
ハ
臨
時
召
集
ノ
際
ニ
ハ
必
ス
此
書
ヲ
携
帯
ス
ヘ
シ 

 

こ
の
諸
言
に
よ
り
、
陸
軍
で
は
、
常
備
役
（
四
年
）
で
看
護
卒
と
し
て
技
能
を
学
ん
だ
者
に
対
し
て
、
有

事
に
備
え
て
召
集
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
各
自
技
能
を
維
持
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る

こ
と
確
認
で
き
る
。 

「
看
護
卒
教
育
規
則
」
が
制
定
さ
れ
る
以
前
は
、
第
三
教
科
ま
で
修
了
し
た
者
は
、
病
院
長
が
習
熟
を
検

査
し
、
鎮
台
指
令
官
に
具
申
し
て
許
可
を
得
て
「
二
等
看
護
卒
」
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
看
護
卒
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教
育
規
則
」
の
第
七
條
に
お
い
て
、
病
院
長
が
そ
の
習
熟
を
検
閲
し
、
本
人
の
手
帳
に
「
看
護
学
卒
業
」
の

こ
と
を
記
入
す
る
こ
と
、
卒
業
名
簿
と
配
附
表
を
所
管
の
軍
医
部
に
報
告
す
る
事
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
常

備
役
で
陸
軍
看
護
卒
と
し
て
必
要
な
教
科
を
学
び
病
院
長
の
検
閲
に
合
格
し
た
者
を
、
軍
医
部
が
「
看
護
学

卒
業
」
と
し
て
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
（
図
８
参
照
）。 

 

「
看
護
卒
教
育
規
則
」
で
は
、
陸
軍
看
護
卒
は
近
衛
鎮
台
の
歩
兵
連
隊
に
編
入
し
、
六
ヶ
月
の
教
育
期
間

の
間
に
定
め
ら
れ
た
教
科
を
、
病
院
分
営
や
重
病
室
で
学
び
、
教
習
後
は
病
院
長
が
習
熟
を
検
閲
す
シ
ス
テ

ム
が
確
立
さ
れ
た
。
卒
業
が
決
ま
れ
ば
本
人
の
手
帳
に
「
看
護
学
卒
業
」
の
こ
と
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、

部
隊
で
も
名
簿
を
管
理
し
、
軍
医
部
に
報
告
さ
れ
た
。「
検
閲
」
に
よ
っ
て
卒
業
を
決
め
、「
看
護
学
卒
業
」

と
し
て
名
簿
管
理
す
る
こ
と
な
っ
た
こ
と
は
、「
担
架
修
業
兵
卒
業
」
と
同
様
に
、
教
育
を
受
け
特
別
な
技
術

を
身
に
つ
け
た
兵
士
の
確
保
に
よ
る
兵
力
の
向
上
を
も
た
ら
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
と
な
り
、
看
護
制
度

の
改
革
の
ひ
と
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

 
 

二
．
看
護
手
制
度
制
定
に
向
け
た
上
申 

 

一
八
八
八
年
一
二
月
二
四
日
、「
陸
軍
衛
生
部
現
役
看
護
手
補
充
條
例
」（
全
七
條
）
が
制
定
さ
れ
、
徴
兵

壮
兵
の
両
看
護
卒
は
廃
止
と
な
り
、
隊
附
に
看
護
手
を
置
き
、
病
院
官
衙
学
校
は
看
病
人
を
雇
人
と
す
る
こ

と
と
な
る
２

。 

陸
軍
医
務
局
長
橋
本
綱
常
は
こ
の
制
定
に
先
立
ち
、
一
一
月
九
日
陸
軍
大
臣
大
山
宛
て
に
左
記
の
上
申
書

を
提
出
し
て
い
る
３

。 
 

今
般
各
兵
編
制
表
ニ
看
護
卒
ヲ
削
リ
看
護
手
ヲ
被
置
ラ
レ
御
詮
議
ニ
就
キ
テ
ハ
該
看
護
手
ノ
儀
ハ
卒
ト

異
リ
其
の
教
育
ニ
係
ル
学
術
ノ
程
度
ヲ
高
尚
ト
シ
以
テ
上
等
兵
ノ
資
格
ニ
充
ツ
ヘ
キ
精
神
ヨ
リ
シ
テ
改

正
候
儀
ニ
有
之
候
然
レ
ハ
此
段
教
育
不
十
分
ノ
看
護
卒
ヲ
以
て
頓
ニ
看
護
手
ト
換
称
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ

右
ノ
改
正
シ
タ
ル
精
神
上
ニ
於
テ
不
都
合
ニ
之
有
候
又
此
際
看
護
卒
ヲ
全
廃
セ
ン
カ
若
シ
之
ヲ
廃
ス
ル

ニ
於
テ
現
時
ノ
看
護
手
充
実
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
一
朝
事
ア
ル
ニ
際
シ
野
戦
病
院
ソ
ノ
他
各
隊
ニ
補
充

ス
ヘ
キ
者
之
ナ
ク
ニ
付
在
役
看
護
卒
廃
シ
ノ
義
ハ
此
亦
施
行
難
致
候
佑
此
在
役
看
護
卒
ハ
其
満
期
迄
服

役
セ
シ
メ
当
分
ノ
内
看
護
手
欠
座
ノ
場
所
ハ
看
護
卒
ヲ
シ
テ
之
カ
勤
務
ニ
被
充
度
此
段
申
進
候
成 

 
 
 
 
 
 

明
治
二
十
一
年
十
一
月
九
日 

 
 

医
務
局
長 

橋
本
綱
常 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
大
臣
伯
爵 

 

大
山
巌 

殿 
  

橋
本
は
、
教
育
不
充
分
な
看
護
卒
を
全
廃
し
、
看
護
手
を
設
け
る
案
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
看
護
手
は
卒

と
異
な
り
、
高
い
教
育
を
受
け
上
等
兵
の
資
格
と
し
て
充
実
さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
な
ぜ
、
橋
本
は

こ
の
よ
う
な
方
針
を
上
申
し
た
の
か
、
そ
の
根
拠
は
、
一
一
月
一
二
日
の
橋
本
の
上
申
書
「
看
護
卒
ヲ
廃
シ

上
等
兵
資
格
ノ
看
護
手
ヲ
置
キ
各
官
廨
及
病
院
ニ
ハ
雇
人
之
看
病
人
ヲ
附
シ
歩
騎
砲
工
輜
重
兵
隊
ノ
ミ
各
中
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隊
ニ
該
看
護
手
壱
名
宛
被
附
度
儀
付
申
進
」
４

に
書
か
れ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
全
文
を
引
用
す
る
。 

 
従
来
看
護
卒
ノ
補
充
ハ
初
ヨ
リ
看
護
卒
ト
シ
テ
徴
集
シ
歩
兵
隊
ニ
編
入
シ
然
ル
後
病
院
ニ
於
テ
看
護

学
ヲ
教
授
シ
卒
業
ノ
上
病
院
及
歩
騎
砲
工
輜
重
兵
隊
等
ニ
配
付
ス
ル
ノ
規
制
ニ
有

之
候
処
元
ト
看
護

卒
ハ
乗
馬
隊
ニ
在
テ
ハ
乗
馬
ス
ル
ヲ
原
則
ト
ス
故
ニ
現
行
ノ
制
度
ハ
歩
兵
隊
ニ
在
テ
ハ
其
等
ヲ
得
ル
ト

雖
ト
モ
他
ノ
乗
馬
隊
ニ
在
テ
ハ
軍
事
上
ノ
教
育
ニ
於
テ
其
等
ヲ
得
サ
ル
ノ
憾
ナ
シ
ト
セ
ス
依
テ
自
今
騎

兵
隊
附
ニ
在
テ
ハ
騎
兵
隊
ニ
砲
兵
隊
附
ニ
在
テ
ハ
砲
兵
隊
ニ
編
入
相
成
候
様
致
度
加
之
初
ヨ
リ

看
護

卒
ト
シ
テ
徴
集
ス
ル
ト
キ
ハ
自
家
脳
中
想
像
期
画
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
専
ラ
看
護
ノ
一
点
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
軍

事
上
ノ
教
育
ヲ
加
フ
ル
モ
其
練
熟
ノ
程
度
自
ラ
十
分
ナ
ラ
サ
ル
ノ
弊
ア
リ

故
ニ

各
兵
初
年
兵
ニ
シ
テ

上
半
年
間
軍
事
上
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
選
抜
シ
テ
下
半
年
間
看
護
学
修
業
兵
ト
ナ
シ

然
ル

後
看
護
卒
ヲ
命
シ
候
様
致
度
候
且
ツ
自
今

看
護
卒
ハ
各
隊
ノ
ミ
ニ
置
キ
病
院
及
各
官
廨
附
ノ
者
ハ
之

ヲ
全
廃
シ
テ
雇
員
ノ
看
病
人
ヲ
配
布
ス
ル
事
ニ
改
正
相
成
候
様
致
度
何
者
病
院
ニ
於
ケ
ル
看 

 
 

 

護
卒
ノ
勤
務
ハ
隊
附
ト
其
趣
ヲ
異
ニ
シ
隊
附
ニ
在
テ
ハ
行
軍
等
ニ
当
リ
医
官
一
時
不
在
ノ
場
合
ニ
於
テ

ハ
救
急
処
置
ヲ
施
ス
ヘ
キ
技
儞
ヲ
要
ス
レ
ト
モ
病
院
ニ
在
テ
ハ
兵
起
居
ノ
介
補
屎
尿
ノ
排
棄
、
室
内
酒

掃
、
食
餌
ノ
配
与
、
等
ヲ
ナ
ス
ニ
止
ル
ヲ
以
テ
雇
員
ノ
看
病
人
ヲ
使
用
ス
ル
モ
敢
テ
差
支
ナ
カ
ル
ヘ
ク

之
ニ
反
シ
テ

病
院
等
ニ
兵
役
義
務
者
ヲ
置
ク
ト
キ
ハ
其
費
用
上
頗
ル
不
利
ナ
リ

何
者
兵
役
義
務
者
ニ

在
テ
ハ
其
勤
務
ヲ
隔
日
ニ
為
サ
サ
ル
ヲ
得
ス
故
ニ
実
際
ノ
日
役
五
十
人
ナ
レ
ハ
定
員
百
人
ヲ
要
シ
而
シ

テ
別
ニ
教
育
中
ノ
モ
ノ
五
十
人
ア
ル
ヲ
以
テ
其
定
役
以
外
百
人
ヲ
養
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
況
ヤ
為
メ
ニ
看
護

卒
舎
ヲ
要
ス
ル
ヲ
ヤ
之
ニ
代
ユ
ル
ニ

日
勤
ノ
雇
員
ヲ
以
テ
ス
ル
ト
キ
ハ
日
役
五
十
人
ヲ
要
セ
ハ
定
員

亦
五
十
人
ニ
テ
足
レ
リ
又
更
ニ
看
護
卒
舎
ヲ
要
セ
サ
ル
ノ
利
ア
リ

又
従
来
看
護
卒
ノ
教
育
時
期
ハ

大

約
六
ケ
月
ニ
シ
テ
内
三
ヶ
月
ハ
軍
事
上
ノ
教
育
三
ヶ
月
ハ
看
護
学
ノ
教
育
ニ
充
テ

候
処
今
日
ノ
実
験

ニ
徴
ス
ル
ニ
該
教
育
ノ
日
数
ニ
テ
ハ

看
護
学
ハ
固
ヨ
リ
軍
事
上
ノ
教
育
ニ
於
ケ
ル
モ
充
分
ニ
無
之
況

ヤ
軍
人
志
気
態
度
ニ
至
テ
ハ
充
分
ナ
リ
ト
ナ
シ
難
キ
ノ
憾
ナ
シ
ト
セ
ス

元
来
看
護
卒
ノ
勤
務
タ
ル
固

ヨ
リ
病
兵
ノ
起
臥
ヲ
助
ケ
屎
尿
ノ
排
棄
等
ニ
ノ
ミ
従
事
ス
ル
ニ
非
ス
シ
テ

平
生
専
ラ
医
官
治
療
ノ
補

助
ニ
任
シ
行
軍
演
習
其
他
ノ
場
合
ニ
於
テ
一
時
医
官
ノ
不
在
ニ
際
シ
テ
ハ
自
ラ
救
急
処
置
ヲ
為
ス
ヘ
キ

モ
ノ
ニ
之
ア
リ
其
処
置
ノ
適
否
如
何
ニ
依
テ
ハ
患
者
ノ
予
後
ニ
於
テ
其
関
係
少
シ
ト
セ
ス

依
之
従
前

ノ

教
育
年
期
ヲ
改
メ
テ
一
ヶ
年
ト
シ
其
上
半
年
ハ
軍
事
上
ノ
教
育
其
下
半
年
ハ
看
護
学
ニ
充
テ
相
当

ノ
教
育
ヲ
加
ヘ

ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
蓋
シ
従
来
教
育
時
期
ノ
短
キ
ハ
定
員
内
ヲ
以
テ
教
育
ス
ル
ノ
主
旨

ニ
出
テ
タ
ル
モ
此
方
案
タ
ル
財
政
上
苟
且
ノ
策
ニ
シ
テ
教
育
ト
実
役
ト
両
様
同
時
ニ
施
行
ス
ヘ
カ
ラ
サ

ル
ハ
論
ヲ
竢
タ
ス
依
テ
教
育
中
ノ
モ
ノ
ハ
定
員
ノ
内
ヨ
リ
之
ヲ
省
キ
各
兵
ヨ
リ
初
年
兵
ニ
シ
テ
上
半
年

軍
事
上
ノ
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ヨ
リ
補
充
ス
ル
ト
キ
ハ
年
々
各
兵
一
中
隊
ヨ
リ
半
人
ツ
ツ
ノ
補
充
員

ヲ
要
シ
而
シ
テ
病
院
等
ニ
之
ヲ
置
カ
サ
ル
モ
戦
時
ノ
要
員
ハ
決
シ
テ
欠
員
ヲ
生
セ
サ
ル
ヘ
シ
今
試
ニ
其

要
員
ヲ
算
ス
ル
ニ
戦
時
一
師
団
〔
留
守
師
団
ヲ
合
シ
〕
ニ
看
護
長
九
十
七
人
看
護
卒
百
八
十
六
人
ヲ
定

員
ト
ス
今
平
時
一
師
団
ノ
人
員
ヲ
算
ス
ル
ニ
看
護
長
五
十
二
人
〔
看
護
長
ノ
補
充
ハ
看
護
卒
ニ
シ
テ
再

役
志
願
ノ
者
ヲ
以
テ
ス
〕
看
護
卒
二
百
九
十
六
人
〔
現
役
六
十
二
人
（
各
兵
中
隊
ニ
一
人
）
予
備
役
百
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四
人
後
備
役
百
三
十
人
〕
ア
リ
故
ニ
前
陳
ノ
如
ク
平
時
平
均
一
人
ノ
定
員
ニ
就
キ
戦
時
要
員
ヲ
減
算
ス

ル
モ
〔
戦
時
定
員
ニ
封
ス
ル
看
護
長
ノ
欠
員
ハ
看
護
卒
ニ
シ
テ
其
適
任
証
書
ヲ
所
持
ス
ル
者
ヨ
リ
補
欠

ス
〕
尚
残
員
六
十
人
ヲ
得
ヘ
シ
故
ニ
戦
時
ノ
補
充
ニ
於
テ
ハ
支
吾
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
然
リ
而
シ
テ
毎
年
一

中
隊
半
人
ノ
補
充
員
ヲ
現
行
各
隊
編
制
表
ノ
中
隊
定
員
ニ
増
加
ス
ル
ト
キ
ハ
其
数
全
国
通
シ
テ
合
計
二

百
〇
七
人
ト
ス
此
費
額
金
一 

万
七
千
二
百
九
十
五
円
十
七
銭
九
厘
〔
着
手
初
年
ハ
更
ニ
金
五
千
七
百

二
十
一
円
四
十
三
銭
ヲ
要
ス
〕
ヲ
要
ス
然
ル
ニ
該
金
額
支
出
ノ
途
ヲ
調
査
ス
ル
モ
曩
ニ
騎
工
輜
重
兵
之

隊
ヲ
拡
張
ス
ル
ヲ
以
テ
今
日
ニ
在
テ
ハ
其
支
出
道
ナ
キ
ニ
依
リ
更
ニ
兵
員
ヲ
増
加
シ
テ
補
充
ス
ル
ハ
目

下
望
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
ト
ス

故
ニ
各
隊
編
制
表
中
隊
定
員
ヨ
リ
毎
年
半
人
ヲ
看
護
卒
補
充
ノ
修
業
員

ニ
加
フ
ル
ノ
他
良
策
ナ
カ
ル
ヘ
シ

其
理
由
ヲ
述
ン
ニ
看
護
卒
ハ
其
之
ヲ
命
シ
タ
ル
日
ヨ
リ
現
役
ニ
服

ス
ル
コ
ト
二
ケ
年
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
補
充
ハ
毎
年
定
員
二
分
ノ
一
ヲ
要
ス
ヘ
ク
且
ツ
此
方
法
ニ
拠
ル
ト
キ

ハ
中
隊
兵
員
ハ
定
員
ノ
如
ク
現
在
ニ
テ
欠
員
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
シ
即
チ
入
営
後
六
ヶ
月
間
ハ
軍
事
上

ノ
教
育
ヲ
授
ケ
此
ニ
於
テ
看
護
学
修
業
兵
ヲ
命
シ

六
ヶ
月
間
所
在
地
病
院
ニ
入
学
或
ハ
通
学
セ
シ
メ

卒
業
ノ
上
看
護
卒
ヲ
命
ス
ル

ノ
心
算
ナ
レ
ハ
其
修
業
中
ハ
他
ノ
兵
卒
ト
毫
モ
異
ル
コ
ト
ナ
ク

有
事
ノ

時
ニ
於
テ
ハ
未
卒
業
者
ハ
固
ヨ
リ
看
護
ノ
実
務
ニ
服
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
兵
卒
ノ
勤
務
ニ
服
セ

シ
ム
ル
ノ
主
義
ト
ス

而
シ
テ
一
中
隊
ヨ
リ
半
人
ノ
補
充
員
ヲ
採
ル
ト
キ
ハ
歩
兵
一
連
隊
ニ
六
人
ヲ
要

ス
ト
雖
モ
年
々
徴
集
人
員
ニ
就
テ
ハ
戦
員
ノ
定
員
中
ヨ
リ
看
護
学
修
業
ニ
従
事
セ
シ
ム
ル
者
ハ
実
際
二

人
ニ
過
キ
サ
ル
割
合
ニ
当
レ
リ
何
者

従
来
看
護
卒
定
員
ハ
歩
兵
一
連
隊
ニ
十
二
名
ニ
シ
テ
之
ヲ
戦
員

外
ト
シ
其
徴
集
ハ
年
々
三
分
一
即
チ
四
名
ナ
リ
而
シ
テ
該
四
名
ハ
看
護
学
修
業
中
ト
雖
ト
モ
他
ニ
二
年

兵
三
年
兵
ヲ
合
セ
テ
定
数
ト
ナ
セ
リ

自
今
之
ヲ
改
メ

初
年
兵
ノ
看
護
学
修
業
中
ノ
者
ハ
合
算
セ
ス
シ

テ
常
ニ
定
数
十
二
名
〔
二
年
兵
六
三
年
兵
六
〕
ヲ
現
在
セ
シ
メ

又

従
来
ノ
如
ク
看
護
卒
ノ
徴
集
ヲ
戦

員
外
ト
セ
ス
シ
テ
戦
員
ニ
組
込
ミ

戦
員
中
ニ
於
テ
看
護
卒
ノ
補
充
ヲ
教
育
ス
ル
時
ハ
毎
年
一
中
隊
ヨ

リ
半
人
一
連
隊
ニ
付
キ
六
人
ヲ
要
ス
然
レ
ト
モ
此
六
人
中
ニ
ハ
従
来
一
連
隊
ノ
戦
員
中
ニ
組
込
ア
ル
看

護
卒
ノ
徴
集
員
四
名
ヲ
含
有
ス
ル
カ
故
ニ
他
ノ
二
名
ノ
ミ
毎
年
戦
員
ヨ
リ
補
足
ス
ル
ノ
理
ナ
リ
然
ル
時

ハ
各
隊
ニ
於
テ
モ
別
ニ
不
都
合
ナ
カ
ル
ヘ
ク
且
ツ
其
兵
ノ
補
充
隊
及
後
備
隊
ノ
編
制
上
ニ
於
ケ
ル
モ
著

シ
キ
障
碍
ナ
カ
ル
ヘ
シ
而
シ
テ
常
時
困
難
ノ
財
政
ヲ
以
テ
之
カ
為
メ
ニ
強
テ
他
ノ
費
目
ヲ
減
少
シ
殊
更

ニ
兵
員
ヲ
増
加
ス
ル
ニ
及
ハ
サ
ル
ナ
リ
故
ニ
前
述
ノ
如
ク
各
兵
中
隊
兵
卒
ノ
定
員
ヨ
リ
毎
年
半
人
宛
ヲ

採
リ
看
護
卒
ヲ
補
充
セ
ン
ト
ス
且
又

看
護
卒
ノ
技
倆
ハ
他
ノ
上
等
兵
ニ
於
ケ
ル
学
術
ト
相
匹
敵
ス
ル

モ
ノ
ニ
可
有
之
而
シ
テ
其
職
務
治
療
ノ
事
ニ
与
カ
ル
ヲ
以
テ
卒
ノ
身
分
ヨ
リ
上
位
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
患
者

ノ
信
用
上
ニ
於
テ
モ
其
関
係
不
少
候

ニ
付
自
今
其
位
置
ヲ

上
等
兵
ト
同
一
ニ
ナ
シ

且
看
護
卒
ノ
名
称

ヲ
看
護
手
ニ
改
メ
ラ
レ
度
前
條
ノ
理
由
ナ
ル
ニ
依
リ
別
冊
之
通
看
護
手
補
充
條
例
案
取
調
致
進
達
候
條

御
詮
議
相
成
候
様
致
度
追
テ
右
決
行
相
成
候
上
ハ
看
護
学
修
業
兵
ノ
教
育
規
則
必
要
ニ
可
有
之
ニ
付
是

亦
其
方
案
二
本
取
調
別
冊
ノ
相
附
シ
置
候
條
同
時
ニ
御
決
行
相
成
度
此
段
副
テ
申
進
候
也
（ 

 

線
筆

者
加
筆
） 

 

橋
本
は
上
申
書
の
中
で
、
現
状
の
問
題
点
を
挙
げ
、
戦
時
に
お
け
る
看
護
卒
の
定
員
を
確
保
す
る
た
め
の
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方
法
、
軍
隊
に
お
け
る
看
護
卒
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
維
持
す
る
た
め
の
教
育
方
法
、
補
充
方
法
、
効
果
的

な
看
護
卒
の
配
置
と
其
の
位
置
づ
け
な
ど
、
具
体
的
な
改
正
案
を
提
示
し
た
（
表
１
３
参
照
）。 

橋
本
は
、
看
護
卒
の
職
務
が
戦
場
に
於
い
て
は
「
医
官
が
不
在
の
時
に
は
自
ら
治
療
処
置
を
施
す
人
」
で

あ
る
と
役
割
づ
け
を
し
、
そ
の
た
め
に
は
三
ヶ
月
の
看
護
学
の
教
育
期
間
で
は
充
分
で
は
な
い
こ
と
、
看
護

卒
が
施
す
其
の
看
護
の
技
量
は
上
等
兵
に
匹
敵
す
る
学
術
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
看
護
学
の
教
育
期
間
を
六

ヶ
月
に
す
る
こ
と
、
待
遇
は
上
等
兵
と
同
等
と
し
て
、
名
称
も
「
看
護
手
」
と
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
ま

た
、
陸
軍
と
し
て
の
兵
士
の
確
保
や
軍
事
教
育
の
視
点
に
於
い
て
は
、
や
は
り
三
ヶ
月
の
教
育
期
間
で
は
軍

人
志
気
態
度
に
欠
け
る
と
し
て
、
軍
事
教
育
期
間
を
六
ヶ
月
に
延
長
し
、
歩
騎
砲
工
輜
重
兵
隊
の
各
隊
で
教

授
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
述
べ
た
。 

橋
本
の
改
正
案
は
、
上
半
年
を
軍
事
教
育
に
、
下
半
年
を
看
護
学
教
育
に
充
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

結
果
、
教
育
期
間
を
六
ヵ
月
か
ら
一
年
に
延
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
下
半
年
看
護
学
教
育
を
学
ぶ
者
は
、

兵
卒
中
か
ら
「
篤
実
温
厚
読
書
算
筆
ア
ル
者
」
で
「
看
護
手
ニ
適
当
ノ
者
」
を
選
び
、「
看
護
学
修
業
兵
」
を

命
じ
て
看
護
学
を
学
ぶ
方
法
を
提
案
し
た
。
教
育
期
間
を
一
年
間
に
延
長
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
兵
士
の
確

保
と
補
充
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
橋
本
は
病
院
に
於
け
る
看
護
卒
の
職
務
内
容
は
、
雇
員
で
何
等
不

都
合
は
な
く
、
病
院
で
は
雇
員
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
軍
隊
で
は
看
護
卒
を
兵
士
と
し
て
確
実
に
確
保
で
き

る
こ
と
、
経
費
上
も
節
減
で
き
る
こ
と
を
述
べ
た
。 

現
況
を
改
正
す
る
た
め
に
は
、
経
費
対
策
も
重
要
で
あ
っ
た
。
軍
事
予
算
の
対
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）

比
率
は
、
明
治
大
正
を
通
じ
て
三
パ
ー
セ
ン
ト
台
が
普
通
で
あ
っ
た
５

。
軍
事
費
の
内
で
陸
軍
の
経
費
は
六

十
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
が
俸
給
、
諸
手
当
、
旅
費
、
糧
食
費
、
被
服
費
な
ど
の
人
件
費
で
占
め
ら
れ
た
。
一
人

当
た
り
の
人
件
費
は
海
軍
が
陸
軍
の
約
二
倍
以
上
に
な
る
が
、
陸
軍
は
戦
略
的
に
兵
卒
の
数
を
必
要
と
す
る

た
め
、
俸
給
は
少
な
く
て
も
、
兵
員
の
多
さ
か
ら
多
く
の
人
件
費
を
必
要
と
し
た
６

。
そ
の
た
め
陸
軍
で
は
、

師
団
編
制
に
必
要
な
兵
の
確
保
は
、同
時
に
人
件
費
の
削
減
に
つ
な
が
る
方
策
を
取
る
事
が
必
要
で
あ
っ
た
。

橋
本
の
上
申
は
、
留
守
師
団
を
合
わ
せ
た
戦
時
師
団
に
必
要
な
看
護
長
と
看
護
卒
を
試
算
し
、
軍
全
体
の
拡

張
を
考
え
た
上
申
内
容
で
あ
っ
た
。 

一
八
八
五
年
五
月
一
一
日
に
制
定
さ
れ
た
「
陸
軍
俸
給
表
改
正
」
７

で
は
、
看
護
長
・
看
護
卒
の
日
給
月

給
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。「
陸
軍
看
病
人
磨
工
召
募
準
則
」
で
定
め
ら
れ
た
看
病
人
の
月
給
は
一
等

給
で
八
円
、
二
等
級
は
七
円
で
あ
り
、
月
給
の
み
を
比
較
す
る
と
看
護
卒
よ
り
は
高
い
。
し
か
し
、
宿
舎
費
・

食
費
な
ど
人
件
費
と
し
て
の
陸
軍
予
算
を
考
え
る
と
雇
人
の
看
病
人
を
使
用
す
る
方
が
、
経
費
の
削
減
に
つ

な
が
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。 

一
等
看
護
長 

日
額
は
二
十
二
銭
七
厘
、
平
均
月
額
六
円
九
十
銭
五
厘 

二
等
看
護
長 

日
額
は
十
六
銭
五
厘
、
平
均
月
額
五
円
一
銭
九
厘 

三
等
看
護
長 

日
額
は
十
銭
二
厘
、
平
均
月
額
三
円
十
銭
三
厘 

一
等
看
護
卒 

日
額
は
五
銭
三
厘
、
平
均
月
額
一
円
六
十
一
銭
二
厘
、 

二
等
看
護
卒 

日
額
は
四
銭
五
厘
、
平
均
一
円
三
十
六
銭
九
厘 

橋
本
は
、
戦
時
の
要
員
に
欠
員
が
生
じ
な
い
補
充
方
法
と
し
て
、
中
隊
よ
り
毎
年
半
人
を
補
充
員
と
し
て
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取
る
こ
と
を
考
え
た
。
従
来
の
看
護
卒
の
定
員
は
歩
兵
連
隊
に
一
二
名
（
看
護
修
業
兵
四
名
＋
二
年
兵
四
名

＋
三
年
兵
四
名
）
を
戦
闘
外
と
し
て
い
た
も
の
を
、
定
員
一
二
名
（
二
年
兵
六
名
＋
三
年
兵
六
名
＋
看
護
学

修
業
兵
）
と
す
る
こ
と
と
し
た
。 

陸
軍
で
は
徴
兵
令
を
制
定
す
る
際
に
、
服
役
年
限
を
何
年
に
す
る
か
の
議
論
が
な
さ
れ
、
山
県
有
朋
が 

採
用
し
た
三
年
制
が
継
続
さ
れ
て
い
た
８

が
、
財
政
逼
迫
に
対
し
て
陸
軍
大
臣
の
大
山
巌
は
現
役
年
限
の
短

縮
も
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
桂
太
郎
は
対
外
攻
撃
型
の
芽
を
植
え
つ
け
、
皇
威
拡
張
を
実
現
す
る
た
め
に

は
現
役
兵
の
教
育
年
限
は
、
最
低
三
年
間
は
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
服
役
年
限
の
短
縮
に
は
反
対
の
意
を
唱

え
９

、
現
役
三
年
制
に
固
執
し
た
。
橋
本
は
、
教
育
中
で
あ
る
初
年
兵
を
含
め
て
看
護
卒
の
定
員
と
す
る
こ

と
で
、
定
員
を
確
保
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
補
充
方
法
を
半
人
ず
つ
と
す
る
こ
と
は
、
能
力
の
維
持
を

確
保
す
る
確
実
な
方
法
の
提
案
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
看
護
長
の
補
充
に
つ
い
て
は
、
戦
時
師
団
で
は
看
護
卒

で
「
下
士
適
任
書
」
を
所
持
す
る
者
よ
り
補
欠
を
す
る
こ
と
、
平
時
師
団
で
は
、
看
護
卒
の
再
役
志
願
者
か

ら
補
充
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。 

橋
本
は
、
戦
時
の
要
員
に
欠
員
が
生
じ
な
い
補
充
方
法
と
し
て
、
中
隊
よ
り
毎
年
半
人
を
補
充
員
と
し
て

取
る
こ
と
を
考
え
た
。
従
来
の
看
護
卒
の
定
員
は
歩
兵
連
隊
に
一
二
名
（
看
護
修
業
兵
四
名
＋
二
年
兵
四
名

＋
三
年
兵
四
名
）
を
戦
闘
外
と
し
て
い
た
も
の
を
、
定
員
一
二
名
（
二
年
兵
六
名
＋
三
年
兵
六
名
＋
看
護
学

修
業
兵
）
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
橋
本
は
、
教
育
中
で
あ
る
初
年
兵
を
含
め
て
看
護
卒
の
定
員
と
す
る
こ
と

で
、
定
員
を
確
保
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
補
充
方
法
を
半
人
ず
つ
と
す
る
こ
と
は
、
能
力
の
維
持
を
確

保
す
る
確
実
な
方
法
の
提
案
で
あ
っ
た
（
図
８
参
照
）。 

  
 
 
 
 
 
 

三 

看
護
手
制
度
と
下
士
補
充
制
度
の
確
立 

 

橋
本
の
上
申
の
結
果
、
一
八
八
八
年
一
二
月
二
四
日
「
陸
軍
衛
生
部
現
役
看
護
手
補
充
條
例
」（
資
料
１
２
）

が
勅
令
九
二
号
（
以
下
「
看
護
手
補
充
条
例
」
と
す
る
）
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
す
で
に
一
二
月
一
日
に
は
、

「
陸
軍
看
病
人
磨
工
召
募
準
則
」
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
上
申
書
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
看
護
卒
ハ
各

隊
ノ
ミ
ニ
置
キ
病
院
及
各
官
廨
ノ
者
ハ
之
ヲ
全
廃
シ
テ
雇
員
ノ
看
病
人
ヲ
配
布
ス
ル
」
と
い
う
意
見
が
、「
陸

軍
看
病
人
磨
工
召
募
準
則
」
の
第
一
條
「
看
病
人
ハ
病
院
病
室
及
憲
兵
隊
其
他
衛
生
部
士
官
ノ
属
ス
ル
官
廨

ニ
置
キ
患
者
ノ
看
護
其
他
看
護
ニ
係
ル
雑
務
ニ
服
セ
シ
ム
」
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

「
看
護
手
補
充
条
例
」
の
制
定
に
よ
り
、
隊
附
徴
兵
看
護
卒
は
看
護
手
と
な
り
、
衛
生
部
に
お
け
る
は
看

護
手
の
服
装
・
徽
章
・
日
給
な
ど
は
、
総
て
上
等
兵
と
同
等
と
な
っ
た
（
図
９
）。
研
磨
術
を
修
得
し
て
い
る

者
は
磨
工
に
採
用
さ
れ
、
多
く
の
看
護
卒
は
病
院
附
き
は
雇
人
の
陸
軍
看
病
人
と
し
て
職
務
を
継
続
す
る
こ

と
と
な
っ
た
１
０

。 

こ
の
制
定
に
よ
り
、
徴
兵
看
護
卒
お
よ
び
壮
兵
看
護
卒
の
徴
集
は
中
止
と
な
り
、
看
護
卒
は
隊
附
及
び
病

院
の
現
役
看
護
卒
を
合
わ
せ
て
配
属
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
橋
本
は
そ
の
移
行
処
置
と
し
て
、「
現
役
看
護

卒
中
近
衛
各
師
団
ニ
於
テ
六
百
六
十
八
名
ハ
当
分
在
営
セ
シ
メ
其
他
ハ
此
際
帰
休
セ
シ
ム
」
１
１

と
い
う
内
容
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の
省
令
案
を
提
出
し
、
六
六
八
名
の
看
護
卒
を
そ
の
ま
ま
在
営
措
置
を
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
依
頼
を
し

て
い
る
。 

さ
ら
に
同
日
に
は
、「
陸
軍
衛
生
部
現
役
下
士
補
充
条
例
」（
勅
令
九
三
号
）
全
六
条
（
資
料
１
３)

が
公
布

さ
れ
、
そ
の
第
一
条
に
は
、「
陸
軍
衛
生
部
現
役
下
士
ノ
補
充
ハ
看
護
手
ニ
シ
テ
入
隊
ノ
日
ヨ
リ
起
算
シ
二
箇

年
以
上
現
役
ニ
服
シ
再
服
役
ヲ
許
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
ス
」
と
し
て
、「
下
士
候
補
名
簿
ヲ
製
シ
」
陸
軍
省
医
務

局
長
が
管
理
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
勅
令
に
よ
り
、
看
護
手
と
し
て
二
年
間
服
役
し
た
も
の
で
再

役
を
認
め
た
者
を
名
簿
で
管
理
し
て
、
衛
生
部
下
士
候
補
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

「
看
護
手
補
充
條
例
」
で
は
、
教
育
期
間
は
橋
本
の
上
申
の
通
り
、
軍
事
上
の
教
育
六
ヶ
月
、
看
護
学 

の
教
育
六
ヶ
月
の
計
一
年
に
延
長
さ
れ
、
軍
事
上
の
教
育
は
歩
兵
隊
へ
の
編
入
と
い
う
限
定
が
な
く
な
り
、

補
騎
砲
工
輜
重
兵
の
初
年
兵
が
対
象
と
な
っ
た
（
第
一
条
）。
第
三
条
で
は
、「
第
二
條
ノ
割
賦
ヲ
受
ケ
タ
ル
中

隊
長
ハ
部
下
ノ
兵
卒
中
篤
実
温
厚
読
書
算
筆
ア
ル
者
ニ
シ
テ
看
護
手
ニ
適
当
ノ
者
ヲ
選
ミ
其
名
簿
ヲ
作
リ
順
序
ヲ

経
テ
連
隊
長
独
立
大
隊
ニ
在
テ
ハ
大
隊
長
以
下
之
ニ
倣
フ
ニ
呈
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
、
配
属
さ
れ
た
看
護
学
を
修
め

た
者
（
軍
事
教
育
六
ヶ
月
、
看
護
学
六
ヶ
月
）
か
ら
、
選
ん
で
順
番
に
名
簿
に
登
録
し
て
看
護
手
と
な
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
た
。 

第
四
條
で
は
、
看
護
学
修
業
兵
は
、
連
隊
長
が
命
じ
、
そ
の
地
に
衛
戍
病
院
に
通
学
し
て
看
護
学
を
学
ぶ
こ
と

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
第
五
条
で
は
、「
看
護
学
修
業
兵
」
を
、
卒
業
後
は
卒
業
名
簿
に
よ
っ
て
管
理
す
る
こ
と
、

看
護
手
に
補
欠
が
生
じ
た
と
き
は
連
隊
長
が
看
護
手
を
命
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。橋
本
は
上
申
書
の
中
で「
戦

時
ノ
要
員
ハ
決
シ
テ
欠
員
ヲ
生
セ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
し
て
、「
看
護
長
ノ
補
充
ハ
看
護
卒
ニ
シ
テ
再
役
志
願
者
ノ

者
ヲ
以
テ
ス
」「
戦
時
定
員
ニ
封
ス
ル
看
護
長
ノ
欠
員
ハ
看
護
卒
ニ
シ
テ
其
適
任
証
書
ヲ
所
持
ス
ル
者
ヨ
リ
補

欠
ス
」
と
い
う
改
正
案
を
提
案
し
て
お
り
、
第
五
條
の
制
定
に
よ
っ
て
看
護
手
及
び
看
護
長
の
欠
員
も
、
速

や
か
に
補
充
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た
。
第
六
條
で
は
、
毎
年
二
中
隊
に
一
名
の
割
合
で
補
充
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
。
一
八
八
六
年
か
ら
一
八
九
〇
年
制
定
さ
れ
た
各
隊
の
編
制
表
は
こ
の
規
則
が
基
本
と
な

り
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

「
看
護
手
補
充
條
例
」「
陸
軍
衛
生
部
現
役
下
士
補
充
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
結
果
、
看
護
卒
か
ら
か
上
等

兵
と
な
る
看
護
手
に
適
し
て
い
る
と
思
う
者
を
選
ん
で
名
簿
を
作
り
、
そ
の
名
簿
の
な
か
か
ら
看
護
学
修
業

兵
を
命
じ
て
衛
戍
病
院
で
学
ば
せ
、
看
護
学
修
業
兵
と
し
て
名
簿
登
録
し
、
看
護
手
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き

に
は
そ
の
名
簿
か
ら
補
充
す
る
。
ま
た
、
衛
生
部
下
士
に
は
二
年
間
看
護
手
を
務
め
、
衛
生
部
下
士
候
補
生

と
し
て
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
か
ら
、
下
士
に
任
命
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
（
図
１

０
参
照
）。
こ
の
看
護
手
制
度
の
制
定
が
「
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革
」（
表
１
６
参
照
）
で
あ
る
。 

 

「
陸
軍
衛
生
部
現
役
看
護
手
補
充
條
例
」
が
制
定
さ
れ
た
翌
日
の
二
五
日
に
は
、「
陸
軍
看
護
学
修
業 

兵
教
育
規
則
」（
達
第
二
四
一
号
）
全
一
七
条
（
資
料
１
４
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
で
初
め
て
、 

試
験
制
度
（
第
十
四
條
～
第
十
七
條
）
が
導
入
さ
れ
た
。
試
験
は
学
科
が
口
答
、
術
科
は
実
施
が
行
わ
れ 

た
。
術
科
は
包
帯
術
、
救
急
術
、
患
者
運
搬
法
の
三
科
目
で
あ
り
、
こ
の
三
科
目
は
戦
場
の
看
護
人
の
技 

術
と
し
て
陸
軍
が
必
要
と
し
た
技
術
で
あ
っ
た
。
但
し
、
患
者
運
搬
法
は
、
担
架
術
の
教
官
を
看
護
長
が 

担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
修
得
す
る
べ
き
技
術
で
あ
っ
た
。 
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試
験
の
合
否
基
準
も
決
め
ら
れ
、
試
験
制
度
の
導
入
は
陸
軍
が
将
来
上
等
兵
、
更
に
戦
時
に
お
い
て
は 

下
士
（
看
護
長
）
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
「
看
護
学
修
業
兵
」
の
、
教
育
レ
ベ
ル
の
標
準
化
を
目
的
と
し
て

も
の
で
あ
っ
た
。「
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
育
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
教
科
書
も
改
訂
さ
れ
る
。
一

八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
二
月
一
二
日
に
『
陸
軍
看
護
卒
教
科
書
（
第
四
版
）』
が
出
版
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て

い
た
が
、
一
八
九
〇
年
五
月
一
二
日
に
は
陸
達
第
九
二
号
と
し
て
『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』
が
出
版

さ
れ
る
。 

『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』
の
第
一
編
は
「
勤
務
学
」（
資
料
１
５
）
で
あ
り
、
軍
隊
に
お
け
る
看
護

者
に
求
め
ら
れ
る
軍
人
と
し
て
の
態
度
・
資
質
・
看
護
技
術
能
力
・
教
育
期
間
・
役
割
・
選
抜
方
法
・
求
め

ら
れ
る
資
質
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
一
項
目
で
は
、
軍
隊
で
看
護
人
に
は
、
戦
場
に
お
け
る
伝
染
病
者

の
看
護
と
負
傷
兵
の
救
急
処
置
能
力
と
、「
勇
気
ト
服
従
ノ
精
神
」
が
必
要
で
あ
り
、
上
官
の
命
令
を
遂
行
す

る
事
も
書
か
れ
て
い
る
。
二
項
目
目
に
は
、
看
護
手
は
軍
事
上
の
教
育
を
受
け
、
軍
役
に
服
し
て
い
る
者
と

し
て
、
兵
器
を
執
れ
る
こ
と
で
、「
名
誉
ヲ
得
ル
」
事
が
で
き
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
橋
本
が

上
申
書
で
述
べ
た
よ
う
に
、
陸
軍
で
は
看
護
人
で
あ
っ
て
も
兵
士
と
し
て
の
役
割
を
求
め
て
お
り
、
軍
役
と

し
て
の
志
気
の
高
さ
と
、
戦
場
で
の
役
割
を
果
た
せ
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
た
事
が
明
文
化
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
軍
事
教
育
期
間
の
延
長
に
よ
っ
て
修
得
で
き
る
能
力
と
し
て
実
現
で
き
た
結
果
で
あ
っ

た
。 ま

た
看
護
手
に
な
れ
る
の
は
「
歩
兵
、
騎
兵
、
砲
兵
、
工
兵
、
輜
重
兵
中
六
箇
月
間
軍
事
教
育
ヲ
受
ケ
品

行
方
正
ニ
シ
テ
読
書
、
算
術
ヲ
心
得
、
訓
育
ニ
適
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
で
選
抜
さ
れ
た
者
で
あ
り
、「
特
科
学
術
」

を
取
得
し
た
者
で
あ
っ
た
。「
特
科
学
術
」
の
内
容
は
、
戦
時
に
医
官
や
調
剤
手
の
人
員
が
不
足
す
る
こ
と
を

想
定
し
、
看
護
手
の
任
務
範
囲
が
拡
張
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
「
現
役
中
更
ニ
高
度
ノ
教
育
ヲ
受
ク
ル
ヲ

要
ス
ル
」
と
し
た
。 

「
陸
軍
衛
生
部
現
役
看
護
手
補
充
條
例
」
の
制
定
に
よ
り
現
役
満
期
の
者
が
志
願
に
よ
り
再
役
と
し
て
看

護
手
に
従
事
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。陸
軍
で
は
軍
事
教
育
も
特
科
学
術
と
し
て
看
護
学
を
修
得
し
た
者
を
、

戦
時
に
看
護
手
ま
た
は
看
護
長
と
し
て
召
集
で
き
る
に
な
っ
た
こ
と
で
、
戦
時
に
確
実
に
召
集
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
確
立
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
加
藤
陽
子
氏
が
徴
兵
令
改
正
の
三
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
、
国
家
が

訓
練
済
み
兵
力
の
効
率
的
な
確
保
に
向
け
て
、
看
護
手
・
看
護
長
の
補
充
と
召
集
シ
ス
テ
ム
が
、
整
備
・
確

立
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。 

第
二
章
は
「
看
護
手
ノ
勤
務
」
と
し
て
九
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
看
護
手
の
所
属
と
定
員
に
つ
い
て

は
「
看
護
手
補
充
條
例
」
の
第
六
條
に
毎
年
二
中
隊
に
一
を
割
合
で
補
充
す
る
こ
と
と
同
様
に
、「
看
護
手
ハ

所
属
ノ
中
隊
ニ
属
シ
一
ハ
本
隊
の
医
官
ニ
隷
属
シ
テ
勤
務
ヲ
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
第
六

章
に
は
平
時
衛
生
部
組
織
の
概
要
で
各
隊
に
附
属
す
る
衛
生
人
員
は
示
さ
れ
た
。 

防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
の
『
明
十
九
～
二
三
編
制
関
係
綴
』
１
２

に
は
、
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
九
〇
年

に
制
定
さ
れ
た
編
制
表
が
集
録
さ
れ
て
い
る
。 

・「
戦
時
歩
兵
一
連
隊
編
制
表
」（
明
治
二
〇
年
一
月
） 

・「
戦
時
工
兵
一
大
隊
編
制
表
」(

明
治
二
〇
年
一
月) 
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・「
戦
時
騎
兵
一
大
隊
編
制
表
」（
明
治
二
一
年
五
月
二
日
） 

・「
騎
兵
補
充
中
隊
編
制
表
」（
明
治
二
一
年
五
月
二
日
） 

・「
戦
時
輜
重
兵
一
大
隊
編
制
表
」（
明
治
二
一
年
一
月
二
〇
日
） 

・「
衛
生
隊
編
制
表
」（
明
治
二
一
年
七
月
二
〇
日
） 

・「
野
戦
病
院
編
制
表
」（
明
治
二
一
年
七
月
二
〇
日
） 

・「
戦
時
野
戦
砲
兵
一
連
隊
編
制
表
」（
明
治
二
三
年
二
月
二
一
日
） 

・「
平
時
要
塞
砲
兵
一
連
隊
編
制
表
」(

明
治
二
三
年
三
月
二
九
日) 

編
制
表
の
う
ち
、
明
治
二
〇
年
、
二
一
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
の
階
級
は
看
護
長･

看
護
卒
で
あ
る
が
、
明
治

二
三
年
に
制
定
さ
れ
た
編
制
表
で
は
、
階
級
は
看
護
長
と
「
看
護
手
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。 

一
八
八
八
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
「
野
戦
病
院
編
制
表
」
の
階
級
に
は
一
二
三
看
護
長
が
七
名
、
看
護
卒

は
一
〇
名
に
看
病
人
は
三
〇
名
、
磨
工
は
一
名
の
合
計
四
一
名
が
兵
卒
の
定
員
と
な
っ
て
い
る
。「
陸
軍
看
病

人
磨
工
召
募
準
則
」
で
定
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
病
院
に
看
病
人
と
磨
工
を
徴
兵
で
な
く
、
雇
員
と
し
た
こ
と

で
、
野
戦
病
院
で
は
三
一
名
の
徴
兵
に
よ
る
兵
卒
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
事
が
確
認
で
き
る
。 

ま
た
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
制
定
の
「
戦
時
野
戦
砲
兵
一
連
隊
編
制
表
」
の
備
考
欄
に
は
、
中
隊
附

一
（
二
）
等
卒
中
少
と
も
「
捕
助
担
架
卒
四
名
を
含
む
」
事
が
書
か
れ
て
い
る
。「
補
助
担
架
卒
」
は
階
級
に

は
書
か
れ
て
い
な
い
が
隊
内
の
役
割
と
し
て
「
補
助
担
架
卒
」
を
育
成
し
て
い
た
事
が
確
認
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
に
看
護
手
制
度
第
二
次
改
革
（
表
１
４
参
照
）
に
よ
り
、
陸
軍
は
衛
生
隊
編
制
に
向
け
、
看 

護
要
員
の
教
育
体
制
、
補
充
体
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 
 註 １ 

『
陸
軍
衛
生
制
度
史(

明
治
篇
）
四
五
九
頁
。 

２ 

『
陸
軍
衛
生
制
度
史(

明
治
篇
）
三
三
八
頁
。 

３ 

「
在
役
看
護
卒
服
役
ノ
件
、
本
年
徴
集
看
護
卒
補
充
員
組
換
ノ
件
、
看
護
卒
過
員
帰
休
の
件
」（
総
医
第

九
二
号
）「
陸
軍
省
弐
大
日
記
」
乾
（
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
） 

４ 

「
看
護
卒
ヲ
廃
シ
上
等
兵
資
格
ノ
看
護
手
ヲ
置
キ
各
官
廨
及
病
院
ニ
ハ
雇
人
之
看
病
人
ヲ
附
シ
歩
騎
砲
工

輜
重
兵
隊
ノ
ミ
各
中
隊
ニ
該
看
護
手
壱
名
宛
被
附
度
儀
付
申
進
」
明
治
二
一
年
「
弐
大
日
記
一
二
月
」、
弐
大

三
三
八
三
号
、
総
医
第
一
〇
六
号
、
防
衛
庁
研
究
図
書
館
所
蔵
。 

５ 

熊
谷
光
久
『
日
本
軍
の
人
的
制
度
と
問
題
点
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
）
一
〇
一
頁
。 

６ 

熊
谷
『
日
本
軍
の
人
的
制
度
と
問
題
点
の
研
究
』
一
〇
四
―
一
〇
七
頁
。
大
正
元
年
の
比
較
に
な
る
が
、

一
人
あ
た
り
の
俸
給
諸
給
（
含
諸
手
当
）
は
陸
軍
一
一
六
、
三
円
に
対
し
、
海
軍
二
六
一
円
と
海
軍
の
半

額
と
な
る
が
、
総
額
の
人
件
費
と
な
る
と
陸
軍
の
兵
員
数
二
四
、
四
〇
〇
名
に
対
し
て
総
人
件
費
五
八
、

九
九
二
、
七
〇
二
円
に
対
し
、
海
軍
は
兵
員
数
五
四
、
〇
七
五
名
に
対
し
て
総
人
件
費
二
、
九
二
六
、
三

二
六
円
と
、
陸
軍
が
二
倍
の
人
件
費
を
必
要
と
し
た
。 

７ 

「
陸
軍
俸
給
表
改
正
」
明
治
一
八
年
五
月
一
一
日
、
内
閣
記
録
局
『
明
治
職
官
遠
隔
表
（
全
七
冊
）
合
本

２
《
明
治
百
年
史
叢
書
》
第
一
七
五
回
配
本
／
第
二
七
二
巻
』（
原
書
房
、
一
九
七
七
年
）
八
二
―
八
五
頁
。 

８ 

篠
原
『
陸
軍
創
設
史
』
三
六
〇
―
三
六
五
頁
。
一
八
七
〇
年
の
「
徴
規
則
」
で
は
、
服
役
期
間
を
四
年
と

定
め
、「
論
主
一
賦
兵
」
で
は
曽
我
が
常
備
三
年
、
第
一
予
備
二
年
、
第
二
予
備
二
年
の
合
計
七
年
を
主
張
、

山
県
は
予
備
の
仕
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
二
〇
歳
で
兵
役
に
入
り
、
二
年
で
予
備
籍
に
移
り
、
そ
の
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後
も
四
年
の
予
備
兵
役
が
あ
る
こ
と
で
、
七
年
の
予
備
を
含
め
て
一
五
間
の
兵
役
が
確
保
で
き
る
と
い
う

計
算
を
し
た
。
実
際
に
は
曽
我
案
の
三
年
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

９ 

山
田
千
秋
『
日
本
軍
制
の
起
源
と
ド
イ
ツ
』
原
書
房
、
一
九
九
六
年
、
二
二
一
～
二
二
七
頁
。
ド
イ
ツ
の

軍
政
を
模
範
と
し
た
桂
太
郎
は
三
年
現
役
制
に
強
く
固
執
し
た
。
一
八
六
〇
年
代
の
プ
ロ
イ
セ
ン
で
も
軍

制
改
革
の
焦
点
で
あ
り
、
国
王
や
貴
族
は
二
年
で
は
忠
実
な
兵
士
は
養
育
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
一
八

六
〇
年
頃
の
ド
イ
ツ
で
は
、
統
一
の
た
め
に
は
対
外
戦
を
戦
い
ぬ
く
に
は
、
命
令
に
き
わ
め
て
忠
実
な
兵

士
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
桂
も
兵
士
に
は
対
外
攻
撃
型
の
芽
を
植
え
つ
け
、
皇
威
拡
張
を
実
現
す
る

た
め
の
方
略
と
し
て
現
役
三
年
制
に
固
執
し
た
。
加
藤
陽
子
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
』
六
三
～
六
四
頁
。

桂
は
明
治
十
八
年
一
二
月
に
「
陸
軍
経
常
費
節
減
ニ
ヨ
ル
軍
制
改
革
反
対
」
を
お
こ
な
い
、
文
明
の
進
ん

だ
欧
州
諸
国
で
さ
え
兵
士
を
教
育
す
る
の
に
三
年
を
要
す
る
の
に
、
二
年
に
短
縮
す
る
の
は
無
理
だ
と
主

張
し
た
。 

１
０ 

『
陸
軍
衛
生
制
度
史(

明
治
篇
）
三
二
九
頁
。 

１
１ 

「
在
役
看
護
卒
服
役
ノ
件
、
本
年
徴
集
看
護
卒
補
充
員
組
換
ノ
件
、
看
護
卒
過
員
帰
休
の
件
」（
総
医
第

九
二
号
）
陸
軍
省
令
第
二
二
号
、
省
令
案
、「
陸
軍
省
弐
大
日
記
」
乾
（
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
） 

１
２ 

軍
事
行
政
編
制
四
五
五
、『
明
治
十
九
―
二
三
編
制
係
綴
り
』（
防
衛
研
究
所
図
書
館
） 
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結 
論 

 

本
稿
は
、
陸
軍
衛
生
制
度
史
に
お
け
る
看
護
制
度
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
題
に
置
く

も
の
で
あ
る
。
陸
軍
が
、
職
業
看
護
婦
が
開
始
さ
れ
る
以
前
に
、
系
統
的
・
組
織
的
教
育
と
い
う
欧
米
的

な
形
態
に
よ
る
近
代
看
護
教
育
を
始
め
た
そ
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
の
近
代
化
と
の
関
係
で
そ
の

意
義
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

陸
軍
衛
生
制
度
史
で
は
、
看
護
卒
の
補
充
を
「
看
護
制
度
」
と
題
し
て
お
り
、
制
度
の
整
備
が
開
始
さ

れ
る
の
は
、
一
八
七
三
年
に
徴
兵
令
の
制
定
で
看
病
人
・
看
病
卒
が
会
計
部
病
院
課
に
位
置
付
け
ら
れ
、

全
国
の
鎮
台
病
院
に
配
属
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
明
治
政
府
が
近
代
国
家
を
目
指
す
中
で
、
こ
の
看
護

制
度
の
整
備
が
行
わ
れ
た
目
的
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
認
識
の
も
と
、

看
護
制
度
の
成
立
過
程
と
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。 

以
下
、
本
書
の
結
び
と
し
て
、
各
章
を
ふ
り
返
り
つ
つ
、
序
論
で
あ
げ
た
分
析
視
覚
の
も
と
、
総
括
を

行
い
た
い
。
同
時
に
、
本
書
に
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。 

第
一
部
の
「
陸
軍
看
護
制
度
成
立
前
史
」
で
は
、
看
護
人
に
関
す
る
規
則
が
確
認
で
き
る
「
小
石
川
療

養
所
」「
長
崎
養
生
所
」「
横
浜
梅
毒
病
院
」
を
取
上
げ
た
。「
小
石
川
養
生
所
」
を
存
続
す
る
過
程
で
は
、

看
病
人
の
資
質
と
し
て
「
惻
隠
の
心
」
が
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
し
か
し
西
洋
式

の
病
院
が
建
設
さ
れ
、
西
洋
医
学
を
学
び
始
め
た
医
師
ら
が
病
院
実
習
を
経
験
す
る
中
で
、
優
秀
な
看
護

が
病
院
経
営
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

「
戊
辰
戦
争
期
」、
各
藩
が
近
代
化
を
目
指
し
て
購
入
し
た
武
器
に
よ
り
、
多
く
の
兵
士
が
銃
弾
に
斃

れ
た
。
銃
創
を
負
っ
た
多
く
の
兵
士
に
は
外
科
的
治
療
を
施
せ
る
西
洋
外
科
学
を
学
ん
だ
医
師
が
必
要
で

あ
り
、
明
治
新
政
府
は
西
洋
医
学
に
基
づ
く
医
師
の
育
成
は
、
近
代
化
の
た
め
に
は
緊
要
の
課
題
で
あ
る

と
し
て
、
改
革
に
取
り
組
む
。
ま
た
戊
辰
戦
争
で
は
、
幕
末
に
長
崎
で
ポ
ン
ペ
に
医
学
を
学
ん
だ
橋
本
綱

常
や
関
寛
斎
に
よ
り
、
衛
生
隊
に
よ
る
移
送
や
出
征
軍
衛
生
機
関
業
務
体
系
の
形
成
が
な
さ
れ
、
軍
陣
医

学
の
発
展
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
確
認
し
た
。 

し
か
し
同
時
に
、
戊
辰
戦
争
は
多
く
の
戦
場
医
療
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
稿
で
は
、
一
．
西
洋

医
術
を
身
に
つ
け
た
医
師
の
早
急
な
育
成
、
二
．
医
療
材
料
、
武
器
弾
薬
、
食
糧
な
ど
の
確
保
・
補
充
シ

ス
テ
ム
の
確
立
、
三
．
戦
場
に
お
け
る
医
療
体
制
の
確
立
、
四
．
理
論
と
実
地
訓
練
に
よ
る
看
護
者
の
育

成
、
五
．
文
明
国
家
と
な
る
べ
く
人
道
主
義
の
理
解
と
い
う
、
五
つ
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。 

 

亀
山
は
、
戊
辰
戦
争
時
に
雇
わ
れ
た
女
性
看
病
人
は
、
単
な
る
洗
濯
や
飯
炊
き
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
女
性

の
仕
事
を
分
担
さ
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
察
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
戊
辰
戦
争
の
な
か
で
、「
負
傷

兵
の
治
療
に
携
わ
る
人
」
と
し
て
看
護
人
へ
の
認
識
が
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
東
京
大
病

院
で
は
、
ウ
ィ
リ
ス
の
提
言
な
ど
に
従
い
、
病
院
看
護
に
女
性
登
用
を
試
み
、
包
帯
交
換
な
ど
も
病
院
の

看
護
に
女
性
が
適
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 

 

第Ⅱ

部
の
「
陸
軍
看
護
制
度
の
草
創
期
」
で
は
、
山
県
有
朋
が
軍
医
寮
に
松
本
良
順
を
招
聘
し
た
、
そ
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の
目
的
か
ら
、
松
本
に
よ
り
軍
隊
の
中
に
看
護
卒
が
位
置
付
け
ら
れ
た
過
程
を
明
ら
に
し
た
。
明
治
の
初

期
に
看
護
兵
に
行
わ
れ
た
教
育
の
内
容
は
、
陸
軍
省
が
作
成
し
た
看
護
学
教
科
書
で
知
る
こ
と
に
な
る
。

陸
軍
で
は
、
看
護
兵
に
必
要
と
さ
れ
る
戦
場
で
の
止
血
法
、
包
帯
法
な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
た
教
育
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
七
七
年
に
起
こ
っ
た
西
南
戦
争
で
は
、
看
護
兵
の
技
術

不
足
と
絶
対
的
な
数
の
不
足
に
加
え
、
コ
レ
ラ
の
蔓
延
と
い
う
問
題
も
起
こ
る
。 

徴
兵
令
が
制
定
さ
れ
た
も
の
の
、
免
役
条
項
の
た
め
に
政
府
が
め
ざ
す
兵
士
数
の
確
保
は
為
さ
れ
な
い

状
況
の
中
、
陸
軍
で
は
西
南
戦
争
を
教
訓
と
し
て
、
す
べ
て
の
看
病
卒
を
徴
兵
で
召
集
し
、
さ
ら
に
そ
の

教
育
は
戦
時
の
外
科
的
治
療
、
ま
た
伝
染
病
の
蔓
延
を
防
止
す
る
た
め
の
消
毒
法
な
ど
を
教
育
し
、
看
護

法
の
基
礎
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
た
看
護
兵
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。 

そ
の
方
法
と
し
て
、
陸
軍
で
は
看
護
兵
教
育
を
系
統
的
・
組
織
的
に
教
育
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

ま
た
看
護
兵
を
育
成
す
る
必
要
性
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
加
盟
に
向
け
、
そ
の
条
件
と
な
る
陸
軍
の
正

規
の
衛
生
隊
の
編
制
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
の
、
衛
生
要
員
の
育
成
・
確
保
と
い
う
、
二
つ
目
の
目

的
が
あ
っ
た
。 

黒
澤
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
の
加
盟
に
向
け
た
課
題
は
、
敵
味
方
の
区
別
な
い

救
護
へ
の
抵
抗
感
を
処
理
す
る
以
上
に
、
専
門
的
な
戦
時
救
護
医
療
、
す
な
わ
ち
軍
医
学
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
り

１

、
同
時
に
そ
れ
は
戊
辰
戦
争
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
の
解
決
に
繋
が
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
陸
軍
で
は
、
近
代
看
護
学
の
導
入
を
行
い
、
知
識
を
授
け
、
実
施
訓
練
に
よ

り
看
護
法
を
身
に
付
け
た
兵
士
を
育
成
し
、
正
規
の
衛
生
隊
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。 

陸
軍
で
は
、
兵
士
に
軍
事
教
育
の
基
本
教
習
を
終
え
た
後
、
看
護
卒
に
選
ば
れ
た
者
に
看
護
法
を
学
ば

せ
る
方
式
を
と
る
。
取
締
規
則
を
改
正
し
、
定
員
を
定
め
、
学
ぶ
べ
き
教
育
内
容
・
教
育
方
法
を
整
備
し
、

看
護
学
教
科
書
の
作
成
に
も
着
手
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
陸
軍
が
鎮
台
病
院
で
近
代
看
護
学
教
育
を
は
じ

め
た
こ
と
は
、
看
護
史
教
育
前
史
と
し
て
位
置
付
け
る
価
値
は
あ
る
。 

第Ⅲ

部
「
陸
軍
看
護
制
度
の
成
立
期
」
で
は
、
師
団
編
成
に
向
け
た
軍
備
拡
張
政
策
の
中
で
、
行
わ
れ

た
看
護
制
度
改
革
に
焦
点
を
あ
て
、
衛
生
部
下
士
補
充
制
度
が
確
立
し
た
、
第
二
次
看
護
制
度
改
革
ま
で

を
研
究
対
象
期
間
と
し
た
。
陸
軍
の
衛
生
隊
編
制
に
向
け
た
改
革
を
行
っ
た
の
は
、
戊
辰
戦
争
で
出
征
軍

衛
生
機
関
業
務
体
系
の
形
成
を
実
践
し
た
橋
本
綱
常
で
あ
っ
た
。橋
本
は
西
欧
諸
国
に
軍
事
視
察
に
訪
れ
、

そ
の
近
代
的
な
軍
事
シ
ス
テ
ム
と
衛
生
部
門
に
つ
い
て
も
学
ぶ
。
橋
本
は
帰
国
後
、
わ
が
国
の
徴
兵
制
度

に
合
わ
せ
た
改
革
を
推
進
し
た
。
そ
の
結
果
、
有
事
に
必
要
と
さ
れ
る
衛
生
部
下
士
の
補
充
及
び
上
等
兵

で
あ
る
看
護
手
の
補
充
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。
改
革
の
過
程
で
は
、
下
士
と
な
る
看
護
長
を
確
保
す
る

方
策
と
し
て
一
年
志
願
兵
制
度
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
は
看
護
手
制
度
に
よ
る
確
実
な
方

法
で
改
革
さ
れ
た
。 

橋
本
に
よ
る
看
護
制
度
の
確
立
は
、
対
外
戦
争
を
視
野
に
入
れ
た
軍
備
拡
張
政
策
の
中
で
、
師
団
編
制

に
向
け
衛
生
隊
の
編
制
を
可
能
に
し
た
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
陸
軍
衛
生
制
度
の
中
で

看
護
卒
の
補
充
制
度
を
看
護
制
度
と
し
て
い
る
が
、
衛
生
隊
の
編
制
に
向
け
た
改
革
で
は
、
戊
辰
戦
争
で

課
題
と
な
っ
た
、看
護
兵
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
＝
看
護
制
度
の
確
立
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、

戦
場
医
療
を
総
体
的
に
と
ら
れ
、分
業
と
継
続
・
維
持
を
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
。 
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つ
ま
り
、
最
前
線
で
治
療
に
あ
た
る
も
の
者
、
負
傷
兵
を
搬
送
す
る
者
、
医
師
の
治
療
器
具
の
保
守
点

検
、入
院
治
療
の
看
護
を
担
当
す
る
者
、そ
の
医
療
全
体
を
統
括
す
る
事
務
全
般
を
掌
る
役
割
を
担
う
者
、

薬
の
調
合
を
担
当
す
る
者
な
ど
、
職
域
を
定
め
、
徴
兵
さ
れ
た
限
ら
れ
た
兵
士
と
国
家
予
算
の
中
で
、
如

何
に
そ
の
体
制
を
構
築
す
る
か
が
、
看
護
制
度
改
革
の
柱
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
看
護
制

度
の
第
二
次
改
革
で
は
、
担
架
卒
や
磨
工
卒
な
ど
、
看
護
卒
が
担
っ
て
い
た
仕
事
が
分
業
さ
れ
、
そ
の
職

域
に
応
じ
た
教
育
期
間
に
よ
る
兵
士
の
育
成
と
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
果
、
衛
生
部
門
の

人
的
補
充
制
度
の
整
備
が
で
き
た
こ
と
は
、軍
隊
の
基
礎
と
も
な
り
、近
代
化
に
向
け
た
動
き
の
な
か
で
、

看
護
制
度
改
革
が
確
立
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
さ
ら
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
加
盟
の
条
件
の
ひ
と
つ
と

も
い
え
た
正
規
の
衛
生
隊
を
作
り
上
げ
、兵
士
ら
に
赤
十
字
思
想
を
浸
透
さ
せ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、

陸
軍
の
努
力
は
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、
日
本
赤
十

字
社
の
看
護
婦
養
成
が
始
ま
る
。『
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
科
書
』
が
発
行
さ
れ
た
同
年
、
東
京
飯
田
町
（
の

ち
渋
谷
に
移
転
）
日
本
赤
十
字
社
病
院
に
お
い
て
看
護
婦
養
成
教
育
が
開
始
（
四
月
一
日
）
さ
れ
、
入
学

者
は
解
剖
学
・
生
理
学
・
消
毒
学
・
看
護
法
・
治
療
介
輔
法
・
救
急
法
・
傷
病
運
搬
法
の
八
科
目
を
学
ん

だ
。
教
科
書
は
、
当
初
『
足
立
氏
看
護
法
』
な
ど
を
参
考
と
し
て
い
た
が
、
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
、
校
長

を
務
め
た
足
立
寛
が
一
八
九
六
年
六
月
に
『
日
本
赤
十
字
社
看
護
学
教
程
』
を
刊
行
す
る

２

。
今
後
は
、

正
規
の
衛
生
隊
と
幇
助
す
る
日
本
赤
十
字
社
に
お
け
る
看
護
婦
養
成
の
関
係
が
、
ど
の
よ
う
に
築
か
れ
る

こ
と
に
な
る
の
か
、
陸
軍
側
か
ら
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

さ
ら
に
日
清
・
日
露
戦
争
に
は
じ
ま
る
対
外
戦
争
が
繰
り
返
さ
せ
る
中
で
、
看
護
制
度
改
革
は
改
革
を

繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
期
間
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
初
期
に
あ
た
る
部
分

で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
陸
軍
の
看
護
制
度
改
革
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
く

必
要
は
あ
る
。 

 

ま
た
、
陸
軍
省
発
行
の
看
護
学
教
科
書
に
は
戦
場
で
必
要
と
さ
れ
る
包
帯
法
や
止
血
法
だ
け
で
な
く
、

病
院
看
護
に
必
要
な
病
室
環
境
や
食
事
の
世
話
、
消
毒
法
な
ど
、
看
護
法
全
般
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
明

治
二
〇
年
前
後
に
開
始
さ
れ
た
職
業
看
護
婦
教
育
は
、海
外
の
看
護
指
導
者
に
よ
り
教
育
さ
れ
た
こ
と
で
、

陸
軍
で
行
わ
れ
た
看
護
学
教
育
内
容
が
参
考
と
さ
れ
た
と
い
う
先
行
研
究
は
な
い
。
今
後
は
そ
の
点
に
つ

い
て
も
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
わ
が
国
の
看
護
学
教
育
の
発
展
に
お
け
る
陸
軍
の
果
た
し
た
役
割
も
明

ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

註 １ 

黒
澤
文
貴
『
日
本
赤
十
字
社
と
人
道
援
助
』
四
〇
―
四
一
頁
。 

２ 

吉
川
龍
子
「『
日
本
赤
十
字
社
看
護
学
教
程
』
坪
井
良
子
編
『
近
代
日
本
看
護
名
著
集
成
』（
二
〇
一
四

年
、
大
空
社
）
五
三
―
五
八
頁
。 
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8月24日 9月20日 10月1日

1 　関　寛斎 慶応4年6月8日 〈頭取〉　　・　東京引揚解散まで　

2 　斉藤龍安 6月10日 寛斎門人 ・東京引揚後富士艦乗組 5両 5両 8両

3 　中村洪斎 6月10日 古川堂門人 ・7月18日英船に乗船　　・東京引揚解散まで 3両 5両 6両

4 　安楽養清　 6月17日 薩摩藩大砲隊付属医 ・６月21日「飛準丸」と7月14日「飛準丸」に付添乗船

〈助役〉　・9月20日より相馬病院へ

5 　中西玄隆 6月18日 6月18日 川越藩 ・8月20日帰宅

　小松秀謙 6月18日 6月18日 川越藩 ・7月22日小名浜への移転、軽症者に付添　 3両

6 ・8月末日まで（？）

7 　篠田本庵 6月18日 6月18日 平潟住 ・東京引揚解散まで 3両

8 　下山田主計 6月18日 6月18日 平潟住 ・8月20日帰宅

9 　田口耕斎 7月7日 酒井村住 ・７月末日まで（？）

10 　府川三省 7月18日 7月18日 ・東京引揚解散まで 5両 5両 8両

11 　小松立介 7月25日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人希望　　・東京引揚解散まで 2両 2両 5両

12 　伊東文仲 7月28日 下総佐倉住佐藤泰然門人 ・8月31日三春に出発、　・東京引揚解散まで 3両→5両 5両 8両

13 　伊東弘三 7月28日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人希望　　・東京引揚後大病院出勤 2両 2両 5両

14 　山内宗春 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両

15 　大和田意仙 8月1日 平町内住 ・東京引揚後大病院出勤 3両→5両 5両 8両

16 　石川玄意 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両

17 　遠藤良斎 8月1日 平町内住 ・９月３日まで 3両

18 　草野得柄 8月3日 笠間藩医 ・9月6日寛斎の門人願い　　・東京引揚解散まで 5両 5両 8両

19 　藤田玄涛　 8月4日 上小川村住 ・東京引揚解散まで 3両→5両 5両 8両

20 　草野万吉 8月9日 ・8月26日寛斎の門人願い　　・９月末日まで 2両 5両

21 　山内圭三 8月9日 9月1日 寛斎門人 ・8月26日寛斎の門人願い　　・東京引揚解散まで 未記入 5両

22 　桂　静馬 8月12日 9月1日 笠間藩 ・8月26日寛斎の門人願い　　・平で残務整理 6両

23 　大村公民 8月12日 平町住 ・8月26日寛斎の門人願い　・東京引揚後大病院出勤 5両

24 　草野栄吉 8月12日 仁井町住 ・門人に取立、見習？

25 　宮本寿碩 8月13日 9月1日 下小川村住 ・8月26日寛斎の門人願い　　・東京引揚解散まで 未記入 2両 5両

「奥羽出張病院」付属医一覧表 １

出典：斉藤省三編白里研究グループ『寛斎日記―奥羽出張病院日記を中心として―』陸別町教育委員会、1982年、３３
－44頁を主に参考として筆者作成。

月　　給

給料を受け取った記録なし

氏名 採用日 付属医申付日 所　　属 出張病院における業務など



表２

出発日 医師数 人足 計

長州 (10)

佐土原 (1)

筑州 (8)

二番立 10月27日 因州 (23) 23 3 18 (男12、女6) 92 136

三番立 10月28日 芸州 (15) 15 3 14 84 116

四番立 10月28日 郡山 (3) 3 3 4 18 28

12 52 （男31、女21） 302 426

158

一番立 10月26日

患者数

3

「奥羽出張病院」東京引揚人数

看病人

60

出典：斉藤省三編白里研究グループ『寛斎日記―奥羽出張病院日記を中心として―』
陸別町教育委員会、1982年、３7－38頁を主に参考として筆者作成。

16 108 146（男８、女８）

（男11、女7)

19
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表3

卒
一 等 看 病 人 二 等 看 病 人 三 等 看 病 人 看 病 卒

十一等・曹長 十二等・軍曹 十三等･伍長

・陸軍本病院2名 ・看病卒20名ないし21名に1名 ・看病卒8名に1名 ・患者6～10名に1名

・各鎮台病院1名 ・各鎮台病院に1名

・一等看病人不在時の代理

・病室内の備品及び日用消耗
品の点検・補充

・尿器便器の速やかな片付
け、毎朝痰壺便器の清浄

・診察・食事前２０分間は空気
の入れ替え

・毎室１名づつ交替で火の元
の点検

・毎日午後7時より9時までの
間は各病室を巡視し、患者数
を確認、日表を記録し、翌午前
7時に会計官に報告

・毎日午後7時より9時まで室
内を巡視し、患者数を点検・記
載、日表を記録し、翌午前7時
に会計官に報告

・重症患者は看病卒の見本と
なるよう率先して懇切に看護を
実施

・看病人の指示に従い、与薬・
食事・体位変換の介助を親切
懇篤に実施

・危篤患者の担当看病卒は
二･三等看病人と協議して選定

・受け持ち患者の急変時、異
常時は速やかに医官に報告

・与薬は量・時間を守り、飲食
はすべて医官の指示を順守

・新たな入院患者に病室の諸
規則の説明。

・回診の時は患者の傍らで容
体を医官に詳細に報告

・患者に異常がある場合は医
官に速やかに報告

・災害時の避難誘導を指揮 ・医官に面会者の許可を得
て、その旨を病室掛伍長へ通
知

・散歩など患者外出時の管理 ・患者が療養生活を守らない
時は注意・指導し、改善無い
場合は看病人に報告

・災害時は医官の指揮に従い
病室掛伍長に通知、使役兵卒
を附して避難誘導

・院外面会者の管理（医官に
許可を得て、看病卒一名を付
す）

・患者の散歩・沐浴時の付添、
脱院防止

・患者の文書往診、面会者へ
の注意

・退院患者、死亡患者の書類
を医官・会計官へ送致

・看病人の指示に従い面会場
面に立ち会う

・行軍の時、必要時患者輸送
の介助

・退院患者の個人情報を一等
看病人に報告

・上官の指示に従い死亡患者
の処置

・医官診察時の介助、手術の
介助

・患者の請求物品を一等看病
人に申請と受領

・医官診察時は軟膏貼付・繃
帯、手術介助

・二等看病人以下の勤務態度
の管理

・看病卒の出勤簿の管理

・看病卒出勤簿の管理

・看病卒の病室担当配置

・会計官・医官の命令の伝達 ・命令布告は看病卒に通知

教育
的管
理

・職務の余暇に二等看病人以
下に看護の方法を教える

・三等看病人が記載した患者
私物請求品の帳簿を確認し、
会計官・医官の点検後、物品
を交付

・患者私物請求品の帳簿記載 ・行軍のときは、外科具・手術
の備品を背嚢に納めて背負い
医官に従う

・各病院病室の消耗品出納の
監視、破損状況の確認、三等
看病人を介して補充

・背嚢中の薬品他器械などの
品目は暗記し、使用時に備え
る

・要焼却リネンに関しては会計
官に報告し指揮を受けて処分

物
品
管
理

人
的
管
理

・三等看病人・看病卒の勤務
状況の監視

・各屯営病室に１名を置き、薬
剤の準備、医官の手術介助

定
員
・
職
域

患
者
管
理

・諸隊附医官・会計官の指揮
に従い病室内事務を管掌

・医官・会計官の指示に従い
病室内諸般の事務を掌る

・一・二等看病人の指示に従
い看病卒を指揮する

・１日に２回病室内を清掃し、
食器も清潔、気温への配慮、
便所に至るまで清潔の保持

・担当する室内・廊下・便所な
どの清掃

・死亡患者の処置、身許に関
する情報の管理、遺言及び私
物の保護

・新たな入院患者に病室の諸
規則の説明。病状を詐偽する
場合は医官・病室掛伍長に報
告

明治８年「看病人看病卒服務概則」の職務比較表

病
棟
管
理

・二等看病人に代わり行軍に
従う時は総て同官戦務の條款
による

下　　士

・毎日午前7時より午後3時ま
で室内・浴室・便所などを巡視
し不潔の箇所を病室掛伍長に
通知し、使役兵卒に清掃させ
る

・毎日午前8時、午後4時に各
病室・浴室・便所まで巡視、汚
染箇所は担当の二等・三等看
病人を督責し速やかに看病卒
が清掃
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 表4 岩倉使節団『特命全権大使米欧回覧実記」病院見学記録の抜粋

年月日 見学先 篇－頁
明治4.12.22 （一）-115頁

第五巻
アメリカ合衆国

明治5.5.1 癲狂院見学 （一）-252・3頁

第十三巻
アメリカ合衆国

明治5.6.26 躄児院見学 （一）-346頁
第十九巻
アメリカ合衆国
「ﾆｭｰﾖｰｸノ記」

明治5.6.27 （一）-351頁
第十九巻
アメリカ合衆国
「ﾆｭｰﾖｰｸノ記」

｢ストックト
ン」癲狂院
見学

「ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ鉄道
ノ記」

「ﾜｼﾝﾄﾝ府ノ記
下」

エスト河の
２島の病院
（売笑婦の
産院）に関
する記録

記　録　内　容　
〇夫ヨリ、「ストクトン」邑ニ至リ、姑ク車ヲトト
ム、桑港ヲ距コト、九十二英里、此平野中ノ一大都邑
ナリ、此邑ニ癲狂院ノ設ケアリ、停車中ニ一覧ス、其
屋造壮大ニテ、前後ニ広苑ヲ設ケ、五禽ノ戯ヲナサシ
ム、今男女ノ病人、一千五百人アリ、病ノ軽重ニテ室
ヲ異ニス、病甚キハ室ヲ鎖シ、手足械ヲ施シ、便溺坐
ヲ汙スモアリ、ミナ看病男女ヲ付ス、手足ノ械ハ鉄ニ
テ作ル、近年其囚犯ヲ待ツニ同シキヲ以テ、革製ニカ
ヘン事ヲ議スルト云、凡ソ癲狂病ノ劇性ニテ、暴動制
シ難キハ、殊ニ婦人多シトナン、

癲狂院ニ赴ク、院ハ「ユスチンブランチ」河ノ前岸、
岡上ニアリ、境域広濶ニテ、樹木陰森タリ、中ヲ開キ
テ庭園トナシ、中央ニ病院アリ、高恢ニテ結構清絶
ス、右ニ病男ヲ入レ、左ニ病女ヲ入ルル、近来院内ニ
説教室ヲ設ケヤヤ備成セリ、病堂ニハ画額ヲ掛ケ、盆
花ヲ列ネテ、病人ノ愛玩ニ供ス、室中ノ空気甚タ清冷
ナリ、窓格ハ鉄造ニテ厳重ヲ極ム、

〇夫ヨリ躄児院ニ至ル、此院ハ手足不随ノ嬰児ヲ受ケ
テ、治療スル病院ナリ、父母病児ヲ連レ来レハ、安車
ヲ以テ児ヲ受ケ、蒸気力ノ鈎上ケ器械ヲ仕掛ケ、児ヲ
楼上ノ病室ニ送ル、現ニ入院ノ児、男女百三十四人ア
リ、一児アリ足踵攣縮シ、跟地ニツカス、其趾ヲ截テ
筋肉ヲ緩メントセリ、一女児アリ十一年歩スル能ハサ
ルモノナリシニ、入院十五ヶ月ニテ歩スヘキニ復セリ
トテ、試ミ歩シテ示セリ、寝室ハ、鋼銕ノ網ヲ張タル
ヲ用フ、西洋近年専ラ鋼銕線ニテ製セル螺旋ノ弾キ
ヲ、寝牀ノ墊トナシ、蒲団ヲ其上ニシク、牀ニ上レ
ハ、穏カニ身ヲウケ、輭和トシテ身ニサハラサレト
モ、病児ヲ臥セルニハ猶激動強シトテ、此新工夫ノ銕
鋼ニカエタリ、

港ヲハナレ「ブロックリン」府ノ前ヲ駛リテ、西河ヲ
遡ル、河中ニ二島アリ、島中ノ空気潔キヲ以テ、此ニ
病院牢屋ヲ建ツ、此病院ニハ、売淫ノ婦、妊胎シタル
モノ、来テ児ヲ産ム所アリ、其児ヲ院中ニテ育養ス
ル、育嬰院ノ法ニ同シ、米国ハ地大ニ人少ナルヲ以
テ、百般ニ生口ヲ繁クスルノ術ヲ尽シ、カカル私生ノ
子モ、亦牧養スル方ヲ尽ス、育嬰院ノ設ケ、米ト露ト
ノ両国、尤モ手ヲ尽シタリ、然トモ識者ハ謂フ、世ニ
不善ノ門ヲ開キテ、人工ノ多カランヨリハ、寧ロ風教
正シクシテ、人口ノ少キヲ以テ、「シヴィル」ノ趣意
ニ合セリト、寔ニ篤論是ナリ、

○園後ニ洗濯所アリ、器械ヲ設ケ、常ニ十余婦ヲイレ
テ、衣服帨巾ノ類ヲ洗ハシム、又材木製場アリ、其傍
ニ蒸気器械場ノ軸輪アリ、此ヨリ力ヲ一ノ巨輪ニ伝
フ、輪ハ風扇ヲ仕掛ケ、背後ニアル密林ヨリ、清浄ナ
ル空気ヲ流動セシメテ、室中ノ洞口ヨリ煽キ入レ、此
ヨリ隧道ヲ鑿リ、庭地ノ底ヲククリテ病院ノ下ニ達
シ、吹出ス故ニ鼓入ノ気ハ、地中ニテ湿ヲ失ヒ冷気ト
ナリテ、院中ニ散スルヲ以テ、酷暑ト雖トモ、院内ハ
常ニ涼シ、



161 

年月日 見学先 篇－頁記　録　内　容　

明治5.9.23 （二）-286頁
第三十五巻
イギリス国
「ﾌﾞﾗｯﾄﾎｰﾙﾄ」府ノ
記

明治5.10.28 （二）-375頁
第四十巻
イギリス国
「ﾛﾝﾄﾞﾝ府後記」

明治5.11.2 （二）-377頁
第四十巻
イギリス国
「ﾛﾝﾄﾞﾝ府後記」
＊写真あり

明治6.1.18 （三）-118頁
第四十五巻
フランス国
「ﾊﾟﾘ府ノ記 四」

明治6.3.14 （三）-321頁
第五十八巻
フランス国
「ﾍﾞﾙﾘﾝ府ノ記
上」

「アレキサンドル」氏ノ誘引ニテ、大裁判所、並ニ病
院ヲ回覧ス

緑威ノ海軍病院ハ、元王宮ニテ、英王ノ猶予ノ地タ
リ、維廉第三世、及ヒ馬利后ノ時代ニ、其宮ヲ以テ海
軍ノ病院トナシタル、高名ナル所ナリ、全院ミナ白石
ヲ以テ建築シ、宇内宏大ナリ、

〇軍病院ハ「ワンセーン」城ヨリ、巴黎府ニ入ル、郭
門ノ辺ニアリ、屋造宏大ニテ、高サ五階、中ニ広庭ヲ
包ミテ、横縦各六十間許、室ヲ分ツテ病人ヲイルル、
一室ニ四十ノ寝床ヲ安ンス、全院ニ二百人ヲイルル、
薬剤店ノ室、台所、洗濯所、浴湯所ミナ広大ナリ、病
房ニハ、ミナ耶蘇磔刑ノ図ヲカカケ、看病婦人（所謂
ル「ノン」ナルモノ）ニテ看護ス、「カドレイキ」教
国ノ風俗ナリ、又男看病人モアリ、
　
〇夫ヨリ大病院ニ至ル、大病院ハ、一千七百七十年、
「セ、クレート、フレデルヒ」第二世ノ代ニ、剏建シ
タルモノナリ、伯林ノ本部ニ於テ、辺鄙ノ地ニアリ、
其地域ノ内ハ、広苑ヲ帯ヒ、周囲ニ市廛ノ閙ヲ絶ツ、
屋造ハ四層ノ高宇ニテ、磚瓦ヲ壁トシ、白鉛漆粉ヲ塗
リタレハ、白石屋ニ彷彿トシテ壮麗ナリ、近年ニ増建
修造シタル屋ハ、上宇ヨリ空気ヲ流通セシムルヲ主要
トシ、以テ建築ス、此ハ米利堅国ニテ発明セル屋造式
ニテ、近年病院ノ建築ニハ、重ニ此法ヲ用フルトナ
リ、蓋病ヲ治シ、健康ニ復スルニハ、空気ノ功、最モ
著大ニテ、薬石ノ力ハ、遠ク及ハサルコト、近年ニ益
実験シタルヲ以テ、漸ニ此式ノ屋ニ改革スルト謂ヘ
リ、

〇台所ニハ、巨釜六ケヲ連ヌ、大ナルハ円径七尺、小
ナルモ六尺ニ及フ、以テ「スープ」ヲ煎ル、此数釜ニ
テ、千五百人ノ食ヲ調スルニ足ル、西洋ノ風ハ、常食
ニ麪包ヲ用フ、故ニ台所ニテハ、只羹ト肉汁トヲ調ス
ルニ過キス、是ヲ以テ庖厨簡易ニシテ善辧スルコト、
比類ナリ、其竉ノ火ヲ導キ、地底ヨリ洞ヲ堀リテ、半
英里外ノ地ニ達シ、其地ニ烟突ヲ築キテ噴出セシム、
炭酸瓦斯ヲシテ、院内ノ空気ヲ攪乱セシムヲ免ル為メ
ナリ、

〇全院ニ病室七百アリ、病人二千人以上ヲイルルヘ
シ、現ニ入院ノ病人、一千六百人アリ、衣服、衾茵ヲ
洗濯スル室、十一ヶ所、一歳ノ費用四十万弗〈日耳曼
ノ貨幣「ターラー」ヲ称セサルハ伯林滞在中ニ独逸語
ニ通セルモノニ乏シク常ニ英語ニテ応答セルヲ以テ其
答語モ故ラニ「ターラー」ヲ弗ニ改メタルナリ〉、其
内ニ、政府ヨリハ其八万弗ヲ払ヒ、他ハ病院ノ所有財
産ヨリ生スル利ニテ辨ス、病人ヨリ入費ヲ収ムルコト
ナシ、入院ノ病人ニ、宗門ノ限制ナシ、看病人ノ給料
ハ、年給八十弗許ナリ、

倫敦での病
院見学

パリ軍病院
見学

1770年フレ
デルヒ2世設
立の大病院
見学

グリン
ウィッチの
海軍病院見
学

ソルテヤ邑
の病院に関
する記録

「ソルテヤ」邑ニ至ル、〇校ノ前ニ養老院アリ、職人
ノ老衰シテ用ヲナサザルモノハ、此ニ入レテ恤養ス、
又病院アリ、村中ノ病人ヲ医薬ス、
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年月日 見学先 篇－頁記　録　内　容　

空気ハ、人ノ健康ニ於テ、第一ノ効用ヲナスモノニ
テ、病ヲ療スル力モ、薬剤ニ超越ス、又炭酸瓦斯ノ
人身ニ害アルコト等、少ク物理ト生理トノ一般ヲ窺
ヒタルモノハ、了解セルヘシ、然レトモ世人ハ、未
タ其故ヲ知ラサルモノ多ケレハ、此ニ其略ヲ論シオ
カン、世人ミナ謂ヘシ、人ノ健康ヲ保ツニハ、飲食
コソ第一ノ効用ナルヘシ、如何トナレハ、飲食ノ人
ヲ養フコトハ、人皆日夕ニ之ヲ目睹スレハナリ、空
気ノ人身ヲ養フコトモ、飲食ト同ク、日夕不断ニ其
効ヲ現セリ、人之ヲ目睹スルヲ得サレハ、知ルニ及
ハサレトモ、試ミ思ヘシ、食ヲ断ツコト数旬ナルモ
猶死セス、気息ノ呼吸ヲ断テハ、須臾ニ死ス、是空
気ハ人身ニ最モ緊要ナル明証ナラスヤ、空気ハ目ニ
視ルヘカラサレトモ、其体質アルコト、水ヲ拒ミ膚
ニ障ルニテ、知ラレタリ、此体質ヲ吟味スレハ、二
ケノ瓦斯ニテナル、酸素一ト、窒素三トノ調剤ナ
リ、是ヲ清浄ノ空気トス、

（三）-322・323
頁

動物不断ノ気息ハ、此空気ヲ吸ヒ、内部ニテ其酸素
ヲ肺管ノ鼓動ニカケ、又胃中ヨリ送リタル、食物ニ
含ミシ、炭気ニ調和シ、炭酸瓦斯トナシテ、再ヒ呼
ヒ出ス、故ニ人ノ呼吸ハ、其吸フトキニ入ルモノ
ハ、酸窒ノ清気ニテ、其酸素ハ内部ニ入りテ種種ノ
効用ヲアタヘ、而テ呼フトキニ出ルハ、炭素ニ抱合
シテ、炭酸瓦斯トナリ、人身ニ効用ナキヲ以テ、直
ニ輸シ出スナリ、試ニ密閉ノ小室、又ハ箱内ニ入
り、居ルコト数時ナレハ、気ヲ閉テ死ス、是他ノ故
ニアラス、

其内ニアル清浄ノ空気ハ、已ニ吸ヒ尽シ、跡ニハ呼
出シタル、炭酸瓦斯トナリ、其内ニ充満スルユヘナ
リ、凡地上ノ空気中ニハ、常ニ炭酸瓦斯ノ混スルヲ
免レス、其原因ハ種種アリ、或ハ人物ノ呼出ス気息
ヨリシ、或ハ火ノ焔ヨリ生シ、或ハ物ノ腐爛朽敗ヨ
リ生ス、如此ク炭酸瓦斯ノ生スルコト多ケレトモ、
人ヲ毒スルニ至ラサルハ、空気ノ分量多ク、又風ニ
動揺サレテ散シ、又其気ノ質重クシテ、地上ニ沈下
スル等ニヨル、

且炭酸瓦斯ハ、草木ノ肥養ニハ、反テ第一ノ効用ヲ
ナスモノニテ、凡草木ハ、常ニ葉ヨリ此気ヲ吸ヒ、
其炭ヲ収メテ、木質トナシ、酸ヲ呼出ス、動物ノ気
息ト相反スルヲ以テ、地上ノ炭酸瓦斯ハ、草木ニ吸
取テ清浄ナル酸素トナシ、空気中ニ呼出シ、人ノ滋
養ヲ造ルモノナリ、故ニ病院ハ、草木多キ地ヲ選
ミ、支廛ノ烟火ヲ離ルル処ヲ選ム、是清浄ノ空気ヲ
トルタメナリ、烟突ヲ遠サケ、病室ノ穢気ヲ交代セ
シムル設ケヲナスハ、炭酸ノ毒ヲサケルナリ、ミナ
府中ニ上水下水ノ管アルカ如シ、

患人ニ薬力ヲアタヘル、最第一ナルモノナリ、此理
ヲ推考シテ、人ノ居常ニモ、能ク空気ヲ清浄ニシ、
炭酸瓦斯ヲ除クニ、心ヲ用フルヲ要ス、疫病瘴毒ノ
流布モ、此気ヨリ生ス、病ノ伝染モ、此気中ニ感
ス、是人ノ目ニ視ルヲ得サル所ナレハ、往往ニ知覚
セスシテ、自ラ己ニ毒スルモノ多シ、慎マザルヘカ
ラサルナリ、
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年月日 見学先 篇－頁記　録　内　容　

明治6.3.14 （三）-32４頁
第五十八巻

フランス国

「ﾍﾞﾙﾘﾝ府ノ記
上]

明治6.4.11 （四）-101頁
第六十五巻
ロシア国
「ｾﾝﾄﾍﾞｰﾄﾙﾎﾞﾙｸﾞ
府ノ記 下」

〇新病院ハ、今ノ皇后ノ建タル院ナリ、此日ハ皇后ヨ
リ、特ニ接伴掛ニ嘱シテ、我使節ヲ案内シ、一見セシ
メ給ヒシ、

新病院
（1867年現
在の皇后増
築）見学

医学校附属
の解剖寮の
見学

〇此院ハ、一千八百六十七年ニ造起セルモノニテ、庭
園宏恢ニ、樹木森沈タリ、屋宇ハ甚タ大ナラス、病室
ミナ米国式ノ造作ニテ、病人八十五人ヲイルルヘシ、
現ニ六十人ノ入院アリ、此院ニ入ルモノハ、病人ヨリ
月ニ一千弗ヲ納メシム、故ニ入院ノ人ハ、ミナ有産ノ
人ノミニテ、其接遇甚タ鄭重ナリ、全院ノ費用ハ、其
大半ハ、府中ヨリノ寄附ニテ辨ス、

〇此日ハ、全部ノ解剖屍五六人、一部ノ解剖モ六人ア
リ、又一寮ニハ牧畜ノ解剖科アリ、牛馬羊犬ノ解剖ヲ
ナシ、各室ニ蓄フ、乾燥ノ支骨、火酒漬ノ臓腑、蠟細
工等甚タ夥多シ、八年前ヨリ、石灰ニテ乾固ノ法ヲ行
ヒシ石屍アリ、髑髏ノ多キハ、数室ニ充牞シ長廊ニ堆
積シ万数ニ超ユ、

〇入校ノ生徒ニ、蒙古人、満州人アリ、又女医生モア
リ、露国ノ婦人ハ、大学校ニ入リテ業ヲ講スルモノア
リ、他国ノナキ所ナリ、重ニ医業ヲ学フ、解剖ノ寮ニ
テ、二八ノ窈窕タル婦人、案ニ向ヒ臓腑ノ火酒漬シヲ
摸シ、捻リテ書籍ニ比較シテ験スルアリ、或ハ断腕ヲ
執ヘテ査験スルモノアリ、頗ル人ヲ驚愕セシム、欧洲
ニテ婦人ノ大学校ニ入ルハ、露国ト瑞西トノミ、

〇院中ニ礼拝堂アリ、病室ノ人ヲ殯スル所アリ、庖厨
及ヒ窖蔵ニ至ル迄、ミナ清麗ニシテ、器皿尽ク整備
ス、又洗濯室ニハ、五六名ノ女工ヲイレテ、洗濯ヲナ
サシム、洗濯器械ノ設ケナシ、手ニテ洗濯シ居タリ、
此ニ仕使セラル婦人ハ、多ク貴族豪家ノ寡婦トナリタ
ルモノ、施済ノ為メニ、此ニ入リテ事ヲ操ルモノナ
リ、此日我輩ニ院中ヲ接伴セルハ、四十余ノ婦人ニ
テ、容止嫻雅ナリ、貴族ノ寡少君ナリト、

〇此朝モ、我輩ニ先タツテ、皇后親ラ病室ヲ見舞リ、
帰御アリシ後ナリキ、大抵1ヶ月ニ、三四度ハ病人ヲ見
回リ、問訊アルトナシ、一統此ニ名ヲ題署シテ帰ル、
此時ハ飛雪紛紛ニテ、院ノ庭園ヲ一見スルニヨシナカ
リキ、

〇二時ヨリ駕シテ、医学校附属ノ解剖寮ニ至ル、此ハ
元四十年前ニ建テタルヲ四年前ニ広メタル大館ニテ、
規模宏壮ナリ、寮内ニテ解剖スル数ハ、一ヶ年ニ全部
ノ解剖ヲナスコト、六百人ヨリ七百人ニ及フ、病ノ一
部ヲ解剖スルハ、其数ヲシラス、此屍ハミナ病死ノ人
ナリ、罪人ノ屍モ解剖スルヤト問シニ、之ナシト答ヘ
タリ、凡病院ニテ、政府ノ救済ヲ以テ、無費ニテ治療
ヲ受ケ、遂ニ死シタル貧民ハ、ミナ解剖ヲ受クルヘキ
義務ト定ム、解剖ノ後ニハ、又縫合シ完身トナシテ、
政府ヨリ之ヲ葬ムルナリ、其内ニ石炭ヲ以テ乾固シ、
骨骸ヲ存シテオクモアリ、是ハ無宿ノ貧民ニテアルヘ
シ、
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年月日 見学先 篇－頁記　録　内　容　

明治6.4.11
（四）-102頁

明治6.4.11 医学校附属
病院の見学

（四）-102頁

明治6.4.27 （四）-182頁

第六十九巻
スウェーデン国
「瑞典国ノ記 下」

＊写真あり

明治6.5.15 （四）-312頁

第七十六巻
ローマ国
「羅馬府記 下」
＊写真あり○此院ニテ記スヘキハ、浴室ノ設ケナリ、尋常ノ浴盤

ローマ軍病
院の見学

○軍病院ニ至ル、スヘテ七十室ヲ分ツ寝床三百五十ヲ具
ス、現ニ入院ノ病人百五十人アリ、医師十一人ヲ配ス、看病
人ニハ「ノン」アリ、

〇此ニ附属セル病院アリ、病人八十人アリ、此ハ医生ヘ、病
ノ治療ヲ現地ニ付テ、鍛練セシムル為メ、校ノ「ドクトル」〈医博
士〉治療ヲナストキ、生徒ニ其容体ヲ示シテ、治術ヲ思考セシ
ムル設ケナリ、大病院ハ又別ニアリ、四日前ニ額ノ皮ヲトリテ鼻

「ストックホル
ム」府湖岸病
院

是ヨリ病院ヲスキテ、兵学校ニ至リ、其城中ノ岡上ニ
上リ、湖上ノ景ヲ一望ス、風光絶佳ナリ、前ニハ湖ヲ
隔テ、一村アリ、此村中ニ牢獄一区建ツ、空気ノ清浄
ナルヲ択ミテ建タルナリ、

〇 兎ヲ以テ試験シ、或ハ蛙ヲ照シテ査験スル室アリ、
〇 医学校ハ、築造更ニ広大ナリ、全黌中ニイル、生徒二千
百人、其入費年ニ三百五十万「ルーブル」、此日分析寮ヲ回
復ス、記スヘキコトナシ、
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内科系疾患名 患者数 　死亡 患者数 死亡

　　アジアコレラ 887 482 　上肢銃創 2531 121
　　脚気 461 　下肢銃創 1556 99
　　腸粘膜カタル 163 5 　躯幹銃創 818 48
　　腸チフス 161 69 　頚首銃創 705 31
　　単純熱 110 1 　上肢截傷 125 1
　　弛張熱 62 1 　頭首截傷 71 3
　　関節慢性リウマチ 46 　躯幹截傷 42
　　気管支カタル 36 　下肢截傷 28 1
　　赤痢 36 9 　躯幹打撲 26
　　胃慢性カタル 34 　下肢打撲 24
　　ディスペプシア 30
　　発疹チフス 28 14

【
表
５

】
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
入
院
患
者
疾
患
名
と
患
者
数

石黒忠悳『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』（陸軍文庫、１７８７年）「大阪
陸軍臨時病院並所轄病院病類総表」３３－３８頁より作成

外科系疾患名



明治十六年徴兵看病卒取扱手続 明治十七年徴兵看護卒取扱手続改正
明治16年2月20日送乙第五八九号 　　明治17年6月25日送乙第二五四〇号

明治16年7月達丙第十八号ニテ第十一・十ニ條追加 改正：第二・三・四・六・九條

第一条
本年徴兵看病卒取扱方ハ総テ生兵規則ニ拠リ其
他ノ諸則モ諸兵ニ同シト雖モ其異ナル所ノモノハ
此手続ニ準拠ス可シ

本年徴兵看病卒取扱方ハ総テ生兵規則ニ拠リ其他ノ諸
則モ諸兵ニ同シト雖モ其異ナル所ノモノハ此手続ニ準拠
ス可シ

第二条
　徴兵看病卒ハ諸兵ト同時ニ召集シ住所最寄ノ営
所ニ入営セシム可シ

＜改正＞　徴兵看護卒ハ諸兵ト同時ニ召集シ鎮台所在
地ニアラサル歩兵隊ニ要スル人員ハ其最寄居住ノ者ヲ
以テ入営セシメ其他ハ悉ク鎮台所在地ノ歩兵隊ニ編入
シ第九條ノ第一教科ヲ教習セシム

　第三條   

前條入営ノ人員ハ鎮台所在地ニアラサル歩兵隊
ニ在テハ毎大隊ニ三人騎砲工輜重兵ノ各大（中）
（小）隊ニ在テハ毎一隊ニ一人トシ其他ハ悉ク鎮
台所在地ノ歩兵隊ニ編入シ第九條ノ第一教科ヲ
教習セシム可シ

＜改正＞　前條ノ教習卒レハ鎮台所在地ニアラサル歩
兵隊ニ在テハ該卒ヲ医官ニ渡シ又鎮台所在地ノ歩兵隊
ニ在テハ其地陸軍病院ニ渡スヘシ

各隊ニ於テ第九條第一教科ノ教習卒レハ該卒医
官ニ渡シ各所付看病人ヲシテ第九條第ニ及ヒ第
三ノ両科ヲ教習セシム可シ

但鎮台所在地ノ歩兵隊ニ在テハ該隊所要ノ人
員ヲ除キ其他ノ者ハ該地陸軍病院ヘ渡シ同病院
ニ於テ第二第三ノ教科ヲ教習ス可シ

第五條
第九條第二第三ノ教科ハ看病人ヲシテ専ラ之ヲ
教習セシムト雖トモ医官之ヲ指揮監査ス可シ

第九條第二第三ノ教科ハ看病人ヲシテ専ラ之ヲ教習セ
シムト雖トモ医官之ヲ指揮監査ス可シ

＜改正＞ 教科ノ教習全ク卒レハ東京ニ在テハ病院長
其熟否ヲ検査シ軍医本部長ニ具申シ許可ヲ得其他ニ在
テハ連隊長若クハ病院長其熟否ヲ検査シ鎮台司令官ニ
具申シ許可ヲ得テ二等看護卒ヲ命スル者トス

但各地陸軍病院ニ於テ二等看護卒ヲ命セシトキハ直ニ
各所要ノ人員ヲ配賦ス可シ爾後病気事故等ニテ欠員ヲ
生スルトキハ病院附看護卒ノ内ヨリ之ヲ補フモノトス

第七條
看病卒ノ職務ハ看病人看病卒服務概則ニ詳ナリ

但シ徴兵看病卒ニ在テハ総テ屯営内ニ宿スル者
トス

看病卒ノ職務ハ看病人看病卒服務概則ニ詳ナリ但シ徴
兵看病卒ニ在テハ総テ屯営内ニ宿スル者トス

徴兵看病卒ニハ左ノ教科ヲ教習シ六ヶ月間ニシテ
卒業セシム可シ

＜改正＞徴兵看病卒ニハ左ノ教科ヲ教習シ六ヶ月間ニ
シテ卒業セシム可シ

　第一教科 　第一教科

　　　第一　基本体操術 　　　其一　柔軟体操

　　　第二　生兵徒歩教練 　　　其二　歩兵教練

　　　第三　看病卒心得書（明治16年3月削除） 　第ニ教科

　第ニ教科 　　其一　人体造構ノ概略

　　　第一　人体造構ノ概略 　　其二　看護卒背嚢並携帯具ノ用法

　　　第二　三角繃帯用法 　　其三　三角繃帯用法

　　　第三　看病卒背嚢入諸品 　　其四　繃帯撒絲ノ製造

　　　第四　患者運搬法 　　其五　繃帯術

　第三教科 　第三教科

　　　第一　救急要法 　　其一　看護法

　　　第二　繃帯撒絲ノ製造 　　其二　伝染病者看護法

　　　第三　繃帯通術 　　其三　救急法

　　其四　患者運搬法

　　其五　調剤法大意

 看病卒一名ニ付教習ニ要スル品目左ノ如シ  看病卒一名ニ付教習ニ要スル品目左ノ如シ

　　一　看病卒心得書　一冊 　　一　看病卒心得書　一冊

　　一　同　教科主要　一冊 　　一　同　教科主要　一冊

　　一　三角繃帯図附　一枚 　　一　三角繃帯図附　一枚

　　一　白地三角繃帯　一枚 　　一　白地三角繃帯　一枚

　　一　片頭軸繃帯　　三巻 　　一　片頭軸繃帯　　三巻

　　一　布　　　　　　六尺 　　一　布　　　　　　六尺

　　一　布袋　　　　　一個 　　一　布袋　　　　　一個

　　　　　　　　　　　　　計七種 　　　　　　　　　　　　　　計七種

第四條但書ニ因リ各地陸軍病院ニ於テ徴兵看病
卒ヲ受取ルトキハ該卒ノ人員ニ応シ二三等看護長
若干名ヲ以テ教授掛ニ二等看護長一名ヲ以テ給
与掛ニ三等看護長一名ヲ以テ炊事掛ニ充テ各其
事務ヲ取扱ハシム

第四條但書ニ因リ各地陸軍病院ニ於テ徴兵看病卒ヲ受
取ルトキハ該卒ノ人員ニ応シ二三等看護長若干名ヲ以
テ教授掛ニ二等看護長一名ヲ以テ給与掛ニ三等看護長
一名ヲ以テ炊事掛ニ充テ各其事務ヲ取扱ハシム

　但教授掛ハ一般ノ取締ヲナシ若干名宛週番ヲ以
テ宿直ヲナサシム

但教授掛ハ一般ノ取締ヲナシ若干名宛週番ヲ以テ宿
直ヲナサシム

第十二條
各地陸軍病院ニ在テハ徴兵看病卒ノ人員ニ応シ
該卒若干名ヲ以テ本務ノ外当番及ヒ其他ノ使役ニ
充ツヘシ

各地陸軍病院ニ在テハ徴兵看病卒ノ人員ニ応シ該卒若
干名ヲ以テ本務ノ外当番及ヒ其他ノ使役ニ充ツヘシ

　第九條

第十條

第十一條

第八條
徴兵看病卒ハ鎮台司令官ニ於テ統轄スト雖トモ
其職務ニ至テハ軍医本部長之ヲ管掌スル者トス

徴兵看病卒ハ鎮台司令官ニ於テ統轄スト雖トモ其職務
ニ至テハ軍医本部長之ヲ管掌スル者トス

第四條
＜改正＞ 病院若クハ隊附医官ニ於テ看護卒ヲ受取ル
トキ看護長ヲシテ第九條ノ第二第三教科ヲ教習セシム

第六條

三教科ノ教習全ク卒レハ連隊長連隊ヲ為サザル
隊ニ在テハ大（中）（小）隊長病院ニ在テハ病院長
其熟否ヲ検査シ鎮台司令官ニ具申シ二等看病卒
ニ命スル者トス

表６         明治 16 年･17 年徴兵看護卒取扱手続 
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表7

番号 　     　　書　名    発行年 　　発行元       対象 　　　    備考

1 撒善篤繃帯式 1872(Ｍ5).5 文部省 ・明治16年以降自然廃止

2 綳帯彙編 1974(Ｍ7).5 吉雄種満著 164

3 三角繃帯用法 1875(M8） 陸軍文庫 兵士用

・陸軍軍医土岐賴徳がドイツ人シ
セルが口授したものを軍医試補多
納光儀が訳したものを一冊の小冊
子として作成

4 陸軍病院扶卒須知 1875(M8）.2.25 陸軍文庫 看護要員全般

・明治８年11月10日『看病人看病
卒服務規則」制定、二等看病人が
余暇に看護の方法を教導すること
が定められた

・明治16年2月20日「明治十六年徴兵
看病卒取扱手続」制定

・明治17年4月改定

6
陸軍看病卒教授主要原本並附
録

1883(M16).3.20 陸軍軍医本部 教授用として出版 ・明治19年6月改定

・明治17年6月25日「明治十七年徴兵
看護卒取扱手続改正」、「看護法」が
第三教科の一つとなる

・明治19年6月改定

陸軍省医務局
・明治19年4月5日「明治十九年徴兵
看護卒取扱手続」、「治療介輔法」が
第三教科の一つとなる

・明治２０年５月改定

9
陸軍看護卒教科主要原本第二
版

1886(M19).6.2 陸軍省医務局 ・明治23年5月廃止

10 担架術教科書 1887(M20).3.7 陸達第28号 担架卒用
・明治20年2月5日「担架術教育規則」
「担架卒選抜及教育規則」制定

11 陸軍看護卒教科書第三版 1887(M20).5.13 陸軍省医務局

12 陸軍看護卒教科書　第四版 1888(M21).2.12 陸軍省医務局 ・明治23年5月廃止

13 陸軍看護学修業兵教科書 1890(M23).5.12 陸達92号 看護卒用(兵用) ・明治36年6月陸達第61号で廃止

14 陸軍看護調剤学教程 1890(M23).6.2 陸達111号 ・明治36年6月陸達第61号で廃止

15 陸軍看護学修業兵修業書 1890(M23).6.4

16 陸軍看護手修業書 1890(M23).6.4 看護長・看護手用

17 陸軍看病人教科書 1890(M23).8.11 陸達156号 ・明治3６年陸達第61号で廃止

18 担架術教科書 1893(M26).5.23 陸達55号

19 陸軍看護学教程 1897(M30).6 陸達79号 ・明治3６年陸達第61号で廃止

20 陸軍看病人修業書 1897(M30).6

21
陸軍看護学修業兵教科書第一
編改版

1897(M30).9.15 陸達103号

22 陸軍看護卒教科書 1899(M32).12.22 陸達152号 ・明治36年陸達第61号で廃止

23 陸軍看護学修業兵教科書 1903(M36).6.10 医第34号 ・明治42年３月廃止

24 陸軍看病人教科書 1903(M36).6.10 医第35号 ・明治42年看病人廃止に伴い消滅

25 看護学教程 1903(M36).7.9 医第40号 看護長用(下士官用） ・明治42年３月廃止

26 陸軍看護卒教科書 1903(M36).7.15 医第41号 ・明治42年３月廃止

27 看護教程 1909(M42).3.31 医第45号
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1886(M19).6.2

陸軍看病卒教科書7 1884(M17).4.23

5

陸軍看護卒教科書第二版8

     明治期陸軍看護学教科書一覧

看護卒用(兵用)

陸軍軍医本部

陸軍軍医本部

　　　　　陸軍軍医団編纂　『陸軍衛生制度史』（小寺昌発行、1913年）482～484頁を参考に作成

看病卒用に出版1883(M16).3.20陸軍看病卒教授主要

看護卒用(兵用)



16年度 17年度 18年度 19年 20年 21年 22年
近衛

六鎮台

60,468 10,281 12,419 12,419 12,419 12,419 12,419

近衛

六鎮台

近衛

六鎮台

3,866 4,874 6,195 6,260 6,260 6,260 6,260

35,616 43,821 61,116 61,116 61,116 61,116 61,116

594 1,472 15,680 25,206 26,272 26,286 26,286

軍備皇張費取調諸表

軍　　備　　費　　予　　算

患 者 増 員 費

註）伊藤博文、『≪明治百年史叢書≫第109回配本/119巻秘書類纂10　兵制関係資料』原書房、1970年2月、

262～263頁「皇備皇張費取調諸表」より抜粋

53,172 53,172 53,172

30,945 46,220 22,654 88,833 98,805 105,863 105,863

30,945 46,220 53,172 53,172

1,495,715 1,658,777 1,658,777

42,310 133,544 247,273 289,611 340,528 353,240 353,240

60,468 354,865 751,668 1,080,370

近 衛 騎 兵 隊 増 員

看 護 長 増 員 費

徴 兵 看 護 卒 諸 費

名称

歩 兵 隊 増 員

砲 兵 隊 増 員

仙台、名古

屋、広島
工 兵 隊 員

輜 重 兵 隊 附 費
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軍管 師団 兵種 看病卒の人員計算 隊数 看病卒の人員計算 合計 桂の案

第二 第四 歩 一連隊 （二大隊） ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（仙台） （二中隊） ２名×２＝４名
第五 兵 一連隊 （二大隊） ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（青森） （二中隊） ２名×２＝４名

砲兵 一大隊 （二中隊） ２名×２＝４名 一中隊 ２名×１＝２名
（二小隊） １名×２＝２名

一隊 ３名
工兵 一中隊 （一小隊） ２名×１＝２名
輜重兵 一小隊 １名×１＝１名
輜重輸卒

第五 第十一 歩 一連隊 ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（広島）
第十二 兵 一連隊 ３名×２＝６名 一大隊 ３名×１＝３名
（丸亀） 山砲兵 一大隊 （二中隊） ２名×２＝４名 一中隊 ２名×１＝２名

（二小隊） １名×２＝２名
工兵 一中隊 （一小隊） １名×１＝１名
輜重兵 一小隊 １名×１＝１名
輜重輸卒

註：『桂太郎文書十七』桂太郎関係文書目録86．桂太郎伝記参考書（十）５.戦時陸軍編制並其解説附表六枚、

明治18年6月、33～48頁

明治16年　桂太郎草案の看護卒の定員の考え方

２８名 ２８名

隊数

４０名 ４１名
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表１０

看
護
卒

輜
重
輸
卒

輜
重
卒

担
架
上
等
兵

二
三
等
看
護
長

一
等
看
護
長

一
等
書
記

輜
重
兵
二
等
軍
曹

輜
重
兵
一
等
軍
曹

各
兵
二
等
軍
曹

各
兵
一
等
軍
曹

各
兵
曹
長

二
三
等
薬
剤
官

二
三
等
軍
医

一
等
軍
医

二
三
等
軍
吏

各
兵
中
少
尉

各
兵
大
尉

炊
事
掛

炊
事
掛

衛
生
隊
長

24 44 3 1 8 2 1 1 1 6 3 1 1

24 44 3 25 8 2 1 13 4 2 1 6 3 1 2 1

喇
叭
卒

分
隊
長

半
小
隊
長

小
隊
長

小
隊
長

中
隊
長

六
小
隊

131 1 12 6 2 1 1

出典：明治20年7月20日「陸軍省大日記」陸達156号

戦 時 師 団 衛 生 隊 編 制 表

仕
官
下
士
ハ
皆
輜
重
兵
科
ヲ
以
テ
附
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
該
兵
科
幹
部
充
実
ス
ル
マ

テ
ハ
各
兵
科
ノ
幹
部
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
ル
モ
ノ
ト
ス

輜
重
輸
卒
ノ
中
十
二
名
ハ
乗
馬
将
校
ノ
馬
卒
ト
ス

輜
重
兵
軍
曹
一
名
同
卒
三
名
ハ
行
季
ノ
監
視
ト
ス

備考

合
計

兵　　卒

担
架
卒

97

本
部

12

1

下　　　士

戦
時
師
団
衛
生
隊
編
制
表

二
中
隊

144

154

72(?) 13

将　　校

1431

一
中
隊

19

405
360



 
表 11      看護卒と担架卒の教育内容の比較 
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    表 12               陸軍看護卒教育内容の変遷 

明治二十年

陸軍看護卒教育規則

明治20年12月28日 明治23年
送乙第2540号 省令第41号 陸達百五十五号

教科 第三條

第一教科 柔軟体操 柔軟体操 勤務学  解剖学

歩兵教練 歩兵教練 人体造構ノ概略  生理学

 消毒法

第二教科 人体造構ノ概略 人体造構ノ概略 人体造構ノ概略  看護法

 治療介輔

 繃帯法

三角繃帯用法 三角繃帯用法 三角繃帯用法 看護法  救急法

繃帯撒絲ノ製造 繃帯撒絲ノ製造 繃帯製造及消毒繃帯ノ使用法 救急法  傷病運搬法

繃帯術 繃帯術 繃帯術 治療介輔法

第三教科 看護法 看護法 看護法 調剤法大意 （明治26年から追加）

伝染病者看護法 治療介輔法 治療介輔法 繃帯術  軍陣勅諭

救急法 救急法 救急法 救急術  陸海軍人等級及徽章

患者運搬法 患者運搬法 患者運搬法 患者運搬法  赤十字条約

調剤法大意 調剤法大意 調剤法大意

『日本赤十字社看護学
教程』

看病卒背嚢並携帯
具ノ用法

看病卒背嚢並携帯具
ノ用法

医療嚢並繃帯嚢入諸品ノ使用
法

繃帯製造及消毒繃帯
ノ使用法

第七條第九條

歩兵教育順次概表初年兵第一
期術科学科

明治19年4月5日
陸達第二百四十一号

規則

医療嚢並繃帯嚢入諸
品ノ使用法

学
　
科

術
　
科

　陸軍看護学修業兵教
育規則

明治２１年12月25日

徴兵看護卒取扱手
続改正

徴兵看護卒取扱手続

明治十七年

明治17年6月25日

明治十九年
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表１3

明治十九年徴兵看護卒取扱手続
明治19年4月5日省令第四一号

＊明治十六年徴兵看病卒取扱手続廃止

第一条
徴兵看護卒取扱方ハ総テ生兵規則ニ拠リ其他ノ諸則モ諸兵ニ同シト雖トモ
其異ナル所ノ者ハ此手続ニ準拠ス可シ

第二条
徴兵看護卒ハ諸兵ト同時ニ徴集シ近衛ニ要スル人員ハ近衛歩兵隊ニ営所
並ニ分営ニ要スル人員ハ其最寄居住ノ者ヲ以テ其歩兵隊ニ其他ハ悉ク鎮
台所在地ノ歩兵隊ニ編入シ第七條ノ第一教科ヲ教習セシム

第一教科
歩兵教育順次概表初年兵第一期術科学
科

第二教科
人体造構概略 医療嚢並繃帯嚢入諸品ノ
使用法 三角繃帯用法 繃帯製造及消
毒繃帯品ノ使用　繃帯術

第三教科
看護法 治療介補法 救急法 患者運搬
法　　調剤法大意

軍医長病院長又ハ隊附医官ニ於テ看護卒ヲ受取ルトキハ看護長ヲシテ第
七條ノ第ニ第三教科ヲ教習セシム可シ

　但病院内看護卒舎狭隘ニシテ其総員ヲ容レ難キトキハ便宜若干名ヲ歩
兵隊ニ留メ病院ニ通学セシムルモ妨ケナシ

第五條
第七條第二第三ノ教科ハ看護長ヲシテ専ラ之ヲ教習セシムト雖トモ医官之
ヲ指揮監査ス可シ

教習全ク卒レハ近衛鎮台ニ在テハ軍医長営所ニ在テハ病院長分営ニ在テ
ハ連隊長其熟否ヲ検査シ都督或ハ司令官又ハ旅団長ノ許可ヲ得テ二等看
護卒ヲ命スル者トス

　但近衛及鎮台営所病院ニ在テ二等看護卒ヲ命セシトキハ諸隊ニ要スル
人員ハ直ニ配賦ス可シ爾後病気事故等ニテ欠員ヲ生スルトキハ鎮台営所
ニ在テハ病院附看護卒ノ内ヨリ之ヲ補ヒ近衛ニ在テハ補充員ニテ第七條ノ
教科ヲ卒業シタル後之ヲ補フモノトス

徴兵看病卒ニハ左ノ教科ヲ教習シ六ヶ月間ニシテ卒業セシム可シ

　第一教科

　　　其一　柔軟体操

　　　其二　歩兵教練

　第ニ教科

　　　其一　人体造構ノ概略

　　　其二　看護卒背嚢並携帯具ノ用法

　　　其三　三角繃帯用法

　　　其四　繃帯撒絲ノ製造

　　　其五　繃帯術

　第三教科

　　　其一　看護法

　　　其二　治療介輔法（伝染病看護法から変更）

　　　其三　救急法

　　　其四　患者運搬法

　　　其五　調剤法大意

 看病卒一名ニ付教習ニ要スル品目左ノ如シ

　　一　看護卒教科書　一冊 　　一　看護卒教科書　一冊
　　一　図附三角繃帯　一枚 　　一　図附三角繃帯　一枚
　　一　白地三角繃帯　二枚 　　一　白地三角繃帯　二枚
　　一　片頭軸繃帯　三巻 　　一　片頭軸繃帯　三巻
　　一　布　　　　　六尺 　　一　布　　　　　六尺
　　一　布袋　　　　一個 　　一　布袋　　　　一個

但シ以上ノ品目ハ満期ノ際各自ニ附与スル者トス
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　第三條   

第一教科ノ授業卒レハ連隊長ハ之ヲ病院長ニ引渡
スヘシ

但シ近衛ニ在テハ近衛軍医長ヲ経テ東京鎮台病院
長ニ引渡スヘシ

第八條

第七條

＊明治十九年徴兵看護卒取扱手続廃止

陸軍看護卒ハ近衛鎮台ノ歩兵連隊ニ編入シ第三項
ノ教科卒業ノ後チ各部隊ニ配当スルモノトス

陸軍看護卒ニハ左ノ教科ヲ教授シ六ヶ月間ニ卒業セ
シム

陸軍看護卒ノ教育ハ此規則ニ拠ル其入隊ノ手続ハ
新兵入隊定則ニ異ルコトナシ

病院（重病室）ニ在テハ第ニ教科授業ノ初メニ於テ修
業者ニ左ノ品目ヲ官給ス而シテ此品目ハ現役満期ノ
時ト雖トモ各自ニ携帯セシメ返納セシムルニ及ハス

第二第三教科ノ教習ヲ卒レハ病院長其習熟ヲ検閲シ
本人手帖卒業列叙区書ニ看護学卒業ノコトヲ記入シ
後チ所要ノ部隊エ近衛所要ノ人員ハ該衛軍医長ニ引
渡スヘシ而シテ卒業名簿並ニ配附表ヲ調製シ之ヲ所
管ノ軍医部ニ報告スヘシ

　　但近衛軍医長ハ本項ニ拠リ卒業者ヲ受取ルトキ
ハ直ニ衛下各隊ニ引渡スヘシ

第二第三教科ニ在テハ医官看護長之ヲ教授ス而シ
テ病院長分営ニ在テハ高級医官以下傚之ハ其教育
上ヲ監視スルモノトス

　第九條

明治19年徴兵看護卒取扱手続と明治20年陸軍看護卒教育規則の比較

第一教科ハ歩兵隊第二第三教科ハ病院分営ニ在テ
ハ重病室ニ於テ之ヲ教授ス

第四條

第六條

對馬警備隊看護卒モ亦此規則ニ準拠シ教科ハ其要
領ヲ教授シ四ヶ月ヲ以テ卒業セシム

前條ノ教習卒レハ該卒ヲ近衛鎮台ニ在テハ軍医長営所ニ在テハ病院長分
営ニ在テハ隊附医官ニ渡ス可シ

明治二十年陸軍看護卒教育規則
明治20年12月陸達第百五十五号



表 13 

                   

表 14 
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表15

西暦 明治 月 日 陸軍の動き 月 日 制度制定と改革

1868 初年  陸軍病院では日給の看病人を使用
1871 4 7 14  廃藩置県 7 5  兵部省内に軍医寮が置かれた（軍医寮は明治6年5月廃止）
1873 6 1 10  徴兵令の発布 5  会計部病院課に看病人、看病卒位置づけ、志願兵(壮兵)を使用

1875 8 11 10 「看病人看病卒服務概則」制定
1877 10 2  西南戦争開始  「看病夫」を日給で雇い、看護法に熟達した者には「証書」を附与

1879 12 10 27  第一回徴兵令の改正  第三条の変更により徴兵看病卒の徴集の準備開始
1882 15  壬午事変勃発 9 11 「陸軍研磨証書」5名に附与
1883 16 5  ﾄﾞｲﾂのﾍﾞﾙﾘﾝﾍ内務省御用掛柴田承桂視察に赴く 11 10 「明治十六年徴兵看病卒取扱手続｣制定

12 28  第二回徴兵令の改正  第11条の一年志願兵制は経費が自弁できる看護卒育成が対象

1884 17 5 24  ｢看護卒｣に改称
6 25 「明治十七年徴兵看護卒取扱手続｣改正

1885 18 3  陸軍ﾒｯｹﾙを招聘し軍制改革に着手 4 4
 「一年志願兵歩兵並ニ看護卒取扱手続｣制定し、一年志願兵制度による
看護卒志願者を召募

1886 19 2 26  陸軍省医務局設置
6 5 「赤十字ニ帝国政府加盟調印」 4 5 「明治十九年徴兵看護卒取扱手続｣制定

11 15  ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ条約加盟の件国民に公布
1887 20 2 5 「担架術教育規則」制定

「担架卒選抜教育復習規則｣制定
5 18  日本赤十字社篤志看護婦人会設立
5 19  博愛社が日本赤十字社と改称
6  足立寛日本赤十字社篤志看護婦人会で看護法の講義開始

12 28  ｢陸軍看護卒教育規則｣制定

1888 21 12 1  ｢陸軍看病人磨工召募準則」制定
12 24  ｢陸軍衛生部現役看護手補充条例」制定

徴兵・壮兵看病卒廃止。隊附に看護手、病院官衙には雇人看病人に変更
される

12 24  ｢陸軍衛生部現役下士補充条例」制定

12 25  ｢陸軍看護学修業兵教育規則」制定

1889 22 1 22  第三回徴兵令の改正(法律第一号）

2 11  大日本帝国憲法公布

1890 23 4  日本赤十字社で看護婦養成開始
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陸軍･政治の動向と陸軍看護制度の変遷（明治１～明治２２）
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改
革



記号：     病院移転 

 

図図１ 戊辰戦争平潟口白河口戦時医療体系 

6.17平潟村地福院に病院設立 

        （6.17～22） 

7.22 小名浜に移転 

   （7.23～26） 

7.27 平に移転 

9.4大病院を名乗る 

（7.27～10.29） 

 

 

 

念佛堂 
海徳寺 

 

8.13 相馬病院設立 

横浜病院へ患者移送 

飛隼丸①6.21 ④7.14 

三国丸②6.25 

安豊丸③7.4 

英国船⑤7.18 

万里丸⑥7.25 

 

横浜軍陣病院へ 

寛斎 

6.13 品川沖出発 

6.14 富士艦に乗船 

記号：     東征軍の進撃 
    病院移転 

        負傷兵の送 
        陸送で大病院へ移送 
        船で大病院へ移送 

      動病院（野戦病院） 
         不動病院  
    

三春の竜穏院に三春病院 
  設立＝天朝病院 

〇福島 

〇7.29 二本松戦争 

〇6.16 

寛斎平潟着 

7.13 平落城〇 

山道軍二本松に進撃 

＊山道軍 8月に白河口軍

に編入された 
海道軍四倉、 

広野へ進撃 

〇7.23.26 広野戦争 

〇7.28～29 木戸・ 
富岡戦争 

 

〇 8.7 浪江戦

 

〇郡山 

〇 
会津若松 

猪
苗
代
湖 

 

〇白河 

〇棚倉 6.24 

水戸〇 

那須〇 

〇那珂湊 

三春からは旧陸羽街道を

堀越に移送。那珂川を舟

下、那珂湊から汽船で横

浜へ移送。あるいは夏井

川を経て移送。 

  

陸送で横浜へ移送 

① 8.22 ②9.18 

③ 9.25 ④10.9  

出典：佐藤省三編『寛斎日記』35～36頁。 

註：出典に佐久間「『奥羽出張病院』の研究」、「『奥羽出張病院』の研究（承前）」を参考に筆者作成 

 

東京大病院へ 

陸送で東京大病院へ患者移送 
1 番：10.26、2 番：10.27 
3 番：10.28、4 番：10.28 

至新潟 

至日光 

負傷者の搬送には戸板 

の使用、又は小荷駄 

の人馬方があたった 

〇8.11 駒ヶ峯 

〇8.7 黒木 
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新潟軍病院 

寺泊軍 

病院 

柏崎軍病院 

 

出雲崎 

軍病院 

三条軍病院 

五泉口軍病院 

・安勝寺・清林寺内に設置 

津川 

 

長岡軍病院 

・料亭綿松及び 

栄涼寺内に設置 

小千谷軍病院 

・洋方医石坂松庵宅設置 

・各藩で野戦病院設置 

浦佐軍病院 

高田軍病院 

・高田寺町浄土宗来迎寺内に設置 

・会津藩との戦闘に備え善光寺内に設置 

・軍医は前進 

記号：    不動病院 
            中間病院 
       動病院（軍病院、分院、支病院） 
        
      

         
 
 
 
 

至
庄
内 

村上軍病院 

・家老久永の邸宅 

 
動病院 

新発田軍病院 

・裏町長徳寺内に設置 

・藩医らは前線軍医と 

しての立場で活動 

・帰順藩医の登用 

至米沢 

阿
賀
野
川 

中間病院 

不動病院 

与板軍病院 

信
濃
川 

中間病院 

動病院     

至只見（会津） 

八十里峠 

直江津 
鯨波 

根病院＝兵站病院 

・本病院とも呼ばれた 

・従軍各藩藩医が治療 

・ウィリスは明治元年 

9 月 1 日に到着 

榎峠 

見附軍病院 

関原軍病院 

東京・横浜の 
病院へ後送 

新潟軍病院（8/2～10/12）は 

・法音寺及び善導寺内に設置 

・後送患者の激増に元北山屋敷・元大島屋敷・

長照寺南角・善導寺前元御組所屋敷 

の 4 ヵ所を増設 

➱薩摩藩・長州藩・越前藩・高鍋藩・加州藩・

高田藩 6 藩の軍病院勤務医師団による組織 
 

吐津 

坂下口 

長岡口 

＝仮繃帯所 

 ➱編成・各藩一隊に医師 2 名 

    ・薬剤方又は調合方 

図２ 戊辰戦争越後口軍病院と戦時医療体系 

負傷者の後送経路 
 

註：蒲原「明治戊辰戦争越後口病院の変遷（上）（中）（下）」 

を参照に筆者作成 

海路で後送 
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「看病人看病突服務概則」による管理体制 図３

×××××× ×××××× ×××××× ××××××
×× ×× ×× ×

看護卒① 看護卒② 看護卒③ 看護卒④

看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧

× × × ×

×××××× ×××××× ×××××× ××××××

×××××× ×××××× ×××××× ××××××
×× ×× ×× ×

看護卒① 看護卒② 看護卒③ 看護卒④

看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧

×× ×× × ×

×××××× ×××××× ×××××× ××××××

看護卒⑤ 看護卒⑥ 看護卒⑦ 看護卒⑧

×× ×× × ×

×××××× ×××××× ×××××× ××××××

管理基準： 二等看病人➝看病卒２０～２１名に１名

三等看病人➝看病卒８名に１名

看病卒　　　➝患者６～１０名に１名
記　　号： ×＝患者 　　
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三等看病人

三等看病人

二等看病人

【
図
３

】
明
治
八
年

「
看
病
人
看
卒
服
務
概
則

」
に
よ
る
管
理
体
制



明治 7 年『三角繃帯用法』附録「図附三角繃帯」             図４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
図
４
】 

 
 

『
三
角
繃
帯
用
法
』
附
録
「
三
角
繃
帯
図
附
」 
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             『三角繃帯図附』の解説         【図５－１】 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            『三角繃帯図附』の解説         【図５

図の

番号

8 目の創に頚巾状巾を用いる方法

14
目の創に頚巾状巾を用いる方
法

22
目や額の創に頚巾状巾を用いる
方法

10
耳・頬・頤・下顎の創に頚巾状巾
を用いる方法

24
手の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法

29 額の創に頚巾状巾を用いる方法

6
手の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法

11
手の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法

15
足の軽い創に頚巾状巾を用い
る方法

18
足の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法

26

27

28

32 手の創に頚巾状巾を用いる方法

『三角繃帯用法』の説明

先尖(まずせん)端より
下縁に向て幾重にも
畳み随意(おもうまま)
の幅となすへし。

先尖(まずせん)端より
下縁に向て幾重にも
畳み随意(おもうまま)
の幅となすへし。

『三角繃帯図附』に描かれている絵

腕の軽い創に頚巾状巾を用いる
方法

頚
巾
状
巾

先端より下縁に向かって
幾重にも他畳凡頸巾状巾
の用法(もちいかた)は甚
だ簡(てみじか)にして爰(こ
こ)に書載(かきの)せ教訓
(おしえさと)すに足ず。唯
二本の帽子針にて其両方
の端裾を縫着け又は之を
結ぶべし。

頚
巾
状
巾

先端より下縁に向かって
幾重にも他畳凡頸巾状巾
の用法(もちいかた)は甚
だ簡(てみじか)にして爰(こ
こ)に書載(かきの)せ教訓
(おしえさと)すに足ず。唯
二本の帽子針にて其両方
の端裾を縫着け又は之を
結ぶべし。
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図の

番号

1
足の骨の砕けた者に頚巾状巾
で副木を固定する方法

2
頚巾状巾で腕に副木（剣鎗或は
其鞘）を固定する方法

12
銃（てっぽう）と頚巾状巾を用い
た副木の固定方法

16
木の枝を副木（鎗破たる車の
輻或は樹枝）として頚巾状巾
で固定する方法

先手（まって）の甲を此巾
の上に置くべし。其置方
（おきかた）は腕頸を下縁
の中央に当て尖端の方は
指頭に至り折反して再腕
頸に至り両方の端裾（た
んきょ）を尖端の上にて交
叉（やりちが）へ再腕頸の
背中にやりて結べし。

7 手の創に半巾を用いる方法

足の創を巻くには先ず足
蹠（あしうら）を巾の中央に
当て尖端を趾の方に向け
爰にて折反し足の甲の方
にやり両端裾にて踝骨の
周囲（めぐり）を纏（まと
い）、足甲にて交叉へ再足
蹠にやり爰にて結べし。

23 足先の創に半巾を用いる方法

肩の創を巻くには二
枚の半巾を用うべし。

其一は頸巾（えりまき）の
如く畳重ね腕の保持巾(腕
を繫保つ三角巾という義）
となして前腕に施すべし。
さて其一に創を受たる肩
の上に当て尖端を頸の方
に向け下縁を上膊（うわう
で）の中央に当て両端裾
を其内側(腋下）に廻して
交叉へ、再其外側にやり
て結ぶべし。さて其尖端は
保持巾を通し頸の方に引
き再保持巾の上に折反し
て帽子針を刺し縫止むべ
し。

33 肩の創に半巾を2枚用いる方法

『三角繃帯図附』に描かれている絵

半
　
　
巾

小き二枚の巾入用な
るときは尖端の処より
下縁の正中（まんな
か）まで正直（まっす
ぐ）に割くべし。

凡骨の傷つきたる病人を
病院に輸(おく)るには副木
を其場所に当て之を保護
せざれば其場所揺動き大
に其痛を増し、又其創の
性(たち)も悪(あし)くなるな
り。抑々(そもそも)副木と
いう者は傷を受て其骨の
揺動)き固持(もちこたえ)
る力を失たる者に、外より
力)となるべき者を副え縛
固めて固保ることの出来
る様になす者なり。然(さ)
れば若用意の副木缺(か
く)るときは何にても其代と
なる者を用うべし。譬(たと
え)は剣鎗(けんやり)或は
其鞘(さや)（第２図)を見合
すべし・銃（第12図)を見合
すべし。折たる鎗(やり)破
たる車の輻(や)、或は樹
枝（第16図)を見合すべ
し。藁(わら)葦(い)等の束
(つかね)たる者を其場所
に当て之を巻縛るが如し。
斯く巻縛るには頸巾の如く
畳まるる者を宜（よろし）と
す。譬(たとえ)は手拭(て
ぬぐい)腹帯(はらおび)手
綱(たづな)銃(てっぽう)の
紐｢ランドセル｣の緒(ひも)
等の如し。

副木其外骨の砕たる
者を撑(ささゆ)る道具
を用るとき之を結固
(むすびかた)むる等に
用う

『三角繃帯用法』の説明

頚
巾
状
巾

－２】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 
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             『三角繃帯図附』の解説         【図５－３】 
  
 

図の

番号

19 胸の創を巻く方法

20 胸の創を巻く方法

13 背中の創に用いる方法

4

17

25

34
四肢の切断された部位に用いる
方法

31
腰の創に三角巾を全巾で用いる
方法

9 頭の創に頭巾を用いる方法

21 頭の創に対する頭巾の方法

大腿は上膊（うわうで）より太きず故に、全幅の三
角巾を用いる。但し巾の下縁にて大腿の上部を
巻き両端裾を二重廻して結べし。若股の肥太た
る者にて結び難き者は大なる帽子針二本を用い
て縫止むべし。

『三角繃帯図附』に描かれている絵

大腕保持巾(手を繫保つ三角巾
の方法）

頭
　
　
巾

頭創を巻くには先（まず）三角巾の中央を頭の巓
上（てんじょう）に当て其下縁を額に垂れ其尖端
を項（うなじ）に垂れさせ其の下縁にて額を覆い
両方の端裾は耳上を超え頭の后（うしろ）に廻し
爰にて交叉（やりちが）へ再額に廻し此処にて結
ぶべし。此時項に垂たる尖端を前になし置たる交
叉（やりちが）の上に折反し頭の巓上にやりて縫
着くべし。

『三角繃帯用法』の説明

腕を適好（ほどよ）き位置に繫保たんには先一方
の端裾を取りて創なき方の肩を超させ項窩（うな
じ）を回り向側に送り、爰に止めおき又一方の端
裾を胸前に垂れ応（こころ）を用い、手軟に屈（か
がめ）たる腕を巾の中央に当て其先端は臂后（ひ
じのうしろ）一寸六七分許（ばかり）を余しおき。さ
て其の端裾を腕の前より上に向て曳上げ創つき
たる肩の上にやり項窩の処にて先に回きたる端
裾と取合せて結止めさて臂后に余したる尖端を
前に廻し帽子針にて縫止むべし。

全
　
　
巾

背中の創を巻くにも胸と同じ方法を用いる。忠、
胸と反對（うらはら）となり、后の所は爰にて前と
なるの違いあるまでなり。

胸の創を巻くには先巾の中央を胸に当て其尖端
は一側の肩を超へ後方に引き、下縁は胸腹を被
い両端裾を右左の脇下に廻し、背にて相互に結
合せさて尖端を右の結目の下に通し再之を上に
折反し帽子針にて縫止むべし。
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〈大阪陸軍臨時病院病棟管理方法〉

・３０棟を並列形に建設、５区に区分、１区は６舎（１舎＝重病舎、５舎＝軽病舎）

　１区 　１区 １区 １区

＊ 石黒忠悳「大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号」57頁を参照し作成

重
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

重
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

重
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

重
病
舎

軽
病
舎

【
図
6

】
「
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院

」
病
棟
管
理
図

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

軽
病
舎

       1  区  
 

軍医正１名、軍医以下４名 
雇医凡そ７名、 
看病人2名、看病卒81名 

重病舎１舎 
患者４４名 
  
 
軍医以下1名 
雇医２名 
看病人１名 
看病卒２１名 

必要とされた看護者数 ：看病人２×５区＝  １０名 
                看病卒８１×５区＝４０５名  

軍医以下３名、看病人１名、

雇医５名、看病卒６０名 

軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 

軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 

軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 

軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 

軽病舎 
 患者 
８８名 
 
 
雇医１名 
看病卒 
  １２名 

軽病舎５舎 
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【
図
７
】
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
発
行
「
看
病
夫
証
書
」 

出典：『大阪陸軍臨時病院報告摘要第一号』 
   陸軍省、1879 年、68 頁 
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【
図
8

】
　
徴
兵
看
護
卒
と
陸
軍
看
護
卒
の
任
命
シ
ス
テ
ム
の
比

「徴兵看護卒」の任命システム 「陸軍看護卒」の任命システム

（明治十九年徴兵看護卒取扱手続） （明治二十年陸軍看護卒教育規則）

諸兵・徴兵看護卒 

歩兵隊に編入し、第一教科を教習 

軍医長        

病院長 
隊附医 

の下看護長より 
第二・第三教科を教習 

病院長 
連隊医 熟否を検査 

二等看護卒を命じる 

陸軍看護卒 

歩兵連隊に編入 

六
ヶ
月
間

 

 
 第一～第三教科を学ぶ 
 第二・第三は 
 病院分営や重病室で実習 

 病院長が検閲し本人手帳に 
 「卒業」「看護学卒業」を明記 

卒業名簿と配附表を 
軍医部へ報告 



＊条件は、戦時要員の欠員を生じないこと。
＊軍事上の教育を受けた初年兵で各兵一中隊より半人づつ補充員とする。

戦時一師団 看護長 97人

留守師団 看護卒 186人

平時一師団 看護長 52人

看護卒 29６人 現役 62人
〈各兵中隊に１人）
予備役 104人
後備役 130人

看護卒は看護卒で再役志願者の
者

対策定員

平時戦時における看護長看護卒の補充方法（案）

看護長の欠員は看護卒にして「下
士適任書」を所持する者より補欠
する

（報告者作）

　　

準
士
官

十
等

二
等

一
等

二
等

一
等

二
等

一
等

上
等
兵

一
等
卒

ニ
等
卒

参考資料：　明治６年は太田臨一郎『日本近代軍服史』189～190頁より抜粋

明治２９年・３８年・４２年はそれぞれ『軍制学教程』より抜粋

看
護
手

衛
生
部
準
士
官

衛
生
部
下
士

衛
生
部
兵
卒

看
護
卒

一
等
看
護
長

二
等
看
護
長

明
治
　
八
年

十
三
等

看
病
卒

一
等
卒

兵
卒

ニ
等
卒

下
　
　
士

三
等
看
病
人

伍
長

一
等
看
病
人

十
一
等

二
等
看
病
人

階
級

衛
生
部

二
等
看
護
長

明
治
二
十
九
年

（

明
治
二
十
一
年
六
月
軍
医
部
は
衛
生
部
と
な
る
。

看
護
手
は
上
等
兵
と
同
等
と
な
る
）

軍
曹

十
二
等

看
護
手

歩
兵
科

一
等
看
護
長

軍
医
部

病
院
課

曹
長

明
治
十
六
年

二
等
看
護
長

三
等
看
護
長

各
兵
科
下
士

明
治
三
十
八
年

看
護
卒

会
計
部

卒

衛
生
部
卒

準
士
官

衛
生
部
下
士

三
等
看
護
長

一
等
看
護
長

ニ
等

看
護
卒

衛
生
部

上
等

看
護
長

一
等
看
護
長

二
等
看
護
長

明治陸軍階級表にみる看病人・看病卒の変遷

三
等
看
護
長

上
等

看
護
卒

一
等

看
護
卒

階
級

階
級

明
治
四
十
ニ
年

三
等
看
護
長

衛
生
部

                                    

【図１０：看護長･看護卒の変遷】 
【図９：看護長･卒補充方法】 
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【
図
1
1
　
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革
に
よ
る
衛
生
部
下
士
補
充
シ
ス
テ
ム

】

　　上等兵 衛生部下士　　兵卒

歩・騎・砲・工・輜重の初年兵 
 ６ヶ月の軍事上の教育 

篤実温厚読書算筆ある者 
「看護手候補者の名簿」に登録 

看護学修業兵として 
衛戍病院で６ヶ月間看護法を学ぶ 

看護学修業兵試験に合格 

看護手欠員時看護手に昇格 

「看護学修業兵名簿」に登録 

２年間看護手を務める 

「衛生部下士候補者名簿」に登録 
三等看護長又は 
三等調剤手に昇格 

学科：口答 
術科:実施（包帯術・救急術・患者運搬法） 



【
資
料
１
】 

 

益
頭 
駿
次
郎
『
欧
行
記
』 

 

大
塚
武
松
編
『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
第
１
‐
３
』（
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
〇
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「
欧
行
記
二
」
一
八
六
―
一
九
〇
頁
に
病
院
見
学
の
記
録 

 
 

 

○
三
月
十
九
日 

曇
朝
雨 
晝
前
巴
里
斯
の
病
院
を
一
見
と
し
て
我
国
医
師
二
人
を
同
道
す
。
其
病
院

は
方
六
十
間
余
り
三
四
階
作
に
て
最
大
廈
な
り
。
最
初
何
ヶ
年
前
巴
里
斯
市
中
の
商
家
一
同
に
て
諸
人
の

た
め
設
け
し
由
。
当
時
は
追
々
増
加
し
て
且
病
院
一
体
の
家
規
矩
は
先
つ
入
口
に
医
師
所
あ
り
、
第
二
は

諸
薬
調
合
所
あ
り
、
第
三
に
は
諸
薬
製
煎
所
あ
り
、
第
四
に
は
湯
飲
所
あ
り
、
第
五
に
は
沐
湯
所
あ
り
、

第
六
に
は
蒸
気
温
室
あ
り
又

寒マ

頂マ

を
請
る
の
一
室
あ
り
、
第
七
に
は
諸
布
洗
濯
所
あ
り
、
第
八
に
は
病
人

臥
具
衣
服
改
請
取
渡
し
所
あ
り
、
第
九
に
は
病
人
の
食
料
製
し
所
あ
り
、
第
十
に
は
病
死
人
を
差
置
所
あ

り
、
此
所
一
人
毎
に
ブ
リ
キ
に
て
張
り
た
る
台
に
載
半
経
の
覆
を
掛
け
首
計
見
え
る
様
の
製
具
な
り
、
第

十
一
は
病
死
人
を
解
体
所
あ
り
、
此
処
に
は
既
二
人
の
女
子
の
腹
を
さ
き
五
臓
六
腑
を
分
け
其
侭
に
あ
り
、

第
十
二
に
は
火
温
蒸
所
あ
り
是
は
匱
の
内
へ
体
入
れ
首
計
り
箱
の
外
へ
出
し
薬
気
の
火
温
を
以
惣
身
の
体

を
温
む
る
所
な
り
。
外
病
人
を
差
置
局
十
八
あ
り
、
一
局
毎
に
三
十
四
ヶ
所
の
鐵
床
あ
り
。
夜
具
は
悉
く

布
を
用
ひ
一
床
毎
に
食
台
を
設
け
あ
り
。
当
時
病
人
五
百
六
十
人
居
住
す
と
云
。
茲
に
病
院
月
々
入
費
出

金
の
基
本
を
尋
問
せ
し
に
第
一
は
市
中
の
豪
家
よ
り
奇
特
金
差
出
、
第
二
は
市
中
の
劇
場
見
世
物
其
外
都

て
人
寄
に
て
遨
遊
所
へ
入
輸
す
価
の
高
凡
百
フ
ラ
ン
ク
の
も
の
に
は
二
十
フ
ラ
ン
ク
の
高
を
取
立
る
法
な

る
由
、
故
に
右
の
場
所
に
は
病
院
の
収
金
を
扱
ふ
も
の
一
人
つ
つ
差
出
置
右
日
の
内
に
取
立
候
由
、
第
二

に
は
不
融
通
の
も
の
あ
り
。
品
物
質
入
に
し
て
凡
百
フ
ラ
ン
ク
高
の
も
の
へ
七
十
フ
ラ
ン
ク
を
貸
し
一
ヶ

年
利
足
六
フ
ラ
ン
ク
と
し
て
期
限
と
極
め
当
人
請
戻
し
な
し
か
た
き
も
の
は
流
物
し
其
品
を
商
人
へ
糶
売

な
し
過
銀
な
る
時
に
は
其
内
を
元
利
を
引
殘
銀
は
病
院
の
入
費
の
高
へ
加
へ
る
由
、
第
三
組
合
商
家
に
て

も
親
子
の
身
寄
の
も
の
な
く
死
去
し
て
家
相
続
な
す
も
の
な
き
時
は
家
主
死
す
る
時
家
財
を
病
院
へ
差
納

度
義
遺
言
あ
ら
は
左
の
通
病
院
の
入
費
に
加
へ
又
遺
言
な
く
死
た
る
も
の
は
家
財
は
政
府
に
没
収
な
す
と

云
入
費
の
仕
法
は
大
略
前
條
の
こ
と
く
に
あ
り
、
当
時
仏
国
八
十
八
部
に
部
落
を
区
別
し
、
右
は
一
部
毎

に
奉
行
を
置
之
れ
を
支
配
し
小
部
に
て
下
奉
行
を
差
置
大
略
一
部
毎
に
病
院
は
有
之
、
小
部
に
て
は
病
院

を
作
り
て
も
僅
の
病
人
数
に
て
は
空
し
く
入
費
相
掛
無
益
に
属
し
候
場
所
も
有
之
右
様
の
場
所
は
別
に
病

院
は
無
之
若
病
人
有
之
節
は
近
辺
大
部
落
の
病
院
へ
差
遣
し
養
生
為
致
候
法
に
て
尤
入
費
其
外
は
病
院
無

之
場
所
よ
り
右
條
々
仕
様
通
り
割
合
候
て
入
費
も
差
出
す
〇
当
時
仏
国
に
は
大
小
三
十
余
の
病
院
有
之
候

由
〇
病
院
へ
入
る
も
の
手
続
方
極
困
窮
に
て
飢
渇
に
迫
り
候
程
の
も
の
は
一
切
病
院
の
収
賄
死
去

マ

マ

致
し
候

節
は
葬
理
邊
も
病
人
入
用
の
中
を
以
取
行
候
由
、
又
格
別
の
困
窮
人
に
無
之
候
て
も
医
師
を
招
き
療
治
相

受
候
て
は
多
分
の
入
費
も
相
掛
殊
に
療
養
方
不
行
届
等
の
族
は
病
院
に
入
療
養
を
受
け
一
日
に
二
フ
ラ
ン

ク
か
ら
六
フ
ラ
ン
ク
位
の
価
を
拂
少
の
入
費
を
以
十
分
に
療
養
相
加
候
由
〇
病
院
医
師
の
義
は
四
十
人
有
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之
内
十
人
は
上
等
の
医
師
に
て
跡
三
十
人
の
分
は
自
分
修
行
旁
調
薬
等
司
り
候
も
の
の
由
、
早
朝
よ
り
病

院
へ
罷
出
診
察
致
し
午
後
に
及
帰
宅
い
た
し
ア
バ
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
唱
へ
病
院
一
切
の
事
を
惣
轄

い
た
し
居
役
所
有
之
尤
役
所
願
出
候
も
の
は
夫
々
病
症
を
診
察
し
其
病
に
よ
り
入
り
部
屋
に
て
所
を
撰
み

出
役
所
の
命
に
て
夫
々
分
配
い
た
し
候
趣
〇
病
院
看
病
男
は
一
体
仏
国
民
間
の
若
き
男
百
人
有
之
候
へ
は

五
十
人
は
兵
隊
に
い
た
し
候
制
度
に
有
之
候
処
右
兵
隊
の
内
に
て
病
院
に
入
り
看
病
を
望
む

□

マ
マ

時
は
七
ヶ

年
の
期
を
限
り
召
使
ひ
猶
ま
た
兵
卒
に
致
し
候
由
尤
右
七
ヶ
年
中
に
は
大
略
医
師
の
筋
を
心
得
候
様
相
成

相
應
出
来
い
た
し
候
も
の
は
エ
ル
ス
、
ヲ
シ
ュ
ル
と
相
唱
へ
候
て
半
は
医
師
半
は
士
官
に
て
兵
卒
の
中
に

加
り
戦
争
等
の
節
疵
受
候
も
の
の
療
治
等
為
致
候
趣
〇
別
に
バ
レ
イ
ス
中
に
ス
ト
ラ
ジ
ビ
ュ
ル
グ
と
相
唱

へ
候
陸
軍
の
為
に
の
み
設
置
候
病
院
有
之
候
〇
右
病
院
は
前
病
院
に
比
し
候
て
は
一
層
広
大
に
て
病
症
千

八
百
床
程
も
有
之
候
趣
右
は
全
く
政
府
入
費
に
て
陸
軍
の
上
等
士
官
等
の
入
り
候
病
室
は
清
潔
に
し
て
手

広
に
作
り
恰
も
旅
宿
に
居
る
と
同
様
に
有
之
候
由
右
陸
軍
病
院
附
頭
取
た
る
医
師
は
医
学
校
の
中 

療
養

学
術
共
相
勝
れ
候
も
の
を
選
み
六
七
年
の
中
半
者
ハ
レ
イ
ス
平
人
の
病
院
に
入
り
修
行
為
致
半
は
ア
ラ
ビ

ヤ
邊
へ
差
遣
し
小
戦
争
の
節
士
卒
の
疵
傷
を
負
ひ
候
も
の
を
療
治
致
し
実
地
の
修
行
相
熟
し
候
上
に
て
ミ

レ
タ
イ
レ
と
唱
へ
候
医
師
頭
に
取
立
候
趣
右
医
師
の
位
階
は
陸
軍
に
て
申
候
得
は
ゼ
ネ
ラ
ー
ル
の
官
に
相

適
り
候
位
階
に
て
医
師
の
棟
梁
に
有
之
一
ヶ
年
の
給
分
二
千
ト
ル
ラ
ル
程
に
有
之
候
由
〇
右
は
全
く
仏
国

に
て
は
陸
軍
の
世
界
第
一
と
申
請
へ
候
程
の
義
に
付
格
別
陸
兵
の
為
に
は
力
を
蓋
し
撫
育
い
た
し
候
趣
に

有
之
〇
薬
園
の
近
傍
に
婦
人
の
み
の
病
院
有
之
候
右
は
婦
人
の
狂
気
い
た
し
候
も
の
を
入
れ
相
養
病
院
に

て
所
謂
狂
癲
院
と
相
唱
へ
候
場
所
に
て
又
婦
人
の
老
若
に
至
り
四
肢
不
得
の
も
の
此
院
に
入
れ
養
生
為
致

候
趣
〇
男
子
は
狂
気
い
た
し
候
も
の
別
に
有
之
候
由 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
句
読
点
は
報
告
書
付
記
） 
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【
資
料
２
】 

 

玉
蟲
左
太
夫
『
航
米
日
録
』
第
四 

沼
田
次
郎
・
松
沢
弘
陽
校
注
『
日
本
思
想
大
系
66 

西
洋
見
聞
集
』 

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
一
〇
四
‐
一
〇
五
頁
。 

 

ワ
シ
ン
ト
ン
滞
在
の
記
録 

 

 

四
月
十
四
日 

晴 

滞
留
、
巳
後
同
伴
三
両
人
ニ
テ
旅
館
ヨ
リ
東
北
ニ
行
ク
、
十
五
六
町
ニ
シ

テ
一
巨
屋
ア
リ
、
高
サ 

四
層
ニ
シ
テ
長
サ
十
二
三
間
横
十
間
余
、
周
囲
ニ
木
柵
ヲ

繞
め
ぐ
ら

ス
、
石

ニ
テ
玄
関
ヲ
造
ル
、
即
チ
病
院
ナ
リ
。
始
メ
二
階
上
ニ
登
ル
。
大
小
ノ
房
室
相
並
ビ
数
十
個
ア
リ
。

男
女
各
限
隔
ヲ
ナ
シ
、
病
者
臥
シ
居
タ
リ
。
一
房
多
キ
ハ
七
八
人
少
キ
ハ
五
六
人
、
病
者
女
ナ
レ

バ
女
、
男
ナ
レ
バ
男
ヲ
以
テ
監
視
セ
シ
ム
。
寝
室
・
食
床
極
メ
テ
清
潔
ニ
ス
。
医
官
数
人
其
傍
ニ

在
テ
時
々
ニ
診
察
ス
。
又
一
房
ニ
骸
骨
ヲ
列
ス
、
五
臓
六
腑
皆
備
具
ス
。
外
ニ
胎
内
ノ
小
児
、
一

月
ヨ
リ
十
月
ニ
至
ル
迠
ノ
死
骸
ヲ
焼
酎
ニ
浸
シ
玻
璃
壺
ニ
入
ル
、
其
形
チ
生
ケ
タ
ル
如
シ
。
又
一

房
ニ
外
療
ノ
具
ア
リ
。
木
材
ニ
テ
四
体
ヲ
象
ル
、
又

俎
ま
な
い
た

ニ
似
テ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
是
ヨ
リ
奥
ニ
入

リ
房
室
数
ヶ
所
ア
リ
。
其
内
一
房
ニ
天
主
ヲ
安
置
シ
、
正
面
ニ
十
字
上
ニ
縛
セ
ラ
ル
裸
体
ノ
人
形

ヲ
金
色
ニ

鏤
ち
り
ば

メ
安
置
シ
、
其
後
ロ
ニ
ハ
男
女
相
対
シ
タ
ル
画
ヲ
掛
ク
。
左
右
ニ
瑠
璃
色
ノ
瑠
璃

中
ヘ
燈
ヲ
点
ジ
頗
ル
深
遠
ナ
リ
。
女
僧
黒
衲
衣
ヲ
服
シ
テ
是
ヲ
守
護
ス
、
男
ノ
入
ル
ヲ
禁
ズ
。
予

等
ヲ
導
キ
シ
モ
ノ
始
メ
男
ニ
シ
テ
、
此
房
中
ヘ
入
リ
シ
ト
キ
女
僧
一
人
付
き
副
フ
テ
、
男
ハ
戸
外

ニ
待
ツ
。
尤
其
女
僧
ハ
常
ニ
十
字
木
ヲ
腰
辺
ヘ
帯
ブ
。
天
主
堂
ヘ
入
レ
バ
腰
ヲ
屈
シ
テ
礼
拝
シ
居

ル
。
是
定
メ
テ
病
人
ノ
為
メ
安
置
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
其
外
病
人
ノ
取
扱
ヘ
一
ノ
遺
漏
ナ
ク
感
心
ス
ベ

シ
。 
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【
資
料
３
】 

福
沢
諭
吉
編
纂
『
西
洋
事
情
』 

尚
古
堂
、
一
八
七
〇
年 

＊
句
読
点
は
富
山
正
文
編
者
代
表
『
福
沢
諭
吉
選
集 

第
一
巻
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）

「
西
洋
事
情 

初
編
巻
之
一
」
一
二
〇
―
一
二
一
頁
を
参
照
。 

 

病 

院 

一 

病
院
ハ
、
貧
人
ノ
病
テ
医
薬
ヲ
得
サ
ル
者
ノ
為
ニ
設
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
政
府
ヨ
リ
建
ル
モ
ノ
ア
リ
、 

 
 

私
ニ
会
社
ヲ
結
デ
建
ル
モ
ノ
ア
リ
。
英
国
及
ヒ
合
衆
国
ニ
此
法
最
モ
多
シ
。
私
ニ
建
ル
モ
ノ
ハ
、 

社
中
ヨ
リ
王
公
貴
人
富
商
大
賈
ニ
説
テ
寄
附
ヲ
請
ヒ
、
病
院
既
ニ
成
ル
後
モ
尚
ホ
年
々
定
タ
ル
寄 

附
ノ
金
高
ヲ
集
メ
テ
長
ク
病
院
ヲ
持
続
ス
。
又
病
院
ニ
入
ル
者
モ
、
極
貧
ノ
者
ハ
全
ク
費
ヲ
出
サ 

ザ
レ
ト
モ
、
稍
ヤ
産
ア
ル
者
ハ
貧
富
ニ
応
シ
テ
医
療
ノ
費
ヲ
払
フ
。
各
国
ノ
首
府
都
会
ニ
ハ
、
病 

院
ア
ラ
サ
ル
所
ナ
シ
。
〇
病
院
ノ
法
ハ
各
国
大
同
小
異
、
左
ニ
仏
蘭
西
病
院
ノ
法
ヲ
示
ス
。 

 
 

巴
理
斯
ニ
病
院
大
小
十
三
所
ア
リ
。
一
院
附
属
ノ
医
師
、
各
々
八
人
ヨ
リ
十
五
人
、
最
モ
大
ナ
ル

病
院
ニ
ハ
三
十
人
ア
リ
。
介
抱
人
ハ
男
女
両
様
ア
リ
テ
、
男
子
ハ
病
男
ニ
属
シ
、
婦
人
ハ
病
婦
ニ

属
ス
。
病
人
五
十
人
ニ
介
抱
人
十
名
ヲ
附
ル
ヲ
定
則
ト
ス
。
又
「
ノ
ン
」
ト
称
ス
ル
者
ア
リ
。
コ

レ
ハ
老
若
婦
人
、
不
幸
ニ
逢
フ
歟
、
又
ハ
他
故
ア
ル
モ
ノ
、
神
明
ニ
誓
テ
若
干
年
ノ
間
、
病
者
ヲ

扶
ケ
ン
ト
自
カ
ラ
約
シ
、
其
年
期
内
ハ
、
男
女
ノ
交
ヲ
絶
チ
、
清
潔
ヲ
守
ル
コ
ト
、
本
邦
ノ
尼
ノ

如
ク
シ
テ
、
病
院
ニ
入
ル
者
ナ
リ
。
故
ニ
此
「
ノ
ン
」
ハ
病
者
ヲ
介
抱
ス
ル
ニ
男
女
ヲ
弁
セ
ス
、

臥
床
ニ
近
ツ
ク
コ
ト
妨
ナ
シ
。
又
「
ノ
ン
」
ハ
固
ヨ
リ
自
カ
ラ
好
テ
院
ニ
入
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
、

俸
金
ヲ
受
ケ
ス
、
唯
衣
食
ノ
給
ア
ル
ノ
ミ
。
院
ニ
留
ル
時
日
モ
定
限
ナ
ク
、
今
日
既
ニ
入
ル
ト
モ

意
ニ
適
セ
サ
レ
ハ
明
日
出
ル
ヲ
得
。
〇
十
三
院
、
各
所
ニ
布
在
ス
ト
雖
ト
モ
、
王
宮
ノ
近
傍
ニ
官

ノ
役
所
ア
リ
テ
、
官
ヨ
リ
吏
人
ヲ
置
キ
、
総
病
院
ヲ
支
配
ス
。
故
ニ
都
下
ノ
人
民
、
病
院
ニ
行
ン

ト
欲
ス
ル
者
ハ
、
先
ツ
此
役
所
ニ
至
リ
、
官
ノ
免
許
ヲ
受
ケ
テ
然
ル
後
、
病
院
ニ
入
ル
。
〇
病
院

ノ
費
用
ハ
、
総
テ
政
府
ヨ
リ
出
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
初
メ
之
ヲ
建
ル
ト
キ
ハ
都
下
ニ
命
ヲ
下
シ
、
各

戸
ヨ
リ
貧
富
ニ
応
シ
テ
出
銀
セ
シ
メ
、
其
後
、
院
ヲ
修
理
シ
、
或
ハ
病
者
ニ
与
フ
ル
薬
品
衣
服
ノ

価
、
及
ヒ
婢
僕
給
料
等
ノ
費
ハ
、
左
ノ
法
ア
リ
テ
金
ヲ
集
ム
。 

 

第
一 

都
下
ノ
人
、
各
其
志
ニ
従
テ
病
院
ニ
金
ヲ
修
ル
コ
ト
、
本
邦
ノ
寺
社
ニ
寄
附
ス
ル
カ
如
シ
。 

 

第
二 

都
下
ノ
芝
居
、
見
セ
物
、
其
外
遊
楽
ヲ
以
テ
利
ヲ
得
ル
モ
ノ
ハ
、
得
ル
所
ノ
金
、
十
分
ノ
四

ヲ
、
病
院
ニ
納
メ
シ
ム
。 

 

第
三 

貧
困
未
タ
甚
シ
カ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
自
家
ニ
医
師
ヲ
招
ク
ノ
力
ナ
ク
シ
テ
病
院
ニ
入
ル
者
ニ
ハ
、

医
薬
ノ
価
ト
シ
テ
、
一
日
ニ
二
「
フ
ラ
ン
ク
」
乃
至
四
・
五
「
フ
ラ
ン
ク
」
ヲ
納
メ
シ
ム
。 

 

第
四 

政
府
ヨ
リ
貸
附
所
ヲ
建
テ
質
物
ヲ
取
ル
。
其
法
一
年
ヲ
期
限
ト
ナ
シ
、
利
息
六
分
ヲ
収
ム
。

品
物
ヲ
質
入
シ
タ
ル
者
、
期
限
ニ
至
テ
金
ヲ
償
ハ
サ
レ
ハ
、
其
物
ヲ
出
シ
テ
糶
売
ト
ナ
ス
。
例

ヘ
ハ
初
メ
質
入
レ
シ
タ
ル
ト
キ
百
両
ヲ
貸
シ
タ
ル
品
物
、
糶
売
ニ
テ
百
三
十
両
ト
ナ
レ
ハ
、
一

年
百
両
ノ
利
息
六
両
ヲ
引
キ
、
残
リ
二
十
四
両
ア
リ
。
之
ヲ
病
院
ノ
費
用
ト
ス
。 

 

第
五 

西
洋
諸
国
ニ
ハ
養
子
ノ
法
ナ
シ
。
故
ニ
父
母
妻
子
ナ
キ
モ
ノ
死
ス
レ
ハ
、
其
家
産
盡
ク
近
キ

親
属
ニ
帰
ス
。
若
シ
親
属
モ
ナ
ク
シ
テ
家
産
帰
ス
ル
所
ナ
キ
ト
キ
ハ
、
之
ヲ
政
府
ヘ
収
テ
病
院

費
用
ヲ
供
ス
。 

右
ハ
仏
国
西
病
院
ノ
通
法
ナ
レ
ト
モ
、
海
陸
軍
病
院
ノ
如
キ
ハ
其
費
用
全
ク
政
府
ヨ
リ
出
ツ
。 
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【
資
料
４
】 

 

英
国
探
索
（
福
田
作
太
郎
筆
記
） 

 
 
 

沼
田
次
郎
・
松
沢
弘
陽
『
西
洋
見
聞
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
五
一
四
―
五
二
二
頁
。 

 

英
国
倫
敦
府
病
院
并
学
校
の
事 

１ 

竜
動
に
は
、
数
百
年
前
よ
り
既
に
病
院
の
設
け
有
之
、其
後
人
口
増
加
仕
候
に
随
ひ
追
々
建
立
い
た
し
、

当
時
に
て
は
最
早
三
拾
余
ヶ
所
も
有
之
由
。 

２ 

右
病
院
は
、
家
計
富
饒
に
て
安
楽
に
日
を
送
候
者
其
外
惣
て
仁
恤
の
志
有
之
者
共
損
金
い
た
し
取
建
、

其
後
も
年
々
損
金
い
た
し
、
病
院
中
諸
費
を
取
賄
、
貧
民
は
救
助
仕
候
様
に
主
法
相
立
有
之
由
。 

３ 

右
寄
附
金
を
出
し
候
者
は
、
上
は
国
王
・
諸
大
臣
を
始
、
下
は
士
官
・
町
人
に
至
る
ま
で
、
銘
々
思
ひ

思
ひ
に
出
金
い
た
し
候
事
に
て
、
素
よ
り
員
数
等
取
極
有
之
訳
に
は
無
之
、
全
く
仁
受
を
施
し
、
志
の
厚

薄
、
家
計
の
多
寡
に
従
ひ
候
事
に
候
由
。
右
の
内
、
年
々
員
数
を
取
極
置
差
出
候
者
も
多
く
有
之
由
。 

４ 

右
様
年
々
取
極
候
金
を
出
候
も
の
の
内
、
三
ポ
ン
ト
三
シ
ル
リ
ン
グ
出
候
者
は
ゴ
ウ
ノ
ル
と
唱
、
其
病

院
の
儀
に
付
諸
事
相
談
仕
、
年
々
只
壱
ポ
ン
ト
出
候
も
の
、并
一
度
に
拾
ポ
ン
ト
寄
附
い
た
し
候
も
の
は
、

シ
ュ
ブ
カ
ラ
イ
フ
ル
と
唱
へ
、
只
其
仲
間
に
入
候
迠
に
て
、
諸
事
相
談
の
儀
は
無
之
よ
し
。 

５ 

病
院
の
制
は
い
づ
れ
も
同
様
に
て
、
貧
民
共
病
気
の
節
病
院
に
来
り
診
察
を
受
、
其
軽
重
に
従
ひ
、
只

薬
を
申
請
自
分
宅
に
て
養
生
為
致
、
手
間
取
候
様
の
病
気
は
其
儘
病
院
へ
留
置
治
療
を
施
し
、
全
快
の
上

宅
に
返
し
候
由
。
其
故
施
薬
を
請
候
も
の
は
甚
だ
多
く
、
既
に
キ
ン
ク
ス
コ
ル
レ
ジ
ー
と
申
病
院
に
て
、

昨
年
中
病
院
に
入
込
候
者
は
三
千
人
計
に
て
、
自
宅
に
て
薬
を
申
受
候
も
の
は
三
万
人
も
有
之
由
。 

６ 

病
人
を
差
置
候
場
所
は
、
大
抵
幅
四
間
、
長
さ
拾
弐
三
間
の
部
屋
に
、
拾
四
五
人
宛
さ
し
置
、
看
病
人

三
四
人
宛
附
置
候
。
病
院
に
大
小
不
同
有
之
候
へ
共
、
何
れ
も
数
百
人
入
込
候
程
の
設
有
之
候
。 

７ 

右
の
外
、
飲
食
製
所
・
薬
調
合
所
・
病
人
浴
湯
所
等
悉
く
相
備
居
候
。 

８ 

病
人
部
屋
は
い
づ
れ
も
清
潔
に
い
た
し
有
之
、
病
牀
・
蒲
団
等
は
七
日
毎
に
引
替
候
由
。
且
寒
気
の
節

カ
ツ
フ
ル
又
は
蒸
気
仕
掛
に
て
部
屋
内
を
温
候
様
い
た
し
有
之
候
。
婦
人
・
小
児
等
の
部
屋
に
は
金
魚

鉢
・
盆
石
又
は
草
花
を
植
候
抔
に
て
、
病
人
の
気
分
を
引
立
相
慰
め
候
様
に
見
請
候
。 

９ 

病
牀
の
上
に
は
、
其
名
前
・
病
名
、
并
に
引
請
の
医
師
姓
名
、
薬
法
・
飲
食
等
の
事
を
認
候
札
を
懸
置
、

一
見
い
た
し
候
得
ば
、
諸
事
分
明
に
相
知
候
様
致
し
有
之
候
。 

10 

看
病
人
は
惣
て
婦
人
を
用
候
。
右
は
飲
食
の
外
年
々
弐
拾
ポ
ン
ト
程
の
給
金
を
請
候
趣
に
候
。
尤
病

院
に
て
不
同
も
可
有
之
候
。
数
拾
人
の
儀
に
付
其
内
壱
人
頭
立
候
も
の
有
之
、
諸
事
差
図
い
た
し
候
由
。 

11 

薬
の
儀
、
薬
屋
相
詰
候
場
所
有
之
、
始
終
両
三
人
程
宛
相
詰
居
、
諸
薬
一
切
備
置
、
医
師
よ
り
方
書

遣
候
へ
ば
其
通
調
合
い
た
し
、
其
掛
へ
相
渡
し
、
数
ケ
月
或
は
半
年
に
て
右
入
用
丈
け
の
代
料
を
請
取
、

外
に
右
調
剤
の
料
と
し
て
一
ヶ
月
百
五
拾
ポ
ン
ト
遣
し
候
よ
し
。是
亦
病
院
の
大
小
に
随
ひ
不
同
も
有
之

由
。 

12 

医
師
は
内
科
・
外
科
・
小
児
科
等
、
各
弐
人
宛
頭
取
候
も
の
有
之
、
右
の
外
壱
人
宛
病
院
へ
詰
切
居

候
。
右
頭
取
候
も
の
は
日
々
病
人
を
見
舞
候
上
、
薬
其
外
の
手
当
等
差
図
い
た
し
、
右
詰
切
候
者
は
都
て
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頭
取
の
差
図
を
請
取
計
居
、
且
病
人
中
容
体
相
替
候
儀
も
有
之
候
は
ゞ
、
治
療
向
等
是
又
頭
取
へ
申
聞
取

計
候
由
。 

13 

右
医
師
の
頭
取
は
、
各
一
家
を
為
し
居
、
医
術
も
熟
達
い
た
し
候
者
に
て
、
自
分
活
計
に
不
足
も
無

之
、
且
詰
切
居
候
医
師
も
修
行
の
為
め
に
有
之
候
故
、
総
て
医
師
は
一
切
手
当
等
受
候
儀
無
之
由
。
右
の

外
修
行
中
の
医
生
は
日
々
病
院
へ
入
込
、
病
人
を
診
察
い
た
し
、
治
法
等
を
質
問
研
究
仕
候
、
専
ら
実
験

を
心
掛
候
由
。 

14 

異
病
其
外
種
々
の
外
科
施
術
有
之
節
は
、
志
有
之
医
生
共
を
集
置
、
療
治
の
次
第
を
熟
視
為
致
、
頭

取
候
も
の
よ
り
病
気
の
縁
故
を
悉
敷
申
述
、
治
療
の
法
を
指
示
し
会
得
為
致
候
。 

15 

平
日
は
セ
ク
レ
タ
リ
ー
と
唱
候
取
締
の
者
壱
人
有
之
、
諸
事
取
計
、
其
余
は
看
病
人
并
に
奴
僕
数
人

有
之
、
別
段
役
人
様
の
も
の
無
之
候
様
子
に
有
之
候
。 

16 

前
条
寄
附
金
は
年
々
多
分
有
之
、
既
に
昨
年
キ
ン
ク
ス
コ
ル
レ
ジ
ー
は
七
千
ポ
ン
ト
も
相
聚
候
。
右

の
内
弐
千
五
百
ホ
ン
ト
は
両
替
渡
世
の
者
、
千
五
百
ホ
ン
ト
は
其
他
の
商
人
、
其
余
は
国
王
を
始
諸
大
臣

并
見
分
有
之
候
も
の
よ
り
差
出
候
由
。 

17 

年
々
の
寄
附
金
に
て
諸
費
取
賄
候
に
は
十
分
有
之
候
得
共
、
其
年
に
寄
流
行
病
又
は
不
時
の
儀
有
之
、

過
分
の
入
費
相
懸
り
、
積
金
乏
敷
相
成
候
節
は
、
其
趣
を
新
聞
紙
に
認
諸
方
へ
差
出
候
へ
ば
、
早
速
志
の

者
共
出
金
い
た
し
候
よ
し
に
て
、
聊
も
政
府
の
力
を
借
候
儀
は
無
之
由
。 

18 

政
府
に
て
取
建
候
病
院
は
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
と
申
処
に
海
軍
の
為
一
ヶ
所
、
其
外
陸
軍
の
為
設
け
候
分

所
々
有
之
候
由
。 

19 

セ
ル
シ
ー
と
申
処
に
有
之
候
陸
軍
病
院
の
入
費
、
千
八
百
六
十
二
年
中
に
弐
万
七
千
五
百
三
拾
ポ
ン

ト
相
掛
候
由
。 

20 

右
高
の
内
に
て
奉
行
其
外
諸
役
人
・
医
師
等
、
総
て
弐
拾
人
余
も
有
之
候
も
の
ゝ
手
当
、
其
外
一
切

の
入
用
相
籠
居
候
よ
し
。
尤
右
入
用
は
元
よ
り
所
々
に
て
不
同
有
之
候
事
。 

21 

病
院
の
内
、
眼
病
院
は
全
く
別
に
取
建
有
之
候
へ
共
、
入
込
居
候
も
の
は
甚
少
く
、
多
分
は
日
々
通

ひ
診
察
を
請
候
事
に
て
、
重
症
に
無
之
候
へ
ば
自
分
宅
に
て
養
生
仕
候
由
。
其
故
日
々
診
察
を
請
候
も
の

三
四
百
人
宛
有
之
候
。
尤
右
眼
病
院
も
数
ヶ
所
に
有
之
趣
、
尤
諸
事
外
病
院
と
同
様
の
仕
法
に
有
之
候
。 

22 

狂
病
院
と
唱
候
も
の
有
之
、
男
女
に
限
ら
ず
発
狂
い
た
し
自
宅
に
て
養
生
出
来
か
ね
候
も
の
は
同
所

へ
遣
し
候
由
。
此
処
に
て
も
医
師
に
て
頭
取
を
兼
候
も
の
有
之
、
諸
事
取
計
候
由
。 

23 

発
狂
人
は
男
女
に
分
ち
置
、
余
程
手
広
の
部
屋
へ
入
置
、
銘
々
の
存
寄
次
第
に
日
を
送
ら
せ
候
様
子

に
て
、
一
見
い
た
し
候
節
も
、
画
或
は
音
楽
い
た
し
、
或
は
書
見
い
た
し
、
婦
人
の
方
も
同
様
、
縫
物
い

た
し
候
も
画
を
い
た
し
候
も
の
も
有
之
候
。
其
部
屋
々
々
の
外
、
婦
人
の
方
は
楽
器
等
を
置
、
踊
を
致
し

候
場
所
、
男
子
の
方
は
玉
突
い
た
し
候
場
所
有
之
、
種
々
気
分
を
慰
め
神
心
を
安
ん
じ
候
設
有
之
候
。 

24 

右
看
病
人
は
、
男
子
の
方
は
男
子
、
婦
人
の
方
は
婦
人
に
有
之
候
。 

25 

発
狂
の
上
悪
事
い
た
し
候
も
の
は
、
同
所
へ
入
置
候
事
に
て
、
仮
令
刑
罰
に
行
ふ
べ
き
程
の
悪
事
い

た
し
候
て
も
、
狂
人
に
候
へ
ば
其
儀
無
之
候
。
既
に
親
を
殺
候
由
の
者
有
之
、
是
等
は
生
涯
此
院
中
に
入

置
候
由
。
且
我
子
を
殺
し
、
家
を
焼
き
、
女
王
を
殺
さ
ん
と
い
た
し
候
よ
し
の
も
の
壱
人
有
之
、
右
等
は

全
く
発
狂
の
儀
に
て
聊
主
意
は
無
之
故
、
右
様
取
計
候
よ
し
承
申
候
。 
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26 
発
狂
の
も
の
手
荒
に
騒
候
者
を
入
置
候
部
屋
は
、
四
方
共
に
厚
き
蒲
団
を
張
詰
め
、
如
何
様
に
騒
候

て
も
怪
我
無
之
様
に
い
た
し
置
候
。
往
々
自
殺
を
好
み
候
者
も
有
之
、
是
等
は
切
も
の
は
一
切
取
上
げ
、

殊
に
寄
手
足
等
縛
り
置
候
も
の
も
有
之
候
由
。一
体
英
国
に
は
、身
分
有
之
候
も
の
は
物
事
を
深
く
考
へ
、

終
に
神
心
脳
乱
い
た
し
、
又
貧
民
に
て
は
ブ
ラ
ン
シ
ー
と
申
強
き
酒
を
多
く
用
ひ
、
其
為
め
本
心
を
取
失

候
等
に
て
、
発
狂
人
は
甚
だ
多
く
有
之
よ
し
。 

27 

狂
病
院
に
て
は
、
薬
用
等
に
て
治
療
い
た
し
候
為
め
に
無
之
、
只
々
精
神
を
落
付
さ
せ
、
時
々
親
切

に
道
理
を
説
聞
せ
、
何
と
な
く
本
心
に
立
返
ら
せ
候
様
の
趣
意
に
有
之
候
。 

28
右
の
外
、
病
院
は
甚
多
く
候
得
共
、
其
取
建
方
等
は
何
も
同
様
の
儀
に
有
之
候
。 

29
府
中
の
キ
ン
ク
ス
コ
ル
レ
シ
ー
と
申
病
院
に
て
入
金
・
出
金
の
次
第
左
の
通
。 

・
・
・（
略
）・
・
・ 

30 

学
校
は
英
国
に
て
「
ス
ク
ー
ル
」
と
相
唱
大
小
不
同
に
候
へ
ど
も
、
竜
動
府
中
に
も
数
百
ヶ
所
有
之
、

い
づ
れ
も
政
府
よ
り
取
建
候
も
の
に
は
無
之
、
最
初
有
志
の
も
の
損
金
い
た
し
取
建
、
其
後
は
稽
古
人
よ

り
一
ヶ
年
何
程
と
定
り
候
金
子
差
出
候
様
の
法
度
に
て
、
諸
事
其
金
に
て
取
賄
候
よ
し
。 

31 

稽
古
の
儀
は
手
跡
・
算
術
よ
り
理
学
・
分
析
術
・
画
学
等
に
い
た
る
迠
悉
く
相
具
り
、
年
齢
・
智
恵

に
て
其
料
を
分
ち
、
銘
々
其
学
を
専
ら
稽
古
仕
候
趣
。 

32 

医
学
所
は
、
先
人
身
機
関
等
熟
知
い
た
し
候
為
、
実
物
経
験
の
前
、
絵
図
或
は
雛
形
に
て
十
分
人
体

の
形
状
を
知
候
様
い
た
し
、
夫
よ
り
薬
剤
の
学
、
分
析
の
学
其
他
医
術
に
要
用
の
学
問
は
出
来
候
様
に
い

た
し
置
、
凡
三
ヶ
年
程
を
限
と
い
た
し
日
々
入
込
修
行
仕
候
。
其
為
一
ヶ
年
五
拾
ポ
ン
ト
或
は
四
拾
ポ
ン

ト
宛
を
収
め
候
由
。
右
の
処
に
て
学
問
一
と
通
り
出
来
候
上
、
病
院
へ
参
り
治
法
等
実
験
い
た
し
、
実
地

修
行
上
達
の
上
、
免
許
を
請
、
始
て
門
戸
を
開
き
候
様
取
極
有
之
由
。 

33 

右
の
如
く
修
行
仕
候
に
も
多
年
許
多
の
金
を
費
し
故
、
芸
術
熟
達
の
上
は
世
上
の
用
ひ
も
宜
敷
、
必

安
楽
に
日
を
送
り
候
様
成
行
候
由
。
其
故
英
国
に
て
は
、
一
芸
熟
練
の
も
の
は
決
て
家
計
に
苦
候
様
の
儀

無
之
由
。 

34 

右
学
校
中
に
て
、
商
学
と
唱
専
ら
商
買
交
易
の
事
を
研
究
致
候
処
も
有
之
候
。 

35 

啞
院
と
唱
候
者
有
之
。
此
処
へ
は
啞
の
み
修
行
の
た
め
入
置
候
事
に
て
、
男
女
の
小
児
弐
百
人
計
も

有
之
。
其
教
方
は
先
最
初
五
音
の
発
し
候
様
子
を
示
し
、
其
よ
り
文
字
は
指
に
て
相
定
め
、
其
外
種
々
手

真
似
に
て
教
授
い
た
し
、
追
々
音
声
を
発
し
候
様
相
成
候
。
既
に
十
七
才
計
の
婦
人
に
て
、
手
真
似
に
て

咄
し
懸
け
候
へ
ば
、平
人
の
通
り
口
上
に
て
返
答
い
た
し
候
、
聊
差
支
無
之
。
又
十
二
三
歳
の
男
子
に
て
、

手
様
に
て
咄
し
候
へ
ば
、
速
に
文
字
に
て
返
答
い
た
し
候
も
の
見
懸
け
申
候
。
大
抵
小
児
の
節
よ
り
十
年

も
修
行
い
た
し
候
へ
ば
、
一
通
り
の
咄
は
口
上
に
て
出
来
候
様
相
成
候
趣
に
有
之
候
。 

36 

盲
目
院
と
唱
候
も
の
は
、
盲
人
を
集
め
、
銘
々
好
み
に
従
ひ
一
芸
を
伝
授
い
た
し
候
。
盲
人
は
年
輩

の
差
別
な
く
六
年
の
間
は
教
授
い
た
し
遣
、
其
よ
り
銘
々
自
分
渡
世
致
候
由
。 

37 

読
書
・
算
術
・
音
楽
修
行
仕
候
も
の
も
有
之
。
又
種
々
の
織
物
を
学
び
、
或
は
籠
細
工
・
網
等
製
候

も
の
有
之
、
右
の
品
々
は
政
府
入
用
の
買
上
、
其
有
余
は
売
払
候
由
。
六
年
の
年
限
相
立
候
と
も
、
貧
民

に
て
自
分
家
宅
も
無
之
難
渋
の
者
は
、
同
所
へ
差
置
細
工
等
為
致
候
由
。 

38 

婦
人
は
大
抵
音
楽
を
稽
古
い
た
し
候
様
子
に
有
之
。 
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右
取
建
方
は
諸
病
院
同
様
に
て
、
更
に
政
府
の
世
話
に
は
無
之
候
。 

39 
学
校
に
て
教
授
い
た
し
候
も
の
手
当
は
、
至
て
少
分
に
有
之
候
よ
し
。
尤
夫
々
科
も
有
之
候
儀
、
余

程
大
勢
に
有
之
候
故
、
頭
取
と
申
様
の
人
有
之
、
其
次
第
に
て
多
少
不
同
に
御
坐
候
。
極
少
な
き
分
は
百

ホ
ン
ト
計
り
、
夫
よ
り
段
々
相
増
五
百
ホ
ン
ト
計
り
受
用
い
た
し
、
又
稽
古
人
よ
り
銘
々
の
志
に
て
附
届

い
た
し
、
是
ま
た
余
程
多
分
に
有
之
趣
。 

40 

右
の
如
く
手
当
諸
用
い
た
し
候
へ
共
、
盲
院
并
狂
病
院
の
頭
取
な
ど
は
、
銘
々
の
志
に
て
相
勤
候
迠

に
て
、
諸
用
物
は
請
取
不
申
相
詰
候
由
。
是
は
銘
々
の
暮
方
は
兼
て
活
計
相
立
候
も
の
と
相
見
申
候
。 

41 

稽
古
人
よ
り
差
出
金
は
其
科
に
よ
り
種
々
不
同
も
有
之
、
キ
ン
ク
ス
コ
ル
レ
ジ
ー
と
申
学
校
に
て
承

候
は
大
略
左
の
通
有
之
候
。
（
・
・
・
略
・
・
・
） 

42 

右
学
校
は
、
諸
学
科
の
内
何
に
限
ら
ず
稽
古
い
た
し
候
様
に
取
建
有
之
、
手
習
よ
り
性
理
学
・
器
械

学
・
天
文
学
等
夫
々
其
碩
学
の
者
出
席
い
た
し
、
稽
古
方
等
に
就
て
も
夫
々
差
別
有
之
、
右
規
則
及
教
授

の
者
の
名
簿
は
一
書
に
詳
載
い
た
し
有
之
候
。
右
飜
解
仕
候
へ
ば
、
六
七
百
枚
に
も
相
成
可
申
程
の
紙
数

に
相
見
申
候
。 
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看
病
人
看
病
卒
服
務
概
則
（
明
治
八
年
十
一
月
十
日
） 

 
 
 
 
 
 
 

 陸
軍
卿 

山
県
有
朋 

 

看
病
人
看
病
卒
ハ
会
計
監
督
長
ニ
統
率
シ
各
所
管
会
計
官
ニ
隷
属
シ
医
事
ニ
関
渉
ス
ル
事
項
ハ
総
テ
医
官

ノ
指
揮
ニ
従
フ
者
ト
ス
其
服
務
ノ
綱
領
ハ
病
院
條
例
ニ
掲
示
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
今
爰
ニ
陸
軍
本
病
院
鎮
台
病

院
屯
営
病
室
ニ
依
テ
其
職
務
ノ
綱
目
ヲ
区
別
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ 

 

第
一
章 

一
等
看
病
人
職
務 

第
一
條 

 

一
等
看
病
人
ノ
人
員
ハ
陸
軍
本
病
院
ニ
二
人
各
鎮
台
病
院
ニ
一
人
ヲ
率
ト
ス 

第
二
條 

 

一
等
看
病
人
ハ
医
官
並
ニ
会
計
官
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
病
室
内
諸
般
ノ
事
務
ニ
厚
ス
ヘ
シ 

第
三
條 

 

毎
朝
会
計
官
ノ
室
ニ
至
リ
出
勤
簿
ニ
捺
印
ス
又
自
己
ノ
室
内
ニ
於
テ
別
ニ
看
病
卒
出
勤
簿
ヲ 

 

設
ケ
捺
印
セ
シ
ム
月
末
ニ
至
リ
其
病
気
引
等
ヲ
区
分
シ
勤
惰
表
ヲ
製
シ
会
計
官
ニ
呈
ス
ヘ
シ 

第
四
條 

 

毎
日
午
前
八
時
午
後
四
時
各
病
室
ハ
勿
論
浴
室
厠
圊
ニ
至
ル
マ
テ
一
々
巡
視
シ
汚
穢
不
潔
ノ 

 

箇
所
ア
レ
ハ
担
当
ノ
二
三
等
看
病
人
ヲ
督
責
シ
看
病
卒
ヲ
シ
テ
直
ニ
酒
掃
梻
拭
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
五
條 

 

前
條
ノ
外
毎
日
午
後
七
時
ヨ
リ
九
時
迄
ノ
間
ニ
於
テ
病
室
ヲ
巡
視
シ
患
者
ノ
現
員
ヲ
点
検
記 

 

載
シ
テ
日
表
ヲ
製
シ
翌
日
午
前
第
七
時
限
リ
会
計
官
ニ
報
告
ス
ヘ
シ 

第
六
條 

 

二
等
看
病
人
以
下
其
職
務
ヲ
惰
リ
或
ハ
言
行
ヲ
慎
マ
ス
飲
酒
ハ
勿
論
猥
褻
ノ
小
説
ヲ
読
ミ
雑 

 

話
高
声
等
ヲ
為
ス
者
ア
レ
ハ
禁
止
教
戒
シ
仍
ホ
改
心
セ
サ
ル
者
ハ
医
官
及
ヒ
会
計
官
ニ
具
陳

ス
ヘ
シ 

第
七
條 

 

職
務
ノ
余
暇
ヲ
以
テ
二
等
看
病
人
以
下
ニ
看
護
ノ
方
法
ヲ
教
導
ス
ヘ
シ 

第
八
條 

 

看
病
卒
ヲ
病
院
内
各
室
ニ
配
置
シ
或
ハ
甲
室
ヨ
リ
乙
室
ニ
交
換
セ
シ
ム
ル
ハ
医
官
ノ
指
揮
ニ 

 

従
ヒ
処
分
シ
而
シ
テ
会
計
官
ニ
報
告
ス
ヘ
シ 

第
九
條 

 

会
計
官
或
ハ
医
官
ノ
命
令
ハ
二
等
看
病
人
以
下
ニ
遺
漏
ナ
ク
伝
達
ス
ヘ
シ 

第
十
條 

 

危
篤
ノ
患
者
ハ
該
室
担
当
ノ
二
三
等
看
病
人
ト
熟
議
シ
看
病
卒
中
殊
ニ
誠
実
ノ
者
ヲ
撰
ヒ
之 

ヲ
付
シ
テ
諸
事
懇
切
ニ
注
意
看
護
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
十
一
條 

患
者
私
用
物
請
求
ノ
節
ハ
手
拭
歯
磨
楊
枝
半
紙
巻
紙□

櫛
石
箪
郵
便
切
手
烟
草
髪
鋏□

塵
紙 

 
 

 

等
ヲ
云
フ
三
等
看
病
人
其
品
目
ヲ
牒
簿
ニ
記
載
シ
毎
週
之
ヲ
湊
合
シ
医
官
ノ
調
印
ヲ
経
テ
差

出
ス
ト
キ
ハ
会
計
官
ヘ
申
告
シ
其
会
計
官
ヨ
リ
該
隊
会
計
官
ヘ
通
報
ノ
後
物
品
若
ク
ハ
金
銭

ヲ
受
領
シ
猶
医
官
及
ヒ
会
計
官
ノ
点
検
ヲ
歴
テ
之
ヲ
三
等
看
病
人
ニ
交
付
ス
ヘ
シ 

第
十
二
條 

各
病
院
病
室
内
消
耗
品
ノ
出
納
ヲ
監
視
シ
且
備
付
被
服
寝
具
等
ハ
破
損
セ
サ
ル
様
ニ
常
々
注 

 

意
ス
ヘ
シ
若
シ
破
損
セ
シ
モ
ノ
有
ル
ト
キ
ハ
具
ニ
之
ヲ
点
検
シ
三
等
看
病
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
受

領
簿
ニ
記
載
セ
シ
メ
該
室
担
当
医
官
ノ
調
印
ヲ
得
テ
其
破
損
品
ヲ
該
院
ノ
会
計
官
ニ
還
納
シ

更
ニ
新
品
ヲ
受
領
ス
ヘ
シ 
 

 

但
患
者
ノ
用
ヒ
シ
被
服
寝
具
等
病
症
ニ
依
リ
之
ヲ
焼
却
ス
ヘ
キ
者
ハ
其
品
目
ヲ
詳
記
シ
会

 196 
 



計
官
ニ
呈
シ
指
揮
ヲ
受
ケ
処
分
ス
ヘ
シ 

第
十
三
條 

凡
病
院
近
傍
ニ
失
火
或
ハ
非
常
ノ
事
ア
リ
災
害
将
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
患
者
ノ
妄
ニ
室
外 

 

ニ
出
ル
ヲ
禁
シ
医
官
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
看
病
卒
ヲ
附
シ
テ
避
シ
ム
其
歩
行
ス
ル
能
ハ
サ
ル
者
ハ

車
載
或
ハ
負
担
シ
テ
之
ヲ
避
シ
ム
ヘ
シ 

第
十
四
條 

患
者
死
亡
ス
ル
ト
キ
ハ
医
官
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
看
病
卒
ヲ
シ
テ
其
死
体
ヲ
屍
室
ニ
移
サ
シ
メ
成 

 

規
ノ
如
ク
其
隊
号
等
級
姓
名
年
齢
並
ニ
死
没
ノ
年
月
日
時
刻
ヲ
記
シ
テ
床
頭
ニ
揚
ケ
看
病
卒

ヲ
シ
テ
看
守
セ
シ
メ
若
シ
生
前
遺
託
ノ
言
ア
レ
ハ
之
ヲ
詳
記
シ
私
有
物
ハ
之
ヲ
保
護
シ
死
体

交
付
ノ
時
併
セ
テ
之
ヲ
交
付
シ
証
書
ヲ
取
リ
置
ク
ヘ
シ 

  

第
二
章 

二
等
看
病
人
職
務 

第
一
條 

 

二
等
看
病
人
ハ
看
病
卒
二
十
人
乃
至
二
十
一
人
ニ
就
キ
一
人
ヲ
率
ト
ス
其
職
務
ハ
一
等
看
病

人
ニ
亜
キ
同
官
不
在
ノ
ト
キ
ハ
之
ヲ
代
理
ス
ヘ
シ 

第
二
條 

 

二
等
看
病
人
ハ
各
屯
営
病
室
毎
ニ
一
人
ヲ
置
キ
諸
隊
附
医
官
及
ヒ
会
計
官
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
其

病
室
内
ノ
事
務
ヲ
管
掌
ス
而
シ
テ
近
衛
及
ヒ
東
京
鎮
台
等
ニ
在
テ
ハ
本
病
院
各
鎮
台
ニ
在
テ

ハ
該
台
病
院
ニ
管
轄
シ
屯
営
病
室
ニ
分
属
セ
シ
ム
ル
者
ト
ス 

第
三
條 

 

毎
朝
会
計
官
ノ
室
ニ
至
リ
出
勤
簿
ニ
捺
印
ス
其
各
屯
営
病
室
ニ
在
テ
ハ
自
己
ノ
室
内
ニ
於
テ

別
ニ
看
病
卒
出
勤
簿
ヲ
設
ケ
捺
印
セ
シ
ム
月
末
ニ
至
リ
其
病
気
引
等
ヲ
区
分
シ
勤
惰
表
ヲ
製

シ
該
隊
会
計
官
ノ
点
検
ヲ
経
テ
所
管
病
院
会
計
官
ニ
呈
ス
ヘ
シ 

第
四
條 

 

平
常
三
等
看
病
人
並
ニ
看
病
卒
ノ
勤
惰
行
状
ヲ
監
視
シ
苟
モ
職
務
ヲ
怠
リ
言
行
ヲ
慎
マ
サ
ル

等
ノ
者
ア
ル
ト
キ
ハ
懇
切
ニ
教
戒
ヲ
加
ヘ
仍
ホ
改
メ
サ
レ
ハ
一
等
看
病
人
ニ
申
告
ス
ヘ
シ 

第
五
條 

 

自
己
担
当
ノ
患
者
急
劇
ノ
諸
症
ハ
勿
論
総
テ
異
状
ア
ル
ヲ
見
ハ
速
カ
ニ
医
官
ニ
報
告
ス
ヘ
シ

若
シ
危
篤
ノ
者
ア
ル
ト
キ
ハ
看
病
卒
中
殊
ニ
誠
実
ノ
者
ヲ
撰
ミ
之
ヲ
付
シ
テ
諸
事
懇
切
ニ
注

意
看
護
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
六
條 

 

屯
営
病
室
ニ
在
テ
ハ
毎
日
午
前
七
時
午
後
三
時
室
内
及
ヒ
浴
室
厠
圊
ニ
至
ル
マ
テ
一
々
巡
視

シ
汚
穢
不
潔
ノ
箇
所
ア
レ
ハ
速
カ
ニ
病
室
掛
伍
長
ニ
通
知
シ
使
役
兵
卒
ヲ
シ
テ
直
チ
ニ
酒
掃

梻
拭
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
七
條 

 

前
條
ノ
外
毎
日
午
後
七
時
ヨ
リ
九
時
迄
ノ
間
ニ
室
内
ヲ
巡
視
シ
患
者
ノ
現
員
ヲ
点
検
記
載
シ

テ
日
表
ヲ
製
シ
翌
日
午
前
第
七
時
限
ヨ
リ
該
隊
会
計
官
ニ
呈
ス
ヘ
シ 

第
八
條 

 

各
屯
営
病
室
ニ
在
テ
患
者
新
タ
ニ
到
ル
ト
キ
ハ
先
ツ
病
室
ノ
諸
規
則
ヲ
説
示
了
会
セ
シ
ム
若

シ
之
ヲ
犯
ス
者
ア
ラ
ハ
懇
切
ニ
説
諭
シ
仍
ホ
改
メ
サ
ル
カ
或
ハ
病
状
ヲ
詐
偽
ス
ル
等
ノ
事
ア

レ
ハ
医
官
ニ
申
告
シ
且
病
室
掛
伍
長
ニ
通
知
ス
ヘ
シ
但
規
則
ヲ
説
示
セ
ス
シ
テ
犯
ス
者
ア
ル

ト
キ
ハ
己
レ
其
責
ニ
任
ス
可
シ 

第
九
條 

 

各
屯
営
病
室
ニ
於
テ
下
士
以
下
患
者
ヲ
訪
フ
者
ア
ル
ト
キ
ハ
医
官
ノ
許
可
ヲ
得
病
室
掛
伍
長

ニ
通
知
シ
テ
相
見
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
十
條 

 

凡
屯
営
病
室
近
傍
或
ハ
非
常
ノ
事
ア
リ
テ
災
害
将
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
患
者
ノ
妄
ニ
室
外
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ニ
出
ル
ヲ
禁
シ
医
官
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
病
室
掛
伍
長
ニ
通
知
シ
使
役
兵
卒
ヲ
附
シ
テ
之
ヲ
避
シ

ム
其
歩
行
ス
ル
能
ハ
サ
ル
者
ハ
車
載
或
ハ
負
担
シ
テ
之
ヲ
避
ケ
シ
ム
ヘ
シ 

第
十
一
條 

患
者
猥
リ
ニ
文
書
ヲ
往
復
シ
或
ハ
屡
他
人
ト
面
語
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
其
事
情
ヲ
査
問
シ
不

審
ノ
事
ア
ラ
ハ
直
チ
ニ
之
ヲ
医
官
ニ
報
告
ス
ヘ
シ 

第
十
二
條 

患
者
ノ
内
医
官
ノ
許
可
ヲ
得
ス
シ
テ
室
外
ヲ
徜
徉
ス
ル
者
ア
ラ
ハ
直
チ
ニ
之
ヲ
制
止
シ
且
担

当
看
病
卒
ノ
不
注
意
ヲ
督
責
ス
ヘ
シ 

第
十
三
條 

時
々
ノ
命
令
布
告
ハ
遺
漏
ナ
ク
看
病
卒
ニ
通
知
ス
ヘ
シ 

第
十
四
條 

職
務
上
ニ
於
テ
意
見
ア
ラ
ハ
一
等
看
病
人
ニ
陳
述
シ
指
示
ヲ
乞
フ
可
シ 

第
十
五
條 

各
屯
営
ニ
分
属
ス
ル
者
ハ
行
軍
ノ
時
列
外
ニ
於
テ
跟
行
セ
シ
ム
若
シ
歩
行
ニ
堪
ヘ
サ
ル
患
者

ア
ル
時
ハ
医
官
ノ
証
言
ニ
困
リ
患
者
ノ
輸
送
ヲ
掌
ト
ル
者
ト
ス 

第
十
六
條 

其
兵
隊
宿
陣
ニ
着
シ
医
官
診
按
ノ
時
ハ
之
ニ
従
ヒ
看
病
卒
ヲ
シ
テ
薬
剤
ノ
用
ニ
供
シ
医
官
ノ

手
術
ヲ
助
ケ
シ
メ
諸
事
ニ
注
意
ス
ヘ
シ 

第
十
七
條 

滞
陣
中
日
常
診
察
ノ
時
ト
雖
ト
モ
諸
事
ニ
注
意
ス
ル
コ
ト
前
條
ノ
如
シ 

  

第
三
章 

三
等
看
病
人
職
務 

第
一
條 

 

三
等
看
病
人
ハ
看
病
卒
八
人
ニ
就
テ
一
人
ヲ
率
ト
ス 

第
二
條 

 

毎
朝
会
計
官
ノ
室
ニ
至
リ
出
勤
簿
ニ
捺
印
シ
一
二
等
看
病
人
ノ
指
示
ニ
従
ヒ
看
病
卒
ヲ
指
揮 

 

シ
病
室
内
重
症
ノ
患
者
ハ
昼
夜
ヲ
論
セ
ス
自
ラ
看
病
卒
ノ
率
先
ト
ナ
リ
懇
切
ニ
看
護
ス
ヘ
シ 

第
三
條 

 

看
病
卒
ノ
動
作
言
語
ニ
注
意
シ
其
勤
惰
ヲ
調
査
シ
テ
一
二
等
看
病
人
ニ
申
告
ス
ヘ
シ 

第
四
條 

 

病
室
内
ノ
褥
床
寝
衣
毛
布
蚊
帳
唾
壺
便
器
等
ノ
備
品
ハ
常
ニ
監
視
シ
破
碎
毀
損
セ
サ
ル
様
ニ 

 

注
意
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
五
條 

 

病
室
内
備
付
被
服
及
ヒ
器
具
等
破
損
ス
ル
ト
キ
ハ
一
等
看
病
人
ノ
点
検
ヲ
経
テ
之
ヲ
受
領
簿 

ニ
記
載
シ
該
室
担
当
医
官
ノ
調
印
ヲ
受
ケ
故
品
ヲ
該
院
会
計
官
ニ
返
納
交
換
シ
更
ニ
新
品
ヲ

領
収
ス
ヘ
シ
但
シ
薬
剤
並
器
械
等
ハ
同
上
医
官
ノ
調
印
ヲ
受
ケ
薬
剤
官
ニ
就
テ
受
領
ス
ヘ
シ 

第
六
條 

 

病
室
内
日
用
筆
墨
紙
薪
炭
油
等
ノ
消
耗
品
ハ
牒
簿
ニ
其
品
目
数
量
ヲ
記
載
シ
一
等
看
病
人
ノ 

点
検
ヲ
経
医
官
ノ
調
印
ヲ
得
テ
会
計
官
ニ
呈
シ
テ
其
現
品
ヲ
受
領
ス
ヘ
シ 

第
七
條 

 

各
病
院
ニ
在
テ
患
者
新
ニ
入
院
ス
ル
ト
キ
ハ
先
ヅ
病
室
ノ
諸
規
則
ヲ
説
示
了
会
セ
シ
メ
若
シ 

 
 

犯
ス
モ
ノ
ア
ラ
ハ
懇
切
ニ
説
諭
ス
ヘ
シ
仍
ホ
改
メ
サ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
医
官
ニ
申
告
ス
但
説
示

セ
ス
シ
テ
規
則
ヲ
犯
ス
者
ア
ル
ト
キ
ハ
己
レ
其
責
ニ
任
ス
可
シ 

第
八
條 

 

担
当
ス
ル
処
ノ
室
内
廊
下
厠
圊
等
ハ
極
メ
テ
清
潔
ナ
ラ
シ
メ
若
シ
不
潔
汚
穢
有
ル
ト
キ
ハ
己 

レ
其
責
ニ
任
ス
ヘ
シ 

第
九
條 

 

患
者
病
状
ヲ
詐
偽
シ
医
官
ヲ
欺
囧
セ
ン
ト
謀
ル
者
ヲ
偵
知
ス
ル
ト
キ
ハ
直
ニ
其
情
状
ヲ
医
官 

 
 

ニ
陳
述
ス
ヘ
シ 

第
十
條 
 

患
者
室
外
散
歩
ノ
許
可
ア
ル
ト
キ
ハ
各
員
ニ
散
歩
札
ヲ
附
シ
テ
室
外
ニ
出
タ
シ
帰
室
ノ
時
其 

札
数
ト
人
員
ヲ
照
査
シ
テ
入
室
セ
シ
ム
但
シ
定
時
限
ヲ
過
ザ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス 
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第
十
一
條 

患
者
散
歩
ノ
ト
キ
ハ
各
室
ヨ
リ
看
病
卒
一
人
ヲ
附
シ
テ
監
視
セ
シ
メ
庭
内
ノ
樹
木
ヲ
折
リ
塀 

墻
ヲ
攀
ツ
ル
等
ノ
挙
動
ナ
カ
ラ
シ
ム
ヘ
シ 

第
十
二
條 
凡
ソ
院
外
ノ
人
患
者
ヲ
訪
フ
ト
キ
ハ
其
証
書
ヲ
検
シ
医
官
ノ
許
可
ヲ
得
テ
看
病
卒
一
人
ヲ
附 

 
 

シ
テ
面
接
所
ニ
於
テ
相
見
セ
シ
ム
ヘ
シ 

 
 

但
重
症
ノ
患
者
ハ
医
官
ノ
許
可
ヲ
得
テ
床
頭
ニ
就
テ
相
見
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
十
三
條 

全
治
ヲ
得
或
ハ
廃
兵
ト
ナ
リ
退
院
ス
ル
者
及
ヒ
死
亡
ス
ル
者
等
ア
ル
ト
キ
ハ
該
室
担
当
ノ
医

官
ヨ
リ
其
処
方
箋
ニ
其
月
某
日
退
院
若
ク
ハ
死
亡
ト
朱
書
セ
シ
モ
ノ
ヲ
受
取
等
病
院
第
一
課

ノ
医
官
及
ヒ
会
計
官
ニ
送
致
ス
ヘ
シ 

第
十
四
條 

前
條
ニ
由
テ
退
院
セ
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
其
隊
号
等
級
姓
名
年
齢
月
日
等
ヲ
詳
記
シ
一
等
看
病

人
巡
視
ノ
時
之
ヲ
具
陳
ス
ヘ
シ 

第
十
五
條 

患
者
請
求
ノ
物
品
ハ
隊
号
等
級
姓
名
並
ニ
其
品
目
ヲ
牒
簿
ニ
記
載
シ
置
キ
毎
週
之
レ
ヲ
湊
合

シ
医
官
ノ
調
印
ヲ
受
ケ
之
ヲ
一
等
看
病
人
ニ
呈
ス
可
シ 

第
十
六
條 

前
條
ノ
物
品
ヲ
一
等
看
病
人
ヨ
リ
領
収
ス
ル
ト
キ
ハ
医
官
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
之
ヲ
其
本
人
ニ
附

与
シ
牒
簿
目
次
ノ
下
ニ
受
領
ノ
二
字
ヲ
記
注
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
十
七
條 

二
等
看
病
人
ニ
代
リ
テ
行
軍
ニ
従
フ
ト
キ
ハ
総
テ
同
官
戦
務
ノ
條
款
ニ
依
ル
可
シ 

  

第
四
章 

看
病
卒
職
務 

第
一
條 

 

各
病
院
ニ
在
テ
ハ
看
病
卒
一
人
ニ
付
患
者
六
人
乃
至
十
人
ヲ
率
ト
ス
重
症
ノ
患
者
ハ
此
限
ニ 

 

ア
ラ
ス
各
屯
営
病
室
ニ
ハ
看
病
卒
一
人
ヲ
置
キ
薬
剤
ノ
用
ニ
供
シ
兼
テ
医
官
ノ
手
術
ヲ
助
ク

ル
モ
ノ
ト
ス 

第
二
條 

 

毎
朝
当
該
看
病
人
ノ
室
ニ
至
リ
出
勤
簿
ニ
捺
印
シ
医
官
及
ヒ
看
病
人
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
患
者
薬 

 

剤
ノ
服
用
飲
食
ノ
給
与
起
臥
ノ
扶
持
等
ニ
従
事
ス
但
其
之
ヲ
行
フ
コ
ト
深
切
懇
篤
ヲ
尽
ス
ヲ

以
テ
旨
ト
ス 

第
三
條 

 

薬
剤
ヲ
服
セ
シ
ム
ル
ニ
其
分
量
並
ニ
時
刻
ヲ
謨
ル
可
ラ
ス
且
飲
食
ハ
総
テ
医
官
ノ
検
査
ヲ
経 

 

サ
ル
モ
ノ
ハ
仮
令
患
者
懇
請
ス
ル
ト
雖
ト
モ
決
シ
テ
与
フ
可
カ
ラ
ス 

第
四
條 

 

医
官
回
診
ノ
時
ハ
患
者
ノ
床
頭
ニ
侍
シ
テ
詳
カ
ニ
其
容
体
ヲ
陳
述
シ
又
患
者
ニ
異
変
ノ
容
体 

ア
ル
ト
キ
ハ
速
ニ
医
官
ヘ
報
告
ス
ヘ
シ 

第
五
條 

 

患
者
摂
生
法
ヲ
守
ラ
サ
ル
カ
或
ハ
規
則
ヲ
犯
ス
者
ア
ラ
ハ
必
ス
懇
切
ニ
忠
告
シ
仍
ホ
改
メ
サ 

 
 

ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
看
病
人
ニ
申
告
ス
可
シ
若
シ
因
循
報
知
セ
サ
レ
ハ
己
モ
亦
罰
責
ア
ル
可
シ 

第
六
條 

 

病
室
内
外
共
ニ
穏
静
ヲ
主
ト
シ
清
潔
ヲ
旨
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
一
日
二
回
ツ
ツ
必
ス
酒
掃
拂
拭
シ 

 

薬
器
食
具
等
ヲ
清
滌
シ
時
気
ノ
寒
暖
ニ
ヨ
リ
被
服
褺
脱
等
ニ
注
意
シ
其
厠
圊
ニ
至
ル
マ
テ
清

潔
ニ
ス
ル
ヲ
要
ト
ス 

第
七
條 

 

診
察
及
喫
飯
ノ
前
後
二
十
分
時
間
ハ
牖
戸
ヲ
開
テ
大
気
ヲ
流
通
セ
シ
ム
ヘ
シ
但
賊
風
ノ
恐
ア 

ル
ト
キ
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ズ 

第
八
條 

 

大
小
便
其
他
凡
テ
不
潔
ノ
モ
ノ
ハ
速
ニ
除
キ
去
リ
夜
間
用
ユ
ル
所
ノ
唾
壺
便
器
ハ
毎
朝
之
ヲ 
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清
滌
シ
昼
間
ハ
屢
之
ヲ
清
滌
ス
可
シ 

第
九
條 

 

患
者
散
歩
沐
浴
ノ
時
ハ
必
ス
附
添
ヒ
之
ヲ
監
護
シ
若
シ
脱
院
ス
ル
者
ア
レ
ハ
己
レ
其
責
ニ
任 

 

ス
ル
者
ト
ス 

第
十
條 

 
毎
室
一
名
ツ
ツ
交
番
看
守
シ
暖
爐
浴
室
厠
圊
等
昼
夜
ト
モ
屢
巡
視
シ
テ
失
火
ヲ
諬
メ
別
シ
テ 

 
 

煙
突
ノ
不
潔
毀
損
等
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
注
意
ス
ヘ
シ 

第
十
一
條 

患
者
ヲ
訪
フ
モ
ノ
有
ル
ト
キ
ハ
看
病
人
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
共
ニ
面
謁
所
ニ
至
リ
相
見
セ
シ
ム
ヘ 

 

シ
重
症
ノ
患
者
ハ
床
頭
ニ
就
テ
相
見
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
必
ス
其
側
ニ
侍
ス
可
シ 

第
十
二
條 

近
火
等
総
テ
非
常
ノ
節
ハ
医
官
及
ヒ
看
病
人
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
重
症
ノ
患
者
ハ
車
載
或
ハ
負
担 

 

シ
テ
其
災
害
ヲ
避
ケ
シ
ム
可
シ 

第
十
三
條 

死
者
ア
レ
ハ
上
官
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
屍
室
ニ
移
シ
臥
床
ニ
臥
サ
シ
メ
白
布
ヲ
以
テ
屍
ヲ
覆
ヒ
懇 

切
ニ
取
扱
ヒ
其
側
ニ
侍
シ
テ
之
ヲ
守
護
ス
可
シ 

第
十
四
條 

行
軍
ノ
時
ニ
当
テ
ハ
外
科
具
並
ニ
初
発
ノ
手
術
ニ
必
要
ナ
ル
木
綿
等
ノ
諸
具
ヲ
蔵
メ
タ
ル
背 

嚢
ヲ
負
担
シ
以
テ
該
隊
ノ
医
官
ニ
跟
随
ス
可
シ 

第
十
五
條 

負
担
シ
タ
ル
背
嚢
中
薬
品
及
器
械
ノ
品
目
等
尽
ク
諳
知
シ
需
用
ニ
臨
テ
渋
滞
ア
ル
可
カ
ラ
ス 

第
十
六
條 

兵
隊
宿
陣
ニ
着
シ
医
官
診
察
ノ
時
ハ
投
剤
貼
膏
並
ニ
繃
帯
外
科
等
ノ
手
術
ヲ
助
ク
ヘ
シ 
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【
資
料
６
】 

 
 
 
 

明
治
七
年
『
三
角
繃
帯
用
法
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
文
庫
（
偕
行
文
庫

所
蔵
） 

 
諸
言

E

し

ょ

げ

ん 

AE

此

E

こ

の

AAE

用
法

E

も
ち
い
か
た

A

は

AE

曩

E

さ

き

A

に

AE

独
逸

E

ど

い

つ

AAE

人

E

じ

ん

A

「
シ
セ
ル
」
が

AE

口
述

E

く

じ

ゅ

A

せ
し
を

AE

軍
医

E

ぐ

ん

い

AAE

試
補

E

し

ほ

AAE

多
納

E

た

の

AAE

光

E

み

つ

AAE

儀

E

よ

し

AAE

筆
記

E

か

き

し

る

A

せ
し
も
の
な
り
。AE

然

E

し

か

A

る
に

AE

其
E

そ

の

AAE

稿
本

E

ほ

ん

A

を

AE

和
解

E

わ

げ

A

し

AE

此

E

こ

の

A

の

AE

一

E

こ

AAE

小
冊
子

E

ほ

ん

A

に
し

AE

三
角

E

さ

ん

か

く

AAE

包
帯

E

ほ

う

た

い

A

と

AE

共

E

と

も

A

に

AE

兵
士

E

へ

い

し

AAE

一
同

E

い

ち

ど

う

A

に

A
E

携

E

た
ず
さ
え

A

し
め
む
こ
と
を

AE

計
E

は

か

A

る
。AE

元
来

E

が
ん
ら
い

AAE

此

E

こ

の

AAE

書

E

し

ょ

A

は

AE

独
逸

E

ど

い

つ

AAE

国

E

こ

く

A

の

AE

大
博
士

E

だ

い

は

か

せ

A

「
エ
ス

マ
ル
ク
」と
い
え
る

AE

名
医

E

め

い

い

A

が

A
E

昔

E

む
か
し

A

よ
り

AE

世

E

よ

A

に
A
E

伝
E

つ
た
わ

A

り
た
る

AE

三
角

E

さ
ん
か
く

AAE

繃
帯

E

ほ
う
た
い

A

の

A
E

用
法

E

も
ち
い
か
た

A

を

AE

元

E

も

と

A

に
し
、A

E

様
々

E

さ
ま
ざ
ま

A

に

AE

工
風

E

く

ふ

う

A

を

AE

凝

E

こ

ら

A

し

AE

網

E

あ

み

AAE

出

E

だ

A

せ
る

AE

者

E

も

の

A

に
て

AE

戦
争

E

せ
ん
そ
う

AAE

危
急

E

き
き
ゅ
う

A

に
し
て

AE

軍
医

E

ぐ

ん

い

A

の

AE

足

E

た

ら

A

ざ
る

AE

時

E

と

き

AA

E

兵
士
互

E

へ
い
し
た
が
い

A

に

AE

傷

E

き

ず

A

せ
し

AE

場
所

E

ば

し

ょ

A

に

AE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

を

A
E

施

E

ほ
ど
こ

A

す

AE

簡
便

E

て
み
じ
か

A

の

A
E

法
E

し
か
た

A

を

AE

示

E

し

め

A

す

AE

者

E

も

の

A

な
り
。

AE

既

E

す

で

A

に

A

E

一
昨
年

E

い
っ
さ
く
ね
ん

AAE

独
逸

E

ど

い

つ

A

と

AE

仏
蘭
斯

E

ふ

ら

ん

す

A

と
の

AE

戦
争

E

せ
ん
そ
う

A

に
、AE

独
逸

E

ど

い

つ

A

の

AE

兵
士

E

へ

い

し

A

は

AE

平
生

E

へ
い
ぜ
い

A

よ
り

AE

能

E

よ

A

く

AE

之

E

こ

れ

A

を

A
E

習

E

な
ら
い

AAE

込

E

こ

み

A

た
る
ゆ
え

A
E

大

E

お
お
い

A

に

A
E

助

E

た
す
け

A

と
な
り
た
る
な
り
。

A
E

希

E

ね
が
わ

A

く
は

AE

我
国

E

わ
が
く
に

A

の

AE

兵
士

E

へ

い

し

A

も

AE

平
日

E

へ
い
じ
つ

A

よ
り

AE

之

E

こ

れ

A

を

A

E

心
得

E

こ
こ
ろ
え

A

お
き
、AE

万
一

E

ま
ん
い
ち

A

の

AE

時
之

E

と
き
こ
れ

A

を

A
E

施

E

ほ
ど
こ

A

さ
ば

A
E

大

E

お
お
い
に

A

に

AE

療
治

E

り
ょ
う
じ

A

の

AE

手

E

て

AA
E

助

E

た
す
け

A

と
な
り

AE

又

E

ま

た

AAE

軍
医

E

ぐ

ん

い

A

の
AE

事
缺

E

こ
と
か
け

A

を
も

A
E

補

E

お
ぎ
な

A

う
に

AE

足

E

た

A

ら
む
。 

 
 
 
 
 
 
 

明
治
七
年
八
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
軍
医
土

岐
頼
徳
識 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 AE

夫

E

そ

れ

AAE

兵
士

E

へ

い

し

A

の

A
E

戦
場

E

せ
ん
じ
ょ
う

A

に

AE

出

E

い

づ

A

る
と
き
は

A
E

固

E

も
と
よ
り

AAE

其

E

そ

の

AAE

身

E

み

A

の

A
E

毀
傷

E

き
づ
き
ゃ
ぶ

A

る
る
は

AE

勿
論

E

も
ち
ろ
ん

A

、

AE

其

E

そ

の

AA
E

命

E

い
の
ち

A

お
も

AE

亦

E

ま

た

AA

E

塵
芥

E

ち
り
あ
く
た

AAE

同
様

E

ど
う
よ
う

A

に

AE

思

E

お

も

A

い
て

A
E

力

E

ち
か
ら

A

を

AE

尽

E

つ

く

A

す

AE

者

E

も

の

A

な
れ
ば

AE

其
傷

E

そ
の
き
ず

A

を

AE

受

E

う

け

A

て

A
E

苦

E

く
る
し

A

む
と
き
は

A
E

速

E

す
み
や
か

A

に

AE

程

E

ほ

ど

A

よ
き

AE

療
治

E

り
ょ
う
じ

A

を

A
E

加

E

く
わ
え

A

て

AE

之

E

こ

れ

A

を

AE

救

E

す

く

A

は
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。AE

扠

E

さ

て

AAE

小

E

ち

さ

A

き

A
E

戦

E

た
た
か
い

A

の
と
き
は

AE

軍
医

E

ぐ

ん

い

AAE

看

E

か

ん

AA
E

病
人

E

び
ょ
う
に
ん

AAE

其
外

E

そ
の
ほ
か

AAE

色
々

E

い
ろ
い
ろ

A

の

AE

道
具

E

ど

う

ぐ

A（

A
E

戦
場

E

せ
ん
じ
ょ
う

A

に
て

AE

用

E

も

ち

A

い
る

AE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

AAE

怪
我
人

E

け

が

に

ん

A

を

AE

舁

E

か

き

AAE

送

E

お

く

A

る
と
き
に

AE

用

E

も

ち

A

い
る

AE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

な
ど
）も

A
E

十

E

じ
ゅ
う

AAE

分

E

ぶ

ん

A

に

AE

具

E

そ

な

A

わ
り
て

A
E

俄

E

に
わ
か

A

に

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

受

E

う

く

A

る

AE

者

E

も

の

A

あ
る
も

A
E

速

E

す
み
や
か

A

か
に

AE

当
然

E

と
う
ぜ
ん
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A

の
AE

療
治

E

り
ょ
う
じ

A

の

AE

行

E

ゆ

き

AAE

届

E

と

ど

A

く
も
の
な
れ
ど
も
、A

E

大

E

お
お
い

A

な
る

A
E

戦

E

た
た
か
い

A

の
と
き
は

AE

斯

E

か

か

A

る

A
E

十
分

E

じ
ゅ
う
ぶ
ん

A

の
も
の
に
あ

ら
ず
。AE

縦
E

た

と
AAE

令
E

い

AA
E

預

E

あ
ら
か
じ
め

AAE

軍
医

E

ぐ

ん

い

A

な
ど
を

A
E

備

E

そ
な
う

A

る
も

AE

幾

E

い

く

AAE

千
人

E

せ
ん
に
ん

A

の

AE

兵
士

E

へ

い

し

AAE

一
度

E

い

ち

ど

A

に

AE

傷

E

き

ず

A

を

AE

受

E

う

く

A

る
と
き
は

A

E

尽

E

こ
と
ご
と

A

く

AE

軍
医

E

ぐ

ん

い

A

の
A
E

取
扱

E

と
り
あ
つ
か
い

A

の

AE

行
届

E

ゆ
き
と
ど

A

く
べ
き
に
あ
ら
ず
。

A
E

幸

E

さ
い
わ
い

A

に

AE

他

E

ほ

か

A

の

AE

手
伝
人

E

て
つ
だ
い
に
ん

A

な
ど
あ
る
と

き
も

AE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

は

AE

最
早
費
尽

E

も
は
や
つ
い
や
し
つ
く

A

し
、A

E

或

E

あ
る
い

A

は

AE

紛

E

ふ

ん

AAE

失

E

し

つ

A

し 
A
E

或

E

あ
る
い

A

は

AE

敵

E

て

き

A

の

AE

炮

E

た

い

AA
E

丸

E

ほ
う
だ
ま

A

に

AE

焼
崩

E

や
き
く
ず

A

さ
れ
、AE

之

E

こ

れ

A

が

AE

為

E

た

め

A

に

AE

沢
山

E

た
く
さ
ん

A

の

A
E

病
人

E

び
ょ
う
に
ん

AAE

幾
日

E

い

つ

か
A

も
AE

療
治

E

り
ょ
う
じ

A

を

AE

受

E

う

く

A

る
こ
と
は

AE

能

E

あ

た

A

は
ざ
る
こ
と
あ
り
。AE

右

E

み

ぎ

A

の

AE

如

E

ご

と

A

き

AE

事

E

こ

と

A

は

A
E

古

E

む
か
し

A

の

AE

人

E

ひ

と

A

が

A
E

著

E

あ
ら
わ

A

せ
る

AE

書
E

し

ょ

AAE

物
E

も

つ
A

を

AE

見

E

み

A

て

A
E

明

E

あ
き
ら
か

A

に

AE

証
拠

E

し
ょ
う
こ

A

あ
る
こ
と
な
り
。

AE

然

E

さ

A

れ
ば

A

E

兵
士

E

へ

い

し

A

の

A
E

戦
場

E

せ
ん
じ
ょ
う

A

に

AE

出

E

い

づ

A

る
と
き
は

AE

一
人

E

い
ち
に
ん

AAE

毎

E

ご

と

A

に
AE

皆
E

み

な
AA
E

必

E

か
な
ら

A

ず

AE

一
條

E

ひ
と
す
じ

A

の

AE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

を

A
E

携

E

た
ず
さ
え

A

る
は

AE

第
一

E

だ
い
い
ち

A

の

AE

心
得

E

こ
こ
ろ
え

A

な
り
。
さ
す
れ
ば

AE

軍
医

E

ぐ

ん

い

A

の

AE

手
廻

E

て
ま
わ
り

A

か
ぬ
る
と
き
は

AE

此

E

こ

の

AAE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

に
て

AE

手

E

て

づ

A

か
ら

AE

傷

E

き

ず

A

を

A

E

巻

E

ま

く

A

く
こ
と
に
な
り
。

AE

又

E

ま

た

AAE

仲
間

E

な

か

ま

AAE

相
互

E

そ

う

ご

A

に

AE

之

E

こ

れ

A

を

A
E

施

E

ほ
ど
こ

A

す
こ
と
も
な
る
な
り
。

AE

元

E

が

ん

AAE

来

E

ら

い

AAE

兵
士

E

へ

い

し

A

は

A

E

無
常

E

つ
ね
つ
ね

A

「
ラ
ン
ド
セ
ル
」(

AE

身
辺

E

み
ま
わ
り

A

の

AE

諸
色

E

し
ょ
し
き

A

を

AE

納

E

い

れ

A

る

AE

為

E

た

め

A

に

AE

兵
士

E

へ

い

し

A

の

A
E

携
E

た
ず
さ
え

A

る

A
E

嚢

E

ふ
く
ろ

A)

の

AE

中

E

な

か

A

に

AE

長

E

た

け

AAE

五
尺

E

ご
し
ゃ
く

AAE

ニ
寸

E

に

す

ん

AA
E

許

E

ば
か
り

A

の

AE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

と

AE

海
綿

E

か
い
め
ん

AAE

一

E

ひ

AAE

筒

E

と

つ

A

と

AE

些
少

E

す

こ

し

A

の

AE

面
撒

E

め
ん
ざ
ん

AAE

糸

E

し

A

を

AE

一

E

ひ

と

AA
E

包
E

つ
つ
み

A

と
な
し
て

AE

用
意

E

よ

う

い

A

す
る
こ
と
な
れ
ど
も

AE

右

E

み

ぎ

A

は

A
E

甚

E

は
な
は

A

だ

AE

便
利

E

べ

ん

り

A

と
す
る
に

AE

足

E

た

A

ら
ず
。AE

何
故

E

な
に
ゆ
え

A

ぞ
と
い
う
に

AE

此
E

こ

の
AAE

第
一

E

だ
い
い
ち

AAE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A(
A
E

戦
場

E

せ
ん
じ
ょ
う

A

に
て

AE

即
時

E

そ

く

じ

A

に

A
E

施

E

ほ
ど
こ

A

す

AE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

を
い
う)

の

AE

本
意

E

ほ

ん

い

A

と
す
る

A
E

所

E

と
こ
ろ

A

に

A
E

新

E

あ
ら
た

A

に

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

受
E

う

け

A

た
る

AE

者

E

も

の

A

を

A
E

病

E

び
ょ
う

AAE

院

E

い

ん

A

に

AE

舁

E

か

き

AAE

送

E

お

く

A

る
と
き

AE

様
々

E

さ
ま
ざ
ま

A

の

AE

物

E

も

の

A

の

AE

傷
口

E

き
ず
ぐ
ち

A

に

AE

入

E

い

A

る
を

AE

禦

E

ふ

せ

A

ぐ
に
あ
り
。

AE

故

E

ゆ

え

A

に

AE

其

E

そ

の

AAE

創

E

き

ず

A

せ
し

A
E

処

E

と
こ
ろ

A

を

A
E

蓋

E

お
お
い

AAE

包

E

つ

つ

A

み
て

A
E

日
光

E

ひ
の
ひ
か
り

AAE

砂
塵

E

す
な
ち
り

AAE

虫
類

E

む
し
る
い

AAE

其

E

そ

の

AAE

他

E

ほ

か

AA
E

汚
物

E

き
た
な
き
も
の

A

の

A
E

其
処

E

そ
の
と
こ
ろ

A

に

AE

入

E

い

る

A

を

AE

防

E

ふ

せ

A

ぐ
べ
し
。

AE

骨

E

ほ

ね

A

の

AE

関
節

E

つ
が
い
め

A

の

AE

怪
我

E

け

が

A

に
は

AE

位
置

E

い

ち

A

を

AE

程

E

ほ

ど

A

よ
く
し

AE

其

E

そ

の

AAE

場
所

E

ば

し

ょ

A

を

A
E

安

E

や
す
ら

A

か
に
し
て

AE

動

E

う

ご

A

か
さ
ざ
る

AE

様

E

よ

う

A

に
な
し
。

AE

又

E

ま

た

AAE

血

E

ち

A

の

AE

出

E

い

で

A

て

AE

止

E

や

ま

A

ざ
る
と
き
は

AE

其

E

そ

の

AAE

創

E

き

ず

AAE

口

E

ぐ

ち

A

を

AE

壓

E

お

し

A

て

AE

之

E

こ

れ

A

を

AE

止

E

と

ど

A

む

べ
し
。AE

又
熱

E

ま
た
ね
つ

A

を

AE

起

E

お

こ

A

し

AE

腫

E

は

れ

AAE

痛

E

い

た

A

む
と
き
は

AE

寒
罨

E

か
ん
あ
ん

AAE

法

E

ぽ

う

A(
A
E

看
病
卒

E

か
ん
び
ょ
う
そ
つ

A

は

AE

皆

E

み

な

AAE

心
得

E

こ
こ
ろ
え

AAE

居

E

お

A

れ
り
、AE

知

E

し

A

ら
ざ

る

AE

者

E

も

の

A

は

AE

之

E

こ

れ

A

に

AE

尋

E

た

ず

A

ぬ
べ
し)

を

A
E

施

E

ほ
ど
こ

A

し

AE

其

E

そ

の

AA
E

勢

E

い
き
お
い

A

を

A
E

挫

E

ひ
し
ぐ

A

な
ど
な
り
。

AE

然

E

し

か

A

る
に

AE

今

E

い

ま

A

「
ラ
ン
ド

セ
ル
」
の

AE

中

E

な

か

A

に

A
E

纔

E

わ
づ
か

A

の

AE

海
綿

E

か
い
め
ん

A

を

A
E

貯

E

た
く
わ
え

A

る
も

AE

只

E

た

だ

AAE

軽

E

か

る

A

き

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

受

E

う

け

A

た
る
と
き

AE

間

E

ま

ま

AAE

其

E

そ

の

AAE

功

E

こ

う

A

あ
る
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の
み
。
殊こ

と

に
繃ま

き

帯
も
め
ん

と
い
う
者も

の

は
之こ

れ

に
慣な

れ

た
る
者も

の

に
あ
ら
ざ
れ
は
之こ

れ

を
巻ま

く

く
こ
と
も

な
ら
ず
。
強し

い

て
之こ

れ

を
巻ま

く

も

忽
た
ち
ま
ち

緩
ゆ
る
み

て
創き

ず

口ぐ

ち

に
入い

り
て
、
又ま

た

は
其
巻
方
緊

そ
の
ま
き
か
た
か
た

す
ぎ
て
其そ

の

効こ

う

な
き
の
み
な
ら
ず
大

お
お
い

に
害が

い

を
発お

こ

す
こ
と
あ
り
。
然さ

れ
ば
此こ

れ

よ
り
拭は

な

涕ふ

き

巾
或

あ
る
い

は
頸え

り

巾ま

き

な
ど
に
て

巻ま

く

を

優ま

さ

れ
り
と
す
。
中な

か

に
も

拭は

な

涕ふ

き

巾
は

戦せ

ん

場
じ
ょ
う

た
り
と
も

之こ

れ

を

所
持

し

ょ

じ

せ
ざ
る

者も

の

な
け
れ
ば

之こ

れ

を

用
も
ち
い

る
を

便
利

べ

ん

り

と
す
。
然さ

れ
ど
も

世よ

に

之こ

れ

を

用
も
ち
い

る

人ひ

と

な

き
は
全

ま
っ
た

く
其
巾
狭

そ
の
は
ば
せ
ま
く

し
て
汚

き
た
な

き
其
巻
方

そ
の
ま
き
か
た

を
知し

ら
ざ
る
が
故ゆ

え

な
り
。
然し

か

る
に
此こ

の

三
角
巾

さ
ん
か
く
き
ん

は
其そ

の

大
十
分

お
お
き
さ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
し
て
戦
場

せ
ん
じ
ょ
う

の
第
一

だ
い
い
ち

繃ほ

う

帯た

い

は
実じ

つ

に
此
上

こ
の
う
え

も
な
き
便
利

べ

ん

り

の
品し

な

な
り
。

そ
の
う
え

用
法

も
ち
い
か
た

も

簡
易

て
み
じ
か

に
し
て

素
人

し
ろ
う
と

に
も

甚
は
な
は

だ

学
易

ま
な
び
や
す

し
。
則

す
な
わ
ち

此こ

の

三
角
巾

さ
ん
か
く
き
ん

に

書
え
が
き

た
る
は

火か

線
外

せ
ん
が
い(

鉄
炮

て
っ
ぽ
う

丸だ

ま

の

届と

ど

か
ざ
る

所
と
こ
ろ

を
い
う)
の

繃ほ

う

帯た

い

所じ

ょ

に
て

怪
我
人

け

が

に

ん

の

互
た
が
い

に
其そ

の

創き

ず

を
繃ま

き

帯
も
め
ん

す
る
状さ

ま

を
示し

め

す
。
此こ

れ

余わ

が

考
か
ん
が
え

を
「
キ
ー
ル
」(
地
名)

の
書
工

が

こ

う

「
ウ

ッ
テ
マ
ー
ク
」(

人
名)

に

頼
た
の
み

て

書
え
が
か

せ
之こ

れ

を
べ
ル
リ
ン(

地
名)

の
彫
刻
師

ほ

り

も

の

し

ベ
エ
ケ
ル(

人
名)

に

嘱
い
い
つ

け

三
角
状

さ
ん
か
く
が
た

の

銅
版

あ
か
が
ね
ば
ん

に

鐫ほ

ら

せ

此こ

の

布ぬ

の

に

押お

し

た
る

者も

の

に
て

之こ

れ

を

携
た
ず
さ
え

る

者も

の

を
し

て

其
図

そ

の

ず

を
見
て

其そ

の

巻
法

ま
き
か
た

を

悟さ

と

ら
し
め
ん
が

為た

め

な
り
。
中な

か

に
も

才さ

い

智ち

の

鋭
す
る
ど

き

者も

の

は

一
度
之

い

ち

ど

こ

れ

を
覧み

て
大
略

あ
ら
ま
し

其
扱
方

そ
の
あ
つ
か
い
が
た

を
悟さ

と

る
こ
と
を
得う

べ
し
。
又
休

ま
た
や
す
み

の
間あ

い

に
は
図ず

を
見み

て
之こ

れ

を
習な

ら

い

或
あ
る
い

は
軍
医

ぐ

ん

い

看か

ん

病
人

び
ょ
う
に
ん

の
繃ま

き

帯
も
め
ん

を
な
す
と
き
之こ

れ

を
見
習

み
な
ら
う

べ
し
。
斯か

く

し
て

十
分
之

じ
ゅ
う
ぶ
ん
こ
れ

を
呑
込

の

み

こ

む
と
き
は
夫
々

そ
れ
ぞ
れ

の
役や

く

を
止や

め

て
己お

の

が
故
里

ふ
る
さ
と

に
帰か

え

る
と
き
、自
分

じ

ぶ

ん

は
勿
論

も
ち
ろ
ん

他
人

た

に

ん

の

傷き

ず

を

受う

け

し
と
き
な
ど
に
も

此
法

こ
の
ほ
う

に
て

危
急

き
き
ゅ
う

の

場ば

を

救
す
く
い

得う

る
こ
と
あ
り
。

斯
一
人
之

か

く
ひ

と

り
こ

れ

を
知し

る
も
の
あ
れ
ば
其そ

の

里
人

さ
と
び
と

も
之こ

れ

を
見
習

み

な

ら

い
て
終つ

い

に
自
他

じ

た

の
大
益

だ
い
え
き

を
な

す
な
り
。此こ

の

三
角
巾

さ
ん
か
く
き
ん

は
元が

ん

来ら

い

余わ

が
創

は
じ
め

て
工
夫

く

ふ

う

し
出い

だ

せ
る
に
非あ

ら

ず
。
既す

で

二
三
百
年

に
さ
ん
び
ゃ
く
ね
ん

以
前

い

ぜ

ん

「
ス
ウ
ィ
ツ
ル
」（
地
名)

の
「
マ
ヨ
ー
ル
」
と
い
え
る
人
が

之こ

れ

を

外
科

げ

か

術
じ
ゅ
つ

の

中う

ち

に

入い
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れ

之こ

れ

が

為た

め

に

沢
山

た
く
さ
ん

の

本ほ

ん

を

著
あ
ら
わ
せ

し

其そ

の

効
能

こ
う
の
う

を

誉ほ

め

過す

ご

し
て
余あ

ま

り
を
一
方

い
っ
ぽ
う

に
凝こ

り

塊
か
た
ま

り
、
竟つ

い

に
尋
常

よ
の
つ
ね

の
繃ま

き

帯
も
め
ん

ま
で
打
駮

う
ち
く
ず

さ
ん
と
し

却
か
え
つ

て
様
々

さ
ま
ざ
ま

の

誹
そ
し
り

を
受う

け
此
巾

こ
の
き
ん

の

誉
ほ
ま
れ

を
失

う
し
な

え
り
。
然さ

れ
ば
世
間

せ

け

ん

の
外
科

げ

か

医
者

い

し

ゃ

又ま

た

は
病
院

び
ょ
う
い
ん

に
て
間
之

ま
ま
こ
れ

を
用

も
ち
い

る
者も

の

多
お
お
く

は
之こ

れ

を

用
も
ち
い

る
者も

の

少
す
く
な

く
し
て
其そ

の

名
前

な

ま

え

を
も
知し

ら
ざ
る
に
至い

た

れ
り
。
此
巾

こ
の
き
ん

は
木
綿

も

め

ん

或
あ
る
い

は
布ぬ

の

を
以も

つ

て

製
こ
し
ら
え

た
る
者も

の

な
り
。
元が

ん

来ら

い

昔
む
か
し

よ
り
の
俗
説

ぞ
く
せ
つ

に
木
綿
類

も

め

ん

る

い

は
創き

ず

に
害が

い

あ
り
と
い

う
者も

の

あ
れ
ど
も
古ふ

る

き
時
代

じ

だ

い

よ
り
外
科

げ

か

の
生き

綿わ

た

を
様
々

さ
ま
ざ
ま

の
術

じ
ゅ
つ

に
用

も
ち
い

る
こ
と
あ
り
。
况ま

し

て

木
綿

も

め

ん

を

用
も
ち
い

る
と
て

何な

ん

の

害が

い

あ
ら
ん
や
。

仰
そ
も
そ
も

此
巾

そ
の
き
ん

は

薄う

す

き

木
綿

も

め

ん

の

広
ひ
ろ
さ

三
尺
三
寸
許

さ
ん
じ
ゃ
く
さ
ん
ず
ん
ば
か
り

の
者も

の

な
り
。
故ゆ

え

に
大
幅

お
お
は
ば

の
木
綿

も

め

ん

を
買か

つ

て
之こ

れ

を
裁た

て

ば
数
多

あ

ま

た

の
三
角
巾

さ
ん
か
く
き
ん

と
な
る
。
左さ

す
れ
ば
其
一
箇

そ

の

ひ

と

つ

の

価
あ
た
い

甚
は
な
は

だ
廉や

す

き
も
の
な
り
。
其そ

の

上う

え

之こ

れ

を
畳た

た

め
ば
骨
牌

か

る

た

位
ぐ
ら
い

の

大
お
お
き
さ

と
な
り

其そ

の

重
お
も
さ

も

僅
わ
ず
か

に

十
三

じ
ゅ
う
さ
ん

匁
余

も
ん
め
あ
ま
り

其そ

の

厚
あ
つ
さ

も

七
分
許

し
ち
ぷ
ば
か
り

な
る
ゆ
え

常つ

ね

に

兵
士

へ

い

し

の
「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
中

ち
ゅ
う

に

携
た
ず
さ
え

る
繃ほ

う

帯た

い

嚢
ぶ
く
ろ

よ
り

遥
は
る
か

に
便
利

べ

ん

り

の
者も

の

と
い
う
べ
し
。 

平
生

E

へ
い
ぜ
い

AAE

兵
士

E

へ

い

し

A

の

AE

之

E

こ

れ

A

を

A
E

携

E

た
ず
さ
う

A

る
の

AE

綿
撒

E

め
ん
ざ
い

AAE

糸

E

し

A(
AE

医
官

E

い

か

ん

AAE

又

E

ま

た

A

は

AE

看

E

か

ん

AA
E

病
人

E

び
ょ
う
に
ん

A

に

AE

尋

E

た

ず

A

ぬ
べ
し)
と

AE

壓
E

あ

つ
AAE

定
巾

E

て
い
き
ん

A(
AE

上

E

か

み

A

に

AE

同

E

お

な

A

じ)

と
を

AE

添

E

そ

え

A

て

AE

持

E

も

つ

A

べ
き

AE

筈

E

は

ず

A

の

AE

様

E

よ

う

A

な
れ
ど
も

A
E

多

E

お
お
く

A

は

AE

之

E

こ

れ

A

の
み
に
て

AE

足

E

た

A

る

AE

者

E

も

の

A

な

り
。A

E

譬

E

た
と
え

A

ば

AE

繃

E

ほ

う

AAE

帯

E

た

い

AAE

所

E

じ

ょ

AAE

又

E

ま

た

A

は

AE

怪
我
人

E

け

が

に

ん

A

を

AE

舁

E

か

き

AAE

送

E

お

く

A

る

AE

途
中

E

と
ち
ゅ
う

AAE

清
水

E

せ
い
す
い

A

の

AE

便
利

E

べ

ん

り

A

に
し
て

AE

時
々

E

と
き
ど
き

AAE

創

E

き

ず

AAE

場
所

E

ば

し

ょ

A

を

AE

洗

E

あ

ら

A

う
こ
と
の

AE

出
来

E

で

き

A

る
も
の
な
ど
の

AE

如

E

ご

と

A

し
。

AE

然

E

さ

A

れ
ど
も

AE

時

E

と

き

A

と
し
て
は

AE

血

E

ち

A

を

AE

止

E

と

め

A

る

AE

為

E

た

め

A

に

AE

軽

E

か

ろ

A

く

AE

創

E

き

ず

AAE

口

E

ぐ

ち

A

を

AE

壓

E

お

し

AAE

定

E

て

い

A

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
る
ゆ
え

AE

小

E

ち

さ

A

く

A
E

束

E

つ
か
ね

A

た
る

AE

綿
撒

E

め
ん
ざ
い

AAE

糸

E

し

A

、AE

二
個

E

ふ

た

つ

AA
E

或

E

あ
る
い

A

は

AE

綿

E

わ

た

A

を

AE

三
角
巾

E

さ
ん
か
く
き
ん

A

の

AE

中

E

な

か

A

に

AE

巻

E

ま

き

AAE

込

E

こ

み

A

お
く
を

AE

善

E

よ

し

A

と
す
。AE

此

E

こ

れ

AA
E

銃
創

E

て
つ
ぱ
う
き
ず

A

の

AE

突
貫

E

つ
き
ぬ
け

A

て

A
E

裏
表

E

う
ら
お
も
て

A

に

AE

二

E

ふ

た

A

つ

AE

孔

E

あ

な

A

の

AE

出
来

E

で

き

A

る
こ
と
あ
る

AE

者

E

も

の

A

な
れ
ば

AE

其

E

そ

の

AAE

時

E

と

き

A

の

AE

用
意

E

よ

う

い

A

な
り
。

AE

又

E

ま

た

AAE

通
例

E

つ
う
れ
い

AAE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

の

AE

凝

E

は

り

AAE

着

E

つ

く

A

を

AE

防

E

ふ

せ

A

が
ん

AE

為

E

た

め

A

に

AE

二
枚

E

に

ま

い

A

の

AE

膏
薬

E

こ
う
や
く

A

を

AE

用
意

E

よ

う

い

A

す
れ
ど
も

AE

右

E

み

ぎ

A

は

AE

創

E

き

ず

AAE

口

E

ぐ

ち

A

を

AE

腐

E

く

さ

A

ら
せ

AE

易

E

や

す

A

き
が

AE

故

E

ゆ

え

A

に
、

AE

余

E

わ

れ

A

は

A
E

専

E

も
っ
ぱ

A

ら

AE

左

E

さ

A

の

AE

方

E

ほ

う

A

を

AE

用

E

も

ち

A

う
。 
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石
炭
酸

せ
き
た
ん
さ
ん(

一
分

い
ち
ふ
ん)  

脂
あ
ぶ
ら

膏
こ
う
や
く(

十
分

じ
ゅ
う
ぶ
ん) 

右

E

み

ぎ

A

の
AE

膏
薬

E

こ
う
や
く

A

と

AE

綿
撒

E

め
ん
ざ
い

AAE

糸

E

し

A

の

A
E

束

E

つ
か
ね

A

た
る

AE

者

E

も

の

A

は

A
E

漆

E

う
る
し

A

を

AE

塗

E

ひ

き

A

た
る

AE

紙

E

か

み

A

に

AE

包

E

つ

つ

A

む
べ
し
。 

AE

斯

E

か

く

A

な
き
ば

AE

膏
薬

E

こ
う
や
く

A

は
い
つ
も

AE

變

E

か

わ

A

る
こ
と
な
く

AE

其

E

そ

の

AAE

上
之

E

う
え
こ
れ

A

を

AE

包

E

つ

つ

A

む

AE

三
角
巾

E

さ
ん
か
く
き
ん

A

を
も

AE

汚

E

け

が

A

す
こ
と

な
し
。

A
E

但

E

た
だ
し

AAE

此

E

こ

の

AA
E

漆
紙

E

う
る
し
が
み

A

は
A
E

凡
一
寸
許

E

お
よ
そ
い
つ
す
ん
ば
か
り

A

の

A
E

大

E

お
お
き
さ

A

に
し
て

AE

三
角
巾

E

さ
ん
か
く
き
ん

A

の

AE

内

E

う

ち

A

に

A
E

包
置

E

つ
つ
み
お
く

A

も

AE

其

E

そ

の

AA
E

容
小

E

か
さ
ち
さ
く

A

し
て

A
E

重

E

お
も
さ

A

も

A
E

僅

E

わ
ず
か

A

に

AE

七

E

し

ち

AA
E

匁

E

も
ん
め

AAE

不
足

E

た

ら

ず
A

を
AE

增

E

ま

す

A

の
み
な
り
」。A

E

凡

E

お
よ
そ

AAE

兵
士

E

へ

い

し

A

の

A
E

出
陣

E

し
ゅ
つ
じ
ん

A

す
る
と
き
は

A
E

皆
必

E

み
な
か
な
ら
ず

AAE

右

E

み

ぎ

A

の

AE

品

E

し

な

A

を

A
E

兵
糧

E

ひ
ょ
う
ろ
う

AA
E

嚢

E

ぶ
く
ろ

A

の

AE

内

E

う

ち

A

に

A
E

蓄
E

た
く
わ

A

う
べ
し
。「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
は

A
E

戦

E

た
た
か
い

AAE

劇

E

は

げ

A

し
く
な
れ
ば

A

E

屡
之

E

し
ば
し
ば
こ
れ

A

を

AE

投
棄

E

な
げ
す
つ

A

る
こ
と
あ
れ
ば
な
り
。 

  
 
 

三
角
巾

さ
ん
か
く
き
ん

の

用
法

も
ち
い
か
た 

凡

E

お
よ
そ

AAE

三
角
巾

E

さ
ん
か
く
き
ん

A

の

A
E

用
法

E

も
ち
い
か
た

A

を

AE

知

E

し

ら

A

ん
に
は

AE

先

E

ま

ず

AAE

其

E

そ

の

AAE

名
所

E

な
ど
こ
ろ

A

を

AE

知

E

し

A

ら
で

AE

叶
E

か

な
A

は
ぬ

AE

事

E

こ

と

A

な
れ
ば
、

AE

左

E

さ

A

に

A

E

其

E

そ

の

AAE

図
解

E

ず

か

い

A

を

AE

示

E

し

め

A

す
べ
し
。A

E

即
図

E

す
な
わ
ち
ず

A

の
〔

AE

甲

E

こ

う

A

〕
と
い
う

A
E

符

E

し
る
し

A

は

AE

上

E

か

み

A

の

AE

端

E

は

し

A

に
て

AE

先
端

E

せ
ん
た
ん

A

を

AE

名

E

な

A

づ
け
、

〔

AE

甲

E

こ

う

A

〕〔

AE

乙

E

お

つ

A

〕
の

A
E

符

E

し
る
し

A

と
〔

AE

甲

E

こ

う

AAE

丙

E

へ

い

A

〕
の

A
E

符

E

し
る
し

A

の

A
E

所

E

と
こ
ろ

A

を

AE

側

E

そ

く

AAE

縁

E

え

ん

A

と

AE

名

E

な

A

づ
け
〔

AE

丙
E

へ

い

A

〕〔
AE

乙

E

お

つ

A

〕
の

A

E

符

E

し
る
し

A

の

A
E

所

E

と
こ
ろ

A

は

AE

下
縁

E

か

え

ん

A

と

AE

名

E

な

A

づ
け

AE

下
縁

E

か

え

ん

A

の

A
E

両
端

E

り
ょ
う
は
し

A

を

AE

端

E

た

ん

AAE

裾

E

き

ょ

A

と

AE

名

E

な

A

づ
く
。 

AE

此
巾

E

こ
の
き
ん

A

は

AE

夫
々

E

そ
れ
ぞ
れ

A

の

AE

場
所

E

ば

し

ょ

A

に

A
E

蒙

E

こ
う
む

A

り
た
る

AE

創

E

き

ず

A

の

A
E

大
形

E

お
お
き
さ
か
た
ち

A

な
ど
の

AE

變

E

か

わ

A

る
も

AE

工
夫

E

く

ふ

う

A

に
て

AE

如

E

い

AAE

何

E

か

AAE

様

E

よ

う

A

に
も

A
E

用

E

も
ち
い

A

る
こ
と
の
な
る

AE

者

E

も

の

A

な
り
。AE

其

E

そ

の

AAE

上

E

う

え

AAE

小

E

ち

さ

A

き

AE

二
枚

E

に

ま

い

A

の

AE

巾

E

き

ん

A

の

AE

入
用

E

に
ゅ
よ
う

A

な
る
と
き
は

AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

の

A
E

処

E

と
こ
ろ

A

よ
り

AE

下
縁

E

か

え

ん

A

の

AE

正
中

E

ま
ん
な
か

A

ま
で

AE

正
直

E

ま
っ
す
ぐ

A

に

AE

割

E

さ

く

A

へ
し
。

AE

此

E

こ

の

AAE

二
枚

E

に

ま

い

A

の

AE

巾

E

き

ん

A

を
〔

AE

半
巾

E

は
ん
き
ん

A

〕
と

AE

名

E

な

A

づ
く
。AE

三
角
巾

E

さ
ん
か
く
き
ん

A

の

AE

中

E

な

か

A

に
は

AE

常

E

つ

ね

A

に

AE

膏
薬

E

こ
う
や
く

AAE

二
枚

E

に

ま

い

A

と

AE

綿
撒

E

め
ん
ざ
い

AAE

糸

E

し

A

の

AE

束

E

た

ば

AAE

二
個

E

ふ

た

つ

A

を

A
E

小

E

ち
さ
き

A

き

A
E

嚢

E

ふ
く
ろ

A

に

A
E

包

E

つ
つ
み

A

て

AE

入
置

E

い
り
お
く

A

ゆ
え
に

AE

右

E

み

ぎ

A

の

AE

繃

E

ま

き

AA
E

帯

E

も
め
ん

A

を

A
E

施

E

ほ
ど
こ

A

す
と
き
は

AE

先

E

ま

ず

AAE

其

E

そ

の

AAE

膏
薬

E

こ
う
や
く

A

を

AE

創

E

き

ず

A

に

AE

貼

E

は

A

り

AE

其
上

E

そ
の
う
え

A

に

AE

綿
撒

E

め
ん
ざ
い

AAE

糸

E

し

A

の

AE

束

E

た

ば

A

を

AE

置

E

お

A

き

AE

軽

E

か

る

A

く

AE

壓

E

お

し

AAE

定

E

し

A

む
へ
し
。

AE

此
巾

E

こ
の
き
ん

A

は

AE

身
体

E

か

ら

だ

A

の

AE

場
所

E

ば

し

ょ

A

の

AE

異

E

か

わ

A

る
に

AE

随

E

つ

れ

A

て

AE

其

E

そ

の

AA

E

用
法

E

も
ち
い
か
た

A

も

A
E

様
々
差

E

さ
ま
ざ
ま
さ
ち
が

A

う

AE

者

E

も

の

A

な
れ
ば
、

AE

今
図

E

い

ま

ず

A

に

A
E

合

E

あ
わ
せ

A

て

AE

説
記

E

と
き
し
め

A

す
べ
し
。

AE

能
々

E

よ
く
よ
く

AAE

会
得

E

え

と

く

A

し
て

AE

之

E

こ

れ

A

を

A
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E

実
地

E
じ

っ

ち

A

に

AE

用

E

よ

ち

A

う
べ
し
。 

〔
頸
巾
状
巾

け
い
き
ん
じ
ょ
う
き
ん

〕（ 

頸
巾
状

え
り
ま
き
な
り

の
巻ま

き

木
綿

も

め

ん

と
い
う
儀わ

け

な
り
）
の
巻
法

ま
き
か
た

は
先
尖

ま
ず
せ
ん

端た

ん

よ
り
下
縁

か

え

ん

に

向
む
か
つ

て

幾
重

い

く

え

に
も

畳た

た

み

随
意

お
も
う
ま
ま

の

幅は

ば

と
な
す
へ
し
。
右み

ぎ

の

巻ま

き

木も

綿め

ん

は

唯
頸

た
だ
く
び

の

創き

ず

の
み
な
ら
ず
他ほ

か

の
場
所

ば

し

ょ

に
も
用も

ち

う
へ
し
。
即

す
な
わ
ち

眼め

（
第
八

だ
い
は
ち

及
第

お
よ
び
だ
い

十
四
図

じ
ゅ
う
よ
ん
ず

を
見
合

み

あ

わ

す
べ

し
）
額

ひ
た
い

（
第
二
十
二

だ

い

に

じ
ゅ

う

に

及
第

お
よ
び
だ
い

二
十
九
図

に
じ
ゅ
う
き
ゅ
う
ず

を
見
合

み

あ

わ

す
べ
し
）
耳み

み

頬ほ

お

頤
お
と
が
い

下
顎

し
た
あ
ご

等な

ど

な
り
。
又ま

た

手
足

て

あ

し

の

軽か

る

き

肉
に
く
の

創き

ず

（
第
五

だ

い

ご

第
六

だ
い
ろ
く

第
十

だ
い
じ
ゅ
う

八は

ち

第
二
十
六

だ
い
に
じ
ゅ
う
ろ
く

及
第

お
よ
び
だ
い

二
十
七
図

に

じ
ゅ

う

し
ち

ず

を

合あ

わ

せ

見み

る

べ
し
）
或

あ
る
い

は

副
木

そ

え

ぎ

其
外

そ
の
ほ
か

骨ほ

ね

の

砕
く
だ
け

た
る

者も

の

を

撑
さ
さ
ゆ

る

道
具

ど

う

ぐ

を

用
も
ち
い

る
と
き

之こ

れ

を

結
固

む
す
び
か
た

む
る

等な

ど

に

用も

ち

う
（
第
一

だ
い
い
ち

第
二

だ

い

に

第
十
二

だ
い
じ
ゅ
う
に

及
第

お
よ
び
だ
い

十
六
図

じ
ゅ
う
ろ
く
ず

を

見
合

み

あ

わ

す
べ
し
）。
又ま

た

小ち

さ

き

環わ

か

の

形
か
た
ち

と
な
し
て

創き

ず

つ
き
た
る

腕う

で

を

繫か

け

保た

も

つ
に

用も

ち

う
へ
し
。
凡

お
よ
そ

頸
巾
状
巾

け
い
き
ん
じ
ょ
う
き
ん

の

用
法

も
ち
い
か
た

は

甚
は
な
は

だ

簡
て
み
じ
か

に
し
て

爰こ

こ

に

書
載

か

き

の

せ

教
訓

お
し
え
さ
と

す
に

足た

ら

ず
。
唯た

だ

二
本

に

ほ

ん

の

帽
子

ぼ

う

し

針は

り

に
て

其そ

の

両
方

り
ょ
う
ほ
う

の
端た

ん

裾き

ょ

を
縫ぬ

い

着つ

け
又ま

た

は
之こ

れ

を
結む

す

ぶ
べ
し
。
但
之

た
だ
し
こ
れ

を
結む

す

ぶ
に
二ふ

た

通
と
お
り

あ
り
。
一

ひ
と
つ

は
〔
船
結

ふ
ね
む
す
ぶ

〕（
天て

ん

の

符
し
る
し

た
る

図ず

）
と

名な

づ
け
、
一

ひ
と
つ

は
〔
女
結

お
ん
な
む
す
ぶ

〕（
地ち

の

符
し
る
し

の
付
た

る
図ず

）
と
名な

づ
く

女
結

お
ん
な
む
す
ぶ

は
緩ゆ

る

み
易や

す

き
ゆ
え

船
結

ふ
ね
む
す
ぶ

を

用
も
ち
い

る
方
宜

か
た
よ
ろ

し
。
頭

あ
た
ま

創き

ず

を
巻ま

く

に
は
先
三
角
巾

ま
ず
さ
ん
か
く
き
ん

の

中
央

ち
ゅ
う
お
う

を

頭
あ
た
ま

の

巓
上

て
ん
じ
ょ
う

に
当あ

て
其そ

の

下
縁

か

え

ん

を 

額

E

ひ
た
い

A

に

AE

垂

E

た

A

れ

AE

其
尖

E

そ
の
せ
ん

AAE

端

E

た

ん

A

を

A
E

項

E

う
な
じ

A

に

AE

垂

E

た

A

れ
さ
せ

AE

其

E

そ

の

AAE

下
縁

E

か

え

ん

A

に
て

A
E

額

E

ひ
た
い

A

を

AE

覆

E

お

お

A

い

A
E

両
方

E

り
ょ
う
ほ
う

A

の

AE

端

E

た

ん

AAE

裾

E

き

ょ

A

は

A
E

耳

E

み
み
の

AAE

上

E

う

え

A

を

AE

超

E

こ

A

え

A
E

頭

E

あ
た
ま

A

の

A
E

后

E

う
し
ろ

A

に

AE

廻

E

ま

わ

A

し

AE

爰

E

こ

こ

A

に
て

AE

交
叉

E

や
り
ち
が

A

へ

A
E

再

E

ふ
た
た
び

AA
E

額

E

ひ
た
い

A

に

AE

廻

E

ま

わ

A

し

A
E

此
処

E

こ
の
と
こ
ろ

A

に
て

AE

結

E

む

す

A

ぶ
べ
し
。AE

此

E

こ

の

AAE

時

E

と

き

AA
E

項

E

う
な
じ

A

に

AE

垂

E

た

れ

A

た
る

AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

を

AE

前

E

ま

え

A

に
な
し

AE

置

E

お

き

A

た
る

A
E

交
叉

E

や
り
ち
が
え

A

の

AE

上

E

う

え

A

に

AE

折
反

E

お
り
か
え

A

し

A
E

頭

E

あ
た
ま

A

の

A
E

巓
上

E

て
ん
じ
ょ
う

A

に
や
り
て

AE

縫

E

ぬ

い

AAE

着

E

つ

A

く
べ
し
。AE

之

E

こ

れ

A

を
〔

AE

頭

E

と

う

AAE

巾

E

き

ん

A

〕（

A
E

頭

E

あ
た
ま

A

の

AE

巻

E

ま

き

AAE

木
綿

E

も

め

ん

A

と
い
う

AE

義

E

わ

け

A

）
と

AE

名

E

な

A

づ
く
（

AE

第
二
十
一
図

E

だ
い
に
じ
ゅ
う
い
ち
ず

A

）。 

AE

手

E

て

A

の

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

巻

E

ま

く

A

に
は

AE

半
巾

E

は
ん
き
ん

A

を

AE

用

E

も

ち

A

う
へ
し
。AE

先
手

E

ま

つ

て

A

の

AE

甲

E

こ

う

A

を

AE

此
巾

E

こ
の
き
ん

A

の

AE

上

E

う

え

A

に

AE

置

E

お

く

A

べ
し
。AE

其
置

E

そ
の
お
き
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AAE

法
E

か

た
A

は

AE

腕
頸

E

う
で
く
び

A

を

AE

下
縁

E

か

え

ん

A

の

AE

中
央

E

な
か
ほ
ど

A

に

AE

当

E

あ

A

て

AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

の

AE

方

E

か

た

A

は

A
E

指
頭

E

ゆ
び
の
あ
た
ま

A

に

AE

至

E

い

た

A

り

AE

折
反

E

お
り
か
え

A

し
て

A
E

再

E

ふ
た
た
び

AA

E

腕
頸

E

う
で
く
び

A

に
AE

至
E

い

た

A

り

A
E

両
方

E

り
ょ
う
ほ
う

A

の

AE

端

E

た

ん

AAE

裾

E

き

ょ

A

を

AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

の

AE

上

E

う

え

A

に
て

AE

交

E

や

り

AAE

叉

E

ち

が

A

へ

A
E

再

E

ふ
た
た
び

AAE

腕
頸

E

う
で
く
び

A

の

A
E

背

E

せ
な
か

A

に
や
り
て

A

E

結

E

む
す
ぶ

A

べ
し
（

AE

第
七
図

E

だ

い

し

ち

ず

A

を

AE

見
合

E

み

あ

わ

A

す
べ
し
）。

AE

足

E

あ

し

A

の

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

巻

E

ま

く

A

に
は

AE

先

E

ま

ず

AA
E

足
蹠

E

あ
し
の
う
ら

A

を

AE

巾

E

き

ん

A

の

AE

中
央

E

な
か
ほ
ど

A

に

AE

当

E

あ

A

て

AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

を

AE

趾
E

ゆ

び

A

の
AE

方
E

か

た

A

に

AE

向

E

む

A

け

AE

爰

E

こ

こ

A

に
て

AE

折
反

E

お
り
か
え

A

し

AE

足

E

あ

し

A

の

AE

甲

E

こ

う

A

の

AE

方

E

か

た

A

に
や
り

A
E

両
端

E

り
ょ
う
た
ん

AA
E

裾

E

た
ん
き
ょ

A

に
て

AE

踝

E

く

ろ

AAE

骨

E

ぶ

し

A

の

AE

周
囲

E

め

ぐ

り

A

を

A
E

纆
E

ま
と
い

A

、
AE

足
E

あ

し

AAE

甲

E

こ

う

A

に
て

AE

交
叉

E

や
り
ち
が

A

へ

A
E

再

E

ふ
た
た
び

AA
E

足
蹠

E

あ
し
の
う
ら

A

に
や
り

AE

爰

E

こ

こ

A

に
て

A
E

結

E

む
す
ぶ

A

べ
し

（

AE

第
十
五
図

E

だ

い

じ
ゅ

う

ご

ず

AA
E

及

E

お
よ
び

AAE

第
二
十
三
図

E

だ
い
に
じ
ゅ
う
さ
ん
ず

A

を

AE

見
合

E

み

あ

わ
A

す
べ
し
）。

AE

断
切

E

た

ち

き

A

ら
れ
た
る

AE

手
足

E

て

あ

し

A

を

AE

巻

E

ま

く

A

に
も

AE

上

E

か

み

A

と

A
E

同
法

E

お
な
じ
ほ
う

A

を

A
E

用

E

も
ち
う

A

う
。A

E

即
巾

E

す
な
わ
ち
き
ん

A

の

AE

下
縁

E

か

え

ん

A

を 
AE

切
残

E

き
り
の
こ

A

さ
れ
た
る

AE

創

E

き

ず

AAE

口

E

ぐ

ち

A

の

AE

上

E

う

え

A

の

AE

方

E

か

た

A

に

AE

当

E

あ

A

て

AE

其

E

そ

の

AAE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

を

AE

創

E

き

ず

AAE

口

E

ぐ

ち

A

の

A
E

処

E

と
こ
ろ

A

に
や
り
て

AE

之

E

こ

れ

A

を

AE

覆

E

お

お

A

い

A
E

再

E

ふ
た
た
び

AAE

上
E

か

み
A

の
AE

方

E

か

た

A

に

AE

折
反

E

お
り
か
え

A

し

A
E

両
端

E

り
ょ
う
た
ん

A

に
て

AE

其
上

E

そ
の
う
え

A

を

A
E

結

E

む
す
び

AAE

止

E

と

ど

A

む
べ
し
。

AE

腕

E

う

で

A

を

AE

適

E

ほ

ど

AAE

好

E

よ

A

き

AE

位
置

E

い

ち

A

に

AE

繫

E

か

け

AAE

保

E

た

も

A

た
ん
に
は

AE

先
一
方

E

ま
ず
か
た
か
た

A

の

AE

端

E

た

ん

AAE

裾

E

き

ょ

A

を

AE

取

E

と

り

A

て

AE

創

E

き

ず

A

な
き

AE

方

E

か

た

A

の

AE

肩

E

か

た

A

を

AE

越

E

こ

A

さ
せ

AE

項
窩

E

う

な

じ

A

を

AE

回

E

め

ぐ

A

り

A
E

向

E

む
こ
う

AAE

側

E

が

わ

A

に

AE

送

E

お

く

A

り
、AE
爰

E

こ

こ
A

に
AE

止

E

と

め

A

お
き

AE

又
一

E

ま
た
か
た

AAE

方

E

か

た

A

の

AE

端

E

た

ん

AAE

裾

E

き

ょ

A

を

A
E

胸
前

E

む
ね
の
ま
え

A

に

AE

垂

E

た

A

れ

A
E

応

E

こ
こ
ろ

A

を

AE

用

E

も

ち

A

い
、AE

手

E

て

AA
E

軟

E

や
わ
ら
か

A

に

A
E

屈

E

か
が
め

A

た
る

AE

腕

E

う

で

A

を

AE

巾
E

き

ん

A

の
AE

中

E

な

か

AAE

央

E

ほ

ど

A

に

AE

当

E

あ

A

て

AE

其

E

そ

の

AAE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

は

A
E

臂

E

ひ
じ
の

AA
E

后

E

う
し
ろ

AAE

一
寸

E

い
っ
す
ん

AAE

六
七
分
許

E

ろ
く
し
ち
ぶ
ば
か
り

A

を

AE

余

E

あ

ま

A

し
お
き
。
さ
て

AE

其

E

そ

の

AAE

端

E

た

ん

AAE

裾

E

き

ょ

A

を

AE

腕

E

う

で

A

の
AE

前
E

ま

え
A

よ
り

A

E

上

E

う

え

A

に

AE

向

E

む

け

A

て

AE

曳

E

ひ

き

AAE

上

E

あ

A

げ

AE

創

E

き

ず

A

つ
き
た
る

AE

肩

E

か

た

A

の

AE

上

E

う

え

A

に
や
り

AE

項
窩

E

う

な

じ

A

の

A
E

処

E

と
こ
ろ

A

に
て

AE

先

E

さ

き

A

に

A
E

回

E

ま
わ
し

A

お
き

た
る

AE

端

E

た

ん

AAE

裾

E

き

ょ

A

と

AE

取
合

E

と
り
あ
わ

A

せ
て

A
E

結

E

む
す
び

AAE

止

E

ど

A

め
さ
て

A
E

臂

E

ひ
じ
の

AA
E

后

E

う
し
ろ

A

に

AE

余

E

あ

ま

A

し
た
る

AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

を

AE

前

E

ま

え

A

に

AE

廻

E

ま

わ

A

し

AE

帽
子

E

ぼ

う

し

AAE

針

E

ば

り

A

に
て

AE

縫

E

ぬ

い

AAE

着

E

つ

A

く
べ
し
。AE

之

E

こ

れ

A

を
〔

AE

大
腕

E

だ
い
わ
ん

AAE

保
持
巾

E

ほ

じ

き

ん

A

〕(
AE

腕

E

う

で

A

を

AE

繫

E

か

け

AAE

保

E

た

も

A

つ

A
E

大

E

お
お
い

A

な
る

AE

三
角
巾

E

さ
ん
か
く
き
ん

A

と
い

う

AE

義

E

わ

け

A)

と

AE

名

E

な

A

づ
く
（

AE

第
四

E

だ

い

し

AA
E

第
十
七

E

だ
い
じ
ゅ
う
し
ち

AAE

第
二
十
五
図

E

だ

い

に

じ

ゅ

う

ご

ず

A

を

AE

見
合

E

み

あ

わ

A

す
べ
し
）。 

AE

胸

E

む

ね

A

の

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

巻

E

ま

く

A

に
は

AE

先
巾

E

ま
づ
き
ん

A

の

AE

中
央

E

な
か
ほ
ど

A

を

AE

胸

E

む

ね

A

に

AE

当

E

あ

A

て

AE

其

E

そ

の

AAE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

は

AE

一
側

E

か
た
か
た

A

の

AE

肩

E

か

た

A

を

AE

越

E

こ

A

へ

A

E

後
方

E

う
し
ろ
の
か
た

A

に

AE

引

E

ひ

A

き
、

AE

下
縁

E

か

え

ん

A

は

AE

胸

E

む

ね

AAE

腹

E

は

ら

A

を

AE

被

E

お

お

A

い

A
E

両
端

E

り
ょ
う
た
ん

AA
E

裾

E

た
ん
き
ょ

A

を

A
E

右
左

E

み
ぎ
ひ
だ
り

A

の

A
E

脇
下

E

わ
き
の
し
た

A

に

AE

廻

E

ま

わ

A

し
、A

E

背

E

せ
な
か

A

に
て

A
E

相
互

E

あ
い
た
が
い

A

に

A
E

結

E

む
す
び

AAE

合

E

あ

わ

A

せ
さ
て

AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

を

AE

右

E

み

ぎ

A

の

AE

結
目

E

む
す
ぶ
め

A

の

AE

下

E

し

た

A

に

AE

通

E

と

お

A

し

A
E

再

E

ふ
た
た
び

AAE

之

E

こ

れ

A

を

AE

上

E

う

え

A

に

AE

折
反

E

お
り
か
え

A

し

AE

帽
子

E

ぼ

う

し

AAE

針

E

ば

り

A

に
て

AE

縫

E

ぬ

い

AAE

止

E

ど

A

む
べ
し
。

A
E

背

E

せ
な
か

A

の

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

巻

E

ま

く

A

に
も

AE

上

E

か

み

A

と

A
E

同
法

E

お
な
じ
ほ
う

A

を

AE

用

E

も

ち

A

う
。

A
E

但

E

た
だ
し

AAE

上

E

か

み

A
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と
反
對

う
ら
は
ら

に
て
上か

み

に
て

后
う
し
ろ

の

所
と
こ
ろ

は
爰こ

こ

に
て
前ま

え

と
な
る
の
違ち

が

い
あ
る
ま
で
な
り
。 

肩

E

か

た

A

の
AE

創
E

き

ず
A

を
AE

巻

E

ま

く

A

に
は

AE

二
枚

E

に

ま

い

A

の

AE

半
巾

E

は
ん
き
ん

A

を

AE

用

E

も

ち

A

う
べ
し
。A

E

乃

E

す
な
わ
ち

AAE

其

E

そ

の

AA
E

一

E

ひ
と
つ

A

は

AE

頸

E

え

り

AAE

巾

E

ま

き

A

の

AE

如

E

ご

と

A

く

A
E

畳
重

E

た
た
み
か
さ

A

ね

AE

腕

E

う

で

A

の

AE

保
持
巾

E

ほ

じ

き

ん

A(
AE

腕

E

う

で

A

を

AE

繫

E

か

け

AAE

保

E

た

も

A

つ

AE

三
角
巾

E

さ
ん
か
く
き
ん

A

と
い
う

AE

義

E

わ

け

A)

と
な
し
て

AE

前
腕

E

ぜ
ん
わ
ん

A

（

AE

臂

E

ひ

じ

A

よ
り

AE

先

E

さ

き

A

の

AE

方

E

か

た

A

を

AE

云

E

い

A

ふ
）
に

A
E

施
E

ほ
ど
こ

A

す
べ
し
。

AE

扠

E

さ

て

AAE

其

E

そ

の

AA
E

一

E

ひ
と
つ

A

に

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

受

E

う

け

A

た
る

AE

肩

E

か

た

A

の

AE

上

E

う

え

A

に

AE

当

E

あ

A

て

AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

を

AE

頸

E

く

び

A

の

AE

方

E

か

た

A

に

AE

向

E

む

A

け

AE

下
縁

E

か

え

ん

A

を
AE

上
膊

E

う
わ
う
で

A

の

AE

中
央

E

な
か
ほ
ど

A

に

AE

当

E

あ

A

て

A
E

両
端

E

り
ょ
う
た
ん

AA
E

裾

E

た
ん
き
ょ

A

を

AE

其

E

そ

の

AAE

内
側

E

う
ち
が
わ

A(
A
E

腋
下

E

わ
き
の
し
た

A)

に

A

E

廻

E

ま

わ

A

し
て

AE

交
叉

E

や
り
ち
が

A

へ
、

A
E

再

E

ふ
た
た
び

AAE

其

E

そ

の

AAE

外
側

E

そ
と
が
わ

A

に
や
り
て

A
E

結

E

む
す
ぶ

A

べ
し
。
さ
て

AE

其

E

そ

の

AAE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

は

AE

保
持
巾

E

ほ

じ

き

ん

A

を

AE

通

E

と

お

A

し

AE

頸

E

く

び

A

の

AE

方

E

か

た

A

に

AE

引

E

ひ

A

き

A
E

再

E

ふ
た
た
び

AAE

保
持
巾

E

ほ

じ

き

ん

A

の

AE

上

E

う

え

A

に
A
E

折
反

E

お
り
か
え

A

し
て

AE

帽
子

E

ぼ

う

し

AAE

針

E

ば

り

A

を

AE

刺

E

さ

A

し

A
E

縫

E

ぬ

い

AAE

止

E

ど

A

む
べ
し
。 

AE

腰

E

こ

し

A

の

AE

創

E

き

ず

A

を

AE

巻

E

ま

く

A

も

AE

其
法
上

E

そ
の
ほ
う
か
み

A

と

AE

同

E

お

な

A

じ
（

AE

爰

E

こ

こ

A

に
は

AE

保
持
巾

E

ほ

じ

き

ん

A

を

A
E

用

E

も
ち
う

A

る
こ
と
な
し
）。
け
れ
ど
も

A

E

大
腿

E

だ
い
た
い

A

は

AE

上
膊

E

う
わ
う
で

A

よ
り

AE

太

E

ふ

と

A

き
ず

AE

故

E

ゆ

え

A

に
、

AE

全
幅

E

ま
る
は
ば

A

の

AE

三
角
巾

E

さ
ん
か
く
き
ん

A

を
AE

用
E

も

ち

A

い
ず
ば
な
ら
ず
。

AE

但

E

た

だ

A

し

AE

巾

E

き

ん

A

の

AE

下
縁

E

か

え

ん

A

に
て

AE

大
腿

E

も

も

A

の

A
E

上
部

E

う
え
の
と
こ
ろ

A

を

AE

巻

E

ま

A

き

A
E

両
端

E

り
ょ
う
た
ん

AA
E

裾

E

た
ん
き
ょ

A

を

AE

二
重

E

ふ

た

え

AAE

廻

E

ま

わ

A

し
て

AE

結

E

む

す

A

ぶ
べ
し
。AE

若

E

も

し

AAE

股

E

も

も

A

の

AE

肥

E

こ

え

AA
E

太

E

ぶ
と
り

A

た
る

AE

者

E

も

の

A

に
て

AE

結

E

む

す

A

び

AE

難

E

が

た

A

き

AE

者

E

も

の

A

は

A
E

大

E

お
お
い

A

な
る

AE

帽
子

E

ぼ

う

し

AAE

針

E

ば

り

AAE

二
本

E

に

ほ

ん

A

を

AE

用
E

も

つ
A

て
AE

縫

E

ぬ

い

AAE

止

E

ど

A

む
べ

し
。AE

尖
端

E

せ
ん
た
ん

A

も

AE

亦

E

ま

た

AA
E

肩

E

か
た
の

AAE

創

E

き

ず

AAE

同
様

E

ど
う
よ
う

A

に
な
す
べ
し
。A

E

但
之

E

た
だ
し
こ
れ

A

を

A
E

病
人

E

び
ょ
う
に
ん

A

の

AE

腹
帯

E

は
ら
お
び

A

の

AE

下

E

し

た

A

に

AE

通
E

と

お
A

し
A

E

再

E

ふ
た
た
び

AAE

其

E

そ

の

AAE

上

E

う

え

A

を

AE

経

E

へ

A

て

AE

下

E

し

た

A

の

AE

方

E

か

た

A

に

AE

折
反

E

お
り
か
え

A

し

AE

帽
子

E

ぼ

う

し

AAE

針

E

ば

り

A

に
て

AE

縫

E

ぬ

い

AAE

止

E

ど

A

む
べ
し
。AE

若

E

も

し

AAE

其

E

そ

の

AAE

人

E

ひ

と

AAE

腹
帯

E

は
ら
お
び

A

を
せ

ざ
る
と
き
は

AE

頸

E

え

り

AAE

巾

E

ま

き

A

な
ど
を

AE

巻

E

ま

き

A

て

A
E

其
代

E

そ
の
か
わ
り

A

と
な
す
べ
し(

AE

第
三
十
一
図

E

だ
い
さ
ん
じ
ゅ
う
い
ち
ず

A

を

AE

見
合

E

み

あ

わ

A

す
べ
し
）。 

A
E

凡

E

お
お
よ
そ

AAE

骨

E

ほ

ね

A

の

AE

傷

E

き

ず

A

つ
き
た
る

A
E

病
人

E

び
ょ
う
に
ん

A

を

A
E

病
院

E

び
ょ
う
い
ん

A

に

AE

輸

E

お

く

A

る
に
は

AE

副
木

E

そ

え

ぎ

A

を

AE

其

E

そ

の

AAE

場
所

E

ば

し

ょ

A

に

AE

当

E

あ

A

て

AE

之

E

こ

れ

A

を

A

E

保
護

E

ほ

ご

A

せ
ざ
れ
ば

AE

其

E

そ

の

AAE

場
所

E

ば

し

ょ

AAE

揺

E

ゆ

れ

AAE

動

E

う

ご

A

き

A
E

大

E

お
お
い

A

に

A
E

其
痛

E

そ
の
い
た
み

A

を

AE

増

E

ま

A

し
、AE

又

E

ま

た

AAE

其

E

そ

の

AAE

創

E

き

ず

A

の

AE

性

E

た

ち

A

も

AE

悪

E

あ

し

A

く
な
る

な
り
。

AE

抑
々

E

そ
も
そ
も

AAE

副
木

E

そ

え

ぎ

A

と
い
う

AE

者

E

も

の

A

は

AE

傷

E

き

ず

A

を

AE

受

E

う

け

A

て

AE

其

E

そ

の

AAE

骨

E

ほ

ね

A

の

AE

揺

E

ゆ

れ

AAE

動

E

う

ご

A

き

A
E

固
持

E

も
ち
こ
た
え

A

る

A
E

力

E

ち
か
ら

A

を

A
E

失

E

う
し
な
い

A

た

る

AE

者

E

も

の

A

に
、AE

外

E

ほ

か

A

よ
り

A
E

力

E

ち
か
ら

A

と
な
る
べ
き

AE

者

E

も

の

A

を

AE

副

E

そ

A

え

A
E

縛

E

し
ば
り

AAE

固

E

か

た

A

め
て

AE

固

E

も

ち

AA
E

保

E

こ
た
え

A

る
こ
と
の

AE

出
来

E

で

き

A

る

A

E

様

E

よ

う

A

に
な
す

AE

者

E

も

の

A

な
り
。

AE

然

E

さ

A

れ
ば

AE

若

E

も

し

AAE

用
意

E

よ

う

い

A

の

AE

副
木

E

そ

え

ぎ

AAE

缺

E

か

く

A

る
と
き
は

AE

何

E

な

に

A

に
て
も

A
E

其
代

E

そ
の
か
わ
り

A

と
な
る

A

E

者

E

も

の

A

を

AE

用

E

も

ち

A

う
べ
し
。A

E

譬

E

た
と
え

A

は

AE

剣
鎗

E

け
ん
や
り

AA
E

或

E

あ
る
い

A

は

AE

其

E

そ

の

AAE

鞘

E

さ

や

A（

AE

第
二
図

E

だ

い

に

ず

A

を

AE

見
合

E

み

あ

わ

A

す
べ
し
）A

E

銃

E

て
っ
ぽ
う

A（

AE

第
十
二
図

E

だ

い

じ
ゅ

う

に

ず
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A

を
AE

見
合

E

み

あ

わ

A

す
べ
し
）

AE

折

E

お

れ

A

た
る

AE

鎗

E

や

り

AA
E

破

E

や
ぶ
れ

A

た
る

A
E

車

E

く
る
ま

A

の

AE

輻

E

や

A

、

A
E

或

E

あ
る
い

A

は

AE

樹
枝

E

き
の
え
だ

A

（

AE

第
十
六
図

E

だ
い
じ
ゅ
う
ろ
く
ず

A

を

AE

見
合

E

み

あ

わ

A

す
べ
し
）

AE

藁

E

わ

ら

AAE

葦

E

い

AAE

等

E

な

ど

A

の

A
E

束

E

つ
か
ね

A

た
る

AE

者

E

も

の

A

を

AE

其

E

そ

の

AAE

場
所

E

ば

し

ょ

A

に

AE

当

E

あ

A

て

AE

之

E

こ

れ

A

を

AE

巻

E

ま

き

AAE

縛

E

し

ば

A

る
が

AE

如

E

ご

と

A

し
。

AE

斯

E

か

A

く

AE

巻

E

ま

き

AAE

縛

E

し

ば

A

る
に
は

AE

頸

E

え

り

AAE

巾

E

ま

き

A

の

AE

如

E

ご

と

A

く

AE

畳

E

た

た

A

ま
る
る

AE

者

E

も

の

A

を

A
E

宜

E

よ
ろ
し

A

と
す
。A

E

譬

E

た
と
え

A

は

AE

手
拭

E

て
ぬ
ぐ
い

AAE

腹
帯

E

は
ら
お
び

AAE

手
綱

E

た

づ

な

AA
E

銃

E

て
っ
ぽ
う

A

の

AE

紐

E

ひ

も

A｢

ラ
ン
ド
セ
ル｣
の

AE

緒

E

ひ

も

AAE

等

E

な

ど

A

の

AE

如

E

ご

と

A

し
。 

〔
三
角
巾

さ
ん
か
く
き
ん

の

畳
法

た
た
み
か
た

〕
は

先ま

ず

第
一

だ
い
い
ち

に

左
右

み
ぎ
ひ
だ
り

の

端た

ん

裾き

ょ

を

重か

さ

ね

小ち

さ

き

三
角
形

さ
ん
か
く
が
た

と
な
す
べ

し
。
第
二

だ

い

に

に
は

斯か

く

畳た

た

み
た
る

三
角
形

さ
ん
か
く
が
た

の

端た

ん

裾き

ょ

を

尖せ

ん

端た

ん

の

方か

た

に

向む

け

畳
た
た
み

て

四し

角
形

か
く
が
た

と
な
す
べ
し
。
第
三

だ
い
さ
ん

に
は

右み

ぎ

の

四し

角
形

か
く
が
た

を

二
ふ
た
つ

に

折お

り

て

長
方
形

な
が
か
く
が
た

と
な
す
べ
し
。

第
四

だ

い

し

に
は
此こ

の

長
方
形

な
が
か
く
が
た

を

二
ふ
た
つ

に
折お

り

て

再
ふ
た
た
び

四し

角
形

か
く
が
た

と
な
す
べ
し
。
第
五

だ

い

ご

に
は
右み

ぎ

の
四し

角
形

か
く
が
た

を

二
ふ
た
つ

に

折お

る

べ
し
。
此こ

れ

に
て

小ち

さ

き

長
方
形

な
が
か
く
が
た

と
な
る
な
り

第
六

だ
い
ろ
く

に
は

右み

ぎ

の

小ち

さ

き

長
方
形

な
が
か
く
が
た

を

二
ふ
た
つ

に
折お

れ
ば

凡
三
寸
許

お
よ
そ
さ
ん
ず
ん
ば
か
り

の
小ち

さ

き
方
形

か
く
が
た

と
な
る
。
右み

ぎ

を
二
本

に

ほ

ん

の
帽
子

ぼ

う

し

針ば

り

に
て
縫ぬ

い

着つ

く

る
と
き
は

兵
糧

ひ
ょ
う
ろ
う

嚢
ぶ
く
ろ

に
納い

る

る
に

至
い
た
つ

て
便
利

べ

ん

り

の
者も

の

と
な
る
な
り
。 

三
角
帯
用
法
終 
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【
資
料
７
】 

「
独
逸
戦
時
衛
生
條
例
適
要
」 

 
 

 
 
 

 
 
 

谷
口
謙
『
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
第
三
号
、
明
治
十
九
年
年
二
月
、 

一
七
―
三
三
頁
。 

  

彼
を
知
り
己
を
知
る
は

豈あ

に

独
り
軍
機
の
み
な
ら
ん
や
軍
隊
医
務
に
在
て
も
亦
然
り
而
し
て
今
や
開
明

諸
国
の
戦
時
衛
生
部
編
制
は
独
逸
を
以
て
最
良
と
す
仏
人
に
し
て
猶
且
之
れ
を
欽
美
す
其
整
備
知
る
へ
き

な
り
茲
に
其
大
綱
を
訳

萃す

い

し
て
一
覧
に
供
す
是
亦
彼
を
知
る
の
一
端
也 

 
 

 
 

 
 

明
治
十
九
年
二
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
等
軍
医 

谷
口
謙
識 

  
 

 

機
関
及
ひ
編
制
並
に
制
定 

（
甲
） 

出
戦
軍 

一
項 

隊
に
隊
附
医
官
病
院
助
手
及
ひ
補
助
患
者
運
搬
人
隊
属
薬
品
車
担
架
繃
帯
具
入
背
嚢
若
く
は

薬
品
及
ひ
繃
帯
入

匣は

こ

並
ひ
病
院
助
手
携
帯
嚢
を
附
す 

此
人
員
及
ひ
材
料
を
以
て

病

室

舎

ク
ラ
ン
ケ
ン
ス
ツ
ー
ベ
ン

営
病
院
及
ひ
隊
繃
帯
所
（
戦
闘
地
に
）
を
設
立
す 

病
室
は
病
院
的
看
護
を
要
せ
す
暫
に
し
て
回
復
就
役
の
目
途
あ
る
患
者
を
収
容
す
る
所
な
り 

舎
営
病
院
は
軍
隊
舎
営
地
の
近
傍
に
他
の
病
院
な
き
時
は
病
院
の
不
足
な
る
時
に
之
を
設
立
す 

 
 

 

隊
繃
帯
所
は
戦
闘
地
に
於
て
隊
附
医
官
の
傷
者
を
集
合
せ
し
め
救
急
繃
帯
を
施
し
若
し
傷
者
を
派

出
衛
生
部
若
く
は
戦
地
病
院
に
輸
送
し
得
さ
る
場
合
に
於
て
遷
延
す
へ
か
ら
さ
る
手
術
を
施
す

為
に
之
を
設
置
す
る
な
り 

二
項 

戦
争
の
依
て
死
傷
者
を
生
す
る
時
は
派
出
衛
生
部
作
業
を
始
む
但
該
部
は
大
戦
に
至
て
作
業
を
始
る
も
の

と
す

該
部
は
各
軍
団
に
三
箇
予
備
師
団
に
一
箇
を
附
す
該
部
の
主
要
な
る
任
務
は
傷
者
を
毉
冶
す

る
為
に
大
繃
帯
所
を
備
置
し
傷
者
運
搬
者
を
以
て
傷
者
を
戦
闘
地
及
ひ
隊
繃
帯
所
よ
り
大
繃
帯

所
に
輸
送
す
る
に
あ
り
隊
繃
帯
所
を
存
立
せ
し
む
る
と
之
を
大
繃
帯
所
に
合
併
せ
し
む
る
と
は

場
合
に
依
る
へ
し
大
繃
帯
所
医
官
の
増
員
を
要
す
る
と
き
は
隊
附
医
官
並
ひ
戦
地
病
院
の
人
員

及
ひ
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
あ
る
へ
し 

三
項  

戦
地
病
院
は
傷
者
及
ひ
病
者
を
看
護
し
軍
軍
病
院
の
人
員
と
交
代
し
再
ひ
軍
団
に

跟
随

こ
ん
ず
い

し
て

爾
后
の
需
要
を
待
つ
へ
し
（
各
軍
団
に
戦
地
病
院
十
ニ
各
予
備
師
団
に
三
箇
を
附
す
） 

戦
地
病
院
を
し
て
派
出
衛
生
部
を
補
助
せ
し
む
る
こ
と
あ
る
へ
し 

 
 

 

（
兵
站
及
ひ
鉄
道
） 

兵
站
及
ひ
鉄
道
に
於
け
る
衛
生
事
務
は
主
と
し
て
定
置
軍
病
院
に
於
け
る
治
療
事
務
患
者
の
配
当
並
ひ
之

に
関
す
る
方
法
及
ひ
編
制
並
に
戦
地
衛
生
上
需
要
の
衛
生
材
料
の
送
致
之
れ
な
り 
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四
項 

軍
病
院
は
戦
地
病
院
の
傷
者
及
ひ
を
病
者
建
築
物
殊
に
傷
者
及
ひ
病
者
の
治
療
並
に
安
臥
に
必

需
の
材
料
を
需
要
す
る
か
為
に
之
を
設
く
其
己
に
戦
地
病
院
に
交
代
し
た
る
者
を
定
置
軍
病
院

と
名
く
軍
病
院
附
人
員
の
事
務
は
戦
地
病
院
に
異
な
る
こ
と
な
し 

五
項 

兵
站
医
官
及
ひ
兵
站
病
院 

兵
站
医
官
は
兵
站
区
内
に
於
て
医
務
に
従
事
し
需
要
に
従
い
兵
站

病
院
を
設
立
し
此
を
通
行
す
る
隊
部
隊
或
は
患
者
運
搬
組
の
患
者
並
に
兵
站
監
に
附
属
す
る
隊

の
患
者
を
収
容
し
て
之
を
治
療
す
へ
し 

六
項 

患
者
配
当 

患
者
運
搬
医
員
並
に
衛
生
列
車
及
ひ
病
列
車
を
以
て
患
者
を
配
当
せ
し
む 

〔
イ
〕 

患
者
運
搬
医
員
は
患
者
の
配
当
兵
站
区
に
於
け
る
背
後
運
搬
を
処
弁
す 

〔
ロ
〕 

衛
生 
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【
資
料
８
】 

 
 

 

担
架
術
教
育
規
則
（
陸
達
第
十
八
号
） 

明
治
二
十
年
二
月
五
日 

  
 

 
 

 
 

 
 

総 
 

則 

第
一
條 

此
規
則
ハ
戦
場
ニ
於
テ
傷
者
ヲ
運
搬
ス
ル
学
術
ヲ
教
授
ス
ル
為
メ
ニ
設
ク
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
二
條 

歩
兵
及
ヒ
砲
兵
隊
ニ
於
テ
其
下
士
兵
卒
若
干
名
ヲ
シ
テ
之
ヲ
修
業
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
三
條 

毎
年
担
架
術
ヲ
修
業
セ
シ
ム
ヘ
キ
人
員
ハ
歩
兵
連
隊
ニ
一
等
軍
曹
一
名
二
等
軍
曹
二
名
砲

兵
連
隊
ニ
一
二
等
軍
曹
三
名
砲
兵
大
隊
ニ
上
等
兵
一
名
歩
兵
中
隊
ニ
兵
卒
三
名
砲
兵
中
隊

ニ
一
名
ト
ス
上
等
兵
ヲ
出
タ
ス
歩
兵
中
隊
ニ
ハ
兵
卒
二
名
ト
ス 

第
四
條 

大
隊
長
ハ
下
士
中
隊
長
ハ
上
等
兵
現
役
一
ヶ
年
ヲ
終
ヘ
タ
ル
者
ヲ
選
抜
シ
テ
連
隊
長
若
ク

ハ
大
隊
長
ニ
具
申
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
五
條 

中
隊
長
ハ
現
役
一
ヶ
年
ヲ
終
ヘ
タ
ル
一
等
卒
若
ク
ハ
一
等
卒
ト
為
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
沈

勇
混
懇
篤
膂
ア
リ
且
読
書
習
字
ヲ
為
シ
得
ル
者
ヲ
選
抜
シ
名
簿
ヲ
製
シ
大
隊
長
ニ
呈
ス
ル

モ
ノ
ト
ス 

第
六
條 

大
隊
長
ハ
中
隊
長
ノ
進
呈
シ
タ
ル
名
簿
ニ
就
キ
審
査
ノ
上
連
隊
長
ノ
認
可
ヲ
得
テ
中
隊
長

ヲ
シ
テ
担
架
術
修
業
ヲ
命
セ
シ
ム 

第
七
條 

連
隊
長
ハ
大
隊
長
ノ
具
申
ニ
依
テ
之
ヲ
認
可
シ
教
官
ヲ
シ
テ
教
授
セ
シ
ム 

  
 

 
 

 
 

 
 

教 
 

育 

第
八
條 

担
架
術
ハ
学
術
ノ
二
科
ト
ス
其
科
目
ハ
第
三
表
ニ
示
ス
カ
如
シ 

第
九
條 

担
架
術
ノ
教
授
ハ
歩
兵
連
隊
（
分
遣
若
ク
ハ
分
屯
隊
ハ
大
隊
）
及
ヒ
砲
兵
連
隊
ニ
於
テ
ス 

 
 

 
 

 
 

但
分
遣
分
屯
ニ
係
ル
中
隊
ノ
分
ハ
所
属
本
隊
ニ
合
シ
テ
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス 

第
十
條 

授
業
期
限
ハ
凡
ソ
三
ケ
月
ニ
シ
テ
毎
年
新
兵
入
営
ノ
期
ヨ
リ
初
ム
ル
者
ト
ス
但
シ
授
業
時

限
ハ
一
日
ニ
凡
ソ
五
時
間
ト
ス 

第
十
一
條 

修
行
中
疾
病
等
ニ
テ
卒
業
ノ
目
途
ナ
ク
之
ヲ
免
除
ス
ル
ト
キ
ハ
成
ル
ヘ
ク
補
欠
ス
ヘ
シ 

第
十
二
條 

連
隊
長
ハ
卒
業
ノ
検
閲
ヲ
行
ヒ
卒
業
証
書
ヲ
附
与
シ
而
シ
テ
旅
団
長
ヲ
所
管
長
官
ニ
報 

告
ス
ル
者
ト
ス 

第
十
三
條 

担
架
術
修
業
中
ハ
衛
兵
其
他
ノ
諸
勤
務
ハ
適
宜
ニ
之
ヲ
免
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
又
何
等
ノ
事 

故
ア
ル
モ
規
制
休
暇
等
ハ
一
切
之
ヲ
許
サ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教 
 

官 

第
十
四
條 

教
官
及
ヒ
助
教
ハ
連
隊
中
ノ
医
官
及
ヒ
看
護
長
ヲ
以
テ
之
ヲ
充
テ
其
人
員
ハ
ダ
第
二
表 

ノ
如
シ 

第
十
五
條 

高
級
ノ
教
官
ハ
連
隊
長
ノ
命
ヲ
受
ケ
左
ニ
揚
ク
ル
二
項
ヲ
担
任
ス
ヘ
シ 

 
 

一 

学
術
授
業
ノ
順
序
ヲ
予
定
シ
又
毎
週
施
行
ノ
日
課
表
ヲ
製
シ
且
教
育
ニ
関
ス
ル
進
歩
ノ
景 
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況
ヲ
連
隊
長
及
ヒ
所
管
軍
医
長
ニ
報
告
ス
ヘ
シ 

 
 

二 
卒
業
ノ
期
ニ
至
レ
ハ
学
術
ニ
優
劣
順
序
ヲ
定
メ
番
号
ヲ
付
シ
卒
業
名
簿
ヲ
製
シ
之
ヲ
連
隊 

長
ニ
進
呈
ス 

第
十
六
條 

教
官
ハ
高
級
教
官
ノ
指
図
ヲ
受
ケ
一
般
ノ
教
育
ヲ
担
任
シ
助
教
ヲ
補
助
シ
教
育
上
ノ
細 

目
ヲ
担
当
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 復 
 

習 

第
十
七
條 

復
習
ハ
毎
年
夏
期
ニ
於
テ
予
備
役
及
ヒ
後
備
軍
ノ
下
士
卒
中
担
架
術
ヲ
修
業
シ
タ
ル 

 

ヲ
召
集
シ
之
ニ
現
役
中
ノ
担
架
術
修
業
者
ヲ
加
ヘ
演
習
ヲ
施
行
ス
之
ヲ
野
外
演
習
ト
云 

フ 
 

 
 

第
三
表

　
　
繃
帯
術

術
　
　
　
　
科

　
　
創
傷
論

　
　
解
剖
及
生
理
学
大
要

学
　
　
　
　
科

 
 
 
 
 
 
担
　
架
　
術
　
教
　
則
　
表

　
　
傷
病
者
ノ
運
搬
法

　
　
急
製
担
架
術

　
　
担
架
使
用
術

　
　
傷
病
者
ノ
取
扱

　
　
補
助
担
架
卒
ノ
勤
務
則

　
　
衛
生
隊
編
制
及
其
勤
務
則

　
　
担
架
使
用
及
運
搬
法

　
　
繃
帯
学

　
　
患
者
ノ
看
護
法
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【
資
料
９
】 

担
架
卒
選
抜
及
教
育
復
習
規
則 

明
治
二
十
年
一
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
総 

 

則 

第
一
條 

担
架
卒
ハ
歩
兵
及
ヒ
砲
兵
隊
ニ
於
テ
之
ヲ
養
成
シ
有
事
ノ
日
ニ
当
リ
衛
生
部
ニ
属
シ
傷
者
ヲ
運

搬
セ
シ
メ
其
称
呼
ハ
本
務
ニ
服
ス
ル
ニ
際
シ
之
ヲ
称
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
而
メ
之
ヲ
分
テ
三
ト
ス 

其
一
担
架
上
等
兵 

 

担
架
上
等
兵
ハ
現
役
一
ヶ
年
ヲ
終
タ
ル
上
等
兵
ヨ
リ
選
抜
シ
テ
之
ヲ
教
育
シ
衛
生
隊
ヲ
編
制
ス 

ル
ニ
方
リ
之
ニ
編
入
ス 

 

其
二
担
架
卒 

 
 

 

担
架
卒
ハ
補
助
担
架
卒
ノ
現
役
満
期
ノ
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
テ
衛
生
隊
ヲ
編
制
ス
ル
ニ
方
リ
之
ニ 

編
入
ス
但
シ
砲
兵
ノ
補
助
担
架
卒
ハ
之
ヲ
除
ク 

 
 

 

其
三
補
助
担
架
卒 

 

補
助
担
架
卒
ハ
歩
兵
及
ヒ
砲
兵
現
役
一
ヶ
年
ヲ
終
ヘ
タ
ル
兵
卒
中
行
状
方
正
ナ
ル
者
ヲ
選
抜 

シ
之
ヲ
教
育
シ
戦
時
現
隊
ニ
在
テ
傷
者
運
搬
ノ
勤
務
ヲ
執
ラ
シ
ム 

第
二
條 

担
架
術
修
業
中
ハ
衛
兵
其
他
ノ
諸
勤
務
ハ
適
宜
ニ
之
ヲ
免
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
又
何
等
ノ
事
故
ア
ル

モ
帰
省
休
暇
等
ハ
一
切
之
ヲ
許
サ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
三
條 

毎
年
担
架
術
修
業
期
限
ニ
至
レ
ハ
歩
兵
一
連
隊
ニ
一
等
軍
曹
一
名
二
等
軍
曹
二
名
砲
兵
一
連
隊

ニ
一
二
等
軍
曹
三
名
ヲ
採
リ
担
架
術
ヲ
修
業
セ
シ
ム
但
此
定
員
ハ
毎
年
交
換
シ
連
隊
中
ノ
下
士

ハ
漸
次
悉
ク
担
架
術
ヲ
習
熟
セ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ 

第
四
條 

連
隊
長
ハ
大
試
験
終
レ
ハ
卒
業
ノ
検
問
ヲ
行
ヒ
卒
業
証
書
ヲ
附
与
シ
而
シ
テ
之
ヲ
所
管
長
官
ニ

報
告
ス
ル
者
ト
ス 

 
 

 
 

 
 

 

選 
 

抜 

第
五
條 

 

補
助
担
架
卒
ハ
志
操
廉
潔
ニ
シ
テ
怯
儒
ナ
ラ
ス
兼
テ
篤
実
ニ
シ
テ
一
等
卒 

 

若
ク
ハ
一
等
卒
ト
為
ル
ヘ
キ
見
込
ノ
モ
ノ
ヲ
撰
フ
ヲ
法
ト
ス
故
ニ
各
中
隊
ニ
於
テ
中
隊
長
ハ

先
ツ
其
撰
ニ
当
ル
ヘ
キ
者
ニ
就
キ
体
格
及
ヒ
読
書
習
字
ヲ
検
査
シ
第
一
表
第
二
表
ニ
揚
ク
ル

要
員
ヲ
選
抜
シ
名
簿
ヲ
製
シ
之
ニ
自
己
ノ
意
見
ヲ
附
シ
大
隊
長
ニ
進
呈
ス 

第
六
條 

 

大
隊
長
ハ
中
隊
長
ノ
進
呈
シ
タ
ル
名
簿
ニ
就
キ
審
査
ノ
上
連
隊
長
ノ
認
可 

 
 

ヲ
得
テ
中
隊
長
ヲ
シ
テ
担
架
修
業
ヲ
命
セ
シ
ム 

第
七
條 

 

連
隊
長
ハ
大
隊
長
ノ
具
申
ニ
依
テ
之
ヲ
認
可
シ
教
官
ヲ
シ
テ
教
授
セ
シ
ム 

 
 

 
 

 
 

 

教 
 

育 

第
八
條 

 

担
架
術
ノ
教
授
ヲ
分
テ
学
術
ノ
二
科
ト
ス
其
科
目
ハ
第
三
表
ニ
示
ス
カ
如
シ 

第
九
條 

 

担
架
術
ノ
教
授
ハ
歩
兵
及
ヒ
砲
兵
連
隊
分
遣
隊
ハ
大
隊
或
ハ
中
隊
ニ
於
テ
為
ス
者
ト
ス 

第
十
條 

 

授
業
期
限
ハ
凡
ソ
三
ヶ
月
ニ
シ
テ
毎
年
新
兵
入
営
ノ
期
ヨ
リ
之
ヲ
始
ム
ル
者
ト
ス
但
シ
授
業 

 
 

時
限
ハ
一
日
ニ
凡
ソ
五
時
間
ト
ス 

第
十
一
條 

担
架
術
修
業
中
疾
病
等
ニ
テ
卒
業
ノ
目
途
ナ
ク
シ
テ
之
ヲ
免
除
ス
ル
ト
キ
ハ
成
ル
ヘ
ク
補
欠
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ス
ヘ
シ 

 
 

 

 
 

教 
 

官 
第
十
二
條 

教
官
ハ
連
隊
中
ノ
医
官
看
護
長
ヲ
以
テ
之
ニ
充
テ
其
人
員
ハ
第
四
表
ノ
如
シ 

 
 

 
 

 

第
十
三
條 
高
級
教
官
ハ
左
ニ
揚
ク
ル
四
項
ノ
コ
ト
ヲ
担
任
ス
ヘ
シ 

 
 

一 

連
隊
長
ノ
命
ヲ
奉
シ
授
業
上
一
般
ノ
責
ニ
任
ス 

 
 

二 

学
術
授
業
ノ
順
序
ヲ
予
定
シ
又
毎
週
施
行
ノ
日
課
表
ヲ
製
シ
各
学
期
ノ
終
リ
ニ
小
試
験
ヲ
為
シ

且
月
末
ニ
於
テ
教
育
ニ
関
ス
ル
進
歩
ノ
景
況
ヲ
連
隊
長
及
ヒ
所
管
ノ
軍
医
長
ニ
報
告
ス
ヘ
シ 

 
 

三 

卒
業
ノ
期
ニ
至
レ
ハ
連
隊
長
ノ
命
ヲ
受
ケ
学
術
ノ
大
試
験
ヲ
為
シ
優
劣
順
序
ヲ
定
メ
番
号
ヲ
付 

シ
卒
業
名
簿
ヲ
製
シ
之
ヲ
進
呈
ス 

 
 

四 

担
架
術
修
業
兵
卒
業
ノ
後
其
教
育
ニ
関
ス
ル
進
歩
ノ
景
況
書
ヲ
作
リ
之
ヲ
所
管
ノ
軍
医
長
ニ
報 

告
ス
ヘ
シ 

第
十
四
條 

教
官
ハ
高
級
教
官
ノ
指
図
ヲ
受
ケ
一
般
ノ
教
育
ヲ
担
任
シ
助
教
ハ
教
官
ヲ
補
助
シ
教
育
上
ノ

細
目
ヲ
担
当
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
十
五
條 

復
習
ハ
担
架
卒
ヲ
シ
テ
其
運
搬
術
ヲ
益
々
精
熟
セ
シ
メ
ン
為
メ
実
施
ニ
異
ナ
ラ
サ
ル
活
用
ヲ

演
習
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
之
ヲ
野
外
演
習
ト
云
フ 

第
十
六
條 

野
外
演
習
ニ
方
リ
テ
ハ
軍
医
監
或
ハ
一
等
軍
医
正
ヲ
以
テ
師
団
軍
医
長
ノ
職
ヲ
奉
セ
シ
メ
而

シ
テ
衛
生
隊
演
習
一
般
ノ
指
揮
ヲ
掌
ラ
シ
ム 

第
十
七
條 

師
団
軍
医
長
ハ
演
習
ノ
方
法
ヲ
予
定
シ
其
施
行
ノ
地
所
ヲ
定
メ
所
管
長
官
ニ
具
申
ス
ヘ
シ 

第
十
八
條 

野
外
演
習
中
ハ
若
干
隊
ヲ
シ
テ
之
ニ
附
属
セ
シ
メ
戦
線
ヲ
仮
設
シ
或
ハ
仮
設
傷
者
等
ノ
用
ニ

供
セ
シ
ム 

第
十
九
條 

野
外
演
習
ノ
期
限
ハ
毎
年
夏
期
ニ
於
テ
ス
其
総
日
数
ハ
概
ネ
三
週
間
（
始
メ
ニ
週
日
ヲ
補
助

担
架
卒
予
備
役
担
架
卒
終
テ
一
週
日
ヲ
補
助
担
架
卒
後
備
役
担
架
卒
）
ヲ
定
則
ト
ス
然
レ
ト

モ
時
ト
シ
テ
之
ヲ
増
減
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ 

第
二
十
條 

演
習
畢
レ
ハ
軍
医
長
ハ
実
施
ノ
景
況
ヲ
記
載
シ
之
ヲ
所
管
長
官
ニ
報
告
ス
ヘ
シ 

第
二
十
一
條 

復
習
ノ
為
メ
ニ
召
集
ス
ヘ
キ
担
架
卒
ハ
衛
生
隊
ニ
編
入
ス
ヘ
キ
者
ノ
ミ
ニ
シ
テ
剰
余
ノ
モ

ノ
ハ
本
科
ノ
復
習
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
二
十
二
條 

近
衛
並
ニ
各
鎮
台
ニ
於
テ
ハ
毎
年
担
架
卒
ヲ
召
集
シ
之
ニ
歩
兵
及
ヒ
砲
兵
ノ
補
助
担
架
卒

ヲ
加
エ
衛
生
隊
ヲ
編
制
ス
其
編
制
方
法
左
ノ
如
シ 

 
 

一 

予
備
及
ヒ
後
備
役
ノ
担
架
卒
ハ
衛
生
隊
定
員
ノ
半
数
ヲ
召
集
他
ノ
半
数
ハ
翌
年
召
集
之
ニ
補
助 

担
架
卒
ヲ
加
ヘ
衛
生
隊
ヲ
編
制
ス 

二 

衛
生
隊
ニ
附
属
ス
ル
各
兵
将
校
及
ヒ
曹
長
ハ
常
備
隊
付
他
ノ
下
士
ハ
現
役
下
士
或
ハ
予
備
及
ヒ 

後
備
役
躯
員
下
士
ニ
シ
テ
担
架
術
ヲ
修
業
セ
シ
者
或
ハ
担
架
上
等
兵
ニ
テ
下
士
適
任
証
書
ヲ
所 

持
ス
ル
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ 

三 

衛
生
隊
ニ
附
属
ス
ヘ
キ
衛
生
部
員
ハ
鎮
台
病
院
或
ハ
各
隊
ニ
附
属
ス
ル
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
但 

看
護
長
ハ
予
備
役
ヨ
リ
附
属
ス
ル
コ
ト
ア
リ 
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第
一
表 

 

 

第
二
表 
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【
資
料
１
０
】 

「
陸
軍
人
磨
工
召
募
準
則
」
（
第
二
百
二
十
九
号
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

明
治
二
十
一
年
十
二
月
一
日 

 
 

 

陸
軍
大
臣
伯
爵 

大
山 

巌 

 
 

 
 

 
 

 

総 
 

則 

第
一
条  

看
病
人
ハ
病
院
病
室
及
憲
兵
隊
其
他
衛
生
部
士
官
ノ
属
ス
ル
官
廨
ニ
置
キ
患
者
ノ
看
護
其
他 

 
 

看
護
ニ
係
ル
雑
務
ニ
服
セ
シ
ム 

第
二
条  

磨
工
ハ
近
衛
各
師
団
ノ
軍
医
部
及
病
院
ニ
置
キ
治
療
器
械
ノ
研
磨
ト
修
理
ノ
事
ニ
服
セ
シ
ム 

第
三
条  

看
病
人
ハ
採
用
ノ
日
ヨ
リ
満
六
ヶ
月
間
勤
務
時
間
中
ニ
於
テ
看
護
学
ヲ
修
業
セ
シ
ム 

 

第
四
条 

看
病
人
ノ
給
料
ハ
月
給
ニ
シ
テ
一
等
給
ニ
等
給
ニ
分
ツ
其
一
等
給
ハ
八
円
二
等
給
ハ
七
円
ト
ス 

 
 

 

第
四
条  

磨
工
ノ
給
料
ハ
月
給
ニ
シ
テ
之
ヲ
五
等
ニ
分
ツ 

其
一
等
ハ
三
拾
円
二
等
ハ
弐
拾
五
円
三
等
ハ
二
拾
円
四
等
ハ
拾
五
円
五
等
ハ
拾
弐
円
ト
ス 

第
六
条 

看
病
人
磨
工
ハ
雇
員
ニ
シ
テ
其
勤
務
年
限
ハ
之
ヲ
定
メ
ス
ト
雖
ト
モ
採
用
ノ
日
ヨ
リ
満
三
年
以

内
ハ
自
己
ノ
情
願
ヲ
以
テ
免
除
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
然
ト
モ
疾
病
及
品
行
不
正
勤
務

懶
惰

ら

ん

だ

ナ

ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
免
除
ス
但
其
疾
病
ニ
罹
ル
モ
ノ
ハ
陸
軍
医
官
ノ
診
断
書
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
処
分
ス 

第
七
条 

三
年
以
上
勤
務
ス
ル
モ
ノ
ト
雖
ト
モ
戦
時
若
ク
ハ
事
変
ノ
際
ハ
如
何
ナ
ル
事
故
ト
雖
ト
モ
免
除

セ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ 

第
八
条 

看
病
人
磨
工
ノ
勤
務
年
限
ノ
満
限
ハ
五
十
五
歳
ト
ス
然
ト
モ
精
勤
実
直
且
身
体
強
壮
ニ
シ
テ
猶

ホ
勤
続
ヲ
志
願
ス
ル
者
ハ
体
格
検
査
ノ
上
尚
若
干
年
ノ
勤
続
ヲ
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ 

第
九
条 

看
病
人
ノ
被
服
ハ
代
金
ヲ
給
与
シ
テ
定
制
ノ
モ
ノ
ヲ
自
弁
セ
シ
ム
磨
工
ハ
之
ヲ
給
与
ス
ル
コ
ト

ナ
シ
ト
雖
ト
モ
戦
時
若
ク
ハ
事
変
ノ
際
ニ
限
リ
現
品
ヲ
以
テ
貸
与
ス
ヘ
シ 

第
十
条 

看
病
人
ハ
採
用
ノ
初
二
等
給
ヲ
給
シ
一
年
ノ
後
勤
務
実
直
品
行
方
正
ナ
ル
者 

 
 

ニ
一
等
給
ヲ
給
ス
其
一
等
給
ハ
所
属
部
隊
総
員
ノ
半
数
ヲ
定
員
ト
ナ
シ
之
ニ
超
エ
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
但
奇
数
ニ
在
テ
ハ
寡
数
ヲ
一
等
給
ト
ナ
ス
ベ
シ
一
人
ノ
部
隊
ニ
在
テ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス 

第
十
一
条 

磨
工
ノ
給
料
ハ
其
技
芸
ノ
生
熟
功
程
ノ
精
粗
ニ
依
リ
之
ヲ
定
ム
但
之
ヲ
定
ム
ル
ト
キ
ハ
所
管

軍
医
長
ノ
承
認
ヲ
経
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

 
 

 
 

 

召 
 

募 

第
十
ニ
條 

看
病
人
磨
工
ハ
欠
員
ア
ル
ニ
当
リ
其
部
隊
ニ
於
テ
軍
医
隊
ノ
欠
員
ハ
所
管
軍
医
部
ニ
於
テ

民
間
ヨ
リ

志
願
者
ヲ
採
用
ス
但
左
ニ
記
列
ス
ル
モ
ノ
ハ
採
用
ス
ル
コ
ト
ナ
シ 

 
 

一 

身
代
限
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
負
傷
ノ
弁
償
ヲ
終
ヘ
サ
ル
者 

 
 

二 

禁
錮
以
上
ノ
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
及
賭
博
犯
ノ
処
分
ヲ
受
ケ
シ
者 

 
 

三 

前
項
ノ
外
平
常
素
行
修
マ
ラ
ス
同
郷
同
町
村
ニ
於
テ
排
斥
セ
ラ
ル
ル
者 

 
 

四 

兵
籍
ニ
在
ル
者
国
民
兵
役
ヲ
除
ク 

第
十
三
條 

召
募
ノ
手
続
ハ
部
隊
長
適
宜
之
ヲ
定
ム 

第
十
四
條 

事
変
ニ
際
シ
戦
時
要
員
補
欠
ノ
為
メ
ニ
之
ヲ
召
募
ス
ル
ハ
其
所
管
ノ
軍
医
部
ニ
於
テ
之
ヲ
施

行
ス 
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第
十
五
條 

志
願
者
ノ
検
査
項
目
ハ
左
ノ
如
シ 

 
 

一 

年
齢
自
ニ
十
一
年
至
四
十
年 

 
 

二 
身
幹
五
尺
一
寸
以
上
磨
工
志
願
者
ハ
除
ク 

 
 

 

三 

体
格
強
健
ノ
者 

 
 

四 

読
書 
真
片
仮
名
交
リ
文 

 
 

五 

作
文 

尺
牘

せ

き

と

く

文
ノ
類 

 
 

六 

算
術 

加
減
乗
除 

 
 

七 

治
療
機
械
研
磨
修
理
ノ
実
施
看
病
人
志
願
者
ハ
除
ク 

第
十
六
條 

前
條
ノ
検
査
ハ
部
隊
長
軍
医
部
警
備
隊
ハ
軍
医
長
、
病
院
ハ
院
長
、
衛
戍
病
室
ハ
其
衛
戍
司
令
官
タ
ル
隊
長
憲

兵
隊
諸
学
校
学
舎
砲
兵

工
廠

こ
う
し
ょ
う

監
獄
ニ
在
テ
ハ
其
長

試
験
委
員
ヲ
定
メ
之
ヲ
施
行
ス 

第
十
七
條 

前
條
ノ
試
験
委
員
ハ
看
病
人
ニ
在
テ
ハ
医
官
二
名
医
官
一
名
ノ
部
隊
ニ
在
テ
ハ
各
兵
科
士
官
一
名
ヲ
加

フ

磨
工
ニ
在
テ
ハ
医
官
薬
剤
官
各
一
名
ヲ
以
テ
編
制
ス
ヘ
シ 

第
十
八
條 

試
験
合
格
ノ
者
ハ
之
ニ
看
病
人
或
ハ
磨
工
ヲ
命
シ
誓
文
帖
ニ
署
名
捺
印
セ
シ
ム
不
合
格
ノ
者

ハ
本
人
願
書
ノ
本
書
ニ
試
験
不
合
格
ト
朱
書
シ
テ
却
下
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
十
九
條 

部
隊
長
ニ
於
テ
採
用
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
人
願
書
ノ
副
書
ニ
其
命
シ
タ
ル
年
月
日
ヲ
朱
書
シ
戸

籍
明
細
ノ
副
書
ヲ
添
へ
所
管
ノ
軍
医
長
ニ
移
牒
ス
ヘ
シ
故
ニ
免
除
ノ
時
ハ
復
タ
其
免
除
ノ
理
由

ヲ
記
シ
姓
名
并

觧
雇

か

い

こ

月
日
ヲ
軍
医
長
ニ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
二
十
條 

志
願
者
ニ
ハ
正
副
二
通
ノ
願
書
ニ
戸
籍
明
細
書
ヲ
添
ヘ
テ
召
募
ノ
部
隊
長
ニ
出
サ
シ
ム
ヘ
シ 

第
二
十
一
条 

願
書
及
ヒ
誓
文
等
ノ
書
式
左
ノ
如
シ 

 
 

 
 

 
 

 

願
書 

 
 

 
 

 
 

 

身
元
引
受
人 

 
 

 
 

 
 

 

戸
籍
明
細 

 
 

 
 

 
 

 

誓
文
の
雛
形
あ
り 
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【
資
料
１
１
】 

 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
看
護
卒
教
育
規
則 

（
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
八
日 

陸
達
第
百
五
十
五
号 

） 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

但
明
治
十
九
年
省
令
乙
第
四
十
一
号
ヲ
廃
止
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

陸
軍
大
臣 

大
山 

巌 
 

 
 

一 
 

陸
軍
看
護
卒
の
教
育
は
此
規
則
に
拠
る
其
入
隊
の
手
続
は
新
兵
入
隊
定
則
に
異
な
る
こ
と
な
し 

二 
 

陸
軍
看
護
卒
は
近
衛
鎮
台
の
歩
兵
連
隊
に
編
入
し
第
三
項
の
教
科
卒
業
の
後
ち
各
部
隊
に
配
当
す

る
も
の
と
す 

三 
 

陸
軍
看
護
卒
に
は
左
の
教
科
を
教
授
し
六
ヶ
月
間
に
卒
業
せ
し
む 

第
一
教
科 

 

歩
兵
教
育
順
次
概
表
初
年
兵
第
一
期
術
科
学
科 

 
 
 
 
 

  

第
一
教
科 

 

人
体
造
構
概
略 

医
療
嚢
並
繃
帯
嚢
入
諸
品
の
使
用
法 

三
角
繃
帯
用
法 

繃
帯
製
造
及
消
毒
繃
帯
品
の
使
用 

繃
帯
術 

 
 

 
 

 

第
三
教
科 

 

看
護
法 

治
療
介
補
法 

救
急
法 

患
者
運
搬
法 

調
剤
法
大
意 

四 
 

第
一
教
科
は
歩
兵
隊
第
二
第
三
教
科
は
病
院
分
営
に
在
て
は
重
病
室
に
於
て
之
を
教
授
す 

五 
 

第
二
第
三
教
科
に
在
て
は
医
官
看
護
長
之
を
教
授
す
而
し
て
病
院
長
分
営
に
在
て
は
高
級
医
官
以
下

儀
之
は
其
教
育
上
を
監
視
す
る
も
の
と
す 

六 
 

第
一
教
科
の
授
業
卒
れ
は
連
隊
長
は
之
を
病
院
長
に
引
渡
す
へ
し 

 
 

 
 

 

但
し
近
衛
に
在
て
は
近
衛
軍
医
長
を
経
て
東
京
鎮
台
病
院
長
に
引
き
渡
す
へ
し 

七 
 

第
二
第
三
教
科
の
教
習
を
卒
れ
は
病
院
長
其
習
熟
を
検
閲
し
本
人
手
帳
卒
業
列
叙

区マ
マ

書
に
看
護
学

卒
業
の
こ
と
を
記
入
し
後
ち
所
要
の
部
隊
え
近
衛
所
要
の
人
員
は
該
衛
軍
医
長
に
引
渡
す
へ
し
而
し
て

卒
業
名
簿
並
に
配
附
表
を
調
製
し
之
を
所
管
の
軍
医
部
に
報
告
す
へ
し 

 
 

 
 

但
近
衛
軍
医
長
は
本
項
に
拠
り
卒
業
者
を
受
取
る
と
き
は
直
に
衛
下
各
隊
に
引
渡
す
へ
し 

八 
 

病
院
（
重
病
室
）
に
在
て
は
第
ニ
教
科
授
業
ノ
初
め
に
於
て
修
業
者
に
左
の
品
目
を
官
給
す
而
し

て
此
品
目
は
現
役
満
期
の
時
と
雖
と
も
各
自
携
帯
せ
し
め
返
納
せ
し
む
る
に
及
は
す 

 
 

 
 

 

一 

看
護
卒
教
科
書 
 
 
 
 

1

冊 
 

 
 
 

 

一 

図
附
三
角
繃
帯 

 
 
 
 

一
枚 

 
 

 
 

 

一 

白
地
三
角
繃
帯 

 
 
 
 

二
枚 

 
 

 
 

 

一 

片
頭
軸
繃
帯 

 
 
 
 
 

三
巻 

 
 

 
 

 

一 

布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
尺 

 
 

 
 

 

一 

布
袋 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
個 

九 
 

對
馬
警
備
隊
看
護
卒
も
亦
此
規
則
に
準
拠
し
教
科
は
其
要
領
を
教
授
し4

ヶ
月
を
以
て
卒
業
せ
し

む 
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【
資
料
１
２
】 

 
陸
軍
衛
生
部
現
役
看
護
手
補
充
條
例
（
勅
令
第
九
十
二
号
） 

明
治
二
一
年
一
二
月
二
四
日 

 

第
一
條  

現
役
看
護
手
ノ
補
充
ハ
歩
騎
砲
工
輜
重
兵
ノ
初
年
兵
ニ
シ
テ
概
子
六
箇
月
軍
事
上
ノ
教

育
ヲ
受
ケ
更
ニ
六
箇
月
間
看
護
学
ヲ
修
メ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
ス 

警
備
隊
ニ
在
テ
ハ
軍
事
上
ノ
教
育
及
看
護
学
修
業
時
期
ハ
各
三
箇
月
ト
ス 

第
二
條  

前
條
ノ
補
充
ハ
近
衛
及
師
団
ノ
軍
医
長
前
年
度
ニ
於
テ
予
メ
各
隊
所
要
ノ
看
護
手
人
員

ヲ
調
査
シ
テ
都
督
師
団
長
ニ
呈
シ
都
督
師
団
長
ハ
之
ヲ
各
隊
ニ
割
賦
シ
各
隊
長
ハ
之
ヲ
各

中
隊
ニ
官
賦
ス
ヘ
シ 

第
三
條  

第
二
條
ノ
割
賦
ヲ
受
ケ
タ
ル
中
隊
長
ハ
部
下
ノ
兵
卒
中
篤
実
温
厚
読
書
算
筆
ア
ル
者
ニ

シ
テ
看
護
手
ニ
適
当
ノ
者
ヲ
選
ミ
其
名
簿
ヲ
作
リ
順
序
ヲ
経
テ
連
隊
長
独
立
大
隊
ニ
在
テ

ハ
大
隊
長
以
下
之
ニ
倣
フ
ニ
呈
ス
ヘ
シ 

第
四
條  

連
隊
長
ハ
第
三
條
ノ
名
簿
ニ
拠
リ
看
護
学
修
業
兵
ヲ
命
シ
其
地
ノ
衛
戍
病
院
又
ハ
衛
戍

病
室
ニ
入
学
或
ハ
通
学
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
五
條  

看
護
学
修
業
兵
卒
業
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
看
護
学
修
業
兵
名
簿
ニ
登
録
シ
看
護
手
ノ
欠
員
看

護
手
ノ
下
士
ニ
新
級
又
ハ
其
満
期
ノ
時
ニ
隈
ル
ニ
際
シ
連
隊
長
ニ
於
テ
看
護
手
ヲ
命
ス
ヘ

シ 

第
六
條  

看
護
手
ハ
毎
年
二
中
隊
ニ
一
人
ノ
割
合
ヲ
以
テ
補
充
ス
ル
ヲ
例
ト
ス 

第
七
條  

現
役
看
護
手
再
服
役
ヲ
請
フ
コ
ト
ヲ
得
其
法
ハ
陸
軍
現
役
下
士
等
上
等
兵
再
服
役
條
例

ニ
拠
ル
但
警
備
隊
ニ
在
テ
ハ
尚
ホ
警
備
隊
條
例
第
四
條
ヲ
適
用
ス 
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【
資
料
１
３
】 

 
陸
軍
看
護
学
修
業
兵
教
育
規
則
（
陸
達
第
二
百
四
十
一
号
） 

明
治
二
一
年
一
二
月
二
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

教 
育 

第
一
條 

看
護
学
修
業
兵
ハ
衛
戍
病
院
ニ
入
レ
其
教
育
所
ニ
於
テ
教
成
ス
。
授
業
ヲ
分
タ
学
科
術

科
ト
ス
。
但
師
団
司
令
部
所
在
地
外
ニ
在
テ
ハ
本
隊
ヨ
リ
通
学
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
二
條 

衛
戍
病
院
長
ハ
看
護
学
修
業
兵
入
学
前
ニ
於
テ
教
官
ヲ
定
メ
且
教
育
ノ
準
備
ヲ
ナ
ス
ヘ

シ 

第
三
條 

教
官
ハ
病
院
及
各
隊
各
官
廨
附
ノ
者
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
而
シ
テ
之
ヲ
定
ム
ル
ニ
ハ
病
院

長
予
メ
之
ヲ
人
選
シ
テ
所
管
軍
医
長
ノ
認
可
ヲ
経
テ
之
ヲ
定
ム 

第
四
條 

衛
戍
病
院
長
ハ
教
育
上
一
般
ノ
事
ヲ
主
宰
シ
教
授
ノ
方
法
ヲ
計
書
ス
ヘ
シ 

第
五
條 

修
業
期
間
ハ
凡
ソ
六
箇
月
間
ト
シ
其
授
業
時
間
ハ
一
日
ニ
四
時
乃
至
五
時
間
ト
ス
。
而

シ
テ
授
業
時
間
ノ
外
尚
適
宜
ノ
時
間
ヲ
定
メ
副
科
ト
シ
テ
読
書
習
字
及
算
術
ヲ
学
ハ
シ

ム
ヘ
シ 

第
六
條 

衛
戍
病
院
長
ハ
卒
業
試
験
ノ
時
ハ
之
ニ
臨
場
ス
。
而
シ
テ
試
験
後
教
官
ヨ
リ
出
シ
タ
ル

卒
業
名
簿
ニ
拠
リ
卒
業
証
書
ヲ
製
シ
テ
之
ヲ
本
人
ニ
附
与
シ
各
本
隊
ニ
復
帰
セ
シ
メ
同

時
ニ
其
連
隊
長
独
立
大
隊
ニ
在
テ
ハ
大
隊
長
以
下
之
ニ
倣
フ
並
ニ
所
管
軍
医
長
ニ
卒
業

名
簿
ノ
写
ヲ
以
テ
之
ヲ
申
告
ス
ヘ
シ 

第
七
條 

入
学
中
ハ
何
等
ノ
事
故
ア
ル
モ
帰
省
休
暇
等
一
切
之
ヲ
許
サ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス 

第
八
條 

入
学
中
疾
病
等
ニ
テ
卒
業
ノ
目
途
ナ
キ
モ
ノ
ハ
本
隊
ニ
復
帰
セ
シ
メ
看
護
学
修
業
兵
ヲ

免
ス
。
而
シ
テ
其
者
入
学
後
三
箇
月
以
内
ナ
レ
ハ
病
院
長
ハ
該
連
隊
長
ニ
其
補
欠
員
ヲ

請
求
ス
ヘ
シ 

第
九
條 

入
学
期
ヲ
後
ク
レ
テ
入
学
ス
ル
者
ノ
教
育
ハ
授
業
時
間
ヲ
伸
長
シ
勉
メ
テ
他
ノ
修
業
兵

ト
同
一
ニ
卒
業
セ
シ
ム
ヘ
シ 

第
十
條 

此
教
育
中
被
服
、
装
具
、
日
給
ハ
本
科
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
而
シ
テ
入
学
中
ノ
教
育
費

用
ハ
衛
戍
病
院
ニ
於
テ
支
弁
シ
其
他
ノ
諸
給
与
ハ
本
隊
ヨ
リ
支
弁
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

教 

官 
 

第
十
一
條 

教
官
ヲ
別
テ
教
授
助
教
ト
ス
其
教
授
ハ
医
官
助
教
ハ
看
護
長
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ 

 

第
十
二
條 

教
授
ハ
衛
戍
病
院
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
授
業
ノ
事
ヲ
掌
ル
其
中
高
級
ノ
者
一
名
ハ
尚
左
ノ

事
項
ヲ
処
理
ス
ヘ
シ 

 
 

 
 

 

一 

衛
戍
病
院
ノ
ヲ
承
ケ
授
業
上
一
般
ノ
責
ニ
任
ス
。
故
ニ
日
々
教
場
ニ
臨
ミ
授
業
ヲ
監

視
ス 

 
 

 
 

二 

毎
週
日
課
表
ヲ
製
シ
毎
一
教
程
ノ
終
リ
ニ
小
試
験
、
全
教
程
ノ
終
ニ
大
試
験
ヲ
施
行

シ
試
験
得
点
表
大
試
験
ニ
ハ
卒
業
名
簿
ヲ
備
ヘ
製
シ
テ
病
院
長
ニ
申
請
ス 
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三 

大
試
験
了
ラ
ハ
学
術
進
歩
ノ
程
度
及
授
業
上
一
般
ノ
景
況
書
東
京
ニ
在
テ
ハ
二
本
ヲ

製
シ
病
院
長
ニ
出
ス
病
院
長
ハ
之
ニ
意
見
ヲ
附
シ
軍
医
長
東
京
ニ
在
リ
テ
ハ
看
護
長

又
第
一
師
団
ノ
軍
医
長
ニ
進
達
ス
ヘ
シ 

 

第
十
三
條 
助
教
ハ
教
授
ノ
命
ヲ
承
ケ
教
育
上
ノ
細
目
ヲ
担
当
シ
兼
テ
教
育
所
ノ
庶
務
ニ
従
事
ス 

 
 

 
 

 
 

 
 

試 
 

験 

第
十
四
条 

第
十
二
條
ノ
試
験
ハ
教
習
シ
タ
ル
所
ノ
学
術
二
科
ニ
就
テ
問
題
ヲ
設
ケ
学
科
ハ
口
答
、

術
科
ハ
実
施
之
ヲ
行
ハ
シ
メ
ム 

但
副
科
ハ
試
験
ヲ
行
フ
コ
ト
ナ
シ 

第
十
五
條 

小
試
験
ノ
点
数
ハ
毎
一
問
題
ニ
最
高
点
十
点
ト
定
メ
二
問
題
ヲ
附
シ
其
点
数
ヲ
合
算

シ
更
ニ
問
題
ノ
数
ヲ
以
テ
除
シ
平
均
点
ヲ
附
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 

第
十
六
條 

大
試
験
ノ
点
数
ハ
毎
一
問
題
ニ
最
高
点
二
十
点
ト
定
メ
四
問
題
ヲ
附
シ
其
ノ
点
数
ヲ

合
算
シ
更
ニ
四
問
題
ノ
数
ニ
依
テ
之
ヲ
除
シ
平
均
点
ヲ
得
テ
之
ニ
毎
小
試
験
ノ
点
ヲ

加
算
シ
六
十
点
以
上
ヲ
甲
、
四
十
五
点
以
上
ヲ
乙
、
三
十
点
以
上
ヲ
丙
、
ニ
十
九
点

以
下
ヲ
丁
ト
ス 

 

第
十
七
條 

前
條
ニ
掲
ク
ル
丙
以
上
ノ
者
ヲ
合
格
ト
シ
テ
卒
業
者
ト
シ
其
以
下
ノ
者
ハ
更
ニ
若
干

日
間
復
習
セ
シ
メ
再
ヒ
試
験
ス
ヘ
シ
。
而
シ
テ
猶
合
格
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
本
隊
ニ
復
帰

セ
シ
メ
看
護
学
修
行
兵
ヲ
免
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 
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初
出
一
覧 

 

序 

章 
 

 
 

陸
軍
衛
生
要
員
の
育
成
と
一
年
志
願
兵
制
度
の
創
設
（
（
『
国
士
舘
史
学
』
第
15
号
、
２
０
１
１ 

年
３
月
） 

 

第Ⅰ

部 

戊
辰
戦
争
と
看
護 

 
 

職
業
看
護
婦
の
始
ま
り
に
関
す
る
一
考
察
―
「
小
石
川
療
養
所
」「
長
崎
療
養
所
」「
横
浜
梅
毒
病

院
」
を
通
し
て
―
（
『
法
政
史
学
』
80
号
、
２
０
１
３
年
９
月
） 

 
 

欧
米
諸
国
の
看
護
婦
の
紹
介
記
録
の
歴
史
を
辿
る
―
幕
末
か
ら
明
治
初
年
―
（
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
第
58
回
第
２
号
、
２
０
１
２
年
６
月
） 

 
 

陸
軍
に
お
け
る
近
代
看
護
学
の
導
入
（
『
軍
事
史
学
』
第
49
巻
第
３
号
、
２
０
１
３
年
12
月
） 

 
 

文
久
遣
欧
使
節
団
に
よ
る
夷
情
探
索
と
看
護
―
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
看
護
―
（
『
看
護
歴
史

研
究
』
七
号
、
２
０
１
４
年
４
月
） 

 
 

欧
米
諸
国
の
看
護
婦
の
紹
介
記
録
の
歴
史
を
辿
る
（
そ
の
２
）
―
「
福
田
作
太
郎
筆
記
」
を
中
心

に
―
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
60
回
第
２
号
、
２
０
１
４
年
６
月
） 

 

第Ⅱ

部 

陸
軍
看
護
制
度
の
創
設 

 

 
 

兵
士
が
学
ん
で
い
た
包
帯
法
に
関
す
る
知
識
と
技
術
―
明
治
七
年
発
行
『
三
角
繃
帯
用
法
』
よ
り

―
（
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
54
回
第
２
号
、
２
０
０
８
年
６
月
） 

 
 

陸
軍
に
お
け
る
看
護
卒
教
育
の
始
ま
り
（
明
治
６
年
～
明
治
17
年
）
」（
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』 

第
23
号
、
２
０
１
０
年
３
月
） 

 
 

陸
軍
の
衛
生
要
員
補
充
制
度
の
成
立
過
程
（
『
軍
事
史
学
』
第
46
巻
第
２
号
、
２
０
１
０
年
９
月
） 

 
 

西
南
戦
争
と
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
57
回
第
２
号
、
２
０
１
１
年
６
月
） 

 
 

陸
軍
看
護
学
教
科
書
―
明
治
５
年
か
ら
明
治
23
年
ま
で
―
（
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
第
26
号
、 

２
０
１
３
年
５
月
） 

 

第Ⅲ

部 

陸
軍
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革 

陸
軍
衛
生
隊
編
制
に
向
け
た
〝
担
架
卒
〟
の
成
立
過
程
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
55
回
第
２
号
、

２
０
０
９
年
６
月
） 

 
 

衛
生
隊
編
制
に
向
け
た
陸
軍
看
護
制
度
の
第
二
次
改
革
（
『
国
士
舘
史
学
』
第
14
号
、
２
０
１
０

年
３
月
） 

 
 

日
本
陸
軍
に
お
け
る
看
護
卒
と
磨
工
卒
の
関
係
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
56
回
第
２
号
、
２
０

１
０
年
６
月
） 
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参
考
文
献
一
覧
（
五
十
音
順
） 

  
相
川
忠
臣
『
出
島
の
医
学
―
出
島
を
舞
台
と
し
た
近
代
医
学
と
科
学
の
歴
史
ド
ラ
マ
―
』
長
崎
文
献
社
、
二

〇
一
二
年 

青
木
袈
裟
美
編
輯
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
、
第
二
巻(

大
正
篇)

』
陸
軍
省
医
務
局
内
陸
軍
軍
医
団
、
一
九
二
八 

 
 

 
 
 
 

年 

青
木
正
夫
・
新
谷
肇
一
・
篠
原
宏
年
「
長
崎
養
生
所
の
敷
地
選
定
と
配
置
計
画
に
つ
い
て
―
日
本
最
初
の
近

代
洋
式
病
院
、
長
崎
養
生
所
に
関
す
る
計
画
史
的
研
究
―
」
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』

第
三
六
二
号
、
一
九
八
六
年 

 

朝
倉
治
彦
編
『
幕
末
明
治
日
誌
集
成 

第
二
巻
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
六
年 

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
著
、
坂
田
精
一
訳
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
（
下
）
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
九
年 

荒
井
保
男
『
日
本
近
代
医
学
の
黎
明
―
横
浜
医
療
事
始
め
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年 

安
藤
優
一
郎
『
江
戸
の
養
生
所
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年 

石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起
原 

下
巻
』
春
陽
堂
、
一
九
四
四
年 

石
黒
忠
悳
『
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
第
一
号
』
陸
軍
文
庫
、
一
八
七
八
年
六
月
（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
） 

石
黒
忠
悳
『
懐
旧
九
十
年
』
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年 

石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
『
お
雇
い
外
国
人
（
九
）
―
医
学
』
鹿
島
研
究
出
版
会
、
一
九
六
九
年 

伊
藤
博
文
『
秘
書
類
纂
１
０ 

兵
制
関
係
資
料
（
明
治
百
年
史
叢
書
第
一
九
巻
）
』
原
書
房
、
一
九
七
〇
年 

井
上
忠
男
『
戦
争
と
救
済
の
文
明
史
―
赤
十
字
国
際
人
道
法
の
な
り
た
ち
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年 

今
泉
孝
「
絵
ハ
ガ
キ
で
見
る
パ
リ
の
古
い
病
院(

四)

―
ヴ
ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
陸
軍
病
院
（
パ
リ
五
区
）

（
そ
の
１
）
」
『
医
譚
』
七
二
巻
、
一
九
九
七7

年
、
四
二
五
一
―
四
二
五
三
頁 

今
泉
孝
「
フ
ラ
ン
ス
軍
陣
医
学
に
お
け
る
ヴ
ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
病
院
の
役
割
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

四
三
巻
三
号
、
一
九
九
七
年
、
一
五
四
―
一
五
五
頁 

今
泉
孝
「
絵
ハ
ガ
キ
で
見
る
パ
リ
の
古
い
病
院(

五)
 

―
ヴ
ァ
ル
・
ド
ゥ
・
グ
ラ
ー
ス
陸
軍
病
院
（
パ
リ
五
区
）
」

（
そ
の
２
）
」
『
医
譚
』
七
三
巻
、
一
九
九
八
年
、
四
三
一
一
―
四
三
一
三
頁 

岩
田
高
明
「
『
福
田
作
太
郎
筆
記
』
の
『
欧
州
探
索
』
に
み
る
西
洋
教
育
制
度
受
容
過
程
の
分
析
―
文
久
元
年

遣
欧
使
節
団
に
よ
る
欧
州
学
制
探
究
―
」
『
日
本
の
教
育
史
学:

教
育
史
学
紀
要
』
二
〇
〇
六
年
、
一

九
―
三
一
頁 

岩
渕
佑
里
子
「
寛
政
～
天
保
期
の
養
生
所
政
策
と
幕
府
医
学
館
」
（
『
論
集
き
ん
せ
い
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇

〇
年
六
月
、
四
〇
―
六
一
頁 

宇
野
俊
一
校
注
『
桂
太
郎
自
伝
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年 

大
石
学
『
吉
宗
と
享
保
の
改
革 

改
定
新
版
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年 

大
久
保
利
兼
他
編
『
史
料
に
よ
る
日
本
の
歩
み
近
代
編
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年 

大
塚
英
明
「
万
延
元
年
遣
米
使
節
、
随
行
医
師
・
川
崎
道
民
の
海
外
帰
国
報
告
―
道
民
自
筆
本
『
航
米
実
記
』

の
紹
介
を
め
ぐ
っ
て
―
」
東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
、
一
九
九
七
年
、
五
四
六
号
、
五
七
―
六
九
頁 

大
鳥
蘭
三
郎
「
近
世
日
本
病
院
略
史
（
四
）
」
『
中
外
医
事
新
報
』
一
二
二
四
号
、
一
九
三
五
年
一
〇
月
、
四

〇
四
―
四
〇
六
頁 

大
山
元
帥
伝
刊
行
会
『
元
帥
公
爵
大
山
巌
』
マ
ツ
ノ
書
店
、
二
〇
一
二
年 

小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
校
注
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年 

小
高
建
『
日
本
近
代
医
学
史
』
考
古
堂
書
店
、
二
〇
一
一
年 

尾
立
貴
志
「
衛
生
隊
誕
生
―
戦
場
医
療
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
」
『
歴
史
群
像
』
一
九
（
五
）
、
二
〇
一
〇
年
、

七
八
―
八
六
頁 

加
藤
陽
子
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本 

一
八
六
八
―
一
九
四
五
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年 

金
井
一
薫
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
七
つ
の
素
顔
（
そ
の
１
）
」
『
綜
合
看
護
』
二
〇
〇
九
年
、
四
九
―
五
八
頁 

神
谷
昭
典
『
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
―
維
新
政
権
と
医
学
教
育
」
医
療
図
書
出
版
、
一
九
八
〇
年 

蒲
原
宏
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
上
）
」『
日
本
医
事
新
報
』
一
八
〇
〇
号
、
一
九
五
八
年
、

四
五
―
四
八
頁 
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蒲
原
宏
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
中
）
」『
日
本
医
事
新
報
』
一
八
〇
一
号
、
一
九
五
八
年
、

四
四
―
四
九
頁 

蒲
原
宏
「
明
治
戊
辰
戦
争
越
後
口
軍
病
院
の
変
遷
（
下
）
」『
日
本
医
事
新
報
』
一
八
〇
二
号
、
一
九
五
八
年
、

五
二
―
五
五
頁 

亀
山
美
知
子
『
近
代
日
本
看
護
史Ⅰ

 

日
本
赤
十
字
社
と
看
護
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
九
七
年 

亀
山
美
知
子
『
近
代
日
本
看
護
史Ⅱ

 

戦
争
と
看
護
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
九
七
年 

亀
山
美
知
子
『
近
代
日
本
看
護
史Ⅲ

 

宗
教
と
看
護
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
五
年 

亀
山
美
知
子
『
近
代
日
本
看
護
史Ⅳ

 

看
護
婦
と
医
師
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
五
年 

川
口
啓
子
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
一
）
」（
『
大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
紀
要
』

（
二
）
二
〇
〇
四
年
三
月
、
八
一
―
八
九
頁
。 

川
口
啓
子
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
二
）
日
露
戦
争
を
中
心
に
」『
大
阪
健
康

福
祉
短
期
大
学
紀
要
』
（
三
）
二
〇
〇
五
年
三
月
、
八
三
―
九
五
頁 

川
口
啓
子
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
三
）
第
一
次
世
界
大
戦
を
中
心
に
」『
大

阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
紀
要
』
（
四
）
二
〇
〇
六
年
三
月
、
六
九
―
七
六
頁 

川
口
啓
子
「
従
軍
看
護
婦
派
遣
へ
の
道
程
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
（
四
）
第
二
次
世
界
大
戦
と
そ
の
後
」 

『
大
阪
健
康
福
祉
短
期
大
学
紀
要
』
（
五
）
二
〇
〇
七
年
三
月
、
九
三
―
一
〇
二
頁 

川
俣
馨
一
『
日
本
赤
十
字
社
発
達
史
』
明
文
社
、
一
八
九
八
年 

看
護
行
政
研
究
会
編
集
『
平
成
二
六
年
版 

看
護
六
法
』
新
日
本
法
規
、
二
〇
一
四
年 

看
護
史
研
究
会
（
代
表
執
筆 

遠
藤
恵
美
子
）
『
派
出
看
護
婦
の
歴
史
』
勁
草
書
房
、
一
九
八
三
年 

看
護
史
研
究
会
編
『
看
護
学
生
の
た
め
の
世
界
看
護
史
』
医
学
書
院
、
一
九
九
七
年 

看
護
史
研
究
会
編
『
看
護
学
生
の
た
め
の
日
本
看
護
史
』
医
学
書
院
、
二
〇
〇
八
年 

木
村
紀
八
郎
『
大
村
益
次
郎
伝
』
鳥
影
社
、
二
〇
一
〇
年 

久
野
明
子
著
『
鹿
鳴
館
の
貴
婦
人 

大
山
捨
松
―
日
本
初
の
女
子
留
学
生
』
中
公
文
庫
、
二
〇
一
一
年 

熊
谷
光
久
『
日
本
軍
の
人
的
制
度
と
問
題
点
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年 

熊
谷
光
久
「
明
治
期
陸
軍
軍
医
の
養
成
・
補
充
制
度
」『
軍
事
史
学
』
第
四
六
巻
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二

七
―
四
五
頁 

黒
沢
文
貴
・
河
合
利
修
編
『
日
本
赤
十
字
社
と
人
道
援
助
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年 

黒
沢
文
貴
「
赤
十
字
国
際
委
員
と
岩
倉
使
節
団
と
の
邂
逅
」『
軍
事
史
学
』
第
四
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
、

一
二
八
―
一
三
五
頁 

黒
沢
文
貴
「
岩
倉
具
視
、
伊
藤
博
文
と
赤
十
字
の
出
会
い
」
『
日
本
歴
史
』
七
八
号
、
二
〇
一
二
年
、
）
一
〇

〇
―
一
〇
二
頁 

黒
澤
嘉
幸
「
陸
軍
看
病
人
に
つ
い
て
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
七
巻
第
四
号
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
五
―

一
〇
七
頁 

黒
澤
嘉
幸
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
シ
ス
テ
ム
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
九
巻
第
四
号
、
一
九
九
三
年
、
六

三
―
八
一
頁 

黒
澤
嘉
幸
「
明
治
期
の
陸
軍
看
護
技
術
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
〇
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
、
九
三
―

一
〇
〇
頁 

厚
生
省
医
務
局
編
『
医
制
百
年
史
（
資
料
編
）
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
六
年 

厚
生
省
医
務
局
編
集
・
発
行
『
日
本
看
護
制
度
史
年
表
』
一
九
六
〇
年 

古
賀
十
二
郎
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
日
新
書
院
、
一
九
四
二
年 

国
公
立
所
蔵
史
料
刊
行
会
『
日
本
醫
学
の
夜
明
け
』
日
本
世
論
調
査
研
究
会
、
一
九
七
八
年 

児
島
襄
『
大
山
巌 

第
一
巻
幕
末
・
維
新
』
文
藝
春
秋
、
一
九
七
七
年 

斉
藤
省
三
（
白
里
研
究
グ
ル
ー
プ
）
編
集
『
寛
斉
日
記
―
奥
羽
出
張
病
院
日
記
を
中
心
と
し
て
―
』
陸
別
町

教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
年 

酒
井
シ
ズ
『
絵
で
読
む
江
戸
の
病
と
養
生
』
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年 

酒
井
シ
ヅ
「
日
本
の
看
護
と
高
木
兼
弘
」
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
七
年 

酒
井
シ
ヅ
監
修
・
日
本
医
師
会
編
集
『
医
界
風
土
記 

中
国
・
四
国
篇
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年 

酒
井
シ
ヅ
監
修
・
日
本
医
師
会
編
『
医
界
風
土
記 

北
海
道
・
東
北
編
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
四
年 

坂
井
建
雄
編
『
日
本
医
学
教
育
史
』
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年 

佐
久
間
温
巳
「
奥
羽
出
張
病
院
日
記
」
の
研
究
―
戊
辰
戦
争
中
の
一
軍
事
病
院
の
実
態
－
」『
医
譚
』
五
三
号
、 
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一
九
八
二
年
、
三
一
九
四
―
三
二
〇
〇
頁 

佐
久
間
温
巳
「
「
奥
羽
出
張
病
院
日
記
」
の
研
究
（
承
前
）
―
戊
辰
戦
中
の
一
軍
事
病
院
の
実
態
―
」『
医
譚
』

第
五
四
号
、
一
九
八
五
年
、
三
三
七
〇
―
三
三
七
八
頁 

佐
々
木
克
『
戊
辰
戦
争
―
敗
者
の
明
治
維
新
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
（
三
三
版
） 

鮫
島
近
二
『
明
治
維
新
と
英
医
ウ
ィ
リ
ス
』
日
本
医
事
新
報
社
、
一
九
七
三
年 

Ｊ
．
Ａ
．
ド
ラ
ン
著
、
小
野
泰
博
・
内
尾
貞
子
訳
『
看
護
・
医
療
の
歴
史
』
誠
信
書
房
、
二
〇
〇
一
年 

『J

‐novel

』
二
〇
一
三
年
一
月
（
『
婦
人
世
界
』
第
四
巻
、
第
一
二
号
、
明
治
四
二
年
一
一
月
号
復
刻
） 

塩
見
鮮
一
郎
『
解
放
令
の
明
治
維
新
―
賤
称
廃
止
を
め
ぐ
っ
て
―
』
河
出
書
房
、
二
〇
一
一
年 

塩
見
鮮
一
郎
『
弾
左
衛
門
と
そ
の
時
代
』
河
出
書
房
新
社
河
出
文
庫
、
二
〇
〇
八
年 

篠
原
宏
『
陸
軍
創
設
史
―
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
影
』
リ
プ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
三
年 

上
法
快
男
『
陸
軍
省
軍
務
局
史 
上
巻 

明
治
・
大
正
編
』
芙
蓉
書
房
、
二
〇
〇
二
年 

新
村
拓
『
死
と
病
と
看
護
の
社
会
史
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
五
年 

新
村
拓
編
『
日
本
医
療
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年 

宗
田
一
・
蒲
原
宏
・
長
門
谷
洋
治
・
石
田
純
郎
編
『
医
学
近
代
化
と
来
日
外
人
』
世
界
保
健
通
信
社
、
一
九

八
八
年 

菅
谷
章
『
日
本
の
病
院
―
そ
の
歩
み
と
問
題
点
―
』
中
公
新
書
、
一
九
八
一
年 

杉
田
暉
道
・
長
門
谷
洋
治
・
平
尾
真
智
子
・
石
原
明
『
看
護
史
』
医
学
書
院
、
二
〇
一
〇
年
第
七
版 

杉
森
み
ど
里
、
舟
島
な
を
み
『
看
護
教
育
学
』
医
学
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
第
五
版
増
補
一
刷 

瀧
澤
利
行
「
明
治
初
期
医
師
養
成
教
育
と
衛
生
観
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
八
巻
四
号
、
一
九
九
二
年
、

四
五
―
六
四
頁 

太
政
官
編
『
復
古
記
』
第
二
編
、
内
外
書
籍
、
一
九
二
九
年 

立
川
昭
二
『
明
治
医
事
往
来
』
新
潮
社
、
一
九
八
六
年 

田
中
彰
編
『
近
代
日
本
の
軌
跡
１ 

明
治
維
新
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年 

谷
口
謙
「
独
逸
戦
時
衛
生
條
例
摘
要
」
（
『
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
』
第
三
号
、
一
八
八
六
年
二
月
、
一
七
―
三

二
頁 

津
田
右
子
「
日
本
の
近
代
看
護
教
育
草
創
期
の
教
育
観
を
探
る
」
『
看
護
学
総
合
研
究
（
呉
大
学
）
』
三
巻
一

号
、
二
〇
〇
一
年
、
八
―
二
五
頁 

坪
井
良
子
編
『
近
代
日
本
看
護
名
著
集
成
解
説
』
第
二
期
（
第
一
〇
～
第
一
八
巻
）
』
大
空
出
版
、
一
九
八
九 

 
 

 
 
 
 
 

年 

富
田
正
文
編
『
福
沢
諭
吉
選
集
（
第
一
刷
）
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年 

土
曜
会
歴
史
部
会
（
代
表
執
筆
・
高
橋
政
子)

『
日
本
近
代
看
護
の
夜
明
け
』
医
学
書
院
、
二
〇
〇
〇
年 

中
尾
健
次
『
弾
左
衛
門
―
大
江
戸
も
う
一
つ
の
社
会
』
解
放
出
版
社
、
一
九
九
四
年 

長
尾
幸
作
『
亜
行
日
記
鴻
目
魁
耳
』
日
米
修
好
通
商
百
年
記
念
行
事
運
営
会
編
『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史
料

集
成
』
第
二
巻
、
一
九
九
―
二
二
九
頁 

中
田
雅
博
『
緒
方
洪
庵
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年 

中
西
淳
朗
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
二
巻
第
四
号
、
一
九
九
六
年
、
一
五

八
―
一
五
九
頁 

中
村
赳
『
新
説 

明
治
陸
軍
史
』
梓
書
房
、
一
九
七
三
年 

西
岡
香
織
「
日
本
陸
軍
に
お
け
る
軍
医
制
度
の
成
立
」『
軍
事
史
学
』
第
二
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
二

四
―
三
九
頁 

原
剛
「
概
説 

戦
傷
病
者
に
対
す
る
医
療
・
援
護
体
制
」『
軍
事
史
学
』
第
四
九
巻
、
第
四
号
、
二
〇
一
四
年

三
月
、
三
八
―
四
九
頁 

伴
忠
康
『
適
塾
と
長
与
專
斎
―
衛
生
学
と
松
香
私
志
』
創
元
社
、
一
九
八
七
年 

平
尾
真
智
子
「
明
治
初
期
に
お
け
る
陸
軍
看
護
制
度
の
看
護
教
育
史
上
の
意
義
」
（
『
教
育
史
学
会
集
録
』
第

三
九
号
、
一
九
九
五
年
、
五
〇
―
五
一
頁 

平
尾
真
智
子
『
資
料
に
み
る
日
本
看
護
教
育
史
』
看
護
の
科
学
社
、
二
〇
〇
一
年 

広
田
照
幸
『
陸
軍
将
校
の
教
育
社
会
史
―
立
身
出
世
と
天
皇
制
』
世
織
出
版
、
一
九
九
七
年 

ヒ
ュ
ー
・
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
著
、
中
須
賀
哲
朗
訳
『
あ
る
英
人
医
師
の
幕
末
維
新
」
中
央
公
論
社
、1

9
8
5

年 

福
島
義
言
「
花
旗
航
海
日
誌
」
、
日
米
修
好
通
商
百
年
記
念
行
事
運
営
会
編
『
万
延
元
年
遣
米
使
節
史
料
集
成
』

第
三
巻
（
風
間
書
店
、
一
九
六
一
年
、
二
七
九
―
四
〇
〇
頁 
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福
田
邦
三
・
永
坂
三
夫
・
久
永
小
千
世
共
訳
『
聖
ト
マ
ス
病
院
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
婦
養
成
学
校1

0
0

年

の
歩
み
』
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、
一
九
七
三
年 

富
士
川
遊
『
日
本
疾
病
史
』
平
凡
社
、
一
九
六
九
年 

富
士
川
遊
『
日
本
医
学
史
綱
要
２
』
平
凡
社
、
一
九
七
五
年 

藤
原
彰
『
日
本
軍
事
史
（
上
巻
）
戦
前
篇
』
社
会
批
評
社
、
二
〇
〇
六
年 

文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
編
集
・
発
行
『
洪
庵
、
知
安
、
そ
し
て
鴎
外 

近
代
医
学
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
た
ち
』
二

〇
一
二
年 

ヘ
ン
リ
ー
・
ネ
ー
ネ
ス
ト
・
シ
ゲ
リ
ス
ト
著
、
大
津
章
訳
『
医
学
の
歴
史Ⅰ

―
医
学
の
夜
明
け
を
尋
ね
て
―
』

三
学
出
版
有
限
会
社
、
二
〇
〇
九
年 

星
亮
一
『
会
津
落
城
―
戊
辰
戦
争
最
大
の
悲
劇
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
（
四
版
） 

星
亮
一
・
戊
辰
戦
争
研
究
会
編
『
新
選
組
を
歩
く
―
幕
末
最
強
の
剣
客
集
団
そ
の
足
跡
を
探
し
て
』
光
人
社
、

二
〇
一
一
年 

中
野
善
達
「
文
久
遣
欧
使
節
の
徒
目
付
福
田
作
太
郎
を
め
ぐ
っ
て
」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
〇
〇 

号
』
一
九
六
七
年
九
月
月
刊
、
一
―
一
二
頁 

日
本
医
史
学
会
編
集
「
横
浜
軍
陣
病
院
の
日
記
」
『
日
本
医
史
学
会
雑
誌
』
第
一
七
巻
附
録
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
四
四
年 

日
本
科
学
史
学
会
編
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
第
二
四
巻
医
学
〈
一
〉
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
五
年 

日
本
赤
十
字
社
病
院
編
『
伝
記
叢
書
１
６
０ 

橋
本
綱
常
先
生
』
大
空
社
、
一
九
九
四
年 

日
本
赤
十
字
社
中
央
女
子
短
期
大
学
編
纂
『
日
本
赤
十
字
社
中
央
女
子
短
期
大
学
九
〇
年
史
』
絢
文
社
、
一

九
八
〇
年 

沼
田
次
郎
・
松
沢
弘
陽
『
西
洋
見
聞
集
』
日
本
思
想
大
系
６
６
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年 

沼
田
次
郎
、
荒
瀬
進
訳
『
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
雄
松
堂
書
店
、
二
〇
〇
二
年 

益
頭
駿
次
郎
「
欧
行
記
」
（
大
塚
武
松
編
『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯 

第
一
～
三
』
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
〇
三

年
）
一
二
五
―
三
三
八
頁 

松
沢
弘
陽
『
近
代
日
本
の
形
成
と
西
洋
経
験
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
（
第
四
刷
） 

松
下
芳
男
『
改
訂 

明
治
軍
制
史
論
（
下
）
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
八
年 

松
下
芳
男
『
徴
兵
令
制
定
史
』
五
月
書
房
、
一
九
八
一
年 

松
山
棟
庵
・
森
下
岩
楠
合
訳
『
初
学
人
身
窮
理 

全
二
冊
』
一
八
七
三
年
（
初
版
） 

南
和
男
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
塙
書
房
、
一
九
九
七
年 

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
壬
生
の
医
療
文
化
史 

先
駆
者
の
医
療
を
訪
ね
て
』
独
協
医
科
大
学
、
壬

生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
発
行
、
二
〇
一
〇
年 

宮
永
孝
『
ポ
ン
ペ
―
日
本
近
代
医
学
の
父
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年 

宮
永
孝
『
文
久
二
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
報
告
』
新
潮
選
書
、
一
九
八
九
年
（
第
三
刷
） 

宮
永
孝
『
幕
末
遣
欧
使
節
団
』
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年 

森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
幕
末
史
料
大
成
３ 

開
国
対
策
論Ⅰ

』
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
〇
年 

陸
軍
軍
医
学
校
篇
・
発
行
『
陸
軍
軍
医
学
校
五
十
年
史
』
一
九
三
六
年 

陸
軍
軍
医
団
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
（
明
治
篇
）
』
小
寺
昌
発
行
、
一
九
一
三
年 

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
修
親
会
編
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
〔
昭
和
篇
〕
』
原
書
房
、
一
九
九
〇
年 

歴
史
学
研
究
会
編
『
日
本
史
史
料
〔
４
〕
近
代
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年 

『
歴
史
読
本
』
編
集
部
編
『
カ
メ
ラ
が
撮
ら
え
た
会
津
戊
辰
戦
争
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
二
年 

山
県
有
朋
の
手
記
「
越
の
山
嵐
」
陸
軍
省
編
修
掛
編
・
発
行
『
越
の
山
嵐
』
一
九
三
〇
年 

山
内
慶
太
「
福
澤
諭
吉
の
見
た
ロ
ン
ド
ン
の
医
療
」
福
澤
諭
吉
教
会
編
・
発
行
『
福
澤
諭
吉
年
鑑
二
九
』
二

〇
〇
二
年
一
二
月
、
一
〇
五
―
一
二
九
頁 

山
口
一
夫
『
福
澤
諭
吉
の
西
航
巡
歴
』
福
澤
諭
吉
協
会
、
一
九
八
〇
年 

山
田
千
秋
『
日
本
軍
制
の
起
源
と
ド
イ
ツ
』
原
書
房
、
一
九
九
六
年 

由
井
正
臣
・
藤
原
彰
・
吉
田
裕
『
軍
隊 

兵
士
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年 

横
浜
市
役
所
編
纂
『
横
浜
市
史
稿
』(

風
俗
編)

臨
川
書
店
、
一
九
八
五
年
復
刻 

吉
川
龍
子
『
日
赤
の
創
始
者 

佐
野
常
民
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年 

吉
川
龍
子
「
明
治
期
の
赤
十
字
看
護
教
育
」
『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刻
第
五
〇
号
、
二
〇
一
三
年
、

三
八
七
―
四
〇
三
頁 
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吉
田
裕
『
「
国
民
皆
兵
」
の
理
念
と
徴
兵
制
』
五
月
書
房
、
一
九
八
一
年 

吉
村
道
男
監
修
『
寺
島
宗
則
自
叙
伝
／
榎
本
武
揚
子
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
二
年 

米
村
晃
多
郎
『
野
の
ひ
と 

関
寛
斎
』
春
秋
社
、
一
九
八
四
年 
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